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墓 碑 (在東京 市 牛 込 區辨天 町宗參 寺) 


素行の 墓碑 は 山 鹿修玄 巷 一 貫貞以 居士  (父) 光妙 智大姉 (母) と 並んで 向って 右端に ある。 

慕の 表面に は 「月 海 院殿瑚 光淨瓒 居士 墓」 と 刻し、 裘而に は 「先考 名高 祐藤姓 山 鹿 氏 別 行 子 

生 元 和 壬 戌 載 八月 庚 戌 歿貞享 乙 丑 歳 九月 努未 孤 子 泣血糁 立」 と ある。 ，何 ほ 素行の 妻淨智 

院 並に 一 族の 墓碑 五 基 もこの lei 域に ある。 

赤 穗城圖 (平 戸山 鹿 家 所蔵) 

赤穗城は^^野內匠頭長直の時代、 小幡 景憲の 門下 近 藤 三 郎左衞 門 正 純の 計査に 成れる ものにし 

て、 素行が 淺 野の 臣 として 赤 穂に 下った 時、 藩主と 共に 實地 再檢 討して、 二の丸の 虎口 (入口) を 

改め 直した。 (第 十五 卷 年譜 承 應ニ年 十月 十五 日の 條參 照) 

この 圖は 素行の 女^ 山 鹿 八 郎左衞 門 興 信卽ち 後の 髙恒の 筆に して 由緒 ある ものである C 今 素行 

が 改めた 處を 矢印 を いれて 示して おいた。 現在 はこの 二の丸 虎口の 內 側に 近く、 素行の 銅像が あ 
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山 鹿 語類 卷第七 

君 道 七 

治敎上 

六 二 風俗 を 正す 

師曰 はく、 國に 必ず 風 あり、 人に 必ず 俗 あり、 是れを 風俗と 云 ふ 也。 天地の 人 を 生 

ずる 事、 同じく 是れ 天の， 命を受 くと いへ ども、 各.' 其の 地 を 異にする が ゆ ゑに、 其の 

習 氣相變 じて 其の 俗叉異 也。 地に 水陸 山 谷の 別 あれば、 受 くる 處の氣 に 剛柔遲 速の 量 

殊 なり。 聖人 世に立ちて 億兆の 君師 たると き は、 是れを 糾明して 其の 習俗 を變 じて 其 

の 風俗 を 正しくせ ざれば、 國政を ことにし 家 俗 を 別にして 敎化 及び難き 也。 民の 氣質 

に變 ありと い へ ども、 其の 本と する 處は 一 理 なれば、 天地の 正氣を 以て 人心の 正道 を 

ただし、 其の 偏 塞 を みちびい てこれ を 正に 至らし め、 其の 異なる を 抑へ て 是れを 一 に. 

君 道 七 治敎  一 七 
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山 鹿 語 鋭 卷第七  •  一  八 

ひし  かみ 

して、 天下の 人 其の 趣 を 一にして 彼此の 異なる ことなから しむる は、 是れ 上人 君の. 

敎化 による 所 也。 王制 曰、 廣谷大 川 異：， 制、 民生， 1 其 間, 者異レ 俗、 剛柔輕 重、 遲速異 

レ齊、 五味 fiL 和、 器械 異 X 制、 衣服 宜、 修， ー其敎 -不， 易， 1 其 俗； 齊， 1 其 政 1 不， 易， 1 せノハ 

シキヲ  ォ 

宜, と 云 ふ是れ 也。 風俗の なす 處善 なれば 民 自ら 善に 因循し、 風俗 あしきと き は民自 

ら惡に 因循す。 風俗の 所レ 習に は 不レ覺 に 人心 相 循ふ者 也。 我れ 元と 禮の節 文 ありと い 

へど も、 風俗 あしければ 謙 退の 風 を あしし とす。 我れ 元と 恥 を 知る 所 あれ ども、 風俗 

したが  〈ス  (知) 

あしき ゆ ゑに 恥 を 忘れて 利に 殉 ふに 至る。 是れ 所, 習の 風俗に 因りて、 道 を しらず 德 

義を失 ひて、 謙 退な く廉 恥た きを 以て 風と する 也。 風俗 如, 此 とき は 人 皆 邪 奸に陷 る 

が ゆ ゑ、 刑法 を 以てしば/ \ 是れを 正す と 云へ ども、 姦人 不, 可：, 已也。 然れば 風俗 を 

正 十 こと は 人君の 德に 可, 有。 如何して か 風俗 を 正さん とならば、 道徳の 心得 を 一 に 

して 始めて 風俗 正し かるべき 也。 道 は 今日日 用の 間 人々 和 行 ふの 道 也、 德は 人の 心に 

自得して 尤も 所， 一崇 敬 一也。 此の 二 は、 道 は 今日の 事業、 德は 人々 の 修身に して、 各.' 

不, 得 レ已當 然とす る 法 あり。 然るに 風俗 相 異なる が ゆ ゑに、 面々 自分と して 道 德を定 

め、 道 其の 道に あらず、 -德 其の 德 にあらず、 世以て非,^2!を道と心得、 德 にあらざる 


を德と 崇敬す。 是れ 風俗と なって、 末々 後々 まで 愚民 凡人 是れを 取りて 道徳の 異端 を 

なす 也。 下りて 云 ふとき は、 利 を 得 福 をうる を德 也と 思 ふ もの は、 吝 りて 手 廻 をな し 

我が 利害 を分刖 して、 人 をた ふしても 利の あらん こと を 思 ひもし、 行 ひもす る、 是れ 

を 道 也と 心得る 也。 人に 勝つ こと を德と 心得る もの は、 推して 人 を あなどり、 推參し 

て 人の 上座に つく を 道と 思 ふ 也。 是れ 各. -道德 と 云 ふ ものの 趣向 違 ふが ゆ ゑに、 是れ 

を 以て 風俗と す。 商 買の あき 人 利潤 を專ら として 恥 を不, 知の たぐ ひ、 是れ 同じく 人 

ル ラ  (然) 

にして 士は恥 を 思 ひ 三 民 は 恥 を不， 知 は、 風俗 を 以てし かり。 今まで 士 なりと 云へ ど 

も、 三 民に なりて は 無二 幾程 一 恥 を 忘る る も 風俗の なす 處也。 上って 云 ふ 時 は、 異端の 

行 ふ 所 を 道と 思. ひ、 異端の 德 とする 處を德 と 思 ふ、 是れ 本末 遙に 相違す る ゆ ゑ 也。 こ 

こ を 以て 或は 空 寂 を 取りて 德 として 氣隨 放埒 を 道と し、 或は 無事 靜淸 を德 として 專ら 

2) 心を靜 # 定靜坐 を 道と す。 是れ 皆道德 に似て 道德 にあらず。 さるが ゆ ゑに 下の 風俗 上の 風俗 

にして 眞理を  „■■ 

顏 する こと。 ともに 皆 思 ひ/ \に して、 いづれ を 取りて 定法と なしが たきを 以て、 人々 異見 を 立て、 

家々 に 異說を まう くる 也。 世に 德の 不, 明 道の 不っ S 仃 こと 尤も ゆ ゑ ある 也。 然れば 人君 

上に 聖人の 實理を 立て、 教戒の，： を廣 くし、 學校を 在々 處々 の 民家 多き 所に まう け、 
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師道 を 明に して 能く 教化の 實 あらば、 弊 俗 急に 雖：， 不， 改、 つ ひに は 風俗すな ほに して、 

まことの 道德を 知りて、 天下の 人 悉く 天地 ir: 人の 道 を 道と し、 大地 聖人の 德を德 とし 

て、 異端の 說 更に 無 レ所レ 行。 

詩の 序に、 王道 衰禮義 廢政敎 失、 國異レ 政 家殊レ 俗と いへ り。 ベ 子の 德業： 止しく 天下 

(一) 前漢の 

t« 秋 si" に道德 の敎詳 ならば、 風俗 は 異なる こと あるべ から ざれ ども、 王道 次第に 衰 へて 國々 

景帝 の 時 博士  シ ヲ  スヲ  ナ ラ  一一 シ テ ヲ チ ジケ ス >- 

となる。 武帝 私に 爲レ 政、 家々 自ら 爲レ 俗が ゆ ゑに、 道 德不， 一 也。 周禮司 徒の 職、 一 一一 道 德ー以 同 レ俗 

の 時 g 良對策  ； /  、 リ 

I は；^ 2，^ と 云 ふこと あり。 是れは 成 周の 盛な りしと き は、 司 徒の 職 を 立て、 道 德の思 入の 別な 

に 膝 _€ 王の 相 

に遷 さる。 if る もの を 悉く 教化して 一致なら しめて、 風^の 同じき 如くす る こと を 司 どる 也。 漢の 

= ^を 正 舉 たら 二)  ま. つ  ハ  . クイ ギ 

お 1^"^ 董 仲舒武 帝に 言して 日 はく、 春秋 大 一 統者、 天地 之 常經、 古今 之大誼 也と 論ぜる 也。 

あ り . 大ー 統と云 ふ は、 紀 綱の 一 なること を 以て 法度 を 明に して、 下の 守り 行ふ處 民の 道と 

(一：) 1: 

llbuf い する 處を 一 統せ しむる 事 也。 天下の 治 道 はこ こに かかる ことなれば、 是 れを大 一 統と 

ふ。 尹 H の 兄  おも ひ  ル ビヒ 

^l^N^^ 云 ふ 也。 若し 諸侯 面々 の 思 をな して 天子の 王法 を不， 一貴 用 一とき は、 邪 僻の 說 多く 異說 

の 致 知 格 物 を  (一一)  ムルニ ハフ テ シ 

ほ、 ん^ ^ が 龍 まち/ \ にして 一 続せ ざれば 也。 程 明 道宋の 神宗に 言して 曰 はく、 治 二 天下一 以 T 正 一一 

も 尊び、 六^  ヌル ヲ ヌ スト 

も 重んじた. c 風俗 一得 中 賢才 上爲 X 本と い へ る、 是れ叉 天下の 治 道 は 風俗に ある こと をい へ る 也。 教化 


あっからず 人々 道に 熟せ ざれば、 士に謙 退の 節な く、 民に 廉 恥の 行なく して、 子と し 

§  しの 

て 父 を ころし、 臣 として 君を弑 し、 下 は 上 を ひところ ひ、 强きは 弱き を 凌ぐ 事、 皆 風 

ン カラ  ル シ カーフ  -! セ  ねんごろ  ル サ (三) 

俗の 不，， ：d 處 より 起る 也。 風俗の 不に且 は、 人君 政道 を不， 詳、 敎化を 念 比に 不， 致 費 

より 事 起る なれば、 異端 を ひらき 異說を やめん と 不レ爲 して、 唯 だ 道徳の 一 にして 異 

義 あらざる ごとくに 敎を詳 にせば、 彼の 小人 邪 僻の 異見 は 自ら やむべき 也。 王制 曰、 

天下 無， 事、 與二 諸侯 1 相 見 曰， 朝、 考レ禮 正 レ刑ー レ德、 以 尊ニ于 天子 一と 一 K へり。 是れ 

諸侯 無 の 時には、 來 朝の 禮を 行って 天チに まみえ 奉り、 禮節 のまし からん 處を考 へ、 

王朝の 作法に たが ふ處 あらん を 改め、 1： の 刑法 獄訴を 正して 明に し、 上下と もに 德と 

思 ふ處の 一なる がごと く 致す、 是れを 天子 を 崇敬 やる と は 云 ふ 也と いへ る こと 也。 禮 

は 人間 日用の こと 皆禮 にもる る處 なし。 刑獄 は 人の 理非 明お に 決 斷の處 にして 死生の 

所レ ra: 也。 は 人々 身に つとめ.！： n 得する 處 なれば、 此の 三 を 明に して 異議な からしめ 

んは 風俗の 一 なる 處 なれば、 諸侯 必ず 來 朝して 是れを 奏聞し 上の 命を受 く。 人君 叉 命 

じて 是れを 正しくす。 如 レ此 とき は 上下 一 に、 天理の 公 * 人道の 正に おもむいて、 彼 

の大 一統に 至る 也。 たと へば 犬 下 長久に して 千 戈 を 荷 ふ 事な く、 人々 安堵の 思 をな す 
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. と 云 へ ども、 風俗^し くして 偏樂 する 時 は、 ■ 其の 弊 必ず 上 をな みし 君 を ひところ ひ、 

分 を こえ 弱 を 凌ぐ に 至る も の 也。 人の 富貴 福 祿 にして 道 を不レ 知理を わき ま へ ざる は、 

(一) 孟子 街- 是れ 孟子の 飽くまで くら ひ 暖かに 衣て 不レ學 ば 禽獸に 同じと いへ る處 也。 中國の 四方 

文 公 上篇第 S  „  r お) レ- 

聽居雌 教化の 不レ 及して 道德の ナベ を不， 知阈を えびすと 云 ひ、 南 蠻北狄 東夷 西 戎是れ 也。 何 

則 近 一一 於 禽獣 T  -フ  すくな 

，こ ある を 指す を 以て えびすと 云 ふと なれば、 衣食 居の 不, 足、 金銀 財 寶の少 きを 云 ふに あらず、 唯 

だ 風俗の あしく して 善悪の 差別 邪 正の わかち を不レ 知、 義 不義 忠 不忠の わき ま へ なく" 

道 德をー にせざる ゆ ゑ 也。 えび 十の 內 にも 君臣 ヒ下 男女の 品 あれ ども、 道 德を不 レー 

ゆ ゑに、 南 蠻には 衣裳の よき もの を 上と し 財 多き を 君と 寸。 北 狄には 勇猛 を 以て 君と 

し 上と す。 是れ 差別す る 處の心 あれ ども 趣向た がふ ゆ ゑに、 其の上 下と し 君臣と する 

こと 皆 道に あらず、 德 を不レ 知が なす 處也。 ここ を 以て 南 蠻北狄 に は、 今日 君と し 上 

とする かとお もへば、 明日 は 是れを 去って 我れ 君と なり 上と なる、 是れを 悪事と 不 

ハ  ル ラ 

レ思、 下 叉 これ を 風俗と す。 きたなき こと、 むさき こと、 贪る こと を 惡と不 知が ゆ ゑ 

に、 男女の 道み だれ、 飮食手 を 以てつ かむ、 居 宅の 法大 にたが ふ。 唯 だ 便 用 を 利す る 

のみ なれば、 南 蠻北狄 の 君臣と もに 中 國の商 買 沾賈の 人の 如く、 僞を 以て 財 を あつめ、， 


暴惡 にして 人の 物 を 奪 ふ。 其の 形 は 人の 如くな りと い へ ども、 一 向 鳥獣に 不, 殊。 し 

かれば 中國 たりと 云へ ども、 道徳の 思 入な く 風俗 次第に 衰へ、 世 は 太平に 属すと 云へ 

ども、 えびすに 同じく、 異端の 暴 僻邪說 まち/ \ にして、 つ ひに 上 をな みし 君 を 失 ふ 

を あしきと 不， 田^に 可， 至 なれば、 風俗の 所レ重 尤も 可， 味。 唐 有 二 天下； 雖， 號ニ 治平 一 

然亦 if 二 夷狄 之 風； 三 綱不, 正、 無二 君臣 父子 夫婦； 其 原始 二 於太宗 1 也， 故 其 後世 子弟 

にに ほ 全 ほ 皆不， 正、 使 n 君不， 君臣 不，， 臣、 故 藩 鎭不， 賓、 權臣 跋扈、 陵 夷 か 1 五代 之亂, と 程 明 道 

昭. Or の 子 を 殺 

^,^0^ の 論、 是れ 風俗 を大 也と する の ゆ 7.- 也。 

00  本朝 は 東方の 君子 國と號 し、 神代より 此の方 風俗 甚だ 淳樸 にして 紀綱 尤も 正し。 故 

00. に 上世より 今日に 到る まで 王 代 百餘に 過ぐ とい へ ども、 つ ひに 臣 として 天子 を弑 せる 

周の、 代 興亡 ためしな し。 是 れ神國 にして 天神地祇 を 崇敬す る處の 深ければ 也。 然れ ども 國 俗文に 

^M^^  くらく 才に 乏しく して 道 德の敎 化 薄く、 専ら 浮：^ の 邪說を 信用して、 賤門 卑戶の 匹夫 

褻微す  しょうみ やう 

匹婦に 至る ま で 念 佛稱名 の 功 德を贲 ぶ。 ここにお いて 浮 屠 に 宗門 多く 異端 ま ち/ \ に 

ひ をく  ゼス  いで 今-. t  ^ 

して、 寺院 市街 閬 里に 比 屋 せり。 中に も 蠻國の 邪法 耶蘇 宗門 出來 り、 是に 似た る 非 を 

へ 一一 一) ^畸- の  (一一！) 

1 種 - 說き、 善に 似た る 惡を用 ふ。 まことに 邪說 暴行 天魔 波 句の なす 所と 可レ 謂。 竊に 案ず 
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るに、 本朝 は 聖學學 校の 法不レ 輿、 師道 不， 立 ゆ ゑに、 人た ま/ \ 道に 志して 德を學 ば 

んと思 ふ もの ありと いへ ども、 皆佛兒 に不, 入ば つとむべ きに 便な し。 又 腐 li 文字 之 

學者 ありと いへ ども、 記誦 詞章 を 事と して、 日用の 工夫 いささか なきが ゆ ゑに、 聖學 

の 名あって 其の 行跡 凡人に 劣れり。 これ を 見聞す るの 族、 皆 ii をい やしん じ 聖學を 嘲 

りて、 佛老の 邪見に 陷る。 しばらく 道徳に 志 ある もの も、 上より 是れを 賞して 師道 を 

高く まし まさ ざれば、 あるかな きかの 如くに なりて、 是れ又 邪 說の內 に 泊す。 然る 

とき は 人君 道 德をー にして、 上 は 百官 を 正し、 下 は 萬 民を敎 へ、 吏 宫縣令 こと，， ^く 

法 を 守りて 敎 化を詳 にし、 所々 に 學所を まう け、 首 行 明なる を師 とし、 志 ある は 云 ふ 

に不. 及、 E?^ 民 凡人に 至る まで、 閑暇 あらば 業 を敎へ 道德の 趣向 を 糾明せ しめば、 道 

德に志 ある もの 各； 是れに 親しんで、 つ ひに は 敎化廣 からん。 敎化 能く 熟せば 異端の 

邪說 誰か これ を 用 ひん や。 不， 担して 異見 を やめ、 不， 禁 して 異端 さるべし。 上に 道德 

の敎 化な く、 委細の 戒示 あら ずん ば、 人々 皆 知識 あるが ゆ ゑに、 必ず 道徳の 志 55 來る 

の 時、 つ ひに 異端に 入りて 正 法 を不ぃ 可レ饥 也。 人 は所レ 習の 氣に泥 著す る もの なれば、 

一た び異 門に 陷 りて 後に は、 まことの 道徳に 彌.^ 迷 ざ かる もの 也。 ことに まカ 風 f の 1：：5 の 


師 世に 乏しければ、 誰に たよって 其の 邪 正 を 明に せんや。 是れ 異端の 世 を 惑 はし 民 を 一 

(<fs)  つ ひえ  一 

しひ、 蠻國の 耶蘇 費に 乘 じて 入る こと をうる ゆ ゑん 也。 但し 風俗の 染 むこと 久遠 なれ 一 

ば、 速に 變 ずる こと は、 聖人 世に出 づる とも 難」 有 かるべ し。 旣に歷 二三 紀 一世 變り風 

移る と 周 書に 出で たり。 これ は 周 公旦、 文 王 • 武 王 • 成 王 三世の 政 をた すけ 國家を 安 

定し玉 ふに、 三紀 をへ て 後に 世 か はり 風 移りて、 四方と もに 靜に 安し と 云 ふこと 也。 一 

一紀 は 十二 年 也、 三紀は 三十 六 年 也。 周 公の 聖人 政 をな し 玉 ふに さへ、 風俗の 變 ずる 

に 至る は 三紀に 及ぶ、 況ゃ 末世 濁 民 を や。 本朝 は紀綱 自ら： 止しく 上下 尊卑の 分明なる， 

まことに 君子！： の 風 あれば、 人君の 敎化詳 ならば 其の 道德っ ひに 一 にして 風俗 改まら 一 

ん事 最も 安し。 風俗 不， 正 ば、 治平に 屬 しても 末に 弊の あるべ ければ、 唯 だ 風 を かへ 一 

俗を變 じ、 天下 悉く  一二 道德 一にして 異端の 邪 說不レ 行ば、 君臣 父子の 道 あきらかに、 一 

上下 尊卑の 分 正しく、 人々 天地の 德を德 として、 萬 代と もに 夷狄の 風俗 あるべ から ざ ： 

る 也。  一 

六 三 教化 を廣む 
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師嘗論 卞廣ニ 教化 一之 議上曰 はく、 敎は 上より 示す の 所、 化 は 下の 化して 俗の 變 ずる 也。 

敎と 化と 相 並びて 初めて 圭角 なし。 敎へ て 化せ ざれば 風俗 變ぜ ざる もの 也。 風俗 不 

, , 變ば敎 化と 難 J 目 也。 故に 敎は化 を 以て 成る と 可レ知 也。 然るに 民人の 敎へ何 を 以て 

本と せんとな らば、 唯 だ 犬 地 自然の 誠の ままに 因循して、 更に 別法の 相殊 なるな し。 

何 を か 天地 自然の 誠と 云 はんとな らば、 父子の 親、 君臣の 義、 夫婦の 別、 長幼の 序、 

朋友の 信、 是れを 五 敎と云 ふ。 虞 舜契を 以て 司 徒の 官 として、 敬 敷 ニ五敎 1 在， 寬 との 

玉 ふ、 是れ萬 世 帝王 爲, 敎の はじめ 也。 君臣 父子 夫婦 長幼 朋友 は、 人と して 必ず ある 

べきの しな なれば、 是れを 五 品と も 五倫と も 云 ふ 也。 親義別 序；：：^ の 五 は、 其の 情 我れ 

に 相 そな はれる の 事な りと い へ ども、 氣 質の 偏に かか はり、 物欲の 蔽に へだてられて、 

.  理 にくら く 事に 惑 ひて 其の 道 を 失 ふに いたる が ゆ ゑに、 敎を 立て 其の 天地の 眞に 至ら 

しむる、 是れを 五 敎とは 云 ふ 也。 而 して 此の間に 始終の 禮 あり、 士 ：！ 凶の 用 あり、 親睐 

(二) 變に同 の差刖 あるが ゆ ゑに、 吉凶 軍 賓嘉を 五 禮と云 ひ、 冠婚 喪祭 鄕相見 を六禮 とも 云へ り。 

是れ 五倫に ついて 必ず あるべき の 事に して、 是れを 行 ふに 各 > 禮を 以て 節せし め、 其 

の 制 法 を 具に 敎 ふる、 是れ 事に ついての 教戒 也。 而 して 今日 曰 用の 間に 相 用 ひて 更に 


離るべからざる 用 あり、 所謂 飮食 衣服 居 宅 用具 也。 これ を 行 ふに 分寸を 定め、 合矸 

を考 へ、 一 二三の 數を はかり、 輕重を 正す の 制 あり、 是れを 八 政と 號 する 也。 所謂 飮， 一 

食 • 衣服. 事爲 額 , 異ロ釗 g レま钂 • 度量 • 數制、 是れ なり.。. 以上 41 こと を詳. 

に考へ はかりて、 ！K 下の 間に 布， 敎て 其の 道德を 一 に 十。 德は 是れ五 典、 道 は 是れ六 一 

禮八政 也。 德 は是れ 五倫、 道 は是れ 五敎、 德 は是れ 天德、 道 は是れ 天道、 更に 私 智妄， 一 

作す る處 にあらざる 也。 敎詳 にして 禮行 はれ 風俗 一 なる 時 は、 民 日に 善に 移りて つ) み 

お 入？ II に 不レ陷 也。 故に： 货 ：；，UK 曰、 禮者禁 二 於 將然之 前； 而法者 禁ニ於 已然之 あ 一と 云 へ り。 禮 と-; 

-ば？ f^itj 云 ふ は 則ち 今 曰 曰 用の 道 也、 日用の 道よ く禮 に相稱 つて 非 義非禮 あら ざれば、 民の 罪， 

色 • 法度 を改  ： 

^^^^^^ に 入るな し。 是れ禮 は 未然の 前 をつつ しまし むる 也。 法 を 立て 刑 を 行 ふ は、 定まれる 一 

^まれ， 禮の敎 の 違 ふこと ある を 後に 改め 禁ずる 也。 然ると き は 1! と 法と 兩を 立てて、 前 を敎ー 

れ て長沙 王の  テ 7 レナ レヲ  一 

へ 後 を 戒めて 敎 化を廣 からしむ る 也。 敎 とい へど も以 レ法不 レ糾レ 之ば 必ず 怠る。 是れー 

禮法者 教化 之 所 M 從出 1 者 也。 凡そ 人 皆 風俗に そみ 惡に陷 りて、 奸邪說 を 信じ 利害 i 

を さしはさ むこと 已に 習氣 たり 。 こ れ を敎 化せん こと 大方の 心 入に て. は難レ 通が ゆ， <Jl 

に、 王械 より 邊 鄙に 至り、 都邑より 遠 里に 至る まで、 所々 に 是れを 司 どるの 官を立 
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て、 師を 置き 敎を 具にし、 日用の 間 いささかの ことなり と 云 へ ども 漫 りに 是 れを不 

レ令 一一 取 行； 委細に 點撿し 其の 本末 を糾 して 是れを 善に 入る る 如く あらば、 民人 自然に 

風俗 を 化すべ し。 

周禮 に、 大司徒 因ニ此 五物 1 者 民 之 常、 而施二 卜 有 二 敎ー焉 と 云へ り。 唐 處の司 徒 は 五 

敎を 以て 民に 敎ふ、 周の 司 徒 は 十二の 敎を 施す 也。 五敎は 其の 綱領 を あぐる 也 >  十二 

二 ハク テシ レイゾフ. -バヲ  モセ 

敎は 其の 條目 を詳 にす る 也。 一 曰、 以ニ祀 禮ー敎 レ敬 則民不 A ？。 云 ふ 心 は、 祀禮は 祭 

とほき  こうしょ 

祀の禮 也、 遠 を 追うて 孝 を 致し- 民に 示す に 敬 を 以てする ゆ ゑに、 民 苟且す る ことな 

き 也。 ォ？ 且と云 ふ.. は 物 を かりそめ にして、 當座 のつ ぐの ひ 斗り を はかり 終 を 不レ考 こ 

と 也。 二 曰、 以 一一 陽 禮一敎 ヒ議則 民不， 爭。 一： ムふ心 は、 陽 禮は飮 食の 禮射 義の禮 各.^ これ 

也、 老人 をう やま ひ 禮節を 正し、 互に 謙 退の 禮 あり、 故に 民 皆辭讓 の禮を 心得て 爭心 

を やむ る 也。 三 曰、 二 陰 禮ー敎 レ親 則民不 レ怨。 云 ふ 心 は、 陰禮は 婚姻の 禮也， 婚姻 

の 禮を敎 へ、 緣を くみ 親 をな して 族を廣 くす る ゆ ゑに 怨曠の ものな き 也。 怨喊と 云 ふ 

はや もめ や も をに して 常に 愁恨 ある ものの こと 也。 四 曰、 以 一一 樂禮 1 敎 レ和刖 民 不レ乖 C 

云 ふ 心 は、 樂禮 は燕會 いて 饗を まう け樂 をな すの 禮 ありし ゆ ゑ、 民に そむく 所な きを 


一； 〈クチ ヲズ レパヲ  H  (敎) 

しらし むる 也。 五日、 以, 儀辨 , 等 則 民不, 越。 云 ふ 心 は、 君臣 上下の 儀 を をし へ、 父 

子 長幼の 儀 を わき まへ、 其の 階級に 順って 禮を增 減せ しむる の 法 あれば、 民の 志 自ら 

定まりて 差 を 不.， 越 也。 六 曰、 以 レ俗敎 レ 安則 民不レ 偸。 云 ふ 心 は、 風俗 を 正し 作法 を 

改めて、 衣服 • 宮室 • 飲食 • 用具 • 墳慕 • 祭器に 至る まで、 其の 俗 をつ まびら かにし、 

下 • 長幼 • 资客 • 師弟 • 朋友の 交接と もに 風俗 を 正しく すれば、 人倫 ぎら 厚く して 

.  二  〈ク -.7 ヌフ レバ ヲ  タ. i:- 力- フ 

輕 薄なら ざる 也。 七 曰、 以， 刑敎 レ中 則民不 レ麟。 云 ふ 心 は、 刑罰の 法 を 立て 敎を たす 

け 人の 過不及 を あらたむ る ゆ ゑに、 民 暴 逆に 不レ至 也。 八 曰、 以 レ誓敎 レ恤 則 民不レ 怠。 

云 ふ 心 は、 互に 相ち かひ 互に 相 組みて 事 を 救 ひ うれ へ を 助く るの 道を敎 ふるゆ ゑに、 

民に 怠りな し。 怠る もの をば 相 救って つとめし むる ゆ ゑ 也。 九 曰、 以, 度敎 レ節則 民 

知レ 足。 云 ふ 心 は、 度 は 諸事の 節を儉 にす る こと 也、 冠婚 喪祭より 日用の 間の 用を定 

め 品 を 分ち て 其の 欲 を 節する ゆ ゑに、 民 自ら 足れり として 不， 願, 外。 十日、 以 一一 世事, 

敎 レ能 則民不 レ失レ 職。 云 ふ 心 は、 天下の gl 民 各-其の 業 あり、 是れ 世上の 事 也、 故に 

業 をつ とめし め 能を敎 ふるとき は、 民 各.^ 其の 職 を つとむる が ゆ ゑに、 職 を 失 ふ もの 

なし。 十 一 曰、 以， 賢 制 レ g: 則民愼 レ德。 十二 曰、 以， 庸制 レ祿則 民 輿， 功。 是れは 民 
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の 賢者 を あげて 宜しき 官 爵を與 へ、 功 ある を 用 ひて 祿を與 ふ、 如レ此 とき は民德 をつ 

つし み 功 をお こすと 云 ふこと 也。 此の ニケ條 は、 民敎に 化し 風俗 正しくな りて 賢者 出 

で、 有功の もの あら はるる とき は、 爵祿を あたへ て 是れを 用 ふるの 法 を 論ぜる 也。 以 

上 十二の 敎、 是れ民 を 教化せ しむる の 道 也。 此の 內敬讓 親和 等の 五 は 民の 德を敎 ふる 

也。 安中 恤節 能の 五 は 民の 業 を， 敎 ふる 也。 制， IS 制 レ祿は 是れ民 をつ かふの 權也。 教化 

する こと 如， あとき は、 道德ー にして 敎化廣 き 也。 

敎化は 皆 上下の 一 致す る處 なれば、 上の 所 レ敎に 下 化する こと 必然の ことわり 也。 

善惡 ともに 敎に 順って 化す。 今日の 風俗に 邪 正出 來る は、 前代の 敎 化の 善 惡 により、 

今日の 敎化は 後代の 風俗と なる なれば、 上よりの 敎化聊 もお こたるべからず。 民 を 愛 

すると 號 して、 已 來の禍 を不, 顧に 財 寶を與 へ 佚 遊 を專ら とせし むる は、 是れ 姑息の 

仁 なれば、 後來 必ず 妖禍 となる もの 也。 遠き 慮 をな さず して 唯だ當 座の 喜び をつ くさ 

しめ、 かりそめの 事 を 心よ くいた す 故に、 後代に 至りて 其の 政 改めが たきになる もの 

也。 風俗 は 一 朝 一 夕になる ことに あらず、 積累 する ことの 久しくして 其の 習氣 風俗と 

なる なれば、 積累 する 處を 心得て 敎 化を廣 くして、 終に は 風俗 を變 ずる 如く 可， 一心 得 一 


也。 易の 觀の 象に 曰、 風 行 二 地上； 觀、 先王 以省レ 方觀レ 民設， 敎 といへ り。 四方の 風俗 

不レ 同して 各- - 其の 趣向と する 處 たが へ り。 聖人 其の 土地 を考へ 民の 俗を觀 て、 其の 

所に 隨 つて 敎を まう くる、 是れ 風の 地上 を 吹きて あまねく 萬 物に 及びて、 大小 廣狹の 

問泄 るる 處 なきが 如しと いへ る 心 也。 人君の 政 は 風の 如し、 下民 は 草の 如く なれば、 

風の 加 はる 處には 草 これに 隨 つての ベ ふす が 如く、 下民 は 上の 敎に隨 ふ もの なれば、 

上よりの 敎化 によって どなたへ も 付き.、 よく 久しくして は 風俗と 成るな り。 上の 教化 

詳 ならざる に 因りて、 異端の 邪 說專ら 行 はるる とい へ ども、 是れを ふせぐ に 便な し。 

法 を きびしく し 刑を大 にす といへ ども、 心服す る もの あらざる ゆ ゑ、 ややもすれば 邪 

說に陷 りて、 彼れ を棄て 是れに 入り、 是れ をの がれて は 彼れ に 入りて、 ともに 異端の 

に 一ん。 謹 化 內に 漂泊す。 韓退之 曰、 不 又 11 于楊 1 則 入， 一 于墨； 不 X1 ー于老 1 則 入， 一 于佛； 入， 一子 彼, 必 

«3 つ S メ, 

1-1 出 ニ于此 一と 云 ふ も、 立 敎の本 原た たざる を 云 ふ 也。 

六 四 學校を 設け 道學を 立つ 

師論ニ 學校之 設ー曰 はく、 學 校と 云 ふ は 民人に 道 德を敎 へて、 其の 風俗 を 正す の 所 を 
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(に 際 J 公 定 むる 事 也。 學も校 もと もに をし ふるの 字 心に て、 則ち 學 校の 名 也。 孟子 曰、 設ニ爲 

上篇 第三 章  、 

庠 序學校 1 以敎， 之、 库者養 也、 校者敎 也、 序 者 射 也、 夏 曰， 校、 殷 曰：， 序、 周 曰， 库、 

學則 三代 4；, 之、 皆 所 一-一 以明 一一 人倫 一也、 人倫 明 二 於 上； 小 民 親 一一 於 下 一と： K ふ是れ 也。 然 

れば學 校の まう け は、 上代の 聖主專 ら是れ を 以て IK 下の 治 道 第一と する 也。 ここ を以 

て 民家 あつまりて 其の 數 あるとき は、 則ち 其の 村庄に 學校を 立て、 師道に 可， 然もの 

を 擇んで 是れを つかさどら しめて、 民の 農工 商の 暇 あるの 時、 及び 其の 子弟の 業に 不 

レ 付の 間、 こ の 所に あつ まりて 人倫の 正道 を 正し、 家業の つ とむ ベ き 法 をなら ひ、 其の 

天德を 正す 也。 小 民家す こし あるに も學校 あり、 況 ゃ家數 多く、 已に 郡と なり 國と號 

すべき 處に は、 大に學 校 を 設け 其の 敎を可 レ令レ 施 也。 王制に や T ふ 所の、 古 之 敎者家 有 

レ塾、 黨有 レ庠、 術 他 有レ 序、 國有レ 學とは 此の こと 也。 家と 云 ふ は 民屋廿 五家 を閒と 

云 ふ。 問に 一 つの 道 を 通じ、 道の あとさきに 門 を 設け、 門の 邊に學 校 を 建つ る、 これ 

を 塾と 云 ふ 也。 五百家 を爲， 黨、 一 萬 二 千 五百家 を爲， 遂也。 序と もに 皆學 校の 名に 

して、 國 にある を 學と號 する 也。 尤も 天子の 學校を 小 學 • 大 學と號 す。 此の 學處 にて 

は自 二王 公 一已 下 至， 一 于庶人 之 子弟； 皆 相 學んで 其の 業 を 相つ とめ、 其の 天德 をみ がく 


じ へ キヨ ウレ  ょ，"々，カ う 

の 所と す。 天子の 學處を 曰 二 辟 離； 諸侯の 國に 立つ る學處 をば^ 宮と云 ふ。 其の 名號 

は 世々 替る とい へ ども、 押して 各. -學 校の 義也。 

M 記  テ ヲ クル ニニ  ヌス ト 

凡そ 古 之 王者 建 レ國君 , 民、 敎 學爲， 先と いへ り。 四民と もに 學校を 立てて 敎へ ざれ 

ば、 風俗 邪 辟に して、 中國に 居て えびすの 如く、 人に して 禽徵 に不, 異。 士 にして 利 を 

專ら とし ェ 商の 風 をな し、 或は 人の もの を 偽りと り、 不, 奪ば あかざる の 類、 皆 敎を不 

レ聞 風俗 ことん \ く あしき ゆ ゑ 也。 ここ を 以て 先 づ敎學 を 以て 第一 の 治 法と 致す 也。 

而 して 敎 ふる 處 各.^ 天理の 本然 を 以てす、 尤も 其の 節 あり。 凡そ 民に 敎 ふるの 道、 士 

に敎 ふるに 不レ同 也。 但し 其の 才の敎 へて 事なる ベ き は、 こ とん \ く 是れを 國學に 入 

れて學 ばし む。 事なる ベから ざる は、 農 畝に おいて 產業 をつ とめし む。 而 して 民に 敎 

ふる 事、 六德ニ パ行 • 六藝、 以上 此の 三 也。 六 德と云 ふ は 知 仁 聖義忠 和 也。 i と は 知 

惠 あって 事に 明なる 也。 仁 は 物 を 愛し あはれ むこと 也。 聖は 早く 知りて きざし を はか 

る 也。 義は よく 時宜 を考 へて 其の 義 不義 を 糾す こと 也。 忠は 君た る 人 たる 人 を 重ん 

じて 二心 を もたざる 也。 和 は 親疎の 間 相 むつまじく 和して、 能くす くひ 能くた すくる 

こと 也。 是れ 心の 內を 正す ゆ.^ に 六 德と云 ふ。 六 行 は 孝 友睦媚 11111。 i はよ く 父母 
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にっかへ 奉る こと 也。 友 は 兄弟の 間にした しき こと 也。 睦は 一類 一 族の 間 を むつまじ 

くす る こと 也。 婣は 我が 緣者 つづきの 遁れ ざる もの をした しむ こと 也。 任 は 朋友の 間 

_  0  (儀)  まづ しくと bi しき 

に まこと ある こと 也。 恤 は 人の 難ぎ を 救 ひ 貧 乏 をに ぎ はす 事 也。 以上 是れは 親 凍て 

ついて 相 行 ふの 道 也、 ゆ ゑに これ を 六 行と 云 ふ。 六藝は 禮樂射 御書數 也。 禮は 吉凶 軍 

賓 嘉の禮 也。 樂 は相會 して 音曲 詠 曲す る こと 也。 射 は ゆみい る 也。 御 は 牛馬の 1 り や 

うつか ひやう 也。 書 は 物 を かきなら ひ 文字 を 知りなら ふこと 也。 數は^ 用の こと をし 

る 也。 以上 是れは 四民と もに 日用の 問 相 用 ふべき 事 なれば、 是れを 六 藝と號 する 也。 

此の 三の 德行 藝を學 校に お い て 師を立 てて 相敎 へしむ。 其の 郡 鄕の司 をい たす 奉行 • 

S) 

代官 是れを 上より 受けて 詳に詮 ぎ を 加 へ、 ー庄ー 園の 下、 奉行. 名主 • 庄屋に 至る ま 

で、 正月 元日に ことん，. \ く 相 あつめて 申 渡し、 所々 村々 において 毎月 よみきかせ、 是 

れを 糾し戒 しむる 也。 これ を 十四の 讀 法と 云 ふ 也。 鄕の大 夫 f 鄕州 は 五州の 司なる ゆ 

ゑに、 去；， 民 遠くして 法 を よみきかす るに 不, 及、 唯 だ 其の 下司に 申し わたす 斗り 也。 

州 長 is は 五 黨を司 どり 民に 近き ゆ ゑに、 正月 肝. 正 歳 春秋の 兩社、 以上 四た び 

民に よみきか する 也。 黨 正より 以下 は 各.' 民に 近き ゆ ゑに、 或は 七た びよ み 或は 十 四 


度に 及ぶ、 是 れを屬 ， 民 而讀ニ 邦 法 ー以糾 ニ戏之 一と 云 ふ 也。 春秋の 二 社に は 民 社に あつ 

まりて 社 を 祭祀す るの 時に して、 人 多く あつまる 時 なれば 也。 如 レ此詳 に敎へ て、 其の 

德行 道藝を ふる 也。 其の 處に 六德. 六藝. 六 行の 內に相 かなへ る もの あれば、 其の 

村其の鄕の^^行ょり書付けて、 鄕の大 夫の 處に 棒ぐ。 大夫 則ち 書付 を大司 徒の 官に入 

るる 也。 三年あって 前々 のかき つけ ども をと り 出して、 德行道 藝を考 へた くらべ、 其 

の內の 賢者 能 者 を あげて 天子の 學 校に 入る ると 也。 賢者 は 行の よき もの 也、 能 者は才 

の ある ものの こと 也。 而 して 鄕は 五州の を さなれば、 下より 申し あぐる 處の 賢者 能 者 

は、 鄕の大 夫 しらぶ る 也。 ここにお いて 鄕 射の 禮と云 ふこと あり。 是れは 民の 德行ぁ 

る もの を あつめて、 射禮 を： J;: はせ て考 ふること 也。 この ゆ ゑに 州に も黨 にも 各-' 射禮 

の 興行あって、 民 あつまり 會 する 時には、 必ず 射 を こころみし •  むる 也。 家數少 き處に 

は 射禮の 儀な し、 處々 の 射禮大 鄕に聚 めて これ を考ふ 也。 尤も 處に 大禮 あるとき は、 

其の 相 示し 置く に まかせて、 互に 相 あつまりて 是れ をつ とめ 是れ をす く ふ。 人に しら 

せず 友 を不レ f 曰して 大禮を 取 行 ふこと を 禁ず。 叉 以ニ鄕 八 刑 一 糾ニ萬 民 一と 一： ム へり。 鄕は 

人 多く 相聚 まるが ゆ ゑに、 法を嚴 しく 立てず して は 其の 道み だるる 也" 一 曰 不孝 之 刑、 
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二 曰 不睦之 刑、 三 曰 不婣之 刑、 四 曰 不弟之 刑、 五 曰 不任之 刑、 -パ 曰 不恤之 刑、 七 曰 造 

言 龍 言 之 刑、 八 曰 亂民之 刑。 &i§ レ亂 4， この 八の 刑 を 以て 民 をた だす 也。 是れ皆 成 周 

の 法 也。 學 校と 云 ふ は、 學問 を敎へ もの をよ みなら はする 所との み 後世 相 心得る は あ 

やまり 也。 尤も 學術を 立て ざれば 道學に 可, 入 之 用な しとい へ ども、 學校は 唯 だ 道 を 

敎へ業 をなら はしむ るの 所と 可， 知 也。 道 を 敎へ業 を 習 はしむ ゆ ゑに、 民 農 をつ と 

め 射 を 學んで 兵 民と なる に 用 あり。 德 行道藝 のす ぐるる によって (c: せられ、 法 を そむ 

くにおいて 刑 を 行 はるる ゆ ゑに、 賞罰 立ちて 勸善懲 惡の法 正しき 也。 學 校の 法 共の 重 

きこと 可, 知。 其の 王宮 國 都に まう くる 所の 學校 は、 人生れ て 八 歳より 十三 歳までの 內 

it が fll- を 以て 王公 以下 庶 人の子に 至る まで 是れを 小學に 入れて、 洒 掃應對 進退 之 節、 禮樂射 

〈『して 五經の  乂.^ ズヌ 

を i 究せ 御 書數之 文を學 び、 十 有 五 年より 二十歳までの 內を 以て 皆 大學に 入れて、 究レ理 修レ己 

しめたる もの ム ルヲ.  (二  y リ -; ル 

I、 し l^^f 治レ 人の 道 を 以てす。 是 れ國學 のまう くる 處也。 白 虎 通に は、 八 歳 人 ニ小學 一十 五 入 二 

、一-) お ±^ゥ  二  ノ (二)  チリ  一一 £  ヲ  ム  ヲ  一一 メリ 

伏 勝の i 、とい 大學 一と 云 ひ、 尙書大 傅に は、 十 有 三 年始 入 二 小學； 見 二 小節 ー焉踐 ニ小義 ー焉、 二十 入 一一 

スも實 は そ  二  ヲ  ム  ヲ  二 15  (ク ；シ テム 7 シル 

I 內 g 撰と 大學； 見 一 一大 節 ー焉踐 一一 大義 ー焉 と；； ムふ 是れ 也" 漢 薰仲舒 曰、 王者 南面 而治 一一 天下； 莫， 不： ト 

(三) 前 出 二  テ  ヲ ト テテ ヌ チ へ  ケテ ヲ テス  一一  ハク フへ 7 ン ナルハ 

oi 照  以ニ敎 化ー爲 5 大務 h 立 二 大學ー 以敎ニ 于國； 設ニま 序, 以 化，！ 于邑； 又 曰、 養：， 士英, 大 M 乎大 


ヨリ  ハ  ァヅ カル  ノ  マウ シテ  二 ハク ムルハ ヲ 

學； 大學者 賢士之 所い 關 也、 教化 之 本 原 也 云々。 明 道程 子 言- 1 于神宗 1 曰、 治 11 天下一 

テ シ  ヲルヲ  ヲ スト  リテ  -ー シテ  ダ 二 アツ カラ  ダサ ヲ  ス クナク 

以 T 正 二 風俗 1 得 m 賢材 上爲， 本、 宋 興百餘 年、 而敎化 未， 1 大醇； 人情 未， 盡， 美、 土人 微ニ 

謙 退 之 節； 鄉間 無二 麼恥之 行； 刑雖レ 繁而ハ 焱不， 止、 官雖 A 冗 而 材不， 足 者、 此蓋學 校 之 

〈ラ  カー フク テヲ. <  テ マス レプム ルーフ  ノ  ハク  ニグリ 

不 レ備、 師儒 之不， 尊、 無，, 以， 風 勸養勵 I, 之 使， 然耳 云々。 伊川 程 子 曰、 古 者八歲 入 二 

小學； 十五 んニ 大學； 擇， I 其才 可， 敎者 1 聚レ 之、 不肖 者 t 二 之 農 畝 一 蓋 士農不 レ易 

旣 入：， 風 fi^ 則不， 治， 農、 然 後士農 別、 古 之 仕者自 リニ 十五， 入 二 大學； 至 二 四十, 方 仕、 其 間 

.Bi 有 三 一十 五 年學； 叉 無二 利 可 U 趨、 則 所：^ 志可レ 知、 須 n 去レ 惡趨， 善、 便自此 成,. 德、 後 

之人自 ニ童穉 間； 已有二 汲々 趨レ 1 之 心； 何 由 得 1 向 A 善、 故 古人 必使ニ 四十 而仕； 然後 

志定。 朱 曰、 古 者 聖王設 n 爲學 校！ 以敎ニ 其 民； 由， 家 及， 國、 大小 有， 序、 使 二 其 民 

無 や 不ァ入 二 乎 其 中 一而 一^.; * 焉 云々。 歷 代の 先儒學 校の 敎を 貴ぶ こと 如レ此 也。 而 して國 

學の所 レ敎、 周 禮に師 氏-保 氏の 官 あり、 大司 樂の敎 あり、 師 氏は以 二三 德 1 敎ニ國 子 1 

と 也。 三徳と 云 ふ は、 一 曰 至 德以爲 二道 本； 二 曰 敏德以 爲ニ行 本； 三 曰 孝 德以知 ニ逆惡 1 

と 云 ふ 也。 國 子と 云 ふ は、 公卿 *大 夫 二 兀士之 適 子 井に その 國の いとま ある 子弟、 

各.^ これ を 云へ り。 然るに 三德の 第一 至 德と云 ふ は 道の 本 也。 道 は 天. 人性 命の 理にレ 
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て、 事物 當然 のの りあって、 修身 齊家 治國平 天下に 用 ふる 處の 用不 レ得レ 止の ことわり 

なり。 其の 道の 本 は 誠意 正 心より 出づ る、 是 れ至德 也。 敏德は 知能く 物々 に 渡りて く 

ら からず、 事理に さとき こと を 云 ふ、 是れ 今日 相 行 ふ 處の本 也。 孝德は 我が 本 づく處 

を 知りて 是れを つとむる 也。 親, 親す る こと を專ら とすれば、 我れ にした しくむ つま 

じき を愛惠 する の 心 ある ゆ ゑに、 逆 惡の念 生ずべ からざる 也.^ 以上 是れを 三徳と 云へ 

り。 此の上に 三 行を敎 ふ。 一 曰 孝行 以親， 1 父母； 二 曰 友行以 尊， feR ニニ 曰 順行 以事 ニ師 一 

長 一と 云へ り。 三德を 以て 本と して、 三 行 を 以て 今日日 用と す。 如， 此 とき は 德行相 並. 

び 事理 同一 にして 更に 間隔す る ことなし。 保 氏 は 養 ニ國子 1 以， 道、 乃 敎ニ之 六藝； 一 曰 

五禮、 二日 六樂、 三 曰 五 射、 四日 五敏、 五 曰 六書、 六 ni 九數、 是れを 六 藝と號 して 相 

敎 ふる 也。 而 して 叉 敎ー 一之 六 儀； 一 曰 祭祀 之容、 二 曰 賓客 之容、 三 曰 朝廷 之容、 四 d 

喪紀 之容、 五 曰 軍旅 之容、 六日 車馬 之容、 是れを 六 儀と 號 して 威儀 進 返の 節を學 ばし 

む。 大司 樂は樂 德を國 子に 敎ふ。 樂語 あり 樂舞 あり、 是れ大 司 樂の司 どる 處也。 是れ 

各.^ 國 學の敎 ふる 處 なり。 凡そ 國學 州學里 閭の學 校と もに 師道 を 立つ る を 以て 要と す 

る 也。 師道 を えらぶ こと 不レ當 二 其理； 則ち 其の 敎へ道 を 失って、 名 ありと いへ ども 實 


なし。 師道の こと、 能く 先王の 道 を 明に して 德業 ともに 兼ね 備 はれる を 以て 上と す。 

志 あつく して ひたすら 道德を 専らと 志す を 其の 次と す。 如, 此の 人 を えらみ、 人君 禮. 

を 厚く し聘を 重んじて 是れを 尊び、 邊鄙遠 境まで も 是れを 以て 類と して あつめば、 天 

下の 廣き 人材の 多き、 豈 師道な からん や。 若し 只 だ 文 學を必 とし 記誦 を專ら とする も 

のを擇 んで師 とせば、 却って 風俗 を そこな ひ 民の 氣質を 邪 辟なら しむべき 也。 周禮、 

大宰以 ニ九兩 1 繋 二 邦 國之民 一 三日 師以 fe; 得， 民、 四 曰 儒 以レ道 得 fe- とい へ り。 叉大司 

徒の 職に 聯ニ 師儒 1 とも 云 ふ。 師者所 1 一一 以宗 一一 主名敎 1 者 也、 儒者 所 r ー以扶 一一 持名敎 1 者 也と 

注せり。 師道 不レ 明ば、 其の まなぶ 處の 民人 彌.' 習 ひあしく なりて 道德を 一 にせざる 

ョ I の 也。 y 子 一 lnp  HI 者 所 ニ以學 &レ君 也、 是：^ 擇 X 師 ノ可 レ不レ 愼.？ J、 記 曰、 三 王 四 代 唯 

せレハ i リノ.^ 之 li ず、 凡學之 道、 嚴 レ 師爲レ 難、 師嚴 然後道 尊、 道 尊 然後民 知レ敬 レ學 

云々。 叉 nP 記 問 之學、 不 以爲 二人 師 一と 云へ り。 記 問と 云 ふ は、 雜 難雑說 をお ぼ 

えて 學者 のために 異論 を談じ 難說を まう くる 也。 一 も 今日日 用の 工夫に あらず して、 

却って 學を^ 弄する にたれ り、 學 者の 心意 を 正 誠せ しむる の 道に あらざる 也。 

ノ  へク  ハニメ  ヲテジ クスヲ  モ  レバ シ カラ  二 ッテカ ナ ラン  リ， 

明 道程 子 曰、 古 者 一 二道 德 1 以同ニ 風俗 一 苟 師學不 A 正、 則道德 何從而 一 、 方今 人 #-ー 
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私 ID^;  {li, 爲， 一 異說； 支， I 離 經訓ー 無， ー復銃 一 一 道 之 不レ明 不ヒ 打、 乃 在 二 於此ー 臣謂 宜下 

先禮， 一命 近 賢 儒； 各以， 類擧ハ 及 凡 執事 方 岳 州縣之 吏、 悉， 心 推 訪、 凡 有 T 明 二 先王 之 

道； 德業克 i、 足：， 爲ニ 師表， 者ハ 其 次 有 n 篤志 好， 學ノ 材 良行修 者； 皆以レ 名聞、 其 高 

踏 之士、 朝廷 當 二 厚：， 禮 延聘； 其餘 命， 一州 縣； 敦遣 ニ萃於 京師 一 館 H 之 寬閑之 宇； 璺こ せノハ 

If 靝； 恤ニ せ ~ 家 之 有 以 二 大臣 之 賢 1 典 ニ領其 事； 俾 H 群 儒 朝夕 相 與講ニ 明 正學ー 其 道 

必本， 一 於 人倫, 明， 一 乎 物理； 其敎^5ニ小學贐掃應對|以往修，1 其 孝弟 忠信 周旋 禮樂； 其 所 二 

以誘掖 激厲漸 摩 成就 1 之 道、 皆 二 節 序； 其耍在 S 於 擇：， 善修， 身、 至， 1 於 化 二 成 天下； 自こ 

鄕人 1 而 可，， 一 以至ニ 於 聖人 之 道； 其 學行皆 中， 1 於是 ー者爲 n 成德； 叉 其 次 取 T 村識 明達、 可 

レ進二 於 善-者- 使 ヨ日受 二 其 業； 稍久 則擧 n せ，， 餐 傑- 以備， I 高 任； 擇， I せ ノハ學 業大 明、 德義可 

レ 尊者 一 爲ニ大 學之師 ；次以 分ニ敎 天下 之學； 始レ自 二藩府 一至 二 于州 郡ー擇 二士 之 願 レ學、 民 

之 俊秀 者， 入 漸 irs-l 大學 1 及 二 州 郡之凤 擇 1. 其 道 業 之 成、 可， 爲 二人 師-者 h 使， 敎ニ 

于縣 之學； 如 二 州 郡 之 制； 如， 此則 得, 士 浸廣、 天下 風俗 將 r; 日 入 二 醇正 一 王化 之 本 也、 

帝王 之 道、 莫レ尙 一一 於此 1 云々 と。 朱 子 曰、 至ニ于 後世； 學校 之設、 雖 ニ或不 P 異ニ乎 先王 

之 時； 然 Inf ハ師之 所 n 以敎； 弟子 之 所 二 以學； 則 皆 忘， 本逐， 末、 懷レ i 去 A 義、 而無 ：1 役 先 


王 之 意； 以 A 故學校 之名雖 レ存、 而其 實不, 擧、 至ニ于 風俗 日敝、 人材 日衰； 雖レ以 -I 漢唐 

之 盛隆； 而無 三以彷 ニ彿乎 三代 之叔季 一とい へり。 是れ 各.' 師道の 不， 明 r) と をい へり。 

師は萬 人の 表 準に して、 門人 皆是れ がた めに 敎化 引導 せらる。 この ゆ ゑに 師を 不一 一明 

撰 一とき は、 必ず 風俗た がふべき こと 勿論 也。 

立 二道 學 一事。 按ずる に、 學 校の 敎へ 知行の 二 を不， 可レ 出。 知 を 練りて 德. を 正し、 行 

(序)  (法) 

をつ とめて 五倫 をつ いづる は、 是れ唯 だ 天地 自然の のりを のっとる のみに して、 更に 

別法の 妙なる なし。 是れ 道德を 一 にす るの 敎也レ 然るに 天地 自然にしたがって 開 導し、 

咏ニ諸 心 一修 二 諸 身； 行ニ于 父子 兄弟 夫婦 朋友 之 間； 而推， 之 以 乎 君臣 上下 人民 事 

物 之 際 一の 學 は聖學 にあらず して は 難， 通。 聖學 は堯舜 より 起り て、 周 公. 孔子に 至り 

て備 はれり。 是 れ道學 之傳來 にして 各.' 萬 世不レ 出の 大聖 也。 後世 道 學に志 あるの 人、 

此の 聖々 を 不レ師 ば 必ず 其の 極に 不レ 可レ至 也。 故に 學：^ の敎 各.^ 此の 道 學傳來 の 聖人 

を師 とし、 其の 行跡 言辭を 以て 證 として 準 據 する 也。 其の 行跡 言語 何に 由って 知らん 

とならば、 古の 書 を 不レ學 して は 難， 通が ゆ ゑに、 學 校の 立つ る處の 師道、 相敎 ふるに 

以ニ 聖人 之 書 1 也。 然るに 聖人の 書、 末世に 及んで 其の 注釋皆 己れ が意见 に 任せて、 專. 
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ら 心身 家國 天下の 用たら ず。 故に 或は 心性 を談 じて は虛 遠に 至り、 死灰 稿 木の すがた 

もに 戰 t 時代 を 云 ひ、 或は 法禮を 論じて は 支流 餘裔 をと、， つへ て 是れを 安住と す、 尤も 道 學と云 ふべ 

の舉 者、 楊子 

からず、 唯 だ 聖學の 異端 也。 孔子より 孟子に 至り、 孟子 旣に沒 して 後、 道 統の傳 ここ 

r 一 「) 前 出 二 に絕 ゆ。 秦に 至りて 聖人の 書籍 不レ殘 焚 失せて、 聖學 殆如レ 無。 この ゆ ゑに 戰國の 時、 

0 莨 7  ， - 

C  J  A^-  ？  (一)  くて き  二  0カ-, こ 

P 一一に Mj^p 揚朱 -ii 霍 がごと き 異端、 仁義 を かりて 邪 說を行 ふ。 秦-漢 より 以來^ 墨が 說は少 く 

^2"^ へ、 して 老氏 • 佛 氏の 說專ら 行 はれ、 心 を あまんじ 理を 高ぶりて 虚無-:^ 滅を敎 とす。 是れ 

中郎 将に遷 る。  ル ク  (二) 

M^B^. 皆道學 の不レ 立が いたす 處也。 漢の武 帝に 至りて 方正 を 擧げ、 董仲 舒眞の 聖學を 

と？^を11-はす  ；  (三) 

^^^^^^ 可， 貴 こと. 談じ、 丞相 衞新 奏して 百 家 を 返け 大學を 建て、 博士 を 置き 經術を 明に し 

は fx" れ； て、 聖學の 道 天下に 明な り。 是れ 末代 聖學を 知る の ゆ ゑん なれば、 武 帝の 功 t„ ^犬に し 

ォ子 5!;^ より 

^^0^ て 世 道に 益 あり。 然れ ども 唯 だ 聖學を 貴ぶ こと を 知りて、 聖學を 用 ひて 世上の 敎 化と 

クャゥ する こと を不レ 知、 敎 ふるに 師 なく、 學者唯 だ 訓詁 を專ら とす。 漢の宣 帝 諸懦を 石渠閣 

^な ■。 チ li にあつ めて、 五經の 異同 を 正す といへ ども、 是れ又 未 レ有ニ 成 書？ 唐の 大宗に 至りて 始 

古 • 司 馬才章 •  10; 觀十 II 年 

^^M^ めて 孔穎 達に 命じて 諸.^ の 儒 Hi を あつめ、 五經の 正義 を 撰 ましめ 玉 ふ。 是の時 五經全 

ui, に 3 妒. 卄  (wn 

仁 ヤー 一一 く疏注 なれり。 漢の諸 儒 を專門 名家と 號 して、 いまだ 唯 だ 文字の 學 のみ 也。 魏* 晉， 


梁. 隋の 間に 聖學 殆ど 絕す。 唐の 正義 尙ほ又 訓詁 文字の みなり。 然れ ども 太宗 政道に 

く やう だつ 

心 ふかく 教化に 志 あるが ゆ ゑに、 五經の 正義 あら はれたり。 孔顏達 いささか 聖人の 學 

を不レ 知して、 ひたすら 文字の 訓を なせり、 六經の 注解 大方 非 二 本意 一也。 後に 韓退之 

が 徒 亦 聖人 を 貴んで 異端 を斥排 すと いへ ども、 是れ 未だ 聖人の 域 を不レ 詳して * 多く 

は 利口に 渡れり。 ここ を 以て 案ずる に、 孟子 沒 してより 後、 聖書 世に 殘る といへ ども， 

聖學の 本意 は 悉く 絶す る こと、 我れ を 以て これ を考 ふるに 已にニ 千有餘 年に 及べり。 

(五) §, 先 儒 云 はく、 宋に 至りて 嫌 溪の周 子、 千歳 不傳の 統を繼 ぎ、 聖 學の說 ここにし ばらく 

字 は 茂叔、 世  (ウー 

； ^yflfj; 明な り。 河南の 二 程 子相繼 いで 起り、 朱 子に 及んで 全く 成就し、 宋の 世に 及んで 聖學 

|^5^人1； 時 を 得たり と 謂へ る 也。 朱 子 曰、 漢 餽諸儒 正 二 音讀； 通 二 訓詁； ％ン 一 制度； 辨ニ 名物； 學 

て そグニ j  モレ バヅ ラノニ  ヲテカ ヒンヲ  二  チノ モ  ノ  ルカ ラカル  ク ダス ル  リテ 

JS^Mil 者苟不 11 先 涉ニ其 流 一 則 亦何以 用- 1 功 於此； 則 其 書 亦 世之不 X 可：， 無 者 也、 第 欲， I 中心 有 

(六) 程 明 道、 レ主而 知 1, 所， 擇耳。 まことに 漢* 唐に 訓詁の 儒な くして 是 れを詳 にせ ずん ば、 宋 儒の 

程 伊川の 二人 

理は聖 學の域 を 云 ふと も、 いかんして 經 世の 耍法物 則を詳 にす ベ けんや。 然る ゆ ゑ を 

以て、 漢 *唐. 宋を經 て 全く 聖學の 本末 始終せ りと なり。 我れ を 以て 是れ を考 ふるに、 

孟子より 後、 皆 聖學の 要 敎相絕 す、 中に も 宋* 元の 間、 五經 四書 を玩 ぶの 儒者 各. Mill 
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(一) 舉者に 

して 大いに 學 

校； SSE に 力 を 

盡」、 遂侯 

に 封ぜら る。 

春秋 梁の 集 

解 を 一一 だはす 

(二) 王弼は 


好んで 潘道を 

論じ、 易 及び 

老子 を 注し、 

4? 書 K となる。 

何&は 三國餽 

の 人、 官に仕 

へ 累進して 待 

中 ほ 書と なり， 

競-つて 淸談を 

爲す。 著書 論 

語 集 解 世に 傳 


(三) # パ溪 の 

周茂叔 陽 

の 程 子 • 関^ 

の 張橫染 *閩 


0 


意兒 訓詁 一て、 ほしいままに 是れ を注釋 する が ゆ ゑに、 唯 だ 奇說奇 注 を てら ひ、 勝つ 

ことをこのんで 尤も 俗儒 多く、 叉 聖書 を 取りて 異端の 說を なすの 徒 多くして、 名 は 儒 

にして 實は楊 • 墨 • 老 • 佛に 同じ。 是れ 聖人の 罪人 也。 東晉 の范寞 曰、 王弼 • 何晏之 

罪深 二 於：^ 衬 一とい へり。 或 人 これ を甚 しきそし りゃうに やと 尋ねければ、 范 曰 ふ、 

王弼 • 何晏 聖人の 書 をけ がして 注釋 をた が へ 、 專ら虛 無の 兑を 加へ て 後世の まど ひ を 

なし、 禮を やぶり 樂を棄 て、 人品 をた がへ 天下の 風俗 を そこな ひ、 其の 餘風を 弄する 

の 徒 今以て これ をよ しとす。 樂衬 が惡は 一 代に き はまれり、 喪レ身 覆レ國 後世の 戒 たり „ 

王弼 • 何晏が 異見 は歷 代の うれ へ となれ りと 答へ しと 也。 かの 宋ニ兀 及び 明に 至る ま 

で， 諸 儒 聖學の 本意 を不レ 知して、 口に まかせて 聖經 賢傳を 解きて 其の 餘妖の 人々 に 

及ぶ は、 t 永紂が 罪より 深し と 可レ云 也。 今 立 二道 學 一は、 是れ聖 學道統 の傳を 正し、 漢* 

(i  一  らくく わん びん 

唐. 晉.^ 以來嫌 洛關閬 の 注 釋を考 へ、 修身 齊家： _^國 平 天下 を 以て 設 とし、 其の 間に 


おいて 功 あるべき 處を考 へ、 聖人の 所 レ說を 以て證 とすべし。 人 皆 やすきに 入り 小成 

に 安ん ずる を 以て 利と す、 故に 或は 性 心 を 弄し 理學を 云 ひ、 或は 詩文 を 事と し 或は 記 

誦 を專ら とす。 是れ 等の 學、 百歲 をつ むと も 身 家國犬 下に 益 あるべからず して、 しか 


も 致し 安くな り 安し。 是れ叉 聖學の 異端 也。 詩文 記誦 を 可, 廢には あら ざれ ども、 1^ 

レ 本て 追 レ末は 聖人の 學と云 ふべ からず。 聖人の 詩と 云 ひ、 文と 云 ひ、 記函 する 處は 各， - 

本 あり、 後世の 及ぶ 處に あらざる 也。 されば. j:^ 二道 學, て 聖學を 建立す る こと、 是れ學 

校の 教化と 云 ふべき 也。 §議-  . 

ュ 下。 本 全集  -ー r,  ケ  -TOT)  I 一  -1 シテ レ  一一  rs  ト 

第 九 卷に收 載 . 來書 曰、 學校 之設、 敎化 之廣、 實 治世 安民 之 要、 而是亦 成 周 井田 之 法 所レ行 也、 如 一一 

本朝 1 則 難 一一 設廣 1 乎。 師曰 はく、  s! 十 校の まう け 教化の 廣め 本朝に 用 ひ 難 からん との 事、 

尤も 今の 俗 を 以て 云 はばし かも あらん か。 仉し 令に 所, 出幷に 記錄に 所, 统 ij 考 ふるに、 

本朝に も 中古まで は 其の 遣 意 ありと みえたり といへ ども、 戰！： に 及んで 治 敎不， 詳し 

て. 其の 弊 今日に 至れり、 更に 當 時の あやまりに あらざる 也。 本朝 は 風俗 自然に 淳僕 

にして、 人々 道 學の名 を しらず と い へ ども、 君臣 • 父子 . 兄弟 • 朋友 . 夫 ゆの 道に 至 

るまで、 禽 f おに ひとしき 行跡 は 四方の 末々 邊 鄙まで すくなし。 是れ 偏に 天照大神の 神 

德 末が 末まで も 周き が ゆ ゑと 可, 知 也。 天子 武將 います 所の 中 都 は 結句 人品 鄙 薄に 及 

ぶこと ありと い へ ども、 田 舍邊土 は 古風 相の これる 冬し。 是れ 併 貧富の 混雜 して 繁 

華なる と、 純朴に してすな ほなる とに よるとみ えたり。 ここ を 以てい はば、 異朝の 虱 

.. 君 道 七 治敎.  .  , 四 五.， 
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師 は畢悄 にし 
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して 恃讀 とな 

す。 後 尊 氏 • 
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集 1^ 訓住來 は 


なりと 云 ふ。 

M 衡は後 1= 泉 
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へたる 藤 原 明 
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俗より は 本朝 逢に こえた る處 多し。 若し 聖學の 化 ひろく 敎 導の 節つ まびら かなら ば、 

早く 風俗 正し かるべ き 也。 學 校と 云 ふ は あら ざれ ども- 在々 所々 に 寺社 多く、 一  里 一 

鄕の處 にも 神社 佛閣 のまう けなき は あ らず、 其の 所の 民人の 小弟 必ず 相 あ つまりて 手 

習 ひ物學 ぶ。 或は 祭禮を まう けて 衆 民相會 し、 やぶさめ 競馬の こと を 行 ひて 飮酒 の會 

あり、 これ 所の 明 神 氏神 を 崇敬の ためなりと 號す。 是れ 等の 事 を 案ずる に、 寺社 を改 

め學 校と し、 僧. 神主に 法 を 立て 敎師 として 其の 子弟 を 教化し、 冠 婚祭喪 等の 大體を 


正さし め 五倫の 敎を 全くし、 相會 するとき は鄕飮 酒の 禮を まう くる こと を敎 へ、 神事 

あるとき は鄕 射の 禮を學 ばし め、 其の 取 行 ふこと にしたがって 自然と 敎 化せば、 何ぞ 

學校 のまう け敎 化の 廣 きこと あら ざらん や。 子弟 皆 手 習 ひ 物 まなぶ とい へ ども 敎 ふる 

もの 學の道 を しらざる ゆ ゑに、 唯 だ 往来の 文 をい となみ 日記帳の たよりとの みなりて- 

たすけ  ( 一 て „, きん めい う 

世敎治 道の 助と なり 風俗 を 正す 基と たる ことたし。 或は 源惠が 庭訓、 明衔 が往來 等の 

俗書 を玩ん で、 年長けよ は ひさかん なる まで 道に 志し 業 を つとむる に 志 ある もの は 鉦  1 

レ之、 やぶさめ 競馬 も 時の なぐさみとの みなりて 民兵の 設 なし。 世 太平に 屬 する こと 

久しき とき は、 敎化を 以て 風俗 を 正さ ざれば 道 學不レ 全 也。 閬 里の 少と 云へ ども 學咬 


のまう けな くんば あるべからず、 况ゃ 本朝に おいて を や。 譬 へば 學 校を不 X 設 とも、 

(長) 

所々 の 民の を さ、 時 を 以て 民に 法令 を敎 示し、 風俗 を 正し 禮儀 を詳 にせば、 則ち 是れ 

周 禮鄕大 夫 • 州 長 • 黨正 • 族師 • 閬胥 • 比 長の 法 也。 漢書 食貨志 曰、 五 爲 X 隣、 五 

隣爲， 里、 四 里爲， 族、 五族爲 に.!、 五 i 爲：， I、 五州 爲， 鄉、 鄕萬ニ 千 五百戶 也、 鄰長、 

位 下士 也、 あ， 此 以上 稍 登 ニー 級 一 至 X 鄕而爲 X 卿 也、 於，里^^^£:、 而鄕 あ， 一 庠序； 以明 

レ敎、 庠則 行レ禮 而視レ 化焉、 舂令ニ 民 畢出在 1, 埜、 冬 則 畢入ニ 於邑； 所 卞以順 二 陰 i 一 

備ニ 寇賊； 習お 禮文上 也， 春將， 出 ， 民、 里 胥平且 坐， 1 於 右 塾； 鄰長坐 二 於 左 塾； 畢出然 後 

ス ル 二 

老人の 歸、 夕 亦 如， 之、 入者必 持， 一 薪 機； 輕重相 分、 t 白不， 一 提^; 冬民旣 入、 婦人 同 卷相從 

< 一 一一) 漢書の 夜績、 女工 一 月 得 二 四十 五日； 必相從 者所卞 以省レ 費ニ儉 火； 同 二 巧拙, 而合ホ 習俗 上 也、 男 

註に よれば、 - 

B0 女 有 得 二 其 所-者- 因 相與歌 詠、 各 言 二 其 傷； 、是月 餘者亦 在 M 于序 窒； 八 歳 入 二 

と爲 すと あり  二  一一  メル  二  レ  シ ヲシヌ  ミテ フ レニ 

小學ー 十五 入 二 大學； 此先 王制， 士處， 民、 富 而敎, 之. 1>! 大略 也と いへ り。 民 富む とい 

円 I 第 ilf  へど も、 敎 あら ざれば 風俗 正しから ざる 也。 孟子 曰、 人 之 有い 道 也、 飽食 緩 衣 逸居而 

無 レ敎、 則 近 二 於禽獸 一と 云へ る も、 風俗 を 論ぜる なるべし。 
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六 五 禮樂を 正す 

チジ テフ  スルヌ  ^  ムヲ  ^3 

師嘗論 コ禮樂 1 曰 はく、 聖人 制 ニ鱧樂 一. こと、 各. > 其の 所， 不レ 得， 已 より 其のなる あり、 

更に 是れを 求めて 私する にあらざる 也。 凡そ 天地の 間 陰陽の ニ氣 にして、 是れ 則ち 人 

y』 g 記の 間 世に 用 ふる 禮樂 也。 樂由レ 陽來者 也、 ？1 由， 陰 作者 也、 陰陽 和而萬 物；^ と 一 It ふ 是れな 

り。 陰陽の 道理 を 今日日 用の 上に 相 推す とき は、 其の 差別 をつ いで 節 をた が はざる を 

禮と云 ひ、 物 能く 相 親しみ 相 和して たのしむ 所 ある を 樂とデ T ふ。 禮記 曰、 樂 則-尺地 之 

和 也， 禮者 天地 之 序 也と 云へ り。 和 は 陽に して 序 ある は 陰 也、 陰陽 は 相 はなれて 相 は 

なれず、 ここにお いて 天地 和す。 禮樂 は^にして、 禮は樂 を 以て 和し 和 は 節 を 以て 行 

はる。 然れ ば禮を 以て 形 を 正し 法 を 以て 是れを おごそか にして 外 を 節すと い へ ども、 

.  樂を 以て 人の 心 を 和し 自他の 情 を 合せし むる、 是れ禮 I 水の 一 つに して 不，. き ゆ ゑん 也。 

樂記曰 T 樂勝 則 流、 禮勝 則 離と はこの こと 也。 f 軸 は 物の 次第 をつ まびら かにし 其の 

禮節を 不レ亂 、是れ 也。 樂は 相た のしんで 情 を 合する、 是れ なり。 此の 二つ を 以て： 大下 

の 風俗の 所， 因と す。 ゆ ゑに 天子 人君 是れを 朝廷に 用 ひて 諸侯の 國大 夫の 家に わかち、 

其の 制 を 一 つに す。 而 して 人君 年 を 追うて 巡狩して、 其の 鳢樂を 冗して 別なら しめず 


書 親の して、 天下の 風俗 自ら 同じ。 舜 典に 云 ふ 處の修 ニ五禮 一と はこの こと 也。 禮樂を 制して 

其の 品 を 詳に定 むる こと は、 位 ありと 云へ ども 其の 德 なくして はなり 難し。 其の 德ぁ 

りと いへ ども 人君の 位に あらず して は禮樂 定め 難し。 中席、 子 思 曰、 雖：， 有 二 其 位； 苟 

健 一" ぁ德； 不， >lg 作 フニ 禮樂 -焉、 雖， 有 i ぶ 化； 苟 無二 あ 位； 亦不 作二禮 lii 焉と 云へ り。 

グ  (三) 禮器 ノ ヌ 

0,  0^. 禮樂の 二 は 風俗の かかる 處 なれば、 國 の治亂 尤も ここにお いてみ ゆ。 觀ニ 其禮樂 一而 治 

lyc も 同じく  キル  ッデ  仲 尼 居 フノ  へク 

b  亂可， 知 也と 云へ り。 天下の 政道 この 二に 不レ 出と もい へり。 子 張 問， 政、 子 曰、 君子 

明， 一 於 禮樂ー 擧而錯 X 之 而已、 子張復 問、 子 曰、 師爾以 F 爲必鋪 二 几 筵 一 升 降 酌獻酬 酢、 

^  二 フト レヲ ト  ハオ モ ヘル ズ ッラネ チイ i  r.  t テゥヲ シ ゥ 爷クヌ ォ コンテ ヌ  ルニフ トレ PK ト 

然後謂 * 之 禮.^ 乎、 爾以 iz 爲必行 こ 綴 Ig^ 位 兆； 興 M 羽 凝； 作 n 鐘 鼓； 然後謂 * 之 樂.^乎、 

首而 履：， 之禮 也、 行而樂 レ之樂 也、. 君子 カニ此 二者； 以南 面 而立、 夫是以 天下 大平 也、 

諸侯 朝 萬 物 服體、 而 百官 莫ュ敢 不二 承 事- 矣。 叉 孝經、 子 曰、 移， 風 易 ， 俗 、莫 J^nn 於樂； 

安 レ上治 レ民、 莫レ善 ニ於禮 一と 一 K へり。 人君の 國家を 政す る こと 一端に あらず といへ ど 

も、 禮樂は 其の 要 法 なれば、 いささか ゆるがせに すべから ざる 也。 而 して 是れを 分つ 

とき は、 禮は 上下の 品 を 定め 貴賤の 位 を 分つ より 起り て、 衣食 居の 間、 公私 進退の 節、 

語 默動靜 行住坐臥の 用、 吉凶 哀樂の 用、 各. '禮 より 出で ざる はなく、 禮を 以て 節せず 
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( 一 ) 中庸 第 

二十 七 章に、 

經禮 三百、 威 

儀 三千と いひ、 

禮記禮 器篇に 

經禮 三百、 曲 

禮 三千と 出づ 

る、 皆 同じ 


(二) 禮 記の 

篇名 


(三) 字 は 永 

叔、 宋の擧 者、 

仁宗 . 英宗 • 

神宗に 仕へ、 

^林 擧士 • 參 

知 政事 • 太子 

少師 たり、 王 

安 石と 合 はす 

して 致仕す。 

こ の 語 は！^ 樂 

志 論に 出づ" 

唐 朱 八 家文卷 
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んば あるべからざる 也。 經禮 三百、 威儀 三千と 云 ふ は、 其の 分數 して 無い 不レ盡 を 云へ 

るに や。 一人 を 以て 云 ふとき は、 人の 血氣 あって 視聽言 動し、 嗜 欲あって 飮食 起居す 

る こと、 禽 獸亦然 り。 然して 內に 天地の 義理 を はかり、 外に 儀 則を顯 はす を 以て 禽獸 

に 相 差うて、 人 を 以て 萬 物の 靈 とする 也。 起居 動靜の 間、 若し 禮節 をた がへ 儀 則 を 失 

はば、 何 を 以て か禽獸 にこと ならん や。 是れ禮 の 人に おいて 大 なりと する 處也。 1^ や 

禮運 (|コ 

禮者君 之 大柄 也と い へ 


上下 を 別ちて 尊卑 を 正， 


其 の 微を ふせぎ 其 の きざし を 抑 

へて 犬なら しめざる、 皆 是れ禮 のよ る處、 政の なる 處 なれば、 禮達 而分定 とも 云 ふ 也。 

下と して 上 をな みせず、 强 しとい へど も 弱き をし のがざる の 類、 皆 是れ禮 の所レ 立な 

ニー 一)  (ク ハ  テン ト  ベン ベン チ シ 

れば、 人君の 大柄と 云 ふこと 尤も 也。 歐陽修 曰、 古 者 宮室 車舆 以爲レ 居、 衣裳 晃弁 以爲 

卜  ゾ トウ テシト  テント チ ユキ  二  テ ミ  二  テへテ 一一  ム ヲ 

レ服、 尊假？ ^豆 以爲， 器、 金石 絲竹 以爲， 樂、 以適， 1 郊廟； 以臨 M 朝廷 一 以事， 神 而治レ 民、 

ノ  シテ テ ンテゥ ヤン  ヲ クワン キン  テ シ  ヌンヌ シナ 7  テ シ 

其歲時 聚會、 以爲， 一朝 親 問 一 權欣 交接、 以爲， 1 射 御 食饗ハ 合 A 衆 輿， 事、 以爲 n 師田. 學 

ヌ シ モル マデ  二  シルハ 二 デ  二 

校； 下 至 二 里閭田 畝、 吉凶 哀樂； 莫， 不， 二 出， ー於禮 1 云々。 然して 郡國家 鄕の禮 は、 先 

づ冠婚 喪祭 を 以て 大 なりと する 也。 その 作法 古今に より 土地に 順って 相違 あるべ けれ 

ば、 是 れを斜 酌して 其の 宜に應 ずる を 以て 禮の 本と 云 ふ 也。 必ず 古禮に 因循して たが 


ふま じきと 云 ふ は偏說 也。 禮は 天理の 節 文 なれば、 大 により 四時に よって 節 文 をな す、 

尤も 土地に 順って 其の 儀 則 を あら はす。 是れ萬 代 不易の 定論 也。 然ると き は禮の 本意 

を詳 にして、 用捨の 制 法 は 各.' 時と 處に 順って 用 ふる 人に あるべき 也。 伊川 程 子 曰、 

舉レ禮 者、 考レ文 必求ニ 先王 之 意； 得 Je: 乃 可ニ以 沿革 一とい へり。 凡そ 禮に 本と する 處ぁ 

つて、 其の 形 あり 其の 器 あり、 本 は 人々 の 情に あり。 其の 情 を考へ て 其の 所に したが 

ひ、 時に 應 ずるの 形 を 制し 器 を 作る にあり。 禮之本 出 二 于民之 情 一 聖人 因而 道, 之 耳、 

禮之器 出， 一子 民 之 俗； 聖人 因而節 71 文 之 一 耳、 人復 出、 必因， 1 今 之 衣服 器用； 而爲， 一之 

節 文； 其 所， 謂責， 本 而親用 者、 亦 在 II 時王斟 n 酌 損：. 益 之 1 耳。 乂曰、 行レ 禮不， 可 二 全 

泥 古、 須當レ 視ニ時 之風氣 自不リ 同、 故 所， 處不 レ得レ 不二 與， 古異？ 朱 子 曰、 ？』 時 爲 レ大、 

古禮如 k 此零 碎繁 冗、 今豈可 に 仃、 亦且得 ，1 隨， 時 裁 損 一 耳、 孔チ從 二 先進； 恐 亦 |,>此 意- 

1K々。 古禮の 今に 行 はるべからざる 事 は、 今の 禮の 古に 行 はれざる に 同じ。 唯 だ 能く 

人心 を 推して、 是れを 以て 其の 品を定 むる にある のみ 也。 樂は 人心の 相 和し 相樂 しむ 

處を 表す。 樂し むこと あれば 其の 貌 あり、 其の 聲 あり、 其の 器 あり、 これ 樂の 出づる 

ゆ ゑん 也。 聖人 樂を 作る こと は、 雷の 陽氣を 得て 地に に 出で て聲を ふる ふ、 是れ 則ち 
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わち やうよ えつ  C つ 

天地 和 暢豫悅 の 象なる を考 へて、 其の 聲を 法と り 其の 義を とって、 ここにお いて 樂を 

豫卦の 作り、 是れを 嘉節 令 辰に 用 ひ、 吉 禮嘉賓 祭祀の 事に 用 ふる 也。 易 象 曰、 雷 出， 地 奮豫" 

テ リ ヲ タツ レビ ヲ イン セン シ レヲ 二 テ ス 二  t 

先王 以作 レ樂崇 レ德、 殷 n 薦 之 上帝 ー以配 ニ祖考 一と： K へる は、 此の 義也。 舜は に 命じ 

かんち 

て 典 樂の官 たらしむ。 而 して 古の 帝王 各-^ 其の 世に 作り 玉 ふ 處の樂 あり、 黄 帝の 咸池、 

堯の大 章と 云 ふが 如し。 是れ皆 一 代の 制作に して、 其の 時の 風俗 尤も 明に しるる 3。 

詩 は 志 也と 注して、 內に 志あって 其の 聲外 にあら はるる もの を 詩と： ^1 ふ。 詩 を 詠歌す 

ると 云 ひて、 調子をととの へ て 詠 曲して うた ふ、 是れ 志に よつ てあら はるる の聲 ある 

也。 舞 動 は 其の 志 を 形に あら はして 舞 蹄す るの こと 也。 此の 三 各.' 別に あらず、 唯 だ 

內の 動く 處を 外に 表する の聲形 なれば、 國の 風俗， ：！^ の 虛實、 世々 の 政道、 皆 樂に因 

つてし るるな り。 一人 を 以て 云 ふとき は、 喜 怒哀樂 によって 其の 志聲 にあら はれ 其の 

形に うごく、 是れ 則ち 天地 自然の 樂と ifrf ひつべし。 春の 木の 東風に ひびき、 秋の 蟲の 

壁 裏にな く、 いづれ か樂 によら ざらん。 聖人 是れを 酌して 其の 聲を ただし、 詩を實 

にし、 舞踏す る 處に禮 節 を 以てして、 其の 聲の ひびき、 詩の 詞、 舞路の 十が た、 幽に 

リテ ゼシム ルニヌ  ル テ ゼシ ムルニ ヲ 

- して 足 二 以感- 神、 明に して 足ニ以 感；， 人が 如くな ちしむ る ゆ ゑに、 是 れを聽 聞し 


是れを 一 兒の ともがら 何事と なく 感激して 人心 自然に 和暢 する、 是れ 樂の德 也。 蕭韶 

，| 九 成 鳳凰 來 儀す といへ る も 如レ此 ことに や。 是れ唯 だ 自然の 應 にして、 樂の 善つ 

スヌ  (三) れ、 りし 

くし 盡： ， 美 が ゆ ゑ 也。 調子 を 考へ聲 を しらぶ る こと は、 黄 帝より 始まる 也。 黄 帝冷綸 

と 〔ムふ もの を 以て、 崎 谷 之 竹 を 切りて 其の 厚薄 を ひとしく して 是れを 吹き、 黄 鐘の 宮 

シテ  トウ ヲ  テキ  クブノ  ッ  ッ 

を 作り 制 一一 十二 t 肉； 而以聽 二 鳳 之 鳴； 其 雄 鳴 六 雌 鳴 六、 合せて 十二の 呂律と す。 是れぁ 

ら ゆる 物の 初と なれる 也。 而 して 人の 聲は內 の 情 時々 に變 ずる ゆ ゑ、 變 ずるた び ごと 

に， 子亦變 じて 一定し がた く， 又 久しく 堪 へがた きが ゆ ゑに、 金石 絲 竹の 八 音 を 器に 

(成) 

よせて 制作す。 其の 聲を 十二の W: 律に て 合せて 輕 重なから しめて、 其の 樂 始めて なれ 

る 也。 木 を 云へば、 其の 出 づる詞 を 詩と 一 K ひ、 其の こ ゑ を 調子と 一 K ひ、 其の 形 を 舞^ 

すと； パ ふべ けれども、 其の 本末 を 一致して 全く 成就せ しめ ざれば、 萬 代 不易の 樂 にし 

ルラ  キノ  いでき た  (ST) 一一  ハク ハフ ノヲ 

て^ 神人 事に 用 ふるに 不：， 足 を 以て、 如， 此の 制 法 出来る 也。 樂記 曰、 詩 言， 一 其 志 一也、 

ハズ ルノヲ  ハカ ダ 、ノヲ  ヅキ  -:  ル  フ レニ  げぅき 

歌；^ 一一 其聲 一也、 舞 動 一一 其容 一也、 三者 本 一一 于心； 然後樂 器從， 之と 云へ り。 ここに 世澆季 

に 及び 人の 風俗 捷徑を 好む によりて 淫 樂奸聲 あり。 淫樂と 云 ふ は、 調子 皆淫 佚に して 

人の 耳 を 惑 はし、 聲に あやをなして 人の 聽を 喜ばしめ、 其の 詩 其の 舞踏 皆實 事に あら 
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て 音の 春 樂っ 

有 樂 國 秋 •  ーリ 
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ずして 當 座の 喜 をな さしめ なぐさみになる 樂也。 奸 |# と 云 ふ は、 好色 淫亂 狂言 體 のこ. 

と をつ くりうた ふの 聲也。 是れ 自然の 感 を不， 待. 直ちに 相た のしみ 喜ぶ の 心 あるよ 

り 起れ り。 是れを 捷徑の 心と 云 ふ 也。 春秋の 時まで は、 伶官と いへ ども^ 聲淫樂 を 知 

る をば 恥と おもへ り。 戰！： の 時に 至りて、 時の 人君た だに 世俗の 樂を 好んで 古 樂を聞 

くこと を不レ 好に いたれり。 ここにお いて 天下の 風俗 皆 淫亂遊 宴 を玩 ぶに 至れる 也。 

古人 曰、 移 レ風易 , 俗、 莫： ， 善 ニ於樂 一とい へ り。 禮は 人の つ つし みて なす 處 なれば、 其 

のた ゆむ 處 にあら ざれば 其の 安堵 難レ 見。 樂は 人の 和して 出 づる處 なれば、 其の 實こ 

わち やう 

こに 顯 はる。 人和暢 すれば 必ず かくす 處の 內皆發 する ものなる ゆ ゑに、 樂 において 風 

俗 ことん， \ くしる る 也。 鄰衞之 音 亂世之 音 也、 桑 間灌上 I 衞之音 亡 國之音 也。 是れ等 

皆 自然の 風俗に して、 君子 甚だき らふの 聲 なりと いへ ども、 人君 政道に 志 あさく 風俗 

00 ウテ -ー ハク レ クン ベン 

を 糾明す るに 心なき とき は、 樂皆 人の 好む に まかす。 昔 魏文侯 問 二 于子夏 1 曰、 吾 端 冕 

而聽ニ 古樂ハ 則 唯 恐， 臥、 聽二 鄭衞之 音.； I 不レ 知， 倦， 敢問 古樂之 如， 彼 何 也、 新樂之 

キハ ノゾャ  へテ ハク  レ  ハ  ム モト モニン クモ ，、モニン： 一，^  二 \ テク ゲン ハウ シャ ゥク ワウ ァ ハセ 

如 レ此何 也、 子夏對 曰、 今 夫 古樂、 進 旅 退 旅、 lf、 和 正 以廣、 弦匏笛 簧、 會 

マ モル 二 フ n ァリ さき，？  i  メ スルニ テン ヲ 33 タヲ サム ル-ー ，ヒ テシ ヲ S, ム ルー： ミ ダレ ヲ テン ヌ t ヌ サム ルニ ミ 

守 拊鼓、 if ，鼓 始奏 以， 文ノ ，復亂 S 以， 武、 S 治， 亂 以レ 相、 愤 訊 ^ 


っ丄。 Is- レ疾 條 以 レ雅、 i 君子 于レ是 語、 于レ 是道レ 古、 修レ 身及レ 家、 平 n 均 天下一 此古 樂之發 也、 

まこ レ  ハ  ムモ フシ クモ フシ ，rlj  ニグ チミ ダリ C レテ  マラ マタ .？ シ ュジュ ,i  、 ダウ to-  シ 

今 夫 新樂、 進 俯 退 俯、 Si 姦聲 以濫、 jS 溺 而不レ 止、 及 優 ■ 诛儒 ^5 擾錢 TT 雜子 

ち 周^と いぶ  ヲ  ラヲ  リテ  カラ テ ル  カラ ティ フ ヲ レ  ここ 

は S  、来 s_ 女 一 不， 知 二 父子 一 樂 終不， 可二以 語； 不， 可ニ以 道！， 古、 此新 樂之發 也と いへ り。 是を 以て 

M^^^ 考 ふるに、 すでに 古樂を 不レ好 こと 古より 然り。 是れ 風俗 あしく して 新 樂奸聲 おこれ 

と は 制作 を以 

て 云 ふ  ば 也。 風俗 正しくして 民の 敎 こまやか ならば、 新 樂何を 以て 起らん や。 新樂已 にお こ 

(一 ■:) 宋の 人、 

Mm^^ るの 後 は古樂 則ち 消息す る こと、 ，是れ 亦 自然 也。 人君 ここにお いて 樂を 正し 敎を詳 に 

一 も して、 其の 遊实嘉 儀の 間と 云 へ ども 淫詞， 焱 曲の 制な からしめば、 * 人つ ひに 風 をう つし 

同じく 朱 子の 

^,A,MM 俗 を かふべき 也。 m し禮樂 ともに 古 りの 全書な し。 是れ秦 の 世に 學を棄 て、 禮樂先 

-lc.£」ll^ す  や. iJ>  (二  ) 

lEl "晚 づ壞 るれば 也。 漢. 晉 以来の 諸 儒 これ を 補 ふといへ ども、 竟に 全書 あら はれず。 周官 

年に 修す ると  ぎ らい 

こ I 十七 卷 の 一 書、 禮の 綱領に して、 儀禮は 其の 本經 也。 禮記は 其の 義疏 也。 此れ を 三 禮の等 科 

！ * パ： 、せ  (一一： 勉齋  テヲ シトテ  ビヲ ト § 

經 とす。 其の上 朱 子の 門人 黄餘 • 楊 復等以 二 儀 禮ー爲 レ經、 以ニ禮 記 及 諸 書 1 爲レ傳 して、 儀 

專 通解 二十 九 

卷を 探す  禮經傳 通解 あり、 是れ 則ち 今の 禮 書と 云 ふべ し。 樂書は 世に 通ず る もの まれに して、 

0^^^J 三代の 制 不竒， ま 孔子の 所レ正 亦雅頌 のみに して 不 k, 一 制度？ 秦. 漢の 間す でに 古 

I" れ 0 は 二 ML? 樂 を不レ 好、 たま/ \ 音聲に 通ず る もの ありと いへ ども、 亦 先王の 制 を不レ 知。 蔡 元定、 

_  君 道 七 治敎，  _  五 五 
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律呂 新書 を 撰して 性理 大全に 入れて 世に 行 はる。 人君 治 道に 志 深く して 禮樂を 制せん 

との 實意 において は、 禮樂叉 古に 替ら ず、 風俗 敎化全 かるべき 也。 禮樂は 天地の 理に 

本 づき、 己れ が 私 を 以て 不レ爲 の 道 なれば、 民人の 情 を 本と し、 國 土の 風 を こころみ、 

古今の 時を考 へて、 一代の 制 を 定め 玉 はば、 豈 古人の 實理に 可 レ不レ 叶 や。 樂記 曰、 大 

高地 下、 萬 物 散殊、 而禮制 行矣、 流 而不， 息、 合同 而化、 而樂 興と：； ムふ、 是れ 也。 

六 六 法令 を詳 にす  • 

師曰 はく、 法令 者 天下 之 所 , 因、 而 風俗 之 所レ繁 也。 法 は 形 を 定め のっとる べき わ 

ざ を 立て、 天下の 萬 民 悉く 是れに 由り て 行 はしむ る 也。 令 は號令 也、 號令は 犬 下に 示 

すべき 條 目を詳 にして 是 れを國 家に 頒布す るの 儀 也。 形あって 可， 則、 令あって 敎を 

詳に するとき は、 愚民 惡に陷 る こと をまぬ かれて、 風俗 ここにお いて 同じ かるべき 也 

凡そ 天下の 人民 今日日 用の 間 唯 だ 言行の 二に して、 法令 は 言行の 所， 因と 可 A 知 也。 ゆ 

ゑに 法令 を詳 にす といへ り。 法令 ありと いへ ども、 詳に 是れを 制作せ ざると きは不 

レ調 こと 也。 事物の 間 當然の 儀 則 を 分別して、 而 して 其の 法 其の 令 を 立 つれば、 人民い 


かん ぞ 刑に 陷 らん や。 內に 情う ごくと き は、 其の 情に 順って 其の 形 あり 其の 言 あり、 

情 は 言と 法と を 離れて 可レ通 ものな し。 是れ 法令の 重き 處也。 法 は 人民の 情 を 計りて 一 

行住坐臥の 法、 人物 相應 ずるの 法、 家に 付きて 業 を 勤む るの 法を定 むる 義也。 令 は 其 一 

の 法 を 書： け 下知す るの 言 を 札に 顯 はすの 令 也。 一 . ぎの 恩に よって 百年の 命を棄 て、 

一 事の 惡 によって 多年の 積 功 を 無にする も 各-世間の 情なれば、 君の 令 尤も 所， 重 也。 

ひろ-き  とほき  キ ト云 「 バ 

人君 は 深 宮の內 九重の 高き に 在りて、 四海の廣萬军；の遠までも無，不：，及は是れ令なり„^ 

ゆ ゑに 其の 下知の 下に 及ぶ を德 音と 云 ふ 也。 されば 大 ものい ふこと なし、 人君 天に 代 一 

りて 命 を 出す。 君又玻 細の 言な し、 臣 君に 代りて 命 を：；；： ふ。 是れ號 令 を 出す の 木 也。 

君命 は 更に 天道 をた がへ ず、 臣又 君の 事 を不， 可レ侵 也。 穀梁傳 曰、 爲ニ 天下 之 主 ー者大 

グー； ハ  ノス ルハ  リー K  "  シテ ノ  ヲ  ヒ バレ メレ 

也、 繼, 犬 者 君 也、 君 之 所, 存 者 命 也、 爲ニ 人臣 一而 侵 M 其 君 之 命 一而 用レ 之、 是 不臣 也. 

爲， 一人 君 1 而失， 1 其 命 一 是不君 也、 君不， 君臣 不， 臣、 此 大 下 所 ニ以傾 一也と い へ り。 然れ 一 

ば 法令 は是れ 人君の 命 也。 いささか ゆるがせに すべから ず。 其の 言 は微 にして 其の 所 i 

シク  (法)  つぶさ  一 

レ布は 至つ て廣 くして、 萬 民の のりとな り戒 となる なれば、 必ず 內に 具に 謀りて 一 身 ： 

の 利害 を棄 て、 天下 萬 民の ために 其の 謀を詳 にし、 其の 終る 所 其の 蔽 となるべき 所 を 一 

君 道 七 治敎  五 七： 
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深く 思 ひ 遠く 圖 りて、 時代 國 俗の {且 を考 へ、 以て これ を 損益して 法令 を 立つ ると き は 

ス  ノリ  大雅抑 ォ ホイ 一一 ハカ リテ メ ヲ 

其の 所， 爲 久遠 之 規 なり、 而 して 此れ を 出す に 時 あり 所 あり。 詩 曰、 fr" 設 定， 命、 

遠猶 辰 吿と云 ふ はこの 心に や。 後世に 至りて 法令 を はかる こと 不， 詳、 淺く 謀りて 

輕く擧 ぐる を 以て、 可 一一 首 出, といへ ども 世に 行 はれざる 法令 あり。 たと へ 用 ひ 行 はる 

ル 七 リル  あした  £ ふべ 

と 云へ ども、 只 だ 其の 一時の みに して 久遠に 不，^ レ涉 也。 この ゆ ゑに 朝に 出で て 夕に 

改まる が 如し。 人民 是れ をした が ひ 守る にいと まなく して、 法令 次第にお こたれ り。 

易に 澳 It 其 大號と 云 ふ は、 人君の 所 レ出之 法令 は； 汁 の 一た び 出で て か へらざる が 

ごとし、 能く 詳に 可：， 謀と 云へ る 心 也。 唐 太 宗謂二 侍臣 一 曰、 詔令 格式 若 不一 一 常定； 則 人 

クヒ  クズ  ニイ ハク へノゴ トク レニ ブ  ス 1 ヲク ノヅル  ヨリ クビ V フテ ル ラ 

心 多 惑、 姦詐盡 生、 周易 稱、 澳汗 其 大號、 施 若 ョ汗出 二 於體； 一 出 而不， 復也。 

叉 書 曰， 愼 一一 乃 出- 令、 令 出 惟行、 弗 二 惟 反 1 云々。 各. '法令の ゆるがせなる ベから 

ざる こと を 云 ふ 也。 人君の 法令 は あまねく 天下に しいて、 人々 以て 是れに のっとり 

準據 せず して は 法令と 難， 言。 こ の ゆ ゑに 四時 以， 風爲， 八 ^ と 也。 春 至る とき は 春風 時 

(三) ノ  二 ルハ 

に 渡り、 秋 来らん とて は 秋風 先づ發 す、 是れ風 を 天之號 令と する 也。 易に、 天下 有 

r ゥナリ キミ テ シテヲ ッグ  一一  (gr)  二  ハク チョウ ソン ニグ テ カサス ヌ 

レ 風妮、 115 以施， 命誥 一一 四方 一と 云へ り、 P 、叉 曰、 重 巽 以申， 命と も 云へ り。 各.' 風 


の 天より 下りて 萬 物に あたって、 四時の 氣を 示す に のっとりて、 人君の 命 を 以て 萬 民 

を 其の 化に 趣 かしむ るに 比喩す る 也。 世の 盛衰、 政の 治亂、 皆 此の 法令 を 以て あら は 

るる ことなれば、 豈 可レ忽 乎。 

六 七 規制 を 立つ 

ハ モ テス ツル ヌ ヲ  (鑄 型》 

師曰 はく、 治 道 之 要最以 11 二 規制 一と 云 へ り。 規制と 云 ふ は、 天下 萬 民の ためにい が 

たと 可, 爲事を 制して、 是れを 立て のっとら しむる 事 也。 規制 何 を 以て 先んぜん とな 

らば、 先づ 衣服 居 宅 食物 而 して 日用の 用具に 各. - 規制 を 立つ る 也。 衣服の 事、 色 • 

飾 • 制 法の 齒密と を 以て 品を定 む。 土より 以上 は 冠 • 服 *帶* 履. 佩 物の 規制、 其の 

官位に 隨 つて 是 れを定 む。 三 民 は 其の 職に 因りて 其の 制 其の 色 をき はめ、 年 序 を 以て 

厚薄 暖冷を 節し、 富む と 云へ ども 其の 品 を不， 令， 越 也。 居 宅の 事、 { 至の 大小 >  地の 廣 

狹、 ， 务.^ 其の 規制 を定 む。 士 より 以上 は祿の 大小 官職 を 以て、 地に 廣狹を 定め 所に 遠 

近 を 制す。 窒 宅の 構へ 粧嚴の 疎密、 其の 心に 任せ 其の 富に 不レ 可乂ァ 順。 家の 廣狹、 

柱の 大小、 やね • 天井 • なげし • 敷板 • 戶 障子、 家の 高さと 緣の 疎密、 すべ て 家宅に 

君 道 七 治敎  五 九 
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用 ふる 處の 具、 各. - 其の 品 差別 あるべき 也。 士 より 下 三 民、 又 其の 職業、 家人の 有餘 

不足、 家宅の あり 所 を 以て 是れを 節すべし。 富む と；： ムへ ども 其の 規制 を こえて 三 民 を 

以. て 士の窒 宅 を かま へ しむべ からざる 也。 凡そ 窒宅は 人の 雨露に を かされず 器物 を 外 

にさら すま じきの ため なれば、 人の 居る 所、 物 をつ む處、 業 を 勤む る 處の外 は、 皆無 

用の-: 至たり。 財滿ち 富ぬ 孤 なれば 必ず 無用の 家屋 を かまへ て 無用の 人 を あつむ。 人 あつ 

まれば 遊宴飮 食用 具 について 便 用の 外に 粧嚴 を 専らと 十 。赃嚴 の 外に 奇器 異物 を あ つ 

めて、 財 を てら ひ寶を くらぶ、 皆 風俗の やぶる る處、 君子の 大に戏 むる 處 なり。 故に 

第 一 宮窒 宅地の 規制 を 立て、 これ をして 節 を不， 踰 しむる 也。 凡そ- P 地廣 きとき は、 必 

ず 無用の 窒宅 或は 菜園 或は 山水 を 設け、 下を勞 役し 鵜 をき はむ、 必ず 其の 法 あるべし。 

飮食は 口 體を養 ふ もの 也、 然れ ども 口 體を養 ふに 魚肉 菜^ を あつめ、 これ を鹽 梅せ し 

ととの  ひ ゐ 

めざれば、 味 調 ほらざる ゆ ゑに 脾胃節 を不レ 得。 こ こ において 是れを 制して 口 體の養 

を 全くし、 嘉辰 令 節大賓 祭祀 各. -禮 食を定 む。 士 より 以上 皆 其の 規制 あり。 三 民に 至 

りて は猶ほ 其の 分限 老若 を はかりて 其の 制 あり、 故に 財 を やぶらず 脾胃を そこな ふこ 

となし。 而 して 禮節 を不， 違が ゆ ゑに 其の 風俗 正し。 食器 尤も 其の 制 あり。 用具. 乘 


馬 • 駕 輿に 至る まで ことん \ く 規制 あらしむ ると き は、 國 に珍玩 奇異 を 不」. j^、 風俗 

淳朴に して 責賤 上下の 品よ く 明に、 禮節 ここに 調って 民俗 自然に 道 德に歸 すべし。 且 

UHL^M 雜 つ 叉 麻 綿- 絲， ：：£• 材木-魚 鳥 • 器械と もに 豐 にして、 國用 尤もた りぬべし。 五十に し 

Rdi^E? へ。 SIX  .  (食)  ン  ナラ  ル ナラ 

ヌガ^ て帛を 衣、 七十に して 肉 をく ふこと を 可， 得。 規制 不レ明 其の 立つ 事不， 詳がゅ ゑに、 

4^ 得る ことな  ミ とみ 

h. .  日用の 間 ことん \  く のりを こえ 分限 を不レ 顧、 富に まかせ 財の 有る に 順って、 下士 は 

上士 をなら ひ、 三 民 は 土の 風 をなら うて、 备-- おのれが 職分 を棄て * 富める が 驕を見 

て、 貧しく とぼしき も 亦是れ をなら はざる を 恥と する に 至る 事， 併 風俗の やぶる る 

處也。 如レ此 不レ入 ことに 費 多くして 財 を そこな ひ貨を 失へば、 公儀の 奉公に つぐの ひ 

-フ  めぐみ  ル ハ  なん  ナラ 

不レ 足、 私の 惠を行 ふ 事 不レ能 を 以て、 親族 知 音の 息 を 救 ひ 難 をた すくる に は不, 豊し 

て、 遊宴會 席に は 金玉 を輕ん ず、 甚だ 不仁 不義の 至りと 可レ云 也。 

ス  ヲ  (遠) 

次に 正 二 度量衡 一と 云 ふ 事 あり。 度 は 尺 丈 を考へ 分寸尺 丈の たが ひなから しむる の 器 

也。 本朝に は 是れを 曲尺と 云 ふ 也。 量 は 合 升 斗 石 を 正す の 器に して、 本朝の ますと 云 

ふ是れ 也。 銜は輕 重 を はかる の 器な り、 本朝の はかりと 號 せる 是れ 也。 此の 三の 器 は、 

民間に 相 用 ひて 平 かに 正しから しめ ざれば、 增損 甚だお こる の あやまり あり。 布帛を 

君 道 七 治敎  六 一 
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首 c: す 候 二と 六 二 
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曰 をし 年 十 陽 
篇 察 時 十二 を 
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はかる に は 丈 尺 を 用 ひ、 米穀 を はかる に は 量 升 を 用 ひ、 金銀 を はかる に は 權衔を 用 ふ、 

すべ て 天下の 間の 大小 淺深輕 重 を はかる こ と、 此の 一一 y に不, 出。 國 により 所に 隨 つて 

其の 制 相 定まら ざれば、 盈縮相 交 はりて 民 必ず 僞を行 ふが ゆ ゑに、 ェ 商利 潤を爭 つて 

分寸を 短く し、 合 升 を ほそくし、 權衡を 重く す。 ここ を 以て 舜 典に 同一 一 律 度量 衔 一と 云 

ふ は、 舜 天下 を 巡 守して 國々 の 律 度量衡 を ひとしく-止し 玉 ふとの こと 也。 雜は候 レ氣 

の 管に して、 度量衡の 所, 出 也。 論語 曰、 謹 ニ權量 一四 方 之 政 行 焉と 云へ る も  >  權 量の 

規制 其の かかる 所 重ければ なり。 周 禮內宰 に、 凡 建 レ國： レ 尸リ 立， 市、 陳ニ其 貨賄ー 出， 1 

其 度量 一とい へり。 又 虞 氏の 宫爲， 量と 出で たり。 然れば 人君 宫府 において 此の 三 物 を 

正し、 而 して 天下に 頒ち 行うて、 在々 所々 に 至る まで 此の 三 物 を、 其のお をな す 百姓 

町人に 分布し、 衆 民是れ をう つし 用 ひ、 若し 私する もの あるとき は 堅く 刑法 を 行 ひて、 

いささか 亂 らしめ ざると き は、 ェ商 農の 間買賫 貢賦の 制. 明に して、 更に 好 曲 行 はるべ 

からざる 也。 而 して 三 物を定 むる の 法、 古今に 其の 制 甚だ 重し。 然れ ども 其の 制 唯 だ 

(15  スレプ  ャ 7 

自然の 數を用 ふるに あり。 詳に文 獻通考 に出レ 之、 彼是斟酌して其の{且を.5^考也。 必 

竟 天下の 間 相 用 ふな 處を 正しくして、 奸曲を 行 はしめ ず、 民の 風俗 を 正す にあり とい 


5 丘稽、 

明の 舉者、 女 


有名な L 


へる 事 也。 次に 糾 一一 其 人 一と 云 ふこと あり。 器物の 制- A しと 云へ ども、 其の 商工 私 を か 

まふる こと 多くして 其の 制不, 正 あり。 寸尺を はかり 米穀 を 量り 金銀 を はかる に、 其 

(品) (致)  ルナ  ル ナラ  ル ス-ー 

の 手し ないた し 様 を 以て 悉く 相違す。 是れを 不レ糾 とき は 風俗 不, 明 也。 是れ皆 在， 正 一一 

風俗 一也。 伊川 程 子 曰、 爲レ 政、 須レ要 レ有ー 一紀 綱 文章； 謹レ 權審レ 量、 讀レ法 平 レ價、 皆不 

カラ ク  (sn  ハク  モミ レプ  モ/ シレ 7 ンム ノ  マサニ 力 二  〈カーフ ヲ 

レ 可， 闕 とい へり。 丘文莊 曰、 權而 謹， 之、 量 而審， 之、 使， 1 其 長短 適 平、 多寡 酌；， 中、 

固是 文飾 之 意、 然 於， 1 操 執 之 時； 或鉤 鉢之轉 移、 衡 尾之按 抑、 收放之 際、 或 解 面 之 

加， 淋、 旁 薪 之 搖撼、 則是レ 無二 綱紀， 矣、 是 知 璧 人爲， 治、 無二 一  善 之 徒行； 無二 一  法 之 

徒 立； 一 器之設 雖, 少也、 而必正 二 其 制度； 一物 之用雖 A 微也、 而必防 二 其 病弊； 惟 恐 K 

1 事 之 或 失 二 其宜； 一 民 之 或 被 * 其 害 h 此 所,， 以 細 精粗 無 もれ： 畢舉 1 也 云々。 
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君 道 八 

治敎下 

六 八 刑獄の 法 を 明に す 

師 嘗論卞 聖人 所，.： 以立二 刑法 一之 本 上 曰 はく、 昔 曰 或 來問 曰、 聖人 以ニ萬 物 生々 一 爲レ心 

ヤヲ ャ  ルニ  〈ヲ テ ケ ンャト  テ ク スルヲ ス. ト  二  二 シ クニン キ t 

况人 乎、 然 刑法 何以設 哉。 師曰 はく、 聖人 以， 1 能 生々 1 爲, 心、 故 刑法 實正 實嚴也 凡 

そ 聖人の 天下に おける 唯以ニ 天地 1 爲ニ 準則 一 その 所 レ設皆 以レ不 レ得レ 止す る 也。 天下の 

寓民 ことん \ く 生 を 欲して 死 をき らふ は、 是 れいきと せいけ る 物の 定まれる 事 也。 然 

れ ども 或は 己れ が 私する 處 にお ほ はされ、 或は 時に 至りて 不 X 忍 ことの ありて、 人 を 

害し 人 を 殺して 相 爭ひ相 奪 ふに 至りて、 彼の 生々 の理を 失へ り。 人君 萬 民の 主として 

天地の 大 德を體 とし 生靈の 父母 たれば、 國土萬 民の 生々 を 安んじて 天德を 全く 終らし 
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めんこと を 欲する にある のみ なれば、 禮敎を 設けて 民に 禮節 謙讓を 守らし めて 其の 欲 

を 節に し、 刑法 を 立てて 其の まう け を 正しくし 嚴 にす。 是れ禮 讓を亂 りて 欲 を ほしい 

ままに する もの あるとき は、 其の 所, 犯の 輕重 を考 へて 是れを 罰して、 止まる 處 をし 

らしめ 我意 を不, 令, 長の 教法 也。 禮敎 常に 詳に、 刑法 實に 正しく 嚴 しきと き は、 萬 民 

. 备> 其の 節 を 知って 欲 を ほしいまま にせず、 罰 をお それて 罪 をまぬ かるる 也。 禮節刑 

法 ここにお いて 並び 行 はれて、 萬 民 其の 所, 習所レ 知に したが ひ、 或は まなび 或は 恐れ、 

其の 氣 質に 因りて ら爭論 を やむ。 聖人 刑法の 所レ設 甚至 哉。 虞舜の 世に 至りて 九官 

..£ー)  i 周 を 置きて、 伯 夷 作， ー秩 {ー-i 一典 1 禮、 阜陶作 二士 師ー 掌レ 刑。 呂 刑の 篇 において、 们み降 k ハ 

折 , 民 惟 刑と い へり。 是れ伯 夷が 禮を 典る について 其の 刑 を 示す。 禮與レ 刑の 二 は 本 

末 表裏に して、 これ を 初に 戒め 是れを 後に 懲 して、 其の 民情 を 一なら しむる の 道 也。 

聖人 豈以ニ 殺 罰 ー爲， 心 乎、 唯 以ニ禮 刑 一能 生 TT 々萬 民 一也。 この ゆ ゑに 阜陶刑 を つかさど 

り、 ここに 舜 のこ ころばへ を 論じて、 好レ 生之德 洽ニ于 民心 一とい へり。 好 レ生之 德と云 

ふ は、 萬 民 をして 生々 せしめて、 其の 天德を 全くせ しめんとの 心 を 本と して、 此の 刑 

前漢 刑法 志 

法 を 立てたり と 云 ふ 心に や。 されば 古人 云へ る こと あり、 座中に 人 多く 滿 ちて 酒 女 を 


なすの 處に、 一人 座敷の 角に 向 ひて さめん \ と 悲しみ 泣く もの あれば、 滿 座の 興是れ 

がた めに さむる といへ り。 王者の 天下に おける、 滿 座の 酒宴に ことならず。 若し 刑罰 

(二) 盡心上 にあたって 死に 至り 戮に 及ぶ もの 多くば、 心 あるの 人君い かんして 樂 しまん や。 孟子 

篇き 十二 章  7/ テ  ヲ セバ 7 モスト ： ス フ 

曰、 以ニ生 道 1 殺 レ民、 雖レ死 而不レ 怨ニ殺 者 一と 云 ふ も、 天地の 大德は 生々 にして、 人君 

天の 時 令に 順って、 其の 政 皆 生々 を 以て 本と する 也。 若し 上拂， 一天 德 1 下 失 二人 心 一 もの 

あるとき は、 人々 得て 是れ を誅戮 して ゆるすべからざる 也。 是れ刑 は 天 討 也と 云 ふに 

あへ り。 さるに よって、 周禮に 秋官を 置きて 司 寇の官 たらしめ、 佐 二王 刑 一治 二 邦國, と 

ある は、 犬 本と 萬 物 を 生々 の 心 ふかくして、 秋 冬の 時 至りて 物々 皆肅 殺せられ て而し 

て 後に 其の 生氣を 全くす るに かたどれる 也。 實に 正しく 實に嚴 なら ざれば、 刑法 を ま 

うくと いへ ども. 皆虚 にして 實 ならず、 刑法 虚 にして、 唯 だ 人 を おどさし めお それし む 

ると 云 ふの みなれば、 萬 民 亦 此れに ならって 刑法 を輕ん ず。 入に くみ 天 ころ 十 もの を 

愛して 刑を輕 くせば、 善悪 相み だれ 邪說 世に 滿 ちて 風俗 を そこな ひ、 民 をし ひ 爭奪を 

たる 接 續詞な  (一一 n  キ ノ 

，ひ Kb レ 利と すべして いれば、 如レ 此の 罪人 は 重く 戒め、 きびしく 糾明して、 是れを 萬 民の の 

" の 略 者と 

チ.^ 字 も あて りと する が 如くならば、 一 殺 多生に して 是れ 生々 の 本 たるべし。 ゆる ^ に實 にして 正し 
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く嚴 しくす るに ありと 云 ふ 也。 荀子 曰、 世俗 之爲 說、 以爲 治 古 者 無二 肉 刑 一有 二 象刑ハ 

まま 轍お 际不 ss^,^  不 k 矣、 以气 letl 人 I ジ"^ ぽ 

リ 力-フン，^ -  ルナ リ タ  ヲ  ナサ ンカ ハ ルル モ  一一  二 ク スト ノヌ レス 7 

耶、 豈獨 無二 肉 刑 一哉、 亦不 ， 待 二 象 刑 ー矣、 爲 T 人 或觸ニ 罪戾； 而直輕 * 其 刑 h 是設， 人 者 

不， 死、 而傷， 人 者 不\ 刑 也、 罪 至 重而刑 至輕、 民 無， 所， 長、 亂莫， 大 1 焉、 凡 制， 刑 之 

^, 將 1.1 以 禁邕惡 且懲ニ 其 也、 殺， 人 者不， 死、 傷レ 人者不 h 刑、 是惠 蓁而寬 

ス ル  ニー 一) 

ヲ  二  〈ズ  二  二 レル (二)  二  「-ゥ マ イノ  二 ハク  二  コレ ナリト " • 

レ惡 也、 故 象 刑 非 二 治 古； 並 起，！ 亂今, 也 云々。 洪邁 注 曰、 虞 書、 象 刑 惟明、 象 者 法 也、 

ノ  ノニ ハク  ヱガキ 二  ニシ ヌ テン テヲ  サ  ノ  -I ハク  キテ 7 

漢文 帝 詔 曰、 虞 之 時、 畫ニ 衣冠 1 異ニ章 服； 以爲， 戮而民 弗 A 犯、 武帝詔 云、 应^ 畫， 象而 

サ  二 ハク ク ヌ〈 ノ  二  4^ ク ビル ヲ  ス ヲ ハリ ヲ スギ ヲハァ カク シノヲ 

民不, 犯、 白 虎 通 云、 畫， 象 者、 其 衣服 象 二 五 刑 一也， 犯， 墨 者 蒙：， 巾、 犯レ釗 者赭こ 其衣ハ 

スヒ ンヲハ テン ノヒザ 二 スキ ユウ ヲハ ヒス ハ  クイへ キノ ハ ニン ヱリ 

犯レ髌 者以墨 n 其髖； 犯 fel 者菲、 菲 草履 也、 大辟 者 布 衣 無 k と あり。 此の 說 本義 

にあらず、 唯 だ 五 刑と もに 其の 刑に あうて 則ち 其の 衣服 を も か へ しめたり と 可, 知。 

是れ 刑罰の 恥 を 諸人に 示す 也。 大 辟に のぞむ に は ゑり なき 衣 を 着せし むと 可レ BT 刑 

を不レ 行して 唯 だ 衣服 を かふる と 云 ふこと は 尤も あやまり 也。 朱 子 曰、 法 家 者 流、 往 

二へ ノグ ルヲ  二  .tk タル プ  乇  シ ー厂チ  ヌシト  1 尸  ル 

往常患 i ハ過， ー於慘 刻； 今 之 士大夫 恥, 爲， 1 法官 一 更相循 襲、 以， 1 寛大 1 爲レ 事、 於 U 法之當 

, 死者； 反 求 ニ以生 U 之、 殊不レ 知、 明 二 于五刑 1 以弼ー I 五敎ー 雖レ舜 亦不レ 免、 敎レ之 不 


ハ  テセメ レノ シテ  ヲ  ルメ  スル  ッ ミズ テ メバ ヅミヲ モ フト スト レヲ モ 

レ從、 刑 以督レ 之、 懲， 一 一 人 一而 天下 知 レ所ニ 勸戏ー 所謂 辟 以止 ， 辟、 雖， 曰， 殺レ 之、 而仁 

愛 之 實已行 二 乎 中； 今 非， 法 以求ニ 其 生； 則 人 無， 所 二- ii; 陷， 1 於 法 一 者 愈 多、 雖， 曰， 仁 

レ 7 マテス レゾ  テ -I フル ノミ ナラ ヲ ルモ  二 ハレ  二 マル 二  テン パァ ラヒ 

レ之、 適 以害レ 之、 聖人 亦不 r 食 徒 用， 一 政 刑； 到 二 德禮旣 行 天下 旣治； 亦 不二 曾不 I, 用 一一 

政 刑 一 故 書說： .：m, ー于 無. P 刑、 只是存 r 一心 期 二 於 無！. 刑、 而刑初 非 X 可レ廢 云々。 ここに 

案ずる に、 進 人 天下の ために 政 法 を 立つ る こと、 一 つもい たづら なる 處 なし。 若し 刑 

を 以て 實 ならしめ ざると き は、 是れ 刑を虛 ならしむ る 也。 刑法の 設、 聖 世相 つづいて 

テ  ルテ  レバ カーフ ッ  ル カラ ッ，  レム ヲ 

是れ を不， 棄、 不， 棄は唯 だ不， 可， 棄也。 不， 可， 棄は 天地の 常 刑に して 不， 得， 已ば 也。 

二 ハク  へケィ  (  ビリテ  カラ ズ 

禮記 曰、 刑者侧 也， 侧者成 也、， 一成 而不 A 可, 變と 云へ り。 刑 は是れ 人のお そる る處を 

糾明して 一なら しむる の 道と 云へ る こと 也。 刑を設 くるの 品、 周 禮に所 レ出は 五 刑 あ 

り。 五 刑と 云 ふ は、 一 曰 野 刑、 上， 功糾, 力と いへ り。 是れ 民の 農業の 功に 力 を 用 ひて， 

業 を 怠らし め まじき の 刑 也。 二 曰 軍 刑、 上 レ命糾 に寸。 是れは 軍の 法 を 正し 將の命 を 用 

ひしめ て、 亂れず 守る こと を 糾明せ しむる 也。 三日 鄕刑、 上, 德糾， 孝。 是れは 村里 民. 

居 多き 所に は、 民に 天 德を敎 へ 五倫 をし らしめ て 其の 孝弟 をた だ 十 也。 四 Ef 官 刑- 上 

レ 能糾， 職。 是れは W:{R のために 刑法 を まう けて、 其の 事 をよ くせし め 其の 職 をつ とめ 
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しめんた め 也。 五日 國刑、 上レ 愿糾レ 暴。 是れ は國の 風俗 を あつく し、 其の 暴 逆に 至る 

をい まし めんとの 刑法 也。 此の 五 刑に ついて 其の 差 刖を詳 にす る、 是れ刑 を まう くる. 

處の詳 なり。 大戴禮 曰、 刑罰 者 御， 人 之銜勒 也と 云 ふ も、 刑罰 を 以て 人 を 邪路に 入れ 

しめ まじき の 敎に設 くる こと をい へ る 也。 人君の 治 道 唯 だ 天地の 準則 を 本と すべ き 也 Q 

六 九 律の 制 を 示す 

師曰 はく、 律 は 正 也、 著レ 法. 所： ト以裁 二 制 群 情ー斷 * 定法 罪 上 也と いへ り。 一 K ふ 心 は、 正 

法 を詳に 論じ、 是れを 決定して 書に 記し、 以て 寓 民に 相 示す を 律と 云 ふ 也。 上古に は 

y 七 ノー If 一一  刑法と 云 ひ、 周に は 禁と云 ひ、 春秋の 時 は 刑 書と 云 ひ、 戰國の 時 ^ 悝が 所レ著 を法經 

1 一) 始め 祭 と 云 ふ。 漢に 至りて 高祖の 三 章 をつ いで、 蕭何九 篇を著 はし、 叔孫通叉益コ律之-.^-}4 

に録^-し輕ゃ レ及而 十八 篇 とす。 是れ 律の 起る 處 にして、 是れ より 世々 律 書と 云 ふなり 。示 二 律 之 制- 

博士 を 拜し稷  . .. 

00.1 と 云 ふ は、 刑法 を詳に 定め、 天下 萬 民の 定法と 可, 成 事 を まう けて 天下に 示し、 年々 

なる。 法律 制  ス  ヲ 

度に 詳し  月々 に 改め、 日々 時々 に敎 ふる、 是れを 示 二 律 之 制 一と 云へ り。 律を定 むる 事、 能く 民 

情を詳 にして、 以， 不レ 得， 已 定法と 可， 爲也。 不, 得， 已と云 ふ は、 其の 法 萬 民の ために 


謀りて、 一人の 私より 不レ出 こと を 云へ り。 萬 民の ために 謀る と 云 ふ は、 天下 萬 民 共 

に 同じく 好惡 する 處を 以て 其の 法 を 制すれば、 是れ 天地の 常經 にして、 萬 代 不易の 律. 

(殺) 

也。 但し 常 法 あり 時 法 あり、 たと へば 天下 草 業の 初めに は 人 すくなく 事 そぎ ぬれば、 

(難) 

定 むる 處 あらまし にあら ざれば 法 立つ ことかた し。 世 久しく 太平に 屬 すれば、 民人 多 

くな り 萬 機の 政事し げし、 ここにお いて 其の 法 不レ詳 ば 民人 必ず 罪科に 可， I。 是れ時 

に 始終 ある ゆ ゑ 也。 然れ ども 常 法 は 萬 代 不易に して、 始終 相變ぜ ざる もの 也。 唯 だ 時 

法は國 土の 風俗 を 謀り 時の 勢に 隨 ふが ゆ ゑに、 度々 に 是れを 糾明せ ずん ば 其の 弊 犬に 

害 あるべき 也。 然して 常 刑と する 處は、 漢の 高祖の 三 章の 法の 如き、 隋* 唐の 十惡の 

制の 如き 是れ 也。 三 章と 云 ふ は、 高祖 咸 陽に 入り 玉ふ始 に、 こと， <\ く秦 のきび しき 

法を棄 て、 民に 三 ケ條の 法 を 立て 玉へ り。 一 に は 殺, 人 者 死す。 二に は 傷, 人 もの を 罪 

す。 三に は盜を 致す もの を 罪す。 是れを 三 章と 云へ り。 十 惡は齊 より 隋に 至りて 是れ 

を 用 ふ- これより 末代に 至る まで 其の 名號 あり。 謀反 灘 謀 大逆 i レき 11 山. 謀叛 

體| レ严大 不敬 is 此の 四 は 君臣の 大義 を 犯す の 罪と す。 惡逆 I レ兄 ま乂. 不孝 I 論 • 

不睦 ifh 厳 If  • 內亂 が ^fel^ 此の 四ソは 人道の 大倫 をみ だる 也。 不道蹄 
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不義 ik 本 師韁& 長 此の 二 は 人間 之 大義 を を かす。 以上 是れを 十 惡と號 して、 天理の いれ 

ざる 處、 人道の 必ず 惡む處 なり。 三 章 十 惡の類 を 以て 常 刑と して、 末代に 至る まで 見 

聞す る もの 皆是 れを惡 む、 是れ 天下のと もに 定 むる 所に あらず や。 而 して 毎 歳 是れを 

よろしき  ( 1 ) 

校 量して 其の 宜を考 へて、 其の 末流 を詳 にせ ずん ば あるべからざる 也。 周官 に、 司寇 

0  一  ！ 

建， 一三 典； 正月 之吉、 縣ニ于 象魏； 使 二 萬民觀 -A 之、 浹日 而敛と 云へ る は、 天下の 常 刑 

とい へ ども、 其の 詳 なること は 年々 に 相替る もの なれば、 是れを 年々 に 改めて、 其の 

律法 を 萬 民に しらし むる との 敎也。 律の 法を定 むる こと 唯 だ 繁多に 至り やすし。 事 多 

く 法し げきと き は、 下民 是れ を不 レ覺、 或は 忘失して 侵す こと あり、 ゆ ゑに 詳 にして 

省略し、 やむ こと を不, 得 所まで を 相 あら はすに しくべからず。 され ども 又 省略 過ぎ 

て 事たら ざれば 法 立ちが たきもの 也。 漢の 高祖の 約 法 三 章 は、 つづ まやかな りと い へ 

ども、 不レ足 ニ以禦 で姦、 遂令 下蕭何 孃ニ摭 秦之法 1 定ホ 律令 上と い へ り。 漢ゎづ か 五六 十 

年に して、 武 帝の 時 三百 五十 九 章の 律文 出で たれば、 律法 ややもすれば 琪 細に 至り や 

すきものと みえたり。 琪 細に 至る とき は 萬 民 手足 を 置く に 所な く、 法令 ややもすれば 

そむく に 至りて、 獄籠刑 罪の もの ^だ 多き に 至る こと、 聖人の 刑法 を 立つ る 本意に あ 


ら ざる 也。  ， 

次に 律の 定法 を 能く  IK 下の 萬 民に 示すべし。 法 ありと いへ ども 詳に 示さ ざれば、 ！ltf 

040 

必ず 罪 を 犯す に K 十： るべ し。 人民の を さ を 致す 奉行、 在々 所々 の 民の 庄屋 名主 等に 仰せ 

て、 村々 に 其の 律法 を しるしし らしむべし。 舜 典に 象 以ニ典 刑 一と 云 ふ は、 象 は 法の 詳 

なる をし るして、 高く かけて 萬 民に 示す 也。 天の 象 を 垂れて 萬 物にしめ すに のっとれ 

カケ レヲ 二  し t ぎ 

りと 也。 周 禮に縣 二 之象魏 一と 云 ふ も是れ 也。 ％ ポ魏と 云 ふ は 家の 高き 所の こと 也。 刑典 

を詳 にして、 邦國 都鄙の 萬 民に 示すべき が爲 に、 これ を象魏 にかくる なれば、 皆是れ 

教示の 法 也。 叉 士師之 五禁、 宮禁 • 官禁 • 國禁 . 野禁 • 軍禁 也、 皆2|,,木，，1;、，".^^?于 

朝 一而 縣ニ于 門 間 一と 云 ふ。 これ 皆 律法 を詳に 民に 示す を へり。 次に 律の 文 必ず 文 を 

r  f^) 

かざる ベ からず、 義を こまかに 理を 具にして、 愚民し り やすく 凡人よ むに 便 あらしむ 

二！ 一) 高宗 &ギ ハ クシ ツル； ーヌ  プ it<  クル メ  レ -tsf  , 'ノ  OJJV  ？ 

べし。 唐 趙冬曦 曰、 蓋 立 ， 法、 貴-一 乎 下人 盡知； 則大 下不？ 敢きー 耳- , 必モ， 其 文義ー 

In 其科條 一哉、 夫 科 條省則 下人 難， 知、 文 義深則 法 吏 得， き" 下人 一， S 則 is^l, 一機 

芽 ー矣、 安 得， 無二 犯， 法 之 人； 法.^ 得 ， 便 則比附 而用レ 之矣、 安 得, 無二 弄, 法 之臣； 請 律 

令 格式 直 TI 書 其 事； 無 feM 文飾 二？ と。 次に 事 久則弊 生、 世變肌 俗：^" と 云 ふこと あ 
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り。 必ず 舊典 なり 古例な りと 云うても、 時々 にこれ をた ださ ざれば、 それにつ いて 弊. 

ある もの 也。 世上の 風俗 世々 にか はる もの なれば、 古に よしと 云へ ども 今に 用 ひがた 

き 事の あるべ ければ、 是 れを斜 酌して 其の 宜に隨 ふ を 以て、 まことの 律法と 可, 言 也。 

七 0 刑法の 品 を定む  • 

師曰 はく、 刑法の 品、 其の 罪科の 輕 重に 因りて 究 まれり。 罪科の 輕重 にしたがって 

刑法の 品 をつ まびら かに 不レ 致と き は、 其の 罪 其の 刑に あたらず。 故に 刑法の 品を詳 

にすべし と 云 ふ 也。 然るに 刑法 は ハの 身に 恥 を あたへ、 其の 身 をつ からかし、 其の 人 

を 遠 離せし めて 親族 を通ぜ しめず、 或は 五 體に疵 つけ 不具なら しめ、 其の 至れる は 死 

{ え) 

においてす。 是れ 刑法の 因って 出 づるゅ ゑん 也。 而 して 萬 民に みせしめ となし- 天下 

の 威 をな すが ゆ ゑに、 罪科に したがって 其の 刑法 を輕 重す。 罪科に よって 市に さらし， 

て 諸人に 示す は、 是れに 恥 を あた ふる 也。 或は 奴婢 僕從 とし、 或は 普請 勞 役の 夫 民と 

して 是れ をつ からかし 苦しまし め、 禁獄 籠 者せ しめて 暫く 苦 憂患せ しむ、 是れ又 其 

の 罪科に 順って 輕重 あり、 唯 だ 身を勞 役せ しむる と、 人に 交 はらしめ ず 身 を 禁固せ し. 


二) 罪 子孫 

に 及ばす、 他 

人に 連累せ ざ 

る こと 

(二) 宗族に 

連累せ ざる こ 

と 

(三) 漢の文 

帝 時代の 人、 

齊太 倉の 長と 

なり 世人 倉 公 

と 云 ふ。 醫術 

に 長す るを以 


むる あり、 叉 遠近の 配所 を考 へて、 家 を 離れ 親族 を棄 てし めて、 其の 身 永く 沈淪 して 

苦 患 をう けしむ る あり。 肉 刑に 至りて は、 墨. 釗. 剕. 宮. 大 辟の 品 あり。 大辟は 死 

罪な りと い へ ども、 死罪に 叉 品 多し、 自殺せ しむる あり 、 斬罪 あり、 磔 あり、 火 罪 あり。 

異朝に は 死罪に 七 等 を 立てたり。 一一 曰 斬、 誅， 一之 斧 鎖？  一 j 曰 殺、 以， 一刀 ー棄, 市。 三 

曰 搏、 去， 衣磔， 之 也。 四日 焚、 燒殺 也。 五日 辜、 I, 之 也。 ん日 踣、 幾 二 之 於 市 裹1 

也。 七 曰 磐、 縱ニ之 於 隱處？ 是れ 異朝の 制に して、 其の 罪科 死に 至る といへ ども、 死 

罪に 叉 輕重を 用 ひて、 其の 死 を くるしま しめて 死に 至らし め、 叉 其の 事を大 にして 萬 

民の 見聞 をお それし むる あり。 刑法の 制 如レ此 にして、 輕罪 重罪の 品に 順って 刑法 叉 

さまぐな り。 人君 能く 是れ を考 へて 其の 品 を 可， 定が ために 此の節 を 論ずる 也。 案 

ずるに、 上古 は 五 刑 を 以て 刑法 を定 む。 墨 は！ i を きざみて 墨； V 入る る こと 也。 劓は其 

の 鼻 をき る 也。 剕は 其の 足 をき る 也。 宮は 男子 は 陽 勢 を さき、 女子 は 陰 穴 を やぶる 也。 

大辟は 死罪 也。 虞 は 不レ及 レ嗣、 周 は不， 孥、 ここに 秦に 至りて 一 人 有， 罪ば 幷に 其の 窒 

家まで を 罪せり。 漢の 比まで、 五 刑の 內ゎづ かに 三の 肉 刑の これり。 文 帝に 至りて こ 

ニー 一) 

と ごとく 秦の背 法 を のぞき 玉 へりと い へ ども、 未だ 肉 刑相殘 りけ るに、 淳于 意有レ 罪て 
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あた  ていえ い  レ  へ  カラ タク  ハ  カラク ス 

刑に 中れ り、 其の 少女 緩縈 甚だ 悲しんで、 夫 死者 不， 可， I 復生； 刑 者 不：， 可， 一 復屬； 後に 

罪を改 むる と 云へ ども、 刑に 中り て 後 はよ しなし。 妾 願 はく は沒 入して 官婢 となり、 

父の 刑 罪 を あがな はんこと を 乞 ふ。 文 帝 此れ を あはれ み、 つ ひに 肉 刑 を のぞけ り。 文 

帝の 時まで 相殘る 所の 肉 刑 は 教.^  • 斬 趾の三 也。 こ こ において 以ニ究 鉗 一 化， 黥と い 

广^)  じょたん しょ 0  つと 

へり。 究 鉗は髮 をき りかせ を はめて 城旦 春と なること 也。 械 H 一と 云 ふ は旦に 起きて 城 

の 普請に 出で、 女 は 米穀 をう すづ く。 是れ皆 四 歳の 刑 也。 笞三 kn 代 レ别、 笞五百 代 二 斬 

趾 一たり。 宮刑 をの ぞいて 人の子 孫 をつ がしめ たり。 肉 刑 をの ぞく 事- 尤も 文 帝の 仁 

キ フ  ち  (笞) 

政と 可, 謂 也。 隋. 唐. 宋. 金に 至、 りて 皆 笞杖徒 流 死を以 て 五 刑と す。 笞は しもと を 

以て 是れを 打って はぢ しめこら す 也、 漢には 竹 を 以てせり。 杖 は 人の 所レ 取の 杖を以 

てうつ こと 也。 笞杖 は皆輕 罪に 用 ひて、 其の 數の 多少 を 以て 品と する 也。 徒 はやつ こ 

とする こと 也、 男女と もに 奴婢と なりて 勞 役せ しむ。 流 は 遠近 を考 へて 流罪に 處 する 

也、 水の 遠く 流れて 本に 不， 還に 比せり。 死 は 死罪 也。 是れ 古今 罪科に よって 刑法 を 

品々 する の 法 也。 

次に 續 刑と 云 ふこと あり。 是れは 罪の 疑 はしく 輕 きをば、 財寶を 出さ しめてつ ぐな 


ふこと を 云 ふ。 財 は 人の 惜しむ 所 也、 其の 所， 惜を 奪って 其の 罪 を あがな はしむ。 是 

れ又人 を 患難に 入れし むる の說 也。 後世に 及んで 唯 だ 財货を 好んで 續刑を 行 ふこと、 

尤も 末世の あやまり 也。 すでに 舜 典に 金 作，， 蹓刑 一とい へり、 周 禮の職 金の 官は士 の 罰 

金 を 掌る とい へり。 是れ 聖人の 定 むる 處也。 次に 刑罰の 品、 其の 人に 因りて 用捨 をな 

す 事 あり。 すべて 人君の 同族 幷に 高貴の 官人、 老筆 幼若の 徒、 不識 • 過失 • 遣 忘 によ 

つて 當, 原 之 辟 あり、 叉濫 縱之戒 ある こと 也。 周禮に 小司寇 の官以 二八 辟 1 刑法 を 正 

十 こと あり。 然るに 王 之 親 故 は 衆人と 同罪に 成、 國の能 賢 亦 凡人に 同罪と なしが 

たし、 有功の 者 叉 無 功に 準じが たし、 位 あるの 貴人 叉 平 人に ひとしく しがた し、 業 を 

勤勞 せる もの、 是れを 懈怠の 罪人に 同じく しがた し、 國の大 賓と號 すべき 由緖 ある も 

のの 子孫、 是れを 凡人に ひとしく する 事い かが 也。 此の 八 段の ものの 罪科 あるとき は、 

つまびら かに 議 して 人君に 告げて、 其の 罪科 を 平 人と 一 に不, 可, 致 也。 其の ゆ ゑ は、 

各.^ これによ つて 人君の 愛， 親 親」 售尊 ニ德行 道藝； 有功 を 賞し 位 を 貴び、 つとめ ある 

を ゆるがせ にし、 賓客 を 敬す る こと を 天下に 示す のた め 也。 此れ を 八 辟と 云へ り。 凡 

?! 名 そ 訟獄の 事 ありと も、 官 人 は 自ら 出で て對^ せしめざる は 古の 法 也。 曲禮に 刑不， 上， 一 
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(七ー14| お 一一 大夫 一と 云 ふこと あり。 漢の文 帝の 時、 賈 誼上疏 曰、 廉恥節 禮以治 二君 子； 故 仏 レ賜レ 死、 

而 無二 戮辱； 是 以黥劓 罪、 不レ及 n 大夫； 以 T 其 離 二 主上 1 不&! 也 云々。 其の 官 其の 人に 

よって 刑罰 を 可 レ赦と 云 ふに は あらず、 同じく 刑 を 行 ふと も、 其の 品 を かへ て禮 節の 

理に 中る が 如く 可, 致との 事 也。 老弱 は蠢 にして 壯 人に 比すべからず、 不識 • 過失 

は 人の やむ こと を 不レ得 所 也。 遺 忘に 至りて は、 罪 を ゆるがせ にせば 其の 弊 あるべき 

に 似 たれ ども、 律令の 示す 處 おろそか にして、 戒示 する こと 切ならざる とき は、 年 を 

積んで 必ず 遣 忘す る こと ある もの 也。 故に 此の 三の もの、 所, 犯の 人品、 所レ の情實 

を詳 にして、 其の 罪科 をな だめ、 或は 是れを ゆるすべき 也。 周 禮の司 刺に 此の 品を詳 

にす。 想 じて 刑法 を定 むる 處 において、 ゆるすべからざる を赦 し、 な だむべからざる 

をな だ むれば、 一旦の 愛惠 にして、 皆 天道の 自然 をのつ とらざる ゆ ゑ、 一時 は 快き に 

似たり といへ ども、 後に 其の 弊 必ずやめ がた きもの なれば、 尤も 刑法の 品 をつつ しむ 

にあり。 

えら 

七 一 典獄の 官を簡 ぶ 


師嘗論 二 典獄 之官 1 曰 はく、 典獄の 官と云 ふ は、 天下の 訟獄 を決斷 して 其の 刑法 を定 

め 行 ふの 官也。 凡そ 人の 死生 壽夭は 天の なす 所に して、 人の 所， 知に 非ず。 今 典獄の 官 

あって. 訟獄 を決斷 して 人の 死生 を 心に まかす る こと、 是れ 天に 代りて 行」 剖 なれば、 

其の 官人 i ハ， 天德を 一 にして、 其の 死生 を 天 討に まかせば、 しかも 其の 官正 しかるべ 

し。 若し 無學 不知に して 其の 德 天に 叶 ふこと なく、 其の 材物 にわたら ずん ば、 天德こ 

(遠)  シフ 7  へ  ァ.：^カレリ 二 

こに たが ひて、 四時の 寒暑 も 可 レ失レ 時。 されば 刑獄 之 事 實は關 二 於 天 一とい へり。 書の 

呂 刑に 曰、 惟克ニ 天德； 自作 二 元 命 一 配享 在， 下と 云 ふ は、 刑 を 行 ふことの 天德 による 

こと を 云へ る 也。 虞舜は 專陶を 以て 士 とす。 士 は理官 にして 掌 二 刑法, の官 也。 周の 世 

に は 是れを 司 寇と號 す。 秦. 漢 には廷 尉と 云 ふ。 唐. 宋 より 以 來 刑部尙 書侍郞 幷に大 

理寺 等の 宫 あり。 宋には 刑 部. 大理 寺の 外、 別に 審刑院 を 禁中に 置きて 詳議の 官を立 

みん  きく もん 

て、 明に は 刑 部. 都察院 において 獄 事を詳 にし、 く はしく 賴 問して、 其の後 大理 寺に 

送って、 又 是れを 再び 詳 にし、 然る 後に 天子に 奏聞して 旨 をう く。 歷代 この 官を えら 

ぶこと あからさま ならず。 本朝の 所, 撰 尤も 重, 之。 中に も 武家に 評定 衆と 號 する、 是 

れ 各.' 典獄の 官也。 ここに 案ずる に、 典獄の 宫の可 レ守處 其の 品 多し とい へ ども * 第 一 
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の 要と する 所、 至 公 無レ 私に 不レ過 也。 ；4-公と云ふは、 唯だ大德を守りて其の理の}^-極 

する に 相 順 ひ、 代レ 天行レ 罰の 心 を克く 正しくす る是れ 也。 一人の ために：^ 惡を 快くせ 

ずして. ひたすら 天下に 對し、 萬 民の 思ふ處 によって、 代りて 事 を とりおこな ふゆ ゑ 

所 レ行は 天下の 行、 所レ雷 は 天下の 言に して、 天下の 耳 を 以てき き、 大 下の： m を 以てみ 

る、 是れ 則ち 至 公と 可い 謂 也。 次に 無レ 私と 云 ふ は、 己れ が 七 情の ために まど はされ て 

其の 情欲 を 制する こと 不 1 正ば、 或は 權 勢に うつされ、 威武に 屈し、 財 利に うごかさ 

れ、 或は 一時の 怒り 一旦の 快に よって、 必ず 其の 理に惑 ふこと 多し。 天理 至 公に 至ら 

ん とならば、 唯 だ 其の 私 を 去りて 情欲 を 制する に 可レ在 也。 是れ自 守の 法と 云ぶべし。 

而 して 以 一一 仁恕 ー爲, 體 にあり。 典獄の 宫、 彼れ が 不義 無知に して 相 通せざる を 以て、 

必ず 怒 をお こし、 法 を嚴に 過す こと 多し。 凡人 は 皆 直 にして 東西 を不, 知、 唯だ禽 

獸 にして 人の 形 あるまで 也。 其れ を 思 ふとき は、 惡を 犯して 罪に 入り、 理に まどって 

訟を 起す こと、 實に可 二 歎息, の 至 也。 仁恕の 心 あら ざれば 法 必ず 嚴に 入りて、 下情 

. ルゼ  フ 前漢 刑法 志 フハ ム  ヌ スリ， ノ  クヲ ハム  7 カプ、 

猶 ほ不， 通 もの 也。 古人 云、 今 之聽， 獄者、 求つ 所ニ以 殺-之、 古 之 聽ぃ獄 者、 求， 所ニ以 生, 

レス  コレ レア ハレ V ョャ  (5^5) 

レ 之と 云へ り。 舜 典に 惟 刑之恤 哉と 云へ る も、 仁恕の 心 をと ける 也。 仁 は 愛惠の 感ず 


る 所、 惻隱之 情 也。 恕は 我が 心 を 推して 人の 心 を さぐる こと 也。 此の 二 を 本と すれば 

あやまり なきもの 也。 

次に 常 二 思學？ 是れは 典獄の 官 になり て は、 晝夜 ともに 訟獄 決斷の 明に して 〈ム にわ 

たくしな からん こと を 思ぶべし。 思うて 不, 學ば 其の 益 あらず、 故に 思 ふとき は 能く 

古今の 事 を 糾明し、 諸事 を 見聞して、 皆 訟獄の 事に 比喩して 識 得すべし。 是れ 常に 思 

ひ、 常に 學ぶ 也。 次に 愼 審 と 云 ふ は、 一 事 一 物 を も 格 物して 其の 實を 究めざる は 皆 

是れを 疎 草に 思 ふゆ ゑ なれば、 能くつつ しみ 大事に かけて、 つまびら かに 可 レ究ニ 其 

理 一と 云 ふこと 也。 舜 典に、 欽哉 I 哉、 惟 刑 之恤哉 と 出で たり。 すべて 天下の 事、 つ 

つし む を 以て 大 なりと するとい へ ども、 中に も 刑罰 訟獄之 事 は 人の 死生の かかる 處、 

天下の 理非の 決する 處 なれば、 是れ をつつ しみつ まびら かにすべし ，と 云 ふの 心 也。 次 

に詳 問。 是れ は訟獄 問答の 間、 訴狀 書簡に 所 を 委細に 其の 人に 難問して 其の 情 を 

つくさ しむべし。 或は 悅ば しめて 理の云 ひよ きごと く 致し、 或は 怒りて 其の 實を正 

し、 或は 傍人 隣家に 糾明し、 或は 智者 學才の 人に 尊ね て 其の 理 をき はめ、 己れ が 私 知 

(間)  レ Y ハ 

辨佞を 先にして、 一 をき いて 十 をい はせ ず、 さき をき いて あと を不 A 令レ 云ば、 下の 
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カラ ズ  ルカ ラム-,  1.  - ,/  ^ 

情不 レ可レ 通。 是れ知 を さきんじて 人に 勝たん こと を不 ぃ可レ 求の 戒也。 WW: に n 非 二 

ハサ ダム ルニ ヲ ( 1 ) レ 〈ムヌ  キノ 

二) 善良 人 佞 折, 獄、 ^良 折， 獄 といへ り。 大概 如， 此の 心得 を 以て 典獄の 官 たらしめば、 其の 

にして 始めて  レ  レ ， 

職に あやまり レ可レ 有レ之 也。 必竟 人君 民に 父母た るの 心あって 獄を詳 にせば、 其の 

官人豈 おこたらん や。 周禮、 鄕士 掌ニ國 中； 各 掌 二 其鄕之 民數； 而 糾ニ戒 之； 

聽， 一せ^ 獄訟； 察， 1 其辭； 辨ニ其 獄訟； 異ニ 其 死刑 之 罪- 而 要：， 之、 句而職 聽 n 于朝； 司寇 

キテ レヲジ ノヌサ ダム ノヲ  二  ノ  リ  ツキ. r  ノー 一  テス  ヌ  リ 

聽レ 之斷ニ 其獄； 弊 n 其訟于 朝； 群 士司刑 皆 在、 各 麗，, I 其 法 一 以議 n 獄訟； 獄訟 成、 士 

ケア クリ カナへ テ ヲ  ス サ ラス レヌ  シ ス レバ サン 卜レヲ  ス ノニ 

師受 中、 協 レ曰刑 殺、 肆レ之 三日、 若 欲 レ免 之、 則 王 會ニ其 期 一とい へり。 是 れ訟獄 

刑法の 議は、 郊野の 間の 遠き に 至る までつ まびら かに 議 すべき こと を 一 ふに あらず や- 

てい f  (絕)  こくり 

後世に 至りて 五聽三 覆の 法た え、 多く は 酷吏に 至る あり。 酷 史と云 ふ は、 1^ 刑 を 重く 

して 甚だ 民 を 苦しまし むる の 奉行の こと 也。 法 をき つく 重く する に官 人の 心 5：；：： ある こ 

と 也。 己れ が 威 を 逞しく せんた めに 刑 をから くす る あり、 叉 天然 氣 質の 酷し き あり、 

叉 死罪 靳戮 して 人の 口 を 塞ぎ、 批判 怨 抑の 沙汰な からしむ る あり、 各！ 是れ 典獄の 宫 

の實 とする 處 にあらず。 皆 私の 知 を 以て 私の 行 をな し、 その 非 を不， 知より 起れ り。 

宋 の神宗 初めて 律學の 博士 を 置きて 敎を 設け 玉 へ り。 是れは 理非 決斷の 法、 訟 猿の 作 


で；) 需卦の 

次に して. 師 

卦が訟 卦の次 

f, 誤 あら 

ん。 序卦 傅に 

曰 はく T 需と 

は飮 食の 道な 

り、 飮食 する 

とき は 必ゃ訟 

あり、 故に 之 

れを受 くるに 

訟を 以てす、 

訟には 必す衆 

の 起る こ と あ 

り、 故に 之れ 

受 くるに 師 

も 以てす」 と 


法 等 を 詳に議 して、 是 れを學 ばし むる 事 也。 然れ ども 其の 敎 ふる 處實 にあらず して は- 

却って 風俗の 害た るべ し。 故に 司 馬 光 曰， 律令格式、 皆當レ官*^所,順、 何必 置 一一 明 

法 一 科； 使 二 爲， 士者 豫 習,， 之、 夫禮 之所レ 去、 刑 之 所, 取、 爲, 士者果 能 知， 道、 叉 あ 

與 -1 法律-其 合、 若 其不， 知、 但日誦 ，1 徒 流 絞靳之 書； 習， 1 鍛練 文 致 之 事； ^ ノ士已 二 刻 

薄； 從 レ政豈 有ニ循 良； 非レ所 fi 以長ニ 育 人才 1 厚 * 風俗.. 也 云々。 云 ふ 心 は、 人々 皆 禮節を 

知りて 道 をつつ しまば、 刑法 は 自ら 道に^る ベければ、 唯 だ 道 を 以て 風俗 をと との ふ 

べし、 律 學と號 して 其の 本 原 を不， 尋 して 名目 計り を修 せば、 法 計り を (.S つて 風俗 こ 

こに 可レ 薄と 云へ るの 論 也。 尤も 其の 理 深し。 


七 二 訟獄 を聽斷 する の 道 を 正す 

ー广 ジテ  ヲ ショウ ゴク  ル 

師嘗論 A 所 TT 以訟 獄之起 一 曰 はく、 凡そ 人相 聚 まら ざれば 便 用 利 あらず、 相聚 まりて 

交易 利潤す る 時 は 必ず 相爭 ふ、 相爭 ふとき は訟 必ず 起る。 是れ 周易に 師の卦 の 次に 訟 

の ：5f- を 置く ゆ ゑん 也。 師 はもろ/ \ 相 あつまる 也、 故に 訟 ありと 云へ る 心に や。 夫れ 

天地の 正氣を 得て 人と なる もの は 德材相 兼ぬ るが ゆ ゑに、 理非 自知， P て 疑な きを 以て- 
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其の 質 能く 學び 能くね ると き は、 賢人 君子と も 一 K ひつべし。 正氣 をう くろ もの はまれ 

へ ん そ/、 

にして、 偏 塞の 氣を うくる もの 世 以て 多し。 塞がる とき は？ 5- にして 物 を わき まへ ず、 

偏なる とき は奸 曲に して 人 を 犯す。 こ こに おいて 爭訟相 起り て 世々 扣 やまざる ゆ ゑん 

ノ  タン-一 〈ク ハ  一； ナリ 一； ナ， ズ  ニー！ wt.!:l  ン -ー 

、yi こ 也。 易訟 之き 曰、 訟上剛 下險、 險而健 訟也 とい へり。 險健相 接 內險外 健なる は 皆ス仏 

isf のお こる 處也。 健而 不レ險 l4 生レ訟 也.、 險而 不レ健 不レ 能』 也、 險而叉 健、 是以： へ， い 也。 

案ずる に、 訟獄の 起る 所、 一は 彼れ が 偏 塞に より、 一は 上の 所爲 によれり C 彼れ が 偏 

塞に よると 云 ふ は、 血氣之 所， 犯、 利欲 之 所， 嗜、 各-人の 所, 不， 已也。 m でなる は 理非 

にくら くして 血氣 利欲に 催され、 彼の 訟獄 をな 十。 偏 知なる は 好 曲に して 人 を かすめ、 

己れ が血氣 利欲 を ほしいまま にす、 是れ 破れが 偏 架に よる 所な り。 上の 所爲 によると 

シ カラ 

云 ふ は、 其の 敎不, 正、 禮節 かくる 所あって、 刑法 ゆるやかな るが ゆ ゑに、 殿 はわき 

(二 )  あいきょう 

(二) 愚 €不 まへ ず 過ぎた る はかす めて、 後に 訟獄 となれ る 也。 叉 典獄 訴訟の 奉行 人 專ら哀 矜に流 

及 者に 對し、  レ , 

•f 知？ の 過 者 を れて、 斷獄 する こと ゆるやかに 過ぐ るが ゆ ゑに、 不レ 及の 愚者 は 愛 をた のみて 訟へ、 

過ぎた るの 偏 知 ある は、 奸曲を 云 ひかけ 弱 をし のぎて、 其の 知 を 弄し 其 の^を 利と す。 

しかしたがら  シ フ 

是れ 併 官 人の あやまり によって 訟獄 やまざる 也と 可い 謂。 人君 能く 是れ を勘辨 して、 


周 制；^ び' 荖方吏 ^ 
官篇 書 山に 5 

の '！ C 餘六 子し 
篇び' 禮錄經 とて 宋 
書記 あ 解 號擧の 
*r モ り 及す 者獄 


訟獄相 起る の 源 を 察し- 是れを 平 かなら しむる にある 也。 

ジテ  スルフ  ヲ  ニク 5^1 之 1^ リテ マコ，. フサ ガル ォ ソレテ ス レバ レハ  リテ レバ ヲ 

師論 T 聽 T ^斷 訟獄 一之 法 上 曰 はく、 易 曰、 訟有, 孚 0,  0 中 士 n、 剛來而 得, 中 也、 

終 凶， 訟不レ ノ可レ 成 也、 利 レノ H 几 一一 大人； 尙 一一 中正 一也。 傳曰、 處レ訟 之 時、 雖, 有， 一学 信； 亦. 

ズ  ッゾク ニノ レバ テ キク  テ rr  ハズ  二  レバ  ムヲ  ゾケン ニム ノヲ 

必艱阻 窒幾而 有 二 锡懼； 則 得：， 中而吉 也、 訟非， 1 善事； 不， 得：， 已也、 安 可 r 一 終極， 1 其 事； 

ハ 7  < ス ソノノ  フル ムルズ ルヌノ フ  ズル； I レノニ チ ナル  ,1 シ ルー 一 ヌ 

,  成 謂 其 事 一也、 訟者 求， 辨ニ 其 是非 一也、 辨 レ之 當， 一 乃 中正 一也、 故 利， 見 二 大人； 

一所， 尙者 中正, 也、 聽者非 二 其 人.； 則 或不， 得， 一 其 中正 一也、 中正 大人、 九五是 也。 又 

訟九 五、 訟 元吉、 象 曰、 訟 元吉， 以, I 中正 一也、 傳曰、 以ニ 中正 一居 二 尊 位； 治， 訟 

、- /  ：  •  乂テ メル ハノ  ヌ  ニナ ル  . 二 卜 ハニー： ズ ス 7  ニー 1) - 一 ハク ナル a: ハク r- ナラ 

ぢ周 MSJ^ 者 也、 治い 訟得ニ 其 中正 一 所， 一 以元吉 一也、 ー兀吉 大吉 而盡 X 善 也。 本義 曰、 中 則 聽不， 偏、 

正 則斷 合， 理。 毛 喫 曰、 九 五 乃聽， 訟之 主、 刑獄 之官， 皆 足， 一 以當： レ之、 不： ；必 專謂 n 

/ ンテ (チ  ナルキ 二  ノ  ンャ ル / む へテ レヲ(；^-)  二 シ シ ル 

人君； 然 人君 於 ：- 訟之大 者 如 n 刑獄； 亦 S ，不， 聽， 二 之 王制 周官； 蓋 可， 見矣 云々。 

訟を聽 きて 獄を斷 ずる は、 理非の 明 正 生死 事大の 所， 繁な るが ゆ ゑに、 聽斷 する の官 

ル マ  しかした ノ ：！ ら  7、 ル 

人專 ら不， 愼べ けんや。 是れ 併 人君の 所，， 教戒, にあり。 

ここに 案ずる に、 聽斷の 法 以ニ哀 敬ー爲 レ.^  、 以， 一明 村 ー爲， 用 也。 哀は以 一一 民情 ー爲 一一 我 

情 一 を 以て 民の 父母たり。 惻隠の情あって 以， 不レ 忍爲, 本に あるべき 也。 哀 より 出づる 
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處の 用、 先 づ存， 恕 にあり。 ームふ 心 は、 人 各. -TO 隱の情 あり、 たれ か 刑獄 罪科に かか 

. る こと を可レ 喜。 今 所 レ訟の 理非 輕重 によつ て 必ず 其の 刑法に 中る 事、 定まれる 處也 e 

. 然るに これ を かへ りみ ずして 訟を なし、 惡 事惡盜 をな す 事 は、 是れ 民の やむ こと を不 

レ 得に あるべ き 也。 民 自ら 不：， 得， 止の 罪 を を かす こと は、 是れ 上の 敎不， 正、 奉行の 戒 

不, 切に よる こと 也、 彼れ が あやまち にあらず。 ここ を 以て 我が 情 を 推して 人の 情 を 

(におろ そ 察し、 彼れ が 情 を 察して 我が身に 引合せ、 其の 患難 を詳 にす る處 あらば、 訟獄を あか 

力に Is 

ら さまに 閜 きて 理非 を 惑 はし 彼れ を 難き に 責めん や。 是れ內 に存, 恕 にあり と 云 へ る 

1 やう けん 

也。 次に 詳瓛 之議 あり。 云 ふ 心 は、 一 H 一明に 聽斷 いたせる と 思 ふこと ありと も、 是れ 

を斷 ずる こと を 急に いたさず、 猜ほ叉 具に 極め 詳に 論じて、 而後に 其の 斷を定 むべき 

也。 時に 感じ 折に ふれて、 我が 心の くらくな りて 理の 不明なる こと あり、 或は 怒り 

或は 喜びて 實理を 忘る る こと あり、 典の 所 其の 場の 次第によ つて 不 k 見して まど ふ 事 

(在) 

多き もの 也。 人 皆 聖人に 不レ 至、 ややもすれば 其の 心 危く微 にして 理 ここに 惑 ふ もの 

なれば、 理非 決斷の 間、 生死 決定の 處、 豈詳に はから ざらん や。 是れ 則ち 不レ 忍處ょ 

り 出づる 也。 次に 民 病 如 二 己 病 一と 云へ り。 民の 患難に あ ふ を 以て、 己れ これ あるが 


如くし >  民の 緣紲 にあり、 水火に 陷り 流亡す る こと を、 皆 己れ が 身の 如く 心得ば、 し 

きりに 刑法 をき つくす る こと 不レ 可, 有 也。 次に 待 二 問 者 一 勿 二 停留 一とい へり。 是 れは訴 

訟 公事に 來り聚 まる 處の 民人、 或は 所に 遠近 あり、 時に 寒昝 あり、 人に 老壯 あり、 貧 

富 あり、 用に 急 緩 あり。 然れば 遠方 遠國 より 召に よって 来り、 訴訟に よって あつまる 

もの は、 民屋の そくばく 財 用の 費 甚だ 多し。 寒^の 時 は 小 民 貧 人の 至って 苦しみ 夭死 

シ ォキ 

をな すの 時 也。 老衰の もの 幼弱の 徒、 是れ又 久しく 獄 所に 難 レ處、 事 速に 決斷 にあ は 

ざれば 必ず 失 ある こと ある もの 也。 貧 人 は 家 を 失 ひて 業を棄 て、 富 人 は 身 を 苦しめ 病 

をう く、 各-久しく 滞る の 失 也。 事 久しくして 人 苦しむ とき は、 理を もつ の 公事 を も 

半ば あっか ひて やみぬ るに 至る あり、 叉 病に を かされ 夭死して 事 やむ あり、 これ を考 

へ て、 彼の 奸曲壯 力のと もがら 元來 其の 弊 を つて 相 かすむ る こと ある ものなる ゆ ゑ 

に、 問 者 訴訟の 輩 を 久しく 停留すべからざる と 云 ふ 也。 古人 云、 民 之 有 二 急遽 之 患ハ速 

ス レバ  クル 1 ヲ シテ カラ  ク ェ レン タイ  カラ モ  スル ハ ヲ  ズり テス 二 レ * 力 

達 則受 ， 患不ビ 深、 而！^ 佐 易， 見、 連 逮不， 多、 苟 迂ニ延 歳月； 則 必有ニ 爲.， 之 委曲 掩 

蔽； 而負累 及， 人 多と はこの 心に や。 次に 別ニ强 弱？ 云 ふ 心 は、 人 必ず 勢 を 以てす、 ゆ 

お ほ 

ゑに 强 きもの は 弱 を 欺き、 とめる もの は 貧 を あなどり" 衆き もの は 寡 を かすめ、 勢 あ 
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る もの は 無， 勢 をし のぐ。 訟を聽 くもの 是 れを覺 悟して、 弱く 贫 しく 寡く 勢な きもの 

を あはれ み、 其の 情 を詳に 察する にあり と 一 K へ る こと 也。 次に 緩 二親 訟 一と 云へ り。 是 

ゅゐ しょ  した 

れは 親類 朋友 等 由緒あって 親しき もの あらば、 其の 訟 ふる 所 を 下ぎ きをいた し、 詳に 

せんぎして、 多く は 和談を 入れて 是れを 無事にせ しむる か、 或は 緩に して 急に 斷ぜず 

んば、 其の 內に理 に 暗き もの も 己れ が 非を改 むる こと あるべき 也。 訟に究 まりて は 親 

球の 差別な く、 唯 だ 至 公 を 以てする 也。 內々 において 是れを 和す る は、 親 親の 道 

あはれ み  めいきょう 

と 云 ふべき 也。 大略 是れ 等の 事皆哀 より 出 づる處 也。 すべて 哀矜の 心 あらざる は 天理 

仁恕の 本 を 失へ (るな) れば、 事 必ず 暴に 可レ至 也。 有 二 仁心 一而 可 11 以語 二王 政 1 也。 

0  つつし  おろ そ. A 

敬 は聽斷 を專ら 敬む の 謂 也。 訟獄の 間つつ しむ 處 あら ざれば、 民の 死生 を 疎に し、 

理非の 明白 を 失 ふが ゆ ゑに、 民 恐れて 且つ 惑 ふ 也。 然るに 敬の 用 は 先 づ在ニ 自责； 自 

責と云 ふ は、 民に 敎 ふるの 處不， 詳、 養, 民 こと 失, 道 を 以て、 民禮を 失って 爭 おこり 

盜賊 やまざるに 及ぶ こ と 也。 訟獄 盗賊の 起り て 不レ息 は是れ 奉行の あやまる 處 なるこ 

と を 知りて、 咎を かれに 不, 責、 .0 ら相 貴む ると き は、 次第に 政道 厚き に 可, 歸也。 自 

かみ 

ら責 むる こと は、 唯 だ 上德を 修めて 內を かへ りみ、 能く 學び 能く 知りて、 政道 民心 を 


厚く する にある ベ き 也。 是れを ま 責とは 云 ふ 也。 次に 勿 レ立ニ 私 恩 一と 云へ り。 奉行 人 

私の 恩 を 立つべからず、 恩惠皆 上の 仁た る を 貴ぶ。 或は 當 座の 言 を 感じ、 或は その 

時の しかた を 感じて、 ゆるす まじき 咎を赦 し 例を變 ずる こと、 皆 私 恩 也。 奉行 は 上の 

命 を 守りて 少しも 不：， 違して 上に 達し、 上 これ を 用捨 ある 如く 可レ仕 也。 凡そ 臣 として 

は、 大小の こと 皆 君に その 德を歸 せ しむべし、 己れ を 立て 私 惠をー K ふは大 なる 私 也。 

ム  ヲ  ともがら 

次に 愼ニ喜 怒 一と 云へ り。 訴人 訟獄の 徒、 奉行の 心ば へ を はかって、 辯 佞 を 以て 喜 を も 

とめ、 或は 彼れ を 怒らしむ るの 術 をな す 事 あり、 是れ 聽斷を まど はす 奸 曲の 術 也。 奉 

行 乂喜を 以てき き、 怒れる あとに てきく とき は， 其の 喜 怒 必ずう つり やすくして、 

其の 訟 をき きまが ふこと 有レ 之。 故に 喜 怒 をつつ しみて 可 ニ聽斷 一也。 訟獄の やから 多 

く は 無 義無禮 の 意 民に して、 奉行の 怒 をな すの 言行 多し、 必ず 是れ をと がむ ベから ざ 

ム アイ キヨ ゥヌ  (狎 & 

る 也。 次に 愼 一一 哀：： ^一とい へり。 哀矜に 過ぐ る 所 あれば、 民 なれ あなどりて 却って 訟ゃ 

まざる こと あり。 古人 云 ふ 所の ごとく、 火 ははげ しきが ゆ ゑに 人お それて わざ は ひせ 

ず、 水 はや はら かなる を 以て 人 あなどりて 死 を 取る と 云 ふに 同じ。 泣 下りても 必ず 殺 

し、 深く あはれ みても 必ず 獄を きびしく する は， 古の^：^法と：円レ謂也。 次に 緩レ斷 と：： ム 
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へり。 聽 くこと をば 速に きくと 云へ ども、 決斷 する に 至りて は、 詳に 吟味して 是れを 

斷ず べしと 云へ る こと 也。 是 れ敬愼 する ことの 故 也。 卽ち 周易に 所謂 緩レ獄 • 康誥に 

ムヲル  ヱ (tg 厦 依估) 

所謂 服 念 也。 髓 が！？ ぜ  1; 一 g§r 次に 戒， 所レ 因と 云へ り。 是れは 我が 不 k 見に ひいきえ 

こする 處の ある を不レ 知して、 理 にくら きことの ありと 云 へ る 心 也。 官反內 货來と 云 

へる の 類 也。 權 勢の 人、 我れ に 奉公 ありし 輩、 內緣の やから、 賄赂を 専らす るの 徒、 

切 々往来して したしみ あるの 者、 是れ 各.' 我れ に 因りて 私 十る 處 なれば、 能く これ を 

慎みて 聊か 怠るべからざる 也。 次に 慎 二 古人 之 緩 法 一と 云へ り。 是れは 我れ に德 村の 全 

き 所 あ らず して、 古人 盛德を 以てな すの 緩 法を學 ばんと する ことな かれと 云ふ義 也。 

時代 遙に へだたれば、 人民の 風俗 必ず 盛衰 あり、 異境の 作法、 華 夷の 禮、 各.^ ことに 

して 一 になし 難し、 唯 だ 其の 事物の 理を 究めて 當然を 守る のみ 也。 古人 禁獄の めしう 

どを縱 して 家に かへ し， 時分 を 約束して 獄 にかへ したる の 類 多し。 是れ 等の 儀、 其の 

形 を 學んで 法と すべから ざる 也。 我れ に全德 なきもの は、 能く 法 を 守りて 法の みだら 

ざる こと を愼 むに あり 。己れ がー 日 一の 利口に 順って 古人の 全 德を學 び" 名利の ために 

譽れを 求む る は 犬なる あやまり なり、 能く 敬み て みだりに 十る 事な かれ。 以上 哀 敬の 


ッ  (三〕  サ ダム ヲ 

,1 二 を 以て 聽斷の 本と すべき 也。 呂 刑に 云 はく、 哀敬折 レ獄と 云へ り。 而 して 聽斷 する 

の 法以, 一明 材ー 爲, 用 也。 明 は 能く 明に 能く 察して 理 にくら からざる こと 也。 材は擧 ニー 

メカ ヘシ  フ  クズ心  -i  クラ カーフ  さぐ 

隅 一反 二三 隅； 能 通 二 事物 一也。 明なる とき は不， 味、 材 あるとき は 能く 索る、 是 れ聽斷 

あた 

の理に 中る ゆ ゑん 也。 凡そ 訟を ただす こと、 彼れ が 情と 辭を詳 にす るに あり。 周禮 

に 五 聲の法 を 立てたり。 一 曰 辭聽、 其の 辭を つまびら かに 聽き考 ふるの こと 也。 r 一 曰 

色聽、 其の 顔 を 見て その あら はるる を 察する 也。 三 曰 氣聽、 其の 息 合の 體、 其の 人 

の 動靜の 風情 勢 を 以て 察する こと 也。 四日 耳聽、 其の 者の きき やう、 わき まへ やう を 

二  (ク  まな  二 

考 ふる 也。 五 曰 目聽、 訟 ふるものの 眼 ざし 目色 目づ かひ を考 ふること 也。 周禮、 小 

司寇以 ニ五聲 1 聽 ニ獄訟 1 求 二 民情-と 云 ふ は是れ 也。 王 安 石 曰、 聽 二獄訟 1 求 二 民情； 以訊 

キ クシ テル ノ ヲ ッテ シテノ  ヲ テル ノ ヲ -i フレ ノト  ヒテ キゥ シナヒ 

鞫 作 M 其 言.； 因 察 二 其 視聽氣 色； 以知ニ 其 情僞； 故 皆 謂 二 之 聲 1 焉、 首而色 動氣喪 視 

聽失、 則せ ^ 僞可， 知 也、 然皆 辭爲， 主、 辭窮 而 矣、 故 五 聲以， 辭ル， 先、 色氣 

耳目 次， 之と 注せり。 案ずる に、 訟を 聞く の 法、 耳 を 以て 彼れ が言辭 文書 を詳 にきき、 

目 を 以て 其の 容色 氣勢 を考 へ、 我れ 問 ひ 零ね て 其の 返答の 眞僞 證據を 正し、 我れ 形し 

て 彼れ を勘辨 す。 然ると き は視聽 ， 動 を 以て 是れ を-おす るの 外な し。 而 して 其の ゆ ゑ 
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んを 1^ へば 其の 慮 にある こと 也。 彼れ に視聽 1  一； ：！ 動 思あって 我れ 又視聽 言動 思 をな す. 

各.' ここにお いて 是れを 糾明 するとき は、 人 かくす 處 なきもの 也。 是れ 周禮の 五聲と 

可レ謂 也。 次に 詰 二 其 初 一と 云へ り。 是 れは訟 初めて 起る とき、 犯す 處の 罪人 其の 非 を 

かざる こと あた はざる もの なれば、 至って 易レ見 ものなる ゆ ゑに， つつしんで 其の 初 

を 問 ひ、 不審 を 以て 其の 證據を 明に する こと 也。 次に 勿-信 二 傍 F と 云へ り。 是れは 

訟 ふるもの 理 あら ざれば、 往々 其の あ ひての 刖惡 を擧げ て是れ をし ふること あり、 或 

は 奉行 を そしりた るな どと 云 ふこと を ：； ム ひかけ、 或は 別に 惡事ぁ り などと 一； ム ふ ことの 

ある、 是れ 傍. 一：： "也。 奉行 平， 心安 レ氣 じて、 唯 だ訟の 理非 を 守る にあり。 次に 勿 レ專， 一 

證佐 一と 云へ り。 證は 證據の 書物の こと 也、 佐 は 其の 事の 證據人 也。 訟 多く は 據 を 

正す が ゆ ゑに， |="據 の 狀 • 證據人 を 以て 其の 實否を 正す 事 多し。 勿レ專 と 云 ふ は、 

ばか 

、必ず 設佐 斗り を 以て 糾明す る 事な かれと 云 ふこと 也。 其の ゆ ゑ は、 彼の 奸曲 にして 事 

を にす るの 惡人、 久しく 訟を かまへ， いっとな く 人 を あざむいて 證佐を こしら へ、 

つ ひに 訟を 巧に する こと 多し。 心 あさき 3^ 民 これ を不 X 知して、 親しむ に 任せて 是れ 

をむ つび、 つ ひに 重ねての 害と なること を 不レ知 あり。 奸 曲のお 人 は、 二十 年 三十 年 


後に 可レ訟 こと を、 今 其の 事 を 巧に す。 是れ によって 證 據の狀 ありても 事實 ならざる 

ひ ごろ 

多し。 尤も 人 を 以て 證據 とする こと は、 或は 賄赂に ふけり 酒 食に したしみ、 或は 日 比 

の むつまじ きに 任せて、 唯今 罪科に 陷る こと を 忘れて 證據 人になる のた ぐ ひ 多き もの 

也。 殊に 山林の 封 境、 郊野の 訴論、 如レ 此の 類 多し。 地 は 地 を詳に 見聞し、 人 は 人 を 

詳に 糾明せ ずして は、 其の！^^論唯だ證佐計りにまかせ難し。 尤も 可 二 明 折 一也。 

一一 ス  ヲ  まう しぶん 

次に 詳ニ 兩辭 一と 云へ り。 兩辭 と：： ムふ は、 訴 論人兩 方の 申 分 を詳に 聞き あきらむ る こ 

と 也。 呂 刑に 曰、 無レ 或， 私、 家 ニ于獄 之兩辭 一と 一： ムふ は、 附 方の 申す 辭を 我が家の ごと 

く 思うて、 其の 內に 出沒變 化すべし と； -ム ふこと 也。 一方 斗り にな づ みて 双方 を 細かに 

不レ 論ば 失 ありと 云 ふこと 也。 次に 明 ニ單辭 一と 云 へ り.。 是れは 相手な く 唯 だ 一 人の 申 

立な り。 設據 あらざる ゆ ゑに 分明なら ざる 事 多き もの なれば、 能く 彼れ が ^£僞 を 正 

キ ル  まこと いつはり 

すべし。 申立て 可レ 然の訟 も、 證據 なければ 空しく やむ こと あり、 又 申立つ まじき こ 

ほしいまま  十ラ 

と を、 證據 なきに まかせて 縱 に 云 立つ る あり、 或は 相手の 死して 不， 詳、 或は 相手 

に黨類 あらざる 類 を、 そのまま 指 置く こと を きらへ る 也。 呂 刑に 明コ淸 于單辭 一と 云 ふ 

はこの 心に や。 次に 明， 一 於無吿 一とい へり。 是れ は、 天下 は 萬 機の 用 冬ければ、 來 りて 
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訴 ふる をば 正し、 不, 然を ばさし おくべし。 さあら ざれば^ 論 更に 不, I と；： ム ふの 說ぁ 

り、 是れ大 なる あやまり 也。 無告の もの をば、 奉行 相手に 成りて 是れを 問 難して 理 

つじ-きり くびり-! ろし  ル ナ 

非 を決斷 すべき 也。 たと へば 路頭の 辻 切 *縊 殺の たぐ ひ、 宫 より 是れ を不」 とき は 

知れが たき 事 多し。 殺さる る ものの 親類 遠 所に あって 不, 知- 或は 知る とい へど も 無 

レ由, 吿の 族、 思の むね を こがして 恨 を 一 生に 結ぶ の 類 多し。 尤も 可 一： 明斷- 也。 無告の 

もの を ゆるがせに 致す とき は、 風俗 爱に衰 へて 國に 夭死 夭 難に あ ふ もの クク きもの 也。 

ニス ク T "ヲ  ク 

次に 新 レ聽と 云へ り。 是れは 以前に 半ば 聞き かけて 所， 置の 訴訟 を、 その 時の 心に て 聞 

くが ゆ ゑに、 一所に 泥 著して 理を さぐり 不, 出 こと 多 かもの 也。 すべて 事 六 ケ敷訟 を 

、  あらた  ニス  フ 

ば、 度々 に 新め て聽 くの 心 ありと 云へ り。 次に 詳， 一文 書 一と 云へ り。 是れは ：4<1  まの 人の 

訴狀 返答 書 を 具に 考ふ べし、 愚民 文書 を不， 知して、 近き 理を 遠く かき 記す こと あり、 

叉 文 者 をた のみ、 賄赂を 以て、 理の あらざる こと を 首 を かざり 品 を 多くして 書し かす 

むる 類 多き もの 也。 皆是れ 奉行の 心得 を 以て 或は 抑へ 或は 揚く べし、 各 > 風俗 敎戒の 

所レ因 也。 

クスヲ  キ 

次に 廣ニ 見聞 一と 云へ り。 是れ は訟獄 事む つかしき とき は、 其の 黨 類までに 不， 究、 


ひろく 求めて 其の 理を 通ぜ しむる 是れ 也。 大概 其の 明 を 以てする 事 如， 此也。 材は知 

の 物に わたりて 能く 相 通ず るの こと 也。 明に して 材 達する 時 は 無， 所ニ蔽 塞； 是 れを材 

と 云 ふ。 村 は 能 知 二 古今 之 事 時 一と 云へ り。 古今の 例 を はかり 先代の 法を詳 にして、 而 

して 其の 時代に 因りて 相應 すべ き の 機 を 知る 是 れ也。 時機 を不, 考 して 唯 だ 其の 理を 

専らと するとき は 必ず 偏 塞す。 次に 考ニ 土地 風俗 一と 云へ り。 地理 を詳 にして 民の 風俗 

ルーソ  ル サナラ  ハ テ ヲサ トシ レゾ ハ テス  ヲ 

を不レ 知と き は、 又 物の 情不, 具 也。 次に 或以, 辯喩, 之 或以二 比喩 一と 云 へ り。 是れは 

辯 を 以てする もの をば、 辯 を 以て 是れ を勘辨 し、 Eg にして 通じが たきもの をば、 比喩 

を 以て 是れ をお どしつく る、 各.' 其の 訟獄の 相手に 順って 其の 品を設 くる 也。 次に 以 

レ術 明：， 之と 云へ り。 術と 云 ふ は、 深く 姦曲を かまへ て 其の 情僞 難， 索 ときには、 手 立 

はかりごと 

を まう け 計 をな して 其の 實を あら はすこと 也。 古人 訟獄の 間にお いて、 術に 因りて 

其の 正 を 得た るの ためし 多し。 凡そ 明材は 用と 體 にして、 元来 一致なる もの 也。 明 あ 

ら ざれば 材不, 足, 用、 材 あら ざれば 明よ つて 不, A 仃と 可, 知 也。 次に 能 明 ニ奸曲 一とい へ 

り。 民 皆僞を 深く し 上 を たぶらかす、 故に 上 仁義の 行 を たっとべ. ば、 其のいた す處非 

義非 仁に して、 その 言に 仁義 あるが 如くい ひ、 奉行 を 感ぜし むる こと あり、 初めいた 
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せる 咎を かくさんとの 謀 也。 如：， 此の 處を詳 に不， 糾ば、 奸曲 日々 にさかん 也。 

y の 以上 各.^ 訟獄 を聽斷 せし むる の 法に して、 哀 敬明材 かくる とき は聽斷 あ，^ < -ぜ。 陸 . 

tL-t  ,7*  S  シマ ウメノ  二 ヘク レ. H- ヲズル 二 ハヲ  プ  ヲ  へ リ ズ "ご 一 レヲ テス ルニ  7.  ハ リ ムルニ 

4i け 政治！！ 贅言 二 唐 德宗ー 曰， 夫聽 レ訟辨 レ讒、 責ニ於 明恕； 明 者 在 ニ辨， 之以 U 跡、 恕者在 二 求 

0.^..  I ザノ  ヌテ スルー I ヲ  へク メム  ハシァ ハレム  ハレ テ  シィ ルル r ヌル ヌッ ミニ ル ヌ乂  ハク \ ム 

書 レ 之以- 情、 跡 可 レ責而 情 可 レ矜、 聖王懼 二 疑似 之陷 r 非 匕气 不二 之 實< 也、 情 可レ責 

M は 1^?  一  5 而跡可 X 宥、 聖王懼 -1 逆詐之 濫,， 無 X 罪、 不二 之 责, 也、 惟 情 見 跡 具、 詞 服理究 f  、飲 1 後き： 

iisi す 陸宣  メ  ココ プチ-一 ク  ニク ピウ ティ 力 ，- ク  ォ コ- フ  尸 -. > 

<ム奏議 有名な 刑罰 1 焉、 是 以下 無 一 r^BK 一  上 無二 緣聽ー ^慝 不レ 作、 敎化以 興と 云 へり。 ここ に斷獄 

の 法 又 重し。 獄を 決する に B 限 を 定め、 地の 遠近 を はかり、 事の 急 緩 を 正して 其の 節 

をき はめ、 獄の 罪相究 まると 云へ ども 再三 是れを 正し， 0 ら あはれ みて 其の 情 を 問 ひ、 

彌> 決定して 王に 吿 して 是れを 行 ふに あり。 人 を 罪に 入る るの 議、 あからさまに 不 

レ可 レ究、 ゆ ゑに 日限 を ゆるやかに いたして、 罪き はまる とも- これ を 書付け て 其の 犯 

十 ものに 讀み きかせ、 心服せ しめて 是れを 決する 事、 古の 法 也。 周禮、 小 司 寇以， 一 五 

•  ヲ キ  ヲ  ス  二  モッテ ヲトヒ レヲ リテ  二  チナ ダム レヲ ミテ ヲチフ ヲ 

刑 一 聽ニ萬 民 之 獄訟； 附ニ于 刑 一 用, 情 之、 至 二 于句ー 乃 弊 X 之、 讀 A 書 則 用， 法と 一 K へり。 

是れ恐 二 迫 急而不 -V 盡， 一 其 明 1 也。 叉 曰、 朝士、 凡 士之治 有， I 期日； 國中ー 化、 郊ニ 化、 

野 三 旬、 g 三月、 邦國 期、 期內之 治聽、 期 外不， 聽と云 ふ。 是れ治，獄之日皆_^ニ限期- 


也。 然れば 其の 日限の 內に、 可レ申 ことの ある は來 りて 訴 へ あきらむ ベ しと 云 ふこと 也。 

王制 曰、 成 二 獄辭； .54|_； 截以 -1 獄 成- 吿 -1 于正ー 0 正聽レ 之、 正 以ニ獄 成 1 吿ニチ 大司寇 一 

クヲ キヨ ク ポク  二  .■HT' -  テ  ルヲゲ  二  ジー尸  二  セシム レメ 

大司寇 聽，, 之 棘 木 之 下； 麟 I、 之 大司寇 以二獄 之 成, 吿， ー于 王； 王 命 二三 公, 參 n 聽 之； 三 

公 以ニ獄 之 成 1 吿ニ于 王； 王 三 又 $1 作然後 制, 刑と 云へ り。 是れ 刑獄 を 重んずる が ゆ ゑ 

に、 い たづら に 刑法 を不レ 1!;: こと を 一； ムふ 也。 人の 罪科に 陷 りて 其の 刑戮 を 蒙る こと は、 

人倫と して 是れを 喜び 行 はんや。 只 だ不, 得, 已を 以て 如, 此 なれば、 詳 にす るが 上に 

尙ほ審 なること、 是れ 典獄の 官 のつつ しむ 所 也。 而 して 愼, 獄按視 すと い へ り。 是れ 

そつり 

は 獄を司 どるの 卒吏 必ず 罪科 人 をつ よく 戒 しめ あらく あたって、 其の 親族の 賄 赂を求 

したつ かさ 

むる こと あり。 叉獄舍 の體、 切々 巡察せ ざれば、 寒？ J をと きな ひ、 修造 を おろそかに 

(二)  ォ 

0D 意味 反 する ことなき ものな り。 又 囚人 罪人 も 奉行の 巡察し げきと き は 自ら 安ん ずる もの 也、 

對 なり 誤な 

らん  ゆ ゑに 按視 すと 云 ふ 也。 次に 囚糧 を考 ふと 云へ り。 線紲に 居る と 云へ ども、 食た ゆる 

とき は 夭死 すみやか なり。 奉行 是れ を詳 にせ ざれば、 糧を與 へても 或は これ を盜 み、 

或は これ を 奪 ふこと 多し、 ゆ ゑに 囚糧 を考 ふと 云へ り。 次に 省 ニ囚病 一と 云へ り。 闪人 

の內 病人 あるとき は、 是れを 介 保 看病せ しむべし と 云 ふこと 也。 次に 視, 屍と 云 ふこ 
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と あり。 籠 死の もの あらば、 具に 點撿 して 其の ゆ ゑん を考 へしむ る こと 也。 尤も 所々 

に 死にた ふるる ものあって 檢使を 遣 はすに は、 詳に考 へしむ るに あり。 實 に哀矜 する 

處薄 きを 以て、 其の 撿昆 する ことおろ そかなる は、 是れ 人の 命 を輕ん ずる 也。 況ゃ 

獄死の もの 路頭の 死人、 其の を 人 皆 刀^に ふれし め、 ことん \  く劍戟 をた めし、 そ 

の 骨肉 を細截 して、 つ ひに、 江 魚蟻蟓 せ？ 烏 狼 犬に 與ふ、 その 不仁 不， 可，； K  。尤も 可レ愼 

レ之 也。 大概 慎， 獄の道 如， 此、 必竟唯 だ以， 一民 情ー爲 Kr」 情 一とき は、 ： お獄 聊か 懈 あるべ 

からざる 也。 我を立て 理を 高く して 名譽を 求む るが ゆ ゑに、 其の 用 皆 暴に 至る 也と. H- 

ル 

レ， 

ジテ シャゥ ケン フ  はか  まこと 

師 論ニ詳 纖之議 1 曰 はく、 凡そ 獄訟 能く 詳に瓛 ると き は、 其の 情實 をうる 也。 纖と云 

ふ は、 訟の辭 を 以て 其の 情 を 考へ詳 に 其の 事 をた だす こと 也。 疑 はしく 六 かしき は猶 

ほ 以てよ く 問 ひ糾す こと を專ら とすべき 也。 先 づ聽斷 の 制 法、 一 に 曰 禁ニ 代聽？ 云 ふ 

心 は、 奉行 自ら 糾明せ ずして 人 を 以て 代りき かしむ る こと 也。 自ら 臨む にも 心 を 平に 

し氣を やすん ぜ ざれば、 折に ふれて 必ず 七 情の 欲 あり、 況ゃ 他人 を 以て 一 旦 代りき か 

しめば、 是れ 天子の 法 を 弄し、 萬 民の 命 を輕ん ずるに 至る 也。 愁 じて 糾明す る處 多端 


に 及ぶ とき は、 異說 まち/ \ にして 一 決せざる もの 也。 上 又 明に 察せ ざれば、 取次い 

で 事 を 行 ふ 間に 奸曲 生ず。 古來は 次第 をお つて 段々 に 相 尋ね 相 究めし は、 廣ニ 見聞 一し 

て、 多 聞に よって 我が 知 を ひらかん とのこと 也。 後世の 代り 聽 かしむ る は、 皆 奉行 自 

ら 安ん ずるの ため 也。 其の 趣向 大 にたが へる 也。 

次に 詳二 見聞 一と 云 ふ は、 見聞して 是れを 糾明すべき こと を、 唯 だ 文書 檜關に まかせ、 

證據 をのみ 專ら とするとき は、 其の 所， 折 皆 辯：：^ にして 所， 好に 落つ る 也。 故に 逸樂財 

費 を不レ 思、 檢使 巡察 を 以て 是れ を晃 聞して 可 二 糾明 一と 云へ る こと 也。 次に 不レ專 レ和 

と 云へ り。 是れ は：，" 訟の 多き こと を 厭 ひて、 大方の 儀 を 下にて 和談极 にいた さしむ る 

こと あり、 然れ ば理を 持ちながら 半ば かすめら るるの 牽多 きもの 也。 事 品に 因りて あ 

つか ひ 和睦の 入る 儀 勿論 なれ ども、 ：.^^ を すくなから しめんとの 本に して 和融 を專ら 

とする こと、 尤も あやまり 也。 次に 勿 レ必, 一 式 HI, と 一： ム へり。 評定に 式日 を定 むる こと、 

古よりの 法 也。 但し 是れは 是非の 了簡 分別 難， 致が ゆ ゑに、 評定の 役人 悉く あつまり 

て 各. - 意見 を あら はして、 其の 是な るに 可，. 付の 式日 也。 訴論 訟獄を 此の 日に 可， 決と 

云 ふの 式日に あらず。 事に 緩急 ありて、 節 を こえて は 人の いたみと なり、 奸曲 のまう 
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け大 になる こと ある もの なれば、 速に 是れ を聽斷 する こと 官 人の 職 也。 四 支の 安逸 を 

このみ 或は 游宴 饗應に 誘引 せられて 訳-人 を、 水 W かせ、 唯 だ 式日 を而已 守る とき は、 必 

ず 訟獄の 事 多くつ か へて、 事 次第に 延引す る もの 也。 古の 諫鼓請 木の ためし 尤も 可 二 

相 慎 一也。 次に 訟獄の 者禁， 一代 獄, と r ム へり。 是れは 當人を さし 置きて、 傍人 相 代 

か た う ど 

りて 對決問 難す る こと 也、 尤も 其の 親類 方 人 多く 相 連り て 出 坐す る こと を戒 む。 ^し 

(格)  ス ヲ 

本人 當病 災害 露 顯の儀 は 各 別 也。 次に 正 二 文書 一とい へり。 是れは 目安 狀* 返答 書と も 

に、 文才 ある もの を 以て、 理 にあらざる こと を 云 ひかす むる の 類 を 禁ずる 也。 3^ 民 

小人 自ら 書く こと 不レ 能して、 人 を賴ん でか かしむ るに、 贿赂 によって 是れ を： 挫 ふる 

もの ある こと 也。 奸民 必ず 訴訟 公事 を うけとり、 その 賄赂に 因りて、 時代の 風 を さぐ 

り、 いひ やう 書き やう を敎 ふること あり。 風俗の 害 奸 曲の 起る 處 なれば、 甚だ これ を 

禁じ 糾明せ しむべき 也。 大概 是れ等 を 兼 日に 定めて、 律令の 示しと いたし 奉行の 戒と 

すべき 也。 人の 知 明に 材 よく 物に 渡る はまれに して、 偏 塞に 陷る もの 多ければ、 訟獄 

かたう ど 

の 制 法 あらかじめ 具に 定 むと 云 へ ども、 其の 事に 臨んで 詳に問 は ざれば、 方 人な き 貧 

人、 無告の 究人、 理 あって くるしみ 無レ 罪して 難に 及ぶ の 類 甚だ 多 かるべき が ゆ ゑに、 


詳 蹴の 議を愼 むこと、 古人の 重んずる 所 也。 舜典、 眚災 肆赦、 估 終 賊刑。 大 禹謨、 

ルス 二， Jn-- ク . "i, ル _!:;、 ルニ. ヌ， シ t スル ノ ハシキ ハコ レ クン ノ ヘシ キハ レ クス ヨリ ハノ サン ヲ 口 セョ 二 

宥 ， 過 無， 大、 刑 ，小、 罪 疑 惟輕、 功 疑 惟重、 與 i ハ殺 n 不辜； 寧 失， 一 不經？ 

-r  二  ： - ン ヌ -1\ ッミゾ テク  ヲ  ズ  ス "テ キ 4t ハエ ir ブ  力  ク it ハヒ キニ ス午 ハフ 

王制、 司寇 正， 刑 明， &、 以聽ニ 獄訟； 必三 刺、 有 J 曰 無 fe 不， 聽、 附 從，輕、 赦 從 

レ重、 疑獄 氾、 與， 衆 共， 之、 衆 疑 赦レ 之、 必察 n 小犬 之 比 以成， 之 ど 云 ふ。 各.^ 

是れ詳 に はかる の 心 也。 三 刺と 云 ふ は、 调禮司 刺の 官、 一 刺 曰 訊 二 群臣 一； 界称曰 ，1, 一. 

吏； 三 刺 曰 節 二 萬 21^- と 云 ふ是れ 也。 刺 は， 訊の 心 也。 訟を詳 にす る こと 如, 此也。 而 

して 民の 苦しむ 處、 其の 重き こと 在， 「}5- 抑 之 情？ .冤は理をもちながら其の事を不ヒ^|し 

て、 訟に まけて をる もの 也。 抑は權 勢に おされ、 强 者に かすめられて、 我が 理を 達 

の もの 也。 いづれ も究 困して 無告の もの なれば、 是れを 窮民と も 無吿の ものと も 云 ふ 

なり。 彼れ 等 其の 情 を 上に 達する こと をうる ごとく 政 ある を， 明 政と 云 ふべき なり。 

然るに 下に. お 抑 多き は、 各. - 上の 政に 僻す る處 ありと 可, 知 也。 理を 持ちながら 非に 服 

す る こと は、 辭 これ を 云 ひ ほどく 事 難， 叶 か、 ーム ふ ベ き 時 を不， 知、 ま ふ ベ き 所 を不， 知 

か、 或は 後に 設據 正しき 事の 知る るか、 或は 權 勢剛强 に せめられて、 時の 勢に よって 

^を 不レ得 t 忡、 是れ訟 獄の人 必ず. } 抑す る ゆ ゑん なれば、 是れ をた 十 け て 其の 情 を 仲 
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ばし 得る が 如くに いたす 事、 是れ 奉行の 心得に よる こと 也。 又 論 爭の間 専ら I::! ハ の證據 

斗り を 糾明あって 其の 情 を不レ 得 レ 通^き は、 5^ 民 必ず 姦人に いつ はられて、 抑 せら 

るる こと 多し。 叉 奉行 相替 るの 時、 先の 奉行の 決斷 いたせる こと は、 -ぉ抑 ありと い へ 

ども 是れを 不二 改聽ー こと あり、 此の 兩條は 奉行の あやまる 處也。 故に 寃抑 多くして 其 

の 情つ ひに 不達に 至る こと 古に 其の 例 冬し。 ここ を 以て 云へば、 論 爭の疑 は 具に 其の 

事實を 正し、 情 を 計りて. 而 して 通せし むる にあり。 ：D- と 聞と 5^ とかくる とき は 其の 事 

に 惑 ありと いへ り。 先 奉行：^ 斷の事 を W 決 ある は 先 I せの 非を舉 ぐるに 似たり、 訟論又 

かへ りて 多く 出來 るな ど 云ふ說 あれ ども、 先^の 聞きち がへ を改 むる は、 先 を 善に 

歸 せしめ 恥 をす すがし むる 也。 本より 大下入 民の ため 主君へ 事 ふる 忠を 計りて、 先 華 

ル .？ フ^  ん シ 力- ノ 

のた め を不, 町， 計 也。 訴論 多くなる と 云 ふこと、 是れ 不レ苦 儀 也。 先 の聽斷 する 處 

悉く 非なら ば ことん \ く改 むべ し。 古 來廻國 使 を函々 に 遣 はし 民 苦 を 問 ひ、 執權 自ら 

身 を やつして 民間に 入り その 實を 正す、 ことん \ く 是れ. お 抑 を 明に せんと 也。 若し 

愚民 奸曲を 以て 事 を 巧に し、 先 奉行 裁許 あやまれ りと 云 ひて、 非 を 以て 論訴を 企て 

ば、 其の 罪科 を 十倍なら しむべし。 此れ 法律 厳重に して 其の-お 抑 を 制せば、 下 隋何ぞ 


塞がらん や。 如, 此の 議、 唯 だ 我慢 名譽を 去って、 國家 天下の ために 其の 順理 をな す 

にある のみ 也。 周禮 に、 大 司寇、 以二肺 石， n 達 二 窮民； 凡 遠近 i:f;§  老幼 之 

シテ ント マウス r 力 ミニ  ノ  ルセ ハツ ル  ヲ  キノ ヲテ ゲテ 二  ス 

欲レ有 レ復 一一 於 上.； 而其 長弗レ 達者、 立 二 於 肺 石 ニニ 日、 士聽ニ 其辭； 以吿ニ 於 上 一 而罪ニ 

ii? 一  1 ーズ、 王 安 石 曰、 立 三 曰、 然 後聽レ 之、 則乂 民 之 瀆>- 其 上 T 則上瞎 K 而不 卞 月. KI45、  .1/1 シ fu^ 文 

； PK，1 レ 雖，， 誡無， 42、 反不レ 暇レ治 肺 まや Ms、 而外？！？^乎皮^^^ーー；ム々、 +#士 掌 二 外 *rN 法- 左 nljk 石 i 石 

平 ニ罷民 1 焉、 右二 肺 石- n 達， 1 窮民, 焉、 大僕建 二 大寢之 門外， 而 《i 二 あ 政； 以待ニ 達 あ 者, 

云々。 是れ 各.' 窮 達の もの を 糾明す るの 法 也。 民之窮 困せ る もの は 肺 石の 上に 立ちて、 

人々 得 而見レ 之て 其の 窮 する こと を 知り、 民 之宽抑 者は路 門の 鼓 をうた しめて、 人々 

得て six 之 也。 肺 石 は 外 朝に 設けて 大司寇 掌：， 之、 これ をき くもの は朝士 也。 朝 士肺石 

しんもん 

に 立つ もの をみ て 速に 司寇に 告げ、 司寇 これ を 王に 奏す。 路 門の 太鼓 は寢 門の 外に あ 

つて 大僕 主レ 之、 これ を 守る もの は 御 僕 也。 御 僕 つづみ をう つ こ ゑを閜 きて 則ち 大僕 

に 達し、 大僕 これ を 王に 奏す。 是れ 各. 抑の 情 を 述べ て 窮民 を 救 ひ 玉 はんとの 政也リ 

ようかく 

此れ 成 周の 盛なる 法に して、 朝廷の {R 人 悉く 其の 人 を 得た ると も、 猶ほ 幽隱雍 4^ 隔 のう 

れ へ あらん こと を 謀り 玉 へ る 也。 後世 必ず 如, 此の 法 を 用 ひんと せば、 時た が ひ 人情 

そむいて、 用 ふるに 便 あらざる こと も 可レ 有， 之。 唯 だ 其の 道理 を考 へて 時宜 相 應の治 
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法.^^有，之也。 次に 重， 一死 殺 之獄， と 云へ り。 生死 は 人倫の 大事、 何事 か 如， 之。 然れ 

ば 人 を 殺し 人に ころさる るの 類、 奉行の 重く 糾明 十べき 所 也。 司 腐 光 曰、 殺， 人不レ 死- 

傷 レ 人不レ 刑、  堯舜不 レ能ニ 以致リ 治と い へり。 奉行 仁政に 過ぎて ゆるす まじき こと を赦 

さば、 民人 皆 これに なれて 政道の 害 多 かるべき と 云へ る義 也。 人の 死 殺に 至る 處の訟 

獄 をば、 詳 にせん ぎして 是れを 明に する にあり。 唯 だ報レ 仇の 儀 は、 人 を 殺す と 云へ 

(一) 兵器 を ども 是れ 古よりの 法 也。 曲禮 Di、 父之緣 弗 一一 與共 戴, 天、 兄弟 之響不 レ反レ 兵、 交遊 之 響 

0^^,^ 不， 同& といへ り。 春秋 公羊傳 日、 父不 I, あ 子復， i! 可也、 父 一 あ. 4 子復 I レ I 

第 その 場に て  スル モノ  カヌ 

打果す iM〕 を 之 道 也、 復 レ饕不 レ除レ 害と 出で たり。 案ずる に、 君命 を 以て^ を 受けて 其の 罪 も亦義 

常に 持し 居な 

ことなり  に當る は、 君臣の 大禮、 天地の 定則 なれば、 權を復 ゆるの 沙汰 あるべからざる 也。 或 

は 朋友に 殺され、 或は 無レ 故して 死に ff- る は、 父子の 親 恩不， 報レ之 不， 叶の 處也。 ゆ 

ゑに 公法 私議と もに 其の 論究 まれり。 周禮、 調 人 掌 下司 二 萬 民 之 難， |;； 卿 ま 一 而諧 * 和 

レ / ゾ^ テ上、 t,.-  スルヌ ハ  チ 7 タヒ ラグ  レメ  ン カク ノ ゾスル 二ハヌ  ハサ 1 フシ ム 

之 h 凡 過 而殺 iT 傷 人 一 者、 以レ民 成 § レ之、 鳥獸 亦如レ 之、 凡 和 ， 難 父之饕 辟 一一 

レヲ  二  ハ 一 ソンム レ： N  一一  ハ  ジクセ ヌ  ハナ ゾ- フソ - 

諸 海外； 兄弟 之 響 辟 M 諸 千 堆： 之 外； 從父 兄弟 之 響不， 同 ， 國、 君 之 響 默 ， 父、 師長 之 

韓匿.： 兄弟； 主 友 之 iftn 從父 兄弟 一 弗 ， 辟 則與ニ 之 端 節， 而以 執， 之、 凡 殺，. J 有， 一反 殺 


者； 使 ニ邦國 交響 V 之、 凡 殺， 人而義 者 不：， 同 ， 國、 令， 勿 Jir 響 ， 之 則 死、 凡 有-一 鬪 

ハタ ヒ ラグ レヲ ルカ ラグ ハチ スレ ヌヅク ハン 、レブ.  ス 7  -. ) 

怒 1 者 成 レ之、 不レ可 レ成者 則書レ 之、 先 動 者誅レ 之と い へり。 是 れ殺レ 人の 響 をむ く ゆる 

の 法 を 論ずる 也。 各 > 死 殺の 訟 をつつ しむべ きこと なれば、 報レ 仇の 處に おいても 具 

に 公法 を 以て 是れを 論ぜ ずん ば、 死 殺 相次ぐべき なれば、 尤も 可 レ愼レ 之り 

七三 欽恤の 心 を 深く す 

師曰 はく、 舜血  1、 欽哉欽 哉、 惟 刑之恤 哉と い へり。 人君 刑訟の 間にお いて 欽恤の 心 

あら ざれば、 天下の 刑法 嚴に 過ぎて 死刑 尤も 犬に 行 はるる もの 也。 此の 二 句 は 帝舜の 

言に して、 刑 訟の道 ここに 盡 せり。 欽 はつつ しむ 也 * 欽 むこと 深き とき は、 能く 民の 

情を盡 して 弊 塞す る處 なし。 恤は衿 恤之恤 にして、 常に これ を あはれ み 思 ふの 心 也。 

凡そ 天下の 訟 獄は國 家の 風俗 道德 のか かる 處、 民人の 死生 皆 ここに よれり。 ここ を以 

て訟 ふるもの あれば、 其の 理非 を詳 にして 感通 する 處 あるが 如くなら しめて、 道德仁 

義の敎 化 自然に 廣 がるべき こと を 思 ひ、 刑獄 ある 時には 人 主 自ら 其の 決斷を 正し、 速 

ならしめ ず 緩に して 是れ を明斷 すべ き 也。 ゆ ゑに 古の 明君 は、 諸 州の 死罪に 及ぶ もの 
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を 三た び 覆 奏して 事 を 糾明し， 死刑 相 行 はるる とき は 大子蔬 食し 撤， 樂滅レ 膳 玉 ふの た 

めし 多し。 尤も 諸 州の 疑訟は 必ず 是れを 奏して 其の 議を うく、 是れ皆 欽恤の 行 はるる 

ゆ ゑん 也。 恨し 欽む處 あらず して 只 だ哀矜 を專ら とすれば、 刑訟 ともに 寬緩 にして、 

其の 法 必ず 流す るに 至る もの 也。 朱 子 恤の字 を 以て 寬恤 の義 にあらず と 云へ る は、 彼 

の 有レ罪 もの を も ゆるがせに せんこと を 恐れて 也。 朱 子 曰、 今 之 法 家 多 惑 二 于報應 禍福 

之說； 故 多 出 n 人ノ罪 1 以求ニ 福 報； 夫 使 二 無， 罪 者 不_ ん付レ あ、 而有， 罪 者 反 得， 釋、 是乃 

スヲ  ノ  カレラ ンノ  トフ ハ  テ  シ  7 シム ルル  ヲメ  二 

所 n 以爲 1, 惡耳、 何 福 報 之 有、 書 所謂 欽恤云 者、 正以詳 11{番 曲直； 令 T 有：， 罪 者 不、 待 二 幸 

ルル ノ  キ  ヲズラ  リニ スルヲ  ハヒ  二  矛モへ 1 マ クニ クグ  ヌ  ス 

免； 而 無：， 罪 者 不., ，得，1 濫 刑, 也、 今 之 法官 惑 二 于欽恤 之說； 以 爲當 T 寛， I 人 之 罪 1 而出 * 

ノヲ  ニソ  一一 サル  シルク ナン テキ ス ミチ ヲ テク  ヲ 二へ バ  ト  ォ ホムネ ジ ヲ 

其 法 h 故 凡 罪 之當， 殺 者、 莫， 不ァ 多爲ニ 可， 出 之 塗, 以俟 5 奏 裁：：； 旣 云二奏 裁； 則大率 減， 等 _ 

二 ル ハス  二 ス ハス  二 ス ハツヱ ゥッ 二 ッ ハス レチ  シ  ヲ  リテヲ  クル マ ヒナ ヒヲ 

當，. 斬 者 配、 當， 配 者 徒、 當， 徒者 杖、 當， 杖 者笞、 是乃賣 n 弄條 F バ 侮， 法 而受， 0 者 

f 一 ) 宋の寧  キ  キ  キ  キ 

にに； g.  一)，， H  ノ カレ ラン  一一 ズル 一一 レバ ラ 一一 ル 一一 スルニ ヲ  レバ ラ -I ル  一一 

0  0 耳、 何 欽恤之 有 と 云へ り。 竊案、 恤不， 因& 則 至 k  , 法、 欽不 &レ恤 則 至ニ嚴 過； 

三 九九 頁 0ts"  リテ  レ ンキカ  二)  ノ ガ 一一 〈ク  / 

(二) 来歷不 欽恤相 因 而刑之 正 乎。 舜 典の 欽恤、 まことに 刑訟の 至極 也。 容齋洪 氏隨筆 曰、 州 郡 疑 

明、 . ^名の、 

獄許 11 奏瓛ー 蓋 朝廷 之 仁 恩、 然不， 問， 1 所， 犯 重輕及 情理 蠶害； 一 切縱 之、 則爲 

るべ し、 明な  カウ h ンネン  ダリ ノ  二  ラ ム  スル r 'ヲ  ヲ ノ フル ヲニシ  レ； i ベ 三) ノ  ル ナント ノ ヌ 

らす  耿 延年 提.^ 點江東 刑獄； 專務レ 全ニ活 死闪； 其 用 レ心同 善、 然 南康 婦人 謀 レ殺ー I 其 夫 一 


ダ ナり ゲチ タスク ノ ヲ  ネテ 亡 ンガへ 力へ" テ テ  フ プル ヌ  タリ n ウー I  レテ リ  一一  ス 

明、 曲 ま 一 其 命； 累 勘、 官翻 以ニ失 入, 被， 罪、 予守， 贛、 一 將兵逃 至， 一外 邑； 殺 a 

村民 於 深 林； 民 兄後 知， 之、 長 二 申， 官之 費； 卽焚二 其 尸； 事發 係， 獄、 以二殺 時 無" は、 

尸不 Ifel 驗、 奏ニ裁 刑 寺； 輙定 爲 n 斷配； 予 持， 勅不， 下/ 復奏 論， 之、 未 而此ノ 兵 死， f 

一一  ズシテ 

於獄囚 二^々。 只 だ 欽恤の 二 を かねざる とき は あやまり ある 事、 世 以て 多き 也 _ し 

次に 災赦之 法 あり。 赦は 天下の 災 憂患 あるときに 獄 W の 罪人 を赦 する の義 也。 舜 

セィ サイ 二 ハシシ ヤス ノ  rra:)- 一  ハク  テシ ヲナ ダム ヌ  二 ハク  ハシキ ハリス 

^ ほ I に If の 典に 青災 肆赦。 易解卦 曰、 君子 以赦， 過宥， 罪。 呂刑 曰、 五 刑 之 疑 有， 赦、 五 罰 之 

-  ハシ キハリ ス (五) ノ ハル  r^ 

§ 周轉の 疑 有 レ赦。 周 官司刺 掌 二 赦有之 法？ いづれ も赦法 ありと い へ ども、 只 だ 其の 罪の 疑 

こ と 

はしき を赦 する のこと にして、 推して 大赦の 法、 上古に 其の 說 なし。 後世に 至りて 政 

道に 姑息の 仁 を專ら とする を 以て、 國に 大患あって 仁政 を 行 はれん ために は先づ 大赦 

の 法 を 用 ふること、 甚だ 誤れり。 其の 論 先 儒 これ を詳 にせり。 異朝に は 春秋の 時す で 

ュ ルス セィプ 

に赦法 あり。 魯の莊 公二 十二 年 春 王 正月 肆ニ大 貴 1 としる せる は、 刑法 を 失 十る こと を 

戒めて 也。 是れ 後世の 大赦お こる 處也。 管 仲 日、 .！> ^あ 二三 情； 1^ 無 一一 一 赦； 赦者 if^n4fTO 

づ。 文 少しく  二 シクメ  タへノ  二  へ- i クー 一 シク,  へ ノ-ー  -ーハ  ハ 

a 後難、 久而不 勝 二 其禍； 法 者 先 難 而後 易、 久 而不， 勝， 一 其， 福； 故 惠者人 之 仇 響 也、 法 者 

は 同じ 

人 之 父母 也と い へ る、 是れ又 赦の行 はるる を戒む 也。 秦の 二世 皇帝 卽 位の 時、 天下に 
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大赦の 令 あり。 是れ より 已 後代々 の大子 吉凶の 禮に ついて 必ず 大赦の 令 を 行って、 罪 

の 輕重を 一一 轧明； 推して これ を赦 す。 諸 葛な 冗 曰、 治 . 枇以ニ 大徳 1 不レ以 一 「一 小惠？ 赦の 

政道に 無：， 益 こと 如 ン：， 此。 天下に 非常の こと あるとき は、 彌.' 非常 を愼 みて 罪科 を嚴し 

くし、 刑法 を 正しくす る こと、 明君の 挽 也。 然るに 有罪の 小人 無 一一 子細 一赦され て 罪過 

を 免 るれば、 是 れ無レ 罪して 殺され 害せられ 盗賊に 逢 ふの 類 皆 以て 不幸に して、 有罪 

の惡人 彌.^ 機を强 くす。 人民 禮法道 德に敎 化せられて 恥あって 且つ 格る は 君子の 政 也。 

故に 非常の 大赦 行 はれて 小人 奸曲を しくす る こと は、 聖代の 治 法と 不, 可 レー： ム也。 唐 

の太宗 曰、 .1 ま ic、 赦者 小人 之 幸、 君子 之 不幸 也、 一 歳再赦 善人 喑啞、 昔 文 王化 二 罰 刑， 

n)  ？殷. 玆無 レ赦、 小 仁者 大仁 之賊、 故 我 有 一一 天下一 以來 不二 放赦ー 云々。 太宗は 三代 以後の 賢 

君に して 赦を 論ずる こと 如， 此也。 後世 多く は佛 者の-:::; I を： じ、 因果の 說を 以て 福 報 

さ ぜん  あいきょう 

を こ ひねが ひ、 佛事作 善 追福の ために 赦令行 はるる 事、 是れ哀 衿の 仁政に 似て 犬に 非 

. .  メ ンズル  ュルャ カごシ ヲ 

也、 君子の 所 ニ戒重 一也。 但だ 天下に 非常の こと あらば、 輕 疑の 罪 を ゆるし、 寬 レ民 

惠レ下 之 道を考 へて 天下に 命じ、 人 主 時の 怒 を 以て 下 を 苦しめ、 愁訴 多く、 配流 預人 

となりて 下 甚だな げくの 類、 能く 其の 品を考 へ、 其の 輕疑 を赦 さし めんた めに 是れを 


行 はるる こと、 是れ まことの 赦と 云ぶべし。 11 し迎 減， 稅、 省レ 刑已, 實、 弛 レエ 罷レ 役、 

寬 レ 征招レ 亡の 類を赦 令と 云 ふべき 也と、 古人 これ を 論ずる 也。 凡そ 上に 道義の 敎立 

ちて 下風 俗 を 正さば、 如レ右 こと は不レ 可：， 有 なれば、 蜜 主 賢 王の 時、 赦 の不, 行 もこと 

わり 也。 唯 だ欽恤 合せて 相 正さば、 大略 相 通じて 偏 靠： に 至るべからざる 也。 

次に 戒, ふ 町 法 一と 云 へり。 凡そ 法の 過ぎて きびしく すさまじ きこと は、 人 主 一 旦の怒 

を 快くして 人の 艱苦 を不, 計と、 法 を つよく して 人 を 懲し戏 しめんとの 兩條に 出づ。 

各.' 賢德の 君子の 不レ行 こと 也。 刑 賞の 二つ は 人君の 禮 より 出 づる處 にして、 喜 怒 を 

以て これ を ほしいままに 不 い^, 致 也。 人ぜ によって 敎 あつく 導く とき は 自然に 化す。 

刑 を 以てお どす は 至って 末にして 只 だ 一 時の 術なる ゆ ゑ、 ：大 下 却って 愁へ 怨み 心服す 

る 事な し。 泰の^ 法に 因りて 天下の^ 叛 する を 可レ考 也。 刑法 各.^ 其の 品 定まれば、 

其の 罪に よって 其の 刑 を 行 ふとき は、 萬 民 各.' 其の 節に 中る こと を 知りて 不, 怨也。 

然れば 節 を 過ぐ る も 不レ及 もと もに 禮に 不, 中して 欽恤の 心に あらざる を 以て、 此の間 

つつし  キフ 

を 能く 欽 みて 其の 天地の 令に 順 ふが ごとくい たす こと、 人君の 實理と 可， 謂 也。 古人 

刑 を 行 ふに 臨みて 淚 下る は帝禹 也。 是れ 民の-.? - にして 罪科 を 侵す こと を不， 知して 此 
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の 刑に 陷る こと を 憂 ふる 也、 其の 刑す る こと を愁 ふるに あらず。 梁の 武帝 因果の 說に 

惑 ひて 刑法 を ゆるがせ にして、 天下の 大亂 ここに 起る。 是れ刑 を 行 ふこと を愁へ てお 

の 情 を不レ 秋^ 也。 其の 形： じきに 似て、 其の 本づ く處大 にこと 也。 殷紂が 炮^の 刑 を 

行 ひ、 秦の始 皇の三 族の 罪 を 行 ふ は、 自ら 刑法 を 行 ふこと を 快と して、 民に 敎戏す 

る ゆ ゑんに 不, 有 也。 是れ呰 欽恤の 心 あらざる を：： n」、 .：tf は恤 にな がれ 或は 殿に すぐ 

る 也.」 人君の 道、 一 事と 云へ ども 其の 政事 之 民に 所， 及 は、 深く 愼 しみ 遠く 謀り あり 

て、 一向 一 時の快意を不レ.5^求也。 • 

• 

七 四 訟無 からしむ る こ と を議す 

師曰 はく、 大禹設 曰、 帝 曰、 阜陶、 汝作， 士、 明， ー于 だ^; 以弼； ： 五敎； 期 二 于予治 一 刑 

期ニ于 無，， 刑、 民 協 一一 于中ー 時 乃 功、 懋 哉との 玉へ り。 是れ 舜の阜 陶を戒 しめ 玉へ 

る辭 にして、 刑期 一一 于無 一， 刑と 云 ふ は、 民に 中道 を をし へみち びいて 過不及の あやまり 

なから しめて、 つ ひに 教化の 至りて 刑す ベ きものの あらざる に 至らん こと を あてて せ 

よとの 辭也。 竊に 案ずる に、 民 問に 訟獄 の不， 止、 爭論 しば/ \ 起る 事 其の 本 あり。 


其の 本 を 知りて 是れ をた ださば、 年月 を經 て訟獄 自然に すくなく して、 其の 盛なる は 

キ  一. ヌチ タスク， N  チラけ 

無レ訟 にも 至りなん や。 先づ明 M 五 刑 一 以弼ニ 五敎, と 云 ふ是れ なる ベ し。 五 刑 の^は、 五 

敎の 所レ布 其の 不足 あるが ゆ あに 其の 犯す 處 あり。 然れば 五 刑 は 五の 敎の たすけに し 

て、 五 刑 を 別に 示さん との 事に あらざる 也。 民 皆 五倫の 敎を 知りて 其の 禮節を 正さば、 

y«J 第, g ェ- 爭論 何に 因りて か 起らん や。 孔子 曰、 禮樂不 レ興則 刑罰 不レ 中と 云 ふ はこの 心に や。 禮 

樂 能く 用 ひて 而後 刑罰 理 にあた るべ し。 禮樂 のまう け不レ 詳して しきりに 刑罰 を設く 

へ, 投)  キノ 

る は、 不レ敎 して ころす と 可， 謂 也。 聖敎詳 に ひろまらば 民の ふ 心 自ら 止みて、 訟獄 

自らと どまる ベ き、 是れを 上 政と. F レーぶ 也。 上古の 學校 のまう け 治敎の つ ぶ さなる こ 

と、 皆 可二幷 案？ 次に 詳 1 一巡 警 一と 云へ り。 - ぁ民惡 をな す 事、 必ず 業な き游 民の わざ 也。 

然れば 巡察して 警戒す ベ きの 奉行 人 をた だし、 是れを 日夜 往來 せしめて 其の 聚 まる 所 

(檢) 

を はかり、 游 行の 輩 を 禁じ 举 論に 及ぶ を 改めた ださし めば、 民是れ にお それて 自ら 惡 

盜爭論 あるべからざる 也。 次に 訟を 聞く の 間、 理非の 決斷 明に して 聊かた よる 事 あら 

ず、 刑法 を 行 ふ事嚴 にして 不, 用 二 小惠； 虚妄の 事 を 知りながら 人 を 惑 はし 云 ひかけ を 

致し、 奉行の 裁許に まが はん 事 を 欲する の もの は、 其の 罪科 尤も 嚴重 にして 常の 罪 犯 
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に 十倍す。 或は 小 罪 は 死に 至る までの 事な くして 禁獄の 數 ：！： までな りと、 法の ゆる や 

かなる を賴 みて 再犯に 及ぶ の 族 は、 是れ叉 罪科の Ms 常に 倍す。 舜 典に 云 ふ 所の： TO 終 

ゾク ケイス  朱. リ註 フル. h ム II  フ  ヌ  シ  ーフバ ケ \  ノ  ル  一一  モニ 

賊 刑と 云 ふ是れ 也。 ； £ は 謂， 有， 恃、 終 は 謂， 一再 犯； 若人 有， 一如， 此而 入. 於 刑； 則雖 M 當 

ュ ルス ユア ガ ナフ  サ ノシプ シテサ ノフプ  ズス レヲ 

レ宥 當 -隳、 亦不， 許 二 其 不， 許 二 其 贖； 而必 刑， 之 也と い へり。 

次に 詳示ニ 律令 一と 也。 云 ふ 心 は、 敎へ 導く に 禮樂を 以て 十る は、 是れ 平： r 大地の 德 

義を しらし めて. 其の 人倫 當然之 大道 を 示す 也。 しかれ ども 人 皆 聖賢に 不， 至、 氣 質に 

偏 塞あって 必ず 一定し がた し。 廣く 衆を濟 ふこと は 堯舜亦 これ を やめり。 此の 故に あ 

ら かじめ 民の 好惡 ハサ論 の來 るべ き 所 を はかり 考 へて、 其の 制 法 を 定めて 民に 是れを 示 

し， 其の 違犯の 罪科 必ず 嚴 直にして 不 レ可レ こと をし らしめば、 裁許 前に 定まり 刑法 

後に 厳なる を 以て、 民 自ら 恐れ おもんぱかりて、 爭 論に 入る 事不， 可， 有 也。 而 して 民 

の. 好惡爭 論の 因る 所を考 ふるに、 第一 财货 也。 父祖 所-一分 與， 之 財寶、 家 { 七 器用、 田 白 W 

野 山 之 論、 買賫 交易 借 實之論 、盗賊 虚妄 博^、 是 れ財货 について 所， 起の 訴論 也。 第二 

に 好色 也。 無二 媒^ 一して 人の 女 を 奪 ひ、 他人の 奴婢 を 俊して 逐電 殺害せ しめ、 人の 妻 

めが たき  けい一い  マ： 

を 密通して 女 敵の 論、 遊，^ 傾城、 各.' 好色 之 所， 致 也。 第三 鱧 節 也。 飮：^ 節 を こえて 


(一) 

-傳ー 


(二) 傅！^ 七 

章、 第 十 一 卷 

1 五 七 _ぉ參 照 


狂言 綺 語に 及んで、 當 座の 口論 及 傷 出來る こと あり、 路頭 往来の 禮節、 言； の 所， 及、 

各.' 其の 禮を たがへ、 游山 水に よって 禮節 をた がふ、 是れ 等の 作法 各.^ 禮 節の 敎に 

よる こと 也。 然れば 人君 此の 好惡爭 論の 所レ 因の 本を考 へて、 其の 品々 を詳に 詮議し、 

時と 所と 其の 人民の 衆 裳 風俗 貧富 を 謀りて、 あらかじめ 此の 三等 を 律令に 具にし、 能 

く 示し 能くた ださば、 民の 情欲. R ら やみ 自らお それて 訟 なから しむる に 可レ至 也。 易 

曰、 理 A 財 正 A 辭禁 一一 民 非 1 曰 と へり。 されば 所謂 理 ,财 則 分 TT^ 各人 之 所 レ有 

キ 

者； 正 レ辭則 明 正 二 各人 之 所：， 當レ言 者； 禁二 民爲： レ非、 則禁 n 革 各人 之 所 レ不レ 當レ爲 者； 

ノ ハル  ヲ  (二)  二 ハ，. V  〈クケ r ヌレ ぶノ  ズ ヤシ. -ン カーフへ  キ マコトへ 

此 三者 守 ニ寶位 1 之義 也。 大學 曰、 子 曰、 聽， 訟 吾猶， 人 也、 必也 使， 無， 訟乎、 無レ情 者 

キ  、 

不レ得 レ盡， 1 其辭； 大長ニ 民 志； 此 謂， 知， 本 也と あり。 無， 情 者不， 得, 盡， 1 其辭, と 云 ふ 

は、 聖人の 敎戒 する 處 具にして 泄 るる 處 あらざる ゆ ゑに、 敎 によって 道 を 感じ、 法に 

よって 刑 をお それて、 虚妄 奸 曲の もの 其の 人 を まど はし 上 を あざむく こと を不, 得 也。 

其 辭とは 君子の 小人 を兒る こと 肺肝 をみ るが 如く なれば、 かの 偽れる 首 を 云 ふべ き處 

あらざる 也。 大長ニ 民 志 一と 云 ふ は、 感じて 恥 づる處 ある は 道 をし るの もの 也。 萬 民 

は 只 だ 上 を あざむく ことの 不,^  、 犯す もの は 法の 重き を 知る が ゆ ゑ、 これに 畏れて 
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ルナ  -<  ヲ  ただしく  レヌフ ルト 

惡事を 不ぃ爲 也。 治, 國世を 政す る もの は、 本に 心 をつ くべき 事 也。 ゆ ゑに 此 謂レ知 

レ本 也。 まことに 訟獄 聽斷の 至善 は 在, 使 X 無レ訟 乎。 

.n) 令は大 師 嘗て 曰 はく、 刑獄 之 事、 本朝 尤も 重， 之。 令に 所， 出、 式に 所レ 著、 殆ど 明 也。 刑 部 

寶 令 • 養老 令  - 一、.  レ：， 7 ヌ 7 ン  ヲ 

si 式 省 を 置きて 刑獄 之 事 をた だせる 也。 令 曰、 卿 一 人、 掌&, 獄、 定ニ 刑名； 決 二 疑獄； 誠 

也、 正 也、 國有， 一 疑獄- 不 おん S 奢 ife^pf  ^  3 さ 費 徵レ財 曰 レ債、 受レ贷 た 4sh\„^  づん条 

レ决 者、 P 刑 部 省 T 是也、 ^2^^名条 斷 25e, 一名 藉 T にお K 情 負 不レ 慣曰レ 《1、  < 上 TN 軒バノ 45?  i 

. あり、 大判 事 掌ァ按 n 覆 鞫狀一 斷 n 定 刑ん； f 諸爭訟 ^ 中少 1： 事 あり、 大屬 掌， 抄 n 

スル！ -ヲヌ  ハル  スル； I ヲク  シテ  ダラと くし  二 ハク  ル 

寫 判 文？ 大解部 掌， 問 T1 窮 爭訟 一也。 而刑 部の 下司に 贓聰司 あり、 令 曰、 正 一 人、 掌，， 

牵改 簿疏 也、 纹收 也、 言疏， 一 己 わ 又 £v 収 a{B 之 物 T 更 分， 一 .11  取レ 財曰レ 2g、 倍 贓亦同 也、 出レ金當レ？^^曰レ股、 人 

鍵您 收$^逆人資財|而沒官也 酉、， 於 諸： Ri 也、 せ 沒官也 „fe レ 公人 レ私幷 同 也、 其 諸 賸物、 卽人， ま T?T 以充 レ修， 1 

纏 1  也舍 闌遣雜 物？ 8^^^^-^. 囚獄司 あり、 罪人 禁獄の こと を 司 どる 也。 此の 外に 

捕 亡 令 あり 獄令 あり、 各 i 刑獄の 品 を 論ずる 也。 公式 令に 覆斷の 日限 訴訟の 法 をし る 

京 五 畿 七道 

す。 而 して 彈 正は內 外の 非違 を彈 奏し、 京 職 は 良賤之 訴訟 を 司 どる。 ここに 淳和帝 天 

長年 中に 撿 非違 使の 廳を 置きて より、 衞府の 追 捕、 彈 正の 亂彈、 刑 部の 判斷、 京 職の 

訴訟、 併 歸 ニ使廳 一と 云へ り。 ゆ ゑに 使の 別當を 以て 唐の 大理 卿に 比し、 廳を 大理寺 

に 準ずる 也。 別當は 參議已 上の 任に して 古來 尤も 擇 一一 其 人？ 是れ 刑獄 を 重んずる が ゆ 


ゑに あらず や。 武家 天下の 權を 執る の 後、 源 頼 朝 卿元曆 元年 八月に 新に 公文所 を 造り、 

同 元年に 問 注 所 を 構へ て， 專ら 刑獄の 事 を 重んじ、 諸人の. 訴論 をみ づ から 聞き 玉 へ り。 

(二)  -フ  ん メ-,！ ろ  ノ  初 平、 後大江 かすへ £ すけ 

うじ § 建久に 其の 奉行 人 不レ殘 首尾せ り。 所謂 政所の 別 當は前 因幡 守廣 元、 同 令 主計 允 藤 原 

久 三年 八 巧 五  -.  げじ 

ri の條 に出づ 行政、 同 案 主 鎌 田 新 藤 次 藤 井 俊 長、 知 家事 は 岩 手 小 中 太 中原 光家 也。 問 注 所の 執事 

は 中宮 太 .l&i 三 善康信 法師 霞 也。 公事 奉；， 仃 人はュ i 掃 部 頭 藤 原 親 能 • 筑後權 守 藤 原 俊 

ノ  ノ すけ  わぶ ひら  ノ  なか 一二り ノ 

兼 • 前 华人佐 三 善康淸 • 文章 生 三 善 朝臣 宣衡 • 民 部，^. 平 盛時 . 左 京 進 中原 仲 業 • 前豐 

前 介 淸原露 人實俊 也。 賴朝 卿のと き は 犬 下草 創の 最初 を 以て 事 未だしげ からず、 故に 

.  初 は廣元 • 善 信 等までに て 事 ゆき ぬれ ども、 天下の 守成に 順って 事し げくな りぬ る を 

以て、 建 久に已 に 其の 諸 役人 を詳 にす といへ ども、 孫 ほ 公文所 • 問 注 所を營 中に 置き 

て、 訴訟 人 皆 こ こ に聚 まりて 裁許 を 受けぬ。 正 治 元年 四月、 賴家被 レ建ニ 問 注 所 於 郭外ー 

以ニ善 信 1 爲ニ 執事 一也。 是れは 右大將 家のと き は、 御亭の 東面の」 如 二 ケ間を かまへ て 問 

注 所と す。 營中就 二 一  所 一 被レ召 TT 決 訴論人 一之 間、 諸人 群集 成 二 鼓 驟ー現 二 無禮！ 之 條.' 今 

又 被レ新 一一 造別郭 一と 也。 而 して 諸.' の訴 論の 事、 賴{¥ 直に 聽 くこと を やめて、 大小 事 

へテ ヌ シム， ノ  7  i) 

北 條時政 父子 *廣 元. 善 信 等 加 二 談合 一可， 令， 計 二 成敗 一とな り。 是れ守 文 年 をへ て、 天 
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お 頁 下の 事し げく、 人君 又 逸樂を このむ に 因れる 也。 A 、水- 兀 年に 平泰時 成敗 式： W を 定め、 

自今 已後訴 論の 是非、 固守 ニ此法 一可， 被 二 裁許 一の 由 を 定め、 評定 衆 十一 人 を 請 招して、 

于レ 時相 州 于レ 時武州  7 

時 房. 泰時ー 紙の 誓 書 を 出して、 連署の 起請文 あり、 兩人も 則ち 加-一？^ 判， へり。 是れ 

併 訴論 刑獄の こと を 愼恤の 心 深ければ 也。 此の 13 後 右の 式目に 代々 追加の 事 あつ 

て、 武家 專ら 是れを 重んず。 源 尊 氏 卿建武 三年に 新式： R を 定め 玉 ひ、 可， 被， 定 ニ御沙 

汰 式日. 刻限 一事と 出で たり。 是れ訴 論 を 緩怠して 人の 愁を なさし めんこと を 以て 也。 

凡そ 武家の 式目 は 古の 律令に して、 訟獄 を令レ 無に： ム h らんとの 謀 なれば、 有難き 本意 

と 一 K ふべき 也。 然れ ども 時に 明主 贤臣 なきと き は、 其の 所 二-お 定； 皆 事に ゆきあたつ 

,  て不レ 得レ止 其の 法 を 出 十、 この ゆ ゑに 其の 法. K\ 全 もの 也。 ことに 評定 人 を 撰ぶ 事 其 

の 本不レ 正、 叉 評定 人に 所， 示の 法不, 明ば、 只 だ 思 ひ/ \の 沙汰に なりて、 つ ひに は 

評定の 席 も會談 遊实の 地になる 也。 凡そ： t 定の席 は 天下の 理非 かかる 處、 人民の 死生 

この 決斷 にあれば、 大方に 不, 町レ存 也。 ここ を 以て 評定 人 其の 席に のぞむ 前日 は、 己 

れが心 氣を養 ひ、 當 日に 可 ニ決斷 一儀 を 再三 せんぎ 工夫いた し、 賢 能 才智の 人に 不レ及 

所 を 尋ね、 博學多 聞の 者に 先例 をき き >  而後に 我れ 能く 思 ひっつし みて その 當日を 待 


ち、 喜 怒の 私 を さり、 心 を 正し 非 を 戒めて 訟獄の ものに 對 すべし。 事お ほくして 心氣 

つかれば、 內に 入りて 心氣を やすんじ、 又 出で て 事 をた だし、 おそからば 其の 日 は 其 

の 事 を やむべし、 談笑すべからず、 他の 用事 を不， ！^, 思>  況 やその 日遊與 ふるま ひ を 

約すべからず。 如 レ此に 心を存 すと も、 年月 久しければ 必ず 其の 法 やぶれ やすき ゆ ゑ. 

ぢ つきん 

に、 上より： 0 付 撿使を 加へ、 昵 近の 士を交 へしめ てこれ をた だし、 その 日の 訴訟う つ 

たへ を ことん \ く 上達して かくさず、 尤も 評定の 席、 決斷の 次第、 終日の 座 配て いた 

、らく、 ひそかに 是れを 上達す。 如レ此 してつ ひに 賞罰の 政 あらば、 評定 入 • 奉 行人の 

內た とへば 私 あらん 聚も何 ぞ私を ほしいままに せんや。 是れ 古來の 定法 也り 評定 人の 

事、 大概 そのうけ とりの 奉行、 面々 の 下に 訴論 ある もの を 具に 正して 出 座す。 それ は 

民政の 奉行 人、 ェ 商の 奉行 人、 或は 寺社の 役人 也。 士の訴 は 農工 商 遊民に 準ずべ から 

ず、 此の 奉行 人 必ず 出 す。 評定 を決斷 する 時 は、 奉行 各. - その 司 どる 下の 事 を 具に 

せんさくし 申 上げて、 其の 決斷は 執權の 人に まかすべし。 公方 家に 古來 その 次第 あり 

と 云へ ども、 世々 に 其の 法 か はれり。 天下の 訴論 訟獄を 正す 事 は、 執權の 人に 非ず し 

て は、. 下の 情 其の 實を 不レ 可. レ得 也。 その ゆ ゑ は、 奉行 役人 は 必ず 我が 司 どる 方 を 立て 
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ん事を 思 ひ、 我れ に ひとしき 入の 云 ふこと は不レ 立不， 用 もの 也。 天下の 權祿 ある 人に 

あら ざれば、 その 下知 下へ 通ぜ ざる もの 也。 然れ ども 其の 制 その 志 其の 用實を 不レ得 

ば、 皆 かた 斗り になる 也。 後醍醐 帝 天下 草創 Q とき、 軍功の 赏 を：；：： はれん ために、 上 

卿に 洞 院實世 を 定め、 その後 萬 里 小路 藤 房、 その 次に 九 條光經 を 以てた だされ けれど 

ラ  いく i うもん 

も 事不レ 成。 叉 郁芳 門の 左右の わきに 決 斷の所 を 作り、 才凤子 優長の 卿相 雲 客、 紀傳. 

明 法 • 外 記 • 官 人 を 三番に わけ、 一 月に 六ケ 度の 沙汰の R を 被 定 ける。 凡そ 事之體 

は嚴 重に 見えて 堂々 たり、 され ども 皆理世 安民の 政に 非 ざり しと 奮 記に かける 事、 思. 

ひ 合すべし。  . 


山 鹿 語類 卷第九 
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治 禮 

七 五 國土分 制 

師ぁ(£國^^刀勢曰はく、 凡そ 天地開闢して 土地 國土 其の 中間に 偶然たり とい へ 

ども、 聖人 世に出で て 州 を 分ち 國を 定め 郡 を 立て 庄村を 定め ざれば、 經界 不レ正 が 故 

に、 國 土に 定法な くして 悉く たり。 聖人 是れ を考 へて 不レ 得， 已 して 國土を 分 制す- 

分 制せん とならば、 理は 天地の 理に隨 ひ 制 は 天地の 制に まかせて 其の 分 制を定 む。 所 

レ 謂-大地の 理と云 ふ は、 物大 則 制 法不， 及、 詔令 不， 通が ゆ ゑに、 必ず これ を 分た ざ 

,,.1 ば あらず。 分つ といへ ども 叉 能く 相 通じて 一 つなる 處 あら ざれば、 別々 にして 不 ，1 

相 |^-； ゆ ゑに、 大小の 間教 m に 差別して、 差別 又 合一なる、 これ 則ち 天地の 理也。 今 
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天下 を 分 制する 事 は、 天下 を 一 にして は 廣く大 なる が ゆ ゑに、 利 あらず して 害 多し。. 

ここにお いて 天下 を 分ち 制すと いへ ども、 又 合一 にして 相 通ず るが 如くなら しむる、 

是れ 其の 理也。 何 を か 天地の 制と いはん。 夫れ 天に 赤道 を 立てて 屮を 定め、 其の 左右 

を 黄道と して 日月 五 星 可 ニ柱來 一の 地と し、 卄八 天に 座 を 定め、 北極 • 南極 天の 兩端 

さよう 

を 守りて 衆 星 を 拱せ しむ、 是れ 天の 制 也。 國土は 地なる が ゆ ゑ、 天の 制 をう けて 中國 

あり、 四方 あり、 列國 あり、 邊要 あり。 是れ 則ち 天地. G 然の制 分に して、 聖人 唯 だ そ 

の 固有す るに 因りて 分， 土 立， 國也。 然るに 地の 中 を はかり 四方 を定 むる 事、 何 を 以て 

準據 せんとな らば、 陰陽 等分に して 寒：^.^ 溫冷相 ひとしく、 風雨 時 を 得、 草木 魚 鳥 地に 

よろ  (成) 

{ 且 しくして 生長 收藏の 相な り、 人氣相 正しく 土地 その 中 を 得、 山川 海陸 相 そな はる 處、 

是れを 中 國と云 ふべ し。 寒 茶し きとき は 北と 定め、 しき 時 は 南と 定め、 溫 多き 時 

は 東と 定め、 冷 多き 時 は 西と 定む。 是れ 四方 相 定の處 也。 小；^ ほ 其の 制を詳 にせん が 

(1) 鄭玄、 ために、 周 禮大司 徒に、 土 あ 之 法 を 以て 日の さす 影 を 正しう して 地の 中 を 求む といへ 

字は康 成、 後 

M^p^ る 也。 抑 も土圭 の 法と 云 ふ は、 や； は 玉 也、 地 を はかる の 玉に して 其の 長さ 一 尺 五寸ぁ 

農に 至^ り、 ■Ml 棚；^； li.^ 凡そ 八 尺の 表 を 立てて、. 丄の 日、 日中に 其の 影 一 尺五寸 ある 處き 


地の 中と 定む。 此の 中表より 千 単： を 去って、 四方に 八 尺の 表 四 を 立てて、 夏至の 日の. 

日中に 其の 表の 景の鎮 く處を 以て 東西南北 とする 也" 必ず 干 単： に不レ 限、 十 里 百 里の 

間 を 以て 相考 ふる も 同意な りと いへ ども、 日 道の 差 近くして は難レ 見、 その上 地の つ- 

もり、  土圭 一寸 を 以て 千里と する が ゆ ゑと 也。 詳に周 禮幷に 註疏 等の 書に みえたり。 

カゲ  フレヌ ノト  スル  (ル  スん 

日 至 之 景尺有 五寸、 謂 n 之 地中.； 天地 之 所， 合 也、 四時 之 所レ交 也、 風雨 之 所レ會 也、 

陰陽 之 所. 和 也、 然 則阜 安、 乃 建 二王 國 1 焉、 制 二 其 幾 方 千 一而 封 n 樹之 一と 云へ る是れ 

也。 土地の 中央 は 天の 赤道に 等し、 中央の 前後左右 千里 を 以て 異朝の 王 畿と云 ふ」 是_ 

れ 赤道の 前後左右 を 日月 五 星の 往来の 所と する に 同じ。 然して 中央 を 去りて 四方へ 行 

くこと 遠き、 其の 處々 に^ を 立て ざれば 分 制 知りが たきを 以て、 處々 に 土圭を 以て 日 

景の 大小 を考 へて さか ひ を 立つ。 或は 山 を かぎり 或は 海 河 を 限りて 國の境 を^け、 民. 

人の 風俗、 地形の すがた、 草木の 體を 以て 國を 分つ 也。 是れ 八 宿の 犬に 座を定 むる 

に 同じ。 東西南北 其の 邊要 たるべき 地 を はかって 邊 守の 地 をな し、 名山 大川を 崇めて 

巡狩 朝會の 所と し、 方 伯 を 置きて 其の 方^ をす ベて 司 どらし むる- 是れ 南北 極の 枢 

要に 居て 衆 星 を 拱せ しむる に 同じ。 ここにお いて * 天下の 分 制 ありて 國を 分つ といへ 
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ども、 國 猶ほ大 にして 事相 通じが たきを 以て、 國 中に 郡 を 立て、 郡 又 山に より 川 を さ- 

か ひて 風俗 地形 草木の 樣を 度量す る こと、  國を 分つ に ひとし。 郡 祸ほ大 なる が ゆ ゑに 

縣を 置き、 庄を 立て、 村 を 分つ。 是れ 山に より 川に そ ひ 市に たより、 林木 衆 草に 従つ 

て 人家 をな す を、 その ありのままに 其の 名號を 立つ る 也。 是れ 聖人 所レ不 i 得 レ已を 本 

リ  リ  シ テリ 

として- 其の 理 其の 制 を 天地の 道理に まかせた る 也。 土地 有， 平 有 レ險、 而 有 一一 陸地 一 

有 二 5 野； 雨水 下り 地氣 上りて 必ず 水生ず。 水 あつまる とき は 小、 河 あり、 小 河 相會し 

て大 川と なる。 地 脈 又 海 潮 あり、 是れ山 を さか ひ 水をさ かひ 海 を へ だてて 自然と 境 を 

分つ ゆ ゑん 也。 然れ ども 國は 元と 财 用不， 足して は 國用豐 ならざる が ゆ ゑに、 草木. 

ぎよ ベ つ 

鳥 獸 • 魚 驚 • 貨財 • 衣服 • 牛 馬の足る 所 を 立てて 11: とし， その 國 用の 少し 全き を 郡 

とする こと、 是れ 定まれる 法 也。 國郡 如, 此 とき は、 其の 一 國 において 交易 利潤して 

他 を不レ 借、 是れ國 制の 法 也。 四方の 末々 に 至る まで 貢賦 を 奉り、 來 朝いた し、 惡逆 

無道の もの を 制する にも、 道路の 迂直を 不レ考 ば 上下の 情 不二 相 通 一が ゆ ゑに、 四方へ 

相 通用の 道 を 利し、 往來 聊か 滞る ことなから しむる * 是れを 道と 云 ふ。 天に 九 道 あり 

と 云 ふが ごとし。 其の 分類 は 其の 土地 を詳 にす るに あり。 異朝に 天下 を 九州に 分ち.' 


一州 は 方 千 単； にして、 一州の 內に 大中小の 國を三 段に 分つ。 五十里より 下の II をば 附. 

£i と號 して、 直に 天子へ 不， 朝、 大國の 諸侯に 相屬 せしめ、 其の 外に 間 田と 號 して、 

國と 申しが たき 田地 をば、 附 魔より 下輩の ものに 與へ おくと 云へ り。 

異朝 は 天下の 廣き事 あげて 云 ふべ からず して、 是れを 九州に 分ち、 州の 內に國 を わ 

け、 國の內 に 郡 を わかつ。 九州の 內 中州 は王畿 也。 相殘る 八州に 一 人づ つの 司 を 置き. 

これ を牧 とも 伯と も 云 ふ。 此の 八州の 牧伯 にも 又 其の を さあり、 是れを 二 伯と 云 ひて 

方 伯と 號す。 八州の 下に 多くの 諸侯 是れ あり。 是れ 八州 は萬國 をす ベて 二 伯 は 八州 を 

すぶ る 也。 後に 天下 を 十 道に 分ち て 事 を 相通ぜ しめし も， 前に 云 ふ 所の 一 理也。 王畿 

を 去る こと 多ければ、 次第に 日月の 所， 中に 遠近 出來 り、 陰陽 かたつ かたに 過不及す 

る ゆ ゑに、 人の 風俗 か はり、 土地. 草木 • 鳥 獸に 至る まで 不レ 全、 其の 偏 多くして 不 

シ 力 ラ  ス 

レ正 を 夷狄と 云 ひえび すと 號 する 也。 是れ 天地の 氣の 自然にして、 人の 所， 致に あら 

ず。 王制 曰、 中 國戎夷 五 方 之 民、 皆 有， 性 也、 不， 可， 一推 移； 東方 曰 JT 被 レ髮文 A、 

"ルセ  ヲヒト キザミ ヒタヒ y ヘア シ 7 リル  セ  ヲヒト 

有 T 不一 一 火食, 者 上矣、 南方 曰 レ蠻、 雕 ， 題 交 レ趾、 有 不一 1 火食, 者 上矣、 西方 曰 レ戎、 被 

レ髮衣 A 皮、 有リ K 不二 粒食 1 者上矣  >  北方 曰 k、 衣 二 羽毛 一穴 居、 有 下 不二 粒食 一 者 上矣、 中國. 
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！  ギ フク 

夷蠻 戎狄、 皆 有， 1 安居 和 味宜服 利用 備器 1 云々。 本朝 阔 郡の 制 は、 神代より 事 起り て大， 

八 嶋と號 せり。 然れ ども 其の 草創 委しから ず。 成務の 朝に 至り、、 天下 を 三十 六に 制せ 

-。 其の後 國の大 なる を わかちて 兩國と 致す の 類、 歴代 因循して 今 六十 餘州 にわかて 

り。 而 して 天下 を 七道に 刖ち、 王國に 畿內を 定め、 王國の 前後左右 合せて 五の 國を畿 

內 とす.^ 是れ 中國を 以て 王畿 とする 也。 本朝 は 東西へ 畏 くして 南北へ 短し、 故に 千 m 

の 制 を 以て 準じが たしと いへ ども、 其の 本と する 處は叉 天地の 常經 を不, 可レ出 也。 火 

にして 大地、 小に して 家と 云 ひ 身と 云 ふ、 其の 本 更に^なら ず、 能く 一理に： 迪 ずる 時 

は 疑ふ處 あらざる 也。 是 れを紀 綱と 云ぶべし。 紀 綱と 云 ふ は、 天地人と もに 合一 にし 

て 更に 不二 相 易 1 處の 大本 を 云へ り。 凡そ 周 禮の六 鄕六遂 の 法を考 ふるに、 家 五 ある 處 

を王阈 にて は 比と 一 ：4 ひ、 郊外に て は粼と 一： ムふ、 五 比を內 にて は 問と 一： ムひ、 外にて は虽 

と 云 ふ。 五家に 其の かしら あり、 是れを 長と 云 ひ • サ 五家の を さ をば 胥 と；： ムふ。 是れ 

よりたた み 上げて kn 家 を 族と 云 ひ、 酆と云 ひ、 五百家 を 黨と云 ひ、 鄙と 云 ひ、 二 千 五 

百 家 を 州と 云 ひ、 縣と云 ひ、 1 萬 二 千 五百家 を 鄕と云 ひ、 遂と云 ひ、 この を さ を大夫 

と 云 ふなり。 然れば 五家の を さより 萬 二 千 五百家の 大 夫まで、 次第に 其の 司 どる 所 あ 


りて、 その 相聚 まる を 諸侯と- ムふ。 諸侯 相 あつまりて 方 伯 あり、 方 伯 をつ かねて 犬 子 

と號 す。 天子 を つぶさに わかつ とき は、 方 伯 諸侯より 五家の 長までに 至って、 叉 合す 

れば同 一 也。 天 下より 州 あり、 州より 國、 國 より 郡、 郡より 村 単：、 村里 は 本 一 家より 

出で、 一家 を あつめて 國 となり、 州と なり、 その つづ まる 處を 天下と 云 ふ。 天の 七 

星 •  ：？！ 八 宿 • 兩 極と 分ち て 本 一大なる に 同じ。 1： 郡 を 分 制する 處、 此の 紀綱を しらず 

して は 何に 據 せんや。 大地 人 本  一 二 紀綱 一が ゆ ゑに、 風化 更に 不ぃ塞 也。 此れ を 分 土 

制國の 本意と.？， 謂歟。  , 

七 六 封建 .郡縣 

師 嘗て 曰 はく、 犬 下 は 至って 廣大 也、 人君 一身 を 以て 是れを 御す る 事た やす かるべ 

からず。 故に 分レ 國建レ 封て、 其の 國 其の 所に 風化 を 布 かしむ る こと あり。 然るに 分 

レ土而 治， 人の 事  >  封建 • 郡 縣のニ を 不レ出 也。 封建と 云 ふ は、 天下 を ことん \  く 分ち て 

王- 1 功臣に 與へ、 封レ 阈建レ 侯、 諸侯 は 各. - 其の 所 を 治めて 貢賦 を 天子に 獻じ、 玉畿は 

千 単： を 以て 王家の つぐの ひ を 致す、 是れを 封建と 號 する 也。 古來 專ら 用， 之と いへ ど 
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力-マフ  二)  ノヅル -1 -- つきん  .、 ル 

； 書 親の も、 三代 以前の 事迹 は不， 可 ，考。 虞書舜 典に 所， 出 巡 守 朝覲之 事、 史記黄 帝紀に 所レ記 

禮 記の の召會 征討の 事、 是れ等 を 以て 其の 證 とすべ き 也。 周禮に 所レ出 及び 王制. 左 俺等に 

ヅル  晉 群臣 議 シテヲ iK  スヲ  ジテノ  マ  一一 シ 

所レ出 は、 專ら 封建の 制 也。 古 者 封 TI 建 諸侯 1 以藩 n 昇 京師； 周 封， I 八 百 同姓 諸姬； 並爲 

レ建 レ國、 夾 n 輔王窒 一尊 i 天子 一 享 レ國永 長、 爲ニ後 I 法； 詩 曰、 大啓 二き 宇； 爲ニ 

字と よ Ifli- 听の  ノ ト 

f い  周窒輔 1 と 云. へる 是れ 也。 郡縣 とま ふ は 秦の始 皇帝に 始まれり。 始皇 =2 ハ 年に IK 下始 

5 もと 楚 

^^0^ めて 平均す。 こ こに おい て 諸子 功臣 を 封 じて 天下 を 治む ベ き や 否やと 群臣に 訟議 あり 

從 つて 帝王 a-  .リ シ シテ ハク ノ  ズル  グ シ ル 二  (冗) シ  ス "ー ク 

3 舉び、 秦に ける 時， 廷尉 李斯議 曰、 周 文武 所， 封、 子弟 同姓 甚多、 然後 屬族疏 遠、 相 攻撃 如， 一 

仕 ふ。 始 皇天  ノノ  „ キハ スル  ョ リノ， 一  . ル ，  へテ， 7 

； p^flu 仇馨ー 周 天子 弗 M ヒぉー 禁止； 今 海 內賴， 一 陛下 祌靈； 一統 皆爲 n 郡縣； 諸子 功臣 以， -公 g 稅， 

りて^ sg^AW  ク  セ バレ ヲダ レリ キニシ  キハ  チ  クハ  ヌト チラ  ハケ 

I、  重 賞 n 展 之； 甚足 制、 天下 無 一一 異意； 則 安寧 之 術 也、 置 一一 諸侯 一 不％、 始皇 曰、 天 

も 下す 等 政治  一一 シムハ  ルー 一 マ チナリ ルヲ ノ ル 1 ゴァ マル  ダ ツル ハ ヲ レ ツル 7  シテ 

の- に 下 共 苦ュ戰 鬪不. V 休、 以 レ 有で； 王侯 頼 二 宗廟 一 天下 初 定、 又復立 レ國、 是樹レ 兵 也、 而 

< ^タメし 二  .：^1  I 

0^ 求 n 其 寧 息 一 豈不レ 難 哉， 廷尉 議是、 分， 1大 下！ 爲， 1 三十 六 郡； 郡 置 二 守尉監 二； 4 々。 是れ 

わて 咸 ISO 市  チ 

^0 天下 を郡縣 にして 諸侯 を不， 立、 天下の 貢賦 を あつめて、 是れを 分ち て 諸子 功臣に あ 

,^00 たへ て、 天下に 變出來 る 事 あらしめ ざるの 政と す。 周の 末 列 侯 各 >國 を 保ち、 つ ひに 

王と 稱 して 天下 犬に 亂れ たるに 懲りて 也。 封建. 郡縣の 二つ は 天子 天下 を 分 制する の 


A 五) i. 

字 は 士衡、 蕾 

時代の 人、 太 

子 洗 馬 • 著作 

郎 • 河 北大 都 

督 等に 任す。 

曹 元首 は魏の 

人、 菌^、 元 

ill は 字、 六 代 

論 を 上り 》 爽 

も感 悟せ しむ。 

二人が 封建な 

是 とせる こ と、 

离觀^^耍卷三、 

封建の 章に 出 

づ。 第 十； ニ卷 

七 六 頁に B 元 

^211も曹操と註 

せる は 誤な り 

(六) 李 百藥 

は、 魔の 高宗 

の 時宗 正 卿と 

なる。 著書 あ 

り。 柳宗 元は 

朱の 文豪に し 

て 政治 i^。 そ 

の 封建 論 木 

八 家 文に 出づ 

(七) 蘇徇、 

眉 山の 人、 朱 

代の 文豪、 著 

書 多し。 東坡 

は その子な り 


源 なれば、 尤も 其の 議詳 なるべき こと 也。 諸 儒の 論 まち/ \ にして 一 決せず、 漢.魏 . 

晉 *梁* 唐丄 木の間、 天下 を 草 業の 主君 は 必ず 此の 論 をな すと いへ ども、 未,， 一定 

說？ 秦 二世に 至りて 群雄 ことん \ く 起り、 秦の守 宰を逐 うて 自ら 王と 號し、 遂に 天下 

亂る。 漢 天下 を 一 統し、 泰の 孤立して 亡びた るに 懲りて、 則ち 王室 功 1& を 封 じて 封建 

2 ン 

の 法 を 行 ふ。 其の後 世々 多く は 封建の 法に 從 へり。 陸士銜 • 曹 元首 は 封建 を 以てよ し 

とし、 李 ^：！藥 • 柳宗 元は 郡縣を 以てよ しとす。 必竞唐 虞 三代 は 公一 一 天下一 以封 n 建 諸 

ニクル 1 フシ  ハシ  ヲ テス  ト  二 フル 1 7 ミ ジカシ  ハ ニス，^ ヲ 

故享 ,舴 長、 秦私ー 一大 下, 以爲 一一 郡縣； 故傳 , 代 促 と 云へ ると、 秦公 一一 天下 1 者 也と 云 ふ 

(七) ノ  ズ 

と、 此の 雨 議に究 まれり。 55 山 蘇 氏 叉郡縣 をよ しとして 曰 はく、 封建 者爭之 端亂之 始、 

篡弑之 禍莫, 不レ 由， 之、 李斯 之論當 X 爲ニ萬 世 法 一とい へり。 唐 虞 三代の 間 は 上に 堯. 

舜. 禹. 湯 • 文 • 武の聖 主あって、 下に 腹心の 良弼 多し。 故に 封レ國 建, 侯 事 更に 私な 

し、 敢 へて 天下 を ほしいままに 致さず、 旣に 天子の 位と い へ ども 詢ニ 之 衆庶； 而以 一一 

帝位 1舜*禹 に相繽 せし むる が 如し。 や 諸侯 を 立つ る こと、 各.' 賢， 賢と して 有德の 

者 を 擧げ、 功 民に 加 ふるもの を 賞す。 聊か 以ニ 天下一 私する こと あらざる 也。 舜 の時蠻 

ミ ダル ヲ  カウ エウー 一  、うべ う 

夷猾レ 夏に は 命 二 阜陶 1 じて 五 刑 五 流の 法 をた ださし め、 有 t£ のした が はざる に は、 禹 
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に 命じて 是 れを征 せし む。 蠻夷 • 有 苗 は 皆 遠方の 國、 王政の 所 レ不レ 加と いへ ども、 悉 

く 天子 命レ 之。 是れ 諸侯 备> 守レ法 奉， 上 而不, 專 之 也。 旣に夏 の禹 王に 至りて、 啓 王 

有屋 氏を征 し、 仲 康*義 和を征 十。 是れ 世々 封建 久しく 上に 堯舜 の德 あらざる ゆ ゑ、 

諸侯の 子孫 ややもすれば 土地 を恃み 甲兵 を 多くして 上に 違 ふ 類 出来して、 天子 W 二 六 

軍 一征, 之。 夫 治 一一 一 人 之 罪； 而至 S 興 レ師使 r&BJ^ 之 人 受 ニ用レ 兵之禍 1 こと は、 封建の 法 

ズ  二つ ひえ  キノ  シ  ヌ マ サ メチヌ 

非レ 正則ち 敝 ある 也。 三代の 初に も 如， 此の 失 あり。 ここに 周 列， i 五 等 一邦 一一 群 严"； 親贤と 

もに 並び 立ちて 封建の 法 を 行 ふといへ ども、 以ニ 異姓 1 不：， 先 一一 同姓； あまねく 天下 を 封 

建す るが ゆ ゑに、 周 三十 世に 及び 八お 年の 天下 を 保つ。 然れ ども 後に 諸侯 强大 になり 

トス ル II  ノ リ  メ  ニズ  ヌ \ ジテ レニ フハ 

て、 互に 兵 を 弄し 周 王 を 蔑 如す。 是れ 家， 一大 下 1 自」 夏始、 大封， 一同 姓； 而命， 之 曰， 潘 n 

f 初 一の) 裹 i1 れ 碎 王室 一 ぁレ周 I と 云 へ る は 馬 端 臨 が 論 也。 封建の 法よ しとい へど も、 用 ふる 處 其の 理 

れ * 通考の 撰者 にあたら ず 其の 法詳 なら ざれば 害 甚だ 多し。 漢の 高祖 犬に 功臣 王子 を 封ず。 此の 時 天 

S 前 滞の 下 久しく 亂れ、 民人 皆 亡 散し、 械都各  >  破れす たれる を 以て、 諸侯たり といへ ども 其 

攀者、 その 治  に 一ぎ  ス レ.、  , ノケ、 ク テテ ヲ 

の祿食 殆ど 寡し。 其の後 文 帝の 時， S 机議を 立て、 欲 二 天下 之 治安； 莫.， 若 T 衆 建 二 諸侯 一 

UVO 前 出 二 七  一； スル ニノ： N 

莨參£  而少 * 其 力 上と い へり。 是れ 高祖の 功臣 を 封ず る こと 制に 過ぐ る を 以て、 富 責充滿 し 


て綠財 日に 多く、 子孫 驕 逸し 忘 二 先祖 之 艱難； ややもすれば 法 を 犯し 禁を 破る を 以て 也。 

(三) ？ W の 高  ハ 

鍵 iilis:! 文 帝 不レ從 して 曰 はく、 列 侯 皆 長 安に 居て、 國に 君と なり 民 を 子と する の 意な し 、各- 

お^に  (三) 

封ぞら る。 ^  I う ぼつ 

呂の禍 を 平ら" 國に歸 りて 其の 民 を 教戒す ベ きょしの 詔あって、 ， ^-相 周 勃を始 として 國に 行かし む。 

ぐ。 文 帝 立つ  ムレ ヲ  メ 

は 及" 右丞 景 帝に 至りて 諸侯 大に おごり、 民 苦しみ 亂近 きを 以て、 諸侯 王に 治, 國 こと を不， 令, 得、 

If き) 54^1 き 天子 史官 を 置きて 事 を 礼 明し 民 を 治めし む。 猶ほ r: 兆 錯が言 を 用 ひて 諸侯の 地 を 削りて、 

により、 諸 王 

の^^^^^^な 七國の 患出來 す。 此の 時 諸侯と 吏と 必ず 相爭 つて、 {Ris< 多く 諸侯の あやまり を 上に 吿 

る を ゆかんと  S)  / 

して 传 hllrr し： y  、  . ^ん  し は ほ えん  (六) ス ヲ 

sii^Iaf け、 謹 を かまへ ける 事 ありて、 おだやか ならず。 武 帝の 時、 主 父 偃が 說に從 つて 推レ恩 

亂を 酸す。 資  キテ ，ー ハク  ノ ギ 一一  シシノ  〈ヘス. - 

I ほ， で」 遂に の 令 を 下せり。 主 父 偃說， 上 曰、 古 者 諸侯 地不， 過 二百 里； 强弱之 形县, 制、 今 諸侯 或 連 

お) 初 ぃ城數 十、 地方 千里、 緩 則驕奔 易， 爲ニ 淫亂； 急 則 阻， 1 其强； 而合從 以逆ニ 京師； 今 

連 ぼの タ交,  ヲ リル. i: ハ  ヌ、  ノ  レ  ノノ  ハ  ニン テ  リツ  ハモ  トシ 

さ 後に V 法 割 削、 則 逆節萌 起、 前日 晁錯是 也、 今 諸侯 子弟 或 十數而 嫡嗣 代 立、 餘雖 n 骨肉 1 無， 1 

易 • 春秋 • 百  チ  ，、 、  ,  . 

尺地 之 封 一 則 仁 孝 之道不 レ宣、 願 陛下 令 11 諸侯 得-推， 恩、 分 二子 弟， 以， 地 侯 1 之、 彼 人 

臣。 そ 人喜レ 得い 所レ 願、 上以 1 ー德 施- 實分 M 其國ー 必 稍自銷 弱矣、 あ レ是上 從ニぁ 計 一 と 云 々 。 是れ 

るき、 賈 誼が 衆 建 二 諸侯 I の 遣 意 也。 但し 衆 建と 云 ふは自 .1 上 令して 行 ふが ゆ 急に、 1^ あ、 

(六) 所謂 推 ，.r〈 け j,  フレプ  シ レスト  し £ ほ 

恩 分封 令？ 推, 恩 sc 下情 を 本と して 行， 之 ゆ ゑに、 爲レ 恕爲， 仁と 論ぜり。 武帝主 父が 說を用 ひて 後、 

君 道 九 ュ 2 禮  一二 九 


山 鹿 語類 卷第九  一三 〇 

諸侯の 子孫 微弱に して、 國政は 官吏 是れを 司 どり、 祖稅 至って 少く、 此の 弊久 而王莽 

ひそかに 恩 を 施し、 宗窒 王侯に 私 恩 を 厚く して、 遂に 漢の 天下 を 傾く。 光武 叉 王の 子 

弟 宗窒を 封建す。 然れ ども 景 帝より 已後 は、 皆 尺 土寸地 もこ とん \ く 天子より 是れを 

制して、 君 レ國子 レ 民の 實 なし。 然ると き は 封建の 名のみ にして 、王室 を 守護し 四方の 

藩 昇と なるべき 實 なし。 秦 より 後、 多く は虚號 あって 侯の 名 あれ ども、 祿を 食む こと 

なき も ありけ る 也。 漢の 封建と 云 ふ は、 大方 郡 縣と间 じ、 古の 封建に は あらず。 郡縣は 

二) 周の 武 秦に 起る といへ ども、 民 を 治む るの 官吏 を 撰んで 天下の 土地 を分與 し、 其の 祿を 以て 

王 射 を 放 伐す  メ  ハク レキ 

. ^を 諫めて 聽 侯 王た る 人 を 厚く する が ゆ ゑに、 侯 王 民 を 不：， 治して 亂爭の 事な し。 馬 端 臨 曰、 夫 置 二 

千 人 於聚貨 之區ー 授 レ之 ぎお 與.， ^1、 而欲 一一 .411  ニ奪壤 II 虔； 則 爲ニ之 主 一 者、 

(二)  S!i の 湯  ズ リ (一)  (二)  シごァ レプ,  セノ  メル 4- リ モレ バノニ  シカ 

王に 仕へ， g 必有， 1 伯 夷之 廉伊尹 之義； 使，.： 之 靡然潜 n 消 其 不肖 之 心-而後 可、 苟非， 1 其 人 一 則 不レ若 T 

臣 天-のす  ヲサメ ト トヲ  -フ / ヲ  ムル二 レヲ y ラ  テ シク スル/ レ  一一 y ルカ ラフ 

^^^w, 藏ニ挺 與-ヌ 嚴 二 其撿 制； 而使 * 之 不 &11 以 此 後世 封建 之 所 n 以 不岢 に仃、 

又 4<fl,4;^ 甲の  ノ  ナ リル  ノ  メ ハク  シ  ヌジ  ヲ  モスト ヲニチ ダァラ 

ま改 it 而郡縣 所 M 以 爲， 1 良法； 唐 魏徵議 曰、 ^下 發， 一明 詔 一封 二 五 等； 事雖 善、 時卽未 A 逵、 

L て 桐 宮に放 ノヤ リ シテ ァ ウー ーリ ノ 一一  モセメ シテ ヌテシ 7 モク メ 

待， つ" f」l 一. - 何 也、 自二 隋氏亂 離； 百狭俱 起、 黎元 S 灰、 十 不二 一  存； 始蒙 71 敷 至 仁 1 以流 n 玄澤ー 沐二 

^^yl 春 ^ 二 夏 雨； 一 朝 棄， 之 爲 n 諸侯 之隸； 衆 心 未， 定， 或 致 n 逃亡： 其 未， 可 一 也、 


旣立ニ 諸侯； 當， 建 n 社 廟禮樂 文物 儀衞 左右； 頓 闕則 理必不 安、 粗 修則事 有い 未， 暇、 

べキニ  ル 

其 未 レ可ニ 也、 大夫卿 士咸資 二 ftf:; 薄 レ賦則 官府 困究、 厚 斂 則人不 レ堪レ 命、 其.^ 

ナラ  カラ リテハ  ノニ トル  リ  コゥ テン  二  ン  一！ サバ  ト 

レ可三 也、 王畿 千里、 地税 不レ 多、 至 二 於 貢賦 所- A 資、 在， 1 於 侯甸之 外； 今 若並爲 n 國邑； 

ノ  ズシ  カラン  リフ  ノ ダナ ラ  二 ビ  ヌ カツ キヤウ 

京師 府藏 必虚、 諸侯 朝宗無 ， 所 二 取 給； 其 未，. Hri 也、 今 燕秦趙 代、 倶帶， I 蕃夷； 黠羌 

^ 担、 匈奴 未， 滅、 追 n 兵 內地ー 遠 赴 二 邊庭ー 不， 堪ニ 其勞； 將有ニ 他變ー 難， 安 易 i、 

ユ^  li:- ハ  オヨ バ ノダ ナラ  ォモ フニ レ  ノ グルヲ  TNr リ ミル 二 ヲ ノト  ト ハ トル ズル ニニ 

悔 或不レ 追、 其 未 レ可五 也、 原 夫 聖人 擧レ 事、 貴 在， 相レ 時、 時 可 未 可、 理資レ 通 レ變、 

テム  ヲダ  エラ ビモへ 

敢進 ニ萄薨 之議； 惟明 主擇焉 とい へり。 封建. 郡縣 ともに 其の 道理 多ければ 一 決し 難 

し。 竊に 案ずる に、 封建 • 郡縣 ともに、 上に 明主あって 是れを 行 ひ、 下に 臣 あって 

是 れを祐 けば、 いづれ も 天下の 至 公に して、 兩 ながら：， n はれて 兩 ながら 利大 なるべし。 

ふたつ  ま もり 

e: し 上に 德 薄く 下に 臣の 明なる あらず とも、 兩の內 いづれ か 一 鼓 世の 守に 利 あらんと な 

らば、 兩 ながら 其の 法 正しくして 其の 法相 立た ば、 各- - 天下の 守護 たるべし。 其の 故 

は、 古来 封建の 法と 云 へ る こと は、 德 あって 功 を あら はし、 民 を 治め 國を 守る に 可レ足 

の もの あるとき は、 則ち 是れを 封 じて 諸侯と す。 封 二 同姓-と 云 ひて、 王者の 子弟 宗窒 

其の 器に あたれる を 封ず、 是れを 親 レ 親と 一： ムふ 也。 封 二 異姓 一と 云 ひて、 他人たり と 云 
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(一) 名は气 へど も、 その 入の 德功了 時の 選に 中れ ると き は、 是れを 諸侯と す、 是れを 賢, 賢と 云 

S 謹？  . ，- レ： 二-  r じ) 

^0^^ ふ 也。 果して 賢なる とき は、 仇と 云へ ども 封レ 之。 微 子が 東 夏に 君たり、 眷 仲が 蔡に 

.o しも、 周 室  ュルサ 二 11) 

用 ひ 一」 先祖の 君た る是れ 也。 果して 不 賢なる とき は 同姓と 云へ ども 不, 恕。 管 叔.蔡 叔是れ 也。 而 

祭お を存 緩せ  トシ ヲ ょル .  , ；-. 7  ク、 ル ヲ 

.u^^y して 賢 レ賢親 レ 親の 道、 專ら かたつ かたなれば、 親 レ 親の 漸は 微弱に なり、 賢 レ 賢の 弊 

こ 化 子 設の三  ク ヒレ ヌ  • 

〔とい ふ  は 必ず 劫 奪に 入る が ゆ ゑに、 博 求 二親 練 二」 並に 用レ 之て 其のつ り 合 を 正しくし、 邦！： 大 

(二) 次に 出  ツナ グ 

か. ^¥、 叔ハが 巧 小 相 維と 云 ひて、 大國は 小國と 和し、 小阔 は大國 にっかへ て、 互に 非 を あらため 事 を 

亡， まさ 4:^ し虔  ( rar ) 

行 5 改め 善 S 糾明す。 諸侯に 命ずる 時， 丹 書 あり 策 あり、 各國の 政令、 民の 治： r  禮樂 征伐の 

遷る 周 公成  シ レヌ 一. フ キ カヒヲ  ノ テシ ヲ テス ル (五) ヲ 

M れ^^、 じ f ことまで も詳に 記， 之 * 以レ盟 相敎戏 する 也。 漢 高祖 以 一一 丹 書 之 信 ー以二 白馬 之盟, t へ史 

度 是れ 也。 九州に 二 伯 を 立て、 伯に 大夫を 置きて 監せ しむ。 此の 大夫は 天子の 大夫 也。 

周 公の 

^^,^0^ 監と云 ふ は、 伯の 作法 政道 を考 見せし むる 也。 一 伯に 三人の 監 あり、 況ゃ 封國の 諸侯 

^^iM!-^ii、 にも、 是れを 監察す るの 奉行あって、 禮樂 征伐 不， 得， 一 潜行？ 國に 小事 ありと 云へ ども、 

周 公 東征して  キ ノ 

亡ぼす  國の 例と なる か、 人 を 殺す に 至らん こと をば、 、めず u< 子の 命を受 く。 如, とき は內 

(n)  a- にて 

S は £s。 深. 根 不レ拔 の 固め あり、 外 盤石 宗盟の 助あって 安二 社稷； 萬 世と もに 相 立ちて、 かの 

るな り  (六)  "テモ 一一  タフ レ テ ノ クル レヲ t,- ゾ  ツル ヲ  二 リ 

(五) 白馬 を 百足 之蟲至 レ 死不, 僵、 以ニ其 抉, 之 者 衆 一也と 云 ふに 至るべし。 先王 之建レ 邦、 上 有 二方 


ノ レン ノン  二 リ  ツナ ギ  シキ  ノ  モシ.、 スルノ 

投 して a とし、 伯 連 率； 下 有 一一 公侯 伯 子 男； 小大相 維、 尊卑 相 制、 如， 一公 侯 受封之 地； 雖 レ多而 制：， 祿不 

Iss^ する こと  . 

r」r- し， J  V、 ギ ス、 ル- 一： モ ギ パー 一 スル- 7  テセ ズ ウテ ヲ ルー 一 A ス 

i 一〉^ 本. it レ過レ 十 IT 倍 其 卿 一 大國不 レ過レ 半 11 天子 之 軍 一 名山 大澤 不二 以封； 必賜二 弓矢 1 然 後征、 、ゼ 

rai?!M は を  さ广ー. ^ィ) サン...' ル  一： +ャ ウノ- リ  リ  リリ  ダテ モ ャブレ 

f/4 賜 二 圭瓚、 1 然後 有 一一 巡 守 一有 二 述職； 有 有」！ r 綱紀 未ニ嘗 一 曰隳 一也と 云 ふ是れ 也。 

た 行く は 何. ぞ  ル 

r 輔は^ 大下を 新に 平均せ しめ、 草 業の 功 を 立つ ると 云へ ども、 已 前の 諸侯 を ことん \ く：^ し 

きを 以てな り」  シリ スヌ ス ヲ 

と あるに 基き、 て 新に する こと は 難, 成。 周の 滅ニ 殷紂ー も、 滅レ國 者 は 五十 也と いへ り。 其の 餘は皆 前 

B 元首の 六 代 ^  つよびら， 

«^uf 前の 如くなる ベければ、 唯 だ- R 法 を 悉に、 教戒 を 厳に する にある のみ 也。 後世の 封 

祭る に 用 ふる 建と 號 せる は 皆 不レ. 良 r 功な く德 なくして 只 だ 王の 子弟 近親 を 以て 諸侯 王たり。 其の 

あた ふる 國に大 城 名 都 を つらね、 名山 大澤 ありても 是れを 自由にし、 國の 貨財 を 天子 

に不 1 奉、 一た び受 封の 後、 富貴 身に あまり a!: 財 多く あつまる、 而 して 巡狩た く 監察 

たく 職 をのぶ る こと あらず。 敎戏 ことん \ く廢 する ゆ ゑに、 摘， 山 者、 に 海、 招ニ納 亡命； 

擅 罰义赦 死罪； 天子 不， 能，^ 謀臣 不二 敢議ー 所 二 以縱恣 1 者 如， 此と云 へ り。 封建 

を 立つ る處の 良法 を 失って、 阈を與 ふること 其の 人に あらず、 國侯を 置く こと 其のつ 

り 合 を そむきて、 隣國 悉く 其の 諸侯に つらなりて， 宗窒の 子弟 不匚 父：， 居、 國を與 ふる 

の 法 を しらず して- 名山 大澤を 彼れ が 有と し、 軍 武の任 を まかせ、 貢賦の 貨財 を 私せ 

君 道 九 一  三 三 


山 鹿 語類 卷第九  ニー 一四 

しめ、 敎戒 監察の 嚴 なき は、 不, 旋 レ 踵-， m 犯レ 上作， 亂 ことな くんば あるべからざる な 

り。 是れ 封建の あやまり にあらず、 其の 所 レ設の 不レノ 也。 郡 縣亦然 り。 法 はよ ろしと 

いへ ども 其の 人人に あらず、 所， 授の 教戒 監察 不， 正則 は 各. -失 あり。 今-太 下 を 俄に 封 

. 建に せん 郡縣 にせん と 云 ふこと は、 却って 亂を招 くにひとし。 故に 封建 • 郡縣 ともに. 

用 ひて 其の！：^ 法 を 敷く にあり。 但し 犬 下の 功徳の 臣を王 畿に聚 め 置きて、 悉く 郡縣に 

せんとな らば、 邊方遠 境に 事 あるときに、 .isKg 威 輕く權 なく 祿 うすくして は、 其の 下 

知 不：， 可 二相 通； 故に 所々 に 封國の 諸侯 を 置きて 其の 良法 を 正さば、 邊 守の 恐 あるべ か 

き f 

らず。 諸侯 叉 命 を そむく とも、 郯國相 持し 所々 の 郡 縣の吏 是れを 監察せば、 其の 萌速 

にあら はれて 事大になる ベから ず。 天下の 勢 を はかり 地形の 要 {ネ： を考 へ、 風俗の 邪 正 

ふたつ 

を 糾明して 兩 ながら 相 並びて 用 ふるに あり。 悉く 封建 せんと-: 二 ふ も、 ことん \  く郡縣 

( 一 ) 後出 一 

一一 一 一  I に にせん と 云 ふ も. 皆偏說 也。 三代 已前 悉く 封建な りと いへ ども、 名山 大澤 を不， 封、 九- 

一考す る 故 九  へ 7  ニニ 

年に 當る" 幽 貢の 法 ありて 各. i ハの 貢賦 を獻 じ、 九 法 を 立てて 國を 正し、 三 載に して 考， 績、 三考 

明と は 5m の  チュッ t クス 、ヲ  . ルハ 

にして 黜ニ陟 幽明？ 是れ 封建す とい へ ども 郡縣 を不， 失 也。 諸侯の 臣 とい へ ども、 私 

の を 指す。 舜  メ テ 

典に せリっ に官を 不レ令 X 立して 天子 必ず 命ず。 然れば 諸侯 國に 封ぜら ると い へど も、 唯 だ 民政 を 


詳 にし 國俗を 正し、 天子の 王畿を 守護す るの 心までに して、 聊か 私 を さしはさ むこと 

不 お、 封建 I 天下の 藩 昇と なれる 也。 ここ を 以て 云 ふとき は、 封建 • 郡 縣の名 出で 

て 後に、 其の 說 かたつ かたに 陷る 也。 其の 德 功あって 國 に可レ 封、 異姓 同姓 をば 其の 

器に よって 封建し、 封建す るに 其の 法 を 正しくし、 功 ありと い へ ども 德 以て 君い 國子 

レ 民に たらざる は祿を 厚く し 俸 を 畳に す。 封建せ ざる 國々 は、 各.' 郡 縣の例 を 以て 守 を 

まんどころ 

置き、 奉行 • 監察 を 置き、 處々 に 探題 • 政所 を 立て 鎭守を 置き、 王畿の 四方 は 皆 三 公 

ル テ  ふたつ 

九 卿の 食綠 にあて、 國を封 ぜず侯 を不レ 立が 如き 時 は、 兩 ながら 相 行 はれて 弊少 かるべ 

か  (1 一一)  ス  ト  ビ ハレ  ト  マジへ カン！ ー ヲ 

§  i き 敷。 iP の 紅 師古欲 K 封建 與ニ 郡縣 1 並行、 王侯 與ニ守 令 1 錯 置 上 とい へり。 是れ予 が 所 

者 太 宗に仕  ふ-」 つ  *t 

S 文 s£?f に レ 謂に ひとしと い へ ども、 叉 共の 趣向 別 也。 顏師古 は兩を 必ず 錯へ行 はんと 云 へり、 是 

て 終る。 太子  フ 

のために 霧 れ 叉偏說 也。 予が 所， 謂 は、 唯 だ 人の 德功 有無に 從 つて、 或は 封建し 或は 郡 縣を行 ふに 

に 註 を^す 

足れり と 也。 封建 を 行 ふに 郡 縣を行 ふの 心 を 用 ひ、 郡 縣を行 ふに 封建の 心 を 用 ふるに 

あり。 或 曰 はく、 封建 を 行 ふに 郡 縣の心 を 用 ふる は、 前に 云 ふ處然 り、 郡 縣を行 ふに 

封建の ひ を 用 ふること 未, 聞。 曰 はく、 郡 縣の間 五家 をく み T 一  萬 二 千 五百家に 至り 

ズト 

て、 是れに 大夫を 置きて 事を糾 す、 是れ 則ち 封建の 心 也。 小より 犬に 至りて 相つ かね 
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栢 連ねて、 然して 小に 長 あり、 大に大 夫あって 互に 相 正す、 故に 小犬の 連績 して 其の 

一 たる こと 封建に 不， 異也。 封建 は 諸侯 一 州 一 國を領 して、 其の 州 郡の 事 をす ぶ。 郡 

縣は 五家より 萬 二 千 五百家に 至りて 、 大 夫是れ をす ベ て 其の 州 郡を糾 察す。 其 の 建， 侯 

と 置 ニ大夫 一との 別にして、 其の 實 更に 不， 異、 也 是れ郡 縣を行 ふに 封建の 心 を 用 ふる 

也。 封建の 心 あら ざれば 遏盜の 法不， 行 也。 或 曰、 朱 子 曰、 以ニ 道理 1 觀， 之、 封建 之 意， 

是 聖人 不ァ以 二 天下, 爲 * 己 私 h 分 n 與親 ii 一共 理、 其 制 則不. 過， 大、 此所 n 以爲. V 得 云々。 

朱 子 亦 封建 を 以て.^ とす。 予曰 はく、 大下を 以て 不， 私と 云 ふ は、 封建 • 郡 縣に はよ 

らず、 唯 だ 賢 を 擇み德 を 尊びて 是れ をして 民に 臨まし むる、 是れ 公； 一天 下, に 十る 也。 

其の 封ず る處大 なれば 封建と 云 ひ、 小 なれば 郡 縣と云 ふの み 也。 若し 親に 冈 りて 封 じ 

建， 侯 は、 是れ 公二 天下一と 云 ふに は あるべからず。 天下 は 至って 大 なり、 賢德 にして 

有 レ功は 必ず 少なし、 天下 を 封建に いたさん とせば、 多く は 宗窒の 親に よって 德 功の 

撰 は あるべからず。 是れ 周の 封 二 同姓 1 の 失 ある 處 なり。 朱 子 封建 之 意 を、 ： 大下を 以て 

不. 爲一 一己 私 一と 云へ る は、 其の 說不， 優。 封建 も郡縣 も、 以 一入 厶心 一行 ふとき は 皆 公に し 

て、 天下 を 以て 不, 爲ー 一己 私 一也。 若し 私心 を 以てせば、 封建 は 世 を、 水く せんこと を 求 


め、 王- ：-ャ の！ 1： 姓 を 封 じて 根 を 固く す。 是れ 天下 を 我が家に 相傳 へんの 謀に して、 德に . 

讓り 賢に 任ずる の 公 心と 云 ひがたし。 郡縣 猶ほ然 り。 唯 だ 天下の 萬 民の 安ん ぜんこと 一 

ふたつ  ンフ 

を 以て 行 はば、 兩 ながら 皆 公 心より 出づ と可レ 云。 天下 を郡縣 にいた さんと 云 ふ始皇 

おも ひ、， り  ス A  7  ギ 一一  ル  ナ-, 

の 思 入 は、 私 二 犬 下， 也。 其の 制不レ 過， 犬と 云 ふ、 是れ 不二 定論 一也。 大小 は 唯 だ 其の 器 一 

に まかすべし、 制し 易 からん こと を 云 はば 不レ 過レ大 也。 後漢の 光武 功臣 を 封ず る こと 一 

制に 過ぐ。 群臣 曰、 古 帝王 封 二 諸侯 1 不レ過 二百 里 一 今 封 ニ四縣 1 不レ 合一 一法 制 1 と 諫めければ 

あ 曰、 自レ古 亡レ國 皆以ニ 無道； 未 レ聞卞 以ニ地 多 一而 亡 上 云々。 是れ乂 ず レ 德而不 k レ制ヌ 也。 

大國小國を封ずるに各.^其の^:!-法ぁりて、 火 小と もに 相 維持して 永く 無二 傾 奪 一は、 聖 一 

主の<ム心ょり出づ る^^-法也。 朱 子 曰、 論， 一治 亂 1 畢竟 不, 在， 此 といへ り、 其の 說盡 せり ヌ 

すべ て 封建 • 郡縣 ともに 三代より このかたの 法に して、 唯 だ 是れを 一 偏に 行 ひし は、 一 

郡 縣は秦 に 起る と 可， 見。 各 唯 以ニ公 心 良法 ー備 究ニ 古今 之 事情； 然後可 レ斷ニ 其 議論 之 一 

首尾 法制 之 得失 1 也。  一 

ジ テフ  一 

師論ニ 建 侯 之 法 一 曰 はく、 凡そ 國に封 じて 諸侯と する こと、 是れを 建 侯と 一： ムふ 也。 其 一 

の 法 あからさまに 不レ町 二心 得 一也。 其の ゆ ゑ は、 一！： の士民 悉く 諸侯の 心に あって、 王 一 
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畿の 守護 邊 要の 守り は 唯 だ 諸侯の 致す 處 にあり。 文と 武と相 調って 初めて 君 レ國子 

レ民 なり。 德功 相と との ほらず して 諸侯の 封 ある は、 其の 守 をす てて 人民 をし へたげ 

しむる に 至る。 豈天 子分 土 治 民の 心ならん や。 古より 德功 並び 行 はるる もの を 諸侯た 

(一) 土方 氏. らしむ る 事、 是れ建 侯の 撰 也。 先 づ大司 徒の 官， 土圭を 以て 國の を 正し、 土方 氏 地 

量 人 • 太 祝 •  ャ レ 

の 東西南北 を考 へて、 諸侯の 居城に 可 レ然の 地 を 量り、 景： 人の 官、 城郭の かまへ 、宮室 

の營 作、 市町 道 小路 門 渠關所 等の 制 を 定め、 太 祝の 有 一：^ 土の 祌を 祭り、 封 人 社稷の 壇 

を まう け、 國の 四方 の^を 立てて 是れを 守らし む。 是れ 諸侯に 封ぜら るべき 國郡 土地 

の考 へ、 境關の 制、 城宮の 法に 至る まで 明に して、 其の 制 過不及な からしむ る 也。 こ 

こに おいて 天子 朝 儀 を 正しくして 諸侯に 策 命 あり。 策 命と ：14 ふ は、 天子の 詔 命の 言 を 

いましめ  (二) 一一  ハク ジテ (三) -:  シナ 一- ス 

(二) 左 S 傳 簡 策に 記して、 諸侯の 戒 とする の辭 也。 春秋 傳曰、 王 命 二 內史叔 興 父； 策 TT 命^ 侯 1 爲 一一 

公一 IT/ 年 五  ト ノー 一  ハク  へ； フク ンデ シ  一一  テ ヤス ンジ ヲ タダシ ト ホザケ m  /-? フミ ヌ  キ ノ 

大 1 侯伯 一 其 文 曰、 王 謂-一 叔父 一 敬 服-一王 命 一 以；： がー 四國； 亂 n 逆 王 履 1 云々、 如. 此是れ 

名  つぶさ ス レゾ  ちょうさい 

也。 左 傳定公 四 年に、 周の 成 王 諸侯 を 封せられ し 例. 具に 出レ 之。 周禮の 【豕宰 のせ、 邦 

國に六 典 を 施す の 事 を 司 どる。 六 典と 云 ふは牧 • 監 • 參. 伍. 殷. 輔也。 牧と云 ふ は 

諸侯の 內 にて 德功 ある もの を 選んで 其の 方の 長と する 事 也。 州 長 謂 二 之 牧； 八 命 


作 レ牧と 云 ふ是れ 也。 監は 監察の 官を 立てて 是れを 奉行せ しむる 也。 參は卿 を 三人お 

くこと 也。 伍 は 大夫を 五 人お くこと 也。 殷は 衆士を 置く、 上 士 • 中 士 • 下士の 三 段 あ 

り。 輔は諸 奉行 諸 役人の 官 にある もの を 云 ふ。 牧 • 監 は 諸侯の 內 にて 司 どり て、 事， を 

はかり 考 ふるの 官也。 參. 伍 • 殷 • 輔は 諸侯の 內の官 人に して、 事 を 相た すくる 也。 

以上 是れを 六 典と 云 ふ。 是れ 諸侯 國に ありと いへ ども 自ら 官を不 i や 各 > 天子に 吿 

げて 宰の 命を受 くる 所 也。 

次に 以 一一 九 貢 一 致 二 其 用 , と 一 へり。 是れは 諸侯の！：々 より 定まりて 天子へ みつぎもの 

を 奉る 事 也。 ー曰祀 貢、 是れ は大子 天地 宗廟 を 祭り 玉 ふに 可レ入 もの を 云 ふ 也。 二 曰 

賓貢、 是れは 天子 賓客の 禮 節に 可， 入 ものの こと 也。 三 曰 器 貢、 是れは 天子 祭祀 賓客 

の設に 可レ成 其の 國に てこし らふる 器 を 云 ふ。 四日 幣貢、 是れは 帛驗の 類 を 云 ふ。 l4 

曰材 貢、 是れは 文武の 具 幷に竹 木の こと 也。 六曰貨 貢、 是れは 所より 出づる 金銀 貨財 

1 一へ ク  ニハ クイ ゥ コゥ  ふ 一- ル 

のこと を 云 ふ。 七日 服 貫、 是れ は絲綿 木綿 麻の 類 也 e 八日 斿貢、 是れ は燕游 に^ レ入 

二 ハク  くだ も.：： 

の もの 也。 九日 物 貢、 是れは 雑物 也、 鳥獸 菓 踵の 類 を 云 ふ。 此の 九 貢を考 へて、 其 

の國に 出生し 有レ之 もの を 度量せ しめて、 天子に 貢す る こと 也。 然れば 諸侯 國に 封ぜら 
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ると いへ ども、 國の財 用 を不， 私 所 明 也。 大司 馬の 官、 叉 九 法 を 用 ひて 大子を 佐け 邦 

國を 平にす る 也。 一 曰 制レ畿 封, 國以正 二 邦國； 是れは 所々 の^を 立て 其の 所 を かぎり 

て、 邦國 の！^ を 正す 也。 二 曰 設レ儀 勢 レ位以 等 二 邦國ー 儀 は 諸侯 諸臣の 威儀 を 定め 位 

を 分ち て、 諸侯の 內に 次第 あらしむ る 也。 三 曰 ，賢 與， 功 以作ニ 邦國ハ 是 れは國 中に 

て 賢德の もの を 撰んで 天子に 奉り、 或は 功 を專ら にして 國用 をよ くす る ゅスん に、 分國 

皆 善に すすみ 業を樂 しむ 也。 四日 建， 牧立， 監以維 一一 邦國； 是れは 諸侯の 間に 長 を 立て 

監察の 役 を 置きて、 聊も 諸侯の 中間に 物 一； ム なく 違亂な からしむ る こと 也。 維と： ムふは 

連結 也と 注して、 諸侯の 阈を相 つらなら しめて 間隔 あらせ じとの こと 也。 五 曰 制レ軍 

詰， 禁以糾 ，1 邦阈ー 是れは 諸侯の 軍の 制 を 堅く し、 法 を "^： しく 定めて、 諸侯 私の 放 を 

たださし むる こと 也。 六 曰 施レ貢 分， 職以 任； 一邦 國； 是 れは國 より 可， 出處 のみつ ぎ も 

の を 定め、 其の 國 主に 相應の 職業 を 申 渡して、 邦 II の 諸侯に 業 をさづ くる こと 也。 七 

曰 簡 n 稽鄉民 1 以用ニ 邦國？ 是 れは國 中の 民數を 計， り考 へて 其の 國用 をつ もる 也。 八日 

^ レ守 平，^ 见以 安二 邦 國； 是れ は阈々 の 風俗 を 一 にして、 法令 を 平 かにせ しめ、 大 下の 

間 甲乙な からしめ、 民の 安ん ずる 如くいた す こと 也。 九 曰 比， 小事 レ大以 和 二 邦國ー 是 


れは國 に 大小 ありて 一 ならず、 諸侯 互に 相 親しみ 睦まじ かれと 云 ふこと 也。 以上 是れ 

を 邦 國の九 法と 號 して、 邦國の 諸侯 を 相た だすの 道と す。 大司 馬の 屬官に 合方 氏と 云 

二し 物言 ひ ふ あり、 是 の官、 道路 舟橋の 修理 を考 へ、 國々 に 云 ごとな く 互に 交易して 財 利 を 通じ、 

グ S 

分國の 間の 丈 尺 はかりめ 绅 等の 不， 得， 有ニ輕 重大 小； 邦國 私の 遣 恨 を 以て あだ を かま 

へ怨を 報ずる こ. となく、 國々 の 風俗 を 一 つに して 好惡を 同じから しむる こと を 司 どる 

たんじ 

也。 又癉 人と 云ふ官 人あって、 度々 に 諸侯 を 巡行して 天子の 志 をった へ、 政道 を かた 

りて 諸侯に 疑惑な か. らしめ、 萬 民 を和說 して 王化 を廣 くす。 各 >大 司 馬の 司 どる 所 也。 

又 九 伐の 法 あり て 諸侯 を 正す。 所謂 馮レ弱 犯 に 暴 則 之、 贼レ賢 害 , 民 則伐レ 之、 暴 

,t: ンノグ キ 八 ヲ ダン ニス レフ  レ ズル a- ハル レ 7 ヒ キヲル it ハセ  ス レヌ  スル. a; ハノ プ 

レ內陵 ， 外 則 壇 い 之、 野 荒 民 散 則削レ 之、 負， 固 不 ， 服 則侵レ 之、 贼 n 殺 其 親 一則 

コ ロス レヲ  スル it ハノプ  コ 口 スレプ シ ヌグ At ハヌ フ： t グレメ  レ ノ アル a- ハ ス レヌ 

正レ 之、 放 n 弑 其 君 1 則殘, 之、 犯，， 令 陵 A 政 則杜レ 之、 外內亂 鳥獸行 則滅, 之。 以上 

是れを 九 伐と 號 して、 大司馬 是れを 司 どって、 諸侯 を あらたむ る 也。 大宗 伯の 官は、 

社稷 宗廟の 祭の 肉 を 同姓の 諸侯に 賜 はり、 天子 慶賀の 禮を 行って、 異姓の 諸侯 を 親し 

むの こと を 掌 どる。 凡そ もろ/ \ の 諸侯 来朝のと き は、 ：大子 必ず 賓客の 禮を 以て 是れ 

を 親しむ 也。 大宗 伯に 九 儀の 命あって 諸侯の 位 を 正す。 九 儀 は 九 段の 位階 ある こと を 
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UT ふ 也。 典 命の 官 あって 諸侯の！： 家 宮室. 車 旗 • 衣服. 禮 儀の 品 を-: 冗む。 司 服の は 

諸侯の 衣服 を 糾明す。 典瑞. 巾 車 等の {n、 是れ叉 諸侯の 所レ 執の 瑞玉 *路 車 を 司 どる、 

各. -周禮 に 所， 出 也。 諸 國に 封ぜら ると い へ ども、 征伐 を 自由にし 殺 罰 を專ら にす 

る こと 不， 可， 有 ゆ ゑに、 諸侯 賜 二 弓矢 一 者 得 二 專征； 賜 ニ鈇鎖 1 者 得ニ專 殺, といへ り。 「り 

矢 を不， 賜して 征伐 を 自由に 不， 仕の 諸侯 は、 兵 を 以て 弓矢 を 賜 はるの 諸侯に 屬 して 事 

を 問 ふ 也。 欽錢 を不， 賜の 諸侯 は、 獄訴 のこと あれば、 專 , 殺の 諸侯に 属して 其の 撿 

斷を うくる 也。 諸侯 得 一一 專征ー 者 は、 郯國に 臣弑， 一 其 君 一草 伐， 1 其 宗ー もの あるとき は、 則 

ち これ を 征伐して 而 して 天子に 奏聞し、 其の 地 を 天子に 歸し 奉る 也。 古の 建 侯の 法，^ 

レ此嚴 なる が ゆ ゑに、 下に 上 を 犯す の 諸侯な く、 互に 德を かさね 功を顯 はさん こと を 

專ら とする 也。 王制 曰、 天子 之縣內 諸侯 祿也、 外 諸侯 嗣也〕 是れは 諸侯の 位たり とい 

へど も、 天子の 畿内に ある 處は、 國を不 ，1 して 唯だ祿 斗り 也、 有, 功 外に 封 ぜられ て 

國を 得る の 諸侯 は、 世々 其の 國を嗣 ぐと 云 ふこと 也。 乂曰、 諸侯 世子 世 ， 國、 大夫不 

レ世レ IT 使 以, 德、 爵 以 , 功 云々。 叉 曰、 諸侯 之大 夫不レ 世ニ爵 fi 一と 也。 是れ諸 

侯 は 賢に よって 立ち、 功に よって 封ぜら るる ゆ ゑに、 國を 世々 に傳 ふる 也。 大 夫と 一 14 


ふは官 也。 諸侯の 天子の 大 夫と なれる もの ありと 云へ ども、 其の 官を 世々 に 可 レフ；^ 

也。 諸侯の 下に ある 處の大 夫 は、 赏も祿 も 世々 にいた さざる 也と 云 ふこと 也。 すべ て 

列國の 諸侯と なって 國に 封ぜら るる こと は、 其の 身に 賢德 あつ て 其の 業に 顯功 あら ざ 

れば不 レ封レ 之、 封ず るに 禮を 以てし、 正す に 法 を 明に し、 糾 察する に嚴を 以てせ ざれ 

ば、 其の 始 封の 諸侯 は無爲 にして 身 を 終る といへ ども、 銅ぐ 處の 子孫 必ず 國を失 ふに 

至る。 然れば 先祖の，. 人 功 を 悉く 失 ふなれば、 天子 人君 是れ を憐 みて 建 侯の 法 を 正しく 

し 玉 ふに ある こと 也。 

七 七 都邑 を 建つ 

師嘗 論卞建 二王 都 一之 儀 上 曰 はく、 凡そ 犬 子 人君 四海 を 保ち 萬 民 を 安んじ、 }K 下 四方 

咸 く 相 めぐりて、 遠近 時 を 追うて 來 朝し、 四民 相 共に 聚 まる、 是 れ王畿 なり 。 然れば 

地 廣く道 均しく、 四時 正しくして 寒！^ 不，  一 過； 風雨 時あって 物 能く 生じ、 陰陽 和し 

萬 物 安ん ずるの 處を 以て 都邑と 定め ざれば、 其の 設不, 宜也。 故に 建 一一 王國； 大司 徒の 

官 i 一 土 圭之法 一 測 二 土 深； 正 二日 景； 以 i4 二 地中 一と 云 ふ は是れ 也。 王 都の 法 を 萬 國の手 
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本と いたす 事 なれば、 東西南北の 方位 を 正して 前後左右 を辨 じ、 王畿を 具に 分ち て 道 

路 宮城 を 營し、 其の 田野 を かぎりて 溝洫を 正し、 官を 置き 職 を まう けて、 王國を 以て 

天下の 極と する 也。 周 禮に惟 王 建， 國、 辨 vf.^ 正， 位、 き， 國經レ 野、 設レ 官分レ 職、 以爲ニ 

極 一と 云 ふ は 是れ也 、極 は 北極の 義也。 王 都 は 中立して 四方 皆 是れを 取りて 準據 とす 

る ことなる ゆ ゑに、 萬 民の 手本 を 立つ ると 一ム ふの 心 也。 匠 人の 官 あって！； ほ, 國方九 里、 

旁 三門、 國 中九經 九緯、 經 塗 九軌、 左， 祖右， 社、 前， 朝 後， 市、 市 朝 一 夫と. ぶ へ り 。 

云 ふ 心 は、 王 都の 中央に 王城 を營 作す、 其の 方 九 甲： 也、 一方に 三の 門 を 立て、 宮：^ を 

三重に かまへ、 合せて 四方の 門 十二 あり。 國中は 城 中 也、 械 中に 經緯 のみち ある 也。 

經は 南北 之 道に して-;^ て 也、 緯は 東西の 道に してよ こ 也。 一 a- に 一 の 緯經の 道 をた つ 

る 也。 たての 道 は 大路なる が ゆ ゑに、 其の 道 は ぼ は九軌 也。 軌は 家の わだちの 廣さ 也。 

わだちの ひろさ 八 尺の ものなる ゆ ゑに、 七 丈 二 尺の 道 はばに して、 此の 涂 十二 步也。 

左に 宗廟 を まう け 右に 社稷の 壇 を かま へ 、 王械の 大手 向 ふ 處には 朝廷の 儀た るべ きこ 

と をな し、 後に 市街 を 立つ る 也。 市 朝 各 步を 以て かぎる と 也。 一夫の 田百步 なれ 

ば、 是れを 以て 制する 也。 而 して 市に 其の 保 伍 を 立つ、 是れ大 司 徒の 官に云 ふ 所の 六 


鄕の法 也。 五家 爲， 比、 使， 一之 相 保； 五 比爲レ 間、 使， 一之 相受； 四 閬爲, 族、 £、 使， 1 

之 相 葬； 五 族爲， 黨、 ^ 使，, 之 相 救； S 凶 五 《4 爲レ 州、 ； fe- 使， 一之 相賙； 五州 爲 

レ鄉、 0^, 使 二 之 相賓？ 釋； 龍。 是れ王 都の 間民屋 をく みて 事 を 相た だし 相 救 ふに 利 あ 

らし めんと 也。 六遂之 法と 號 して、 右の 六 鄕の法 をう つして、 王 都 郊外の 民屋 各.^ 相 

くみて 叉相糾 す。 故に 六遂之 法、 五家 爲, 鄰、 五鄰爲 里、 四 星爲, 酆、 五 娜爲レ 鄙、 五 

鄙 爲，， 縣、 五縣爲 &,. 、 皆 有 n 地域； 溝 n 樹之； 使 r; 各 掌 H 其 政令 刑禁ー 以 U 歲時 1 稽， 1 其 人 

民 一而 授ニ之 田野； 簡， 一 其 兵器 一 敎ニ 之稼穡 一と-: ム へり。 是れ王 都の 內 外に 民の 制 法 を 立 

て、 則ち 兵 民たら しむる の ゆえに、 周禮に 內宰凡 建， 國、 佐レ后 立， 巿、 設 二せ.， ハ次ー 置 二 

其 叙； 正 n ぁ肆， 陳ニぁ 貨船ー 出 あ 度量 S 制 1 IS^Lglssfe 云々。 是れは 市町に 

おいて 商 買せ しむる ことの 品 を 糾明して、 其の 法制 を 正す こと を 云 へる 也。 

ことん \  キ マル 

凡そ 王 都 は 天 帝 人君 之 尊 居 ある 處 なれば、 大 下の (士) 農工 商 成く あつまり 可：， 止の 

地、 聲明 文物の よる 處、 衣冠 禮樂の 所レ會 なれば、 其の 撰 地 大方に して は 都邑 を 立つ 

べきに 不， 利、 邦畿千 維 民 所レ止 也と 云へ る は 是の地 也。 然れば 上 は 天の 意に したが 

ひ、 下 は 地の 德を考 へ、 中に して 民心 を はかる こと、 是れを 建 都の 要と 云 ふべ し。 丈 
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尺 を 以て 地の 廣狹を はかり、 土圭を 以て 地の 中を考 へ、 天の 陰陽 寒暑 を 積り、 人のう 

くる 所の 性質 風俗 を 本と する は 定法な りと いへ ども、 時に 今日の 謀 あり、 地に 時に 順 

つて 用捨 あり、 人に 當然 のの り あり。 此の 故に 異朝 歷 代の 都す る處 一 所に あらざる 也。 

つ 一 ) 

I か 一) 今の 西 長 安 は漢. 唐の 都す る處、 洛陽 は漢の 中興 以後の 都 也。 ：tt 梁 は宋の 都、 幽 燕は大 明の 

チ ルラ ズル二  きしう 

0  都 也。 此の 外 所々 に 都 ありし こと あれ ども、 いづれ も不， 足， 論 也。 古の 冀州は 堯舜の 

グー 二〕 今 グ^  シ カラ  ハグ / カウ セキ  ゲン ショ. 7+- リダ  ズ 

平  都 ありし 所 也と いへ ども、 土地 不， 宜。 朱 子 曰、 其 地 磽^、 人民 朴陋險 普、 惟 堯舜能 

都レ 之、 後世 泰侈、 不. X 能， 都矣。 又 曰、 冀都 * 都 是 天地 中間、 好 風水と い へり" 冀州 

は 堯舜の 都 ありし 處、 好 風水の 地な りと いへ ども、 聖人に して は 4 也、 後世の 人民 泰 

侈の あとに は 能く 都す る こと 不レ 可レ 叶との こと 也。 然れば 時代に よって 其の 了簡の あ 

るべき 事 也。 殊に 安に して 危を 不， 忘、 盛に して 衰を 不レ 忘、 德 あって 思， 無， 德は 古の 

をし へな り。 然ると き は 文武 鼓れ 盛に 兵食 倶に 足り、 山川 海陸と もに 備 はりて 文明の 

化 を 施す ことなり やすく、 威武の 用 を 輝かす こと 重し、 德 あって 安く 盛なる とき は、 

世 を 萬 代に 疊ぬ とも、 王 畿廣寬 にして 居 民の 地 ひろく 財 用 能く 通じ、 德義へ 機 危く人 

微 なりと いへ ども、 四方に 重々 の 要害 を帶 び、 地勢 山水に 丙 りて 斷 ちて 义連績 し、 一 


夫關 によ こた はりて 萬夫棄 A 鋒の 如き 處を えらぶ。 是れ建 都の 始終す る處 也。 周公旦 

洛邑に 都 を 立てて 成 王を遷 しま ゐら せ、 天地の 中 地な りと 稱す。 武王 は璺鎬 に 都 あり 

らく  けんじゅう  (侵)  . 

. し を、 成 王洛を 立て 兩都 となりぬ。 幽 王犬戎 のために を かされて 後、 平 王 東に うつり 

む P て 洛邑に 都を究 む。 其の後、 漢の 高祖に 至りて 洛 陽に 都 あらんと せし 時、 齊人赏 敬、 

S 謂？ Is な 高祖に まみえ て 建 都の 議を 論じけ る は、 周 は后稷 より 德を かさね 善 をつ み、 十 有餘代 

校 けらる。 後 

に 及んで 文 王 • 武 王の 聖代に 至りて、 諸侯 悉く 歸 服して 德を 以て 天子たり、 成 王に 及 

ibil 周の 始 んで周 公 洛邑を 見立てて 天下の 中と 定め、 諸侯の 來朝 貢賦の 道 里 を 均しく す、 有レ德 

則 易 一一 以王； 無 X 德則 易ニ以 亡； ゆ ゑに 周の 衰 ふるに 及んで 犬 下 悉く そむく といへ ども、 

周 これ を 制せず、 是れ德 の 薄き のみに あらず、 形勢 弱 也、 今 高祖の 天下の 王た る こと、 

周の 文 王 • 武 王に 不レ伴 也、 幸 ひ秦咸 陽に 都す、 此の 地 山 を かか へ 河を帶 びて、 四方 

相 ささへ て 固し、 卒然 有， 急、 百 萬 之 衆 可 二 立 具 一也。 夫與レ 人鬪、 不 T 捲 ニ其亢 1扪* 

せ ノハ背 h 未， 能， 制 二 其 勝 一也， 今陛下^^ニ秦之故地ハ是亦溢ニ犬下之充ー而拊ニ其背ー也と奏し 

ザル，  ，  . 

へ i 、へ. Z 山と ければ、 高祖 これ を 群臣に 問 ひ 玉 ふ。 張 良 曰、 洛陽 雖レ有 一一 此固ー 其 中小 不レ過 一一 數百里 一 

画へ 〔闢  二 ハー  (匕，！ 

p^.i 田地 薄 四面 受 ， 敵、 非， 1 用 之國 1 也。 關中は 左に 散函 のかた め あり、 右に 隴蜀 の險 
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f 1 ) 

liL は £ の あり、 沃野 千里、 南に 巴 蜀の饒 あり、 北に 胡 苑の利 あり、 三面 は險附 にして 一 面を以 

養 の T1 站 

て 諸侯 を 制す、 金城 千里 天府 之國 なりと 奏して、 高祖つ ひに 西の方 關屮に 都 あり、 是 

<5 天地人 れを長 安と 號 せり。 後漢の 光武 は叉洛 陽に 都した まへ りと 也。 必竟建 都の 法、 唯 だ 三 

才に相 通ず る にあり と 町， 知 也。  . 

本朝 建 都の 制、 古来 尤も 重， 之。 神武 帝 東征して 大和 國高市 郡 畝 傍山桓 原に 都 あり 

しょり、 歷代 沿革す とい へ ども、 五幾內 或は 近、 y 州 を 不，， 出。 是れ 本朝 土地の 中央、 

天地の 氣の 所， 會、 陰陽の 相 順ず るに 因りて 也。 然れ ども 其の 制. レ全。 ここに：^；武帝 

に 至りて、 建 都の 議を詳 にして、 其の 丈 尺 を 計り 高低 を 具にして、 つ ひに 延磨 十三 年 

リノ  (三)  ミヲリ - ヌ 

ほに 昭 公一-一 に、 自ニ長 岡 京 一都 を 今の 平安 城に 移し 玉 ふ。 春秋 傳に云 ふ 所の、 營ニ成 周 一計 二 丈數； 

〈カリ  ヲ リ  ヲ ハ カリ IrJ  ely コゥ キヨ クノミ  tf  ハ. r? リヱ ンジヌ  リ  ヌ  リ  ヲハ. リ  7 

端，！ 高低-度 二 厚薄 一 伋， 1 溝洫 1 物 n 土方； 議 n 遠邇； 量 二 事 期； 計 二 徒 ま 慮 M 村 用； 

シテ コゥ， £ ヲ テス プ  二  ナラ 

書 二 餱<1 糧ー以 令 二役 於 諸侯 一とい へる 周の 建 都の 法に 不レ 殊。 必ず 異朝の 例 を 追 ふと 

レ -フ  (揆) 

云 ふに は 不レ有 ども、. 其の 本末 を 正し 其の 事理 を究 むる. 時 は、 先聖 後聖 其の 锼 本より 

一 也。 せ ハの後 四百 餘年 を經 て.. あ 淸盛執 奏して 都を攝 州. 福 原に 遷す。 此の 地 1.^ だ 狭く 

して 文 華 盛 行の 形粧 にあらず、 又 天地の 中 をうる と不， 可, 謂。 淸盛唯 だ理を 究めず し 


て 己れ が 意に 任せ、 建 都の 制 を不， ^知、 故に 宮城 未， 成して 治 承 四 年 五月に 都 をう つし、 

同 十 一 月に 平安 城に 歸れ り。 而 して 王 京 はお 武 帝の 定 むる 處に究 まり、 星霜 已に八 百 

年 を 超 ゆ。 源 賴朝卿 一穴 下 を 平均して 武威 を かがやか すの 後、 相 州 鎌 倉 を 以て 將軍 家の 

幕下と す。 是れ叉 建 都の 制 を 以て 相定 むる にあらず。 賴朝卿 治 承 三年に ま 一武 州 1 著 一一 

相 州 鎌 倉 一 大 倉の 鄕に 新造の 亭を かまへ、 同年 十二月に わた ましの 儀 ありて より、 遂 

に 此の 地 を 柳營の 幕下と 致し： 上 へ ば、 此の 鎌 倉 必ず 建 都の 制に 不レ 中。 然して 百 五十 

餘 年を經 て、 源 尊 氏 卿 天 下の 武將 たりし 時、 建武 三年 十一月 七日に、 柳 營の地 如レ元 

可 レ爲ニ 鎌 倉 一 や、 又 他の 所た るべき やと 群臣に 議を問 ひ 玉 ふの 處、 各.' 議 して 曰、 鎌 

ハ  二  pr)  乂ー k へ  7  二  スヌテ  二 モキ フ. ト 

§ ぉ火將 倉 郡 者 文治 右 幕下 始 構 二 武館ー 久義時 朝臣 井 n.^ 犬 下： 於 二 武家 1 尤可， 謂 11 吉 土-哉、 

頼 朝の こと 二 ク ク y  . ヌ ニン 7  .<  ： セリ レ-モ "ト  ンパ < 

爱 祿多權 重、 極レ 驕恣， 欲、 積惡不 レ改、 果令ニ 滅亡, 畢、 縱雖 レ爲ニ 他所； 不， 改， 一 近代 覆 

車 之 ii 者、 傾危可，|^^^疑1乎、 夫 周 秦共宅 二 嶋函， 也、 顏)|1|| や &; 謹 |;&"- 

ハ  ニグ  ビ  ハ ヒー フク  フ  ジ クル  -ー  ハ  一一 X-  ビ  ノプ  7 

I 爐、 秦 二世 而亡、 周闡 二八 百 之；^ 一  隋唐同 居 M 長 安一 也、 隋 ニ代而 亡、 唐 興，！ 三： 白 之 業 1 

矣、 然者 居所 之 興廢、 可， 依， 一政 道 之 善惡； 是人 凶、 非 二 宅 凶 一之 謂 也、 但 諸人 若 欲ニ遷 

おな； -3 移 一 I、 可， 隨ニ 衆人 之 1^ 一 ぶ々。 ここにお いて 尊 氏 卿 柳 營を雍 州に 定め、 基 氏 を 鎌 
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倉に 置きて 東西 を 守護す。 案ずる に、 柳營 幕下 は 古の 帝都に して、 天下の 士 ことん \ 

く相會 し、 三 民 皆 此の 土に 止まらん こと を 思 ふ。 文明の 化 をし くこと とこし なへ にし 

て、 武備の 威 を なすこと 嚴 ならず して は、 文武 並び 立ち 盛衰と もに 不. 傾の 選に 不ぃ 叶、 

王 公設 h 險以守 ニ其國 一の 戒に あらざる 也。 建 都の 說不. 可. 忽 也。 竊に おもへ らく、 难 

州 は 天地の 氣 中して、 寒 3^ ともに 不レ 茶、 彼の 成阓の 洛邑を はかりし に 相似れ りと い 

へど も、 武館を かまへ 柳營を 定めら れんに は、 其の 地と 難 J ョ。 其の 故 は、 分內 其た 

狹 くして 城郭 を廣 くし 諸侯 列 土に 宅地 を 賜 ふに 無」 听、 犬 下 の 衆會 せば 林木 薪莉 甚だ 

シ 力-, ぎよべ つ  (惡) 

まれに、 米穀の 運送 不， 宜、 魚 鼈 鳥獣の 利 あしし、 人の 性柔 薄に して 敦厚なら ず。 是 

れ 文明の 化 を 布く に不レ 便の 地な り。 四方に 要害の 地な く、 萬 山 重々 を帶 び、 江 水 卞：！ 

康を 跨り、 浴， 一日 月 1 浸， 一 乾坤 一の 地勢な きが ゆえに、 武威 を かがやか すに 不， 足。 然れば 

武館 を設く る に 利 あ ら ざる の 地 也。 鎌 倉 は 海 を 帶び山 を 擁して 地勢 武を 專ら にす と い 

へど も、 一方の 偏 地に して 谷々 多くく だけ、 分內 甚だ 狹 くして 億兆の 多 を 容れ萬 方の 

ひろき  ズ ルァラ  ル 

廣を 御す るに 處 なく、. 人力車 馬の 所レ通 尤も 不レ 利して、 北辰の 衆 星 を 拱せ しむる に不 

レ 類が ゆ ゑに、 文明の 化な りが たく、 天下の 武威 を 建つ とも 不レ 可レ云 也。 凡そ 本朝の 


地勢、 東西に 長く して. 南北に 短き が ゆ ゑに、 奥州に 天下の 中央と 云 ふ 石文 ありと にや リ 

此の 故に 柳 營を雍 州に 究めし は、 東國遙 にへ だたり、 奥 夷 必ず 起り、 風化 更に 難， 布 

か。 然れば 地 は 王畿を 以て 中と すと も、 處の 地勢 却って 鎌 倉に 便り ありし とみえたり。 

尊 氏 卿 東西に 武館を 構 ふること、 尤も 其の ゆ ゑ ありと いへ ども、 建 都の 制 を不レ 知、 

群臣 亦 理を云 ひ盛德 を專ら として、 全き 所 を不， 知 也。 雨 京 を 立てて 天下 を 守護す る 

こと、 異朝 尤も 然り。 周の 成王鎬 京に 都して 是 れを宗 周と 云 ひ、 洛邑を 東都と 號し是 

れを成 周と 云 ふ。 洛邑は 天下 之 至 中に して、 豐鎬は 天下 之至險 也。 然して 漢唐以 二 長 

安 1 爲ニ西 京 一 洛陽 を爲ニ 東京？ 宋は 以，^ 爲 n 東京 一 洛を爲 二 西 京？ 然れ ども いづれ も 

相 去る こと 不二 甚遠 一也。 明に 至りて 南京 • 北京の 兩都を 立て、 江 南. 江 北 を またがり 

て いづれ も 一大 都會 たり。 明の 太祖 金 陵に 都 を 立て 是れを 南京と 云 ひ、 太 宗北狄 をお 

そはんが ために 都を定 ニ金臺 1 て 北 平 を 旨と す、 是れを 北京と 云 ふ。 則ち 虞の 世の 幽州 

の 域に して、 禹貢冀 州の 域、 黄 帝 麵堯舜 纏の 都 ありし 處に 近し、 各.^ 兩京を 立てて 

天下 を 全くし 玉へ り。 本朝 京 • 鎌 倉に 兩 公方 を 立つ といへ ども、 將軍家 は 皆 京都に 安 

住 ありし ゆ ゑに、 ややもすれば 東夷 蜂起して 安泰に 屬し 難し。 是れ安 を 以て 危を 忘れ： 
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只 だ 人物の 直に 泥んで 天下の 勢 を不レ 知、 建 都の 全 撰 を 失へば 也。 朱 子 曰、 冀都、 正 

是 天地 中間、 好 風水、 山脈 從ニ雲 中 1 發來、 雲 中正 高 脊處、 自レ脊 以西 之 水、 則 西 流入 二 

ニリ  ハチ  メリ  二  ノ クワン ゼゥシ  ハレ  ナリリ 

于龍門 西 河； 自， 脊 以東 之 水、 則 東 流入 二于 海； 前面 一 條 黄河 環繞、 右 畔是華 山、 自こ 

リリテ 二心  ト  レ ヲプ、  ト  二 ギリ リ  ト  ュ  一一  ノ  ヲス 

華 山 1 來至， 中爲 n 嵩 山 一 是 爲二前 案； 遂 過去 爲， 1 泰山； 聲 一一 于左ー 淮南 諸山爲 11 第二 重 

案； 江 南 諸 ぁ爲ニ 第三 重 案 I と 云へ り。 是れ建 都の 制 文武 並び 立つ が ゆ ゑに、 蠻 鳳峙而 

蛟龍 走、 浴 M 日月 一而 浸 一一 乾坤 1 の 制 あり。 朱 子の 所謂 風水の 說、 是無 II 風以 散- 1 之、 有-一 

首 1 せ . 水 以界に 之 也。 孟子の 所謂、 域 レ民不 レ以- 一封き 一 固 レ國不 レ以ニ 山お 威二 天下 1 不レ 以^ 一 

兵 革, といへ る は、 只た 其の 本 を 推す の 論に して、 本末 兼備の 制と 一； ムふ ベから ざる 也。 

時に 當り て 其の 理を云 ふの み 也。 

七 八 城池 を 建つ 

(If  I 卦 師論， 一王 城 之 守 一 曰 はく、 易 曰 天 險不. 可. 外 也、 地 I 山川 丘陵 也.、 王 公設， 險以 {.A 一せ ノハ 

國； 險之時 用大矣 哉。 云 ふ 心 は、 天に自然の險ぁりて不レ！^^升の設ぁり、 地 又 自然に 

山川 あり 丘陵あって 其の 險を なす。 然れ ば險は 天地 £n 然に不 レ得レ 止の 道理 あるが ゆ ゑ 


を 以て、 王公 亦 天地に のっとり、 其のし のぐべからざる 形 を 立て、 其の 國を 守り 民人 

を 安ん ず-る 也。 險を用 ふるに 其の 心得 多し。 理 によって 云へば、 禮儀を 定め 法令 を詳 

にし、 上下 尊卑の 位 を 階級せ しめ、 下より 上 をし のがず，、 分をこぇ差をたが へしめざ- 

るは、 是れ天理を本とするがゅゑに天險と.5^謂也。 地の 形勢 を考 へ、 其の 勝地に よ 

つて 耍關を 設け 藩屛 をな し、 壘を 高く し 溝 を 深く し、 地を畫 して 出入 を かぎり 往來を 

固く し、 征す るに 利 あらしむ る は、 是 れ地險 也。 德を 以て 衆 を 和し 法 を 以て 用 を 制し 

て、 人相 環り 園んで 無， 所， 闕 を人險 と- 1 で 4 也。 以上 是れを 三 險と號 す。 此の 險ー を か 

くと き は不レ 全.^ 是れ險 を 用 ふるに 時 を 以て 十る なれば、 其の 用大 なりと 云 ふゆ ゑ 也) 

然る ゆ ゑに、 易に 習 坎の卦 を 設けて 險を かたどれる 也。 王公の 險、 外に は 遠く 關塞を 

まう けて 四 夷 を 守り、 王 園の 四方 大小の 國郡相 つらなり つり 合 を 正して、 國中 各-互 

に 相 守り、 近く は 王 畿に封 境 を 立てて 內外を あらため 出入 往来 を 利し、 前後左右に 險 

を 設けて  一 二三 重の 要地 をな す、 是れ 外の 險也。 內 にして は械 郭を修 し、 壘を 高く し 

池 を 深く し、 門 を 聳し屏 を 厚く して 王 居 を 守る、 是れ 內の險 也。 外險は 山川 丘陵の 自 

然の險 に まかせ、 內險は 制する に 法 を 以てし、 致す に 時 を 以てして 人險を 要と す。 是 
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しかしな ハら  一， マスト 

れ 併 皆 天地の 理に のっとる ゆ ゑに、 是れを 全 險と云 ふ 也" 古人 專ら 以レ 德爲レ 險の說 

ルカ ラル  ズ  ルカ 一： -ム  ンル 

あり、 其の 險の所 ニ以不 P 可， 升、 固の 所ニ以 不,， 可， 攻は、 實に 德義に 可， 因と いへ ども. 

ル カラ 7  二)  きづ  (ん 一一ん _ 

必ず 險を不 ， 可， 用 は、 是 れ偏說 にして 全きに あらず。 楚の囊 瓦、 ^に 城く とき、 沈 尹 

戌 曰、 古 者 天子 守 在， Igs)； 天子 卑 守 在，, 諸侯； 諸侯 之 守 在 二 四隣； 諸侯 卑 {f, 

リ  二 ミ， ヅ  ヲ  ビ --フ ノヌ  ヤス ンジノ  二  シヌ  グ\  グミ 

在- 1 四 境； 愼ニ其 四 境； 結， 1 其 四援； 民 狎，, 其 野； 三務 成， 功、 民 無：， 內憂 一而 又 無， 一外 懼； 

* ソ ヒン ク r ヲ 

國焉 用， 械 といへ り。 是れ楚 の 遠く 邊境 をば 治めず して、 其の 都に f|§ 城 を きづく こ 

と をい へ る 也。 吳起义 餽の文 侯に 在， 德不, 在， 險の こと を吿 ぐ、 是れ 一 時の 君を激 十る. 

の 言に して、 定論と 云 ふべ からず。 易に 王 公設，， 險 こと を 說く のみに あらず、 周禮に 

狩 傅- 司險の 職あって、 掌 二 九州 之 圖ー以 周知 二 其 山林 川澤之 阻； これ 地勢に 因りて 險^ を 外 

(五) 朱の 名  ，  スル r  カク  <ヲ 

■ 正！ iili"q、 に考 ふる 也。 掌 固 之 職は修 n 城郭 溝 池 樹渠之 固 一 を つかさどる、 是れ 人力 を 役して 險を 

000 王 畿の內 にか まふるな り。 量 人 は 掌 is 二 igji 一に 一 后 わ？ e 朝 道 、や i パ都。 £ 一 

憂"： 大 下に 亦如レ 之、 是れ 各.' 王城 を營 せした めし 也。 宋の仁 宗慶曆 二 年に 范仲淹 上 言 ぼ、1|<！ あ 二 

紅 ま I は ほ、 ^0.., 帝 居 二 九重； 是以 王公 法え 設. 險ド rKl^lk ，也、 臣 i 陛下き： 東 一 や せ i 、(き r 

後年 參知 政事 f< ；、  [  ？ , ルテス 一一 へヲ レバ . テ キナ. カラ X テヌ ク 

に 進む  レ池 軍民 百 萬 足.. -以爲 二 九重 之備； 乘 舆不， 出、 則 聖人 や： 鎭二 四海； 而無 一一 煩 動 之勞； 


ぎ 輿 或 出、 則 大臣 居 n 守 九重； 而無& 顧 之 憂, 矣、 或 謀 曰、 邊城 堅牢 不， 可， 攻； 

^^isi^?*  ハ  一 フシ クス. レシ  シ  ヲメ バラカ ラス  ッテ  ヲ  ト ドム  ヲ 

I お 153?- 京師 5: 平 而可ニ 深 犯； 我若修 n 固 京師 1 使， 不， 可， 犯、 則 伐 二 彼 之 謀； 而阻， 1 南牧之 志, 矣， 

(七) 育 は 石 寇入 之淺、 m 邊 3， 已堅、 寇入之 深、 則 都 械已固 云々、 或 曰、 京師 王者 之 居、 高， 城 深 

を 姓 とす、 故、  .  、  • 

輕。 と S  .  k、 恐 失 二 其體； 臣聞後 唐 末、 契 丹以ニ 四十 萬 衆， 送 二 石 高祖, 入朝"、 而京城 無， き、 閎 

部 人、 晉に事  -ー ブ (七」 ノ  キー" フス ヲシテ  クへ  チ ルレ ケゾへ 

へて 功 あり、 宗遂 亡、 石晉 時、 叛臣 張 彥澤引 二 契 丹, 犯， 闕、 而 京械 無， 備、 少主 乃陷、 此 皆無， 備而 

^1 紐に， r ブル ナリ ゾ 、ノン >  7、 トヲ  、  3 

53 ば 一； I 亡、 何 言- 1 其 失 1. 體哉 云々。 是れ 王城 を 築きて 守 を 堅く せんこと を 云 ふ 也。 時に 呂夷 

出 帝 を； K ふ  へクレ  クニ  .  ヒ (九)  スルヲ 

(八) 宋 の眞 簡曰、 此囊瓦 城 レ郢の 計 也と 云 ひて 不レ 用。 又 韓琦. 范仲淹 修ニ京 城 一 こと をい へど も、 

宗. 仁 宗に仕 (き ハク (二) ミ ヲ テ ス セ ソ-- ヲ  じ レブ 

ね。 に^ fj;- 諫 官余靖 曰、 昔 文侯恃 レ險、 吳起以 爲レ失 レ詞と 云 ひて、 不， 用， 此 とい へり。 德と險 と 

國\ム こ&, 士 j ら  ふたつ  ン フ 

れつお S ぃ諡 雨ながら 全きと き は、 地險. 人險相 並ぶ。 是れ 天に のっとる が ゆ ゑに 天險と 可, 云。 

す。 文集 あり。 

^^M^ 況ゃ 天下の 勢 古今 遙に へだたり、 人の 心 殆ど 危し。 故に 遠く は 夷狄の 恐れ あり、 近く 

は ^ を 左遷せ は 盜臣國 を 侵す の戒 ある なれば、 四 夷の 守 は國々 に械を 立て、 地險 によって 是れを 守 

宗の時 右 僕 射 り、 盜臣 しばらく 王 地 を を かさんと する をば、 都 城 を 全くして 是れを しづむ。 是れ險 

を拜 し、 魏國  . -ゾ 

M,^^^ 之 時用大 なる ゅスん にあらず や。 國に亂 あるとき は不レ 得レ已 して 城 を きづく こと、 春秋 

となる。 人范 

仲掩 と並稱 す。 に 出 づる處 の 如しと いへ ども、 世 太平に 屬 すれば、 安に 居て 危を 忘る る ゆ ゑに、 始終 
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？? 時 を 全くす る ことなし。 愚 臣理を 究めず して 唯 だ 德を談 ず、 德又 古に 不レ 及、 勢 古今 殊 

^^^^ なれば、 能く 時を考 へて 用捨 理に 可レ叶 こと 也り 本朝 义然 り。 王 都 は 唯 だ 一 重 の^ぎ 

.u: 正 言、 後に 

S に 進 を 以て かまへ とす。 武將に 至りても、 賴朝 卿より 尊 氏 卿に 至る まで、 武 館の かまへ お 

む 文； ¥ク- り 

ニニお 「し  二) 

に は武侯 3£ ろ そかに して あからさま 也。 故に 平氏. 源氏 德衰 へて、 後に は 平 高 時 一 日 も 武館を 保 

7.-  (二)  -  ン 

0 つ こと あた はず、 源 義輝三 好が 弒を のがる るに 無」 由。 後世の 武將 是れを 鑑みて、 遠 

^^^^00  く は 險を封 境に まう け、 近く は 械郭に おごそか にす。 此の 故に 緩賊 をば 境域に 防ぎ、 

ff 永 祿八年 

S^IPIS" 急賊 をば 械郭に 防ぐ。 是れ內 外. 兼備して、 緩急の 間にお いて 贼を 串： S ふる 處 なし、 1尸" の 

共に 將 Jie^ 義輝  ナーフ  , 

0.^^^. 用 不ぃ大 哉〕 但だ 險を恃 んで修 する 事の 不， 正 は、 又 本 を 失 ふと もつ：.？。 本末 相觀ふ 裏， 

君子の 始終と： K ふべ き 也。 

七 九 王宮 を 建つ 

P つ I 篇 師曰 はく、 禮記 曰、 昔 者 先王 未. あ 一宮 S  營 W 一  ぁ聖人|^1ま^ 

然後修 二 火 之 利 一 范 V 金 合， 土、 以爲， 一 裏 榭宮窒 編戶一 云々。 案ずる に、 史 記に 所 レーで^、 

堯の 天下 を 有ち 玉 ふに は、 堂の 高さ 三尺、 采像不 レ斲、 茅 茨不レ 剪と いへ り。 堯の诗 い 


まだ 開關を 去る こと 不レ 遠が ゆ ゑに、 民の つかれ 世の つ ひえ を 計り、 宮室の かまへ 甚 

だ簡 疎に して 其の 設 至って 輕 しり 是 れ叉不 A 得， 已也。 况ゃ 上古 は 冬 は 穴居して 暖を求 

め、 は 居して 冷 を 待つ こと、 各.^ 不， 得， 止の ゆ ゑん 也。 世々 を歷 るに 循 つて 世に 

器ェ 多く、 金 を とら かし 土 をば ねり、 火の 利 を 以て 其の 巧 を 施す こと 專ら 多し。 而し 

て 後に 王者の 制 を 定めて、 其のせ|^,榭宮-:至^戶のまぅけ最も嚴重也。 周に 至りて 其の 制 

法を究 むと いへ ども、 營作は 民を勞 役せ しめ、 財寶を 多く 費す もの なれば、 可， 已に 

おいて は 是れを やむ るに 不， 如、 不ん， £,已 において は、 天の 時 を はかり 地勢 を 考へ其 

の 土  {且 を審 にして、 人事 を 可, 盡。 然れば 犬 子 人君の 宮室 は、 先 づ身を 安居せ しめ、 

ji,r+r2 う  (爲) 

广に； C 仕官の 居 を 構へ、 政事の 殿 を 設け、 应廚の 所 をな し、 倉庫 を 立つ。 これ 定まる 處 

にして、 宗廟 社稷の かまへ は、 先 組 犬 地の ために 必ず 可レ 設の處 也。 而 して 門 を 重々 

にか まへ 屋窒を 四方に まう けて、 天 子 人君 安居す る 處の宮 を 守護せ しめ、 盜贼 急に 入 

る こと を不， 得、 狂人 俄に 近づく こと 不レ 有が 如くす。 ここにお いて 文教の 化 明に して、 

上下 內 外の 辨を 立て、 階 を こしら へ^ を かまへ て、 一等 二等 上中下の 禮を定 む。 內朝 

あり 外 朝 あり、 階に 高下 あり 庭に 內 外あって、 聊か 其の 差等 を不レ 違、 武備 自らと と 
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の ほりて、 宮殿の 營作 自ら 仕官の 守護になる が 如くなる べし。 然れば 板 敷の 上下、 階 

の 高下、 門戶 のまう け 、宮室の 大小、 一 つと して 理を 究め ざれば、 唯 だ 民の 力 をつ ひや 

し 財 をつ くして、 目を樂 しまし め 身 を 安んじて、 つ ひに は 安逸 驕奢の 害に^る 也。 周 

禮に、 ^人 營レ阈 方 九 里 といへ り。 國と云 ふ は 王城の 內を さす 也。 然る ゆ 免國 都の 內 

を 井田の 形の 如くに いたして 丸に わかち、 中央の  一 を 公宮と 定め、 前 を 朝と し、 左 

を 祖廟と し、 右 を 社稷の 地と し、 後 を 市の 所と す。 巿 と：： ムふ は、 王宮へ 人る 所の 三 民 

相聚 まりて 便 用 をな すの 處を云 ふ。 是れ當 時の 泡廚の 場に して、 米穀 雜 掌の 所, I を 

云 ふ 也。 是の 法を宗 として、 朝 位 • 寢廟. 社稷の あり。 其の 大概 を 云 はば、 王之郭 

ヲ ヒ カウ モント 

門 曰 ニ阜門 1 て 王械の 外郭に 立つ、 第一 の 門 也。 皋は遠 也と 注して、 ；ぉ つて 外の 門 也。 

此の 門に 太鼓 を まう け 事 を 奏し 訟を吿 ぐるの 所と 十- 朝 士是れ を 掌る.。 此の 內を外 朝 

と號 して 前に 三槐 をう ゑ、 三 公 これに 位す。 左右に 各.' 九 棘 かって、 左 は 孤卿大 夫の 

ゑん じ i2  、まら  ：フ. 

位 あり、 右 は 公侯 伯 子 男の 位する 處 也- 群士は 其の後に あり。 棘 は 赤心に して 外！： あ 

るに 象る と 注せり。 棘 は 其の 實赤 くして 外に はりの ある 如く、 奉行 內に ii: を 以てして 

外の 嚴な るに 比せり。 槐ば懷 也と 注して、 人 を ここにな づけ 來 すの 心 也。 小 司 寇の官 


( 一 ) 梁 恵 王 

下篇 第五 章に 

「齊の 宣王問 

- つて 曰 ふ、 人 

Si 我れ に 明 堂 

を 毀てと 謂 ふ。 

これ を 毀たん 

や、 B めん や 

と。 孟子 對へ 


れ明堂 は 王者 

の 堂な り、 王 

王政 を 行 はん 

と 欲せば、 之 

れ を 毀つ こと 

勿れ」 i 出づ 

(二) 禮 記の 

篇名 

(三) 前 出 四 

一 一 頁參照 

§ 康の儒 

者、 古訓 擧に 

長 や。 高祖に 

仕へ て、 中 書 

待郎に 進む。 

太子の ために 

?i 書に 註を附 

して 有名な り。 

秘書 監、 弘文 

館 擧士を 授け 

むる。 匡 護： 止 


外 朝の 政 を 掌 どる 也。 此の 內に庫 門あって、 左右に 天府と 號 して 御倉 あり。 其の 內を 

雉 門と 云 ひ、 門 內に难 を ゑが く、 其の 文明 あるに かたどれり。 左右に 兩觀 あり、 五門 

の 中 門 なれば、 曰 二 中 門 一也。 この 內に明 堂 あり。 抑.' 明 堂と 云 ふ は、 先 儒の 說さ まざ 

まにして  一 し 難しと い へど も、 孝經に 云ふ虚 以て 爲ニ 宗祀之 所； 孟子 以爲， 一王 政 之 堂？ 

古の 堂と 云 ふ は 今の 殿な り、 人君 見 二 群臣-; 諸侯の 朝禮 あって、 萬 機の 政 を 出し 玉 ふの 

(1) ス， ノパ ハント ヲ  カラ n ボッ  (二)  ハク  シ 

處也。 ゆ ゑに 孟子 欲 行 二王 政 一則 不， 可， 毀 といへ り。 明 堂 位の 篇に 曰、 昔 者 周 公朝 二 

諸侯 于明堂 之 位； 天子 負 二 斧 依 1 IS 南鄉 而立 云々。 大戴禮 曰、 明 堂 者 古 有ノ之 也、 ル 

九窒也 云々。 朱 子 曰、 如 二 井田 之 制； 想 只 是ー个 三 間 九架屋 子と いへ り。 然れば 一 殿 

を 九に 畫 して、 此の 內 にて 祭祀の 處 • 朝 位の 處 ありと みえたり。 唐の 處觀 に、 上層 r| 

t リヲ _ テクヌ  く やう だつ  二 ヌヒト ？ 

祭レ 天、 下層 以布レ 政の 說 あり、 孔穎達 これ を 非と す。 六藝群 書訓、 基 上曰レ 堂、 摟上 

曰 レ觀、 未レ聞 r 一重 樓之上 而有ニ 明 堂？ 魏徵 叉お もへ らく、 五窒 につぐ、 重屋、 上圓に 

下方にして、 上以 祭， 天、 下以 布， 政と 云へ り。 顏師古 曰、 周 書 敍ニ明 堂 一 も 二 應門雉 門 

之制ハ 以 X 此 知, 爲， 1 王者 之 常 居； 大戴禮 曰、 在 n 近郊 一 叉 曰、 文 王 之. 1 也、 此奚 

レ信 哉と いへ り。 如, 此 一決せ ざれ ども、 必竟唯 だ 布， 政幷に 祭祀す るの 殿 也。 これ を 
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中 朝と 號す。 左右に 殿舍 あり。 次に 應門 あり、 是れを 朝 門と； K ひ、 ここに も 建 ニ應鼓 1 

也。 居， 此 以應， 治と いへ り。 此の 內を治 朝と 云 ひ、 天子 日に 出御あって 萬 機の 事 を を 

さめ 玉 ふの 處也。 司 士は掌 一一 治 朝 之 法； 正 二 其 朝 儀 之 位ー辨 一一 其 責賤之 等 一と 云へ る是れ 

ひつ もん 

也。 次に 路門 あり、 是れを 虎門 *畢 門. 大寢 門と 云 ふ、 尤も ここに 路鼓 あり、 路門者 

取 ニ其大 一とい へり。 この 內を燕 朝と 云 ひ、 又は 內朝 とも 云 ふ 也。 太 僕 これ を 掌 どる、 

天子の 寢殿 也。 左右に 小 寢と號 して 殿舍 あり、 其の後に 王の 大{胶 あり、 これ 則ち よる 

のおと ど 也。 其の後に 后宮 あり、 六宮 にか まふる とぞ。 以上 是れを 五門 三 朝と：： ムふ 也" 

外 朝の 左右に 門 を まう けて、 左に 七 廟の廟 あり、 右に 社稷の 壇 あり、 朝 位 各. -南を 前 

として 北 を 後と す。 {呂 隅 • 城 隅 あり。 宮 隅と；； ムふは 殿舍の ある ま はり に 四方 へ 壘をま 

うくる こと 也、 其の 高さ 五 維と いへ り。 难は髙 さ 一 丈に して 長さ 三 丈 也。 しかれば 宮 

隅 は、 宮殿 四方と もに を かまへ、 そのす みん， \ に 高さ 五 丈の かまへ ある 也。 械隅は 

王 鍵 四方の 隅 也、 是れに は 九 雄と 號 して、 髙さ九 丈の かまへ をいた す こと 也。 以上 周 

禮 に所レ 出の 制 也。 其の 法詳 にして、 王宮： ム 上って 深遠な りと いへ ども、 一 殿 一宮 も 無 

れ ばの，^。 用の つ ひえな く、 一階 一門 も 子細な き處 なく、 一名 一 晝も 各.' 其の 理を究 むて いれば、 


皆 天下 萬 民の ためにして、 遊樂 無用の かまへ なきが ゆ ゑに、 營作 のなる 處 不日に して、 

庶民 子の 如くに 來るゅ ゑん 也。 夏 梁. 殷紂が 時に 至りて、 宮室に 玉 を ちりばめけ ると 

ル バ  ひと 

いへ ども、 宮殿 全備に は不, 及の 處に、 秦の 始皇に 及びて、 咸陽人 多き が ゆ ゑに、 三 

十五 年に 作， 一前 殿 阿房 宮？ 東西へ 五： fil 步、 南北へ 五十 丈に して， 上に 萬 人 を 坐せ しめ 

かんやう きゅう  りざんき S う 

下に 五 丈の 旗 を 立つ、 是れを 咸陽宮 と 云 ふ。 驪山宮 も 此のなら び 也。 其の 費 百 千 萬 億 

.  にして 人力 七十 餘 萬に 及ぶ。 而 して 三十 七 年に 始皇 東方に 巡りて 沙丘に 死す、 營 作成 

きり 

り て ゎづ か 二 年 を途れ り。 是れ 朝廷 民政 のために あらず して、 唯 だ 驕を萬 代に 究め 

たる なれば、 世 を はやくし 天下 を 亡ぼす こ と、 此の 一 端に おいても 殆ど 可， 考也。 後 

！ 世の 暗君 將、 各. -以 來の考 もな く、 當 時のお ごり を 究めん ため 土木 營 造の 事 を專ら 

^ とする 事、 茶 だ あやまり 多し。 ^已後 ややもすれば 宮殿 美麗 多くして 本意 を 失 ふに い 

故宮記 は その  (二)  .へん-- きゅうき ョ r ろ.、 ジル 

たれり。 揚文憲 公が 宋 の；^ 故宮 記、 賴耕錄 に 所， 出の 元の 宮闕の 制度 等、 各.^ 以てお 

め ^」， ガ の 

びた だし。 本朝 大內 裏の 制 あり、 武家 叉 其の 法 あり。 古周禮 に所レ 云の 三 朝 は、 政 を 

に收 めら る。  ル ハ 

ば 北宋の 都、 正す 時に 內外 あらず して 不， 叶 ゆえに、 外 朝の 殿 を 前にし 寢殿を 後に して、 中 殿 を 中 

.今 の 開 

p^^^ にし、 是れを 明 堂と し、 五門 を 立て 出入 を 禁じ 武備 を 正す、 一 の宮を かまへ、 宮中に 
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ー个 のし きりをいた すまで、 皆 其の 制 法 を 以て 可レ 致の ゆ ゑん 也。 後世 次第に 制度 を 

失 ふが ゆ ゑに、 唯 だ 色 を 愛し 酒を琉 び、 游 山！^ W 水をゐ ながらみ そな はし、 風流 をつ く 

ョ ニ卷 

M^^^ し 絶景 を 求む るに なりて、 目 を 喜ばしめ 身 を 安ん ずるに たれり とする 也。 然れ ば宮闕 

の 11  、典 制 名 の 制する 處、 其の 本 を 分別して 其の 用 をな すに あらん か。 怛し 時の 勢 を不レ 計して、 

物 を 考證す  レ きフ  ，さ 

(ly 俗 M*^ 、く 彼の 茅 茨 不レ剪 こと をな さんと 一 K ふ は、 叉 面に 墻 十る の學 者と 云ぶべし。 凡そ 宮と云 

卜 i< ま、 附》¥^  一  (二  ニハ  フヲ  トス ル  ハ  (二)  二へ グ 

接、 後？ K の應 ふ は、 蘇 氏 演義、 宮中 也、 雷, 處ニ 都邑 之 中 1 也、 又宮方 也と もい へ り。 風俗 通 曰、 宮 

幼？ 撰。 典禮 

0^^^ 窒 一也と 也。 秦*漢 以来 尊者の 居を宮 と； K ひて、 平 人 はこれ をい はず。 占 は 士庶人 

つ 二. }  SOI の 良 

の 人、 字お ともに 宮 とい へ る 也、 殿 は 古の 號 にあらず。 秦の始 皇の時 始めて 前 殿 を 作れり。 ：奴義 

仲 治、 ォ裸通  ル  シテ キー 一 ノ  (f グノ  --; へ チリ  ハュ シ 

^.^^0 に、 殿 は 殿 也、 取 H 衆 屋擁從 如 二軍 之 殿 一 摯虞決 義要注 曰、 殿 則 有 n 階陛； 堂 有， 階 無 

M 任，】 ^ きお .Si と 也。 春秋に は 路寢と 云 ひ、 禮 記-白 虎 通に は： 大子之 堂と あり、 い、、 つれ も 殿の 義 

の 時に 舊典を  ？ンム 一一  ハグ  ノス ル  ノ  クナル へ 

？ 11 すト I 也。 漢書に 先 上 レ殿 とい へ る 注に、 顏師古 曰、 丞相 所 レ坐屋 也、 古制、 屋 之高嚴 通じ 

(su 寸つ lis  ,  (sn 

の  一 、 の  ,、 ト  ルラ  リ  ジガニ ハク ク.^  六ルプ 

最 i 古 S> の て爲, 殿と みえたり、 必ず 宮中に 不，^ 限 也。 摟は自 二 黄 帝 1 始まる。 爾雅 曰、 狹而俯 曲 

へ 4^ タ gjj 、く 曰. 樓， 說文 曰、 摟重屋 也と いへ り、 二階に かま ふること 也。 閣は摟 に 比し。 黄 帝の 

0^,^^  ;!: 閣と r ムふ は、 上層の あたりに 攔千 をつ けて 廻る 如くいた せり。 觀と 一-み ふ は、 屋上に 


高座 を かまへ、 四方 を望觀 せし むる 也。 黄 帝の 時 元始 觀 あり、 周に 兩觀 あり、 叉 は 巧.； - 

ろう  0 

樓と云 ふ、 高座の 上に ものみの 所 を まう け、 上に やねな き 也。 堂 は 黄 帝に 始まれり、 

言卞明 ニ禮義 一之 處上 といへ り。 臺は爾 雅に云 ふ、 觀ニ四 一高 曰 レ臺、 ぁ^KD^,lと也。 

き 劉 ifl、 然れば 石 土 を 以て 高く 臺を 築き、 其の上に のぼりて 觀 望す るの 處也。 &と云 ふ は」 額 

»^ 名の 1^ 月 fwn  二 ハク ハ リノ  一：  トメノ、 ヌ  (七) ガ  二へ  ハニ  ik  ヌノ 

W は f . 名 曰、 闕在 二門兩 旁； 中間 闕然 爲， 道 也、 豹 古今 注、 闕觀 也、 古 毎， 門 樹ニ兩 觀於其 

(七) 替の惠 -- にテ， ス プ / シル レバ レー- シ クル. -ーフ レヲト  一一 セン，， ， 一  ^ 

^^fi 前- 以檩 n 表宮 門； 其 上 可. 居、 登， 之 則 可 二 遠觀； 故 謂， -之 觀； 人臣 將， 朝 至， 此、 則 

今 注 あり 思 二 其 所- 闕、 故 謂-一之 闕 一とい へり。 亭は停 也、 人 所 一一 停 集 一也、 i 法 十 I  一  Ks%々。 

館 は舍, 客 也、 凡そ { ぬ 客の 舍 とい へり。 私 館 は自ニ 卿大夫 1 以下 之 家と もい へ り。 宮 ふ 至 

の名號 といへ ども、 一 つも ゆ ゑな き は あら ざれば、 尤も 其の 本末 を詳 にすべき こと 也。 

八 0 衣冠 飲食の 制 を 建つ 

師曰 はく、 衣冠 之 制 本 ニ不， 得, 已 之理； 其 所, 成 は 德義を 表して 規範 を 立つ る 也。 云 

ふ 心 は、 人 元と 倮 にして 案-風 を ふせぐ に 利 あらざる を 以て、 或は 鳥獸の ^を あつめ、 

草木の 葉 を つづりて、 是れを 以て 身 をお ほひ 寒 を ふせぐ、 其の 時し も „ まの 皮 を 制して 
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衣服 をな す、 是れを 皮 ごろ もと：； ム へ る 也。 如, 此 して 世 を わたる 內に、 麻の 出来！！ の こ 

と ありて 始めて 綿布 を 制す。 きわたの 生じて 木綿 あり。 各.' 天地 自然の 物理なる を、 

人に 知あって 是れを 制し、 品々 の 衣類 をな して 寒風 を ふせぐ のみならず、 身 を 溫暖な 

らしめ 美 色麗飾 あり。 ここに 案ずる に、 大子 人君の 衣冠 帶 履の 制 は、 "大地の 常理 にの 

つと りて 大地の 德義を 表せり 。ゆえに 衣裳 冠帶 履と もに、 制する 事、 其の 寸法、 各.'：^ 

用 を 本と して、 其の 形 大地の 法に のっとれり C 而 して 其の，^ 共の 飾 は 天地の 德を 表し、 

衆 物の 秀でた る もの を 染め 縫 ひて、 萬 人の 表たら しむる 也。 異朝の 制 を 以て： -ム ふに、 

お) l^j^ 易 曰、 黄 帝堯舜 垂，！ 衣裳 一而 大下 治と いへ り。 衣 は 腰より 上の きる もの 也、 《：^ はこしよ 

り 下の きる もの 也。 衣 は 上 ひらいて 圓 にして 一 也、 これ 天 を 象る 也。 裳 は 下にして 兩 

ると なり 

のへ だてあって 足 を 入る、 其の 形 方 也、 是れは 地に かたどれる 也。 衣装 は 黄 帝に 起り 

て 堯舜の 時 其の 法 そな はれり。 舜の 時、 上の 衣に 六の ぬひ もの あり、 下の 裳に 六の ぬ 

ひもの ありて、 以上 十二 章と 號し、 H 月 星 M より 山 龍 華蟲に 至る まで、 各. - 上下に あ 

らは せり。 諸侯より 平士に 至る まで 次第に 其の 文章 を すくなく して、 皆貴踐 h 下の 等 

あらせり。 故に 富めり と 云へ ども 分 を こして 衣裳 を 制する こと を不 い？. r そめ 縫 ふこ 


と 尤も 然り。 末代と 云へ ども 皆 此の 法 を 守る 也。 冠 は 古より 三の 品 あり。 第一 冕と 云 

ふ は、 黄 帝に 始まりて 天子 朝 祭の 時の かぶり 也。 十二 旒と號 して、 前後に やうら くさ 

がり 玉 を 下ぐ る 也。 弁と 冠との 二つ は 冕の 次々 也、 自ニ 天子 1 至 ニ于士 1 皆 服す る 也。 冕 

は 卿 大夫も 祭の 時に 是れを 用 ひて、 弁 • 冠 は猶ほ 以て 用 ふ。 士は 弁. 冠 を 用 ひて、 冕 

を不ぃ 得レ用 也。 凡そかん むり は德を 表し 鱧 を 節する の 形 也。 ゆ ゑに 人 各.^ 其の 位に よ 

つて 著レ 之に あり。 帶屨 各.' 其の 法 あり、 周に 至りて 制 法 尤も 詳也。 周 官に司 服の 官 

あって 王の 吉凶の 服 を 司 どり、 弁師 あって 弁の 次第 を 司 どる、 司轰 あって か はごろも 

を 司 どり、 滅 人あって 王の 屨 のこと を 司 どる 也。 周 以前 は 冠 冕 衣裳 之 制 ありと いへ ど 

(--) i0 も 詳に考 へがた し。 虞 書 之 服 章、 戴 記 之 冠 制の みなり。 周の 制詳 にして つくせり。 孔 

子 も 服 二 周 之 冕 一との 玉 へ る 也。 彼此 比 校して みるに、 必竟唯 だ 衣冠と もに、 其の 制 を 

(三) 鱧 記の 

こと 、又.^， みだらず、 尊卑 上下 をた がへ しめ まじき ため 也。 人心 は 甚だ 危 きもの なれば、 著す る 

^■IMt 處の 衣冠に よっても、 必ず 其の 趣向に たが ひ 出来る こと 當然の 道理 なれば、 衣冠 は 身 

をう ごかす に非禮 ならしむ る 事 ある ま じきの 制な り。 冠 頭に あれば 傾く こと 難， 叶、 

禮を i4:, 正ば 立 居 出 人な り 難し。 衣裳 嚴 なれば 形 體义然 り。 是れ 形に よって 內を 直く 
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する のこと わりに あらず や。 や 一人 是 れを考 へて、 衣冠 帶燥 ともに.^ 下の 品 を 定め 分 一 U 

き はめ、 非禮 おの づ からな きが 如くなら しむ。 難, 有 制 法と. 謂 也。 本朝 衣服 令に、 

文武の {R 人禮 服の 制 を 具にいだ せり。 衣服の 制は輕 きこと 也と いへ ども、 專ら 天地 德 

義に のっとる、 其の 深き 事 可，^ 知。 や 广：： 夫人の 衣冠 ややもすれば 其の 制 過大に して 

唯 だ 人目 を 喜ばしむ るに 足れり、 尤も. 制 事 也。 天子 人君の 一 動ー靜 は、 ともに 萬 

民の 規範と ならず して は あるべからず。 人君に 過^ あれば 下民 皆お ごり、 人君に 儉德 

あれば 下お 义儉德 をした ふこと、 定まれる こと 也。 然れば 能く 器物の 制を考 へて、 其 

の 正道に 人る が 如くなら しむる こと、 是れ 人君の 仁政 也。 レ Iffll^ 铕 

？. SiSS  V  ハ  ハ  〈  ハ 

.^^.に飮食の制ぁり。 禮曰、 天子 之 二十 有 六、 諸 公 十 有 六、 諸侯 十 有 二、 上大夫 八- 

下大夫 六と 出で たり。 周禮に 天官膳 夫の 職あって、 掌 二王 之 食 飮臉羞 一 以養ニ王及ー！^世 

二) 舉は牲 子； 凡 王 之饋 食用： 一六 穀ー 膳 用 一一 六牲； 飮用ー r; ハ淸ー 羞用 n 百 有 二十 品 一 珍 用 こ 八 物 一 俊 

を S して 瞎 こ  フ  7 ウノ  一.  二 1  リゾ  一 アヲス スムヲ  ハサ サゲ ヌ ナ X ヌ 

？樂 をげ 用 二百 有 二十 蜜； 王 曰 一 擧、 鼎 十 有 二、 物 皆 有， 俎、 z:^ 樂侑， 食、 膳 夫 授ニ祭 品； 嘗 ，食_ 

に -^^ ^ 王 乃 食、 卒 レ食以 ^徹％ 造 一 王齋 曰 三擧、 大喪 則不. 擧、 大荒 則不 レ擧、 大札則 

.K ネ ともに 後 

1 一八 六 i チ擧、 "大地 有. 裁 則不. 擧、 邦 有 ニ大故 一則 不， 舉と 出で たり。 凡そ 天. 子 は 富 四海 をた. 


(：-:) 観に 彫 

錢ぁる もの 及 

び 冕の 緒の 朱 

も 用 ふ。 また 

ft 頭の 斗が た 

に 山 も 刻し、 

梁 上の 短 ft に 

水 藻な 盡くは 

天 子の 廟 の裝 

飾なる に、 そ 

れを行 へ るた 

ネは平 仲、 春 

秋 時代 齊の大 

夫、 節儉 度に 

過ぐ と いふ。 

いけに への 厥 

の 肩が 豆な お 

ほふ 能 はざる 


は その II なり 

(五) 孔子の 

弟子に して 孔 

子に よく 似^ 

り。 ここの 文 

禮 -記檀 T 下篇 

に 出づ。 墓 は 

JcS: に 同じ 


もち、 贵 きこと 大子 たれば、 食又大 下の 上 ni を 以て 飲食す、 是れ禮 也。 天子 儉德を 行 

ひ 玉 ふと 云へ ども、 其の 相 應の禮 を 守り 不レ 給と き は、 で 公侯 伯 子 男士庶 人までの 規 

範 たるべからず。 是れ 上下 贵賤の 品 相 定まれる ゆ ゑん 也。 この間 世に 草 業 あり、 國に 

凶災 ある を 以て、 民 を 救 ひ 人 を 安ん ずるた めの 故に 飮食 をう すくなし 玉 ふこと、 まこ 

とに 難 レ有道 也。 凡そ 位 を こえ 分 を わすれて 過不及 あらん こと は、 いづれ も 禮と云 ふ 

一一 ハク 禮器  シテ ルフ レフト  ンテ ル フ レ 7 ジャ ゥト  ハロウ キ シュク ワウ 

ベから ず。 禮曰、 君子 大牢而 祭 謂 二 之 禮； 匹夫 大牢而 祭 謂 二 之 攘 一也、 管 仲鍵簋 朱紘、 

一： シ フ セ" セッニ  テ ス ト  アン ペイ チュウ ハ ルニ  ノ ゾ  ォホハ ヌ カン ィ タク クワン メ チ セリ 

. 山レ節 藻， 税、 君子 以爲， 濫矣、 晏平仲 祀ニ其 先人！ 豚- ：5 不， 擒， 豆、 游衣 潘冠以 朝、 

君子 以爲， 隘矣と 出で たり。 有 若 曰、 n 安子 ー狐裘 三十 年、 遣 車 一 乘、 及 レ墓而 反、 國君 

七个、 遣 車 七乘、 大夫 五个、 遣 車 五乘、 晏子焉 知， 禮 とも 出で たり。 國に 事な く 夭 下 

承 平にして 專ら儉 におち 入る とき は、 禮を 失って 道 を わする。 人君の 天下に 儀刑た る- 

一 事の かろき も ゆるがせに 十べ からざる 也。 

<1 朝禮を 正す 

師曰 はく、 朝廷 は 天下の 本と する 處也、 故に 朝廷に 禮節を 失 ふとき は、 國郡 家鄕の 
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禮 各.' 法 を 可， 離。 禮節を 失 ひて 法 不可 1 則^ 亂の本 也、 故に： 止 二 朝廷 之 禮ーを 要と す 

る 也。 朝： t の 事、 先づ 常住 毎日の 行事に 禮 ある を 朝 儀と 云 ふ 也。 毎： n 朝廷へ 出仕して 

事 を 聞き 行 ふ、 これ を 常 參と號 して、 毎日 朝 參之臣 也、 三公丄 一一 孤. 六 卿. 犬 夫の 位 

是れ 也。 人君 毎日 中 殿に 出御あって、 群臣の 禮 ありて 上下の 情 を 通ず。 大臣 は 位を逐 

うて 拜 謁し、 群臣 は 列に したがって 拜し、 小 Hi は 各  >  其の 座に 居て 拜十。 而 して 人君 

退きて 內 朝に 入り 玉 ひ、 政務 を 問 ひ 可否 を 決し 玉 ふ 也。 中 殿に 出御の 時 は、 群臣 大小 

の 百官 拜趨 の禮 のみあって、 程なく 返, 朝 玉 ふの ゆ ゑに、 入御の 御殿に おいて 事務の 

急 緩を考 へて、 左右の 官人執 奏して 詳に 其の 本末 始終 を究 む。 故に 人君 事 を 明に 知り 

て、 大臣 用臣 其の 信 を盡す こと を 得。 朝廷 所レ行 の 事皆當 然の理 にして、 ： 尺 下に 施行 

十れ ども 無-一 其 弊 人君 出御あって 人臣. 謁し 奉る の 間、 左右 幷に 後に、 侍衞守 f 小の 臣 

武役を 守り 儀仗 を そな へ て 非常 を 禁ず-。 周禮 夏官、 司士 正， 一朝 儀 之 位； 辨， 一 其 責賤之 等； 

王 南鄕、 三 公 北面 東上、 レ東 孤 東面 北上、 t ヘナ 卿 大夫西 面 北上、 統 f 王族 故 

士 謹 gjf 虎士 錢 あ 二 路門之 4^ 一  南面 あ 上、 B^^ 大僕 ま 大右 s-， 

大僕從 者 在 二 路門之 左； 南面 西.. - 左 一 云々。 是れ朝 儀の 問と い へ ども" 武備の 


まう けな くんば 不， 可, 有。 凡そ 非常 を 禁ずる もの は、 各. -外を 見る にあり、 故に 南面 

して 人君の 方 を 後と する 也。 武官 專ら 兵仗 を帶 する が ゆ ゑに、 王の 一門の 親 を 侍衞の 

こ ほん 

官に まじ はらしめ、 虎 赏の士 は n ら 武勇の 選に あたり、 司 右 は 卒伍 を ひ きゐて 是れを 

おど 

かたむる 也。 各.^ 微を 防ぎ 衆 を 威して 威儀 を そな ふ。 拜 11 の 間 前後の 次第 あり、 下 

の 位 あり、 入る もの は 各. - ついで を 守りて 漸に 進み、 かたた が ひなら しめず、 あはて 

て 走らし めず、 著 座の 問 位 を 守りて 入り まじ はらず、 上よりの 尋 なければ 物 云 ふこと 

なし、 故なければ 一 處に聚 まりて かまび そしから ず.。 故に 人臣 拜禮の 時、 小司寇 の- 

是れを 司 どり て 次第 を 守りて 進まし め、 朝士の {n:: 鞭 を 以て 人 を まねき しりぞか しめて 

喧啼 たらしめ ず。 出入 如 1 此がゅ ゑに 唯 だ 威儀 正しく 周旋 從容 として おもむろに、 聲 

の 高く 昔の かまび そしきな き 也。 是れ 毎日の 朝 儀の 禮也」 大臣 用 臣執奏 のこと を はり- 

二) 贫卑の  •  一- 

^を辨 する の 諸臣 退出して、 而 して 後に 人君 休息の 所に 入御あって、 朝 服 をぬ がせ 玉 ふと 也、 禮記 

意  - --^  (二 

(一；) S 典 こ  ズル *  7  乂テ ル -. 1 1 ,,7 ハ デー- ソ  レフ キテュ ぶ 二 尸 一一 ク 7 シメ  セ (二)  ノ グ， ■ 

よれば 「大ぉ 曰、 朝辨 ， 色始 入、 君 日出 而視， 之、 退 適 一一 路寢 1 聽レ 政、 使； •： 人 視ニ大 夫退ハ 

も 1 ヾレ め、 ル ま -ー .； ノ 

. 然後適 ニ小寢 1 釋レ 服と：； ムふ 也。 小 寢は休 念の 處、 常 居の 間 也。 夜の おと ど をば 大寢と 

I： き 號 する 也。 入 君 ハ母 日 必ず 朝 を視玉 ふの 例、 是れ 古来の 法に して、 上下 之 情 所， 通、 太 
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平- N 根本 也。 漢 唐より この かた、 或は 三 H に 一 たび 視， 朝、 或は 五日 或は 十日に いた 

れり。 明の 太祖 專ら 政務 をつ とめ、 ハ 母 日に 朝 畫暮の 三 朝 あり、 或は 再 朝 ありて、 國家 

の 政務 事々 上裁より 出づ といへ り。 すべて 朝 儀、 毎日 群臣 出仕の ものに 拜謁 をな さし 

め、 上下の 間 をした しみ、 其の 情 を 通じてへ だてな からしむ る こと は、 君臣の 大禮天 

下の 大幸、 尤も 大地 日月の いやしき 庭 1i 水に も 光陰 を 移す に のっとり 玉へば、 其の 法 

制 如, 此 して 可也。 ^し 其の 志實 にあら ざれば、 君 义臣の 退出の はや からん こと を 願 

ひ、 臣叉； 1 水の はやく 移りて 返 出の 刻限に 至らん こと を 願 ふ。 ここ を 以て 君臣の 問 は 

嚴 にして、 又 同 遊して 親しみ を 厚く し、 政 ソぉを 常に 談論し、 敎 をく はしく し，； 1 をのぶ 

る、 是れ 君臣の 大節 也。 天下 は 萬 機 也、 豈 君臣 聊も^ 暇 あらん や。 其の いとま あら 

んは、 下情 不」 通 か、 通ず といへ ども 不レ， € かの 兩般 に.^, 落 也。 周に は！ K 子に 四 朝 あ 

りと 也、 一 を 外 朝と 云 ひ、 人君 常に 出御 ある 處 にあらず、 天下に 非常の 事 ある 時 必ず 

出御あって、 萬 民 を あつめて 謀 を 問 ふの 處 とす。 第二 を 中 門と 云 ひ、 是れを 治 朝と 號 

して、 人君 群臣と 相！ 十る の 朝に して、 常の 朝廷 也。 第三 を內 朝と： ：4 ひ、 是れ 大臣 相 

聚 まりて 事 を 奏し、 人君 聽， 政の 處也。 以上 是れを 三 朝と 云 ふ。 第 四 を詢， 事 之 朝と 云 


b 政 f&r? 御 〇 
敎の c 殿 乙: 
の 著 

記、/ S 休 

銶歷の 息 
な代杜 の 


§ 宋 のま.： 

端 臨 著、 政教 

の W 究書 なり、 

杜氏 通 典を更 一 

に大 にした る； 

もの  „ 


(五) 大江 1M 

® の 著、 故 寅 

の 書な り 

(六) 拾芥抄 

の こと、 藤 原 

赏熙 著， 政教 


ひ、 是れは 雉 門の 外にして、 國に事 あるときに 人 を あつめて 問 ふの 朝 也。 ゆ ゑに 三 朝 

と 常に 云 ひて、 詢レ 事の 朝 をば いはざる 也。 天 三 朝、 外 朝 W 大 詢、 內朝以 日視， 朝、 

■ 一朝 退 而聽， 政と 云 ふ はこの こと 也。 具に 杜氏 通 典 • 文 獻通考 にみ えたり。 漢に 至り 

て、 大會 殿と 號 して 周の 外 朝に 比し、 宮中に 有！ I 後 殿 1 爲ニ治 朝 1 也。 唐に は 宣政殿 を 前 

殿と して 是れを 正 衙と云 ふ、 古の 治 朝 也 e 紫 设殿を 便殿と して これ を 入 開と 云 ふ、 古 

； A,〉 デ/〉  V に，) 

の 燕 朝 也。 ^に 含 「兀 殿あって 大朝會 の 所と す、 此れ 外 朝に 比するな らん。 而 して 毎日 

常參 の，：：：： 人 あり、 湖 望に 朝す る，：；：：： 人 あり、 或は】 母 月 五日 參 朝の 日を定 むる あり。 唐の 

法、 衙有」 仗と：： ム ひて、 ：S 日出 仕の 朝に 必ず 儀仗 を そな ふる 也。 儀^と 云 ふ は 殿中に 

そな ふる 兵 具の こと 也。 本朝 叉 朝 儀の 禮 最も 重し、 令に 所レ 出の 禮節 殆ど 可レ 見。 宮殿 

.  (六 一 

(M)  ノ  しふ か 、，  ル 

の 制、 唐の 法に 近し。 江 家 次第 • 拾 芥 等に 所レ見 ありと い へ ども、 其の 全 法 はかりが 

しな 

たし。 必竟唯 だ 朝 儀の 禮は、 文武 相 そな へて 上下の 差み だれず、 しかも 下の 情 相 通ず 

るに あるべ き 也。 

朝賀の 事。 案ずる に、 朝賀と；： ムふは 元旦 • 冬： 个： • 聖. _ ^これ を 三大節と 號 して、 群臣 

賀し 奉り ことぶき を獻 ずる 也。 元旦 は 正月 元日、 一 年の 始まる 處 なり。 冬至 は 一 陽來 
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(1) 後？ £ の 復 して 陽氣の 起る 處也。 蔡 の 獨斷に 曰、 冬至、 陽氣 起、 君 道- 4r 故 賀と云 ふ是れ 也。 

S, 靈 帝に 

は i 、て II にパ 聖誕は 時の 人君 誕生の 曰 也。 歲 首に 朝賀 を 行 ふ は漢の 高祖に 始まれり。 秦は 十月 を以 

と 共 一-六^ 文 

字 I 定 して て 正月と する ゅゑ漢 猶ほ然 り。 武帝 はじめて さす 月 を 以て 歳 首と す、 然れ ども 朝賀 

碑 4 太 奥 門外  ，) て 

K^m^^ の禮は 十月 を 用 ふ。 後漢に 至りて 始めて 朝 會の禮 を 正月 行 はれし 也。 冬至の 朝賀 は 

s^^^^s 魏二 2 の 比より 起れ り。 聖誕は 唐の 玄宗の 千秋 節より 事 起れ り。 此の 三大節 は 三代の 

^^等 を 雑. S 

禮 にあらず とい へど も、 異朝 因循して 是れを 行へ り。 凡そ 朝賀と 云 ふ は、 朝廷 を賀し 

奉る のこと 也。 群臣： 白官每 日出 仕すべし といへ ども 用事 あらず、 侍衛 守 御の 番人の 外、 

日々 出仕す る 事、 却って 朝廷 をけ がし^ 譁紛撿 の 本た るべ ければ、 一月の 內に， 州 望 を 

分ち て、 朔日は 月の 始まる 處、 十五日は月の望に.-^-て 一 月の 中 なれば、 ともに 朝賀の 

ため 群臣 朝參 する こと 古の 例 也。 異朝 五代 唐の 明宗、 群臣に 詔して、 五日に 一度 宛宰 

っ-) 墮 i 相に 隨ひ 入りて 朝參 せし む、 是れを 起居と い へり。 孔子 も吉 月に は必 朝服而 朝と あれ 

出づ  ば、 一 月の 內朔 望の 朝賀、 叉 君臣の 禮節 也。 本朝に 所， 用の 年中行事、 备！ 朝賀の 禮 

あり、 武家に 至りて 尤も 其の 禮 正し。 一月に 湖 望 あり、 俗 節 あり、 一年に 其の 節 を 追 

うて 節^と 號し、 朝賀の 禮行 はる。 中に も 正月 元日 は、 天 下の 百官 萬 民 悉く 賀を吿 し 


絷を 奉ず。 凡そ 朝賀の 禮行 はるる とき は、 文武の 官人 左右に 班 位して、 堂上 堂 下 各.' 

列 を 正し、 四 門を嚴 にして 非常の 出入 を あらため、 儀仗 を 堂上に かまへ、 兵器 を 堂 下 

に 列し、 朝 會群參 の^は 己れ が 位に よって 其の 司 どる 奉行の さ しづを 守り、 座に 著く 

に 次第 を 以てす。 座 上座 下の 列座、 聊か 其の 處を 去りて 相 交 はるべからず。 鳴 鞭と 號 

して、 合關の もの を 以て 拜謁の 序 を 守り、 拜趨 する に 叉 奉行あって、 不レ 遲不レ 早、 常 

式を不 レ亂、 監察す る ものあって 是れを 糾明す。 捧物被 物あって 其の物 をた がへ ず、 

レ  (15 

■/^s 文事あって 武備 を不レ 忘、 是れ古 來の例 也。 文獻通 考幷に 三才 圖會に 其の 班 位の 圖を 

ん勿 fepT  I  一一  ハク  シクハ ラン ニス ル r ビ  一二  テ 3  ヲ 

記せり。 宮衞令 曰、 元曰朔 曰、 若 有ニ聚 集； 及蕃客 宴會辭 見、 皆 立 二 儀仗 1 と.： 二々。 

來 朝之禮 あり。 案ずる に、 來 朝の 禮 は群國 の 諸侯 天子へ 来朝す るの 禮 をい へり。 諸 

侯 は賢德 により 功勞 によって 國 郡に 封ぜら るるの 臣 なれば、 其の 來 朝の 鱧 ゆるがせに 

すべから ざる 也。 上古 は 天子 必ず 巡 守と 號 して、 毎年 四方の 列國を めぐりみ 玉 ふこと 

はう がく 

あり。 其の 方 を 巡 守の 年に は、 其の 方の 諸侯 各-方 岳に あつまりて 朝見す。 巡 守の 後 

に、 四方の 諸侯 年 を わけて 京師に 來 朝す。 是れ 虞の 政 也。 周に 至りて 諸侯 四時 を 分ち 

て 来朝 十。 周禮、 大 行人 掌 一 一大 賓之禮 及 大客之 儀 ー以親 一一 諸侯 一とい ヘリ。 春の 朝す る を 
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朝と 云 ひ、 秋 を 覲と云 ひ、 夏 を 宗と云 ひ、 冬 を 遇と 云 ふ、 常の 時な く 朝す る を 會と云 ひ、 

諸. >  の 諸侯 一同に 朝す る を 同と 一 ；ム ふ。 以上 これ を 六 禮と云 ふ。 人君 叉 間 問 W 論，： 諸侯 

ヲォク リテヒ モロ ギ： N テレ モニン  ノ  チタ！ <ケ  プ  シ テク ワイ ソ .: テ フ  リ .i 'へ ヒメ 

之 志； 0. 幌 以交ニ 諸侯 之 福； 賀麼 以贊ニ 諸侯 之 喜； 致， 输 以補ニ 諸侯 之 我 1 

と 云 ふ。 是れ臣 は 以レ禮 敬 をつ くし、 天子 は 仁 を 以て 其の 愛 を 施す ゆ ゑに、 君臣の 禮 

互に 相 接り てへ だてな く、 上下の 情 能く 通じて ささ はりな き ゆ ゑに、 嫌疑 生ぜず 毀譽 

不, 入 也。 然して 諸侯 相 朝 するとき は、 大廟明 堂に して 其の 禮行 はる。 文武の 官人左 

右に 相 列り て、 威儀 を 正し 其の 禮節 をつ くさしむ、 明 堂 位の 篇に 其の 法 を あら はせ り。 

四 夷蕃客 は猶ほ 以て 其の 威儀 をのつ とらし む、 具に 三才 圆會に 其の 制 を 出 十 也。 周禮 

蕃國世 一見と 云 ひて、 新君卽 位のと き 四 夷 必ず 來朝 する 也。 禮記、 天子 當」 依而 ヶ、 

シ テュル ヲニ  フト  "テ>1' ョ 一一 チ  ハ  シ  ハ  スル ヲフト 

諸侯 北面 而見二 天子； 曰, 親、 天子 當レ宁 而立、 諸 公 東面、 諸侯 西 面、 曰, 朝と ：a。 依 は 

如 二 屏風！ もの 也、 宁は門 の 間と いへ り。 是れは 諸侯に 親疎 あり、 對 する あり 待 十る 

あり、 其の 差別 ある こと をい へる 也。 依に あたる は相對 する 也、 宁に當 る は 暫く 待つ 

ケルャ 二  二 クビ シ  二 タビ ン  二  ス 

の 心 也。 王制に 諸侯 之 於， 一天 子 一也、 比 年 一 小聘、 三年 一 大^、 五 年 一 朝と S -。 小聘は 

大 夫の 來聘 する 也、 大 聘 は 卿の 來 する 也、 朝 は 諸侯 自ら 朝す る 也。 是れ は國の 政務 


にいと まなか らんこと を 思うて、 來朝を ゆるやかに する 也。 諸侯の 來 朝に は 遺 人の 職 

あって 牢禮委 積 を 掌る 也。 牢禮 と.； ムふは 道々 にて 可レ 入の 牛 羊 等の こと 也。 1^ 積は牢 

ベい すうしん  l&^a 

米； 薪 をた く はへ 賓客 を 待つ こと 也。 懷方 氏の 官 あって 館 舍の飮 食 をい となむ。 秋官 

の 環 人 は 送 逆 を 掌る、 朝^ 會 同の 往來を 送 逆す るの 事 也。 中庸 曰、 朝 聘以レ 時、 厚レ往 

而薄 レ來、 所： 一 以懷ニ 諸侯 一也と い へり。 諸侯 をな づけし めんと ーム ふに は あら ざれ ども、 

天子に 代りて 國の政 を 司 どり、 諸 民 を 子の 如くに して 天子 を 無 爲に屬 せし むる こと は、 

諸侯 各. '力 を 合 十る にある なれば、 朝 聘の禮 おろそかに 不， 可 レ|。 禮 至って 厚き が 

ゆ ゑに、. 諸侯お のづ から 人君 を 親しむ 也。 然り とい へど も 諸侯 其の 職 をお こたり 民 を 

養 ふの 道 あら ざれば、 必ず 是れを 罰す。 朝 聘時を 不乂ァ 失 は、 是れ國 俗 を 考へ敎 令 を 

ちゆつ ちょく  (秋 官」ニ  ハ  ゴ，、 二 クン- ソ. へ  二 ク ミル 

詳 にして、 黜陟の 政 あらんた め 也。 周禮， 大 行人、 歲 徧存、 三歲徧 蜆と 云 ふ、 是れ 

王 臣を遣 はして 事 をた だす 也。 來 朝の 禮を 厚く する は 民政 を 重んずる ゆ ゑと， T レ知 也。 

燕 饗之禮 あり。 案ずる に、 燕饗は 群臣に， お を 賜 はり 饗 を^け て、 禮を 正し 恩 を 厚く 

宋志  ハ  へ  ヌスヲ 

する こと 也。 故に 宴 饗之設 所 K 以訓 ニ恭儉 1 示 * 惠慈上 也と 云 へ り。 官 人は祿 あるが ゆ ゑ 

に、 一飯 ー飮 をな しかぬ る もの あらず、 君 叉 常に 祿を はまし むる を 以て 恩と 十と いへ 
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ども、 上下の 情 を 和し 恩 惠の實 を 示し、 成 儀の 節 をなら はか さし めんがた めに、 人君 

賜ニ实 於臣； 人臣 受二实 於 君 一也。 唯 だ飽醉 を專ら として 禮義の 所, 成 を不， 考は、 是れ 

シ カラ 

飮 食の 客に して 君臣 恩義の 禮 にあらず.。 故に 酒 看の まう け不レ 精、 禮義 のい とたみ 不 

レ詳、 唯 だ 群臣 を 燕 饗する と 云 ふ 名のみ にして、 冷えた る囊 あざれ たる 魚 を 以て 禮度 

(£ 

を 事 そぎ、 早く 燕饗の をへ なんこと を 思 ふ は、 有司の 出納 を やぶ さかる にして、 人君 

臣を惠 むの 道と； K ひがたし。 進 返 節 を 失 ひ 拜；！ 列 を こえ、 衆會 かまび そしく、 飮 食す 

る こと 禮を そむく は、 人臣 宴に 侍る の 道に あらざる 也。 此の 故に 古 は燕饗 各.' 阛を詳 

2) 字 は 天 にして、 群臣 是れ をけ みして 其の 禮節を 知り、 出 座の 客 姓名 をし るして 有司 其の 法 を 

錫 ナ 平興國 

き き はめ、 出 人の 處に 奉行 を 置きて 是れを 改め、 配 勝 給仕の 面々 己れ が 請 取る 事 をなら 

又參知 政事に し、 酒 n 有 宴 食の 役人 寒冷 を 正し 精 潔 を しらべ 有餘 不足 を はかり、 巡察の 奉行 各， - 互に 

進む  (二  (二) . 

J ^一) 裔 1= 相 糾明して 怠る 處 なから しめ、 然る 後に 君臣 相 宴す。 是れ宋 李昌齢 •  1^ 顥 等が 上：：： せ 

士、 吏才 あり  へテ ノリ ハテ ヌシ  ォ コル 「 一一 ス ト 

進對 £ 辨 、眞 し 處の法 也。 されば 宴 以レ禮 成、 以レ賢 序、 風雅 之 作、 兹爲, 盛焉 と- ふ もこの、 レに 

小の 脊顧 をう  • 

I。 封 §i、 や。 但し 人君 臣を禮 する に饗禮 あり、 食禮 あり、 燕禮 あり。 饗禮と 云 ふ は大饗 の禮を 

あり. 行 ふこと 也、 至って 相 敬し 相饗應 ある こと 也。 故に 其の 禮ま うけたり といへ ども {fi; 是 


化 ま 以 小 r:^ 
U] で 下雅； 3 
じの 天に 
七 保 ああ"? 
詩の り 經 
ま 詩、 の 


れ を不. 食。 古人 云、 L^^fek.  ^^き不¥ 縛き 不レキ 4i ぎ 4 

也と 云 ふ是れ 也。 食禮は 饗禮の 中に おいて 樂を まう けて 其の もレ あの もの を すすむる 

也。 燕禮は 右に ことなり.、 專ら示 M 慈 あ 一して あ あ 鲟^. 算也。 以上 三つの 法 

を 以て、 或は 上賓を 饗し 群臣 を实 する 也。 賓禮 凡そ 四ソ あり、 宗族 兄弟 也、 朋友 故舊 お、 

孤 卿 大夫士 也、 公侯 伯 子 男 也、 此の 四 を 分別して 其の 差別 を まう くる 也。 周禮に 大宗 

伯の 官 あって、 以， -飮 食之禮 一親， 一宗 族 兄き ル i 燕 之？ 方之賓 あ， といへ り。 一 

飲食と 饗 燕と 其の 品に たが ひ あり。 大 行人の せ、 是れ又 賓客 を 待す るの 禮を 定め、 九 

f 擧し獻 i.ii の 法 あり。 獻は き、 si を そな へ I を擧ぐ 

る を：： ムふ 也。 是れ 其の 尊卑に 從 つて、 獻擧に 至る まで 其の 數を定 むる 也。 而 して 群臣 

嘉賓を 燕す るに は 必ず 鹿 鳴の 詩 を 歌 ふ。 是の詩 君臣 相樂 しむの 心を稱 せり。 ^^^<こ>： 

を賜 はりて は秦 .i の 詩 をうた ふ、 此の 外 皇 華の 詩 あり。！！ 禁詩は 兄弟 

を 燕し、 伐木の 詩 は 朋友 を 燕す。 Hi 又大 保の 詩 を 歌って 君に 答へ 奉る。 大 保の 詩 は 人 

君の 福 ある こと をのべ たる 也。 是れ 古来より 君臣 相 宴す るの 時、 聊も 狂言 綺語 をな 

さず、 禮を用 ひて 和し、 和して 不レ i^、 互に 德を稱 し 突 を 譲る の戒 とも レー：， J 也。 漢の高 

君 道 九 治^  一七 七 
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献に 至りて 始めて 大朝 賀宴 會之禮 起れ り。 夫れ 人 君臣 を 宴し 饗する は、 上下の 情 相 接 

して 尤も 切なる 處 なれば、 唯 だ 其の 本と する 處を考 へしる にあるべき 也。 范祖^ 曰、 

フ -1 レヲ テシ ヌ シ ムニ レヲ チシ ヲ ォ クル 二 レヲ テシ IN ム ルー 1 レ-ー テス ヌ レ  ル： ノ  7 

食レ之 以 A 禮、 樂 1 之 以 レ樂、 將 之 以 レ實、 求 レ之 以 1 誠、 此所 づ1 以得ニ 其 心 1 也、 賢 

者 豈以， 1 飲食 幣帛 1 爲， 悅哉。 朱 子 曰、 君臣 之 分以, 嚴爲ぃ 主、 朝廷 之 禮以レ 敬爲， 主、 然 

1 , ー於嚴 敬, 則 情 或 不：， 通、 而無， l^f 盡， 1 其 忠吿之 益； 故 先王 因 二 其飮貧 聚會； 而制 n 爲燕 

饗 之禮； 以通 M 上下 之 情； 而ァ其 樂歌叉 以二鹿 鳴 t 起 k ハ、 而 言 11 其禮 意之 厚-如い 此ー" 力。 

巡狩 之禮 あり。 案ずる に、 巡狩と 云 ふ は、 古 は 天子 必ず 諸侯の 國に 行幸あって 國政 

を考へ 其の 賞罰 を 行 はるる 事 あり、 舜の 時より 事お これり。 東西南北の 國を考 へ、 其 

の 國の太 山 を 天子の 行宮と し、 天子 行幸あって 柴を やいて 天 を 祭り、 山川 を 望 祭し 天 

地の 祌靈を 敬す。 然して 其の 方の 諸侯 ことん \ く相聚 まりて、 國の政 をのべ、 君の 敎 

うけた ま 

戒を奉 はり、 四時 を 正し、 月の 大小 を 一つに し、 日の 支 干 を 合せ、 十二 雜の 調子 を 同 

じくし、 分寸尺 丈の 寸法、 合 升 斗 石の ます、 銖兩斤 釣の はかり、 i^" 凶 軍賓嘉 冠婚葬祭 

の禮、 いささか 殘る 所な く 其の 制 法 を 改め、 たが へる をた だし、 不, 知 を をし へ、 民 

政 器物 一 つと して 其の 所 を不， 得 ことな からしむ、 是れを 巡狩と 云 ふ 也。 慨子 曰、 犬 


子 適 こ 諸侯 一 曰 一一 巡 守； 巡 守 者 巡 レ所レ 守 也と； h 、へる はこの こと 也。 巡狩の 狩の.、 4,、 守の 字 

と 相 通ず I。  天子 其の 方角へ 狩獵 のために 行幸なる と 事 よせてみ f  I る こ 

と f い へり、 是れ あやま 4。 犬 子 人君 かりにも 僞る こと を 不ぁ+ 諸侯 大名の 

i 直 出し： 土 はんとの 事に あらず、 唯 だ 民政 物 用の 一 つに して、 風俗の 一致し 1 

豪 f か： n:」 と r 欲す、 何 ぞ狩獵 に 事よ すべ 10  天子 巡ち ^.1. 

就 レはレ 之； 命 一一 大師 一 ま； 詩、 4 觀. 1;  i¥  &ik 志 r あ 

辟、 き I き 時 _ ず、 M.^^^§it^  ^Mtk 

爲ニ" 敬 一 1^ 敬 I 削 以レ 地、 蝶- ittk^ 不, I 君シ r"4:% 

iLI.  J? 不從； 不 ぬま 君 あ、 城、 笨釕度 衣 4 象. i マ唞 I 君 ％ 鶴、 ,功& 

於 一 者 か， 地 進， 律 I、 也： _f ぐ。 凡そ 巡狩の 法、 虞に おこりて 周に 至りて 詳也。 故に 驗 

方 ませ、 巡 ま 前に g 方に 戒め、 巡 守の 時の 誘 を 詳に襄 す。 攀 あるに 及んで 

は、 人君の 所レ 至に 先んじて S 戒め 命ず。 趟の官 は 先んじて 鄕 導す。 土 訓氏は 一穴 

子の 車の 左右に ありて、 道路の 形 f 州の こと を 仰せに 順つ sr(。 難 氏 は 上古 

久遠の 事、 土地に ついて 子細 ある 物語 をます I。 まに 要害 を かまへ て審 をな 

君 道 九 治^  ,  ：  d 
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し、 外に は 土方 氏の 官 あって、 王舍の 遠方まで を 改め. 止す。 是れ皆 周 禮に出 づる處 也。 

唐 虞の 世 は 二月に 東 巡し、 五月に 南 巡し、 八月に 西 巡し、 十一月に 北 巡して， 一歳に 

四方 を 巡狩す、 五 年に一度 宛の 巡狩な り。 問の 叫； やに は、 四方の 諧： 一年に 一度の 朝 

禮 あり。 周に 至りて 十二 年に して 一 たび" 大 下の 四方 を 巡狩 あり。 周禮火 行人の 篇に、 

十 有 ニ歲、 王 巡 n 守 殷 國 一と 云 ふ是れ 也。 巡 守 は： li^ の 政 國 の 風俗 地形 物 器 を".^ して、 

道德を 同じく せしめん との 事 なれば、 民の 費 諸侯の 苦を考 へて 行幸の 儀式 を かろくし、 

從者 侍衛 を 省いて 路 次の 結構 を やめ、 衣食の いとなみ を 薄く し 民の 力役 を^く 十、 故 

に舜 一歳に して 四方 を 巡狩 まし/, \ たる 也。 周に 及んで 王事 やや？： il しく、 事 そぐ とい 

へど も 時の 勢 不レ得 A 止して、 從者 侍衛 冬く、 民の 勞役も 唐 虞に 難レ 及が ゆるん に、 十二 

歲 にして 一 たび 巡狩 あり。 周の 末に 至りて 穆王 専ら 巡 守 を 好み、 1： 方 を 巡行して 已に 

邦 を 失 ふに K.^ れり。 秦 の始皇 四方 を游 行して、 從車 八十 餘兩に 及べり、 つ ひに 沙丘に 

至りて 崩ず。 その後 漢武帝 だ 好 二 遊行 一て 天下 ことん \ く つかる。 隋の揚 帝に 及んで 

千 乘萬騎 を從へ 十餘萬 人を從 者と 十。 是れ等 は 巡 守 を 以て 遊行と して、 のつ ひえ 國 

のっかれ 諸侯の わ づらひ を不レ 計、 唯 だ 山の そびえた る を 海の はるかなる をな が 


て.；' ばう  つ ひえ 

め、 古寺 舊跡を 尊ね て 遊山 玩 水の 眺望 を專ら とす。 故に 一 たび 行幸 あれば、 國の費 民 

h づらひ  (接し 

の 煩 數年を へても つぐの ふべ からず、 公私の 財つ ひえて 路 次の 人民 是れ がた めに かし 

げ、 供奉の 官人奢 を 究めて、 一た び從ひ 奉れば 數年 のっかれ となり、 至る 處の 諸侯 善 

つくし 美盡 して、 或は 一 年 一 一年の 貢賦 を 一日 二日に 失 ふが ゆ ゑに、 上 行幸 をた やす か 

らず とし、 1^ 大 なる 課役と す。 ここにお いて 巡 守 行幸の 儀 殆ど 絶えて、 却って 民の 

わ づらひ  (»!0 

煩 となれ る 也。 古今 時 ことにして 勢 か はる ことなれば、 唐 虞の 法と 云へ ども 今日 用 

ふるに 難 レ叶事 儀 あるべし。 この ゆ ゑに 漢.^ の 故事 皆 大臣 を擇ん で、 五 年に 一た び 

s: 方 を 巡行して、 天下の 政務 を 糾明せ しむと 也。 

ここに 案ずる に、 巡 守 は 古 5^ 建 專ら行 はれ、 諸侯 ことん \ く ：大 下に 封せられ て、 事 

一致に 不， 通、 王化 不， 及が ゆ ゑに、 此の 法 を 以てた だせり。 後世 は 州 郡 皆 守 令あって 

諸侯 民政 を不， 知 ゆ ゑに、 巡 守に 不， 及して、 唯 だ 大臣 を 以て これ を 正す といへ ども、 

諸侯 怠る こと 不レ 町レ 有と 先 儒 論， 之。 其の 理 あるに 似たり とい へ ども、 大臣 其の 器に 

中る こと 難く、 其の 制法不 "明ば、 人 ぼ 巡行す と-石へ ども、 民 を 勞し財 をつ ひやす の 

患の がる ベ か ら ざる 也。 然れ ば. 太子 五 年 七 年 十 年 において 必ず 四方に 行幸あって 其の 

君 道 九 治媲  • 一八 一 


ff^2 篇っ引 子 章 惠：： 

じ C 第 c; けのに 王^ 

七 る 言、 下 

^章せ-な と 齊篇^ 
g.t  - 了- り しの 第- f" 
に 下 て 梁 


山 鹿 語類 卷第九  . 一八 二 

制 法 を： 止し、 國政を 糾明して 賞罰 を專ら とし、 地形の 險易を はかり、 旅 51 の 艱難 をレ 

り、 諸人の 思 入 萬 民の 勞苦 をし ろしめ されん こと、 尤も君たるの^^と町レ云。 唐 虞の 

時 は 民 もすな ほに して 諸侯 皆賢德 あり、 大臣 各.' _=:^ 聖の 人な りし かど も、 猶ほ. CJ ら巡 

狩 まし/ \ ぬ。 P 机 や 後世 巡狩 怠らば 風俗 道德 悉く か はり、 に 下の 情不レ 町レ通 也。 饥し 

其の 行幸に 制 法不， 堅、 其の 本意た が はば、 民の 勞 財の つ ひえた るべ き なれば、 法 をき 

びし くして 事 を かろくし、 民 を 愛し 諸侯 を懷 くる を 本と なし 玉 はば、 犬 下 皆 巡 守 を. 

レ願 也。 孟子 曰、 f 曰 省 レ耕而 補， 不， 足、 秋 省， 斂而 助， 不 X 給、 夏 護 曰、 吾 王不， 遊、 吾 何 

^ 休、 五呈不 ぃ豫、 吾何以 助、 一遊 ー豫、 爲， 1 諸侯 ノ度？ 又 曰、 入. n1«l へ疆； 土地 f , 野 

マリ ヒヲ ビヲ  レバ 二  リ  スルニ テ スフ "テノ  二  ン ステ 7 ヒ / 

1)、 養い 老尊レ 賢、 俊傑 在.， 位、 則有レ 慶、 慶 以ぃ 地、 入， 一 其疆； 土地 荒 遣， 老失， 賢， 

ホウ コク レバ 二  リ セメ クビ レバ セ オトン ノヲ ビレパ 弋 リ ノブ ビ レバ セ  ス レメ 

捨克 在莅、 則 有 Ji、 一  不 t 朝 則 其爵； 再不 t 朝 則 削 M 其 地； I ニ不， 朝 則 六師移 ，之 

云々。 是れ巡 守して 民の ために 利 ある こと を 論ずる 也。 唯 だ 巡 守の 儀 をた やすから ざ- 

る 如くいた しなす に 因りて、  其の 事 おだやか ならざる 也。 や 一 主德の 高き を 以て 制 法 を 

正さば、 1： 不.， 费而民 不，. 勞 なれば、 たと へ 年々 に 巡 守 あると も、 其の ゆ ゑん を究 

めば 民 皆 此れ を 願 ふべ し、 や 三年 五 年に おいて を や。 天 子 人君 行お 出御の 法 ゆるが 


せに すべ けんや。 

田 獵之禮 あり。 案ずる に、 人君の 行幸 ある こと、 あからさま にも 其の 道 を 不レ以 と 云：. 

ふ 事な し。 若し 不レ以 一一 其 道 1 とき は、 是れを 遊行と 號 して 其の 實 を不レ 貴、 遊 幸す る は 

道に あらざる 也。 玆 に田獵 は鳥獸 を 追うて 是れを 走らし め、 放鷹して 野鳥 を ひ こづら 

ふの 事 也。 是れ叉 其の 禮節 を不, 正ば、 唯 だ 遊行す るの みに して、 山 を あらし 田 を ふ 

S  (港 物) 

みし だけ、 供奉の 官 人目 を 喜ばしめ、 えもの あらん こと を專ら とする が ゆ ゑに、 彼の 

講レ 武習レ 兵の 道に あらざる 也。 人君の 所 レ行所 レ爲、 こと-^ く 萬 事の 規範と ならず し 

て は、 天下の 威儀と との ふべ からず.。 この ゆ ゑに 田獵の 法、 周禮に 所, 出 其の 禮大な 

り。 甸 祝の 官 あって 四時の 田の 法 を 司 どる。 迹 人の 官 あって 鳥獣の 居所 を考 へ、 其 

ズ ペイ § ラン ノ トヌ ノ  一二 アル  でん ぼノヽ 

0i  f 卵 者 與ニ其 毒矢 射 者？ 是れ えもの をうる 處に節 をた がふる を戒 むる 也。 田 僕 

の官は 王の 車馬の 禮を司 どる。 凡そ 天子 諸侯と もに、 國に 征伐 出 行 喪 凶の 事 あら ざれ 

ば、 必ず ral 時に 田獵 あり。 春の かり をば 蒐と； ムふ、 蒐 はえら ぶと 云 ふ 心に て、 春 は 鳥 

の 子う みはらめ るの 時 なれば、 是れを 撰んで えものす るの 心 也。 夏の かり を t ほと 云 

ふ、 夏 は 麥作種 田の 時分 なれば、 是れを そこな はざる を 以て 用と す。 秋の かり を獮 と- 
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云 ふ、 秋 は 是れを ころす の氣 に相應 する ゆ ゑに、 則ち ころす の 字 心 也。 冬 を 狩と 云 ふ 

狩 はか こみて かりす るの 心 也。 冬 は 田 島に 氣遣 なく 四方より 取 かこんで 狩 するとい へ 

るの 心 也。 以上 四時の 狩 は いづれ も 其の 作法 ある こと 也。 必竟人 を あつめ 車馬 をなら 

S)  ただ 

し 民 を 用 ふる は、 皆是れ 軍旅の 事を內 ならし、 進退の 節を糾 して、 威儀 をのつ とらし 

むる のた め 也。 人君 何ぞ鳥 を 得て 是れを 味 はふる を樂 しまん や。 若し 禮節 をなら は 

しめず、 法令 を 正さ ずん ば、 唯だ是 れ贲賤 のつ いで を亂 して、 山 をつ くして を 得、 

川 を さらへ て 魚 をすな どるに 同意なる べし、 君子の 法と： ぶふべ からず。 この ゆ ゑに 中 

舂に はかりして 振 旅の 禮を なす。 振 旅と： ぶふ は 歸陳の 法 をなら はす 事 也。 春 は 陽の 盛 

にして 陰の 衰 ふる 節 なれば、 軍戰は 陰に 比する を 以ての 義也。 中 夏に は t;^ 舍を敎 ふ。 

是れは 狩獵の 地に 野陳 をな して 一夜 二 夜 を 明かし、 夜戒夜 守の 法 を 正して 陳營の 儀 を 

なら はす 也。 中秋に は 治 兵の 儀 をなら はす。 治 兵と 一； ムふは 出軍の 行列 作法の こと 也。 

秋 は 殺氣に 象りて 軍戰を 出す こと を專ら として、 是れを 以て 田獵 する 也。 仲冬に は 

敎 ニ大閱 一と；； ムふ、 金 鼓 を まう け 旌旗を 飾り 四方に 表 を 立て、 ひたすら 兵法 を專ら とす 

る こと 也。 是れ 四時の 田 獵を考 へ て 兵事 をなら はすの 禮 とする 也。 王制 曰、 無事 而不 


(一) こ s  /田セ ニ不 I;  1}41チ>』曰7^:ー、^<物ノ也。 あ. 貲說 新書 日、 傳曰、 舂曰 レ蒐、 S 曰 レ苗、 

こなし、 ^lllja:^>t-  、-、  レ， レ.. 'マノ  ハ ヌル モヌ  セ 

fi 、ならん ぁ曰ノ き、 ^nL^、  謂. 何、 GTl で 也、 取. 之不 k レ澤不 レ掩レ 群 *  ？ 大禽- 不レ麇 

不レ-歡、 不. xi-s.rf ャ 4  tit 不 小 i 及ヒ， 尔重者 マ 冬 狩 皆取レ 之、 百姓 皆 出不レ 失： 

ま； 不 ぁ不き 1 ベ r  ，あ、 ま 膨 おぎ I、  II 狩 之， 簡： 其戎 

也、 II 者 毛，， t)^  狩 之 レー W 不， 田 何 也、 天地 陰 陽盛長は 

時、 猛 不. ii"  |^&"不.ギ 0¥ 鳥獸蟲 蛇且知 i レ夭、 而 乎 哉、 是以 

き必ズ 有" ニ聽？ あ 謂 7vrM つ 何ゾ、 聖人， ぁ必ズ 1^. や 五穀 1 奉： 宗廟き 萬 民 一也、 

■^k^i^^^  i^zi ゆ；" ク^リ S 人お 一名 號" 而事義 可. 知 也と い へり。 是れ 皆. 

E 獵 のこと といへ ども、 tit^ を不レ あいて、 其の 威傣 進退 をなら はしめ、 軍事 を 講ず 

る ことと す。 ゆえに 其の 作法 名號 といへ ども、 聊 あからさま なること 不ぃ 有レ之 也。 

. 王事と 一： ム へる こと あり。 案ず. るに、 王事と 云 ふ は 王朝 之禮 すべて 王事な り、 必ず 一 

に 不\ 可 "11 事 也。 必竟 天子 人君の 禮 とする 處は、 唯 だ 夭 下國 家の ためなる べき こと を 

專ら として、 身 を やしな ひ、 體を 安んじ、 耳目 を ほしいままに 不：^ もレ爲 也。 故に 人君 

り 一 IJ.H 人に さきだって 萬 民の つとめ あらん こと を 本と し、 天下の 患 を 患 ひ、 天下の 樂 
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をた のしむ にあり。 ここ を 以て 閱ニ射 御 一して 大 射の 法 を 行 ひ、 競馬の 御 法 を 以て 十。 

ル-ソ  ( I  )  - 一う うさん しつ 

是れ武 のっとめ を不レ 怠の 戒也。 籍 田の 法、 公 桑 1：! 窒の禮 あって、 農 を 重んじ 民に 先， 

ん じて 事 をな す。 各. >實 を 以てせ ざれば、 其の 法 かりそめ にして 正しから ざる 也。 天 

左 傳官； 十五 年シ ト  7-ル.プ 二 シ ？， ト ，；，7,-、 スム？ 一： ス ト 

下に 大災 あるときの 禮 あり、 所謂 天 反 レ時爲 レ災、 地 反 レ物爲 レ妖、 レ扔 -民反 レ德 爲，^ 亂、， 

亂則 妖災生 云々。 されば 年穀 みのらず 不 熟なる 年に は、 王者 必滅， ir 食不， 兼. 味、 

不レ 地す ー營 作； 衣服 を そぐ。 人君 如，， 此 なる を 以て、 其の 下の kn{R 各.' 分 を はぶいて 不 

ラ (二)  へク  レバ  ナーソ  ン  リ  ；- ニン 

レ奢。 玉藻に 曰、 年 不二 順 成； 天子 素 服、 乘ニ素 車； 食 無：， 樂と 一； ムふ。 是れ 年の 順なら ざ. 

ハク "一 k  二 レバ フーフ  (三) セ 

る を 以て、 人君の 自らの 咎 とする が ゆ ゑと にや。 义 nl、 至ニ于 八月 1 不レ 雨、 君不レ と 一 K 

ふ も、 E 十す る を 以て 君の. GZ ら责 むる 也。 すべて 大 札と 號 して 疫親 多く 民 死に 至る こと = 

ある 時、 大 荒と 號 して 飢 僅の 時分、 大鼓と 號 して 大水 出で て 民に 寄 をな し 火災 起り て 

民大 にくる しむ 類の 時 は、 人君 獨り 安ん ぜ ずして 素 服 をな し 玉 ふと 也。 素 服と 云 ふ は 

色 ある かざりの 服 を不， 著と 云 ふこと 也。 周 禮の司 服に 出， 之 也。 王 一一 H と 云 ふこと あり 0" 

是れは 王者 平生の 言語に 禮を 以てする こと 也。 天子 は 不レ言 二 多少； 諸侯 は 不レ言 二 利害； 

大 夫は不 レー F 一得 喪 一と 云 ふの たぐ ひ是れ 也。 如：， 此の 事 其の 品 多し とい へど も略レ 之。. 


唯 だ 天 子 人君と して 一 つの 行、 一 つの さ： ：！ に 至る まで、 各. - 能く 賓. して あからさまな 

る ことなく、 天下 萬 民の 規範と なる 如くに あるべき と 云 ふの 心得な り。 さるが ゆ ゑに" 

王事 もろき ことなしと 云 ひて、 當 座の はかりごとに 事 を不， 致して、 謹んで 行 ひ考へ 

て 言 ふべ きと： -ム へる こと 也。 

祭祀 之禮。 案ずる に、 大地 を 祭り 宗-顿 を 祭る、 是れを 祭祀 之 禮と云 ふ 也。 禮の 品お 

ほしと いへ ども、 祭 犯 を 以て 大禮 とする 也。 其の ゆ ゑ は、 一大 子 は 天 を 父と し 地 を 母と 

する が ゆ ゑに、 是 れを大 子と 云 ひ、 大 にして は-大地 を 父母と す。 大地の 順にして 災妖 

なからん こと を 願って、 災 辟の ある 度に 必ず. 大地に 吿げ 奉る、 是れ 天地 を 祭る ゆ ゑん 

也。 宗廟 はこれ 我が 先 組の 起る 所、 我が 父 組 を 祭る の 道 なれば、 天地 は理を 推して 父 

母と し、 宗廟 は 形す る處を 以て 一ぶ ふ。 いづれ も 我が 行事の よる 處 なる を 以て、 祭， 祀 

せ ずん ば あるべからざる 也。 但し 天地の 鬼神 を 祭祀 十る を 以て、 福 を 求めん と 欲し 禍 

を 免れん とする こと を 本と するとき は、 其の 祈る 處皆虛 事に して、 今日の 實地 にあら 

ざるが ゆ ゑに、 人君 必ず 惑亂 して 非 鬼の 祭 ある こと 也。 非 鬼の 祭と 云 ふ は不， t レ祭も 

の を 祭る こと 也。 上 如レ此 とき は下义 其の 風俗に 化して、 不レ用 一一 人道 I して 遠く 鬼神 を. 
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信じ、 正 法 を不， 行して 必ず. 邪法 を專ら とし、 古来より 定まれる 經 典に のる 所 をば め 

づ らしから ずと して、 ややもすれば 異端の な 十 所 を 敬す。 是 れに內 りて 大地の 氣亂 れ、. 

幽明の 理 益.^ 微 にして、 邪僞之 徒つ ひえに 乘 じて 起る ゆえん 也。 ，ここに 案ずる に、 周 

禮に所 レ出天 官 大 * は 八 則 を 以て 都：^ を 治む るの {R 也。 其の 第一 曰、 祭祀 以 其祌； 

といへ り。 是れ は： 大 下の 間に 可 二 祭祀 1 處の 神祇 を 定め、 分 を こえて 不レ 祭、 义 私を以 

て 祭を廢 する 事な く、 先規 無， 之處の 祭祀 を不， 始、 あり 来れる 處の 祭祀 を不， 怠が 如 

く、 ことん \ く 天子の 定法 を 天下に 守らし む。 是れを 慰；； 其 神 一と 云 ふ 也。 曲禮に 曰、 

非 二 其 所 ョ祀而 祭， 之、 名 曰 二 淫祀； 淫祀 無」 g といへ り。 すべ て 我が 可レ 祭の 處 にあら 

ずして 祭る は、 皆 あやまり 也と 可， 知 也。 王制 曰、 天子 祭 二 天地； 諸侯 i 二 社稷； 大.^ 

ル (二ヌ  ハリ ノ  ヲ (二) ハナ ゾーソ へ  一- ニニ〕 ハフ  一-  ハル  ル 

祭 二 五祀； 天子 祭ニ大 下名 山犬 川 一 五 緣視ニ HK ム； 四 浪視； 一 諸侯； 諸侯 祭 lil 山 大川之 在 一一 

其 地 1 者 h 天子 諸侯 祭卞 因！： 之 在 二 其 地 一而 無二 主 後-者 上と 云々。 是れ 祭祀の 大法 也。 人 

君 は 下の 祭る 處を かねて 祀る こと あり、 下と して は 上の 祭る 處を 兼ぬ る こと 不レ叶 也。 

天子 は 諸侯 大 夫の 祭る 處をも 祭る こと 可也、 人臣 はかり そめに も 上 を を かすべ から ざ 

る 也。 凡そ 天 を 祭る に は、 日月 星 の 類、 風雲 雷 の 神 を 祭る 是れ 也。 地 を 祭る に は、 


社 は 土神の 祭り、 稷は 五穀の 神 を 祭る より 始 として、 山川 丘陵の 類 を 祭る。 人に 至り 

て は 先代の 聖王賢 相 名臣列 一士の 類まで も、 夭 子 人君 是れを 祭る 時 は、 其の， 一念の 誠に 

由り て、 千 萬 世の 久しく 雲 山 萬 の へだたれる 所と 云へ ども、 其の 鬼神 すみやかに 感 

じて、 洋々 乎と して 其の上に 如レ 在、 其の 左右に あるに 同じ。 朱 子 曰、 一家 之 主 則 一 

あ 鬼神 屬， 焉、 諸侯 {^1 ー國， 則 一 國， 鬼； sik 焉、 天 子 有 mH< 下 1 則 天 1.^, せ 祌屬リ N、 看來 

マサ 厶ル ヌ  ！ノ  ノ  レイ ヅレ ノナル モノ モ  ゾリ プ、 コ シノケ ガヒ  ンャ シ 一一 ズヌ. K レバ  ノ 

爲.！ 天下一 者、 這 一 箇 神明 是甚 大、 如何 有 ニ些子 差.^ ケ得、 若縱， 欲 無， 天 上 許 多 

星-お、 地下 許 多 山川、 如何 不二 變怪！ と-:. t へる 是れ 也。 祭祀の 道 唯 だ 誠 を 以て 大 なりと 

す。 誠 を 以ていた さ ざれば、 祭祀 その 形 斗り にして、 は 嘲： # に り 或は 遊玩に 至る 

S  10 が ゆ ゑ、 美つ くしても 善つ くさざる に 同じ。 禮 器に、 君子 曰、 祭祀 不レ 祈、 レ F 不 

^名  n コ：. .A シ トセ 二-ヤノ、 . ；  シマ ハウダ イノ  -、  .  g -.、  シ， -セ ヌ ハ イタ サ ヲ セン ハ -，-, セ 

レ 麾 i、  S, 不レ樂 一！ 僳大ハ 不レ善 一 一嘉 事 一 牲不レ 及 M 肥大 一 蕊不レ 美 一一 多 

品 一と： ム へり。 是れ 祭祀す る處、 更に，： n: 分の ために さい は ひ を 不ぃ求 を 一： ムふ 也。 祭祀 は 

誡を 以て 本と する が ゆ ゑに、 時 を こ ゆる も、 分 を こして 大 なる も、 すすめ ものの 品 多 

きも、 祭祀の 木 意に 不ぃ在 也と 云へ る 心 也。 朱 子 曰、 人 之 禍福 皆 其. E 取、 未：， 有 不レ爲 

ヲ  テ 1 厂ンタ ウノ ル/  ダラ シテ サ.' テ  ヌル ヌ  パゾャ 

レ 善而以 ：$i 禱, 得， 福 者.， 也、 未， 有,， 不， 爲：， 惡而以 正 1 得：， 禍者. U 也、 而 況 帝王 之 生、 

ザル 
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實受 n: 大命 1 以爲 n 郊廟 社稷 神人 之 主 〔 ^能 修， 德行」 政康 n 濟 兆民； 則 災害 之 去、 何 待， I 

於禳ー 福祿之 # 何 待 M 於禱 r 如 其 反， 此、 則 獲 二 罪 於大； 人怨神 怒、 雖 kK 辟. 一惡 鬼！ ル 

來中 神人 h 亦無レ 所， 益 云々。 天地 郊 祭の 品詳に 古典に 出で たり。 而 して 祭祀の 事 必ず 

國に 大事 あるときに 用レ 之、 天子 卽位 • 巡 守. 軍 行 等の 儀 は 云 ふに 不レ 及、 四時の 間定 

りて 祭祀の 時 あり。 國 家の 災祥は 皆 天地の 感ずる 處な るが ゆ ゑに、 是れを ^祠 する こ 

と 古より 然り。 周禮 大宗 伯に、 國有 ニ大故 一則 旅-; 上帝 及 四 望 一と 云へ り。 尺 故 は の 

こと 也、 旅 は 常の 祭の 外 也。 叉 疾禱の 例 周 書に 出づ、 是 れ又大 故の ゆえ なれば 也。 

次に 淫祠の 事。 是れ は國郡 所々 に 小祠を 立てて 末社と 號し、 所の 民人 各. - 祭祀 を か 

いっくろ ふこと あり。 是れ叉 不二 正 法； 土地 これが ためにつ ひえ、 人民 自然に 勞 役し 

(二 ) 

て 風俗 尤も あしし、 上古に あらざる ことにして、 後世の 末 俗 也。 狄仁 傑が 泰 伯. 伍子 

胥の廟 をの こし 許 多の 廟を こぼてる の 類、 是れ 淫祠 を さる 也。 土民 鬼神 を 信じて 守 令 

の敎令 を不レ 守と き は、 風俗 悉く 變じ唯 だ國郡 狂せ るに 同じき もの 也。 一民 災 あれば 

たたり 

彼の 神の 出： ポと號 し、 一 婦病 あれば 彼の 鬼の ささ はりと 云 ひて、 無用の 金銀 米錢を なげ 

うちて、 はら ひ をな し、 祈 をな し、 時 葉 かき はの 祭 禮を營 み、 はて/ \ は飮食 飽^し 


て 家業 を 棄て財 產を失 ひ、 放埒，；^ -啤 の 基たり。 其の 相 驕れる は、 祭禮の 時を考 へて、 

所に 玩物 あつまり、 遊女 愧^ 座 を かま ふるが ゅスん に、 是 れを玩 ぶの 輩近國 より 聚 まり 

て 群 をな す。 守 令 所の 繁昌 也と 號 して 是れを 喜ぶ、 甚だ 理 にくら きがな す處 也。 小 民 

匹夫 ゎづ かの 家業 財產を 以て 是れ につ ひやさん 事 尤も 愚 也。 神 其の 神に あらず、 鬼 其 

の 鬼に あらず、 只 だ 人の 求む るに 隨 つて 有無 ある もの なれば、 風俗 を 正し 淫祠 を こぼ 

つて、 守 令の 敎戏 を專ら とする にあり。 本朝 は神國 にして、 大神 地祇 を 崇敬し 宗廟の 

靈神を 重んずる 事、 往古より 其の 法嚴 也。 朝廷に 神祇官 を 立て 內侍所 を あがめ、 祭祀 

の禮不 1 怠。 令義解 曰、 天神 者 伊世 • 山城 鴨 • 住 古 • 出 雲 國造齋 神 あ 類是. 也、 地祇 者 

大神. 大俊 • 葛 木 鴨 • 出雪大 汝神等 類是也 ：： ム 々 。 仲春に 祈年祭 あり、 是れは 神祇官 

にて 行 はる、 歲灾 不.， 作、 時 令 順 度な らんこと を 祈る 也。 季春に 鎭 華 祭、 是れ f 

鬼 を しづむ るの 祭 也。 すべて 年中の 祭. 肥、 尤も-太 下 萬 民の ためにして、 天子の 私する 

所な し。 天子 卽 位のと き は 天神地祇 を 祭らる、 營作 あるとき は鎭 宅の 祭， 祀 あり、 國に 

大事 あれば 諸 社に 奉幣使 あり。 延喜 式に 神 名 帳 をのせ て 天下の 神社 を 糾明 十、 是れ淫 

祠を 禁ぜん との 事に や。 世 澆季に 及び 風俗つ ひに； i 敗して、 異端の 說專ら 行 はれ、 國 

君 道 九 治禮  一 九 一 


山 鹿 語類 卷第九  九 一： 

都に 末社 を 祝 ひ 小祠を 立て、 社 領と號 して 山川 田 帛を領 し、 祭禮を 行って 神に 威 を ま 

さしめ、 土 田 を 上りて 祌 地を廣 くす、 甚だ 不二 本意？  や 社 壇 を 守る の祌せ 坊、 d 

れが身 を 以て 神 靈の思 をな して、 專ら祈 禱と云 ひて 財寶を あつむ。 民人 是れに 惑 ひて 

財產を 費す の 類 世 以て 然り。 明君 賢將 世に出 づ と；： ムへ ども、 其の 弊 俄に 不， 町レ改 也。 

次に 齋戒の 事。 散齋. 致齋 と： ；ム ふこと あり、 齋は齊 也と 注して、 內外を 一 つに とと 

のへて 心氣形 體を不 レ亂、 つつしみつつ しむの 心 をい へり。 散 齋は外 をつつ しみて 外 

物に 不レ 亂是れ 也。 致 齋は內 をと との へ 心氣を 正す のこと 也。 然れば 目に 不レ見 二 美 色； 

耳に 不レ聞 二 樂聲ー 手足み だり に不ぃ 動して 必ず 禮 により、 中心 氣を ととの ふる、 是れ內 

物 rs  マ  クラ ハ クサ キヲ ルセ ヌ 

外の ものいみ 也。 唯 だ 酒 を不， 飮 不レ茄 レ 卓 不 I 御， 內 斗り を 云 ふに あらざる 也。 內外 

如， 此 ととの は ざれば 神明に 交 はる こと 不」 可, 叶が ゆ ゑに、 齋戒の 儀 を專ら とする 也。 

ヅル  神. 一-;  ムル- 7 ヶセョ 

詳に禮 記 祭 統の篇 に 所. 出 也。 本朝 又 散 齋 • 致 棗の 制 あり。 散齋 之內、 諸司理 レ事如 ■ 

ノ  レ  ヒヌヒ フフ r ヲシ シ, N  レゼ  ヲ  レ  セ  ゾ  レ.^ サ  7  レーフ 

レ舊、 不， 得 二：？， 喪 問レ病 食；. ゃハ、 亦不レ 判 二 刑 殺； 不レ決 yT 罰 罪人 一 不レ作 二 音樂； 不レ預 M 

穢惡之 事； 致齋 唯 祭事 ノ得， 行、 ，WI 餘 悉斷、 其致齋 前後、 兼爲， - 散齋， といへ り。 天地の 

祭祀 は 父母の 喪に 居ても 不， 廢 とい へり。 是不； 一 敢以， ^卑 廢.」 尊 也。 王制 曰、 喪 三年 不， あ、 


(二) 

唯 天地 社稷 爲こ越 レ紼而 行-事と 云 ふこれ 也。 本朝に は 忌と 號 して 是れ をの ぞくとい へ 

rr-i  --ら り、  ル  ナラ  、  (三) ガ ハク  ス it セバ ノヲ  テ  ノヲ  ルチテ  ヲ 

llViW ども、 不二 本義 一に や。 促し 張 載 曰、 父 在 子 爲ニ母 喪； 則不 r 一 敢見ニ 其 父； 不,. 敢以ニ 非 禮- 

つに まは棺 見 上 也、 今 天子 爲ニ父 之 喪； 以& 見 二 上 是以 一一 非禮 一見 也、 故不， 如， 無， 祭と 也。 程 

も- 5  く繩 にし  レ， 、 

一 h  、て 1^ 子 は 以レ祭 爲， 可也。 

す を 云 ふ。 卽 

ち 喪中と 雖も 

祭 を 行 ふとの 

意 

(三) 張橫渠 *  ，ノニ  の 嵌 

朱の 大儒 

師 嘗て 曰 はく、 古 は 大子德 を 玉に 比する が ゆ ゑに、 必ず 寶玉を を さめて 傳國 の寶と 

ホゐ ぎょく 

す。 而 して 列國の 諸侯に 瑞玉を 分ち 賜 はりて、 其の 位に 因りて 玉の 形 大小 を かへ しむ。 

是れ國 郡 を 恩賜の しるしに して、 來 朝して 天子に まみ ゆると き は、 各  >  拜領の 玉 を さ 

(s 舜典 さげ 物と す。 是れ 天子の 命 を 重んじて 德を 正し 知 輝 を 盛に する こと を不， 忘 を 示し、 

(五) 1 巧 を 

f 限と するな 且つ 國郡 領主の 印と す。 書、 輯ニ 五 端 ー旣レ 月、 乃 曰 覲ニ四 岳 群牧； 班 二 瑞於群 后 一と 出 

SfT 豫山 せり。 周禮、 舂官 大宗 伯以. H? 化 二 六瑞； 以等ニ 邦國； 王き 二 鎭圭； 公 執 二 桓圭ー 侯 

リ ヌハ リ. ヌハ リ へキヲ ハ ル ホ へキヲ 

の 霞 一 執， 一信 圭； 伯 執 一！ 躬尘； 子 執， 璧、 男 執 一一^ 璧 一とい へり。 しかるに 後世に 至りて 天子の 

前卷こ sti^T  b  (六)  ハク  ノハ  一一 フノ 

づ I  I  , 寶玉を 以て： き： とす、 是れ秦 に 至りて はじまれり。 丘文莊 曰、 傳國： tr 圖說 謂、 其方 
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四寸、 ti きき き I: 一 シき孫 i 一，〕 ひ、 ク子， 一 養 降 

k、 直 レ 鼠ァ！ i 二ち 傳 i 怦 I 後平 帝 崩、 ぎ未レ 立、 藏ニ於 _ ^樂 K 

王莽， fii  •£  、レ き J き 

孫 堅 4 井中 一得 レ之、 後 S 得 以き獻 帝 一 尋 以, テ 

； I  .fi、  i^.  復歸」 之蕃ハ 是 15:ァ 齊"， 陳" 

ぽ 隋 i  J、 蕭 I: ちん 二 突 I 一  配 太索レ 之不レ 得、 乃 I レ. f --.^1^ 

！し 有德 年、 き 一 朱 |レ 唐、、 靈 入き 一 梁ド 

ん 一一 後き ハ 廢 帝き、 愚 まル (之、 i 之 文 曰、 受ぁ于 夭 

き き 以 後相％ ま ー受き まき 一也、 歡テま i 一 1 之 f  - 一： f 

？也、 ^^h^§i  且命 出. H 夭 一 ャ必有 I 然後 足： 

•Fi  t".^ り あ： き 一  而軋ニ 區.. 於 一 物 之 用" 直 在 レ是 乎く e 有 道 之 

f 長£、  wtf  f  .t-^.  idj 之 後 僅 七 八 年、 遣 拳； 

i 望 え； き 於 K 一 ま 一 isi 一哉、 f 觀： 之、 是ー亡 Jf 物 耳、 

靈 Si  i ま： あ 一 乎と 論ぜり。 而し 5 は 印な り。 I 地 ま 司 市に 以き 


i^^ 節 一 出 二 入 さと あり、 是れ 上下と もに 通用して 用 ふるの I。  5?.^ 一き 一と.， 

輯之 曰、 して、 印 I せる I 書 まへ り。 證齓 曰ぶ 印 也、 I、 天 も 1 一皇、 ま〕 r リ 

き S-  是れ漢 U このかた 天子のお ：5 で I 急 ふ 也。 唐の 制、 八.， の 口 J" 

神 中國； き 而不. 用、 at, 皇 it き 皇 i 

以勞： _s 皇帝 靈以？ 震 天子 之 £4 舅- 1。 

f 召，  一 g ぎと いへ り。 是れを 雲 類と 號十。 此のお しで を 以て 事を 行 t れた る^ 

す 二へ て大 子の 印 を擾 急 ふべ し。 ず 印, t.^^ £^^.  i 

i と 也。 群臣の 印 はこれ を 印と ま。 i  责 後天 

^ の 外 は 玉の 印な し、 金銀の 制 あり。 i 以後、 人 t 二 金印 銀 印 銅 印 一 唐き I 皆 

用 一一 f 一  宋因レ 之と 云 ふ は是れ 也。 本朝に も 神 f つて、 其の 制お さに 公式 令 こおで ヒ 

り。 ：大 子の 位記 及び 下き き 等， 印な くんば I. も： き。 f 諸 S 印 其の 制 あ 

- ブづの 事 其の かざり 其の 銘、 品 々ぜレ 有。 武家 書 判 を 用 ひて 便 用 をな し. 木 P 

を 刻.^ で 其の 制を なす。 印 は 古の 制に して 尤も 是れを 貴う 書 判 は 墓の 用に して 不 

レ足レ 貴と いへ ども、 其の 世々 に S りて 或は 音す る を 以て 貴び、 或は 印 を 制する を責 
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ぶこと あり、 一概に 云 ふに 不，， 足 也。 次に 節と- -ムふ は、 周 書 康誥に 小臣諸 節と 出で、 

旣に 符節 を. 專ら とする こと あり。 周 禮に掌 節の 職あって、 玉 節 I 一 I- 角 節 If 大 地 

P ，の、 あり、 邦國の 使節に は说節 動. 人 節 £• 龍 節 § 皆 金 也、 以 ：4 央 f 輔. 之、 關門 用 •！ 節 

功 あり、 f あ； 貨賄 用， ま 節； 道路 用， 一^節 一 智有 レ期以 反， 節と；： ム へ る是れ 也。 一英 竹 に。 

に侦 して 園 ま I  - -  )  C  tvn ァ li„5<i^』 節 之 レ制、 以レ 竹爲レ 之、 M 長 八 尺、 n,: 施 牛 4 一 <3 レ. に、 施 ：- 一 4、 人臣 出 使、 必 

れ つじて B 漢に 至りて 11^ .H^ 更レぎ 力 nfts^:!^ 一  節，： H 守、 不レ： i? レ失、 ず爱盗 斛レ節 ..g 懐-一 其 线 蘇 武杖レ IE 旅 5^5  $.0 

し 希る。 その  . -.；  二)  (二) 

股 出の 際、 節 ぼ ま。 是れ より 以後^ を 賜 はる こと あり、 節度 使 等の こと あり。 符 はわり it のこと 也 

毛 を 解きて 之 レ f4  、  - , .  ：: ふ 

說文、 符、 漢 制以レ 竹、 長 六寸、 分而相 合と いへ り。 勘合の わり 符は漢 より 出で て 今 

る こと 七 八 里  ラ 

と史 罰傳に に 行 はる。 是れ皆 遠方 邊 土に は、 君命 を不， 知、 或は 久しう して 節 を 失 ひ， 或は^ 曲 

出づ  キ レ 

お して 其のし るし をみ だ る 事 あ るが ために、 其の 證 を 正す の禮に ： 猿 節 之 事 あ りと 可レ知 

となり 匈奴に 

iw< し、 捕 へら  也 0 

れて 牧羊 を爲 

さし めら る。 

十九 年に して 

遂こ歸 る を 得 

おい。 漢の節  八 三 武備 を 正す 

を 杖つ きて 牧  ？ ジテ  ヌ  モ ，ト ニス ルニ  7 

P^^M 師嘗論 二 威武 之備 1 曰 はく、 治！： 平 天下 之要尤 在， 嚴 11 武備？ 凡そ 天 に 陰陽 あり、 地 

^に| づ 漢 に柔剛 あり、 人に 仁義 あり、 七 情に 喜 怒 あり。 ここ を 以て 云 ふとき は、 文武 は 天と地 


の 如く 陰と陽の 如くに して、 天地の 間 相 生々 する の 物、 此の 兩般 自ら 備 はりて、 日用 

の 間 又 此の 二に あり。 二の もの を 求めて 是 れを備 へ、 外より 來るを 云 ふ にあらず、 人 

物 固有の 理 にして、 健 順 五常の 德是れ 也。 一人に して 然も 健順剛 柔の德 あって、 應事 

接 物の 間 威 愛 仁義の 外に 不レ 出。 而 して 文事と 武義を 全くせ ざれば、 不意 不虞 を 守る 

こと 不， 叶 也。 一 人 如， 此、 況ゃ 一 家 を や- 況ゃ 一郡 一 國を や、 況ゃ 天下 を や。 されば 

治國平 天下の 要 法、 文事と 武備との 兩 用に 不レ出 也。 文 以て 下 を あはれ み 愛すれ ども、 

武 以て 惡を こらし 戒む るの 法 あらざる 時 は、 愛惠に 流れて 禮節を 失 ふ。 胤征 曰、 愛 

克ニ _厥 威 1 允 罔. レ 功と-ぶふ はこの 心 也。 天下 國 家の 政事 マつ として 此の 兩 端の 心 を不 

レ 兼と 云 ふこと あらざる 也。 中に も 武と云 ふ は、 天理 自然の 勇義、 其の 形 其の 用 作法 

相 著 はれて 其の 成る 所 ある を武と 云へ り。 武の 字、 以， 止 .， 戈 爲レ武 といへ り、 其の 文 

字 を 以て みれば.^ レ 戈の 義を そな へたり。 是れ 武威の 形 其の 作法 正しければ、 則ち 干 

戈 を.^ めて 静謐に 屬せ しむる の理 あるが ゆ ゑ 也。 心に 威 愛 を もち 仁義の 理を ふくむと 

いへ ども、 其の 著明なる 處に武 の 形法不 t 備ば、 理 あって 形な きが ゆ ゑに 不レ全 也。 其 

の理を 本と して 其の 形 法 を 正しくす る を 武備と 一； ムふ。 而 して 一身の 武備 あり、 一家の 
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武備 あり、 郡國の 武備 あり、 天下の 武備 ある 也。 其の 品 は 大小の 差^ ありと い へど も、 

其の 武備の 心 は 更に 不， 刖。 凡そ 文事 をな すに は 武備 を 以て 下心と し、 武備 をな すに 

左 傳襄廿 五 年 レパ  キリ  二) 

(一) 大禹謨 は 文事 を 以て 下心と す。 是れ 則ち 有 二 文事 一則 有 二 武備 一と 云へ る 心に かなへ り。 虞 書に 

帝堯の 德を稱 して、 廣運 乃聖乃 神、 乃武乃 文と： K へり。 徒に 廣 運と 不， 云して、 聖神 

武文を 以てす。 聖 神は德 にして、 武文は 其の 用 也。 其の 用 文 斗り にあらず して 武を兼 

(二) ， 

に：) * の ぬ、 .德 と 用と 相 兼ぬ る は帝堯 もの がれ 不レ給 所 也。 漢の陸 賈說ニ 高祖 1 曰、 文武 並用 長 

£S ^巧な ザ 久之道 也と 云へ り。 文と 武と相 並べ 相 つりあうて 聊か 怠る 所 あら ざれば、 ： 大下國 家長 

著書 十二 篇， 

新語と 稱す 久 の；； たる こと 勿論 也。 さるに よって 威武 自ら かがやいて 其の 備 全ければ、 おの づか 

ら 干戈 を をさむる に 至る。 これ 武の 文字 以レ止 , 戈 する ゆ ゑん 也。 而 して 國家 天下の 

-フ- ,  (病)  たんれい 

間 不レ殘 其の 德に 化する こと、 堯 舜も猶 ほやめ る 所 なれば、 必ず 偏 塞 貪 戾暴惡 の もの 

起り て 國家を 破り 人 を 傷 ふに 至る。 ここにお いて 征伐の 事 有りて， 初めて 兵の 用 成り 

て 戰陳の 法定 まる 也。 易に 師の卦 あり、 彖 曰、 師衆 也、 貞正 也， 能 以レぁ 正、 もニ以 

クル  二. V ジ  ヒテヌ  チリ テ nnrrs シテ  フ モ  フ し 二  ニグ ノア ラン 

王 1 矣、 剛中 而應、 行 レ儉而 順、 以レ此 毒 二 天下 一而 民從レ 之、 吉 又 何 咎矣と 云へ る は、 

(二) 霄^ -舜  (一一 一) 一一 ハク カウ 干ヮ  ミ ダリ ヲ  カン キ  ナレ ト 

典  師の おこる ゆ ゑん 也。 帝 典 曰、 皐陶、 蠻 夷猾レ 夏、 寇賊 K 爻九、 汝作 レ士と あり、 堯舜の 


(I) 丘？ r 

® 東璦 山の 人 

なる を 以て か 

く 云 ふ。 前 出 

1 九； 一 一 頁麥照 


時す でに 蠻 夷の 暴 逆あって 中國 をみ だるに 至り、 寇贼ハ 益 { 九 ある ゆ ゑに、 皋陶を 以て 士 

{R: として * 兵 刑の 事 を 司 どらし むる ゆ ゑん 也。 天下 國 家に 事 あらざる とき は、 武備 を 

全くして 其の 機 を 抑へ、 萬國 各.' 中國を 守護し 萬 民 悉く 一  人 を 守衛す。 若し 天下 國家 

、 かがや  程 5^511: 

の 間 暴惡の もの あれば 征伐 を 用 ひ、 武備 を 盛に し 兵を耀 かして 殺戮 を 用 ふ。 是れ師 旅 

之舆、 无， 不， 財 害 义毒ニ 害 天下； 然而 民心 之. 者、 以 一一 其義, 動 也と いへ る 也。 

一 一宣 十二 年 ハク レ U ムルヲ ヌス ト レ ハジ ヲ， ヲサメ ヲ チヌ ズヲ ンジ ヲ シヲ 

左 傳楚子 曰、 夫 文 止 ， 戈爲 レ武、 夫 武禁レ 暴！^ 戢レ兵 二 保レ大 一一 一 定， 功 EI 安， 民 五 和 レ衆六 

璺 レ財 S 、之 者 也、 故 使 二子 孫 無 U 忘 二 其 章- お i で 使" 云々。 武備の 用、 治亂 とも 

にあって 其の 法 甚だ 重し。 治 國には 武備 敎閱 あり、 亂國に は 征伐 兵 用戰法 あり。 古人 

曰、 爲 ，國 之 大綱 曰 ニ文與 U 武、 文事 修 而 武事 不 レ備、 猶 T 天 之 有， 陽 而組ク に 陰、 地 之 有 

キ 

ク  "テ  キガ  ヲ テリ  モテ ヲ スト ヲ モ ノ ヒテノ 

レ柔而 無， 剛， 人 之 有， 仁而 無. fc 也、 是 以自， 古 帝王 雖ァ以 ニ文德 I 爲，, 治、 而所ァ 以濟， 1 其 

文 一而 使 * 之 久 安長 治 上 者、 未 二 嘗不リ 資ニ于 武事 1 焉、 然 武 之爲レ 用、 不二 以レ用 レ之 

ァ ラ ズ 

功、 而以， 不.， 用爲 レ大、 故武 之爲， 文、 以， 止， 戈爲 也、 是以國 家常 以，， 1 武備 與ニ 文教, 

並行、 先 X 事而爲 二 之 備； 無， 事 而爲ニ 之 防 一所 ァ以 遏二禍 亂于將 -萌、 衞 * 治安 于 長久 h 

レ  スルー 一 

不 レ待ニ 乎 臨， 事而始 爲， 之、 有， 事而 後備 之、 不， 然則 無， 及矣 云，々。 是れ 文武と も 
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に 行 はれて 更に かくべからざる こと を 論ずる 也。 國の六 典に 兵 あり、 天の 五村に 金 あ 

り、 是れ 皆武の 天地に 初 まる 處也。 

師曰 はく、 人君 守衛 之 法 あり。 所謂 守衛の 法と 云 ふ は、 近き は 一 人の 守衛 あり、 或 

は 晝夜を 時な ひ、 或は 居所 をつつ しみ、 或は 耳目 を 聰明に し、 手足 進退 を 左右なら し 

め、 劍刀 杖戟を 近に して 非常 を 守る 是れ 也。 而 して 給仕 伺候の 百官 各.' 其の 職 を 守り 

て、 文武 侍 衞の官 人 悉く 上 一人 を 守護し 奉る ゆ ゑに、 公事 儀式 政事 あるとき は、 必ず 

內 外に 武備 を まう けて 其の 不意 不虞 を 守り、 聊か.一:^?ことなからしむ。 古 は 文武の 兩 

官 必ず 左右に わかちて 列座し、 殿上に は 儀仗 を そな へ、 續レ 仗設は 、時 庭 上に は 兵器 を 

連ねて 其の 守護 を實 にす るが ゆ ゑ、 禮節 文事 行 はると 云へ ども、 武備の 嚴 なること 如 

レ兑レ 敵。 而 して 宮闕 城郭の 設、 武備 を ふまへ て營衞 あらしむ る を 以て、 晝夜相 守る 處、 

內には {呂 殿の 中 を かぎりて、 武 文の 官人 互に 番 をつ とめて かく ことなく、 外に は門戶 

開閉の 官人 各.^ 約 を 固く して 非常 を 禁ず。 是 れを宮 禁之衞 と； K ふ 也。 凡そ 天子 人君の 

傍、 前後左右の 近習 相衞 りて 不意 を 禁じ、 大敵 俄に おびやか すと 云へ ども、 宿 衞の侍 

臣是れ を 防ぐ に相當 すべき 所 を 了簡して、 番を 結びて 內外を 固く し、 約 を 定めて 事 を 


(1) 宋 の學 

者、 字 は 康^, 

の 進士、 

太舉 博士に 曜 

でられ、 足權 

門に 人れ す、 

高宗の 時、 中 


次いで 給 事 中 

となる， S: ら 

昏 秋の^に 精 

しく、 春秋 

通！^舉耍補遺 

あり。 父 謝 良 

^に 聞く 1^ ュ 

集めて 上蔡語 

錄を 撰す。 卒 

して 文 定と認 


通じ、 則ち 相聚 まりて 營衞を 全く するとき は、 禍蕭墻 に 起る と 云へ ども、 更に 危 事な 

き 也。 人君 內 にある とき は 宿衞の 戒め 不， 怠、 外に 出で 玉へば 宿衞の 兵士 所 を 別けて 

え だ-つぐ 

非常 を禁改 し、 近親の 兵士 各-得道 具 をした が へ て 前後左右 を 供奉し、 巡察の 兵士 

四方 を 遠くめ ぐって 事 を 通ず るが ゆ ゑに、 遠近の 間、 かの 暴惡の もの 因りて かくる 

る 所 あるべからざる 也。 ここ を 以て 古來皆 近親の 兵士 を 多くして、 其の 人 を えらみ、 

其の 番を つりあ はせ て、 大敵 非常のお そ ひ を ふせぐ に 利 あらしむ る 也。 古人 曰、 猛虎 

所 Ml? 百 IP 長， 之 者、 以 V； 其 有 二 爪牙， 也、 爪牙 廢則孤 豚特犬 ^ 能爲， 敵 云々。 爪牙と 云 ふ. 

は、 其の 武備 を^け 親 軍 を 盛に して、 禁衛の 兵 を 以て 非常の 大敵 を 防ぐ にたれ る を 云 

へる 也。 宿衞 近習の 兵 を 親 軍と も禁 軍と も 云 ふ 也。 周 禮に宮 正の 官 あって、 王宮の 戒 

令 糾禁を 司 どり、 宮 伯の 宫、 王宮 宿 衞の士 を 司 どり、 關 人の 官、 王宮の 門 を 司 どり、 

^赏 氏の 官、 虎 氏 八 百 人 を 以て 王の 先 後に つらなり 卒伍と なること を 司 どる。 王 在 

レ國則 守， 1 王宮； 國 有，！ 大故 一則 守 二王門 一とい へり。 後世の 天子 之 親 兵 也。 旅赏氏 は脊カ 

の もの をえ らんで、 王の 傍に したがへ しむる 也。 是れ 各.' 王宮の 守衞 也。 胡 安 國言ニ 

于高宗 一日、 あ k 古 盛 王 雖レ用 二 文德； 必有， 1 一親 兵； 專 《4,1 宿衞； 成 王卽レ 位、 周 公 指 n 虎： 
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實與 n 常 伯； 同戏 M 于 欲， 知 二 其恤； 虎 ほ 者 猶二今 侍衛 諸 軍 I 也、 康王新 立、 太保俾 •、 

齊 侯呂极 一虎 赏百人 一 逆 * 于 南門！ 一 呂 仮 者 太公望 之 子、 ま 一 諸侯 一入 典， 一親 兵； 猜ニ今 

殿 前 馬 步軍都 帥, 也、 勳德世 臣總司 二 禁旅虎 ほ 鋭士； 宿 n 衞 王宮； 其 爲二國 家 1 慮 深遠 矣、 

今 謀 A 國者 不レ思 A 復 . 古， 親 兵 塞 弱、 宿衞 卑少、 豈尊， 君强， 本 消， 患 豫防之 計矣。 丘 文 

莊曰、 禁 旅之師 必用 ニ勳舊 之胄； 三代 之 制 也 云々。 本朝 又 是れを 重んじて、 令に 宮衞 

令 を 出す。 是れ 王宮の 禁衛 を 具に 記す 也。 而 して 六 衞府 の官 あり。 衞門府 は 掌 二 諸 門 

禁衞 * 出ん 禮儀、 以. 時巡檢 一とい へり。 衞士 府は禁 TT 衞宮 k  s^^, 撿ュ！^隊：^; 以チ 

レ時 巡撿、 衞-^名帳及差料 ？^^き凍 大 備陳設 gill. 車 ん前駅 後^ 事 gj を 司 ど 

る 也。 兵衞 府は撿 n 校 兵衞； 分 n 配 閤門ー 以レ 時巡檢 云々。 是れ 各. - 宮中の 守護 を 司 ど 

る 也。 武家に おいて は 御家人と 號 して、 武家 重代の 輩 其の 子孫 出仕す る、 是れを 近習 

の 番兵と 云 ふ 也。 或は 幕下 之 近 兵 • 柳營之 御家人な どと 云へ る是れ 也。 各. '重代の 內 

其の 家 を えらみ、 其の 功 を 以て 其の 長と して、 近習の 衞兵を 以て 柳營を 固く する 也。 

是れ 古の 親 兵 • 禁 兵に 同じき 也。 

次に 宮闕械 郭の守 あり。 宮闕 の營作 悉く 其の 理を 守りて 營衞 のか こみ をな し • その 


外に 城を內 とし 郭を 外と して、 壘を 高く し 池 を 深く し、 門戶を 固く して 往來を 戒め、 

刻限 を 定めて 出入 を 時 あらしめ、 開鬧 をみ だらず、 門外 門內に 兵器 番兵 を 固めし め、 

.  Ik 合 を 置きて 非常の 出入 を 糾明す る、 是れ 叉險を 要して 武を備 ふるの ゆ ゑん 也。 周 鱧，， 

(一) 仁宗の 閽人 掌 二宮 門 之禁？ 宋の 王陶、 公 主の 夜 入レ宮 こと を 犬に 戒め、 司 馬 光、 夜 開 二宮 殿 門 

時 用 ひられ，  レニ)  ゐ  ん-、 

Mmii 及 城門 一 者、 皆 須：， 有 二 墨 勅魚符 一とい へ る はこの こと 也。 本朝 叉 闈司は 諸 門の 管 を 司 

どる、 ま 匿 其の 開闔の 次第 具に 宮衞 令に 出レ之 也。 佤し 其の 本と する 處、 能く 是れ 

を糾 察して 時々 に 相 改め、 所に 因りて 具に 考 ふるに あり。 古より 其の 創業 守 文に 心 あ 

る 明君 賢將、 深く 思 ひ 遠く 慮りて 其の 武備 を定 むと いへ ども、 世 久しく 長久 なれば、 

唯 だ 形 斗り のこりて 其の 本意 を 失 ふ 事 多し。 中に も 恆例臨 事の 大禮相 行 はるる の 時、 

諸 門の 警固 其の 定め ありと いへ ども、 實を 以てせ ずん ば、 是れを 相 偽りて 暴 惡の輩 門 

戶に 出入 を 自由す る こと 可， 有。 叉 常に 所, 閉の 門戶 は、 必ず 管 鏑 そこねて 急に 難レ 開、 

開きて 叉 難， 閉 所の あるべし。 門 管 能く 守る と 云へ ども • 番衞の 兵士 或は 懈台^ 多く、 

或は 兵卒 不足 あるか、 兵器 其の 糾明 を詳 にせ ずん ば、 叉 所 レ闕多 からん。 人君 是れを 

. 考へ て 其の 武備 を 正されば、 宮闕 城郭 地の利 を 得て 堅固 を まう け、 衛兵 輕卒 兵器 儀仗 
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. 各-其の 用 を 得べき 也。 次に 京師 之 屯 あり。 是れは 王城の 外、 京師の 間、 ェ 商の 町 情 

-  を 立て 便 用 を 利し、 其のつ まり/ \ に 諸侯. 大 夫の 人 持， 人の 長た るべき 人 HIT 我が 

所レ 率の 群 卒を相 あつめて、 外の 難 を 担ぎ 非常の 惡人 を相戒 むる のこと 也。 械 門の 四方 

あつ +h り どころ 

に 空地 を 置き * 市 術 路頭に 會所を 設けて、 若し 事 あるとき は 約 を 定めて 其の 聚 所に 

たむろ  ひと もち 

相 屯して 王城 を 守護し、 諸侯 • 人 持 は 郊外に 出で て 外人の 非常 を 禁衛す る 事、 是れ京 

師の守 也。 異朝 旣に京 輔の法 を 論じ、 京 中に 軍士 を あつめ 置く こと あり、 漢の 中尉と 

云 ふ 官は京 中の 兵士 を 司 どる 也。 本朝 又 軍 防の 令 あり。 凡 兵士 向 レ京者 名 ニ衞士 一と 也、 

諸國 より 相聚 まりて 京師 を 守護せ しむる こと ある 也。 武家に おいて 猶ほ 此の 法 を 重 

んず。 頼 朝 卿より 此方、 鎌 倉に 大番役 を 定めて、 諸國の 守護 來 りて 柳營を 相衞 り、 京 

都に 國々 の 兵士 を あつめて 王械を 守護せ しめて、 六 波羅の 下知 を 守る。 四十 八ケ 所の 

篝役 など 云へ る是れ 也。 柳營の 守護、 內には 親 兵 相 守り、 外に は 諸侯 か はるん \ 相 屯. 

.  す、 其の 武備の 全き こと 可， 見 也。 然れば 十字街 頭の 大路 小路 を あて、 諸人の 屋敷 家 

宅 を まう くるまで、 文事と 武備 を 兼ねて 便 用 を 利し 要害 を設 くる こと、 聖人 相定 むる. 

所の 法に して、 則ち 天地の 規範 也。 次に 郊外 之險 あり。 是れは 王械の 外市柯 地の 惣 


ま はり に 郊野の 地を殘 し、 その外に 山 ハ介を かたどり 海 川 をう けて 要害 を なすこと 也 e 

或は 蠱を」 n 问 くし 池 を 深く して 其の 道路 を 通じ、 關門を 高く して 番人 を 置きて 內 外相 通 

ぜ しむ。 是れを 郊外 之 險と云 ふ 也。 .h- に 畿內之 守と：： ム ふこと あり。 是れは 王城の 四方 

近 國を畿 內と號 して、 人君に 常に 奉公 勤 仕の 輩 三 公より 卿大夫 諸士庶 人の 祿地 とする 

こと 也。 其の 地形 を審 にし 四方の 様子 を考 へて、 所々 に 城郭 を 設けし め、 其の 地に 祿 

を 付けて 相 守るべき の 士卒 を 養 はしめ、 外 國の難 を 防ぎて 非常 を 禁ぜし め、 諸侯 暴惡 

にして 王城 を 犯さん とする もの を 相 担ぐ。 故に 其の 道筋 を はかり 其の 往來 を考へ て械 

を 設け、 近隣 互に 相 救 はしむ。 是れ |g 內の守 也。 古 は 邦 幾千 里と 號 して、 王械の 四方 

五百里 を かぎりて，.^ 服と； K ふ、 是れ 則ち 幾內 也。 此の 地に 軍 伍の 制を詳 にして、 兵 則 

シ  リ  てんぷく  へ， 1 )  (二)  , 

出 二 於 農； 六 軍の 兵 皆畿內 にあら しむる 也。 漢に右 を 抉 風、 左 を 媽翊、 京 を 京 兆と 云 

ひて、 是れを 三 輔と號 し、 三 輔之委 寄 固 重 二 於 郡 阈ー矣 と 云 ひて、 三輔の 間の 軍卒 天下 

の 諸侯に 相當 るが 如くなら しむる と 也。 而 して に 府兵を 置きて 京師の 畿內 にあつ め 

て 軍制 をな し、 無， 事 則 カ耕而 積， 穀、 有， 事と き は 出で て征 せし むる 是れ 也。 漢には 

畿 兵と； K ふ 也。 lu, 古 建， 都 者、 皆 於 n 四 近 之 地, 立 爲， -輔 郡； 所：： 以爲， 1 京師 好 翰, 也、 

君 道 九 治^  二 〇 五 
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ハテ  ズシト (テ  ホウ シャ ウノ ン ト  シテ . ダ ァーフ -1 

漢以， 一京 兆左媽 1 右扶 風， 爲 二三 輔； 唐 亦以， 一華 州 同 州 鳳 翔 ー爲， 輔、 而宋 初未& 二 建立.； 

至， 一 於徵宗 あ； 亦 於 ニ畿郡 1 立 爲ニ 四輔， 焉、 き輔則 屯，： 兵 二 萬 人， 爲， 額. ム々。 すべて 畿 

(足 .>  レ リ 

內の兵 を 以て 天下の 大に當 るに たると き は、 其の 武備 全くして 危 からざる 也。 夫自 

レ 古爲， 國者、 必固, 外以蔽 レ內、 居， 重 以敏， 輕、 壁 i 則 人 之 家居， 、ぬ 有， 一藩 一： t 墙壁； 然後 

堂窒 堅固、 內呼而 外應、 若, 設， 一 關捩； 然有， 所， 軌，， ！於 中； 而 四面 之 機 畢應， 之、 然後 

ス ルガ ヲ  ルナ リ チシク  セ  もり 

盜之 利， 一 吾 財 1 者、 不二 敢輕 侵犯， 焉 云々。 次に 諸！： 之 守 あり。 云 ふ 心 は、 幾 內の外 東 

西南 北 之 諸國各 城 都 を かまへ て、 其の 所レ 司の！： 郡に おいて 盜賊を 起し 惡事を 町乂. - 

ものの 氣機を 抑 ふること、 いづれ も 王城 畿內の 制 を 規範と すべし。 國々 の 守護 郡縣の 

奉行、 各.^ 相た すけて 國 家の 守護 王者の 守衛 を なすこと、 是れ諸 國の守 也。 次に 犬 下 

之 守 あり。 云 ふ 心 は、 天下の 勢を考 へて 道路 を わかち、 州 郡の 形に よって 其の 大小の 

食邑を 分ち、 親疎 を 相 交へ 方 伯 を 置きて 其の 戒を 不, 怠、 是れを 天下の 守と 云 ふ 也。 次 

に 邊耍之 戌 あり。 是れは 四方の 邊土 夷狄 襲來の 武備の ために、 兵士 を 置きて 是れを 守 

らしむ る 也。 舟 を 可, 著の 湊、 可 レ來の 要地に、 各. > 城郭 關門を 設けて 是れを 守らし む 

る こと 也。 月 令に 命 二 有司, 備 一一 邊 境ー完 -ー 要塞, と 云 へ る ことの あり。 戌 は 屯 戌の 心に て" 


昭- 一十： 年  ノハり  一一  ヒクケ し バリ リ 

人 を あつめて 相 守らし むる の義 也。 左傳 云、 古 者 天子 守 在 二 四 夷； 天子 卑 守 在 二 諸 

侯 一とい へり。 天子の 德 正しき とき は、 內 外に 武備の 守 あれば、 四海の 間に 天下の 守 

あって、 內に疑 はしき 所な きが ゆ ゑに、 若し 夷狄の 襲來 して 中 國を亂 る こと あらんに 

やと 其の 守 あり。 又 武備お とろへ て 封！： の 法理に たが ひ、 其のつ り 合不, 正 を 以て、 

禍 侯に あらん こと を 恐れて、 諸侯 を 守り 用心す ると 云 ふの 心 也。 然れば 夷狄の 守り 

尤も 重んずべき 也。 本朝 軍 防 令に 所， 出、 其の 法 尤も 明 也。 すべて 守， 邊者名 二 防人 一 

而 して 東西の 邊耍に 防人 を 置きて 夾狄を 守らし むる とい へ る是れ 也。 武家 天下の 權を 

執る の 後、 諸國に 守護 を 置きて 其の 國郡 を領 せし む。 故に 邊 要の 地义 防人 を 遣 はす 

に不， 及して、 其の 所の 守護 是れを 相 守る、 唯 だ 奉行. 探題の 類 相 代りて 其の 用捨 を 

下知す るの み 也。 凡そ 天下に は 天下の 武備 あり、 一 人に は 一 人の 武備 あり、 上天 子よ 

• り下庶 人に いたり、 天下より 一家に 至る まで、 武備の道斷絕す^^-ときは必ず其の作法 

(二) 

三) きナ下 おこたる は、 古來 よりの 戏也。 孟子 無二 敵國 外患 1 者國ぼ 亡と いへ る も * 外にお そる る 

篇第 十五 章  ：  キム 

心なければ 內に戏 の 不レ備 こと を： ム へ るなる ベ し。 尤も 町レ愼 こと 也？ 

師曰 はく、 上古の 民 を 治む る は 皆兵 民の 用 を專ら とす。 兵 民と 云 ふ は、 天下 國，： M に 
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無 レ事時 は 耕して 民たり、 事あって 用 ふるとき は 則ち 兵た る、 是れを 兵 民と 云 ふ 也。 

廿五； li^  .3  五" もお .  二  r 五 百, お 

周の 法 五家 を 比と し、 五 比を閬 とす、 四 を 族と し、 五 族を黨 とし、 五黨を 州と し、 

萬 二 干 五 百. が 

五州 を 鄉と云 ふ。 是れ 平生 民屋の 互に 相 救 ふの 法に 此の 制 を 立つ る 也。 若し 國に 軍事 

あるとき は、 則ち 一 家より 一 人の 兵 を 出す、 而 して 五 人 を 伍と 號十、 則ち 比 也。 五 伍 

五 人  百 人  二 干：. fi 百 人 

を兩 とす、 則ち il 也。 四 兩を卒 とす、 則ち 族 也。 五卒を 旅と す、 則ち^ 也。 五 旅を師 

萬 二 千 五 百 人 

とす、 則ち 州 也。 五師を 軍と す、 則ち 鄕也。 是れ 民兵の 間 其の 名目 を ことにして、 其 

の實は 一 家に 一 人 を 出す の 法 也。 大國は 三軍に して 地方 百 里、 次國は 二軍に して 地方 

七十 単一、 小國は 一軍に して 地方 五十里、 "大子 は 六 軍 を 邦 幾千 星の 內に 出す。 平生 農業 

> げき しゃぎ よ 

を ことと し、 暇 隙に 射 御を學 びて 其のつ ぐの ひ をな 十 ゆ ゑに、 所々 に 學校を まう け、 

鄕飮 酒の 禮を行 ひて 射を學 ばし むる 事、 是れ 古の 法 也。 如, 此 とき は 兵 民た る ゆ ゑに、 

兵于農 一而 治亂 ともに 民 其の 用 をな すに たれる 也。 然るゅ^^ 周 禮小司 徒 乃 會ニ萬 

民 之 卒伍 1 而用， 之、 五 人爲ぃ 伍、 五 伍 爲：， 兩、 四兩爲 レ 卒、 五 卒爲, 旅、 五旅爲 ぃ師、 五 

師爲. 軍、 以 起，， 軍旅； 以作ニ 田 役； 0 以比ニ 追 J 胥； 2! 令，, 貢き； s^. 

チシク シ  ヌ チカ ンガ へ ナノ プ  アマ ネク リノ  7  ハゴ トニ，.、  • .；  ャ ズ  ゴ 卜 二 

乃 均 二  土地 ー以稽 M 其 人民； 而周 知 二 其數； 上 地 家 レ^ 七 人、 . ？」 任 也 者 家 三 


以テ 
任ジ 


又 
曰. 
地ノ  " 
事 二 野. 


而 

令フ 


九 
夫ヌ 


人： ル tIJ ハ T 可， レ住也 ァ者一 ー家五 人、 下 £f  、£ 也 I 一ん" ルきき 1 

レ 過-一家 一 人； 以 一一 其餘ー 爲レ 羨、 ■、 唯ば トき トハ； 一一 ハ追胥 一 「ト も- 1 肘  ： 

レま 四 井爲， 邑、 四 邑爲， 丘、 四 丘 爲，； glil,i、 

貢賦？ 凡そ 税敛之事 1^13 缝 漏 iitslj 

SJip 一 解 i 還き； 一 案ずる に、 一二 代 皆 井田の 法 行 はれて、 民に 敎 

導す る 事 切なる が ゆ ゑに、 兵 農相 因る。 天下 事 あるとき は、 民 出で てこ こに 兵と なる 

こと を 得。 是れ王 幾の 制に して、 野 は 其の 民屋 によって 軍旅の 役 徒 を 出せる 也。 齊の 

桓公內 政の 法 を 作りて、 井田の 兵制 ここに やぶる。 然れ ども 猶ほ 古の 法に g ゲてナ L 

^ 橫 g ば、 謂き 此士三 萬 人 1ァ_^)ー- き 天 下ヌ； 天下 之 大國モ £ン>』1 上 ^ 是れ 後世の I レ f4 處な 

り。 何 を 以て 然ると なれば、 sir ま 振 I、  ； g 以ァレ iuul、 ま 卒伍 整ヒ： i; 軍 

旅 盤 ニ於郊 T 內敎旣 成、 令， 勿， 使，； S 徙； 伍 之ん 祭， ま ％L% 死！^ BTM、 福災 

人與. 人相 疇、 >  家與」 豕相# 慨 同居 ン、 ケ 力-同 I、、  I 夜 参 相 降 ^,0^. 晝 

戰 1^ 相視、 足： 以 相識； 其歡欣 足リ， 一, I 相死ス 2 バー ％  一，  § 

貝 同 レ固、 li^ac 同， 彊. と 云 ふ、 是れ內 政の 法 也。 晉の惠 公州 兵 を 作る、 是れ 一 家より 
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士 擧ん吳 はへ にす 大保を 長と ろ 创宋 ふ餘せ 、八 射 長 步中參 前 
、者 。澄して は 。保 長大 あし 、始の を ざ 胡校聲 水兵 壘照出 

著 、元の む 兵 弓 保 を あ 保り そ 十す 王 七る 騎 尉' •  •  •  二 
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五 人 を 出して、 二 千 五百家に て 一 軍 を 出す、 其の 役 甚だ 重し。 漢に 至りて 南北 屯 軍 

を 立つ、 南 軍 は 王宮の 守護な り、 北 軍 は 京 中 を 巡行して 非常 を 禁ず。 諸國の 兵士 は 南 

軍に 入れ、 三輔の 兵士 は 北 軍に 番 上す。 武 帝の 時 內增ニ 七 校； 番上を やめて 常 屯と する 

リテ -ー  §  ノ  -ーシ Z ヲ ノハ 

也。 唐の 太宗府 兵の 制 を 定め、 因 二 農 隙 1 而敎閱 す。 居， I 無事 時 一耕 二 於 其 野 一 番上者 宿 n 

衞京 i 一也、 若 四方 有， 事、 則 命， 將以出 云々。 唐の 府兵は 三代の 制に 似たり といへ ど 

高 宗^武后  、1E  ノ  3-  二ラ—  , ^守 一一 京師 I  ,< 諸 州 S 兵  王 安 石 

も、 末に 變 じて 其の 法相 やめり。 if おき； iir 宋 のハ禁 軍-つ 5 軍是 れ叉變 じて 爲ニ保 

甲； いづれ も 一定せ ざる は、 時 異に 地變 じて 其の 制 相 か はれば 也。 明に 至りて 錦 衣 十 

二 衞を內 に まう け、 外 衞と號 して 所々 に 軍士 を 置く、 是れ叉 軍 伍の 制 也。 凡そ 上代 は 

直に 民 を 兵に 用 ひしめ て刖に 兵士 を不 A 置、 後世に 至りて、 課 貢 を 重く して、 其の 貢 

かみ  .  (巧)5!„^徵 ハン 

を 上に とって 兵士 を^に 置く 也。 然れば 事相 替る とい へど も 其の 理は 一 也。 古人 曰、 

今 兵農旣 分、 制雖， 非， 古、 然 兵 受ニ廩 給； 不， 耕而 食、 雖， 勞 而不， 怨、 民 出，！ 賦稅； 免 n 

于征 行； 雖， 貧而 不レ怨 といへ り。 本朝の 制 略 ぼ 軍 防 令に 出で たり、 是れ叉 兵 民の 制に 

相似たり。 武家 天下の 制 法 を 司 どるの 後、 專， 一 武備 一として 兵士 常に 幕下に 安置し、 祿 

を與へ 食邑を 畳に す。 功 を 立て 忠を 專ら とせし 臣下の 子孫、 祿を 分ち て平士 となって 


其の 任に あたる。 兵 民の 制すで に斷絕 すと い へど も、 民 或は 耕し 或は 兵た らんより、 . 

其の 用 尤も 利 あらん か。 但し 民に 敎 ふるに 道 を 以てして 其の 法 を 正さば、 民 又 兵た る 

に 利 あらん か。 如， 此の こと は、 其の 國の 守護た らん 人 常の ェ决 によるべ きこと 也。 

唯 だ 其の 用捨 を 知りて、 其の 時宜 處の 風俗に 隨 ふに 可， 有 也。 

師嘗論 二 武用之 備ー曰 はく、 武備 之 所.， 用、 人馬 器械 已。 んは軍 伍 之 制 を 定め 農兵の 

利 をな す是れ 也。 馬は牧 馬の 政を詳 にして >  馬の 其の 產廣く 多 からん こと を 云 ふ 也。 

器械 は 兵の 所， 持に して、 身 を 守り 害 を 除き、 是れを 以て 彼れ を 近づけ ざら しむる の 用 

也。 此の 三 を 武用之 備と云 ふべ し。 此の 三 用不， 足して は 武備 全から ざる 也。 軍 伍 之 制 

と IK ふ は、 常に 兵卒に 伍々 の 法 を 立て、 道 德を敎 導し 禮節を 正し 武技 を 練りて、 平生 

其の 伍々 の 間 互に 相 救 ひ 相 助けて、 死生 をと もに し 患難 を 一にせ しめて、 其の 伍の 間 

不義 不 道の もの あらば、 伍 人に 至りて 其の 罪 をう ベる が 如くなら しむる、 是れ 伍より 

軍に 至る まで 如レ此 制して、 文武の つとめ を不レ 怠し むる とき は、 人 皆 用 ふるに 足れり。 

是れを 軍 伍の 制と 云 ふ 也。 武家に 伍々 の 組 を 立て、 兵卒 各. -以， 伍 制する 是れ 也。 馬 

政 は 牧の馬 を さかんに 多き 如くいた し、 水草 を專ら 撰んで 馬の 質 を直剛 ならしめ、 其 
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の 質 をつ くろうて 外 をかざる こと を 禁ず。 故に 牧馬 是れを 民家に 得て 其の 養 を 全くし、 

其の 用 ふること を 節 あらしむ るに、 各-法 あり。 凡そ 馬 は 軍用の 要 物にして、 兵士 不 

レ因， 馬と き は、 進退 を 速に し 遠く 行きて 征 する こと あた はず、 器械 食物、 馬に 不レ因 

ば 其の 運送 を 自由にす る こと 不レ能 也。 故に 周禮に 軍政 を 司 どるの 宫、 各.' 司 馬を以 

定之方 * Id  .... 

て 名號と 十。 軍賦を はかる に 馬 を 出す を 以てす。 詩 之驟牝 1  バ 上 三 干と 云 ふ は、 衞 

•  ほ  古！11 篇， 一 々マ/力 ミ 一一 ル  ル  ヲ 

の 文 公 を 美む る 也。 旣 伯 旣禱と 云 ふ は、 夏 官校人 春 祭 ニ馬祖 1 のこと をい へ り。 伯 

てんし ばう せい  說卦  スト ト  シノ 

は馬祖 のこと 也。 天に 夭. 駟房星 あり、 易に 乾 を爲， 馬" 古人 馬 政 を 責ぶ事 如， 此。 本朝 

叉 廐牧令 ありて、 廐に 細 馬 • 中 馬. 駑 馬の 養を詳 にし、 牧に 其の 制 法 を 定め、 道路の 

おもき 

驛 馬を定 む。 是れ馬 政 を 重んずれば 也。 馬 は 土地に 因りて 其の 生 質相替 りて、 或は 重 

を 負 ふに 住 じ 或は 險を 陵ぐ こと を 得、 或は 若老 によって 其の 用 ことなる あり、 或は 大 

小 相 定まる あり。 如, 此の 品を考 へて、 或は 兵馬に あて、 或は 驛馬 にあ つ、 各  >  其の 

牧地の 水草 を 利し、 牧馬牝 牡の 有餘 不足 を考 へて 其の 職掌 を 正さし め、 兵馬 は 筋骨 を 

逞しから しめ、 馳追を 自由なら しめて、 武備の 用 を 利し、 驛馬は 其の 所, 負の 輕重を 

糾明して 其の 疲勞を 省き、 國 家に 事 ある 時 は 民間の 驛馬も 亦 兵馬の 用たら しむ。 故に 


在々 に 置く 所の 馬，、 皆 毛.^ 齒歲を 記して 日記に 付け 置き、 これ を 以て 每歲 必ず 糾明 レ 

其の 不足 をお ぎな ふごと く あらしむ ベ き 也。 是れ馬 牧の法 也。 

器械の 利 は 其の 本 在 レ不， 得， 止 也。 人自 1^ 自担レ 難に 天質 そな はりて、 手足 爪牙の 用 

ありと いへ ども、 却って 鳥獸の 利^ 爪牙に 不， 及。 ここにお いて 木 を 取り 竹 を 取りて 

其の 用 をた すけ、 而 して 金 鐵を 利して、 一た び これに あたる もの 喪 身 失命す るに 至ら 

しむる は、 人間の 知より 出で たる 處の 利器 要害 也。 故に^^ を するどに して、 平生 こ 

^うげ き 

れを 身に 近くして 提携す るに 便 あらしむ とい へ ども、 猶ほ 其の 遠く 守らん がた め矛戟 

なぎなた 

のか まへ あり。 矛 戟は木 柄 を 長く して 是れに il^ を さしはさめる 器 也、 後世の 鎗 長刀 

など 云 ふに 類せ り。 猶ほ 遠き を 制 十る に 弓 奴： r のま うけあり、 後世に 至りて 火器 を 制し 

火 藥を用 ふ。 是れ 各-世 ことに 時 ことにして 其の 制 法 次第に 巧 を 得る が ゆ ゑに、 長短 

遠近の 器械 其の 制 品々 也。 而 して 守， 身の 器、 叉 甲胄 桐 干 等の 具足 多し。 我れ 先 づ身を 

守る こと を 全くして 後に 人 を 制すべ し。 然れ ども 人の 器械の 利 不利 を詳 にしら ざれば 

身 を 全くす るの 器械 其の 制不レ 可， 詳 なれば、 彼れ と 我れ と 相 用 ふるの 間にお いて 其の 

利 不利 を考 へて、 守る もの は 生々 を 全くし、 攻 むる もの は 其の 利 を するどに す。 宮禁 

君 道 九 治禮  二 一  三 


( 一 ) 一武 經七 

書の 1 なり。 

こ こ の 語 は, V 

の 天子 之義第 

二に 出づ 
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殿 門 城郭の 間に 安置す る 所の 器械、 各.' 其の 武備 を 守りて 是れを 用捨す る は 古の 法 也。 

外に は 兵器 を 盛に し、 內には 儀仗 ^aisJsllfKiisp-- を 置く こと、 皆 武備 を 全 

くす るの ゆ ゑん 也。 凡そ 武器の 用、 其の そな へ ありと 云へ ども、 これ を 正す に 不レ以 

, 時、 置く に不, 以, 所、 司 官不, 以， 監、 則ち そな へ あるに 似て そな へな きに 劣れる 也。 

やぶ 

天下の 間の もの 利 あれば 害 あり、 始 あれば 終 あり、 成る とき は 必ず 壌る る は、 古今 

I あらた 

の 通 法 也。 是れを まう くるの 利 あれば、 必ず これ を賴 むの 宋：： 出來る 也。 始めて 仕改む 

るの 器械 は 終の 全 からん こと を可レ 計。 今已に 成就せ ると 云へ ども、 糾明 巡察 を詳に 

せ ざれば やがて そこね やぶる る もの 也。 纽戟 はさび くさり、 弓矢 は蟲 かみ そこね、 火 

藥 はうる ほひし めり、 甲胄 は 皮き れ絲 ただる。 鈕戟 弓矢 甲冑 ありと 云へ ども、 此の 弊 

を不， 正と き は 用 ひんと する に 用な き ゆ ゑ、 利 あれば 害 あると 一 K ふに あらず や。 然れば 

各.^ 其の 理用を 糾明して、 其の 器械に ついて 其の 要と する 處を詳 にし、 其の 用 ふる 處 

必ず 偏なら ざら しむべし。 世 長久に 屬 する こと 久しき 時 は、 先代の 形 はありと いへ ど 

も、 其の 理を失 ふこと 多し。 儀仗 を設 くると いへ ども、 其の 器械 或は 朽ち 或は さびて 

其の 用たら ざれば、 唯 だ 人の 目 をお それし むる にして、 其の 實は すたれる 也。 司 馬：^ 


d1 け 兵 雜則不 A 利、 長 兵 以衞、 短兵以 守、 太 長 則 難， 犯、 太 短 則不レ 及、 太輕 則 

ク .K レ バン レ  ダ. K レバ テ  ケ レバ  ナラ (二) ハク  ハギ シュ ボウ ハリ ク ヮゲキ ハク ゾ  ハ ナガ ラ 

(二) 定爵第 鋭、 銳則 易， 亂、 太 重 則 鈍、 鈍則不 レ濟。 又 曰、 弓矢 御 r ルス 矛 守、 戈戟 助、 凡 五兵 五 

三に 出、 つ 

^ ハ テリ ヌ ハ テフ ヌ クガヒ ニフ： t ハシク  フ * 〈シ 

當、 長 以衞， 短、 短以 救, 長、 迭 戰 則久、 皆 戰則强 云々。 いづれ も 其の 所に 因りて 

あるの 由 を 論ずる 也。 すべて 武備の 用 軍器 を大 也と する を 以て、 周 禮天官 王府は 王の 

(三) 

S 正しく 兵器 を 司り、 內府は 良 兵 良 器 を 掌り、 夏 官に司 兵 • 司 甲の 官 あり、 司 戈. 司 弓矢 あり. 

H^^l) かう じん  リ セン カンヌ (En  かんじん  - た し t さ ； マ21 じん 

0 藁 人 は專ら 掌ニ箭 幹； 考 H 記に 函人の 制 を 具にす、 尤も 弓 人 • 矢 人. 桃 氏 ぎレ穀 .てま4 

ェ記  ちうじん  /  (重) 

» 人の 法 を 出す。 苟 子に 魏氏武 卒の法 あり。 これ は 力量の 男士、 おも 具足 を かさね 著- 

て 弓矢 矛 を 持ち、  三日の 糧を 付けて 自由せ しむる の 力 者 也。 漢の 高祖 武庫 を 立て 兵器 

を えらみ、 其の 官人を 置き、 歷代 其の 制 尤もつつ しめり。 其の 制作に 念 を 不：， 入ば、 

只だ當 分の みばば かりにして 其の 實不レ 足。 是れ费 をい とって 急務に あらざる こと を 

マウ \ へク  ナーフ キン カウ  カラ 

(五) 前 出 五 思へ ば 也。 宋の歐 陽 修仁宗 に 言 曰、 諸 路州軍 之 器械、 鐵^ 不 レ剛、 筋 膠不レ 固、 長短 

大小、 多 不：， 中， 度、 但務， 一充， 數而速 了； 不， il 所， 用之不 1, 堪、 經歷官 司、 叉 無二 撿責ー 

此仏ニ 器械 之 虚名, 而 無二 器械 之 實用， 也、 以ニ 草々 之 法 1 敎ニ老 怯 之 兵； 執 n 鈍 折 不堪 之 器" 

ノ リ ルー ーハ  ミテ -ー  ュル モゾケ ンブ 

百戰 百敗理 在, 不, 疑、 臨レ事 而悔、 何 可レ及 乎と いへ る は、 まことに 承久の 世の 戒也。 

： , 君 道 九 治巇 .  ,.  ニー  五 
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武備 は 軍 伍 馬 政 器械の 全きに あるべし、 此の 內ー つも かくる 時 は 法不, 調 也。 

師曰 はく、 敎閱 之法尤 可， 厳と 云へ り。 案ずる に、 敎閱と 云 ふ は講， 武の儀 也。 軍 伍. 

を 制し 馬 政 をな し 器械 を 調 ふと 云へ ども、 進退 坐 作の 法、 陣と 行と 營 との 品、 よく 敎 

(一) 子 へ 能く 正さざる とき は 其の 用 不レ足 也、 ゆ ゑに 敎閱の 法 あり。 孔子 ni、 善人 敎 レ民、 七 

IPJJ-M 十ナ  ナ ラバ ン テ カシム 二  (二) ハク テ ルノへ ヌフハ レフ ツル トレ ヌ  nil) ハク シテへ ヲ フル ハ 

?! 一) 同 末 章 年、 亦 可こ以 卽.^ 戎也。 又 曰、 以こ不 レ敎民 ー戰、 是 謂レ棄 ， 之。 孟子 曰、 不， 敎レ 民而用 

(三) 吿子下  レヌフ レヲ ヮザハ ヒス トヲ スル ヌハ  レ ラレ  -ーモ 

篇第 八 章 ， 之 、謂 二 之 狭！， 民 、狭， 民 者 不レ容 二 於 堯舜之 世 1 とい へり。 孔孟 は 百世 文 敎之宗 にし 

て、 武事 をの 玉 ふに は以, 敎。 これ 民に 制 ありと 云へ ども、 かねて これ を 詳に敎 へ ざ 

れば、 死生 不知の 地に 至りて 如何 ぞ全 きこと を 可， 得 や。 而 して 敎 ふるに 時 あり、 周禮 

四時の 田獵、 各. - 民の いとま ある を はかりて 鳥獸を 追うて これ を 殺 十。 舂 のかり を 振 

りよ  (示)  テ バ ッシプ 

旅と 云 ひて 兵 を 入る るの 法 をし めし、 夏 は 以ニ荄 止 一名と して 夏草 やしげ みの 山野に か 

りね して 夜 營夜戰 の 儀 をなら はし、 秋 は 治 兵と 號 して 專ら 鳥獣の 田 畠 を そこな ふ を か 

りころ し、 晝の 戰陳を 講ず。 冬 は 農事の ひま も ある なれば、 三時の をし へ を ここに こ 

たいえ つ 

と ごとくす、 ゆ ゑに これ を大 閲と號 す。 其の 法 を 正す 事、 其の 地 を えらみ 四方に 表 を 

立て、 群 吏 衆 を 戒め、 誓を陳 前にの べ牲 をき つて 左右に 誓 ひ、 こと- く 戰陳の 例の. 


如くす。 此の 法 終りて 而 して 後に 狩 田す る 也。 成 周の 盛なる とき、 四時に おいて 軍の 

キ ノ 成 十三 年 ハク 劉 氏 曰 ハリ ト，、 - 一一 ッハ モノ 

制 をなら はし 戰陳の 法 を まなばし むる こと 如， 此也。 左傳 曰、 國之 大事 在 二 祀與- 戎 

といへ り。 戎は國 家の 大事、 國の 安危、 下の 死生の かかる 處 なれば、 承 平の 時よ く戰 

陳の法 をなら はしめ て、 若し 不意の 事 あらば、 これ を 用 ひて 實に 戰陳 をな さしむ とも、 

更に 危 かるべからざる 也。 凡そ 手足の 外にね る處、 耳目の 物に ふるる 處- 心意の 內に 

うごく 處、 平生 是れを なれなら はじむる とき は、 人々 常の 思 をな して 疑惑す る こと あ 

らず。 ゆ ゑに 其の 田獵 講武の 間、 旌旗を さしはさみ 烟火を 擧げ、 金 鼓の 約 を 堅く して、 

人々 これ を 見聞せ しめて 耳目 を 定めしめ、 進退 坐 作 を 以て 其の 手足 動容 をね らしむ。 

耳目 定まり 手足 身 體相叶 ふとき は心氣 CI ら 安んじて、 軍 伍 馬 政 器械の 用、 其の あら か 

じめ する 所の 利 不利、 用 ひて はじめて 明に して、 其の 法 或は 古に より、 或は 新に する 

にあり。 是れ 敎閱の 正す 所 也。 夫れ 陳法は 能く 定まる を 以て 本と す。 朱 云 陣者定 也 

とい へ る是れ 也。 陳の 定まりて 形の 正しく 用の 利す る は、 軍 伍に 制 あ つ て 馬 政よ ろ 

しく， 器械 自ら 其の 利あって 而 して 後敎閱 不, 怠、 是 において 陳 初めて 定まる 也。 陳 

キズ  二  ノズル (リコ  タク タク ダウ ニバッ 二  ノ 

定まりて 而 して 後に 戰法 可， 論 也。 周禮、 振 旅所， 辨 者、 在 二 鼓 • 鐸 • 鏑 • 鐃； 笼舍所 

君 道 九 治禮  二 一  七 . 


山 鹿 語類 卷第九  二 一  八 

レ辨 者 在ニ號 名； 治 兵 所， 辨 者 在 二 旗 至 二 於 大閱， 則 兼 n 辨夫^ 疋三ぁ 1 焉、 三者 仏レ師 

布 レ陳、 缺， 一 不可、 三 則 各 專習ニ 其 一 ； 冬閱 則 兼 IT 用 其 一一 1; 是知 T 先王 敎， 戰之 法雖こ 

ナリト  ノ ハル ナラ  ズルニ ナルヲ  レハズ  ノキ ニス  ズ  一一 キニ ル  キ it ハ ク 

多端； 而其 要不， 外 二乎辨 一而 已， M 矣、 夫戰非 ニー 人 可， 4r 亦 非 1 二 曰 可- A 了、 人 多 則 難 

ヒ  ズ スルモ ヘン 卜レヲ  ハ  テム ルレ ヌ  カーフ  チ フレヌ ユリ  一一 

レ齊、 必欲 fe: レ之、 不レ能 二人. -以戒 1, 之、 不レ可 二 事々 以敎 r 之、 故 有 二 金 鼓 之聲； 聲 

有， 1 不同, 則 事亦隨 異、 有 二 旗 物 之 節； 節 有， 1 異形 1 則 事亦隨 別、 苟 非,， 1 早 有， I 以辨 U 之、 

乃至 二 臨 レ期而 示 1, 之、 必不レ 能 ニ盡記 一也 云々。 凡そ 軍禮に 五つ あり。 大宗 伯、 以 二軍 禮 1 

同 二 邦國； 大師 之禮 用， 衆 也、 翻； » 大均之 禮恤， 衆 也、 g ，地所 政 ，ま|?# 大田之 禮簡， 衆 也、 

，柳 大役 之禮 任， 衆 也、 大封之 禮合レ 衆 也 • ま；； ま？ nsi&f 以上 これ を 軍禮と 

(狩) 

云 ふ 也。 大田は 右の 四時の かりによ せて 敎閱 する 也。 大 田の 法 斗り にか ぎらず、 大役 

は 普請 作 事 を 以て 衆 カを考 ふる、 是れ叉 同 儀な りと いへ ども、 先 づ田獵 において 武を 

なら はすこと 古の 法 也。 穀梁傳 曰、 因 ニ蒐狩 ー以習 n 用 武事； 禮之大 者 也。 左傳 曰， 臧 

キ ハク ハク  セン  テ  -1 テズ ルヌ  ニシテ  ノリ テ  シ 

僖伯 曰、 舂直. 夏 iE  • 秋 獮 • 冬 狩、 皆 於 二 農 隙， 以講， 事 也、 三年 而治 兵、 入而振 旅、 

歸而飮 至、 以數 n 軍實； 昭 H 文章； 明，！ 貴賤； 辨 二等 列； 順ニ少 長； 習 二 威儀 1 也 云々。 漢 

より 以來 三時に 不， 講、 惟 だ 十月に 長 安の 水 南門に 行幸あって、 八陳の 進退 をなら は 


す。 後 漢には 孫 • 吳 が 兵法 六十 四陳 をなら はす、 名 曰, 乘 ， 之と 也。 而 して 牲を 斬り 

て 誓 ふ、 これ を 顧 劉と 云へ ると にや。 唐 又 仲冬に 講武の 法 あり、 宋に又 是れを 用 ふ。. 

敎閱 せず して 兵 を 用 ふる は、 彼の 不， 敎の民 を 用 ふる 也。 尤も 可 一一 常習 一 こと 也。 

師論ニ 征伐 之 法 一日 はく、 凡そ 禮樂 征伐 は 天子より 所， 出に して、 人臣 以， 私 十る 所に 

あらざる 也。 其の ゆ ゑ は、 大軍を 動かして 其の 殺戮 を專ら とする こと は 天地 生々 を 全 

くす るの ゆ ゑんに あらざる 也。 其の 人 罪 を 天地に 得て、 天理の 容 すべから ざる 處、 人 

情の 不レ堪 所 あるとき は、 不 レ得レ 止して 其の 積 累の惡 逆 を 天神地祇に 吿し、 天下の 萬 民. 

(知)  ル 

に 明に しらし めて 初めて 軍 を 起す 也。 軍旅の 所， 至の 地、 山川の 神社に 至る まで、 師の 

興る ゆ ゑん をつ げしむ ると 云 へ る はこの 心 也。 若し己れが私を利し怒を！^^！しくし、 恨 

盡心下 を 報い 國を强 くす るの 本あって、 此の 大軍を 死地に おとし 入れん こと は、 天地の 所， 不 

^n^.^3^^u ケ  ル ンぉー  "チ -一 スヲ  ハク 

レ受 にして、 人情の 所 レ不レ 安 也。 この ゆえに 王者の 師代， 天 致， 罰と 云へ り。 孟子 曰、 

已れを 正しう  (ニハ  ルハ キ (伐) ッ (二)  二 

せんと 欲する 征者正 也と 云々。 我れ 天地の 理に 順って 而 して 後に 人の 天理に 不レ順 を 可レ打 也。 武成. 

^tjfi^"- 、ク クダ サン ト X ヲグ  ノグル  -ー  師卦 ス 一- テス ヲ 

んゃ」 曰、 底 一一 商 之 罪 一 吿ニ于 皇天 后 土 所， 過 名山 大川 一と 云へ り。 易に 師出 以， 律と 云 ふ。 

(二) 書^の  テヲシ  ヲ テ ヲスル ヲ 

I  • 各 >以 レ義征 二 不義； 以， 道征ニ 無道 1 也。 ここ を 以て 古 は 諸侯 必ず 天子の 命 をう けて 其. 
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の 朝敵 を 退治す るが ゆ ゑ、 かち もの 井に 俘 を 王に 獻じ、 私せざる こと を 示す こと 古の. 

例 也。 諸侯 自ら 征伐 を 心の ままに 十る とき は、 或は 怒 を ほしいまま にし 或は 恨 を 私に 

報じ、 其の 弊つ ひに 國を 利し 境 を ひらかん こと を 思 ふに あり。 而 して 民の 生々 を 安ん 

ぜず、 己れ が 私 を 以て 萬 民 を 死地に 陷 いれん こと、 實に 天地の 罪人な り。 然れ ば將帥 

左 傳僖 二十 八 年 

を 任ずる に は 節度 を 賜 はり、 諸侯 功 あるとき は 策 命 を 以て 是れを 賞す る こと、 春秋に 

見えたり。 本朝 軍 防 令に、 大將 出レ征 皆,"， 節ル， §3^1代1ー| レ gilg^l レ龍 f 也 今 と 云へ る 

は 此れ 也。 征伐の 儀、 朝敵に あらず して 是れを 用 ひしむべからざる 事、 古今の 通 法に 

して、 しかも 天地 生々 の德を 全から しめんとの 事 也。 人君 ここにお いて 心 を 用 ひば、 

ケガシ ヲ ルルー 一  ルカ ラル 師六五 一一 リ ァ リル-一 ヲ i3 チン トガ 

黷レ 武狎レ 兵の あやまり 不レ 可レ有 也。 易 曰、 田 有 レ禽ノ 利， 執レ言 无レ咎 と 云 ふ は、 師 

を 興す こと を 比喩せ る 也。 禽 獸の來 りて 田 畠 を 害する に は、 宜しく これ を狩獵 して 可 

也、 其の物 を 害して 天下の さまたげ たれば なり。 兵 を 用 ひて 征伐す る こと 如, 此 して 

初めて 王者の 兵と 可， 云。 かの 盜贼の 起り て 人民 を 害し、 夷狄の 來 りて 中 國を そこな 

ふ、 皆 用， 兵の 處也。 難， 得の 貨を ねが ひ 己れ が 富貴 を專ら にせん こと を 欲して 兵 を 弄 

する は、 山林 をき はめて 禽獣 を もとめ、 却って 民の つかれ 土地の つ ひえ をな すに 同じ ■ 


(一) 前卷 1 

七 二 頁參照 


(二) 前 出 二 

0  一  ICS 照 


き 也。 案の 始皇 の北狄 をう ち、 漢の武 帝の 匈奴 をうた しめし 類 は、 唯 だ是れ 一 己の 欲 

を ほしいまま にして、 人民の 命 を 草芥の 如くお も へれば 也。 人 を ころし 義を そむいて 

マ、 ル  史記律 書 

以て 己れ が 所， 欲 を 退し くす る は、 夷狄 禽 の わざ 也。 漢の文 帝の 時， 將 軍陳武 等、 


南 越. 朝鮮 を征 せんこと を 乞 ふ。 文 帝 曰、 兵 凶器、 雖， 克：， 所， 願、 動 亦耗病 也と い 

ウテ (ニニへ ク  <  ブル ゾ  〈ク 

へり。 世 以て これ を 美談と す。 魏の文 侯 問 ニ李克 1 曰、 吳之所 ニ以亡 r 者 何 也、 李克 曰、 

數勝、 文 侯 曰、 數 ^ 數勝、 國之福 也、 せノハ 所ニ以 亡, 何 也、 李克 曰、 數戰 則 民疲、 

數勝 き 主驕、 以ニ驕 主-御 ニ疲 民； 此其 所：！ 以亡 1 也、 是故好 A. 戰窮レ 兵、 未： せニ不 vU 者- 

と 也。  兵法 曰、 利 を 得て 勝つ こと を 好む の 人君 必ず 戰を 好む こと、 古に 其の 例 多し。 

ナ  キズ (I 二  〈ク 

. ここ を 以て 義 を不, 正して 利 を專ら とする こと あり、 甚だ 可レ歎 也。 胡安國 曰、 人 之 

所. -以 爲,， 人、 中 國之所 r; 以爲二 中國； 信義 而已、 一 失 則爲ニ 夷狄； 再 失則爲 ニ禽獸 1 と 云 

チ ヲ  ！！ 年 衆 仲 曰 ハ 4:-  ノ  レバ ヲサメ  -ー  ラ ケント 

へり。 是 れ棄, 義て戰 を このむ こと を戒 むる 也。 左傳 曰、 兵 猶レ火 也、 弗レ敢 將ニ自 焚- 

シ  ク 

也と 云々。 人君 尤も 可 一一 戒愼 一也。 
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君 道 十 

國 用 

< 四 財 を理む 

師嘗 論， 1 財 用, 曰 はく、 財 ^所,； 以利二 大下之 用, 也、 財不， 利 二 天下 之 用, 則不 A 財， 故 

財 用 相 因 而其利 相 成 也。 凡そ 財货は 人の 所レ 欲に して 人之爭 論の 所レ出 也。 聖人 以レ何 

か 財貨 を定 むと なれば、 互に 交易 利潤して 有無 相 通ず る こと、 財に あら ざれば 不ヒ 成- 

是 れ不レ 得， 已のゅ ゑん 也。 古 者 三 民 各  >  己れ が 業 をつ とめて、 其の 所レ 有の もの を 以て 

其の 所レ 無に 易へ て、 食 を 足らし 衣 をと との へ 居 を かま へ 用器 を 利す。 士は 其の 道德 

を敎へ 非常 を 制し、 文武の 政 法 ここに 正しき を 以て、 三 民 これが ために 衣食 居 を そな 

へて 是れ を敬恭 す。 是れ叉 道德を 以てして 其の 三 民の 業に 交易す とも 可レ 謂。 而 して 
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物に 大小 あり 厚薄 棘密 あって ひとしく なし 難く、 彼の 三 民業 を 疎に して 其の 厚き に 交 

易 せんとす る こと あるが ゆ ゑに、 財寶を 定めて これ を 以て その 大小 厚薄 疎密 輕重を ひ 

としから しめて、 三 民に 業 をつ とめし め 交易 を 正しから しむる 也。 是れ 聖人 其の 財寶 

を定 むる ゆ ゑん 也。 ここに 天地の 間 萬 物の 生 何物 を 以て か寶と 定めん とならば、 物々 

皆 自然の 財寶 ありと いへ ども、 天下の 萬 民に 交易して 不變 不易の もの、 米穀 を 以て 本 

とし 金銀 を 以て 上と す。 米穀 は 人 一日と して 不， 可， 無、 金銀 は 便 用の 所， 由 なれば 也。 

米穀 金銀 备.' 土に 生じて、 米穀 は 人 これ を播 施し、 黄金 は 自然の 出產 にして 水火の た 

二)  下 めに 不レ變 * 古今の ゆ ゑに 不レ 易、 是れ寶 の 上に して、 白銀 次レ之 也。 易 曰、 何 以聚， 人 

il) 篇^ i 周 曰 財。 洪範八 政、 以 二食 與 &s レ首者 此れ 也。 想 じて 山澤の 所， 出、 江 海の 所レ 生、 土 

地の 所レ 育、 皆 財の 所レ成 也。 その ゆ ゑ は 衣食 居 用具の 間 各.' 有レ 所，， 用、 人 又有レ 所， 欲 

て、 其の 以ニ有 餘ー與 二 不足； 是れ 財の よる 所 也。 財に 大中小 を 定めて、 大を 以て 犬に 

かへ 中 を 以て 中に かへ 小 を 以て 小に かふ。 ここにお いて 交易 利潤して 其の 用 全し。 金 

銀 銅鐵の 所レ出 各.^ 自然の ことわり にして、 本不レ 得レ已 也。 後世に 至りて 難レ 得の 貨を 

貴ぶ を 以て、 山海 江河の 深き を さぐり 異國 遠方の 珍玩を 弄ぶ に 至りて、 其の 貨 とする 


所 唯 だ 目を悅 ばし め 耳 を たのしま しめ、 絶えて あらざる 器 を 以て 是れ を寶 器と す、 大 

なる 誤 也。 すべて 物の 寶と 云へ る こと は、 或は 其の 德を 以てし、 或は 其の 形 を 以てし、 

或は 其の 聲色を 以てす。 然れ ども 其の 用の 及ぶ 處廣く 物 々 に 不\ 施ナ とき は寶 あって 用 

なし、 金銀 を 府庫に かくして 是れ を不， 用に 同じ。 財あって 不， 服ば 財と 不， もリ あ、 是 

れ論レ 財ず るに 用 を 以てする ゆ ゑんな り。 人々 皆 天地 自然の 寶を そな ふ、 性 心 氣血四 

支 百體、 其の 甲乙 はありと 云へ ども 皆是れ 同じく 寶 にして、 若し 塞ぎて きとき は 

寶と 難レ言 が 如し。 然れば 財 は 交易 相 通じて 上下 能く 均しき に 至る を 以て 財の 實と云 

ふべき 也。 上古 は 三 民 唯 だ 己れ が 職 をつ とめて、 相 (^れ る 物 を 交易して、 自ら 利1 

(足) 

して 事た るに 至れり。 後世 皆實を 捨て 其の 末 を 追 ふが ゆ ゑに、 財貨の 用 ことん \ く 相 

塞ぎて 財 用 不レ均 也。 然れ ばと て、 天下の 財 寶を棄 てし めて、 金 を 土の 價 ならし めん 

と 云へ る、 是 れ偏說 にして 其の 理 正しから ざる 也。 財 は贲を 以て 寶 たり、 }4 虫 r と 

きは寶 たらず。 寶 あら ざれば 人 皆 交易に 便 あらず、 寶を 以てして 天下の 利 を 交易， 

しむる、 是れ 聖人 不， 得， 已 より 所 レ 出の 制 也。 今に 居て 上古の 制 を 以てせん と 云 ふこ 

.^.H と は、 皆靈の 雄と も レき。 S に、 忍： 一九 屮 H ーシ ki;  i;, お ir きシム 
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レ ss、 暨レ稷 k 奏〕 庶く艱 食^ 食 一 1^ 曰 懋 遷 二 有無 1 化 X 居、 f^i 乃 粒、 萬 邦 作 

レ乂と 云へ り。 周 禮に大 府の官 あって 藏 をぁづ かり 治む る こと を 司 どり、 玉 府の官 は 

金玉 器用 を 司 どる。 此の 外に 內府. 外府 等の 官 をお いて 內 外の 府庫 e::- 财を掌 どる， 是 

れ 古の 法 也。 財 用の ゆ ゑん を不， 知 時 は、 財 を 用 ふること 不.， 中レ理 也、 唯 だ財以 レ用爲 

レ 財と 可， 知&。 

師論 r 一 財 由 二 民力 一 曰 はく、 山川 海陸より 出 づる處 の 財寶、 其のなる 處皆 民力 を 不レ用 

ば 不二 成就 一也。 すべて 天下の 萬 物 おろそかに してなる もの あらず、 年月 をつ み 民力 を 

かさねて 始めて 其の 形 全し。 其の 出來 して ある を昆 て別條 なきと 思 ふが ゆ ゑに、 用 ふ 

る こと を輕ん じて 民力 を 不レ思 也。 金銀 は 山より 出で て 自ら 其の 光 を あら はすと 可 I 思 

なれ ども、 金 掘 を 入れて 土 をう がち、 種々 の 用器 を 巧みて 其の 精 を えらみ、 是れを 吹 

きぬき て 精 金と し、 其の 大小 をき はめ 其の 形 を ひとしく して、 其の 偽 を 去らん がた め 

に 印 をな す。 珠玉 は 或は 切 礎し 或は 球 磨して 其の 光を溫 潤なら しむる に 至る-お。 聊か 

民力 を 離れて なれる ものな し。 然れ ば財寶 を輕ん じて 是れを おろそかに する 事、 皆 民 

をいた ましむ るに 至る と 可， 知 也。 金銀 珠玉の 寶 すら 猶ほ民 によれり、 况 ゃ田賦 力役 


參 一につ 

ii 卷出じ 
一 づ 
八 。傳 

頁 十 章 


天下の 用 物、 • いづれ か 民力 を不レ 5：： して なれる 物 あり や。 尤も 可 二相 慎, こと 也。 

師曰 はく、 人君 唯以， 愼レ 財爲， 知 A 財 也。 愼， 財と 云 ふ は、 財寶を あなどらず 輕んぜ ず 

CI) 書 終 周 して 惧み收 むる のこと 也。 lew 貢 曰、 ^二 財 Ml と 云 ふ、 是れ 也。 然るに 財 を 5^ むこと は、 

書の 篇名  ， , 

民力の あつまつ て なれる 處の 財なる を 以て、 民力 を か ろんぜ ざるが ゆ ゑに 是れ を愼 む、 

是れ 一 。 民の 財 を あつめて これ を府 成に をさむる は、 民の つかれ を 救 ひ 其の 患 を 助け 

んが ためなり、 是れ 二。 此の 兩條を 以て 財 をつつ しむの 本と する 也。 財 はこ とん \ く 

民に 出で、 君 是れを あつめて 府 iii- に 置きて、 民 時として 其の 不足 を 救 ふ を 以て 心と す。 

この ゆ ゑに 天下の 財 寶は皆 1K 下の 財寶 也。 若し 上下 を 以て 云 ふとき は、 大 下の 財 皆 人 

君の 有に して、 人君の 財 寶は皆 萬 民の 財寶 也。 後世に 及びて 君と 萬 民と 自他の 差別 を 

(飢)  ル ハ 

恩 ふが ゆ ゑに、 民 を くるしめて 財 を あつめ、 民う うれ ども 上不ぃ 救が ごとき、 是れ身 

の 肉 を さいて 口に i 抉 ふに 同じ。 大學 に財聚 まれば 民 散ず とい へる も 此の 心に や。 且つ 

叉 人君 は 天下の 財 寶を司 どり て.. 是 れを與 奪す る を 以て 其の 權 とす。 人君 財寶を かろ 

ん じて 與奪 その 理 に不, 中ば、 如何して 其の 正 をえん や、 是れ 一也。 人君 財 を かろん 

お-ごり  ル ミ 

じて おろそかなら しむれば、 下 错ハボ をき はめて 其の 费 を不, 省 也， 是れニ 也。 是れ財 
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ぜ てに 史リ 
ら 北 歸 た 
る 平し り秦 
侯 功 、の 
にも 後 時 


< 二) 字 は 公 

南、 S5 の德宗 

め 時 門下 待郎、 

S 中甞 門下 平 

章 事と なる。 

,€稅法を作り 

て、 舊稅 法の 

和庸調 制も改 

良して；^ 名な 

り。 後に 私權 

も 用 ひて 人 を 

誕 殺し、 自ら 

も盧杞 に識せ 

られて 死 を 賜 
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を輕ん ずるの 弊 也。 ここ を 以て 周禮に 司.^ の官 あって、 天下の 財 用 を 出入せ しむる の 

愁 算用 を 考へ、 以逆ニ 群 吏 之 治 一而 聽 -1 其會計 一と-; ム へり。 司書の 官は會 計せ る 處の帳 U 

りんじん  スル 

記 を 司 どり、 廩人は 倉 米 を つかさどりて 其の 所 二 出入 1 を はかり、 倉 人 は 凡そ 米 1" の 所 

レ 入の 倉 をぁづ かるの 官也。 而 して 古 は 天下の 政道 輔佐の 臣を 宰相と 云 ひ、 大 下の 財 

寶 米穀 を考 ふるの 官を計 相と 云 ふ。 漢の 高祖 張 茶 爲ニ計 相 一とい へる 是れ 也。 大學に 用 

レ人理 レ財を 天下 を 平 かにす るの 要 道と す、 いづれ も 財を愼 むの 心 を 以てすれば 也。 治 

めて 入る ると 用 ひて 出す と は 出入の 道に して、 宰相 • 計 相の 稱 まことに 其の ゆ ゑ ある 

こと 也。 後世に 至りて 其の 法大に まどって、 財 を愼む もの は 財 を ま j: 文：： する になり、 衆 

斂之臣 を 以て 天下の 宰相に 任じ、 或は 財 をい やしん じて 是れを おろそか にす るの 輩 は、 

、二) マウ シテ 

計 會の臣 を 以て 利潤の 職と して 是れ を賤 しんず、 各.^ 過不及の よる 處 なり。 ^^炎言ニ 

于ぁ 德宗ー 曰、 財 賦邦國 之 大本、 生 人 之 喉 命、 天下 之 治亂輕 重槃」 $r 先朝權 制、 以 ：1 

中 人, 領ニぁ 職； 五 尺， 宦豎 ,1 邦 之 柄； 豐儉 盈虛、 雖ニ 大臣, 不二 得而 知； 無：.： ル計 M 大下 利 

害； 臣請 出， 之 以歸ニ 有司； I, 之： K々。 天下の 財 をよ く愼 みて 其の 用 をな して、 P リ 

のために 不レ 用して 萬 民の 用たら しむる こと、 是れ愼 レ財ゅ ゑんと 可レ云 也。 


師論二 節用 1 曰 はく、 凡そ 富 四海 をた もち 萬！： の 財 を あつむと いへ ども、 人君 其の 所 

レ用 節 を こえて 其のお ごり を究 むる とき は 天下 ここに 贫し。 君と ぼしき とき は 必ず 民. 

(取)  ル -ノ 

にと る、 民不， 足と き は 君 やぶる。 是れ 財の 乏しき が 至れる は國 破れ 天下 亂 るるの ゆ 

ゑん 也" 天下の 財 は 天下に あって、 出で て は 入り 入りて は 出で て 更に 外にす たるに あ 

らず。 然れば 君 財 用 をつ ひやす と 云へ ども、 又是れ 1K 下に 散 じて 萬 民の 利 たるべきな 

れば、 夭 下のと ぼしき に 至る こと は あるべからざる に 似たり といへ ども、 或は 外國に 

金銀 を 造 はし、 或は 宮室 衣服 用具に 髏め、 或は 富 民 ことん \ く 財貨 を 籠め て 其の 用 相. 

通ぜ ざるに 至る とき は、 天下の 萬 民 自ら 貧しく、 上 これ を 救 ふに 利 あらず して、 生 DtC 

ほとんど 命 を 全くせ ず。 是れ用 を 節せざる ゆ ゑん 也。 天下の 財 を 以て 萬 民の ために 十 

ると き は 其の 用 節 あり、 若し 一 人の ために 奉ずる とき は 其の 用 節 あらざる 也。 -而 して 

ス V  王制 二 ハク キヨ ウサイ スルハ ヲ ズ テス ， 、ヱ 二,.、  リチ ルー ース  ヲ 

節レ 用と 云 ふ は、 禮記 曰、 冢 宰 制ニ國 用； 必 於，！ 歳 之杪ー I、 五穀 皆 入、 然後 制二國 用； 

用 二 地小大 一視 二 年 之 璺耗ー 以三 二十 年 之 通 1 制ニ國 用； 量レ入 以爲レ 出。 又 曰、 國 無二 九 年 

之蓄 1 曰 二 不足； 無二 六 年之蓄 1 曰 あ、 無二 三年 之蓄 If 國非： ー其國 1 也と いへ り。 地力の 

物 を 生ずる に 大方 其の 定り あり、 人力 を 以て 物 を なすこと 叉 其の 限り あり、 天に 年月. 
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ョ 時の 長短 盈縮 あり、 風雨寒：^公の不レ得^已ぁるがゅゑに、 一年の 間 天下の 財貨 相 生ず 

る 處の定 り あり、 これ を考 へて、 其の 所 其の 民 其の 時に おいて 相赞 えて、 其の 餘る所 

を 以て 蓄 とする 也。 蓄 ふる 處 ゆるやかなら ざれば 民 を 養 ふこと 不，， 全 を 以て、 三十 年 

にして 十 年の たく はへ を はかり、 而後に 年々 の 用 を 施し 用 ふる 也。 入る所の考を^^し 

くせず して 出す 處を 逞しく する は、 唯 だ 一時の 快 意に して 永久の 計と 不レ 可， 謂 也。 こ 

れを 量， 入 以爲レ 出と い へり。 論語に、 子 曰、 節， 用而 愛」 人。 朱 子 曰、 國家肘 用 皆 出 二 

于民； 如 有， 不， 節而 用度 有， 闕、 則橫賦 暴斂、 必先有 T 及 二 于民ー 者 h 雖」 有 二 愛， 人 之 心； 

而 民不， 被 ニ其澤 1 矣、 是以將 X 愛 ， 人 者必先 節, 用、 此 不易 之理也 とい へ り。 孟子 曰、 

スル 

無, 1 政事 一則 財 用不レ 足と。 是れ皆 財 を 用 ふるの 間 其の 節 を不レ 違、 其の 政令 を 正しく 十 

るの いひ 也。 財 をた く はふる こと、 是れ叉 民の ためにして、 人君 私の ゆ ゑんに あら ざ 

る 也。 財 畳なら ざれば 民 を 救 ふに いとま あらず、 ここ を 以て 年々 の蒂を あつめて 是れ 

を 不時の 救に あて、 而 して 其の 年々 の 人る を考 へて 其の 年の 用 を 成す とき は、 其の 用 

節に 應ず。 周禮 に、 大宰以 二 九賦ー ii, ま パ赚斂 ，1 財贿； I、 以 W 九 式- 腕 i 麟 均 n 節 財 用-と 云 

ふ は、 民の をさむる 所に 九 段の 法 を 立て、 是れを 用 ふるに 又 九^の 式 を 立て 用 を 節に 


玄 
宗 


するとい へ るの こと 也。 九 賦と云 ふ は、 一 曰 邦 中 之賦、 ，■ 、二 曰 四郊 之賦、 三 ni ぎ 

甸 之賦、 §f  二 四日 家 削 之賦、 _^fi^、 五 曰邦縣 之賦、 ん11^^都之賦* 

七 曰關市 之赋、 棚 »IM 、ポ 八日 山澤之 欺、 ， 九 diIe 餘 之賦。 雜 ■， 掌 九 式と 云 ふ 

は、 一-曰 祭祀 之 式、 二 曰 蜜 客 之 式、 lis? 一 一一 まぎ 荒 之 式、 環、 glDJIiK 之 式、 

繩|> 五日 H 事 之 式、 s、 六 曰 幣ぉ之 式、 侧， 4-1^||5|之式、 赌？ 牛ん Drife 之 式、 ill: 

九日 好 用 之 式。 レ%.^所 九の 賦を 以て. K の 用に あつる 事 は、 入る を 量りて 出す を 制する 

の ゆ ゑ 也。 民に とる 處 ことん \ く 其の 理を 究めて、 これ を 用 ふること 亦 其の 理を究 む。 

こ  あた  ル ミダ 1 

是 れ出ス ともに 理に 中り て 更に 不二 相紊 一が ゆ ゑに、 國用こ こ に 足りて 其の 蓄 全き 也。 

四海の 大を 以てして 天下の 富 を あつむと い へど も、 其の 所， 用 其の 理に 不， 中、 其の 志 

を ほしいまま にして 其の 樂 をき はむ る 時 は、 天下の 財 速に 竭 きて 天子 人君 財に 乏しき 

こと、 異朝に して 漢の武 帝 • 唐の 明 皇皆 以て 然り。 人 必ず 貧して 後に しきりに 儉約を 

專ら とす。 事 久しく 費えて 財 乏しき こと 年 を 重ぬ るの 後 は、 日々 に 食 二 糲麥飯 1 啖 一一 

蕪菁 根, て も 其の 債な し 難し、 そのつ ひえ 一朝 一 夕の ゆ ゑに あら ざれば 也。 人 衣食 居 

に 費す 處不レ 大して、 若し 其の 心の 欲に まかせ、 美 を くらべ 財 をて らふに 至りて は、 
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L】」，s^-!f、 取る こと は盡 ニ錙銖 一して 用 ふること は泥沙 の 如くす るの ためしに もなる ベ き 也。 大學 

ズルニ ヲリ  ズ ルレ ヲへク  フ レヲク ッグル レヌ A ャク フル レヌ ュ ルケ レバ チ  二 ル 

に 生 レ財有 二 大道.； 生い 之 者 衆、 食， 之 者 寡、 爲， 之 者疾、 用 A 之 者舒、 則 財 恆足矣 と 

いへ り。 是れ國 用 を 利す るの 道 を 論ずる 也。 而 して 是 れ又國 に 遊民な く 朝に 幸 位な く • 

ハ  ：r テル ヲプ、 スヲ  (二)  シ テレヲ ハク  オリ 

農の 時 を不， 奪して 量レ入 爲， 出の 道 也。 金 仁 山 註レ之 曰、 天地 之 間自有 M 無究之 利； 

タモツ  ヌ モ  トリ  ダム ルハ  レヲ ルハヒ レプ  ハュク 力 二 シレプ ル ハッヒ ヤス レヌ 

有 ニ國家 1 者 亦 本 有 二 無究之 財； 但勤 者得レ 之、 怠 者失レ 之、 ^-者裕 ， 之、 奢^ 耗 レ之 

へ iss  (III)  ハク ヲ サム ルー I ヌ 

と 云々。 財 を 用 ふるに 心 をつ けば、 何ぞ財 用の つくる に 至らん や。 蘇軾 曰、 爲 レ國 

仏 二三 計； あ 二 萬 世 之 計； 有 二 一  時 之 計； # ニ不 k 終 k 月 之 計； 古 者 三年 耕 必有ニ 一  年 之 I； 

一 k ス レバ  ヲ  4- キテ  カル  ル  リ テフ ルニリ  ヌテ 

以 11 三十 年 之 通計.； 則 可 二 以九年 無 1. 飢也、 歳 之 所， 入、 足レ用 有 レ餘、 是以九 年 之蓄、 

一一 ァゾビ テク フル 力 二 レバ  クメ テラ ズ  ハ  ラ  ク セパノ 

常間而 無， 用、 卒 有 二 水 曰 千 之 變盜賊 之 憂； 則官 可， I 以 自辨； 而民不 い 知、 如， 此者、 天不 

レム ヒ  1 使， 一之 S 地 不， 能 &,1 之 貧； 盜贼， 能レ 使， 1 之 困； 此萬世 之 計 也、 而其不 

レ能 者、 一 歳 之 入、 維 足 以爲， 一 一 歳 之 出；， 天下 之 産、 き 足， ー以 供， 一天 下 之 用； せノハ 平居雖 

レ不レ 至； 二 于虐ニ 取 其 民； 而有レ 急 則 不レ免 ニ于厚 1- 賦、 故其國 可レ靜 而不レ 可 レ動、 可 

ス  カラス  レ  テ 〈  - -ズキ  二 リテル プ テス ルプヒ テレメ レバ 

レ逸而 不レ可 レ勞、 此亦 一 時 之 計 也、 至ニ于 最下 而無レ 謀 者； 量レ出 以爲レ 入、 用 つ N 不 

レ給、 則 取レ之 益 多、 天下 晏然 無二 大患 難 一 而盡用 二 衰世 苟且 之 法； 不レ知 二 有 レ急則 


將 ニ何以 加；， 之、 此 所謂 不， 終， 月 之 計 也。 

ス = ^カヲ 

師又曰 はく、 禮： 大子不 Jil 多少.； 諸侯 不 Jf 利害； 大夫不 ヒー f 得 喪； I，  士不 A 通， f 

貨財 一 針 i 如， SII^ 也レ， 有. 國之君 不レ息 二 牛 羊； 錯. 質 之 臣不. 息ニ雞 豚； 賴 冢卿不 

レ修 レ幣、 大夫不 レ爲ニ 場 園 一とい へり。 是れ 等の 事 を 心 5：： る 事 あしきと き は 理財の 道 を 

失へ り。 人君 は 天下 郡 國の財 を 司 どって 其の 出入 を 計る の 奉行 を 置き、 儉約を 守りて 

節 レ用之 奉行 官人を 置きて、 聊 も.！： n ら のために 天下の 財 を不， 費、 天下の ために 府庫の 

シマ  スル 

財寶を 不レ惜 >  これ 財 用 を 所, 制の 道 をうる 也。 若し 自ら を たのしま しめて 財貨 を 空し 

く 費す とき は、 必ず 民と 利を爭 つて、 人君 商.？ W の 心に なって、 道德 のかく る 所を不 

レ知 也。 叉儉 によって つ ひに 杏に 至る の 入 君 は、 公の ために は 可レ用 可, 费、 自らの た 

カラプ、  ダモ  ヤス 

めに は不レ 可レ費 一一 ー錢 一と 云 ひて、 分 を こえて 儉 を專ら とする が ゆ ゑに、. 可, 成 こと を 

なさず、 可， 救 こと を不 tt, 剩 へ財寶 山の 如くに 積みて 猶 ほ-稼 穡をを さめ 茱蔬 をう ゑ- 

民と 利を爭 ふに 至る の 類 甚だ 以て 多し。 是れ 風俗の 所レ 因、 鄙吝 にして 各.^ 其の 職分 

ルメ  ヨリ  ハ ハチ テフ  ハヲン デヲヅ セ キ ザゥヲ 

を 不レ勤 をい へ る 也。 故に 從レ士 以上 皆羞， 利而 不二 與， 民爭で 業、 樂 二分 施 1 而恥ニ 積臧； 

ル 1 ーハ  クル シマニ ヒンク ノ モリ  ィ ルル ノヌ 

然故民 不レ困 レ財、 貧獎 者有レ 所：， 賓ニ其 手- 5 とい へるな り。 人君 其の 奉行 を 正し 其 
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の 節 を 守る とき は、 天下の 財 利 甚だ 豐也。 若し 財 利 を不レ 1 して 其の 用 節 を こえば、 

一 時の 快 意 ありと 云 へど も 長久の 計に あらざる を 以て、 俄に 利 を かま へ 民 をし へたぐ 

るに 至る ベ き なれば、 必竟 理レ財 こと 其の 理 をき はめて 其の 用 を 節に あたらし むる こ 

と は、 皆 民の 業 を 安ん ぜ しめて 其の 生々 を 全くす るの 大要と 云 ふべ し。 豈 おろそかに 

して 忽 之 乎、 尤も 可レ愼 也。  ， 

< 五 賦稅の 法 を 正す 

師曰 はく、 机稅之 法、 先づ其の民の所，耕の田^©の經界を詳に正し、 一 民 一家の 家 

宅 人 積 其の 業と する 所 を 知る にあり。 田.：： a に 上中下の 三 段 あり、 上中下 备.' 又 三 通の 

ル-.  ズル 

品あって、 合せて 九 品の 刖ち 有レ之 也。 土の 品 多くして、 其の 所， 生の 米穀 雜穀も 亦 善 

惡 差^し、 其の 所， 得の 多少 はるかに 相 か はる 也。 先づ 上品の 地、 一 步 一 坪に して 其 

の所レ 得の 粗 三 升、 中 品 は 二 升、 下品 は 一升 也。 然れば 上品の 土に は 一反 三百 步 にし 

て 粒 九 石、 これ を 米に して 四 石 五斗 也。 中 品 は 粗 六 石、 米に して 三 石、 下品 は 粗 三 石、 

米に して 一 石 五斗 也。 上々 品 は 春秋に 兩毛を 作りて 麥と 米と を 得。 是 れ畿內 寒き 相 均 


しきの 地に して、 邊方遠 鄙の 所レ 及に あらず。 而 して 島 は 麥作を 營み雜 穀野茱 を か は 

るん \植 ゑて 其の 利 をな す。 或は 麻 木綿 を 作り、 或は 胡麻 ゑ あぶら を 作り、 或は 紅花 

よろし さ 

茶園 を 作る。 各.' 其の 土地に！： りて 其の物の 宜を種 ゑ、 運送の 自由、 都鄙 遠近 を はか 

りて 其の {且 を 制せし むべき 也。 田 赋租稅 の 法 は、 其の 田 島に 所レ 種所レ 作を考 へ、 其の 

民が 所レ養 をつ もりて、 其の 民の 生々 相 全くして 來 年の 作に 取 付く がごと くなら しめ、 

其の 餘を 以て 上へ 奉る。 是れを 租税と 云 ふ 也。 民の 養 を不, 考 して、 唯 だ あるに まか 

せて 是れ を收納 する 時 は、 民つ ひえて 遂に 壞る、 一時の 快 意に して 永久の 計に あら ざ 

る 也。 民戶 多く 田 ，12 廣く民 に 奸曲多 きを 以て、 ここにお いて 是れを 糾明す る こと 不一 一分 

明； 奉行 代官 或は 贿赂 により 或は 事に 怠り 倦んで これ を詳に 不二 究理 一が ゆ ゑ、 租稅の 

法み だれて 君民と もに 詐り、 風俗 日々 におと ろ ふる 也。 能く 一  民 を收納 する の 法 をし 

ると き は 干 萬 民 も 相 同じ.、 能く 一村 を牧納 するとき は 天下の 郡 國も相 ひとし。 其の 法 

能く 知 二 地形 1 にあり。 それと は 百姓 田地の 地心、 のう ゑ もの、 屋敷の 大小 四壁樹 J^- 

用 木、 田 畠 へ の 遠近、 山林 草刘場 の 遠近、 海 川の 遠近、 城下 宿所 の 繁 SQ、 此れ等 に 心 を 

付く ベ し。 次に 百姓 自分の 體 たらく、 女房 子の 體 たらく、 子ども • かかり 人 • 家人 ， 
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譜代の もの、 衣類 食物 所帶の もちやう、 ^具 牛馬の 肥瘦 多少 持 様 かひ やう、 家作り、 

家內の 道具， 盤の 上の 器、 1^ 家の 多少、 酒屋の 貧富、 此れ等 を考 へて 百姓の 體を 1^,. 

レ積 也。 次に 當 年の 風雨 旱を はかり、 而 して 三の もの を 校 量して 其の 祖税 を定 むる と 

き は， 更に 不レ可 二相 違 一也。 唯 だ 田 畠と 斗り 心得ても、 上田と いへ ども 有 所に よって 

下田に 同じく、 下田に しても あり 所に 由って 上田に ひとしき あり。 尤も 民の つとむる 

ョ 人夫に とつと めざると にて 其の 作善惡 ある もの なれば、 地 を はかり 民 を 考へ當 年の 位 を 知り 

出る ものに 食 

^^.'n て、 其の 祖税を 正しくす るに ある 也。 凡そ 民 は 至ってお ろかに して、 眼前の 利潤 を 事. 

(； 二) 一 坪の とし 一時の 樂に ふけりて、 ゎづか 一年の 計に 不レ及 もの 也。 上よ く是れ を敎戒 してい 

1 高 を下檢  . ,  に t か  3 

ささ か不レ 怠が 如くに あらしめ ざると き は、 富 民 も頓に 貧に 至り、 贫民 はやくう ゑに 

刈り取り これ なる もの 也。 然れば 已に田 白 2 に 事 あらんた めに は、 正月 十日 過より 制 法 を 出して、 堤. 

も， き；.」 视と た" よけ し , i  か (ぶー r  (二) 

itll か £ 川 除 を 早く 仕舞 ひ、 種 粗 を 催して 或は これ を 借し、 夫 食 を 出して 民に 情 を 出さし むべ 

^^m^^^^L し。 麥作 成就の 時、 速に 點檢 して 田賦を 制し、 民に 麥を 散らさし めず、 八月に 及ばば 

て 得た る稻の  け み 

ゴど、 去む 一へ 1 大 廻り 檢見 • 坪入撿 見の 役人 を 出す 也。 大過り と 云 ふ は 村々 を 巡 見して 其の 是非 を考 

J*  % 一. 6-  一  (ran 

5g を簸り 去る  (三)  ル レ  しょうは ふ 

！  ふる 也。 坪 入小撿 見と 云 ふ は 所の つまびら かに 不. 知 をば 春 法して 考 ふること 也。 而 


して 其の 祖税理 にあ たれる を 以て 相 定めて、 先 づ祖税 を皆濟 せしめ、 其の 民の 養を考 

へしめ て、 祭禮 音信 贈答 諸 勸進諸 . 'の兒 物 ごとに 米穀 をつ ひやさし めざる 如く 相戒む 

る 也。 所に ある 所の 名主 百姓 必ず 小百姓 を押領 して、 村々 の 小 役 小 遣の 入樣を あてお 

を勞 役せ しめ、 或は 上より 賜 はる 所の 米錢を 押へ て、 其の 所レ 與を少 くす る こと 多 L。 

或は 己れ が 田地に 隱田 をな して 田賦を 不，， 出の やから あり。 小百姓 具に 知る とい へ ど 

も、 これ を訴 ふるとき は 名主 百姓に いためられて、 所の 居住な りに くき 事 多し。 是れ 

大 なる 奸曲 也。 能く これ を考へ はかりて 其の 本意 を 可レ索 也。 富 民は少 くして 贫民は 

多き もの 也。 富 民利 を 專らに するとき は： K 民 次第によ わりて、 遂に 富家の ために 兼 井 

せらる る もの 也。 尤も 可，： 糾明 一也。 祖稅至 つて 重き 時 は 民 荒 亡して 不， 全， 命、 祖稅輕 

きとき は 民 分 を こえて 奢 をな し、 ことん \  く飮 食に ふけり て 却つ て 業 を おろそか にす。 

人 怠りて 璺 かなる とき は勞役 をき らうて 逸樂を 本と す。 彼の 小 民の 至 愚、 豈畳 にして 

業 をつ とめん や。 然れば 祖税の 法 を 以てする は、 上人 を 養 ふの つぐの ひ を 以てし、 患 

を 救 ふの 蓄を なし- 民業 を つとむる こと を 知りて 生々 を 全くす る こと を 得。 姑息の 仁 

を 以てして 敎戒を 失 ひ 租稅を ひた 十 ら ゆるやか にせば、 生 々 を 全くす る こと を不 
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カラ  ， 

レ，， 得 也。 古 は 十が 一 を 以て 其の 田^と 十と い へり。 其の 法 井田の 制に して、 後世 是 

れを詳 にす る こと 不」 能、 唯 だ 田 畠 家業 を考 へて、 民の 所, 養 を ゆるやかなら しめて、 

其の 餘りを t へ 收納す る を 以て 據 とすべき と 也。 民の 耕作す る處の 餘慶は 各.' 其の 

象に 可， 置 ことなり といへ ども、 . ^民 手前に 米穀 畳 なれば 必ず 怠り 多し、 且つ又 盜贼 

火災 其の 弊 多き を 以て、 これ を府 "姐に を さめし むる の ゆ ゑん 也。 ここ を 以て 能く 治 

レ民 もの は、 民の 産業の 貨米 ことん \ く收納 して、 一 年の まかな ひをヒ よりこれ に與 

ふとい へ る 也。 是れ 君民 好 曲な く 能く 相 和せ るが 致す 處也。 定免 • 土 免と 云 ふ 事 あり。 

定 免と 云 ふ は、 五 年 十 年の 間出づ る處の 租税 をお しなら して 其の 中分に 祖税を 定め、 

年々 相 か はらざる 也。 土 免と 云 ふ は、 其の 所の 土地 を考 へ先づ その 祖稅 をき はめ 置き、 

其の 年 を 以て 增 減せ しむる こと 也。 各.^ 卷法 (を 以) てせ ざれば 不レ正 也。 赛 法と 云 ふ 

は、 一歩 一 坪の 稻を かりて 其の 粗 を はかる こと 也。 土地に より 年に 因り 民の つとめに 

^ ジ カラ 

よって 各.' 不, 同 もの なれば、 其の 上中下 を 詳に春 法して、 上中下の 田 多き 方に つく、 

是れを 春 法と 云 ふ 也。 然れ ども s= 法 は 一 评 の 春 法 ゆ ゑに、 米 一粒 もす たる こと あらず、 

是れを 以て 田 法に 合せば 民 亦 可， 苦 なれば、 其の 奉行 此の間に 酌 あるべ し。 此の 法 


ヒ- 男：： 

の 子 v> 

意一 
人壯 
ご 丁 
と * 


ありても 明に 不. 致と き は、 其の 所 k の 米穀 不二 分明 一也。 租稅の 法 尤も 可レ愼 也。 

ルカ ラ  ス 

師曰 はく、 租稅の 事、 必ず田^：ほに のみ是れを加ふると不レ可ニ心得ー也。 民の 所レ 致の 

業に 從 つて 其の 租稅を 加 ふべ し。 然れば 民 も 祖稅を 出す に 利 あり。 或は 麻綿絲 綿、 或 

は 紙 油 紅花 蝶 漆、 或は 栗 姉 等の 樹木、 海邊 山野 江河に ついて、 民の たより ある こと を 

以て 租稅 を定 むる こと をよ しとす。 唐 は 租庸調の 三 法 を 以てすと 云 へ るが 如し。 租は 

一 人^ 畝の 田 一 年に 二 石 を 出し、 庸は每 丁定役 廿日 也。 若し 不， 役と き は 一 日 を 以て 

絕 三尺 を 出さし む。 調は每 丁き ぬ 二 丈 • 綿 二 兩* 麻 三 斤を定 む。 是れを 以て 天下の 祖 

稅 とす。 然れ ども 必ず 紹麻 綿と 定めが たし、 所に よって 其 所， 生 相た がへば 也。 唯 だ 

民の 出す に 利 ある を 以て 收納 せし むる をよ しとす る 也。 或 人 曰 ふ、 民に 小 役 雜色を 出 

さしむ ると き は、 其の 制度々 に 事し げくして、 其の 閒奸 曲の 小吏 これによ つて 賄赂を 

0, 名主 庄屋 これ を 以て 小百姓 をいた むる 事 多し。 故に 種藝 をす すめ 民 を 逞しく して 

田租 を贵 くす るに ありと い へ り。 是 れ叉奸 民の 利 を專ら とせし めざるの 一 術と 可レ謂 

たち。 

也。 叉 曰 ふ、 貧民 力たら ずして 田 畠 不作し、 或は 逃亡と 號 して 所 を 立 退きて、 其の 田 

畠 入 作す とい へ ども 不作す る こと あり 。 すべ て 田の 上 地に して 不作す る は 皆 民の つと 
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めざるに よれる 也。 ゆ ゑに 其の 民の；^;^ を はかって、 其の 村と して 其の 不作の 地の 祖 

税を 出さし む。 如 ,此 とき は、 互に 相 救 ひ 互に 相た すけて 民 をお こたら しめざる 也。 

民 を やしな ふの 道、 能く 教戒して 法を詳 にせ ざれば、 民 安き に 怠りて 業 を不」 勒也。 

(一)  ハナン ギココ 二 M ^カリ ョルハ ギナハ .N ナヘ スミ. -カニ レ ノボレ 二 

(風 一の ysl 七月の 詩に 晝爾 于 茅、 宵 爾索 絢、 亟 其乘 fcl と 云へ る も、 敎 を專ら とする 也。 

(二) ノ  二 ゾ ルゥ ヱハリ  ゾ ルサ ハス ヲ ゾ キ  ハ，、  ヌ 

に；) 地官司 周禮 載師、 凡 宅不， 毛 者 有 一一 里 布； 凡 田不， 耕 者 出 一一 屋粟； 凡 民 無二 職 事 1 者 出 二 夫 家 之征？ 

お 

不ぃ 毛、 不レ 樹，， 桑 麻 T 布、 帛也、 宅 不レ毛 者 罰以ニ  ar; 十五 <¥z 帛 T 曰 y  Lis- こ こ Q 去, ごケ てて： Ji^H; 良 Dntf を戎 

空 レ田者 罰 以，， 一 S 三 家之稅 f  nis!,, 職 事 I 者 出，， 夫稅百 畝之稅 一也。 sli- ォ ffi^ に こ r4 力」. 一、 一 ママ^ f  t>  R; を. 3 

しむる 也。 若し 怠りて 不， 勤の 民 其の 田 賦祖税 を 免じて 是れを 收納せ ずん ば、 民 日に 

怠りて 田園 ここに あれなん とす。 民 怠りて 不レ 勤、 田園 荒廢 せば、 民 何 を 以て やしな 

はん、 君 何 を 以て か 立たん や。 一夫 不， 耕と き は 一夫 飢を うくる は 古の 戒 なり。 よく 

民 を 治む る もの は、 互に 救 ひ 互に 助けて 一夫 も 業に 怠る ことなから しむる 也。 これ を 

致す の 法、 或は 什 伍 を 正し、 或は 經界を ひとしく し、 或は 田 陚を征 十る の 法に よる C 

民政の 所， 出 尤も 勘辨 すべき 也。 

テ . な ノス ト (三) フ  ハ  ニグ シ  ハ  二  y シ 

PL^Sl? 叉 曰 はく、 異朝 之 制、 以 M 什一 ！爲， 制。 孟子 曰、 IB^ 后 氏 五十 而貢、 殷人 七十 而助、 周 

Ll^^^  ニー  3 

朱 H^,^ は 集註 」t3.f^Jm;!^、il?;w%-h 一  お。 朱 子 曰、 時 一 夫受 U 田 五十- m;#*t.,s-^liis2.^1"tsAP、 商人 始 ほ，， 井 Et.J 制- 

に 出つ  ノ百：？^^^^^ まノ實 iipl^ 一  せ 六 百：： 十 や.. J 地 T 書 ま， 九 一 te:T 區 七十-. r  .B ぬ， 一公 田 f 其 外 八 家 各き： rRT  si 


f 1 ほい ー錢 i ば 诵 J^,;^ 稅し琪 ^SJ-iaJ.t  一 .^J ズ， 一 『百， ぬ T 鄉遂 法 T 十 夫有レ 溝- 都 3f 用， 一助 去 T  \ し-,, >  I 

iff レ井 耕 貝？ g レカ而 作 收 S 計. 分、 故 P 之徹 T 其 II 什一 者、 ss^s^p 分 S  一  凡そ 十一 の 制 

古来の 通 法 也。 夏 • 殷 • 周 三代と もに ことん \ く 十 一 を 以て 制する 也。 周の 井田 九 百 

畝、 中 を 公田と す、 公田 百 畝に して 私 田 八 百 畝 也、 一夫 百 畝 を 耕す。 公田の 內 二十 畝 

を 以て 爲， 舍、 殘の 八十 畝 を 八 人相 耕せば、 一夫の 田 殆ど 百 十 畝に 當れ り。 十 畝 を 

耕して 十 畝の 租稅を あぐ、 是れ十 一 分に して 一 分 を祖税 とする 也- 又 十が 一 の 法より 

輕き 也。 哀も 五十 畝 を 一 夫に あた へて 五 畝の 祖稅を あぐ、 是れ又 什が 一 也。 坊法は 朱 

子不レ 可， 考と 注す。 是れ又 什が 一 の 制なる べし。 公 羊 i^IIP 仏 一お 天下 之 中正 也、 ト 

ハ レテ ショウ セ ィ才コ ル  一- 、、レ 

一行 而頌聲 作矣と 云へ り。 案ずる に、 本朝 田 令 日、 凡 田 仏 三十 步ぁ 十二 あ&レ あ、 

IS/ は祖 十 段爲レ 町、 段租稻 ニ朿ニ 把、 町 ノ祖稻 二十 ニ朿。 義^ 曰/ 段ノ地 獲，， 稻 五十 あ 一 束 稻％ァ 

得 二 米 五 升-也、 卽於， 町 者須， 得，, 五 百 束， 也、 祖" 田賦 也。 雜 Ap-np ルぉ (キ五 レぁ、 

せ) 頁 11- 三百 步爲， 単： と 也。 是れ 令に 所 二相 定 ムレつ の 法 也。 (I) 芥 抄田籍 部に、 凡 ソ田以 ノー 方 六 n^,t, 一 一 

步 il、  S ハ步 爲，， 一 謹； sat- 一 is: 瑟 f ま i ひ 13gfe」 ハ  一 

1 町 頭； 十 段爲二 } 町 l^;p$/ 卅 六き 爲二  一  si? 叉 曰ぶ 長" 卅步 十二 牛 ^掛ニ 一 あ； 二百 

四十 步爲 レ武、 百：^ 爲レ 頃と もい へり。 本朝の 令に 所, 云 は、 大略 唐の 制に 從ふ。 故に 
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賦役 令に 調 庸の法 を 論ず。 調 絹 亂 igj 絲 綿布、 並隨， ー鄕. 正：. J 一  人 紹拖八 

尺 五寸、 丄ハド 成 レ疋、 長， 五 丈 一尺、 廣ニ尺 ニ寸、 絲 八兩、 綿 一斤、 布 二 丈 六尺、 並 二 

皆 令に 所レ 出の 田 賦調廢 の 法 也。 田 令に 所, 云の 段の 租稻ニ 束 二 把と 云 ふ 時 は、 段の 地 

A^^,^^^ 五十^-を得てその內ニ_50ー把を出すはニ卜分の 一 に 近し。 弘仁式 云、 上田 一 あ 地 十 

ssuf、， 束、 中 田 一 段 八來、 下田 一 段 六來、 下々 田 一 段 三 束と；： ム へり。 是れは 上田 中 田 下田と 

コ， -仁 格と 同時  ル サ  に 一) ち し 

れ囊 ばる。 四 もに 家 を 作りて 田に 不， 致の たぐ ひに 加 地 子す る こと 也。 机 • 地 子と もに 一 流たり と 

に 地 II？ いへ ども、 租は少 くして 地 子 は 多から しむる こと、 是れ 格式の 法 也。 則ち 載 師に所 

もの も，！^ する  ヅル  ル メ 

. なり _ ぶ 1 錢 レ出、 民の 業 を 不レ勤 を 戒めん との 事 也。 田賦の 制、 古今 其の 法 甚だ 相替れ り。 段 畝 町 

の 坪數亦 不同 ありと いへ ども、 民に 所 レ授の 田.： US 宅地 は、 お 力 を はかり 其の 所， 養を以 

やしな ひ 

て 高下 あらしめ、 田 g は 其の 地の 善惡、 民の 養、 時の 風儀 を はかりて、 是れを 制する 

を 本と する 也、 必ず 十が 一 を 以てすと：； ム ふべ からず。 田地の 祖稅は 十が 一 にして 其の 

ル  (足) 

制 相 中 也。 民 ゆるやか にして 米穀 財 用に たると き は、 却って これ を惡に 入れし むる の 

, 弊 あり、 尤も 食し く 乏しき とき は 家 を やぶり 業に す さむ。 其の 間 皆 地 を 治む るの 奉行 


< 二」 易，. r 

, ^を 山 齋と云 

ふ。 〈木の 孝宗 

時代、 ^部尙 

翁と なる、 著 

♦x- し 


五) 前卷三 

八 一 Itsi 


教戒す るに あるの み 也。 周禮 載師、 凡 任 ， 地、 國宅 無， 征. 園 磨 二十 而ー、 近 I 十一、 

遠郊 一； ト而 ヨ、 ，叫 稍縣都 皆き に 過，， 十二；  • あ 漆 林 之， I 二れ t 五。 ま麵 IfJIgg 。所き 1 

齋易氏 日， 孟子 之說. 十 一 之 法 通 U 乎 三代； 今？^ 二 載^ 所ヒ 百、 任；；地-則チ不ノ.4「ー.^  ー_ー， 

而已、 毋 乃ず 周 人之徹 法， 敷- 鄭氏惑 JT 蓋 誤 i; 一 載 爲ぎ民 之 あ； 而 }4 き 1ぁ 

爲ニ 任地 之 法 一也、 嘗致， 一 載師之 職； 以-, 宅 田 士田賈 田 一 住 二 近郊 之 地； 近 蘇 十  一" 一 

官 田 牛 田 賞 田牧田 一任 二 遠郊之 地； 故 曰， ー遠郊 二十 而三； 若， ー< ム邑之 田 1 則 六 遂之餘 地、 

家 稍 小 都 大都之 田 則 三等 之采 地、 故 曰 句 稍縣都 皆無， 過， 一十 二.； 是六 者皆以 ニ田娬 之， T 

一 者 I 取 二 於 民； 又以二 一  分, 爲ニ 十八：^; 各 €m 其 十 一 十二 二十 而三 者 一 輸， -之 於 天 M^; 

此皆 任地 之 g 也、 .4 任地 之 法異， 1 乎 任 民 之 法； 則 成 周 十 ； 之徹法 町， 考矣。 側 法 ft- 

請" 一^ *!J. ，一 ぺ Jpf--^5^ 令 ク以ヨ  1.?-- ほ-^ 中 之 地 一 wl-rtl^^ 以，， 宅 m 十： Ess- 任， - 近郊 之 地 T  官 W 牛 田 賞 S 牧 

^一 仔-遠^ 之 地 f  J:-, 入 ム邑之 田 一任，， 甸地 i 以， rj^ 邑之田 一任，， ^ 地 T  r-,: 小 都 之 田 一任， ー縣地 T  大都之 田 一任，， 载地 f 綁云、 俾里 若，， 

ケ！ g 居 TJIf%2K 域 也、、 B|j 居 池、 圃 樹，， f 胍 之 屬 T 宅 田 致仕 之お 听レ ss、  士田圭 田 也、 賈田在 レ市賈 人 其 { ^所 レ受田 也、 官田庶 

人 在 レ官. SIS 所 レ受田 也、 牛田牧 出畜牧 おさ；！ 所 レ受田 也、 fk£ 赏賜之 s、 公邑謂，-六遂^^地ー ：さナ 使，， 大夫 治，， 之 ほ rtl,, 此 以外 I 

m,.  ^邑； ^5- 之 尖 地，、 小 都 卿之采 地、 大都公 地、 王. 4^ 弟听 レ食邑 也、 _m 五 百 土畿界 也、 皆 言レ任 

者、 地 之形赏 不，， 方 平 如&、 受，， £:ah 者 ほ 近， f 得，， 盡 如.， 制、 其 所：， 生育 一 賦^、 取， 正 於是ー 

師 嘗て 曰 はく、 魏文侯 相 李 lii 曰、 善爲 ，國 者、 使， 一人 無， 傷而 農マ签 今 一 夫 挾 二 

五：：； 治 1 田 Ke 献、 歲收ニ m 一  石 半； 爲ニ粟 百 五十 硬； 除, 十 一 之 1 十五 碩； 餘， 一： 患 一十 
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五碩； 食 人 月ー碩 半、 五 人 歳 終 爲二粟 九， 卜 石； 餘有ノ 四十 五硕； 碩 三十、 爲 M 錢千 三百 

五十； 除 二 社閭嘗 新春 秋 之 祠用錢 三百； 餘，, 千 五 衣 人 率 用 P 錢三 百； 五ん 終歲 用，！ 千 

プ  ナリニ. K  ビノ  ハダ ァヅ カラ レニ レ  二 ミテ 

五 百； 不足 四百 五十、 不幸 疾病 死 喪 之 费及上 賦斂、 叉 未， 與 レ此、 此 si- 夫 所 .1 以常 困、 

リテ ル  セ  シムル テク ラ . ダ タカキ- 1  ；: ク  二  ノ ルス  マ  ス 

有 1^ 不二 勸耕 1 之 心 h 而令K赌至S^於甚貴£者也。 又 曰、 李 俾爲， I 魏文 侯, 作 T 盡ニ 地力 1 之敎 h 

へ ーヌク  ケィキ  ヌ  シ テリ 7 ヅ クル r- ヲ  乂  7 ムレ バ 

以爲 地方 百 里、 提封九 萬 頃、 除， 一山 澤邑居 一 三分 去 二、 爲 レ田六 百 萬 畝、 治， 田 勤 

則 畝き 一一 一一 升； M ，ーぜ 一 一  不. 勤 則 損 亦 如 、地方 百 里之增 減輙爲 M 粟 百 八ト萬 石, 矣 

一一 一 i 頁 li 二 云々。 漢晃錯 說>- 文 帝-曰、 A ン ーぉ夫 五 口 之 家、 其 服役 者不千 n 二人； 能 耕 者不， Z 過 二：， H 畝； 

百 畝 之 牧不， 過 二百 石； 春耕夏^1、 秋穫 冬藏、 代，, 樵 薪； 治 二 官府； 給， 1 傻役； 四時 之 問 

シ ，- - V  スル rt  ニラリ ク： K へ ルブ ヒ ヲヒ ヌ  ヒ ヲズ ルモヲ  リ ノ-ー  ケズ， ノ 

無二 日 休息； 叉私自 送， 往 迎， 來、 吊， 死 問， 疾、 養， 孤 長 ， 幼、 在 二 其 中； 勤苦 如. 此、 

尙復被 ニ水旱 之災； 急 政 暴賦、 賦 斂不， 時、 朝令而 暮改、 於， 是 有 T 賣ニ田 宅 1. 鬻 二子 孫； 

以償 J 貝 者 上 云々。 今 案ずる に、 祖稅民 をつ もり 田地 を考 へて 其の 中分 を 制する 事、 古 

十で に 如レ此 也。 地上 品に 馬す とい へ ども * 民お こたる とき は 下品に ひとし。 然れば 

田 下品に 屬す とも、 民 つとむる とき は 上品に 至るべし。 況ゃ 其の 所に よって 人 功の 多 

(S 

少 あり。 人 功と 云 ふ は 稻麥を 作る のみに あらず、 桑と りこが ひし、 綿布 麻絲 を 造り、 
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孅漆紙 を こしら へな ど 致す の 類是れ 也.。 下田に しても 人 功 参き とき は赋 上に つき、 入 

功少け L ざ 上田 にても 陚少 きこと、 f^v- に 出 づる處 の- 歐田 惟中 中、 歐賦 上上、 厥 田 上 

上、 厥ノ  I 札 下と いへ る是れ 也。 宋 に祖稅 品々 を定 む、 大凡 祖稅有 ^ 穀帛金 鐵物產 四 類 一 

靈 品 や f き、 S  m^s  $  ic  f  ，賴 触俨， 白 

霸 まま i い 布き 綿 之 品 千、 一 曰羅、 一一 曰緣、 三 I、 

$, 五- or 年 ん RT 紬、 七- 經折、 八日 絲線、 九 曰 綿、 十日 布 葛、 金 鐵之類 四、 

fD^^、  二 cfir  一一 i 一に^^、 四 t^^s 錢- 物産 之 品 六、 一 日 六畜、 ，一 银, 二日 齒革 

草 1 r 凝 ？ 菜、 I き藥油 m い ^ 紙 ^  i 皮 ま 抄紙、 薪 i£、 

£ 柴 炭 漆蠟、 丄ル ぎ 物。 s^s^^^^ 是れ 等の 祖稅を定 むる こと、 唯 だ 

其の 土地の 宜に從 ひ 民の 出す に 利 あるに 因りて、 その 品々 を 以て 租稅 せし むる 也。 畢 

竟祖稅 の 法、 土地に 田 白 £ 山野 地の 稅 あり、 人に 役賦 あり、 戶に叉 戶の役 あり、 地と 

人と 戸と 此の 三 を 以て 其の 法を定 むる 也。 而 して 民の なり は ひやしな ひを考 へ、 公家 

君 道 十 國 用，， ，  一一 四 五 


山 鹿 語類 卷第. l7  二 四 六 

のつ ぐの ひ を 較量して {且 に 可レ從 也。 左傳、 季孫欲 一一 以田 賦； 腿1碰、牛翡で|欲！^.^||ゎ1|： 

使 1> ー冉有 訪ニ諸 仲 m; 仲 尼不， 對、 而私， 1 於^ 有, 曰、 君子 之 行 也 度 二 於？ i; 施 

リ ノ キヌ へゲ ノ  7  ハク ノヤ 二 ケナ レバ ノ  テス ルモ 7  いり '； . - - ' ！ ンン ナラ 

取 二 其 厚； 事 擧ニ其 中； 斂從 一一 其 薄； 如 ， 是則以 レ丘亦 足矣、 一； h ハ Hiiplfc- 若不レ 度-一 

於禮 1 而貪冒 無 1 厭、 則雖， 以ニ 田賦 I 將， ー叉不 U 足、 且子季 孫 若 欲， 一行 而法； 則 周 公之 &,、 

-- -  トス 

お、 ilnK, ノ 一 了、  7^t,4^tll 一 w、  *p  ； il£lv 馬 端 臨 曰、 E: 井 Q レ邑、 EI 邑 S3 レー ヒ、 £丘0レ甸、 甸六十£^^：、 成公以ニ甸 

^  ^^^--^^ffir_  賦 ー収， 一之 於 丘 T 「」"疋1： 一一 倍 於 先王 f 今 ま 夫子 答 語 T 似，"： 疋以 一一 井弒 |.取.： 

之 於 rr;f  乂十 g 

六-倍 於 成 公よ 也。  . 

師叉曰 はく、 本朝 今 二. 三十 步， 爲ぃ 畝、 三百 步爲レ 段、 三千 步爲， 町、 古来 三お 六 卜 

歩 を 以て 段と し、 三 干 六百步 を爲， 町、 其の 盈縮遙 にたが へり。 是れ义 民に 田 賦を用 

ふるの 厚き によって 也。 或 人の 曰 はく、 周の 尺八 寸を 以て  一 r 、とす、 t 右し 今 八 ケを以 

て すれば、 三百 六十 步を 以て 段と する にかな へりと いへ り。 是非 未， 勘。 而 して 卜 町 

を 以て 百 石の 地と す、 或 者 其の 地の 品に 因りて 高 盛 を 以て 地を盈 縮す。 凡そ 一 町 所 "耕、 

上田に して 其の 粒 三十 石、 米 十五 石 也。 是れを 十五の もりと 云 ふ。 或は i -、 或は 廿餘 

の もり あり、 中 下 はこれ に 次ぐ 也。 其の 收納 する 所、 或は 一 町に おいて 五 石 を 租税す 

ると きはト 町に て 五十石 を收納 す。 是れ を五ッ 成と- -ム ふ。 一 町に おいて 十 石 を机税 し、. 


(一) 比較す 

る 意 

(二) 雜铺稅 

(三) 年貢 以 


卜 町 を 以て； .H 石 を收納 する を 十 成と 云へ り。 是れ 異朝 十が 一 の 制に 合する 時 は 其の 祖」 

(百)  ： 

稅 甚だ 重く、 十 町に して 五十石 を收 むる は 三分の 一、 十 石を收 むる は 三分の 二 を 賦せー 

(二)  (三) 

こ も な り うき や，、 

しむる に 同じ。 然れ ども 昌幷に 加 地 子 • 山野の 祖稅 • 小物 成 • 浮 役 を 合せて 云 ふ 時 は、， 

叉祖税 ゆるやかな るに 可， 成 也。 ことに 異朝の 古 は 民 皆 上 をつ ぐの ひま かなって、 只.； 

だ 主の 用の み を 民の 貢と す、 故に その 貢 太 だ 少し。 本朝 は 兵 民の 法 久しく 廢 して、 一 

民以， 賦充ニ 兵士 一  且つ 田地 斗り へ かかる 物 成に あらず、 諸 色の 有餘 不足 を勘辨 して 

體へ かくる 祖稅 なる が ゆ ゑに、 つ ひに は 仕が 一 にも 可：， 至 也。 其の 故 は 民の 所， 耕の • 

田地 三分の 一 を 取られ 或は 二 を 取られて は、 民 何 を 以て 相つ ぐの つ て 妻子 家屬を fr:, 

,  つけとどけ  キ フ 

ひ、 春秋の 社 祭、 親睦の 付屆、 吉凶の 禮節、 いかにして 可レ叶 や。 然るに 今の 民 皆 三 

(足)  が へう 一 

分の 一 或は ニを收 貢して 猶 ほこの. いとなみ を 致す にたり、 凶歳 飢饉の 外に は餓 李に 及 

ぶの 民 あらざる 也。 こ こ を 以て 云 ふ 時 は、 田賦 甚だ 重きに 似て 實は 什が 一之 制に 可！ 

レ 因 也。 本朝の 中古まで は、 皆以 一一 田地 之廣狹 一所, 賜の. 多少 を 言 ひ、 戶 口の 衆靠を 以て 一 

これ を數 ふるが ゆ ゑに、 其の 制 異朝に 均し。 近代 皆以， 石稱， 之、 不， 以ー 1 土 I 廣狹戶 口， 

多少： 大概 以 二十 町 一充 二百 石？ 其の 外に 山野 を かかへ、 民屋 家宅の 地 を 入れ 、各.' 是れ •-- 
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に 加 二 地 子 一種 藝 を專ら とす。 ここ を 以て 守 令 撫育 敎導 のこ まやかなる 地 は、 民豊 にし 

て 租税 厚し。 撫育 教導お こたる の 地 は、 田園 荒れ 百姓 逃亡して 租稅 日を遂 うて 薄くな 

(一) bj? る 也。 租税の 厚薄 皆 土地 人民に 從ふ べし、 押して 云 ふべ からず。 白圭 曰、 吾 欲 ニニ 十 

子 下篇第 十 章  - K  ,  、  -、  -.,  , 

に ャ=づ  而取 一、 何 如、 孟子 曰、 子 之 道^ 道 也、 满§ 、欲 レ輕ー I 之 於 堯舜之 道！ 者、 大絡 小^ 

(n)  i 也、 欲， 重 一一 之 於 堯舜之 道 I 者、 大 桀小榮 也と 云へ り。 又 曰、 も ニ布樓 之征、 粟 米 之征、 

七 章  力役 之征； 君子 用 二 其 f 一 緩 二 其 ニー  用 二 其 ニー  0^ 而民^^レ^;^、 用 二 其 三 一 ili? 而父 

(一一 一) 同 章 朱 子 離。 朱 子 曰、 征賦之 法、 歳 有 二 常數； 然布樓 取 二 之 於 夏； 粟 米 取 二 之 於 秋； 力役 i4 一之 

Jt のン 註^ 、つ  二  二 テス 7 シ セレ パレ 7 リ ルへ §  ノ  ， 

へよ でき 115;- 於 冬； 當ニ备 以,， 時、 若幷 一一 取 之； 則 民力 有ん 所， 不レ 堪矣、 今 兩税康 三 限 朱 之 法 亦 此意也 

0^^^^. 云々。 古より 民に 所レ取 過不及 ある は、 各.' 聖人の 道に あらず とする 也。 又 布 總粟米 力 

稅法を 改正し  ノ  ー 

;!、 る" _^れ 役 を 以て 貢賦 祖稅を なすこと、 是れ又 古より 然り。 周禮九 職是れ 也。 一一； siif  yiii い 

00. wsig 舞 gSF# ここ を 以て 案ずる に、 民の 生 を 厚く して 公用 をたら しむる 事. 

Iflli^s を 以て 租稅 貢賦の 本と す。 民の 生 不レ全 時 は禮節 を敎戒 する に 暇な し、 管 子が 倉魔充 

知 ニ禮節 一と： K へる 心 也。 公用 不レ 足と き は 上に 財 乏しく して、 つ ひに は 民に 取る にい 

るべ し たる 也。 君と 民との 間 本と 一 つに して 差別 を不 レ町レ 思。 其の 親愛 を 以て 云 ふとき は 君. 


な ゆ; 帝王な て む 名 後 州 ネ；^ 
る 開との り參 。も 徐のは 0 
mmm  '知 >a 知 を 人 正 
の し を遂 政に 誥姓に 倫 李 
主 、受に 事 仕と' と し '勢 
と 南け 呉と へ改 して 徐 、 


は 民の 父母たり >  其の 一 體を 以て 云 ふとき は 君 は 腹心に して 民 は 四 支 骨 節 也。 聊か 相 

{ 五 ^ 

の I なュ 離れざる こと 必然 なれば、 其の 用捨 を 時な つて 過不及に 至らし むべ からざる 也。 兩漢 

お. J お 各 ニニ 十 而稅， 一 。 王莽 曰、 漢氏 減ニ輕 田祖； 三十 而稅， r、 而豪民 侵 あ、 分 E 劫 I、 

由- ェ し" 一?、 分 田， 貧 さ 無レ E 、而 取， -富人 E, 耕種、 共 分 巾 其 所.. レ收、 1^ & 三ト" き,^ わ，, ル". 1、 ぎき 存が 』、 I 

れ |ej 權を 極め、 假如ョ 貧 人 F 富 人 之 田 T お. si 人. ま 菊其稅 1 欺，， 凌 之 一也、 厥 ぞ三づ 實付税 セ is 者歸 ^ 爲レ牙 貧 

遂に, を 奪 ひ  シテ シヌ - 一，； ，：  (七〕 ハグ  ガ ，フ ン テ ス  ト 

^^き 新と 者窮 而爲， 惑、 m 陷 一一 于辜ー 云々。 苟悅 曰、 古 者 什一 而税， 以爲ニ 天下 之 中正 一也、 今漢 

(お) 後寫り  ハム -ーメ ス シ フ ント  レに モノ  メ ダイ ョ /\ ォゴ" イクス ノノヲ  ハリ 

I、 獻 おの 氏 或 百 一 而稅、 可レ 謂， 鮮矣、 然 豪 强人占 レ田逾 侈、 輸ニ其 M 大半； 官家之 惠優ニ 於 三 

時に， i- 書 監.  一一  ハ ハナ 〔ダン  ヨリ レ  ゼ  7 ツ  一一  ンチ ナノ  7 

^^^^^^ 代 一 豪 强之暴 酷  於 亡泰ー 是上 惠不レ 通， 威 福 分 二 於 豪强- 也、 文 帝 不レ正 二 其 本； 而務 

It 三 卜ぎ！：". ど 愛  ク  ヲ クマ/、 ル 1 アクス クルー  ヌ 

除 二 祖稅； 適 足，. 以資ニ 豪强 一也 云々。 

師曰 はく、 民間の 租税， 或は 粟 を 以てし 或は 錢を 以てする あり、 田 畠に 所， 中の 祖 

稅 は不レ 可レ以 レ錢， 其の 所 t 生の 物 を 以てすべし。 若し 市に 近くして 彼れ これ を 商. 費し 

て 利 あらば、 錢を 以て 祖稅を 可， 收也。 如， 此事、 皆 民の 利害 を考 ふるに あり。 世 多以ニ 

畠 方 一充 二 金銀 錢； 是れ叉 民の 利害 を詳に するとき は不， 苦 也。 只 だ 公用の 宜を 以てし. 

(ro  , 

て 民の 利害に 無， 考 とき は 其の 弊 有， 之 也。 吳徐知 誥爲， ー淮南 帥； 以， ー宋齊 丘， 爲， 一 謀 主； 

先. 是 吳有ニ  j" 錢ー 叉 計. 畝輸. 錢， 民 3^  , 之、 齊丘以 キー 錢非， I 耕 桑 所 U 得、 使， 一民 
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輸 .^、 是敎ニ 之 棄， 本逐 1, 末 也、 請！ f 二人 ロ錢； 自餘 稅悉收 ニ穀. 吊 紬絕； 疋直， I 千錢 1 者- 

y 年)/ i  ■ 稅- 一三 十一 知 誥從レ 之、 由， 是曠土 盡购、 國 ル富强 とい へり。 是れ大 中祥符 年中 太 常 博. 

(二〕 へ  ヌ  (三) 

S 不明 士許載 著 ニ吳唐 拾遺 錄 一して 勸農 桑ー篇 あり、 これに この こと をのせ たりと 容齋隨 筆に 

i で 前 I， 所， 出 也。 あ 昭帝令 ムレ 得 T4n 菽粟ス # 賦。 丘瑰山 曰、 以ニ菽 粟ー當 k、 ，聽 下以 お： 

九頁參 照  ヲ ツルヲ 一；  ン ハ ジ -ー ズ  一一 V  , ーク 7- ハ -ー  キ ノー  V ズ 

3^. 丘 i 粟ー當 * 錢物上 也、 蓋 粟生 ニ于 地； 非 1, 一 一 日 所 二 能 致 一 錢 出ニ于 人力； 可テぬ 月間 而辨 一也、 

と 同し 

自 A 古識ニ 治體ー 者、 igi レ粟 而輕， 錢、 蓋 以ニ錢 可 レ無而 粟不岢 k 故 也、 後世 以：！ 錢物 1 

代 二 租稅； 可レ謂 T 失 ニ輕重 之宜； 違5緩急之序.^矣、 故 爲ニ國 家 長久 之 計 1 者、 寧以， 一教 粟 I 

一一 錢物； 使 下 其 腐 一一 于倉 ま、 之 中.； 備中之于無用：^ 不卞肯 以ニ錢 物 ー當巾 菽粟ハ 恐！. 一 旦天 

爲ニ之 災ー 地 無， 所，， 出、 金銀 布，：： め 不：， 可， ー以充 U 飢、 坐而 待. 1. 斃 也 云々。 是れ錢 をた く 

はふる と 粟 をた く はふる と 兩箇の 損 利 を 論ずる 也。 利害 はか はるん \ ある ものにして- 

カラ ッ  H ろ I さ 

1 方に 不， 可レ 落、 唯 だ 民と 公と 其の 用 そ はかって 其の 宜に從 ふべき 也。 

八 六 -東 獻を詳 にす 

師曰 はく、 凡 上 之 所， 取 謂， 一之 娬； 下 之 所レ供 謂， 一之 貢, といへ り。 故に 15? 貢に 所謂. 


厥賦歐 貢と ームふ はこの 心 也。 田陚は 上より 是れを 制して、 民の 產業 によって 其の 祖 

を 出さし む。 貢は國 郡を領 する の 太守 其の 所より 出産す る もの を 天子に 獻じ 奉る 是 

れ也。 地に よって 其の 所 X 出異 也、 太守の 政に よって 所レ有 もの 美 也。 然れば 土地に 所 

レ 有の 物を獻 ずる こと は、 國用を 利し 政事 を 告げ 物の 豊凶 を呈 さんと 云 ふの 心 也。 況 

や 郡 國を領 して 其の 所の g 税出產 悉く 是れ を牧納 して、 上人 君へ 貢獻 あら ざらん 事 は t 

守 令の 可， 安 所に 不レ 在。 ここ を 以て 土地に 付きて 出づ るの 土産 を 奉る、 是 れ貢獻 也。 

若し 國 用に 不, 叶して 耳目 を 喜ばしめ ロ體の 養に のみ 可レ成 土産 を、 人力 を勞 して 獻 ぜ- 

んこと は、  累を 民に かくる のこと なれば、 自レ 古愛レ 民の 君の 不レ 致處 也。 況ゃ 無用の 

器物 を 遠 境 外國に 求めて 財 を费し 人を勞 し、 一 人口 體の養 を 以て 千 萬 人の 累を胎 十 

こと、 だ 可， 傷 事 也。 周禮、 大宰以 二 九 貢 一致 一一 邦國之 用； 一 曰祀 貢、 ggl、  ニ曰嬪 貢、 

0, 三 曰 器 貢、 lfs、  si 曰 幣貢、 ss、 五曰材 貢、 is. ん曰貨 貢、 敗 A- 曰 服 貢、 1. 

^ 八 曰 貢、 isr や"， - 九日 物 貢、 讓 レ物滙 是れ を. 貢と 號 して 國用を 利せ しむる 也。 漢 

の 文 帝 千里 を ゆく 馬 を 獻ぜし 時の 詔に 曰、 鸞 旗在レ 前、 屬車 在：， 後、 吉行 H 五十 師 

ハ  リ  ノ-- リン ジィヅ クニ  H カン  ル -ケヌ  ノム  7  メカ ラムル  メ 

行 三十 里、 朕乘 ュ干堪 馬； 獨先 安 之、 朕不， 受， 獻也、 其 令， 一四 方 無,， 求 U 來獻 I とい 
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へり。 唐 太 宗謂ニ 朝 集 侯 1 曰、 任. 土 作 ，貢、 布 在， I 前 典； 當州 所. 產 則充 n 廷實； 比 聞 

都督 刺史邀 ニ射聲 名.； i 土 所 レ赋、 或 其 不.， 善、 踰， 境 外 求、 更相 倣效、 遂 以成レ 俗、 

ズ テリ ラウ ゼゥン クム ノヲ  カラ ニル  キノ  キ 7 

極 爲ニ勞 接； 宜， 改 一一 此弊； 不レ可 二更 然 I と 云々。 如. 此の^、 尤も 人君の 仁政と 可， 謂 

そつ ど ひん  シ ルー！'  n ーヮ 

也。 凡そ 普 天の下 率土の 濱 ことん \  く 人君の 有に して、 求めて 無 レ不， 至、 然るに 不 t 人 

器物 玩 好の もて あそび を聚 め、 これ を 倉庫に 收 めて 無用の ものと なり、 歲 久しくして 

皆 敗 壊 腐朽して、 是 れを棄 てて 藤 埃に ひとしく す。 而 して 其 所レ來 所， 成 を はかる とき 

は、 民力 をつ ひやし 道路 を 役し、 奉行 叉 貢物の 名 を かって 民 を 苦しめ 利 を ほしいまま 

にす、 甚だ 不仁 之 至 也。 宋の孝 宗詔ニ 諸路； 或 假二貢 奉 ー爲， 名、 漁 n 奪 民利 一 果實則 封 

一) き庶物 園 林； 海錯 則 彊コ奪 商贩； 至, 于禽 獸昆蟲 珍味 之屬； 1 抑 TT 配 人戶； 致レ使 K 所在 居 民 

. 以ニ 土産 物 1 爲 4, 苦、 仰 二 州 軍： 條 TT 具 土 產合貢 之 物 1 聞 こ 于朝； 當， 議ニ 參^; 天地 宗廟 陵 

5： 后  タ ダス  ノヲ  ノ  ニム 

寢合用 德獻、 及 德壽宮 甘 旨 之 奉、 止 許， I 長 吏修貢 1 外、 其餘 一切 並 濯 云々。 天子 人君へ 

貢獻 する の 物 は、 其の えらみ 其の あらためつ よくして 民の つ ひえ おびただしく、 其の 

用 至って 輕き (もの) 多し。 故に 貢 獻を詳 にして、 貢獻せ しむべからざる もの をば 是れ 

を 餅 酌して 省き、 可 二 貢獻- の 物 は 民の つ ひえ 道中の 障りと ならざる が 如く 可レ戒 也。 
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や 朝廷 これ を 得て 棄 てて 不， 用の 類、 尤も 可， 詳也。 丘文莊 曰、 古今 之寶 者、 三代 以 

來中 國之寶 珠玉 金 貝" 漢 以後 西域 通 二 中國； 始 有-一所 謂 木 難 • 瑠璃. 瑪琐 • 珊瑚. 瑟 

琴 之 類； 雖， 無， 益 ％ 世 用 一 然猶可 二 製 以爲 y-1sr 至 レ元 所謂 寶者 1異< ！于是 一 塊 石 

碎砂之 IT 形 旣不， 圓、 文 又不/ 瑩、 鳴 呼棄ヒ 有用 之 金銀 1 易- 1 無用 之 砂 石； 元 胡 人 也、 

而 華 夏 之 人 亦爲、 所, 或 i 何 居 云々。 人君の 所， 好に よって 貢物 亦 違 ふべ し、 ゆ ゑに 此 

の 論 有り。 

八 七 力役 を 正す 

師 rn はく、 力役 者 役， 一民 之 カー 也、 人君 用 二 民力 I 勞 n 役 之 一せ しめて 事 をな 十、 皆 私の 

身 を 安んじ 耳目の 樂を 究めん と 云 ふの ために 十る 時 は 民 怨み 國費 ゆ。 天下の 間不. 得 

レ已 して 人力 を 用 ひこれ を勞 役せ しむる 事な くんば あるべ から ざ る 也。 不 L 得 レ已の 事 

皆 國用を 利 すれば 也、 國用を 利す る は 本と 萬 民の ためにして 私の ために 不. 有 也。 民の 

ために 勞役 する は、 人々 皆 己れ が 害 を さけ 己れ が 利 をな すの 用 なれば、 力役 十と 云へ 

ニー ごテ ヌ へバヲ モ スト ... 

ども 是れを うらみず して、 國用 ここに 盛 也。 以, 1 佚 道-使 レ民則 雖，， 勞不. 怨と 云へ る は 
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^^^^^^ この 心 也。 文 王の 靈臺 恐レ煩 レ民 とい へ ども、 民心 ことん. \ くこれ をい となまん こと 

を 悅び樂 しんで、 子の 父の わざに 如：， 趨、 まねか ざれ ども C ら來 りした めし、 可, 併 案, 

也。 たと へば 人々 おのれが 家に わざ は ひの 來 らんに は、 老若と もに はしり、 壯 人力の 

あらん 限り を 以て これ を 可」 担。 身に かかる 災を 防がず して 是れに 害せら るる もの あ 

るべ からず、 是れ 力役して 是れ をつ かれたり と不， 怨のゅ ゑんに あらず や。 .而 して 力 

役の 品、 常に 土木の 功 あり。 土 功と. K ふ は 堤 川 除 水道 その外 土に 付きて 普請 あるの 事 

也、 木 功 は 家作 造 營の作 事 ある こと 也、 これ を 土木 之 功と 號 して、 專ら 力役 あるの 事 

とする 也。 次に 軍役. 旅 役 あり。 軍役 は 軍事に 付きて 人 を 出し 馬 を 出さし むる の 役 也。 

旅は邊 戌の ため 或は 巡狩 述職 或は 田 獵敎閱 のために 人民 牛馬 を 出 十の 役 也。 次. に 運漕 

の 役 あり。 米穀 材 用の 類 荷物 諸 器 往來の 人 を 運 15 せしめて、 人力 を 用 ひ 牛馬 車 輿 を以 

てし 舟 筏 を 以てする の 類、 皆是れ 運漕の 役 也。 次に 游 民に 役 を 用 ふ、 是れは 業な く 職 

あらざる もの はこれ に 力役 を あてて、 其の 無：， 職して 常に 游ぶ を戒 しむる 也。 以上 力 

役 を 用 ふるゆ ゑん 也。 是れ 各.' 國用を 利す るの ためにして、 聊か 私の ために あらざる 

也。 然れ ども 猶ほ 緩急 を はかりて、 其の ゆるやか にして 無. 害の 儀 は、 皆 力役 を寬く 


ぶ じき 

し 民の 勞役を 省いて、 自然に 事の 成就す るが 如くなら しむべし。 尤も 夫 食を與 へ、 或 

は 其の 品に 依りて 曰 雇 錢を與 ふ、 いづれ も 力役の ゆえんん を 正して 其の 用捨 をな すべ き 

也。 古人 曰、 夫 oil 食 二三 +h 而頼， 一 官府 之 庇； ；：^ 有， 一 其家窒 田產； 則 服 n 力役； 以 爲ニ國 

き； 足ニ國 用； 成ニ國 事； 亦 其 職分 之 所， 當， 爲者 也、 用 二 所， 當， 用 之 人； 爲ニ 所， 當， 爲之 

キキキ 

事； 雖レ曰 t 爲， 國、 亦 所 n 以爲 U 民、 而又明 以察レ 之、 公 以處， 之、 仁 以憫， 之、 是以 

レミ，  スル チナク ノル ガノー 一  I バ  プ、 ル チシ ル セノ  ニイ カル シテ 一一 ク ル 

闽家有 レ所ニ 經營； 則 咸如： 二子 趨ニ父 事 一 有 レ所ニ 征伐； 則莫， 不レ敵 二王 所-像、 而 上 無二 不 

レ成之 事； 下 有 二 衞レ上 之忠； 而 天位 永 安、 國： § 延長 矣 とい へ り。 力役の 征は古 來の法 

なりと いへ ども、 力役の ゆ ゑん を不レ 知と き は、 唯に 民力 を勞 役す るの みに して 國用 

のた めなら ず、 民を戒 しむる の 道 あらず して、 上 はっか ふべき と 怒り 下は勞 すと 怨む I 

そむ  レ ーフ  ハク リ 

ト下 こもん \ 相違く こと、 叉 力役の ゆ スんん を不レ 知ば 也。 孟子 曰、 有 二 力役 之征 一とい 

へり。 周禮に 力役の 法 を詳に 十。 各. - 古よりの 制 也。 

師論ニ 力役 之 制 一 曰 はく、 民に 力役 を 中つ る こと、 先づ 民の 上中下 を考 へ、 而 して 後 

に 其の 役 r を定 むる 也。 凡そ 夫婦 あるの 民 を 一家と 云 ひ、 夫婦 あら ざれば 飮食 をした 

ためこれ を 運ぶ にたより あらざる が ゆ ゑに、 夫婦 あるの 家に 寓居して 職 をい となむ。 

, 00^ 國用  二 五 五 


.z 鹿 語 频卷第 十  二 五六 

是れ 古よりの 制 也。 して 民の 內に、 贲而有 レ爵、 賢に して 德 あり、 能あって 村 ある 

の 類 は、 是れを あげて 公に 勤 仕せ しめ 寧 公の ものたら しむる、 是れ擧 レ士の 法 也。 老義 

して 事に つく 事 かたく、 幼弱に して 未だつ とめ を不 t 知、 疾癒疾 あって 力役 かな ふべ 

からざる もの を 除いて、 年 わかく カ壯 にして 力役 尤も 功 あらんの 輩 を 撰んで 是れを 役 

と定 む。 ハ母年 詳に戶 n を 改めて、 其の 年に 家 を もち、 其の 年に 他國 よりう つり、 或 

は 死亡し、 或は 所 を 逃亡す るの 類 を 明に して、 所レ 在の 民 年 廿に滿 つると き は 其の 年 

より 役 r に 定め、 六十 前後に 及んで 役 r を のぞかし む。 是れ 古の 制 法 也。 周禮 * 小： 

徒 之 職、 稽ニ國 中 及四郊 都鄙 之 夫 家 九 比 之數； 以辨ニ 其 貴賤 老幼 癥疾、 凡征 

役 之 施  一 ft 髓 If き不 I!f 也、 乃" 均ン 一お-地 ノ あ 人 一  而 周知 あき 上 地 家 七 人 I 

.SIf お 可 レ任也 者 家 ili 人、 レ& .^fv 中 地 家 六 人、 ！^, 任 也 者 二 家 五 人、 

卞地家 五 人、 可 レ任也 者 家 二人、 凡 起 二 徒 あ ー毋， 過 二 家 一人； 以 ニ其餘 1 爲， 羨、 g^ifT 比. - 

唯 田 與二 追^ P 竭 作、 gli&g- き 卿 大夫之 職、 以ニ歲 時， 登， I 其 夫 家 之 衆甚； 辨ニ其 

可レ任 者； 國中自 二 七 尺， 以及ニ 六十； 野^£,ー六尺，：：^及ニ六十有五； 皆征. 之、 

.其舍 者、 f§， 阈中貴 者 賢者 能 者 服 二 公事-者、 老者疾 者 皆舍、 以， -歲 時， 入 二 其 書； 删 I？ ナ 


K5.^B^& 遂大 夫、 以ニ歳 時 1 稽ニ 其 夫 家 之 衆 靠六畜 田野； 辨 K 其 可， 任 者 

與 * 其 可 ニ施舍 1 者 h 司 民 掌， 登 二 萬 民 之數？ 自二 生齒, 以上、 皆 書， ー于 版； 辨，； せ ノハ國 中與， 一 1^ハ 

都鄙 及 郊野 一 異ニ其 男女； 歳 登 二  M 下 § 其 死生； 及 二三 年, 大比、 以， 一 萬 民 之數， 詔 こ 司 

寇； 司 寇及， 孟冬 紀， 一司 民， 之 oi- 獻ニぁ 觝于, s^s^0SB»^M^B 

g1 漢制、 民 年 二十 二： 傅、 96^„ 五十六 乃 免、 景帝ニ 年、 男子 年 二 

%  制、 凡 民 4i 生 爲. 黄、 四 *1 爲. 4、 十ん ，钆、 二十 

レ了、 六十 爲レ 老、 以 二百 戶 1 爲レ 里、 五 単： 爲 レ鄕、 毎， 単： 設ニ正 一 人； 掌レ案 n 比 戶ロ； 在 一一 

5 つ 一」 旨 釘に 出 邑 者爲， 坊、 I 置ニ坊 正； 在 二 田野 1 居 者爲， 村、 1 置， 1 村 正； 凡ソ里 有， 1 手實 法； あき 

ニシ  トヌ  ク ワツケ フ リ  ヲハシ  二 ハン  二 ハス  二  リ 

具，, 民 之 年 與ニ地 之 閥陝, 爲ニ鄕 帳； 鄕成， 1 于縣； 縣 成ニ于 州； 州 成， I 于戶 部； 叉 有 二 計 帳； 

二 シノヌ チズ  ニノ  ヲシト  7 ント  ハ  ァヅ カラ ノ  二 

具 ニ來歲 課役 1 以報 二度 支； 宋制、 男 夫 二十 爲于、 六十 爲， 老、 女 ロ不， 預、 明 制、 十 年 

一 大造ニ 黄 冊； 其 W 首 著ニ戶 え 書 二せ デロ；  |订、 不 I ま官 I- 房屋牛 あ" 

凡例 有， 四、 曰舊 管、 曰 開 除、 曰 新收、 曰實 在、 今日 之 舊管卽 前 造 之實在 也， 每里百 

十戶 也、 十戶 一甲、 十 甲 一里、 単； 有， 長、 轄 ニ民戶 十； 民 年 十五 爲ニ成 丁； 未 i 二十 ：4^1 

爲ニ 未成 丁 1 云々。 本朝 戶令、 凡戶以 n 五十 戶 1 爲， 里、 毎 i 置 二 長 一人； 掌,. 撿 ニ校戶 口？, 
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,  催 賦役 上 云々、 京 毎 A 坊置 一へ 長 一 人； 四 坊置ニ 令 一 人； 凡 男女 三 歳 以下 爲 ，黄>  十 

六 以下 爲， 小、 廿 以下 爲， 中、 其男廿 一 爲， 丁 ひ 六十 一 爲， 老、 六十 六爲， 奢、 0 老殘 

並 爲こ次 丁 一  I 麵、 凡 造 二 計 帳； 毎年 六月 晦日 以前、 京國官 司責， 一所 部 手實； JIM 、戶其 Ifll 

&、 具 注 二 家 ロ年紀 1 云々、 凡 戶籍六 年 一 造、 ； ^ 小 一 月 上句； ：i^k 勘 造、 里 刖爲， 卷 

云々。 賦役 令に も 其の 法 を 出せり。 

案ずる に、 周の 法 は 民戸の 貧富 を 以て 其の 役人 を 出す の 品 を 定め、 漢 より 以來は 民 

-戶を 十て て、 只 だ 見 在す る 所の 民 二十 以上 を 以て 役人に 出さし むる 也。 本朝に 所レ定 

二十 一歳より 役 をな す、 老弱 疾病 あるの 類 はこれ を 次 r と 云って、 其の 役を輕 くす る 

也。 是れ民 數を詳 にせざる とき は 必ず 相違 ふ ものなる ゅス 4 に、 令に 所， 定、 六 年を以 

て 一 たび 戶籍 をつ くると 云 へ り。 尤も 可， 愼 こと 也。 齊 高祖 詔 二 朝臣 一日、 黄 籍は入 之 

大紀 國之理 端な りと いへ り。 黄 籍と云 ふ は、 本朝の 戶籍、 當時 所レ言 の 水 帳、 周の 世 

に はこれ を 版と い へり。 此の 帳に いつはり 多き とき は、 民間 皆無」 故して 役 を 重く し、 

戶ロ脫 漏して 役 を 免る るの 徒 叉 多し。 是れ 賦役の 不， 均して 民政 不， 正 所 也。 丘文莊！^、 

(一) 明の 世  ノ ニー  メ ヲ  .< ティ- 1 ナル リレ  二  ビア ッズ クル  ジ チヌテ 

な-,'  國初 洪武五 年定二 民籍； ト四 年始 大 造、 自， 是 以來、 ： 母，， 十 年， 一 攢 造、 官府-お レ營以 


定， 一 科 差； 脫 n?i 戶ロ 1 者 有： Jr 變 亂 版籍 1 者 有， 刑、 凡 有 二 科徵差 役； 率驗 ニ其戶 口田 ； 

立爲 二等 第； 敷， 役者 不んぎ 差 ， 貧賫 1, 富、 受， 役者 不， 得 H 避， 重 就 Ifer 其 制度 可 一 

レ謂， I 詳盡 1 矣、 凡 天道 十 あ ー變、 十 年 之 間、 人 有 二死 生； 家 有 二 興衰； 事 力 有， 一 消長； 物 ： 

直 有 M 低 曰？； 蓋 不；： ^.1 以 一々 齊 1 也、 唐人 戸籍、 三年 一 造、 況今十 年 一 造、 十 年 之 中、 ： 

食 者 富、 富者 貧、 地 或 易 一一 其 主； 人 或 更ニ其 業； 豈能以 こ 一 律 1 齊 哉、 今 宜每年 九月、 ； 

人民 收瘦之 後、 里 甲 入 役 之 先、 布 政 司 委ニ官 一 員； 督， ー府州 縣官； 造 K 明年 當， 應ニ 賦役 1 一 

先：， 期 行， 縣、 俾 r 各 里 開 K 具本理 人民軍 民 匠 寵其籍 各 若干、 仕官 役 占せ ノハ 戶备 若干、， 

其餘民 戶當， 應， 役者 總有 ，0 若干^ 量 二 其 人 丁 事產； 分 爲ニ九 等； 一 以， 1 黄 冊 ー爲， 主、 0 

中原 報 人 丁 か 一 逃亡 事故； 田 I 有 ニ沉斥 買賣； ilf  SSI- 相 審 J 貝ぎ ノ册 ヌ、 州 二. ヲ 

府； 府上ニ 之 司； 委官親 臨 二 其 地； 據ニ其 見在實 有； 以二田 丁 1 相配參 酌、 定 爲， 1 九 等 則 ■ 

例； 隨ニ據 州縣； 一 年 該應之 役 幾何、 當費之 財 幾何、 某戶 當，, 某 役； 各 填 n 注 其 下； ： 

而 易者 則 一 力 獨當、 重 而難者 則 合レ衆 併， 力、 貧者 任， 1 其 力； 富者 資ニ其 財； 必盡 n 1 ^ 

年 之 用 一 而無， 欠 無， 餘、 造 n 成 三 W 一 一  留， 司、 二 發ニ府 州縣； 俾ニ其 前 ， き 開示 以曉- . 

レ民、 使レ， i 二 備豫； 至, 期據， 册以 召集、 使, 供 ニ竊役 一； K々。 是れ 民戶の 帳を詳 にせ ざれ 
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ば役を正しくする事の不，能を：|^ へ る 也。 次に 繇 役の 法、 家 ごとに 一 人の： 止 T を 出さ 

しむる 事、 是れ 定法 也。 是れ をつ かふの 道、 上古 は 一 年に 三日 を 以て 寸。 周禮、 均 入、 

ゾシク スルニ  ヲ テス ノ  7  ハチ  ヒ  ヲ  二 〈チ  ヒ  マ 

凡 均， 1 力役 之 政 1 以， 1 歳 上下； 畳 年 則 公 旬 I 用 二三 日 1 焉 * 中年 則 公 旬 用 ニニ 日, 焉、 

無 年 則 公 旬 用 二 一  日, 焉、 凶 札 IB 一  則 無二 力 政？  王制、 用 二 民 之 力 1 歲不， 過 二 

三日 1 とい へり。 是れ 一 年の 間 ことん \ く 自分の 農業 家職に 用， 力し めて、 公役に 用 ふ 

るの 日、 ゎづか 一 家の 役 三日に 不レ出 也。 後世に 及んで 其の 制 多くして、 iig に 用； 一人 之 

力 ニー 十日、 聞に 加 ニニ 日, と 也。 本朝 賦役 令に 曰、 正丁歲 役，, 十日？ 義き 曰、 次 丁 一  人 

• 歲役ニ 五日, といへ り。 是れ又 本朝 上古の 令に して、 近来 は 皆 これに 不， 及して、 或は 

三十日 或は 五十 日に 及べり。 

凡そ 役人 を 出さし むる に 其の 時 あり、 年に 畳 凶の たが ひあって 民の 苦 樂不レ 均、 時 

(一) 請語擧 に 農業の 要 月 あれば、 一 日 怠りて 一年の つ ひえと なる 事 あるべし。 孔子 曰、 使い 民以 

•ri 篇 第五 章  ヲ 

レ 時と 云 ふ是れ 也。 然れば 其の 時を考 へて 役 をな さしむ ベ し。 堤 川 除 池 等の 普請 は、 

春 正月 十日 過より 是れを 起して、 二月 中に 仕舞 ふごと く不, 仕ば、 農業に ささ はりあ 

る もの 也。 夏 秋に 至りて 水 ましの 時分、 水 を 決り 堤 川 除 を修覆 あり、 是れ叉 其の 縛の 


^を 以てす。 季 秋より 冬 中 は 米穀の 運送 諸 用の 役 あり。 各！ 四時と もに 民に 暇 あるの 

時 を 計りて 使レ 之と き は、 農 其の 時 を不レ 違が ゆ ゑに、 一年の 業不， 怠 もの 也。 次に 均 

役の 法 あり。 均 役と：： ムふ は、 唯 だ 一年に 何十 日の 民 役 ありと 斗り 心得て は、 地形に 遠 

近 あり、 所に 道筋 邊 土の たが ひあって- 物の 運 載 使 客の 供應 にしば/ \勞 役す るの 

所 あり。 又 一年中 一人の せ 使往來 もな く、 一事の 公用に 勞役 する こと あらざる 地 あり。. 

如. 此の所 を 具に 較量して、 ^役の かたお ちず、 ひとしく 相役す る 如くなら しむべき、 

是れを 均 役の 法と； へる 也。 周禮， 均 人 掌， 均 二 人民 牛馬 車輦之 力 liluigis8『 

政 と 出で たり。 是れ人 の 多少 を はかり 牛馬 車 架の 有無に よって 其れ を ひとし 

からしむ るの 也。 たと へば 1 家に 1 人 を 役に 出さし むと い へど も、 富家 貧家 是れを 

ともに M じく 十る とき は、 役 を 出す 處は 均しき に似て、 富家 は輕 しとし 貧家 は重レ 

とす。 然れ ば民戶 家の 貧富 を詳 にし 所の 遠近 を 明に して、 而後に 均 役の 法 行 はるべ 

き 也。 賦役 令 曰、 凡 差 科、 先 富强後 貧弱、 先 多 丁後少 丁、 其分番 上役 者、 家 有 二 兼 丁 I 

若耍 月、 家 貧皐身 者 閑 月と 出で たり。 次に 役 錢之制 あり。 役 錢と云 ふ は、 所に よつ 

て 役人 を不， 出して 役の 錢を 官に收 め、 これ を 以て 間 民 游手を 雇って 役たら しむる 亊 
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也。 役に 人 を 出して よき 所と、 錢を 出さし めて 民に 便り あると、 兩 様の たが ひ ある 事 

也。 是れ又 其の 土地の 廣狹 民の なり は ひ 多少 富 貧を詳 にして、 其の 民の ために 便り あ 

るの 政に 可レ從 也。 公の ため を はかって 致す ことに は 民の 害と なること 多ければ、 唯 

だ 民の 便りた るべき こと を 分別して、 それに 從ふを 仁政と；： ム ふべき 也。 凡そ 古 は 田 を 

もつ もの は 田に 租稅を かけ、 其の 身に 役 をな さしむ。 祖稅 は是れ 財貨と なり、 力役 は 

國 用に 利あって、 供に 天下の 用たり。 漢の 高祖に 至りて、 人 ごとに 錢百 二十 を 出さし 

め、 これ を算 賦と號 す。 民の 年 十五に 至る とき は、 則ち この 賦を 出す を ロ賦と 云へ り、 

力役の 外に 叉計レ 人出, 財 さしめ たる 也。 唐に 租糜 調の 法 を 置き、 田に 租税 を 出して、 

S 鄉 には繙 綾. f  〔介 綿 麻 を 出す 也。 

この 外に  一丁に 銀 十四 兩を 出し 是れを 調と 云 ひ、 力役 十る を 席と 云へ り。 力役 二十日 

ル セ 、ノ 一： ックリ  ヲ  フ レヲト "テ  フル/  ナル ハシヲ  ナルハ 

の內、 不， 役者 日 爲ニ絕 三尺； 謂 二. 之 庸； 有 A 事而 加， 役 二十 五日 者免レ 調、 三十日 者 

租調皆 《 -, 通 11 正 役 1 不レ過 U 五十 日 1 と 也。 本朝 g 役 令 曰、 正 丁歲役 十日、 i 須ぃ 取レ廠 

者 布 二 丈 六尺、 W^M^S-^I, 一  日 二 尺 六寸、 須ニ留 役 1 者 詰 滿ニ 三十日 一 租調 

俱免、 役 日ルハ 者、 £, 見 忆ョ， 1^ 免、 -，？ g，fll:f£MJ" 通- -正 役-並 不レ， 過 ま 十日- 

云々。 是れは 其の 年に 役 あらざる の 時 は 役の ために 此の _ ^を 出す 也。 必ず 役 あるな き 


にか か はらず、 役に 不レ 可レ 使の 民 役錢を 出す の 例 如 レ此。 漢の ロ賦は 役の 外に この 錢 

.  を 出す 也。 是れ叉 役 錢の心 也。 宋 の神宗 Si 寧 年中に、 王 安 石が 言に 因りて 新法 を 行 は 

ゾルノ  二  テ  ヌシ ヲヅク  トノ， 

れ、 免役 錢 のこと あり。 凡當レ 役人 戶、 以 二等 第一 出 レ錢、 名 二 免役 錢； 其 坊郭等 第戶、 

及 未成 丁單 r 女戶、 寺 觀品官 之 家、 舊無 二色 役 一而 出， 錢者、 名， 1 助役 錢； 凡敷錢 先視 -f 

クハ  二  フヲノ  フ  ヒ  二  シク ルノヲ  ニニ  レバ  ッテ ノニ  シプ  テ 

州 若 縣應， 用， 雇 直 多少； 隨ニ戶 等 1 均 取， 1 雇 直； 旣已用 足、 叉 率 二 其數, 增 n 取 二分 一 以 

べキ 

備ニ水 隼 欠闕； 雖レ 增毋， 得レ過 1  一二 分； 謂 二 之 免役 寬剩錢 1 也 云々。 宋の 英宗の 比より、 

役 丁 甚だ 重く して 民 殆ど くるしめり。 ここにお いて 諸臣 各.^ 議 して 異論 まち/ \ 也、 

(一) 課役の つ ひに 王 安 石 差 役の 法 を やめて 免役 錢 になれ り。 差 役 は 役人 を さし 使 ふこと 也。 そ 

一法、 尺 家 を  ヒ  ノ ルヲ 

^M^^M の 代りに 錢を 出さし めて、 これ を 免役 錢と號 する 也。 司馬溫 公言 二 免役 之 法、 其 害 有 一 

戶 ft^ の 公務  ッ  キ フ  あてお ほ  (二) 

I したる を レ 五て、 差 役 を 可レ用 こと を 論ぜる 也。 差 役 は 唯 だ 差 科せて 役たら しむる の 事 也。 お 中 

だ 畴 曰、 司 馬 光 主 二 差 役 一 王 安 石 主 二 雇 役 一 二役 輕重相 等、 利害 相 半、 蓋嘗推 i 二 法 之 故； 

，- ハレ パモ リト  ォモへ 一 フク レバ  リ  レバ  リ  ガ  二 

S 殴 S 書 S な 差 役 之 法 行、 民 雖レ有 二 供 役 之勞； 亦以爲 有 レ田則 有 レ祖、 有， 租 則有レ 役、 皆 吾 職分 當 

る、 演易 十圖. ス  キ  ム ルノハ キム.  ノ シ テレヲ サシメ  ノ キ 

M^^^^ レ爲之 事、 無. ^所い 憾也、 其所レ 可い 革 者、 衙前之 重役 耳、 官物陷 失勒， 之 出、 官綱费 用 

m  责， 之 供、 農民 之 所 ， 不， 堪、 苟以ニ 衙前之 役； 募而不 農民 免 レ任、 則 民 樂ニ于 差 
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ヲ  レバ  ハル ルニ  モスト  ァクヒ ザ. P  7 モン  シ テク 1 尸：.：  ァ  キ 

之 法 1 矣、 至 二 雇 役 之 法 行； 民雖， 出， I 役 之 直； 而閱門 安 坐、 可，., 以爲ニ 生々 之 計； 亦 無 

レ怨 也、 其 可， 去 者、 寛剩 之過數 耳、 實费之 用、 固^, 當， 出、 額 外 之需、 非， 所」 誅、 

キ  キ 

苟以 ニ寛剩 之數； 散 而不， 斂、 則樂 iiff 雇之說 1 矣、 因， I 其 利 1 而小、 -:| 其 害； 二役 皆 可， 行 也。 

?/  ハ  ノ クル ャ  ハ  ナーフ  ンキへ マリ 二 ジテ ナルト  ハキ ネィ 

(一) 宋の S 馬 端 臨 曰、 差 役 古法 也、 其 弊 也、 差 役不レ 公、 取 無， 藝 * 故轉 而爲， 顧、 顧 役 熙 寧 之 

宗の 時の 年 ゆか.  」  ン  -  ；レ- 、-, マ.、  2) 

(二) 揚+江 法 也、 其 弊 也， 庸錢 曰輸、 苦役 如， 故、 故 轉而爲 X 義、 義役 中興 以來、 江 浙諸郡 民 戶自相 

地方  與 講究 之 法 也、 其 弊 也、 豪强專 制、 霧 弱- 3:^ レ凌、 復反 而爲レ 差、 蓋 以ニ事 髂之便 k 者 1 

レバ レノ ハー 一  ヨリ ハ.^ ルモ ヨリ "テ  二  タリ  ゃダ  レメ しモセ  v:M4r」 

觀レ 之、 ま 便 n 於 差； 義便 n 於 顧； 至 ニ於義 1 而復有 fer 則 未 二 如， 之 何 1 也已 云々。 I マ」 I 

. 州 松 ES&E 倡，， 義役 T 衆 出， -田穀 1 助，， 役戶 1 輸充、 守 is 成大 嘉，， 其 風 i.?trT^"  4n^ffaxr?\£、  v^tlflmgE--^ 

義ー は-易，，鄕名ーー：ム.-、 及，，朱子ー 亦，義役*^ぁレ遨レ善^^111ー云.<。 丘 l^t^ 曰 -|^^「役0^1ノ法 、ゼ € 二 曰 li- 二 

者； 然後 行，， N 不」 偏、 非 二 特利香 相 半 而已； 蓋 實相資 I 爲， 用 也、 夫. RI, 古 力役 之征、 

貧者 出.， 力、 富者 出， 財、 各 因 二 其有餘 1 而用 X 之、 不：， 足 者 不ぃ强 也、 备隨ュ 其 所.」 能 而 

任レ 之、 不 者 不：， 强也、 彼 有， カ者而 無， 肘、 吾則俾 二 之 屮 y 力、 財 有， -不， 足 者 一人 助 

レ之、 彼 有， 財而 無，. 力、 吾 則 俾ニ之 出 I, 財、 力 有 ニ不， 能 者 一人 代， 之  >  若 夫 事躯而 物 重、 

費 多而道 遠、 則必集 M 衆 力 1 衰ニ衆 財； 使.，. 之 運用 而不 ，¥ー 于 ii; 資給而 不^,:,? 于 M 

乏； 則 民 無二 或 病； 事 無， 不， 舉矣 云々。 案ずる に、 役錢に て を 相 究めて は 其の 害 あ 


るべ し、 ゆ ゑに 宋の 免役 錢に弊 ある 也。 又す ベて 差 役せ しめん こと も 其の 弊 あるべ 

ければ、 其の 民に 便り あらん こと を 本と して、 徭役 のかた おちず、 いづれ も 均しく 相 

役す るが 如く 可レ仕 也。 其の 所に よって 品 か はり、 時に よ つて 事 か はる もの なれば、 

或は 差 役して 役せ しめ、 或は 役錢を 以て 雇 役して 便り あらしめ、 或は 要 月 閑 月 を考へ 

て、 要 月 は 一 曰 を 以て 二日に か へ 、 閣月は 二日 を 以て 一 日と する の 類、 其の 料簡 ある 

ベ き 事 也。 况ゃ 其の 役に 輕重 あり 急 緩 有って、 一 様になし がた し。 事 急に して 人力 多 

く 可 レ入事 あり、 又 ゆるやか にして 自然の 功 を 用 ふる あり、 或は 常 役に して 定まれる 

あり、 或は 臨 事に して 變 なる あれば、 必ず 一法に 泥む とき は國用 利し 難き もの 也。 營 

縫 令 曰、 暴水汎 溢、 毀 n 壊 堤防； 交 爲 二人 患 I 者、 先卽 修營、 不， 拘ニ 時限； 應， 役， 一 五 百 

人 以上 一 者、 且役且 申 云々。 且つ又 京 |g 城下 邊方 各-その 所に 隨 ひて、 役 を 出さし む 

るの 法、 其の 品 相 か はるべき 也。 すべて 役 を 出さし むる こと、 其の 身に ついての 租稅 

にして、 民 又 事に おこたりな からし めんがた め 也。 この 處を 本と して、 其の 便り あら 

ん處を 可レ考 也。 次に 役人の 事、 其の 在々 所々 より 出 づる處 を 相 組んで、 或は ±1 人 三 

十 人、 或は 五い 人 百 人 を 以て 相 組んで、 奉行 を 付け、 其の 下に 小頭 を 置き， 算 書の も 

君 道 十 國用.  二 六 五 
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の を 用 ひ、 利器 を 司 どるの つかさ、 觸 使いた すべき もの を 置くべき 也。 凡そ 百 人の 夫 

に は、 監士 二人、 主簿 二人、 主 二 利器 一 者 二人、 觸使四 人、 想， て 十 人、 如 ,斯 則 其 吏 司 

之 配 用 足る とい へり。 是 れ叉必 と不， 可， 致 也。 唯 だ 役人の 多少に よらず、 頭 奉行 を 付 

けて 詳に 糾明 をと げざれば、 役夫 事に 怠りて 其の 業なら ざる こと 勿論 也。 或は 初め 出 

でて 人數を 合せて ひそかに 去り、 或は つとむる もの はっとめ て 怠る もの は 常に 休し、 

或は 夫 食 不足し、 或は 雇錢 ひとし からず、 或は 小頭 奸曲を 構へ、 或は 杖 突 刻 急 を甚し 

く 十、 ここにお いて 利器 をぬ すみ 官物を わたくしする 事 多し。 是れ 奉行 ありと い へど 

も 監察す るの 目 付な く、 目 付 ありと いへ ども 巡行す るに 不， 以， 時、 時 を 以てすれ ども 

糾明 不， 正 して 賞罰 道 を 失へば なり。 上古 は 五家に 設， 一 比 長； 廿 五家に 設ニ 里宰； 皆 下 

ムル 廿五 0^ 百？^  百 0« 五百^  五百^^  二 千 五 百 ％、 

士の所 A 勤 也、 閭胥. 酆長 は中士 也、 族師. 鄙師 は上士 也、 黨正. 縣正は 下大夫 也、 

州 長 は 中大夫 也。 周の 時 は 在々 所々 各以， 一命 官！ 主， 之。 漢の 時の 鄕亭も 亦每鄕 に三老 

しょくふ いうけ う 

をお き、 毎 亭に亭 の長啬 夫. 游徴 の官を 置き、 これに 祿 秩を與 へ、 歳の 十月に 酒 肉 を 

三老  游激  裔夫 

賜 はる。 而 して 鄕 S を 導きす すめ、 風俗 をた すけ、 盜賊を 巡察し、 獄訟 をき き、 賦稅 

キ ノ あしら ひ  ュル  メル 

をた だす。 如レ 此の 會釋 によって、 各.' 我が 所， 率の 村 単： より 所， 出の 役人 聊か 怠る を 


恥と す、 况ゃ奸 曲 盗賊の 事 あらん は、 ー鄕 一里の ものの 所レ 恥と する 也。 後世 其の 法 

次第にみ だれ、 郡國 の治敎 日を逐 うて 衰へ、 つ ひに 相互に 侵し ひところうて 不：， 知レ 恥- 

(き 

唯だ當 分の 利用 を專ら とす。 上 叉 彼れ をつ かふ こと 寇讎の ごとく、 これ をし ひたぐ る 

こと 犬馬に ひとし。 故に 奉行 監察の 糾明し ばらく 怠る とき は 其の 事 成就す ベ からず、 

然も 民つ かれて 事なら ず、 公私の 費 不，， 可， 過， 之 也。 尤も 可 レ戒事 也。 次に 寛 11 力役- 

こと あり。 民の 力役 を ゆるやか にして、 勞役を すくなから しむる こと 也。 王制 曰、 凡 

使， 民、 任 二 老者之 事； 食 一一 壯者之 食 一と 云へ る 心、 まことに 寬 厚の 道と 可, 云、 但し 可 

レ役 のこと を不レ 役と 云 ふに は あらざる 也。 同じく 役す ると 云へ ども、 民の 苦 をし つて 

其の つかれ を 可 レ考と 云 へる こと 也。 尤も 復 除の 法 あり * 周禮に はこれ を 施 舍と云 へ 

• 司徒ュ ルス  ノ 

り。 是れ叉 役 を ゆるすべき 者を詳 にして これ をの ぞくの 事 也。 周禮 に、 其舍 者、 國 .w* 

責者 賢者 能 者 服 二 公事 1 者 老者疾 者 皆舍。 旅師、 凡 新吡之 治、 皆 聽.， 之、 使， 無二 征役？ 

I 纖。 均 や 凶 札 則 無二 力 政？ 王制 曰、 八十 ノ者 一 子不 レ從. 政、 i レ， 役 t 公 九 4^ 者 其家不 

レ從レ 政、 廢疾 非，， 人不， (可) 養 者 一 人 チ從レ 政、 父母 之 喪 三年 不レ從 k、 齊衰 大功 之 喪 

一一 一月 不レ 從. 政、 將レ徙 一一 I レ去於 諸侯 一 ヨ月不 レ從レ 政、 自： 諸侯 ー來徙 Sf  . 家 期不レ 從レ政 

スレパ 

, 君 道 十 國用  二 六 七 
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といへ り。 しかれば 民の 老衰して 力役に なりが たき、 疾病あって 事なら ざる、 喪祭 並 

に 新に 事 ある もの、 其の 品 を 糾明して、 所の 風俗と なるべき こと をば これ を 免除す る 

キ フ  ゆるやか 

こと、 仁政と 可, 謂 也。 伍し 力役 を寬 にす るに 道 あり、 民戶の 貧富、 民の 年 數を考 へて， 

力役す るに 以レ 道て ひとしから しむる、 是れ 一 也。 而 して 土地の 遠近 を はかり、 其の 

、 事に つくの 單晚を 節に し、 飮食を 便り あらしむ る、 是れニ 也。 寒：：；^ を 考へ長 日 短日 を 

. はかって 民に 便り あらしむ る、 是れ三 也。 ^^を ひとしく して 其の 所：， 爲の 事に 偏： g 

なぐ、 或は 輕く 或は 重く して 勞休を 時 あらしむ る、 是れ四 也。 緩急 をつ もりて 民 をつ 

かふ、 是れ五 也。 此を 以て 民 を 役 十る 時 は： li^ 雖， 勞不 ，i、 民不， 怨 とき は 寬，！ 其 カー 也。 

後世 姑息 の 仁 を 用 ひて 力役 其 の 道 を 以てせず、 民 をつ かふに 法 を 不レ以 が ゆ ゑ、 當 分か 

れを ゆるやか にす とい へど も、 民つ ひに 不， 歸， 一 某德 一は、 是れ 本末の たが ふ處 也。 若し 

ひたすら 民 を 愛して、 可, 役 こと を ゆるがせ にせば、 民 皆 業 を,、： 心り て、 其な り は ひ を 

つとむる こと 不レ 可， 有 也。 この ゆ ゑに 周禮 載師、 凡 民 無二 職 事 一 者 出 二 夫 家 之征； 閭師、 

ゾキ  ハス  ヌ  (一)  ハ クフラ クハ キグル  - 

F-^^.^g 凡 無 X 職 者 出 二 夫 布 一と 云へ り。 夫 家 之征と 一： ムふ は、 張子 厚 曰、 疑 無 レ過ニ 家 一人 一 

は -づ fei  & 

先生と、， ふ、  ノ  L メト  ハ r.v-,;L,.- 々ナス  ハ  ハ  ハー 一  フレタ 卜 

歲のま 者 謂 ：- 一之 夫； 餘夫 竭 作、 或 三人、 或 二人、 或 二 家 五 人、 謂 二 之 家 二： ム々 と。 馬 端 臨 


曰、 古人 于 11 游惰不 い 耕 及 商 賈末作 之 人； 皆 于ニ常 法 之 外； 別 立， 法以 抑， 之、 間 民 或 出， 1 

夫 布 一 或幷 n 出 夫 家 之征； 夫 布 其 常 也、 幷 出 夫 家 1 所-一 以抑 <A 之 也 云々。 是れ 上代 聖人 

の 政と いへ ども、 民の 無二 職業 1 に 其の 罰 役 を かくる は、 かれ をして 姑息の 仁 あらしめ 

ずして、 終に 其の 業 を 怠らし め まじき との 投也。 寬ニ民 之 力 1 は、 是れ民 をつ かふに 法 

を 正しくす るに ありと 可, 知 也。 次に 官人役 丁 を 出す こと、 其の 身 勤 仕に 暇 あら ざら 

んは、 其の 公私 衣服 營作飮 食 下人の 料 多し、 故に 役 T を 出す に 暇 あらざる 也。 或は 疾 

病に よって 恪勤 をな さず、 或は 老衰して 朝夕の 勤 仕不， 叶の 類 は、 其の 糾明 を. 詳 にし 

て、 或は 出さし め 或は 免除して、 各 >戏 たらしむべし。 郡 國の守 令 は备. '其の 郡國に 

おいて 其の 役 丁の 法 を 正しくして、 山川 海陸の 用 を 通じ 民に 便り あらしむべし。 犬 下 

の 公用 は、 大造營 作 都城壘 溝の 事、 天下の 大禮 あらんと き、 門戸の 經營警 固、 其の 時 

において 守 令 相 勤めて 便 あらん こと をな す、 是れ 則ち 圃役 諸侯 大名の 役 也。 すべて 人 

を 集め 其の 事 をな さしむ る は、 皆武を 講じ 兵 をなら はすの 道 なれば、 古より 俗語に 陣 

普請と 通用して 云へ り。 只 だ 金銀 財 用 を なげうって 其の 事 を 利す ると 不ぃ 可レ思 也。 後 

ひたすら 

世に 至りて 其の 法 次第にお とろへ、 一 向 只 だ 外 を かざり 美 を盡す こと をのみ 好む が ゆ 

君 道 十 國用  ，，  二 六 九  ， 
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ゑに、 金銀 は 泥 砂の ごとく 入りて、 なす 處の 事實 儀な く、 尤も 武を 講じ 兵 をなら はす 

に不レ 及、 其の 弊甚 しと 可レ謂 也。 周 禮に貴 者 賢者 能 者 服 二 公事 一 者 皆 其の 役 を ゆるす と 

い へれば、 宫 人役ド を不， 出 こと、 古の 法 也。 漢高ぁ 五 年、 諸侯 子 在 二 關中ー 者復， 之と 

いへ り、 是 れ叉官 人 を ゆるす 也。 官 人に 役 丁 をお く こと は、 其の： 職して^ 勒 にお 

こたる を戒 しむる の 道と 可， 知 也。 次に 軍役 之 事、 異朝の 制を考 ふるに、 以， 一田 陚ー出 

レ軍 也。 この ゆ ゑに 周 禮小司 徒、 乃 會ニ萬 民 之 卒伍 一而 用レ 之、 五 人爲, 伍、 五伍爲 レ兩、 

四兩爲 レ卒、 五 卒爲， 旅、 五 旅 爲：， 師、 五 師爲， 軍、 z| 起， 一軍 旅； 以作， 1 田 あ； 0,  ^0 

追 ，1 胥ー ii- 以令 n 貢賦 1 &政之 令 i;?^-" 云々。 是れ 五家 を 比と し、 五 比を閬 とし、 四閭 

を 族と し、 五 族を黨 とし、 五黨を 州と し、 五州 を鄕 とする の 制 也。 而 して 凡 起 二 徒 あ 一 

毋レ過 二 象 一人 1 といへ ると き は、 鄕ー萬 二 千 五百家に して 軍 叉 一 萬 二 千 五 百 人 也。 五 

<1) 後漢の 人に 伍長 あり、 比に 比 長 あり、 兩に司 馬 あり、 閭に胥 あり、 卒に卒 長あって 族に 族師 

擧者、 明 帝の 

時に g となり、 あり、 旅に 旅師 あって 黨に正 あり、 師に師 々あって 州に 州 長 あり、 軍に 軍將ぁ つ て 

M^^^ 鄕に大 夫 あり、 各.^ 皆 家と 軍と 其の 制 同じ。 是れ 一 家に 一 人 を 出す の 法 也。 班！： 漢志 

武 1 に 進む 曰、 殷 周以， 兵定二 天下； 天下 旣定、 戢ニ藏 干戈； 敎 I ノ 以二 文德； 猶立， I 司 馬 之官？ 設， I 六 


軍 之 衆； 因 11 井田 1 而骯 二軍 賦ー 地方 一 単- 爲, 井、 井 十爲, 通、 通 十爲, 成、 皮 方 十 里、 

成 十爲, 終、 終 十爲レ 同、 同 方 百 里、 同 十爲, 封、 封 十爲, 畿、 畿方 千里、 有， 稅- 1 一甲 

リ  I  K^fr. テ ラシ ヲ  テラス ヲ 三十 二 家 シ ト 百ニ十八^^ ト ハ  リ 

有 レ賦、 frrf.^ 稅以足 A 食、 賦以 足, 兵、 故 四 井 爲：^ 邑、 四 邑爲， 丘、 丘 十六 井 也、 有ニ戎 

ヌシト 五 百 十二  5^  リ 

馬 一 匹、 牛 三 頭； 四 丘爲， 甸、 甸六 十四 井 也、 有 二 戎馬四 匹、 兵車 j 乘、 牛 十二 頭 >  甲 

士 三人、 卒 七十 二人； 干戈 備具、 是 ili 二 乘馬之 法； 天子 畿方 千里、 提 封！； gg^sf お j、 

百 萬 井、 定出賦 六十 四 萬 井、 戎馬四 萬 匹、 兵車 萬乘、 故稱， I 萬乘之 主； 戎 馬車 徒 干戈 

t  Jai、fkT 々 o 一  同 百 里に 提封萬 井、 除-山 ^沈 斥 城池 邑居 園^ 術路 三千 六 百 itT 定？ -賦六 千 SI 百 丼、 戎馬 II 百 匹、 兵車 百乘、 

m  gK ーュ A 此卿大 夫采地 之大者 也、 是 謂，， 百 乘之ま 一ぎ ま 一 ナカ g -、 提封十 萬 井、 定出賦 六 萬 3 千 井、 戎 sCii 千疋、 兵 

薛氏註 曰、 周 制 萬 二 千 五 百人爲 r 軍、 六 軍 七 萬 五 千 人" 千里 之畿、 提封萬 

井、 定出賦 六十 四 萬 井、 一 井 之 田、 八 家 耕, 之、 總計 六十 四 萬 井 之 田、 爲ニ五 百 一 十 

二 萬 家； 家 之 一夫、 爲ニ五 百 一十 二 萬 夫； 以ニ此 夫 衆, 而供 ニ萬乘 之賦； 是爲， I 七 {1^1 而 

賦， 1 一 兵； 孫子 曰、 興， 師十 萬， 日 費 二 千金； 內外騷 動、 怠， 一 於 道路； 不ぃ 得， 操， 事 者 七 

十 萬 家、」 蓋 言-二 夫從， 軍、 七 家 奉,， 之、 此亦見 r 七 家賦， 二 兵, 也、 王畿 之內、 ん七 

征而役 二方 一遍, 焉 云々。 朱 子 論語 注、 馬 氏說、 八 百 家出 二 車 ー乘； 包 說、 八十 家 d,, 

車 一 乘； 恐 非 八十 {1 所 二 能 給 一也と あり。 然れば 八十 萬 家に して 千乘を 出す 也。 又 朱 

君 道 十 國用  二 七 一 
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子語錄 曰、 問、 周 制 都鄙 用 二 助 法； 八 家 同 ， 井、 鄕 遂ノ 用， I 貢 法 「 十 夫 有， 溝、 鄕遂所 n 

以不 P 爲 X 井 者 何故、 曰、 都鄙 以, 四 起， 數、 五六 家始 出， 二人； 故甸出 ニ甲士 三人 ル卒 

七十 二人.； 鄕遂 以レ五 起， 數、 家 出 一二 人 ー爲， 兵、 以守 IT 衞 王畿； 役 次必簡 云々。 周 制- 

司 徒の 所, 任 は 多くして 司 馬 法の 出, 士は七 家に して 一 人 を 出 十 也。 漢の 法- 民 年 二十 

一一 一 爲」 正、 § ネ 一 歲爲ニ 衞士；  二 歲爲， I 材官 騎士； 習- 1 射 御 騎馳戰 年 六十 五- M 老、 乃 

得レ免 爲ニ 庶民 一就 一一 田 S-?  f^fl 儲， s^ggj 其 唐の 制、 ん民年 二. T 爲レ 兵、 六れ fro 免 

すと 一： ムふ。 是れ皆 民 を 以て 兵と する 也。 司 馬 光 曰、 兵 出 二 民間； 雖， 云 二 古法； 然古者 

八 百 家 繙 出， 1 甲士 三人 步卒 七十 二人； 閑 民甚キ 三 時務 レ農、 一時 講：， 武、 不, 妨二稼 

, ヲリ  ハブ  ヌ Y  二 レガ シ  r  ャ へ-:' ギム ツマ ジク ゥゴ ゲバ チ 

穡； 自ニ兩 司 馬 1 以上、 皆 選，, 賢士大 夫； 爲， 之 無， 1 侵 漁 之 患； 故卒乘 i: 睦、 動 則 

有レ 功、 今 籍ニ鄕 村人 民； 二 T 取. 一 、 以爲ニ 保 甲； 漸授 き IST; 敎ニ之 戰陳ー 是 

農民 半爲 A 兵 也 云々、 自ニ唐 開 元 1 以來、 民兵 法 壊、 戍守戰 功、 盡募ニ 長， I 兵士； 民間 何 

嘗習， 兵 云々。 馬 端 臨 曰、 古 之 兵 皆 出 n 於 民 1 者 也、 故 民 附則 兵 多" 而 勃然 2! 輿、 民叛 

則 兵 寡、 而 忽然 以亡、 自，, 三代, 以 來皆妖  1 矣、 秦漢： ^一有 二 募兵； 然猶 與，, 民兵， 參 恥シ 

ズ テク シテ  ヲ  ス  ト  レ  ニクヅ  一一  テ  一一 .r  ノ产 ル 

也、 i^-N 中世、 始 盡慶， 一民 兵， 而爲ニ 募兵； 夫 兵旣盡 出ニ于 召募； 於， 是 兵與. 民始爲 


レニ 矣、 於， 是兵之 多寡 不， 關 二 于國之 盛衰； 國之 存亡 不， 關 n 于民 之叛 服； 募兵 之 數日多 1 

養 兵 之 費 日 浩ソー 而 敗亡 之 形 反 基， 一 于此； 唐自 ニ天寶 1 以来、 內外皆 募兵 也、 外 兵 則 藩 

鎭擅, 之、 內兵則 中 人 擅， 之 云々。 異朝に は 民 を 以て 兵に あて、 居る とき は 民たり、 出 

づる とき は 兵たり、 是れを 民兵と 云へ り。 唐より 後 は 民間 をえ らんで 其の 勇健の もの 

を 兵士と す、 これ 募兵の 法 也。 本朝 軍 防 令に 所, 出、 是れ叉 民兵の 用、 募兵の 說也。 

後世に 至りて は 兵 農 ここに 分れ、 民 賦稅を 出して 兵士た る こと を 免る、 人君 又 賦税 を 

以て 兵士 を 置きて これ を 軍旅に 備 へしむ。 然れ ども 國に事 あるとき は、 翁 ほ 民間より 

雜夫を 出さし め、 駄馬 を 催して 是れを 供せ しむる、 是れ 軍旅の 役 丁 也。 事 軍旅に 不 

レ及 とも、 官 のために 遠く 行く の 時、 叉是れ 軍旅の 法に ちかし。 故に 夫錢 軍旅の 制 を 

以てする 事 あり。 右に. 云 ふ 所の 異朝の 制 を はかり、 民に 便あって 君の 國用 {且 しからん 

こと を 以て 軍役 を 制すべき 也。 軍旅 は國の 大事な り、 民人 是れに 免るべからず。 然れ 

ば 一 家 三人 を 役す とも 猶ほ 多し と 云 ふべ からざる 也。 尤も 可 ニ勘辨 1 こと 也。 

八 八 奴婢 僕 隸を詳 にす 
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師曰 はく、 奴婢 は 古 は以ニ 罪人 1 沒收 して これ を 奴婢と す。 或は 罪人の 家內の 男女 を 

-  . ニゾ 

二」 化： . やっこと する、 是れ叉 奴婢 也。 周禮、 其奴 男子 入 二子 辠隸； 女子 入 ニ于春 冀 一と 云 へ り。 

して Bii?; 人の s- 

今 は 僕隸を 通じて 奴婢と 云 ふ。 但し 男の 賤を 奴と 云 ひ、 女 之 卑者を 婢と云 ふ 也。 僕隸 

は 周 禮に給 二 勞辱之 役 一 者と いへ り、 是れ又 給 事す る ものの 賤稱 也。 凡そ 官 家の 下に 奴 

婢僕從 して 其の 勞役 にか はる 事、 是れ 其の 制 あら ざれば、 國に 奴婢 僕從 すくなく して 

國 用不， 足 もの 也。 ここにお いて 此の 制 法を詳 にすべき と；： ム へる 也。 古 は 皆 罪人 並に 

變 夷の もの を 取りて 是れを 奴婢 從隸 とする 也。 周 禮に司 隸の宫 あって、 役 二 國中之 辱 

事 一とい へり。 これ は 五 隸と號 して、 罪隸. 蠻隸 • 夷隸. 閩隸 • 絡隸 也。 是れ 天子に 

ある 處の法 也。 叉大 宰以， 一九 職, 任 二 萬 民； 八曰臣 妾、 聚ニ敛 疏村ー 丸 曰 間 民、 無二 常 職； 

轉移 執, 事と 出せり。 臣 妾と 云 ふ は、 民の 內田宅 を もたざる もの、 男女と もに 出で 

て 人の 臣妾 となりめ しっか ひの 役に なりて、 是れを 以て 衣食 居 を 安んじ 養 をな す、 是 

れ臣妾 也。 叉臣 妾と ならず とも、 所に 居て 储賃を 以て 四方に 經營 して 事を勞 役す る、 

、3  I 是れを 間 民と 云 へ る 也。 是れ 等の 類不レ 足と き は、 奴婢僕從ぁらざるがゅ^Q-に國用不ニ 

官に iS する 官  ナラ  ：  (二)  けい  3 リ ッミ- 一  シテ 

. 名  自由 1 を 以て、 九 職の 內 とする 也。 叉 酒 人に 奚 三百 人と あり、 奚は 從レ坐 男女 沒 IT 入 


一一 ル ト  昭七年 ゥ. y ンムゥ (ク -ーリ  ユリ 

縣官 I 爲, 奴 也と いへ り。 是れ叉 奴婢に 同じ。 左傳、 t 丁 尹 無 宇 曰、 天 有 一一 十日； 人 有 二十 

等； 下 所 以 事- V 上、 上 所 TT 以共 n 神 也、 故王臣 公、 公臣大 夫、 大夫 臣士、  士 臣皁、 

皁臣 輿、 舆 臣隸、 隸臣 位、 僚臣 僕、 僕 臣臺、 馬 有, 阐、 牛 有, 牧 とい へり。 是れ各  >  僕 

從 あら ざれば 事 }4 レ通を 云へ る 也。 然るに 僕從の 制、 其の 土地 を詳 にし 民 戶の數 を は 

かりて、 民に 所 レ授の 田 畠 宴く して 民 多き とき は、 民 を 出して 僕從 たらしめ て 其の 養 

を 全くす ベ き 也。 民 一 戶 とい へ ども、 年 を 經ては 其の 人數 次第に 相增 すが ゆ ゑに、 一 

家に 三人 を增 すと き は、 一人 を 以て 其の 戸の たすけと し、 一人 を 以て 新地 を あらき は 

さくまう ル J,:- ラ 

らしめ、 一人 を 以て 僕隸の 任に あつ、 是れ 定法 也。 或は 水 早に よって 作 毛不， 宜の時 

は、 民家に 人 を 出さし めて、 先 づ僕隸 として 其の 飢渴を 免れし め、 或は 租稅 のか はり 

に 人 を 以て あつる 事、 各  >  民 を 利す るの 道に して、 國用 自然に 相 通ず るの 制 也。 但し 

所 二 出入 一の 僕從、 詳に 奉行 • 代官 其の 虚實を 正して、 他 邦に 出で て 利 を專ら にせし め 

ず、 豊年に 及ぶ とき は 是れを かへ して 田地に 仕 付かし む。 民 常に 不， 豐、 年に よって 

豐凶か はるん \ ある もの なれば、 民 又 互に これ を 交代せ しめて 國用を 利せ しむる 也。 

此の 制不 X 正と き は、 人 他 邦に 出で て 利 を專ら として、 保 五不レ 明、 奸曲 日に 生じ、 風 
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俗つ ひに 亂れ、 所に 僕 從不レ 足して、 便 用不レ まもの 也。 民 を 利す る こと は 國用を 利 

せんとの 政 たれば、 僕從 奴婢 を少 くして 便 用 を 不レ糾 こと は、 又 民政の 正しき に 不レ在 

也。 

次に 譜代の 僕隸の 事。 其の 家に 重代た る もの、 又は 主人 僕從の 久しく 勞役 せしめつ 

るに 家 を もた しめて、 其の 生 出す る 子、 これ を 譜代と 云へ り。 又は 奴婢 法を亂 して ひ 

そかに 相 通じて 出生す るの 子、 其の 罪 を ゆるして 譜代と 稱す。 又は 飢餓に して 旣に死 

に 及ぶ を、 あはれ みて 是れを 養育して 其の 艱苦 をの がれし む、 是れ又 譜代と 號す。 す 

ベて 僕從 其の 家の 恩顧 を ふかく 蒙りて 後 は、 皆 其の 家の 譜代た る、 是れ 古の 法 也。 但 

し 男女 各.' 其の 年老に よって 嫁 娶の節 を 全くせ しむべ し。 勞役を 事と して 其の 年老 を 

はから ざれば、 女 は 節 を 過ぎて 後に 子孫 を絕 す、 尤も 不便の 事 也。 ここ を 以て、 年期 

やと ひきん  キ ム  ところがへ 

と號 して 其の 雇 金 を 以て 數年を 約す とも、 此の 制 を 可レ定 也。 或は 所替. 國替、 或は 

家主 遠鄕に 移る の 時、 僕從 必ず 約 を そむいて 出奔す るの こと あり、 是れ皆 背レ恩 違」 約、 

せ) Z 所， 本 甚近ニ 禽獸； 風俗 ここにお いて 敗 ，勉 す。 制 法不レ 明ば、 其の 弊 必ず 上下 相亂 

るに 至るべし * 故に 其の 制戒を 可： a 疋也。 き 高祖 令 二 民 得！， 賣：， 子と 出で たり、 叉 詔、 


民以 M 飢餓 ー自賣 爲 二人 奴婢 一 者、 皆 免 爲ニ庶 人 一と 云へ り。 これ 異朝に も 人を賣 りて 民 

の つぐの ひといた せる 事 多し。 民 飢寒に 不, 絶して、 子 をう り 身を賣 りて、 其の あた ひ 

を 以て 年貢 祖稅 にあて しむる 事、 田園 荒 廢し豪 民 こ とん. \ く 兼幷す るに 至る の 道な り。 

(期) 

ゆ ゑに 人の 商 買 を やめ、 年紀を 永から しめず して、 民の 男女 其の 生々 を 全くせ しめ、 

(閱 懇) 

田園 を あらき は つ て 國用を 利す る ごとくなら しむべ き 也。 人 を 商 買せ しむる とき は、 

富 民 はつねに さかえ 貧民 はつねに 勞 役し、 或は 虎狼 貪 暴の 族 は 僕 從を責 殺し、 或は 利 

を 貪りて 其の 家に 老いし む。 ここにお いて 民 すくなく、 子孫 斷絕 して 國用 不レ 全、 天 

地 生々 の 道 を 失へ り。 しかれば これ を 堅ぐ 制して、 戒を つよく 可， 仕 也。 馬 端 臨 曰、 

今 豪家 奴婢、 細民 爲ニ 寒飢所 1^ 驅而賣 者 也、 官 奴婢、 有 A 罪 而沒者 也、 民以 II 飢寒 1 至 二 於 

良爲； fe、 上 之 人不レ 能レ有 1 一一 以賑 TT 救 之； 乃 復效ニ 豪家 兼 幷者之 所 r 爲 云々、 唐 制、 

凡 反逆 相 坐、 沒ニ其 家 一 爲ニ官 奴婢； 一 免 爲ニ 審戶ー 再 免 爲ニ 雜戶； 三 免 爲ニ 良ん； 

皆 i ニ赦有 及 則免レ 之。 f&£， 本朝の 戶 令に 奴婢の 制を詳 にす。 家人 奴婢の 法 は 民 

部 省に 掌 どる 處也。 家人 は 其の 家に つか はるる ものにして、 奴婢に ひとしから ず、 奴 

婢は 男女の 下賤 也。 令に 其の 法 を 明に すと いへ ども、 後世の 例と なりが たし、 唯 だ 其 
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の 時代に したがって 其の 制 を 正し、 國用を 利す るに ある 也。 次に 使 ニ僕隸 1 事 あり。 こ 

れは 我れ に 重代の 僕 隸 なき 時 は、 間 民備. = -の內 より 金銀 米錢 衣服 を與 へて 相 招き、 主 

從の禮 をな す 事 あり。 其の 土地の 民 を 置く に は、 父母 兄弟 妻子 を 以て あらため 質と し- 

公禁國 法を詳 にして 彼れ に奸 曲邪義 なから しむべし。 他 國の民 は 其の 宿主 知人 其の 證 

人 を 明に して 證文 をと り、 公禁國 法を詳 にしめし、 家禮を 具にすべし。 彼の 僕 II その 

質 直な りと 云へ ども、 證人證 文 ゆるやか なれば、 久しくして 必ず 奸曲 生ずる もの 也。 

證人證 文明 なれば、 奸 曲の 僕録も 久しくして 直になる もの 也。 ことさら 繁榮の 地に て 

は、 翁 ほ 以て 是れを 正さ ざれば 僕 If の奸曲 多き 也。 次に 民豊 なるとき は、 奴婢 僕隸の 

給仕 少 くして 仕官 これに 苦しむ、 故に 民の を さに 命じて、 年々 か はるん \ 是れを 出さ 

L めて 仕官の 奉公に つかしめ、 民に 兵の 法 を 示す。 是れ 民兵の ことわり にもなる べき 

也。 次に 所 替* 國替の 時、 先主 を かすめて 民 ほしいまま なること を 企て、 僕 fl 逃亡し 

て 主人 をお くりと どけず、 約の ごとく 奉公 を 不レ勤 こと あり、 是れ 風俗の かかる 處、 

主 從の禮 犬に みだる。 主人の つ ひえ を考 へて あだ を なすこと、 不義 甚大 也。 太守 人君 

專ら 是れを 戒め、 その 罪き びし かるべし。 次に 日條 民の こと、 民間 互に 相 やとって 事 


をな す は不レ 苦、 諸侯. 大夫 • 仕官の 輩、 曰 雇 を 以て 僕隸 をな しその 事 をと との ふる、 

甚だ 風俗の 衰 ふる 也。 承 平日 久しき とき は 國に游 民 多き を 以て、 諸侯 *大 夫より 仕官 

の 輩まで、 皆 日 雇 を 以て 番戌 普請 をつ とめ、 常に 僕 裁 を不， 置、 是れ大 なる あやまり 

也。 次に 僕 tf! を 御す る 事、 食 を 畳に し 冷暖を 時な ひ、 寒；^ について 其の 養を考 へ、 彼 

れを 置く の 所. 家宅 不淨捨 をつ もり、 其の 苦み なく 又佚樂 に不レ 及ら しめ、 其の 患難 

疾病 を あはれ み、 目 付 • 奉行 を 立て、 時々 にかへ りみ て 彼れ を 教導し、 飲食 佚 樂を時 

な はしむべし。 如, 此 にあら ざれば、 僕隸を 御す る 道に 非ざる なり 。- 

八 九 傳驛を 設け 道路 を 通ず 

師曰 はく、 諸國を 七道に 分ち て、 東西南北の 國々 其の 本道 を 明に し、 村々 在々 の 小 

徑、 國府 城下への 脇道、 各.' 此の 七道へ 出で て 國用を 通ず るが ゆ ゑに、 紀綱 ここに 明 

にして 往来の 旅 泊 道路に くるしまず、 運送の 器物 財貨 聊か 紛亂 せし むる 事 あらざる、 

是れ國 用の 所レ專 也。 天下に 此の 制 あらざる とき は、 往来の 旅客 無， 故して 劫 奪 殺害せ 

ら るるに 及び、 器物 財貨 皆盜賊 のために えものと なる。 旅人 死して 其の あだ を尋 ぬる 
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に i レ由、 財貨 失って 其の 盜を 求む るに 無 レ據、 尸骸 路頭に 棄 てられ、 財 賓盜賊 のさい 

は ひとなる。 其の 事相 長 じて はつひに 天下の 亂 となる に 至る。 其の 本 七道の 驛路を 正 

しくし、 道路 を 通ず る こと を詳 にせざる の ゆ ゑに よって、 人々 交易 を 利す る こと 不レ能 

往來の もの 生々 を 全くす る ことかな はざる 也。 然れば 人君 天下 の 驛傳を まう け 道路 

を 通じ、 國守. 郡 令 其の 郡國 の驛傳 道路 を糾 すと き は、 國用大 に 利し 人生々 を 全くす 

るに 至るべき 也。 周禮 に、 司險 掌， 州 之圖； 以 周知 二 其 山林 川澤之 阻； 而達ニ 其 道路； 

設， 1 國之五 溝 五涂； 而樹 n 之 林； 以爲 ニ^ 皆 有 二 守 禁.； 而達ニ 其 道路； 霡有， 故、 則 

藩 塞 而止ニ 行者； 以 ニ其屬 1 守， 之、 唯 有 レ節者 達. 之、 一  叉 合方 氏 掌 二 天 

下 之 道路； 野 慮 氏 掌 T 達 二 道路 1 至 * 于四幾 h 比， 「I 國郊及 野 之 道路、 宿 ® 所. お 息き レ舍止 

井 li?  I 似 是れ 古の 制ぞ。 凡そ 驛路の 法、 往來の 旅 泊 可 二勞疲 1 の 道程、 井に 山 

險叢野 山 だち 剛盜の 可 レ有所 を 計りて、 其の {$魔 を 設け 驛馬を 置く、 大體五 里 をへ だ 

てて 宿 を 置きて、 驛馬を まう け 馬 次 を 利す る 也。 然れ ども 山 險隘阨 の 處は叉 これ を 短 

く 十。 此の間 一 一 単： 三 里に おいて、 間に 叉 小廬を 置き 驛馬を 立てし むる こと ありと い へ 

ども、 公官 より 必ず 設 くるに 不， 及、 或は 國府械 下 或は 市銜 追分の 地 は、 四方 通達し 


て 人相 あつまる の處 なる を 以て、 一 虽 半里 を へだてても 宿 • 馬 次 これ ある こと 有る 也 A 

不レ 然して 定驛五 里の 間に 叉 馬 次 あるとき は、 定驛の 宿表微 して 利 あらざる もの 也。 

然り といへ ども 一 里 二 里に 宿 を 立てて、 飮食を 利し、 手足 を 休し、 疾病 をた すけ、 暴 

雨迅風 をまぬ かれ、 案 一^ をと きな ふこと あらず して は、 人馬 往來の もの 疲勞甚 しき を 

以て、 其の 間々 に 又 小 宿 を まう くる こと、 是れ 古の 法 也。 而 して 十 里 を 去る とき は 旅 

泊の 大館を かまへ しめ、 市町 を ひろくし 驛馬を 多くして、 公用 を 待ち 旅客 を 宿し 賓客 

をう く、 其の 要地に は 城郭 を 設けて、 米穀 をた く はへ 兵士 を 置きて、 常に 非常 を 改め 

軍旅に 備 ふる 也。  . 

IILS 官の 周禮、 遣 人 掌 T 郊単： 之 委積以 待 二 賓客 ハ 野鄙 之 委積以 待 *  Si 旅 h 凡 賓客 會同師 役、 掌 二 

rir  。 官名 

其 道路 之娄 積； 凡 國野之 道、 十 m.; 有， 慮、 廬 有二飮 食； 三十 里 有い 宿、 宿々 有 二 路窒； 路 

d あ. 委、 五十 s^l^. 市、 市々 1^,1 候 館； 候館_^.積、 き 鎖 ず 调 J 一 右ぎ ffjsill 也、 T あ 

委人 《i, 斂， 1 野 之 賦敛薪 凝、 凡疏 材木 村、 凡 畜聚之 物； 以ニ稍 聚 1 待 二 賓客； 以こ 

一！^ I ゥヲ 41-  M^o  木有レ 5: 也ぶ i 之 物 瓜 si; 芋 f£ 具 也、 ョ W しヒ JFKSPO ^こして- 貴，、 

ハ田蒸 1 ^-iff  ^ ミ百 里： f 地 之聚. 二百 an 句 之 地 f 符 旅 過客 N 等？  S 兀ォ も騁^ の $」 して ？、 だノ 

は靝廩 米穀の こと を 司 どり、 委人は 薪 菊 果菜の 屬を つかさどる 也。 各. - 旅客 を 相 待つ 
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て 國用を 令， 通の 法 也。 叉 環 人 »f 義  1^ 掌 下 送 二 逆 邦 國之通 {负 客； 以ニ路 節 一達 * 之 四 

一一  二 ハチ ケ ヲ シム リタ クセ ま、 f レバ  手 厶 乂グラ レヲゾ  ハク ミル r  ヅニ  一，. i 

方 h 舍 則授に SS 令 二 聚捷； 有-一任 器 一則 令」 お. 之、 凡門關 無. 幾、 送 逆 及. 疆。 

冊 1 職 fa^ レ M!lsf^ 之 次に 驛馬之 事、 其の 村 宿の 大小 有る 所を考 へて 是れを 置く 事 多少 

(1) S 令 あり。 んリ 曰、 凡 諸道 須， 置， 驛者、 毎 二三 十 里 一 置 二 一  驛； 若 地勢^ 險、 及 無 M 水草 ー處、 

隨， 便 安置、 不 里數； 其 乘具及 蓑 笠 等、 各 准 M 所， 置 馬數, 備之、 凡 I 各置& 一  人； 

リテ  ノ  /  ンデク ヘル 二 ヲ セョ  タビ キテノ ハ  クズ ョクへ  シ ーフバ  ビ  ニズル へ 

取 二 驛戶內 家 口 富 幹：， 事 者 1 爲之、 一 置 以後、 悉 令， 一長 仕； 若 有- 1 死 老病 及 家 貧 不レ堪 

二  チへョ ノ  二  ビ  ケンケ ッセパ  二 トレ  二  ゾニク 「ヌ  二 

レ任者 一 立替、 其 替代之 日、 馬 及 鞍 具 欠闕、 並徵ニ 前人 1 云々、 凡 諸道 置ニ驛 馬； 大路 

I 一 IE-  二十 疋、 中 Igl 隨、 以 十疋、 小 I 五疋、 使 稀 之處、 國司ぁ _ 置、 不二 必 須， 

. レ足、 皆 取 二 筋骨 强壯者 一充、 每， 馬 各 令 ニ中戶 養 飼； 若 馬 有， 1 闕失ー 者、 卽以， ー驛稻 1 1% 驛 

餘 f 市替， 其傳馬 1  象， 郡 各 五. 皆 用二官 馬； き 55 細， 若 無 者、 I 二 當處. {R 物？ 1 市充、 通 

ー55チ^^!^にぎーしノ凡驟搖役共免、 故不ーーー必.収ー-家富『 至ーー ^  h^^-. し" V.J テん 4- 卬 一ん い 一、 M.?,M レ任、 な P 人 令 レ乘， 一 

9 一一 isl^「 於 唯 免， SST 故必？ 一也 ^1 や 之 fi  r^:^ 二 ゥ M 一 ris, 一 傅 馬 一之 類 

|r ム 凡 軍團官 馬、 本 主 欲 T 於 II 鄕 単) 側近 十 £?內 一 調 習 上 聽、 351， お あ， 家 非理 死 失 卿； 践 

§ 立 館 者、 六十 日 內備替 云々、 凡驛傳 馬、 毎， 年國司 檢簡、 其 有 kK 老病 不， 堪- ー乘用 1 

者！； 隨， 便 貨賣、 得 直 若少、 驛馬添 二 驛稻； 傳馬以 ニ官物 1 市替 云々。 令に 所， 出の 


詳 なる 事 如 レ此。 驛馬 は往來 旅客の ために 人 を 乘せ荷 を 負 ふの 馬 を、 其の 宿々 に 相 あ 

つめ 置きて、 過客の 用 をたら しむる こと 也。 令の 大路 は 山陽 道 を あつ、 今 は 東海道 を 

以て 日本の 大路と すべし。 東 山. 山陽 次, 之 也。 古は國 司の 往來官 物 貢獻の もの 相往 

來す、 今 は 朝 勤 之 諸侯 大名 往來已 む 事な く、 勅使. 傳奏 年々 絕 ゆる 間な く- 外 國之禮 

ぬ 1^1?* 聘使、 譯を 重ねて 來 朝し、 番戌 交替、 上使 • 行人 曰 々 にしげ し。 然れば 驛路に 驛馬を 

0^^,^ 置く こと、 大概 五十 匹 を 以て 準ず。 此の 馬 を 出 十 こと、 在々 所々 巡 易し、 或は 傳 馬の 

を 云 ふ  ム カラ  (一二 (差) 

に 一 ii り 役 民 を 定めん リ， 無二 遲滯？ これ を觸 流し 其の 滞りな からしむ る 問屋 • 馬 さし あり、 是れ 

11 する 5? 役人 又詳 に不， 究 ると き は 其の 奸曲 ぁリ。 而 して 諸侯の 交代 只 だ 農 隙 を 以てして、 民の さ 

またげ を やむべし。 驛 馬の 雇錢、 里 數險易 を 以て 其の 制 を 定め、 駄物の 輕重を ひとし 

くして、 牛馬の 力 をつ くさしめ ざる 也。 凡そ 馬 或は 負， 一 一 石； 或は 逮 二八 斗 六 斗； 米 一 

升の 盛 さ 三百 六十 目 或は 三百 七十 目に して、 一 石の 重さ 四十 貫目 近く 也。 故に 一 石 を 

負 ふの 馬 は 在々 の 驛路に まれなる を 以て、 大概 八 斗 を 以て 準と する 也。 此の 制 不レ明 

とき は、 民 其の 利 を ほしいまま にして、 馬の 力 を はかる ことなく 其の 賃を 重く す。 故： 

に 爪 を そこな ひ 皮 を やぶり、 汗 をす ごし 息せ しむる に 至りて、 馬 其の 生 を 全くせ ず。 
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然れば 其の 制 法 を 正しくして、 これ を 負 はする もの (乘る もの) ともに 禁法を 重く す、 

驛の長 • 名主 具に せんぎす。 且つ 往來其 繁の時 は、 馬 つぎを 近くして 其の 利 を ひとし 

くし、 馬力 をつ くさしめ ざる 也。 傳 馬の 事、 是れ國 家の 急 事 を 相通ぜ しめんが ために 

所レ備 也。 周禮 に、 行 夫 掌 n 邦 國傳遞 之 小事、 微惡而 無， 禮者； 凡 其 使 也、 必以ニ 施 節？ 

rn  1^,. 鄭玄 曰、 it 夫 邦 國使之 小 ii 者 也、 S 遞 若，， 今時 乘傳 騎驛 え! ilurTf 、ク 411.3 ケー 4^ ナぃ 4al- A ひ、 8^テ„ ^市 寒 1,1 モ ~ 尸-一 

P ヒ ^stf;- 而 使者 一也、 丘文莊 曰、 後世 乘傳 騎驟. 其 原- f リー 於此？ ヌ子^|"曰 德ラ」^^<ィ ^--^n^m^r  と 

なり。 是れ 急用 叉 は 巡行の 使節に 傳馬を 賜 ひて 往來を 利せ しむる こと 也。 朱 子の 注に、 

置は驛 なり、 郵は顯 也。 許 謙 曰、 . 字書 馬 遞曰レ 置、 步遞 曰い 郵 云々。 いづれ も 所々 に 傅 

つぎび きゃく 

馬 を 定めて 國 家の 急用の 相 通ず る こと 也。 或は 脚力 を そな へて、 次 飛脚 を 以て 事 を 速 

に通ぜ しむ、 是れ叉 同意 也。 異朝の 古 は 車に て 行く を傳 車と 云 ひ、 馬に て ゆく を驛騎 

とい へり。 漢に 上中下 三等 を 立て 高足 中 足下 足 を 定め、 ：g 書 使と 號 して 傳馬を 賜 はり、 

三 騎晝夜 千里 を あゆまし む、 是れ傳 馬 を 賜 はるの 印符を 持ちて これ を しるしと して 行 

くの 使 也。 後に 一 日に 三百 単： の 道のりに 定まれり、 今の 早 使 也。 唐に は 銀牌と 號 して， 

印符 をお せる 處の 銀の 札 を その 馬に つけ、 或は これ を もた しめて 往來 する 也。 

本朝 太 政 官符の 式を國 司に 賜 ひて、 これ を 以て 合印と して 傳馬 • 驛 馬 を 制す、 これ 


れいこ，.、 てん-ぶ  ヘム 式 令 へクゾ -; フ. f  -ー 

を 鈴 剋 傳符と 云 ひて、 諸國 へこの 符式を 下行す る 也。 令に， 曰、 凡諸國 給, 鈴、 太宰府 

二十 口、 三 關及陸 奥 國各四 口、 大上國 三 口、 中 下國ニ 口と 也。 是れ 右の 官符 をき ざめ 

る 鈴に して、 其の 國に 用事 あるとき、 この 鈴を驛 馬に つけ 又は 馬丁に つけし めて、 公 

用の 體を しめして 道路の 障 を やめし むる 也。 驛には 鈴 あり、 傳 馬に は符 あり、 いづれ 

(B 公式 令 も 太 政官符 也。 令 曰、 凡 給 ニ驛傳 馬； 皆 依 二 鈴傳符 剋數； 事 速 者 一 日十驛 以上、 事 緩 

者 八驛、 還 や 事 緩 者六驛 以下、 f 一,？ flM てレ 文、 親王 及 li^ 、驛鈴 十 剋、 傳符 三十 剋、 

三位 以.. ^驛鈴 八 剋、 傳符 二十 剋 云々。 是れ 其の 位に 因りて 驛鈴傳 符を賜 はるの 法 也。 

古來 より 驛を發 し 事 を通ぜ しむる は國 用の 大 利なる が ゆ ゑ に專ら 重, 之、 且つ 叉 無二 

子細 一して 傳馬を 賜 はる こと は 所の 勞役 する 事 なれば、 こ と に 糾明 あら ざれば 傳馬を 

賜 はる ことなし。 國に急 事あって 速に 通ず るの 時、 或は 祿少 きの 行人 公用に よって 巡 

行し、 或は 大賓責 客の 用是れ 也。 不レ 然して は 驛を賜 はるの こと あらず。 傳馬を 賜 ふ 

(S 麼牧令 ほどの もの は、 お ほく は皆官 より 是れを まかな ふ。 令 曰、 凡 官人乘 ニ傳馬 1 出， 使者、 

所レ至 之處、 皆 用ニ宫 物； 准い 位 供給、 其驛 使者、 每 二三 驛 1 給、 若 山 險潤遠 之處、 每レ驛 

供 之 云々。 凡そ 驛 馬に 鈴 を 付く る こと、 是れ古 は 鈴^の 心に や。 この 聲を 以ての る も 
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ねむり  あらた 

めの 睡を さまし * 馬の 氣を 新に し、 官の驛 馬なる こと を 示 十 也。 今の 驛馬 储賤の 駄馬 

も 皆 以て 飾と す、 甚だ 不二 古制？ 傳馬 • 馬 次の 所 は、 具に 名主 •  ^屋を 以て これ を あら 

ため、 馬 料 を 賜 ひ、 設ニ 廐舍； 諸 役 を 免除し、 叉 使 客 往来の もの 私な く、 暴 逆 を不， 致、 

所の 費えざる 如くすべし。 尤も 巡察 使 を 以て 是れを 改め、 公私の 馬 死亡 傷 損 を 明に し 

て、 或は これ を かへ しめ 或は 官 より 賜 はる、 各. - 其の 制 を 正すべき 也。 丘文莊 曰、 凡 

天下 水 馬 驛遞運 所、 遞 n 送 使 客 一 飛 n 報 軍情； 轉11運軍需1之類、^^,途設，！馬驛船車人.^； 

必因， 一地 里 要衝 偏 僻； 量， 宜^ 置、 其衝要 之處、 或設 n 馬 八卜疋 六十 匹 三十 疋； 其 次 或 

二十 疋 十五 疋、 大率 上馬 一 疋該， ー糧ー 百 一.^; 中 馬 八十、 下 nil 六十、 其 合ざ點 人夫； 先 

儘 二 驛所近 民； 如不， 及 レ數、 取， 一 於郯郡 民戶； 糧不， 及， 數者、 衆戶^ 數 當， 之、 民 1,1 

常 役 之 外； 而叉 加二此 役； 承 平日 久、 事務 日 多、 而 民力 亦 或 之 以罷弊 云々。 水驛 

の 事、 是れは 海道の 間 入海 大河 あるの 處に、 船 を 設け 川 越の 役人 を 置く こと 也。 是れ 

. .  (■ 守)  二)， 一  ハク  ル セ ヲハ 

(一) 廐牧， 川の 大小に よって 船の 數を 定め 渡し もり をき はめ 置く こと 也。 令 曰、 水 驛不ヒ 配, 馬處、 

量 二 閑繁； 驟别置 二 船四隻 以下 ニ隻 以上； 隨レ船 配, 丁、 驛長准 二 陸路 一 置と いへ り。 又 曰、 

凡 要路 津濟、 不：， 堪ニ涉 渡 1 之處、 皆 置， 船 運 渡、 依 二 至」 津先 後； 爲， 次、 國郡 官司撿 校、 


及 差 二人 夫 一充， 1 其 度 子； I： 舰 i 二人 以上 十 人 以下、 毎 ニニ 人 一 船 各 一艘 云々。 

次に 道路の 事、 先づ 天下 公用の 大路 をき はめて、 而後に 其の 國府 城下 所々 の^ 道 を 

利す る 也。 爾 ig 曰、 路. 旅途也 、路. 場. 猷. 行 道也、 sfef 一達 1 二 之 路；， 二 達 

謂 ニ之岐 旁" 雜 三 達 謂- 1 之 劇 旁.； 四 達 謂- 1 之 衢； 0, 五 達 謂 二 之 康； 0 六 

達 謂 こ 之莊； 七 達 謂- 1 之 劇駭； ^  八達 謂 ニ之崇 期" 11、  .f- 達 謂 M 之 逵？  gsip 

是れ 道路の 品々 をし るす 也。 周禮、 .Jt 人營 k、 經涂 九軌、 m 涂 七軌、 野 涂五軌 とい 

へい。 是れ 道の 廣狹を 制する 也。 國中を 經涂と 云 ひ、 繞， 城 を 環 涂と云 ひ、 郊外 を 野 

涂と云 ふ、 軌は廣 さ 八 尺の こと 也。 これ は 國の內 外によ つて 道 はば を究 むる の 制 也。 

王城 は 人の 多く あつまる 所、 車馬の 往来 甚だ 盛なる を 以て、 其の 道 車 九輔を 入る るに 

たれり とする 也。 この 心 を 以てい はば、 今 都 城の 道路、 亦 車馬 歩卒の 往來を はかりて、 

これに 障礙 きが 如くすべき 也。 伍し 道路 至って 廣 きとき は、 聲相 通ぜず 事相す く は 

れず、 往來睐 にして 所の 繁昌 ありがた きと 云へ り、 唯 だ 其の 國 都に 隨 つて 制すべき 也。 

尤も 水 通じ 堀 溝を考 へて、 小 溝は大 溝に 入り、 大溝は 小 河， におち、 小 河 は 大河に 至つ 

てつ ひに 海に 入れし め、 會所を 定め 塵を捨 つるの 所 を かま へ て 道路 を不淨 ならしめ ず、 
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. 橋 を まう けて わたり を. R 由に いたし、 船 を 廻して 運送 を 自由なら しむ。 而 して 道路 を 

巡行す るの 奉行 を まう けて 時 を 以て 相め ぐらし め、 水 除 を さらへ ごみ 艱を のぞき、 人 

馬 可， 苦の 所 は 沙石を 入れて これ を こしら へ、 大小の 橋を修 覆して、 往還 をな やまし 

めず 運送 を 利せ しむ， 海道 各.' 此の 旨 を 守る にあり。 その上 道路に 無-一子 細 一人 相 あつ 

まる 事 を 禁じ、 非常の ものの 往來 夜行 を 戒め、 i は嘩. 辻 切. 强盜 • 火 雞を戏 しむ。 禮 

(1) 3 令篇 記、 季春 之 月、 命， 一司 空 1 曰、 時雨 將， 降、 下水 上騰、 循ニ行 國邑； 周二視 原野； 修ニ 利^ 

に出づ 

防； 道 二 達 溝瀆； 開 二通 道路； 毋レ有 一一 障堪 一とい へり。 是れ 雨水の 時 を 知りて 行旅の 往 

來を ただす 也。 雨水に さき 立ちて 其の 制 を 立て" 雨水の 後に 叉 巡行して 其の やぶる る 

處を考 ふる、 各.' 國用を 利す る ゆ ゑん 也。 ことに 海上 津 泊の 法、 幷に 廻船 破損の 制、 

各.' 國守郡 令 その 事を詳 にす るに あり。 道路 は 天下 往 行の 利なる を 以て、 阈 用の 所 

レ要 也。 

九 0 征權の 事 を 正す 

師曰 はく、 民 各.' 其の 職業 あり、 百ェ皆 其の 職業 を 以て 公役 を つとむる 事 古の 法 也。 


民 其の 地 を 賜 はりて 市町の 用 をな し、 君 これが ために 奉行 を 立て 制 法 を^け、 官叉其 

の費大 也。 民 これが 役 を 出して 其の つぐの ひに 充っ、 これ を 征と云 ふ。 権 は 商 買の も 

<5 或は 座 のに. li を 置いて、 其の 利 を ほしいままに せしめず、 其の 分 1 を官に をさむる 事 を 云 ふ- 

商の 座、 卽ち 

謂， むれ _課 凡そ 商 買の ものに 座を定 むる こと は、 其の物に まぎれ あるべき もの は、 民 偽りて これ 

は闥體 組合の が 似た る を 致して、 世俗 を まど はし 奸曲を 以て 世 をい となむ 事 を 糾明し、 眞僞 ここに 

意と する 等、  S 

お 亂れて 人々 疑惑 を專ら とし、 國用速にもとほらざるがゅ^^に、 官 より 其の 人 を 撰んで 

こ こ こ 見 ゆる 

素行の 解釋ま 其の物の 11 として、 印 封の しるし を 固く し、 世 以て 是れ を證 して 國用を 利せ しむる こ 

た 注 すべし  ル 亡：，  うんじ やう 

と、 是れ恤 法 也。 其の 制 法不， 明と き は、 座 を 司 どるの 者 運上 を 上に 奉り、 其の 利 を 

はしい まま  一 

恣 にして 下民 其の 用 を不, 得、 唯 だ 髙貴富 人の み 其の 自由 をな す、 是れ 糾明す る 事 

の 不：， 明して、 奉行 詳に 不，. ^二 下情 一が 所， 致 也。 後世に 及んで、 諸 色に 座 を 置き、 分 

一 を 官に收 めて、 座 を 司 どるの 民獨り その 利 を專ら とす、 是れ権 法の 制 を不, 知して 

奸民 のために 惑 はされ、 聚斂の 臣 其の 利 を あつむる を 以て つとめと する が ゆ ゑな り。 

物の 眞僞 相亂 るべ からざる もの、 叉 これ を 撰ぶ に まぎれな きものの 類、 何 ぞ座を 可レ用 

や。 古の 権 法 は、 眞僞 をみ だり て 民の 風俗 さかしまに 及び、 民 ほしいままに 是 れを賣 
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買して 其の 失 多から んを戒 むる の 制 也。 其の 本と する 處に 所, 差 ある を 以て、 其の 末 

末に 至りて 皆 國用を 害して 不通に なれる 也。 尤も 可， 謹の 事 也。 周禮、 大^ 九賦、 其 

七曰關 市之賦 とい へり。 是の關 は 其の 货の 出入す る處を 以て、 分 一 を 出さし めて 共の 

つぐの ひ をな し、 巿は 百ェ 其の あき もの を 置く の 地に 分 一 を 以て 征せ しむ。 本朝 阿 

波. 土 佐. 木 曾. 飛！ 東 奥の 深 林 幽谷の 材木、 其の 川口に おいて、 分 一 と號 して 是 

れを征 し、 市井 皆 加 地 子 をな し、 其の 地に 所 レ產の 物 皆 分 一 を 出す、 是れ征 也。 金銀 

朱輕 粉备. '置， 座、 是れ權 也。 其の 國用を 利す る處を 本と して 征權 の議を 制する を 古 

の 法と する 也。 孟子 曰、 昔お 文 王 之 治 ,岐 也、 關巿幾 而不， 征。 叉 曰、 市^ レ征、 

ン -f. レバ セ  ビテ  ハン ヲサ メン r ヲ ノニ  ハメ  レバ セ 

法 而不， 藤、 則 天下 之 商、 皆悅 而 願， 藏こ 於 其 市- 矣、 關識 而不， 征。 則 天下 之 旅、 ^ 

悅而 願レ出 1 一 於 其 路ー矣 といへ り。 王制に 市 腐 而不， 税、 關幾 而不， 征と 云へ り。 凡そ 市 

町 商 買の ものに 役 を あてて 其の 分 一 を 取り、 加 地 子して 其の 航を收 むる の 類、 惠に過 

ぐると き は 一向に 是れを 免除し、 急なる とき は 分  一 • 加 地 子 を 重く す、 智 其のせ-を 不 

レ 知して 過不及の 間に 落つ。 是れ まことの 政令に あらず。 其の 故 は、 田 n£ ある 處の 

姓に は 祖稅を かけて、 百ェ商 買の ものに 免除 を 深く するとき は、 農 をいた ましめ てェ 


(CT) 史記 • 

(五) 誊 親に 

出づ 

(六) 武 王の 

第 九 弟、 康叔 

封 

(七) 漢の武 

帝の 時 重く 用 

ひられ、 興 利 

の 事に 功 あり、 

御史大 夫と な 

る。 前 卷三七 

5i 照 


商 を 安ん ずる 也。 農民 は百穀 をつ くる を 以て 是れ を租稅 とし、 百ェは 市町 を 借し 其の 

f 生 業) 

なり は ひ をな す。 百ェ 或は 其の 職業の 分 一 を 出し、 或は 加 地 子 を 出し、 商 買 其の 利 を 

得る の 分 一 を 出し、 牛馬 車力の 稅を賦 する 事、 是れ國 用 を 利す る もの の 必ずつ ぐの 

ふ處 也。 此のつ ぐの ふ處 をつ ぐの は ざれば、 ェ商 必ず 佚 樂に陷 りて、 つ ひに は 業を棄 

つるになる、 是れ叉 下 を 教戒す るの 道 也。 然る を寬 仁に 過ぎて 其の 征法を 失する こと、 

甚だ 民の 利に あらず。 故に 周 禮に關 司の 官 あって、 其の 關市 において 征税を まう くる 

也。 され ども 其の 制 分 を こえて 官を 利す るに 至りて、 いやが 上に 課役の 義、 尤も 君子 

の 所レ戒 也。 権 法 は 漢の武 帝に 初 まれり。 武帝 天下の 酤ぎを 制して、 酒に 座 を まう け 

てこれ をう らしむ、 これ 權ニ 酒酤 一と 史.漢 に 所， 出 也。 酒 は 五穀の 費 ゆる 處大 にして、 

民 これに 因りて 氣を 傷り 性 を 損じ 業を棄 つるに 至る 事、 古今と もに しかる を 以て- 

ラ  MW) 

是れを 禁制して 市町に 買賫 する こと を不レ 得しめ しためし 多し。 周 公旦酒 酷の 篇を作 

りて 康叔に 告げて、 周禮に 禁酒の 制 を 出す こと、 各." 民の 傷レ德 敗レ性 こと を 戒めん と 

のこと 也。 武帝 酒の 座 を 立てた まふ は、 利 を專ら にす る こと を 本と して、 桑弘 羊が す 

すめに 從 つて 建 二 権 酒 之 利； その 心 古人に 比する とき は 甚だ 不， 同。 是れ國 用 を 利す る 
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と官を 利す ると- 兩 端の たが ひより 出で たり。 且つ 叉 米 は 民の 手前より 收納の 時已に 

其の 祖稅 をと り、 酒に 又 分 一 を 出さし むる こと は、 一物に して 再び 稅 する 也。， 聚斂 之 

臣 不仁 之 君に あらず して は不レ 可， 有， 之 也。 武帝権 法 を 立つ るの 後、 竹.^ 魚 鳥 飽 酷に 

至る まで ことん \ く 座 を 置きて、 分 丁 ど 取りて 利 を しくす るに 至れる 事、 尤も 可 一一 

lli ま 歎息, 也。. 孟子 曰、 古 之爲， 市 者、 以ニ： jnl^ 所. レ有易 二 其 所， 無 者； 有司 者 治， 之 耳、 有 ニ賤丈 

ズ V テロ ウダ ンヲ  リ レニ テ  一一 ミテ ァ ミス  ヌ  テス ト  ニヒテ ス レヌ スル r ハ 

夫, 焉、 必求 二寵斷 1 而 登, 之、 以 左右 望 而罔ニ 市 利； 人 皆以爲 賤、 故從 而征， 之、 征 

レ商. US 二 此ノ賤 丈夫 1 始矣 とい へり。 凡そ 征褕 は、 民の 利 を ほしいままに 不， 令レ 致して、 

其の 宜を 制せん がた め、 すべて 國用を 利す る を 本と する ことなれば、 征幢も 亦 民の 敎 

にして、 其の 風俗 をすな ほに し、 其の 偏 利 を ひとしから しめんと 云へ るの 仁政な り。 

人君 その 本 を わすれて 遂， 末專 利、 しきりに 民と 利 を爭ふ は、 是れ 孟子の 賤 丈夫の 

(强)  .  ーフ 

論に 同じ。 故に 祖征を 重く し： f 法 を きびしく つよく するとき は、 民 其の 市に 不, 居、 

商 其の 地に 不レ 來、 つ ひに 人民 を 失 ふに 至るべし。 ここ を 以てみ ると き は、 征： t の 制 

は國用 をた すくる の 道に して、 人君 これ を 利 せんこと を 思 ふに あらざる 也。 故に 周禮 

は 聖人の 定法に して、 征 陚の說 物々 に詳 なるこ を 可， 考也。 


九 I 山野 海 川の 利 を 制す 

師曰 はく、 山 澤之利 は 古今 之 所， 重 也。 周禮、 山林 川澤 有 ニ虞衡 之官？ 凡そ 山林 は 地 

の 高 陽に 因りて 草木の 所， 叢、 金鐵之 所レ生 也。 故に 其の 官を 設けて、 山林に 入りて 用 

木 を 取り、 其の 本木 を 材木と し 其の 末 を 薪と する 事、 各-土地に 因りて 其の 制を定 むる 

也。 世 久しく 承 平に 屬 するとき は、 居 民 日に 多く 飮食 ここに 盛に して、 材木 薪炭 古に 

百倍せ ざれば 國 用たら ず.。 然れば 其の 山林の 遠近 を 計りて 所の 水利 を考 へ、 五 年 三年 

にあと より 林木 を 仕立て、 山林の 用 木た えざる が 如く 可， 仕。 十 年の 計 は. 一;^ レ植 ，樹 と 

云へ り。 林木 をき るに 節 を 以てして、 五 年 三年 を 以て、 山林 を替 るん， \ 斧斤 を 入れて、 

だ！^ 第 fff あとより 用 木種藝 の斷絕 せざる 様に 可， 致 也。 孟子 曰、^ 一斤 ILir^ 一 ハー 山き 材木 141^ 一 フー 

勝 用 一也と 云へ る はこの 心に や。 時と 云 ふ は、 仲冬には斬ニ陽木；|-;ま、仲夏には^^ニ陰 

ヲ tj  f 王制  シ テル ル  M  < 淺) 

木 一 尊； I、 草木 零落 然後入 二 山林 一之 類、 或は 山の あすべき を考 へて、 東 をき ると き は 

西の 山 を 立て、 南の 山に 入る とき は 北の 山 を 立て、 或は 林木の 生長 を 計りて 是れを 立 

つるの 年限 を究 むる、 是 れ皆以 ， 時 也。 山林の 政令 如， 此 とき は、 薪 木材 用 更に 斷絕す 
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る ことなくして、 國用大 に 利す。 若し 其の 奉行 を 立つ る ことなく、 制法詳 ならざる と 

き は、 民利 を ほしいまま にして、 其の 杣 取す るに 近く 便り あるの 處 をのみ 伐り 取りて、 

山の あする に不レ 構， 川のう まり 水の あさくな るに 不， 構、 唯 だ 一時の 便 用 を 利す。 こ 

に 一に M こに おいて 山林の 材木 年 を 追うて 少なく、 木 を 出す 所 遠くして 其の 要脚大 につ ひ え 、 

こと 材木の 買賫 尤も 貴く、 薪 木 次第に 寡く、 國 用不レ 利。 是れ 山河に 奉行な く、 只 だ 民の 

利 を ほしいままに する ゆ ゑん 也。 周禮に 山師の 官 あり、 又 周 禮地官 司 徒、 山 虞 掌 二 山 

林 之 政令； 物 爲ニ之 厲； 而爲ニ 之 守禁； 守而 して 山に 所レ 出の 金銀 銅 鐵土朱 石、 其 

の所レ 出の 國用 甚だ 多し。 是れ皆 其の 功 者 を 以て 其の 制を詳 にして、 國用を 可， 利 也。 

次に 草 野 之 制、 尤も 其の 用 多し。 水草 不レ 足と き は 民 牛馬 を 飼 ふに 不， 利 也。 草 野 を 

,  (足)  ,^ ナ：フ  キ 

近くし 民の 用 をたら しむ、 若し 民の 用に 不， 利の 地 は種藝 を專ら として、 其の 地に 可 

ン カル  (足、 

レ宜 木お をう ゑ 竹 を そだて 是れを 林と するとき は、 十 年 を經て 其の 用たり、 廿 年を經 

て國 用と なる 也。 然れ ども 民の 利 不利 を不， 考 して、 唯 だ種藝 を專ら とする 時 は、 菊 

草 絶えて 民 これに 苦しむ。 馬の 草 場に 樹木 を 仕 立つ る 時 は、 草 やせて 不， 生、 草 を 取 

れば 林木 又 そだたざる もの 也。 如， 此の 事大 方に 亂 明して は、 皆 聚敛の 利 を專ら する- 


(足)  § よし 

に 至りて 國 用たら ざる 也。 野 水に 近くして 澤野 たれば、 かや 野葺荻 多く 生ず。 是れ又 

民屋を ふかしめ、 或は 民屋 のか こ ひ 四 壁に 用 ひ、 或は 薪に かふ、 其の 用 多し。 或は 水 

利 を 以て 新田 を あらき はると き は その 利 多し。 然れ ども その かや 草 叉 少なき とき は、 

民の 屋を ふき 薪と する にくる しむ こと あり。 或は？ i 地を考 へて 柳 を さし、 艱葭 をう ゑ 

しめて 空地な からしむ る 事、 教戒の よる 所 也。 俗に 曰 ふ、 吉日 良 辰 を 撰んで 用， 一 斧斤 一 

一 本の 木 をき る 時 は 千 本の わか 木 をう ゑし むれば、 神木 を 伐る と 云 ふと も 山靈谷 神た 

たり をな さず と 云へ り。 すべて 山野の 間 守 令の 教戒に 隨 つて、 林木 蒼 1^^ し國用 ここに 

足る は、 是れ 天下 之 財 用 を 利す る 也。 次に 海 は 運送の 利、 魚 の 出産す る處 * 天下の 

國用 甚だ 利す るの 地 也。 故に 運送の 湊， 舟が かりに 番所 を 置き 奉行 を 設け、 其の 制 法 

を詳 にして、 往來を 利し 奸人を 改め、 風波に よって 所， 紫の 旅舶 安堵して、 且つ又 放 

将 ならざる が 如くに 是れを 制して、 國用を 利せ しむ。 其の 海に 因りて 漁 人の 衆寡 を は 

S  (ヒ) こ 

2) 舟 子 かり、 他國の 入り 交り を考 へて 制 を 正し、 其の 舟に 相なる るの 鹿 子 をつ もって 軍用の 

利 をな し、 魚 を 漁す るの 法 商 買の 制を詳 にして 國用 をたら しむ。 海邊に 因りて 鹽を燒 

きて 利と する あり、 鹽の利 二 天下一 甚大 也。 故に 鹽濱と 可, 成の 地を考 へて 潮留 をいた 
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.  S)  シ マ 

し、 是れを 汲んで たれし む。 凡そ 謹 は潮留 をよ くして 其の 地 を 利す る 時 は、 民不， 苦 

して 其の 利 甚大 也。 地 を あらき はりて 田 畠と する 事 は、 其の 功久し から ざれば 其の 用 

たらず、 鹽は 潮の 勢に 因りて 其の 潮 を 汲んで 利す るが ゆ ゑに、 其の 功 不レ勞 して 成る。 

二)  0^ その 久しき は 叉 田に いたして、 さきへ 鹽濱を 出さし む。 徂し 海邊の 地形に 從 つて 其の 

書經の 制 あり、 尤も 天の 時に よる こと 也。 禹 貢に、 海岱 ノ惟靑 州、 厥貢鹽 稀と いへ り。 周禮 

に鹽人 あり、 掌 ニ鹽之 政令 一と 也。 齊の 1£ 公に 至りて、 管 仲が 政 を 以て 始めて 有 ニ馥鐵 

之征 一也。 是れ鹽 を やくの 所に 其の 征を かくる こ と 也。 是れ より 相 つづいて 其の 法相 

行 はる、 これ を鹽鐵 官と號 する 也。 

次に 川 は 運送の 利、 魚鱉の 用、 其の 利 海に 次いで、 水田の 利 叉 海に 倍す。 ここ を以 

て 流 を みちびき 井關 を まう けて、 新田 を あらき はり：：：； 十 損 を 利し、 材木 薪 草 を 伐り て 時 

を 得て これ を 流出す る 事、 皆是れ 川の 用 也、 國 用の 利 甚だ 可, 詳也。 河に 河の 奉行 あ 

よけ (2?)  (積) 

つて、 其の 通 塞の 利、 堤 川 除の ふしん を 改め、 水 がれ 水 ましの 時 をつ もり、 新田へ 川 

(胶) , §  (惡 S  (3 

また 多くつ いて 古田の あしくな るべき を考へ 、水い かり のとき 水の はき 所 をつ もり、 

その 利 を 正しくす る、 是れ川 河の 用 也。 周禮 に川師 あり、 凡そ 運送の 用、 山 をう がち 


岩 をく だき、 地の利に 因りて 川 をめ ぐらし めて、 米穀 材木 諸 具 を 運送せ しめて、 人馬 

の 勞を免 かれしめ 其の 費 を 省かし むる こと、 國 用の 所 レ大 也。 承 平日 久しき とき は 人 

さう ばん よろしき  トス ル 

力 多き を 以て、 漕輓の 宜を考 へて 其の 利に 隨ふ 事、 古今の 所， 專也。 但し 土地に 因り 

て、 人馬 力役して 其の 條錢を 以て 民の いとなみ 豐 なる 地 あり、 是れを 運送す るに 水利 

を 以てすれば、 官の費 あらざる といへ ども 民の 產 ここに 不， 給の 所 ある もの 也。 然れ 

ば官 のために 利 を 計る と 民の ために 其の { 且を 校了して、 其の 輕重を 可， 考也。 或は 富 

民 川 舟の 運送 を 見立て、 其の 要 脚 を 出して 川 舟に 運上の 征を 加へ、 或は 其の 舟 を專ら 

にして、 其の 國 其の 所の 運送 を 己れ が 利と する の 類 あり。 皆 是れ官 に 聚斂の 臣 あって、 

^^.c  ルハ  スヲ 

民の いとなみ を不レ 思に よる こと 也。 然れば 運送 は 利ニ國 用, とい へ ども、 猶ほ 其の 制 

を不レ _i とき は 却って 其の 失に 可, 及 也。 天下の 政 は 只 だ 天下 を 利す る を 以て 本と 十。 

己れ が 利 を專ら として、 山林 を 切り 盡 して 川下の 水 を すくなく し、 運送 を專ら として 

民の いとなみ を不レ 計の 類、 甚だ 不仁の 至り 也。 是れぉ ほく は 封建の 法た えて、 郡國 

に 給 人 微官の 輩 多く、 互に 利 を 競 ふが 所, 至 也。 凡そ 漕 跌之義 は、 すでに 禹 貢に 他 州 

の 貢賦 皆 達 レ 河爲, 至、 秦に 至りて はじめて 漕 運の こと あり。 それより 歷 代是れ 
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を 以て 國 用と 十。 皆 山 をう がち 岩 をき りて、 山谷險 隙の 地より 舟 を 下し. 米穀 材木 を. 

つみて 小川より 大河に 出で、 大河より 海に 入りて、 其の 運送 を 便りせ る 也。 而 して 其 

の津 泊に 府倉を 立て 米穀 をた く はへ て 水 早の そな へ をな す、 其の 利 尤も 大也。 舟 海上 

において 破損し、 惡 風に 逢うて 上 を はめる の 類 ありと 云へ ども、 一年 を 通計し 五 年 三 

年 をなら して 是れ を考 ふるとき は、 其の 担 亡す る處 至って ゎづ かなる もの 也。 恨し 津 

みなと 

湊に 奉行の 制 法 あしきと き は、 破損す まじき 處 にて 破 拟し、 廻船の 荷物う せ、 又は 船 

に乘 るの 輩 奸曲を かま へ て 上荷 を はめる の 由 を 僞る事 多し。 こ こ を 以て 其の 法令 を詳 

にし、 官の船 運送の こと は 勿論、 商 買の 旅 船たり と 云へ ども- 舟 破 拟の時 は 其の 浦々 

の 者 情 を 出し 荷物 を 取上げ、 其の 浮 荷 沈 荷に 因って、 分 一 を 取 上ぐ る ものに 與へ、 こ 

(き 

れを あぐる もの これ を 損する もの 聊か 緩怠の 義 なから しめ、 沖に おいて はぬ る 處の地 

を、 湊 において 奉行に 吿げ、 せんさく を 遂げし むべき 也。 如， 此の 事、 各.' 海 河に 付 

きて 國用を 利せ しむべき の 政 法 也。 丘文莊 III、 自レ古 漕 運 所 レ從之 道 有 レニー、 曰 陸、 曰 

河、 曰 海、 陸運 以， 車、 水運 以， 舟 而皆資 二 乎 人力； 1^, 運お 二 多寡； 所， 費 有-一繁 省； 

ハナ ゾラへ  二 クノヌ  ハへ  ニクノ フシ  モ.^ルトヲモ 

河 漕視ニ 陸運 之 費 I 省 二 什 三 四； 海運 視モ  1 運 之 費， 省， 一 什 七 八； 蓋 河 省， -雖レ 免 二 陸行； 而. 八 


ク モト ノ  ハモ"，、 -  モク  ヌ  ブ レバノ  ヲ  シ  ルト 

如， 故、 海運 雖， 有 二 漂溺之 患； 而省 二牽率 之勞； 較， I 其 利害； 蓋 亦相當 云々。 

九 二 遍盜の 法を詳 にす 

テ ジテ ャムル  ヌヲ  カシヲ スルヲ 

師嘗論 弭 ニ盜贼 一之 說上曰 はく、 凡そ 盜賊之 驚， 民 害， 人、 其のし ば/ \ 行 はるる に 至. 

りて は、 國 用不レ 通、 富 人不， 全， 家、 旅客 不， 安、 是れ 天下の 害に して、 其の 所， % ばつ 

ひに 亂を 起し 國を 便く るの 端と 成る 事 也。 故に 人君の 政 法、 專ら 返盜の 法を詳 にす る 

にあり。 周 禮士師 の 職に 所， 謂是れ 也。 士師掌 二士 之 八 成； 「曰 邦れ ク、 隨 lf%  一一 HJI: 

贼、 i? 逆 一一ま^ 諜、 § 隱糊、 四- nrl、， 一邦 令ヌ； 1. 五-曰 ハク i; 紧 f 丄化ク 4 一 

邦盜； S, 七 曰 爲 二 邦朋： < 曰 爲ニ邦 i  t,s 一  是 れ皆國 の盜賊 也。 盗賊 

と 云へば、 必ず 民間の 財寶を 奪って 人 を おびやかす 斗り を 云 ふに あらず、 言 を いつは 

り 行 をた がへ 君命 をない がしろ にす る 事、 皆盜贼 のよ る處 なる が ゆ ゑ を 以て、 これ を 

治む るの 事 を 論ぜる 也。 案ずる に、 遏 ニ盜賊 一之 法 は、 人君 聚斂の 心 を やめ 利 心 を 遠 ざ 

けて、 其の 本 を 正しく 十る にあり。 孔子 曰 * 苟 子之不 欲、 雖. 賞, 之 不レ竊 と はこのに 

鴛穿 叶 ズ pt  , 

なるべし。 而 して 民に 盗賊の 起る こと は、 或は 衣食 かけて 不， 得， 止が ゆ ゑ か、 或は 分 
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を こえ 游樂し 博 突 を 好んで つ ひに 盜贼に 至る こと あり、 或は 衣食 あれ ども 國俗 あしく 

して 盗賊 を 業と する あり、 是れ唯 だ 人君の 教導 撫育 不， 足が 所， 致 也。 されば 人君 身に 

儉を行 ひ 用 を 節に して 民の 賦斂を 薄く し、 民に すすむる に義を 以てし、 戒 しむる に 業 

を つとむる を 以てし、 吏 官時を 以て 民屋を 巡察し、 地に よって 民を敎 へしめば、 節儉 

純朴 を 本と し敎化 を專ら とする が ゆ ゑに、 盜賊 ここに 起る によし なかるべし。 彼の 盜 

ル カラム 

賊も 本と 知 あれば、 盜賊 を不レ 可レ好 也、 風俗の 衰へ 衣食のと ぼしき に 任せて、 不レ得 

レ已 して 盜賊を 業と する に 至れり。 然れ ば必竟 人君の 思 入に 因る ことなる を 以て、 敎 

(1) 論語 陽 化 ここに 盛に して 風俗 常に 正しくば、 盜賊 何に 因りて 起らん や。 孔子 曰、 君子 有レ勇 

i 篇ぎ 一十三  ケ レバ K ヲ  リテ  ケ レバ ス ヌ 

章  而無 レ義爲 レ亂、 小人 有 レ勇而 無 爲レ盜 とい へり。 義は 上の 敎化 にあらず して は、 

民 何に 因りて これ をし らん や。 而 して 刑 を 明に し 罰 を 重く する は、 愚民 を 善に 入れし 

むる の 法 也。 盗賊の きざし を 知りて 早く 是れ を戒 しめ、 若し 盜贼に 至る とき は 法 をき 

びし くして 其の 民に 示す、 民 必ずしも 愛 を 逞しく する までにて 其の 惡ゃ むべ から ざれ 

ば、 法を詳 にし 令 を 明に する こと、 是れ叉 遏盜の 道 也。 

次に 民間に 設ニ什 伍 之 制 一て 互に 奸民を 改め、 內 よりた だし 外より 不， 入し むる 事、 


是れ 古の 法 也。 周禮、 士師之 職， 掌，：： 鄕合州 黨族閬 比 之聯、 與ニ其 民人 之 什 伍； 使， 1之 

相 安 相愛； 以比ニ 追 ，1 胥 if 之 事； 以施ニ 刑罰 慶賞 一と 云へ り。 是れ民 互に 什 伍 をく 

み 合せお いて 相互に 奸曲を 正し、 盜賊 起る とき は 什 伍の 民 相と もに 出で て 是れを 追 捕 

十る の 制 を 論ずる 也。 然れば 民間に 合圖を 定め、 盜賊を 伺 ふの 小摟を 置き、 其の 來返 

の 道筋 を考 へ、 遠近と もに 能く 示し合せて、 ともに 相 助く るが 如くなら しむる 事 その 

制 也。 大概 國郡 他領 不二 相 交一して、 其の 所の 守 令ー國 一郡 を 制する に は、 命令 能く 通 

じ、 盗賊の がるる に 所な くして、 盜賊を 制する ことなり やすき もの 也。 自他の 領分 入 

交りて 制 法 一致せ ざる を 以て、 ここ を 制すれば かしこに かくる るに 至る 也。 盜 贼は國 

用の 害 天下のと もに 惡む所 なれば、 自他の 領主 互に これ を 制すべし、 聊か 自他のへ だ 

て. をな して、 民 を 害に 陷れ しむべからざる 也。 若し 土地 廣く 城下 國府 遠くば、 其の 地 

に 因りて、 代官 下 代に 追 捕の 卒を さし 加へ 盗賊の 戒 をな す 事 あり。 すべて 盗賊の 起る 

は、 上に 警戒 怠りて、 巡行の 監察 間斷 する にある なれば、 奉行 代官 不， 怠して 巡行す 

るに 時 を 以てし、 民間に 番人 を 置き、 合圖を 設け 其の 約 を 堅く し、 遠近 互に 相 通じて、 

一 盜 たりと 云 へ ども 是れを 糾明して 遁れ しめざる が 如くす る、 是れ 各. >遏 二 盜賊ー の 制 
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法 也。 次に 地に 1: りて 關を 設け、 門扉 を 堅く し、 兵仗 を 置きて 警衛し、 道路に 桥人を 置 

き、 監察の 役人 を 置きて 道路の 往來を 利せ しむ。 都城の四郊に2|^を高くし溝を深くし 

(割符) 

四 門 を 堅め 兵士 を 置き、 炳火を まう け 合圖を 定め、 わりふ を 以て 荷物 貨財の 出入 を糾 

明し、 疑 はしき もの を 止め、 若し 辻 切 劫 奪の こと あらば、 金 をつ き 太鼓 をう ち、 炬火 を 

以て 互に 相通ぜ しむ。 內に郭 を 設け 外に 您 がまへ をいた し、 猶ほ遠 郊に外 圍を髙 くし 

て、 一 二三 段の 糾明 をな さば、 都 城の 間 更に 盜贼 のがるべき 所な し。 盗賊-:^ はるる 處な 

くかくるべき 處 あら ざれば、 何に 因りて 其の惡 を 、逞しく せんや。 且つ 都 城 は 人の あつ 

まる 事 繁多に して、 人家 嫌が 上に 相 重なり、 市町 年々 に廣 がる こと、 長久 太平 ハゃ 久し 

き 時 は、 必ず 市 如, 此 になれ る もの 也。 これに 因りて 盜賊 却って 都 城の 市^に かくれ 

日々 市町 を往來 して 盜を 利す る こと あり、 是れ廣 きが ゆ ゑに 糾明と どかず、 多き が ゆ 

ゑに せんさく 明に なり 難ければ 也。 ここ を 以て 云 はば、 市町 其の 借屋まで 皆 什 仏の 制 

を 正しく 組み、 五町 三 町に 名主 町の 半 寄 を 究め、 一町 一町に 月 行事 を 置きて 輪^し、 

町の あとさきに 木戸 門 を まう け、 その 所に 番人 をす ゑ、 大 番所 小 番所 をいた し、 夜屮 

に？^ 限 を 定めて 人の 往來を 留め、 相 定まる 處の 市町の 外に 刖に町 屋を立 出す ことな か 


らしめ、 巡行の 役人 晝夜 を^け て 巡行して 疑 をた だし 奸人を 改め、 人 あつまりて 相 

語る こと を 禁じ、 異形の もの 異様の 器 ある を 糾明す。 如 レ此 とき は盜贼 更に 不レ 可い 起 

也。 盗賊の 旅 宿す る處 は、 必ず 市町の 外、 官 より 不レ設 所の 町屋 あって、 商 買の 旅人 

は 是れを 借りて 不, 居が ゆ ゑ、 かの 惡人 等に 宿 を かし、 これ を 利と する が ゆ ゑ 也。 官 

の 制 法に もれて、 什 伍 を 立てず 公役 をつ とめず、 或は-寺社の 內 或は 百姓 地に 加 地 子し 

て、 町屋を 立て 人 を やどす る處 ある は、 必ず 惡徒 盗賊の あつまる 處 と可レ 知。 幷に町 

屋棚 を不レ 開、 商賈の もの を不レ 出、 惟 だ 幕 をお ろし、 しとみ やり 戶を 立て 內を くらく 

十る の 類、 是れ奸 人の 所レ居 也。 然ると き は、 相 定まれる 市町の 外、 私と して 町 を 立 

つる こと を 堅く 禁じ、 商沽 をな さず して 旅 宿す るの 族 は、 其の 五人組と して 相た ださ 

ば、 奸人 何れの 處 にかく れんや。 周？ i 日、 修間 氏、 掌 T 比 ミ國中 g 宿 I； 猪 cHxf 者、 

あ 二 ぁ國 粥； II；  p> 而比ニ 』 胥 ， 者， 而賞 S 之 h 禁 T 徑踰 者與 ，0 以ニ兵 革 li 

者^ 與 * 馳 n 騁於國 中 一 者 h 邦 有， 故 則 令」 tik 互； 唯 執 &者不 &r  mil れ國 中城內 

の 制 也。 叉野廬 氏、 掌,， 達ニ國 道路, 至 中于四 比， 一- 舰レ校 國郊及 野 之 道路 宿 息 M 之 井樹； 

若 有 二 賓客； 則 令,. 守， 1 涂地 一之 人聚 * 瘦之 h 有， 一 相 翔 者 ー誅， 之と いへ り。 是れ畿 內の制 也。 
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ゅ官 

畿內に は野嶽 氏の 官 あって 往来 を あらため、 遣 人の 官を まう けて 十 里に 廬を 立て、 三 

十 里に 宿 を まう け、 五十里に 候 館 を 立て、 都 城の 內には 修閒氏 を 置き、 各. - 非常の 變 

を はかり 盜賊奸 民 を 糾明して、 夜盜. 辻 切. 付 火 等の 戒を詳 にす る 也。 犬 下の 郡國こ 

と ごとく 此の 法 を 守る が ゆ ゑに、 大^より 小盜に 至る まで、 聊か かくる る處 あるべ か 

ら ざる 也。 f^-に盜の起ること、 其の 時 あり。 水：： 千の 時、 米穀し きりに 贵く民 くるしみ 

てつ ひに 盗賊 を 致す あり。 一年の 間 三冬 必ず 盜 出で、 夜長く 巡行 塞 さに いたみ、 民 亦 

困究の 時な り。 而 して 風 燥の 時、 これに 便りて 火を發 し、 人 を 驚かして 物 を 奪 ふに あ 

り。 凡そ 人 多く 聚 まる 時、 人の 少なき 時、 皆 彼れ が 利す るの 時 也。 ^？! 盜の 制、 專ら此 

の 時を考 へて 其の 戒を 節に する にあり。 人君の 政令 如 レ此詳 なるとき は、 民生 を 全く 

し 旅 泊の 商 賈往來 に 便あって、 國 用 犬に 利す る 也。 遏 おの 法豈可 レ忽 乎。 


山 鹿 語類 ，卷 第 十一 

君 道 十 一 

治談上 

九 三 大寶說 

師嘗 2^ ニ大寶 之說， 示，， 門人， 曰 はく、 凡そ 天 は 覆うて 4 や ルル 地 は 載せて^ レ％ 是れ 

を 以て 天地の 德 とす。 天地 能く 萬 物の 生々 を 全くす るに あらず や。 天地の 間にお 、 て 

陰陽の 氣を うけ 其の 生 をな す 物、 幾千 萬 億と 云 ふこと を不レ I して、 然も 天地 を 父母と 

し 其の 德を 則る が ゆ ゑに、 能く 萬 物 をた すけ 導きて 其の 性 命 を とげ、 ことん \ く 其の 

用 を 足らし むる もの、 是れ を寶と 云へ り。 されば 五行 は 土 を 以て 最上の 用と す、 金 木 

水火 これ を劑 るる 事な し。 今日の 用 所、 一事に おいて は 其の 能く 至りて 利 あり、 物 を 

あたたむ る は 火に しく はなく、 物 をうる ほす は 水に しく は あらざる がごと し。 土 は 其 
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の 利 速なら ざるが 如くな りと いへ ども、 金 木 水火 皆 土に よって 其の 體を 始終 十.。 ここ 

を 以て 中央 を 土と して、 金 木 水火 は 土 を經衞 し、 四季に 土用 を 配りて 一年 を 成就す る、 

是れ 土の 萬 物 をた すくる を寶 とする が ゆ ゑ 也。 家 を 作る に は 材木 品々 を聚 めて 各.^ 其 

の 一 用 を 利す とい へ ども、 棟梁 を 以て 大暖 の寶 とす。 注み ごとに 板 敷 四 辟.^ ありと い へ 

ども、 棟梁よ わきと き は 則ち くじく。 棟梁 を 以て 注に くらべば、 其の 美麗 結構 注の ご 

とくなら ざれ ども、 家の 究 まる 處は楝 梁に あり。 注 は 只 だ 立てて 其の 一 用 を 成す 斗り 

也。 棟梁 は 横た はりて、 とりん \. の 材木 を 受けた はむ こと 不レ 有、 是れ楝 梁の 諸 木の 

ためにな りて 寶 たるに あらず や。 米穀の 人 を やしな ふ も 亦 如 レ此、 其の 味 は あはく し 

て嘉板 美味に 比すべからず、 其の 形 は 微細に して 珍蘖美 物に おとれり といへ ども、 人 

一日 も不， <E ^ば 必ず 飢ぅ。 これ 養 ふ 所の 最上なる を 以て、 食の 寶 とする ゆ ゑん 也。 世 

俗の 財 寶と云 ふなる は 金銀 銅錢 にして、 是れ 世間の 用 をた 十け 百 ェ商賈 を 利して、 能 

く 交易 利潤して 萬 民 をす く ふ 物 なれば 也。 然れば あらゆる 物の 寶 とし 重んずる は、 悉 

皆 世の ため 人の ために なれる ものの ことなれば、 其の 所 二 救助 一に 多少の 差別 はありと 

キ ル  や ほよ ろづ のかみ だち 

も， 寶と號 せん は 人の ためと なれる ものと 可, 知 也。 本朝 は祌國 にして、 八 百 萬 神 達 


二) 鶴辩下 

傳に 「：火 地の 

大德を 生と 曰 

ひ、 聖人の 大 

資も 位と 曰 

ふ」 と ある を 

指す 


を 祝 ひ 奉り 天神地祇 を 崇敬す。 而 して 其の 垂跡 はさまん \ なりと いへ ども、 天下の 萬 

民 を あまねく 救 ひたす け 玉 はんの 誓 を 以て、 神祇の 號を 蒙りて 家々 の 崇敬 をう け 玉 へ 

り。 若し 所の 氏子 を不， 守、 信仰の 民 をす くひ 玉 はずば、 神是れ 神たら ず、 人 誰か 責ば 


んゃ。 されば 天照大神の 本朝の 宗廟に ならせ まし 

み きね  く ご 

まし、 かやぶ きの 御 殴に 三杵 つくなる 供御 を そな へ 


て、 神風の 伊勢の 州に 垂跡 まし 

千木 も 不ぃ曲 かた そぎ も 不ぃ反 は、 


是れ 日本 代々 の 主た らん 御 方の 規模 を 備へ玉 ひて、 心すな ほに 民の 煩 ひ を 思 ひ 國の費 

i) 

を かへ り 見、 萬 民の ためな らんこ そ 神慮に も 叶 ひ 玉 はめとの かね 事に あらず や。 易に 


人君の 位 を 大寶と 云 へ る こと、 こ こ において 可 レ考。 1K が 下の もろ/ \ の寶は 多. 

い へ ども、 天下の 主 を さして 大寶 とい へ る は、 萬 民の 死生 國 土の 存亡 皆 人君の 一 胸襟 

に 出づ。 人君 德を 高く し 身 を 億兆の 人の ために 行 ひまし まさば. - 神 是れ祌 たり 人是れ 

人と して、 國 土つ ひに 安し。 人君 德を つとめず、 專ら 一 人の 樂を 究め 萬 民の 難 苦 をし 

ろしめ されず、 人 を 救 ひ 人 を 導く の 信 あら ずん ば、 祌 ここに 神たら ず、 人 皆 愁訴 を變 

いて 天下 塗炭に 落つ。 是れ 人君の 位 を 天下の 最上の 寶 とする ゆ ゑに あらず や。 暗君 愚 

將は 天下の 富 を 得、 天下の 贵を 得て • 大下を 以て 身 を 養 ふの ゆ ゑんと す。 これ を大寶 
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なりと 思 ふに 至る を 以て、 君 其の 君德 を不， 全して 大寶の 本意 を 失 はるに： ム. -る。 何ぞ 

彼の 周易の 大寶と 云 ふに かな ひ 玉 はんや、 尤も 可レ味 也。 然ると き は、 人君 譬へ 其の 

身に 不義の 行なく、 其の 形に 不善の あら はるる 處 なく、 言行 謹 厚なる は 身を修 むる の 

ゆ ゑんたり と 一； ムへ ども、 其の 所レ 及の 政令 不：， 詳、 所 レ爲之 治 法 糾明 薄き 時 は、 是れ唯 

.  だ 一己の 謹 厚の みに して、 天下 萬 民の 其の 化 を 蒙む る こと あるべからざる 也。 其の 化 

萬 民に 不レ 蒙と き は、 其の 謹 厚なる 處 至って 微少に して、 大寶の 論に 不レ 可レ至 也。 大 

y 子) の 1 は？ 學に 以レ明 一一 明德於 天下一 爲 n 條目之 要 一 以レ新 レ民爲 一一 綱領 之 1 1 とき は、 其のお しひ 

c、  flfit- まこ  ノ ル  チーフ  キ じ  - 

れ も！？ S な。 ろむ る處少 きとき は 其の 器識 不二 寛大 1 を 以て、 人君の 器と 難レ言 也。 ； 大地の 始終す る、 

皆 萬 物 生長 收藏の 用に して、 更に 天地 自らの ためにな す處 なし、 ここ を 以て 又 長久 也- 

1^1。，；：^ 天地の よく 萬 物の ためた る は、 爲 たらん と 云 ふに あら ざれ ども、 不， 得レ已 して 覆うて 

行 皋說の 根本 ク ハジ ルル  キ ツル 

^ ぼお 、卜 無レ 外、 載せて 無 A 棄に いたれる 也。 天下の 大寶 とならん 處 を修敎 なくん ば あるべ から 

^^^.K ざれば、 人君 ここにお いて 其の 綱領 條目を H 夫す るに あるの み 也。 

す ベ し 

九 四 將 帥の 字義 


師曰 はく、 人の 長を將 帥と； K へり。 將 帥の 二字と もに ひ きゐる とよめ り。 ひ きゐ る- 

と 云 ふ は、  萬 人に 先 だち て 其の 撫育 敎 導すべき 道を詳 にして、 心 を 正し 身 を 修めて 萬 

人の 手本と なり、 人 を 導きて 善に 入れし むる の辭 也。 此の 德智 あらず して 人 を 引率せ 

ん事 は、 自ら 陷弃 のおと し 穴に 入る る 也。 これ 將 帥の 二 字義に 相違す るな り。 古人 文. 

字 を 制しよ み ご ゑ を あら はし、 名目 を 以て 其の 事に 名づ くる、 一 つと して 其の 所爲ぁ 

ら ずと 云 ふ 事な し。 人を敎 ふるゆ ゑん 甚だ 切なる が 所， 致 也。 

九 五 人君 は大 下の 規範 

師曰 はく、 人君 は 天下の 規範 也。 天下の 間 至って 廣く 至って 大 也と 云へ ども、 人君 

の好惡 によって 萬 民好惡 をな 十 こ と 古より 然り。 堯舜犬 下 を ひ きゐる に 以, 仁して 民. 

これに 從ひ、 紂 天下 を ひ きゐる に 暴 を 以てして 民 これに 從 ふとい へり。 ここ を 以て 

云 ふ 時 は、 人君の 言行 は 天下の 言行 なれば、 私の ために 行 ひ 私の ために 云 はば、 天下 

の 人 皆 己れ が 私 を 立て、 言行と もに 己れ を 利 せんとす るに 至るべし。 遠く 天地の 問 を 

以て 云 ふとき は、 一年 三百 六十 日の 間、 四季の 轉變し 風 寒昝？ i の往來 し， 震電雷 動し- 

君 道 十一 治談  三 〇 九 


山 鹿 語 頻卷第 十一  三 一 〇 

雨ふり 雪く だり、 霧お ほひ 設の たなびく 迄、 聊か 人物の ためなら ずと 云 ふこと なく、 

日月の 晝夜を 照らし 東西南北に 右轉左 して 行 道 十る こと ー自 ひの 間斷 あらざる も、 行 

く 水の 晝夜 をと どめず して. 一 K  . 湘 日夜 東 流し 去る こと も、 いづれ か 自らの ためにす る 

處 ある や。 是れを 至 公 至 正と いへ る 也。 天地 を 以て 準則と し 父母と なし 玉 ふなる 人君" 

何ぞ 私の ために 言行す ベ けんや。 然れば 一事 一物の わざまで、 皆 天下へ うつし 其の 事 

に 弊 あらざる を 以て 鑑 としてな さば、 .R: 然に萬 人の 規範と 可， 成 也。 一の 家 を 立てば 

家 を 以て 尊卑の 差等 を わかち、 便 用 要害 を 利して 自らの 身 を 安んじ 目 を 喜ばしむ るに 

不レ 至、 衣服 を 制する とき は 貴賤の 次第 を 表し、 自由 を 宜しくし 周旋 を 心に まかせ、 

其の 德を 表し 其の 能 を あら は 十、 食物 用具に 至る まで 各.' 然り。 如い 此 なるとき は、 

玩 好の 器 自然に やんで 天下 皆 淳朴の 德に ：！ し、 物 各-中， 度、 百ェの 費な く 農業の 闲 

なし。 是れ 人君 身の 私する こと あらざる が ゆ ゑ 也。 若し 身 を 私して 犬 下 を 以て 放逸 を 

なさば、 人々 佚樂を 好んで 法令 更に 立つべからず。 孔子の 先んじ 勞 すとの 玉へ る も、 

以レ身 天下の 規範と する の ゆ ゑんなる ベ き 也。 


九 六 安逸 は 人君の 廢業 

師曰 はく、 安逸 者 人君 之廢業 也。 舜は鶴 鳴きて 孳々 として 善 をつ とめ、 大 IS? は寸陰 

しゃくへ き  (1 一一)  ッ ァ シダヌ , 

に を尺璧 より 重んじ、 成 • 周 公 皆 坐して 待 レ且。 人君 安逸 を 好んで 四體を 安んじ 逸 欲 

し& して 

MO"ib"^r を ほしいまま にす るの 志 あるとき は、 天下の 治 道 ことん \ く 身の ため を 思うて 天下の 

ふ。 書 經太甲 ル ハ 

上に 「伊 尹 乃 ため を 不レ思 也。 臣を 撰んで 事 を まかせ、 政 を 出して 令 を 示す 事、 ひたすら 是れを 以て 

言 曰 チ王： is 

p^,i^,^. 萬 民 をお さへ、 人君の 業 を臣に まかせ 政 を ゆだねて、 其の 身 は 日夜 游宴を ことと する 

但し 孟子 離 下 

g 第： y 卑 にも になれ る 也。 故に 臣始 はつつ しむと い へ ども 後に は 放逸 を 事と し、 君の いろ ひなく 己 

坐 W むレ且 の 

Ml 異る^ が 威の 逞し からん こと を 欲して、 黨を 立て 徒 をむ すび 依： £ 偏頗 を專ら とし、 つ ひに は 

局寸 陰ん * 一 惜し 

み 精勤 を 意味 悪逆無道 をな すに 至れる 也。 是れ 人君の 安逸 を 好んで 事 を まかす るの 過ぐ るが ゆ ゑ、 

す 

臣 をして 惡に陷 らしめ 民 を 困究に 入れし むる 也。 されば 人君の 業 を はかり 其の 職を考 

へ、 聞 (くこと) を ひろくし 視る こと を 遠くし、 四海の 廣き萬 里の へだたれ るまで も 其 

の 情 を 可, 通の 思 入 まし/ \ て、 其の 法令 を詳 になし 玉 はば、 天下 長久に して 人臣 こ 

こに 愼み、 政令 尤も 理 にあたって 業 日に 盛に、 其の 身までに 不 ぃ留、 子孫に 至る まで 

天子の 德を 永久なら しめ 玉 ふべ し。 古の 周公且 は、 髮 あら ひ 玉 ふ內、 食し 玉へ る 時 
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あた 

に 中 りても、 天下の 用事 訴論 ある こと 来れば、 其の 間 を またせず して 對 決せられ しと 

-中ム ¥ 

にや。 今 を 以て 云へば、 髮を あら ひさし 食 をく ひさす までの 事 は 至ってせ は/ \ しき 

に 似たり とい へ ども、 さしもの 大聖 人、 天下の 政に おいて いささか 私 を ゆたかに 不 

レ爲 のた めし、 末世の 手本と 可レ鑒 也。 まことに 髮 あら ひさし 食く ひさす 事 は、 遲 くて 

も 何の 害 か あらん。 是れを 逞しく せんと 思 ふ は、 是れ^!11らをゅるゃかにして私を奉ず 

る ことの 厚き と 云へ る 也。 是れ 等の 輕事 にさへ 其の 心 入 如 レ此、 况ゃ 人君 身の 安逸 を 

ことと して 世の 盛衰 民の 安否 を不， 顧 は、 犬なる ひがごと 也。 安逸 を 事と すれば 職業 

つとめられざる もの 也。 勤レ業 慎, 事 もの も 安逸に は 入り やすし、 安逸 を專ら として は 

勤 厚の 事に は 入る ことなり 難き もの なれば、 一 たび 安樂 を 味 は へ て は 人君の 職業 遂に 

廢 して、 其の はて/ \ は國 亡び 家 敗る るに 至る こと、 古今の ためし 多し。 殷紂 炭樂 

ル カラ 

が 天下の 惡 王と なれる も、 一旦に 安逸に 至る に は ある 不レ可 なれば、 早く 其の 機 を 知 

りて 是れ をつつ しむに あるの み 也。 

九 七 人君 は 自恃を 以て 大 失と 爲す 


師 嘗て 曰 はく、 人君 以 一一 自恃 1 爲ー rK 失？ 自恃と 云 ふ は、 さしあたりて 別條 なき を以 

よろ-つ 

て 遠き 慮の あらず して 心 易く 思 ひ、 長る る 心 あらず、 是れ 萬の 邪義の 起る 本 也。 天 を 

おそれ 地 をお そる る は、 天地 を 以て 父母と する の 心なれば、 云 ふに や は 及ばん。 萬 民 

は 君の 恩惠に 因りて 立つ もの 也と いへ ども、 萬 民 そむく とき は 君 君たら ず、 是れ 君の 

民を畏 るる ゆ ゑん 也。 世の 長久 太平 は 君の 政に よる 事 なれ ども、 太平な りと 賴んで 怠 

らば 亂の出 づる基 也。 無病 をた のむ ゆ ゑに 病 を 早く 受け、 知惠 をた のむ ゆ ゑに 人に 詐 

ら るる を不, 知、 臣下 を 恃むゅ ゑに 威 を 奪 はれ 奸曲 ある を不レ 知、 悉皆 以ニ 自恃 1 爲ニ大 

書 終の 失 一 ゆ ゑに あらず. や。 周 公の 無 逸の 書に、 商の 三宗國 をう くるの 全き こと を稱 して 畏 

而已 との 玉 へり。 長の みとい へ る 1 一 百、 まことに 萬 代人 君の 戒と 可レ謂 也。 長る る 心 

あらまし かば、 上天 心に うけられ 下臣 民の 情に 通ず。 古の 聖君皆 以て 長る るの 一字 を 

宗 とせり。 治 易, 忘， 亂、 安 易， 忘， 危、 文易レ 忘， 武は 世間の 常 なれば、 毎 事 自恃は 怠 

の もと 也と 可, 知 也。 

九 八 先君の 業を恃 むべ からず 

君 道 十 一治 談 /  三 一 三 


( 一 ) fi 德秀、 

宋の诚 城 山人、 

字 は IS 元、 後 

ち景 希と 改む。 

慶 元の 進士、 

现宗 のとき 泉 

州 上 51 州に 知 

たり、 次いで 

钩林 mi 士 とな 

り、 政事 

も 拜，」 て 卒す" 

文 忠と諡 す」 

又 學；！ G にして、 

世に^^山先生 

と 稲 すん 朱 子 

の 派な り。 

大 藥衍義 •  ！S 
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師曰 はく、 先君の 功 を 賴んで 今日の 業 を 不レ勤 事、 甚だ あやまり 也。 先君の 功 を 思 

はば、 〔1 君 彌-^ 德を つとめ 業 を 守りて、 天下の 安泰 を 志と すべき 也。 天道 は 無 j: 吊、 

唯 だ 善人に くみする と 云 ふ は、 古の 格 首 也。 先祖の 草 業 あからさまなら ざるに、 今日 

その 業 をす てて 國を失 ひ 世を亂 さん 事 は、 名利に ついて 云 ふと も德 業に 因りて 云 ふと 

も、 繼ニ其 志 一の まことと は 難. 言 也。 西 山眞氏 曰、 大\5 ^之 功與ニ 天地 1 並 錦、 及 一 S 世大 

康ー 以ニ 盤游之 樂ー遽 至， 失 レ國、 天命 之 靡， 常、 而 前人 之 功不， 可 A 恃、 实、^ 如， 此 といへ 

り。 凡そ 人 は當座 さし あたれる こと をのみ 心と して 遠き 慮 あらざる を 以て、 やや もす 

れば 事を恃 むに 至る こと、 甚だ あやまり 也。 

九九 人君 下僕 勞 逸の 差別 

師曰 はく、 世俗 皆 曰 ふ、 貧賤に して 位な き ほど 祿少 くして 勞役 甚だ 多し、 祿重 くし 

て 位高 け れば 常に 安樂に して 勞役 する 事 少しと。 是れ 甚だ あやまれり。 凡そ 勞役 する 

に 形 あり 心 あり、 形を勞 役す る もの は 易く して、 心を勞 役せ しむる は 難， 成。 位な き 

5^^^のものは、 一日の わざ をつ とめて 形を勞 役す るまでの 事 なれば、 日出で てつと め 


日 入りて 息 ひ、 更に 內に 了簡す る 事 もな く 知慮す る 事 聊かな く、 定まれる 業 をな し 人 

の 云 ふこと を つとむる まで 也。 すでに 位 あり 祿 あれば、 それに 隨 順して 叉 其の 業む つ 

かしく、 知慮 を 廻らし 了簡 を不, 加ば ならず。 況ゃ郡 國を領 し 天下に あるじた るの 主 

君 は、 萬 民に 業 を敎へ 群臣に 法令 敎戒を まう け、 其の 過不及 を ひとしく して、 便用不 

レ滯、 要害 を 利し、 上 能く 安んじ 下 能く 樂 しまん こと を 謀りて、 あらかじめ 時機 を 察. 

し 其の 微を 抑揚す。 是 れ皆德 知の 相 熟する より 出 づる處 なれば、 德を ねり 知を廣 くす 

るの 修行、 聊か 間斷 あるべからず。 身 安く 富 さかえて は 一事の つとめ もな りが たき も 

の 也。 貧に して 賤し きとき は、 可 レ樂事 ありても 其の 用不レ 足ば、 おの づ から 心 を ひく 

べき 緣も 不, 起 也。 富貴 自由にして は、 目を悅 ばし め 耳を樂 しまし むる の 物 常に 多き 

を 以て、 しばらく 間斷 すれば 則ち 放逸に 陷る 也。 ここにお いて 心 を 正し 意 を 誠. にして 

德知 をね らんこと は、 彼の 眞勇 にあらず して 難, 叶 こと 也。 平泰時 云、 有 ニ貧而 不；， ！ 

無二 富 而不リ 黐と。 世俗 皆 以て 此の 弊 あり。 これ を相勸 むる こと、 豈凡 下の ものの 四 

胶を勞 役す るに 同じ からん や。 rn- つ 又 凡 下の 者、 其の あた ひ を 得て 其の 勞役 をな さず 

んば 必ず 罪に 陷 らん。 富貴の 人祿 あつく して 職業お こたり、 人君 常に 安逸 を 事と して 
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其のつ とめ あら ざらん は、 人 是れを 不レ資 と 云へ ども、 1K 道 明鏡に して かくすに. H な， 

し、 其の 罪の がるるな けん。 凡 下の 勞役 を責 むる のす こしきに 同じ からん や。 世俗 皆. 

其の 形に 因りて 其の 見 を あやまる 也。 

loo 人君 は 小節 を 顧みざる の辨  Z 

師曰 はく、 世俗 皆 曰 ふ、 人君 は不. 顧 二 小節； 腰刀 を 指す といへ ども c ら人を 殺す に 

至るべからず、 兵器 を設 くと や- f へど もみ づ から 是れを 用 ふること あるべからず、 然れ 

ば 其の 捲へ かざりに 心 を不レ 付、 刀 はきる る を 本と し、 兵器 は 用 を不， 詳 とも 可也。 -IT 

敷 衣服の かざりまで 皆 以て 然り。 若し 是れ を詳 にせん とならば、 悉く 小節に して 大德 

を不レ 知と。 是れ 其の 辭理 あるに 似て 甚だ 本意 を 背けり。 凡そ 文事に は 武備 を不， 忘 は 

古の 戒也。 天下 を 以て 武備 を 正す とき は、 四夷邊 境に 寇 する ものな し、 國を 以て 武備 

を 正す とき は 國に亂 逆不, 生、 家に 武備 を まう くると き は、 禍蕭墻 に不， 起。 而 して 人 

君 身に 武備 を まう け、 己れ に 腰刀 脇 指 刀 を 用 ふる、 是れ まのあたり 非常 を 禁じ. E 身 を 

守る の戒 也。 これ を 小節と 云 ふべ からず。 一人の 武備 を詳 にして 天下に 推し、 天下の 


武備 を ちぢめて 一 人と す。 刀 はきる る を 用 ひて 其の 裕へ かざりに 不レ 付， 心と 云 ふ 事、 

さも ありなん や。 值し 刀の 法 を 糾明す る 時 は、 一 ケ所 として 不, 入所 あるべからず、 

皆 刀の 利 を 用 ふるに 叶へ る 描へ あり。 絲の 飾、 ぬりの いたし やう、 金具の 制 は、 其の 

利 を 本と して、 其の 飾 は 各 > 貴賤の 禮 あり。 一物 一事と して 究理す る處 薄き とき は、 

人君の 用 物に あらず、 天下の 規範と 不レ 可レ成 也。 居 宅 衣服の 制に 至る まで 皆然 り。 座 

敷 は 身 を 入る るに たれり と 云 ひて 其の 飾り 描へ を 不レ詳 は、 又 人君の 制に あらざる 也。 

唯だ不 A 入所の 末々 に 心 をつ くし、 本末 を 取りち がふる 處 ある、 是れ 小節 細謹と；； ムへ 

るに なれる 也。 天下！： 家より 一 身に 至る まで、 其の 盈縮 はか はりて 其の 本 は 一 也。 然 

れば 一 事と 云 へ ども、 その 本 を 糾明せ ざると き は 皆 其の 用虛 となる 也。 其の 用虛 なる 

とき はこれ を 用と 不, 可, 爲がゅ ゑに、 實 ここにな し。 實 あらざる とき は 人の おどしみ 

せ 物に なりて、 詐僞の所，^^、 風俗の 所， 廢也、 聊か 不レ 可レ怠 也。 如何なる を か 小節と 

可レ 云。 本を棄 てて 末 を 追 ふ、 是れ 小節 也。 本を棄 てて 末 を 追 ふと 云 ふ は、 天下 國家 

の 用事 規範 を さしおいて、 一 身の ために 利 を 全くし 奉, 身是れ 也。 さしあたりて 可, 詳 

事 を さし 置きて 遠 久の事 を 先んずる の 類 は、 前後す る ゆ ゑん を不， 知と 可レ謂 也。 
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(一) ^終 周 

頃、 維 天 之 命 

に 「維れ 天の 

<5 叩、 於穆 とし 

て已 ます」 と 

出づ。 天の， 命 

は 天の 道と 同 

じなり 

(二) 易の 爻 

も 貴賤の 位に 


九 五 を 人君、 

九 二 を士 とす。 

乾卦の 交に 本 

づきし 解 if な 


一 0  1 人君 は勞 する 所 あり、 佚す る 所 あり 

師曰 はく、 人君 所， 勞、 あ， 所， 佚。 可， 勞を 勤勞し 可， 佚 •  を 佚 するとき は、 大本 條 

目立ちて 本末 正し. き 也。 黄 帝垂ニ 衣裳 一而 天下 治と いひ、 無事 而 天下 治と いひ、 三皇は 

無言 而化流 二 四海 1 と 云へ る は、 是れ可 レ勤を つとむる ゆ ゑに、 事の 新に なすべき なく 

一一 目の 新に 可レ 云な き 也。 堯の 々とつと め、 舜の孳 々として 勵 ます、 是れ 人君の 所レ働 

を つとむる 也。 無事と- K ふ は、 燕 安佚 樂を 好んで 欲 を ほしいままに する を ニム ふに あら 

ざる 也、 叉淸靜 を專ら として 空 寂 を 事と する にあらず、 唯 だ 大本 達 道の 大體 を. 止して、 

世知 利口に わたらず、 常に 寛仁 大度に して、 其の 器 識廣く 物 を 容れて 能く 十る に堪へ 

たる 也。 是れ 其の 所， 可， 勤に 勞 して 其の 所， 可， 佚に 快 十る 也。 たと へば 犬お ほひ 地の 

載す るに 同じ。 天 は 遠く 行 道して ああ 穆 として 不レ 息、 地 は 萬 象 をのせ て 一草 一木の 

微細なる まで 不， 殘、 土の あらん 所に は地氣 運り て 其の 生々 を 遂げし む。 人君 九 五の 

位に 居て 大德を 施し、 人臣 九 二の 下にう けて 能く 詳に 下情 を盡 す、 天地 交泰 して 萬 物 

なり、 君臣 相 和して 萬 機 明なる に！： じ。 然れば 君 は 紀綱を 明に して 臣は條 目を詳 にす 


るに あり。 若し 人君 紀綱 を廢 てて 條目 を詳 にせん とならば、 其の 勤勞 する 事 ことん \ 

く 小節に して 臣の職 を つとむる 也、 大 却って 地の 載す る こと を 掌る に 均し、 勞而無 

レ益 のみに あらず。 元首 叢胜 哉、 股肱 惰哉、 萬事墮 哉と 云 ふ 阜陶が 諫を可 也。 如何 

なる をか紀 綱と 云 ひ 大本と 云 ふべ ければ、 求， 賢任レ 人に ある 也。 天下の 大、 四海の 廣、 

一 日 萬 機の 政 あり、 是れを 一 人の 聰明 才力 を 以て 見聞 覺知 せんとな らば、 一 生 を 終 は 

ると も 一通りまで もしるべからず、 眼力の 所レ及 知識の 所レ至 各.^. If レ限、 況ゃ 百年 を 

一期と すると も壽 命に 有」 疋、 つ ひに 難， 究事、 是れ 又不， 得レ 止の 道理 也。 然ると き は 

博く 人才 を 求め 天下 之 賢 を あつめて、 諸 官を備 へ 諸 役 を與へ て廣 二見 聞 1 明 n 賞罰 一して、 

ともに 天下 を 治平す るに あり。 如， 此 とき は 人君 自ら 無爲 にして 天下の 萬 機 ここに 治 

まる 也。 孔子 曰、 無爲而 治者 其 舜也與 、夫 何 爲哉、 恭 ， 己 正南 面 而己 とい へり。 次 

に 古の さかし き 人に も、 其の 身 萬 事の 政 を 親 決して 日夜の 暇な く、 つとに 興き 夜に い 

ね， 朝政に 不レ 怠の 君 あり、 是れ又 時代に か はりあって、 土地 人民 之 風俗 不二が ゆ ゑ 

也。 理を 以て 云へば、 擇レ 人で 事 を まかせば、 唯 だ 南面す るの みに して 天下 化すべし。 

事 を 以て 云へば、 天下 草 業の 功な りて 未， 及 二 得 レ人之 全； 法令 未， 詳、 制, 事 未 A 明と き 
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(1) {必 不齊、 

{+ は +賤、 魯 

人、 孔 f 十の 弟 

子。 曾て 單父 

も 治め 善 功 あ 

更父 侯に 

封 ぜらる 

f  二)  馬 施、 

学 は 期、 魯人、 

孔子の 弟子" 

曾て S 阜父を 治 

むる に 大いに 

力 む 

(三) 三國時 

代 蜀に仕 ふ。 

荧 門待郞 • 待 

中 •  S 第 •  ^ 

書 令 • 盆 州 刺 

史 となり、 成 

鄉 侯に 封ぜら 

る。 後に 魏の 

降人郭 傾に 殺 

さる 

(E) 漢の高 

祖も 助けた る 

人、 功 第 一 と 

稱す。 侯に 


(五) 蕭 何と 

共に 漢の 高祖 

も" 捕け、 功に 

よ 平 陽 侯に 

封ぜら る。 蕙 
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は、 事 無二 大小 一親 決し、 其の 敎令 を： 番 にせ ずん ば あるべからず。 ここ を 以て { 必子賤 が 

一、、 二 一 

單父を 治む る、 つねに 琴を彈 じて 身不， 下， 堂して 單父 治まり、 巫 馬 期が 單父を 治む る 

は以， 星 出以， 星 入、 日夜 やすん ずる ことの あら ざり き、 而 して 單父 治まる。 所 は 同じ 

地に して 治む るに 勞佚 ある こと は、 任， 人と 任 t 力との 替り 也と い へり。 孔 明が 治レ蜀 

(一一 一) 

事 無二 巨細 ー咸親 決して、 流汗して 日 を 終 ふといへ り。 費椅っぃで蜀を：^めめしには、 常 

に 朝に 政 をき いて、 其の後 は 賓客 を いれ 人の 歡を盡 せり、 是れ 何の 故ぞ や。 時に 草 業 

斗 うか 

守成 あり、 事に 始終 あるが ゆ ゑに、 孔 明は勞 して 費撺は やすんじ、 蕭何は 法に 勞 して 

{五) 

曹參 はこれ を 守る、 各.' 時 異なれば 也。 徂 だ勤勞 して 詳に 察する は、 其の 質 中 村な り 

と 云へ ども 其の 弊 寡し、 逸に して 不レ 明ば、 其の 質中材 なるとき は 必ず 弊 あり。 能く 

時勢 風俗 を 明に する にあら ずん ば、 逸勞を かたつ かたに 落 著す ベ からざる 也。 

IO 二 不明に して 察 を 好む 

師曰 はく、 不明 而好匕 察、 是れ 暴君の 世 を やぶる ゆ ゑん 也。 不明に して 好， 察と 云 ふ 

は、 人 をえ らんで 官を 任ぜず、 任ずれ ども 是れを 疑って、 或は 自ら 事 を 決し、 或は 将 


迎の心 を 設けて 人の 心 を 疑 ふ。 是れ內 に理に 迷うて 本源 を 不レ明 を 以て、 自分の 知 を 

立つ るが いたす 處也。 凡そ 知者 は學 をね り 物に 渡りて 其の 修練 こまやか なり。 物の 理 

を不， 究、 學を 不二 糾明！ して 出す 處の知 は、 ことん \ く輕 薄に して 遠き 慮な きもの 也。 

遠き 慮 あら ざれば、 利口 伶俐に して 唯 だ 眼前 を 快くす る ゆ ゑに 始終の 考 なく、 奸臣權 

を 取り 利口 辯 佞の もの 事 を 用 ふる を 以て、 大臣 賢 材の輩 は 自ら 官を 去りて 政 を か へ し 

て隱居 放言の 身と なる ためし、 古に 其の 例 多し。 おろかに 材薄 くして、 大臣に まかせ 

て 世の 長久なる は、 多く 邪知 輕薄 を專ら として 世 を 失へ る こと は 多し。 彼の 殷紂 も智 

一一 以担. I 諫、 一一 一一 n 足ニ以 飾,， 非と い へれば、 自らの 知 を 先立て 人 を 疑 ひ不， 用が ゆ ゑに、 

諫め 行 はれず、 我意 次第に 增 長して、 つ ひに 國 亡び 世亂 るるに 至れる 也。 すべて 察す 

る 事 あら ざれば、 不二 見聞 一の 所 を 窺 ふこと 難い 叶、 大臣 をえ らんで 政 を 任ずる とも、 

猶ほ 自ら 察する 處不レ 足ば 臣に 威を盜 まるる こと 多し、 事 叉 人君 親 決する の 品 あるべ 

し。 如， 此處 を詳に 料簡して、 或は 観察し 或は 親 決する、 是れ 人君の 明 也。 此の 明な 

る 處！^ レ tn| が ゆ ゑに、 其の 察する は 疑惑に 落ち、 其の 親 決する はせ は/ \ しきに 至 

る 也。 然る を 以て、 不明に して 去レ 察ば 臣威を ほしいまま にし、 不明に して 不二 親 決 I 
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ば、 百官 職に 怠りて 諸 奉行 奸曲を かまへ、 萬 民 皆 依估 偏頗の 沙汰に 及んで、 富める も 

±)  政 の は签丄 富み、 貧しき もの は签. 'まどし、 世上 安き に似て 怠る に 至る。 唐 太宗曰 >  隋 

要卷 一 政體に  / 

„.KSM^^ 文 帝 不明 而宜 C 祭、 不明 則 照 有， 不&、 喜 レ察則 多， 疑-一 於 物.； 事 皆 自決、 不， 二 群 

臣 1 といへ り。 

一 0 三 好惡 する 所 を 慎む 

ハ リ ムニ ヲ カウ ヲスル 

師曰 はく、 人君 在：， 愼：， 所 二 好惡？ 人君の 好 惡を視 て奸臣 これ を 窺 ふ はよ の つねの 事 也。 

好む 處を こしら へて これ を 以て 君の 心を僞 り、 惡む處 を きら つて 君の 心に い らんと 十 。 

推して 萬 民の 心 は 皆 其のつ よきに 隨ふ もの なれば、 人君の 所， 1 好惡； 尤も 下の 情の 所 

レ繁 也。 奸臣 君の 心 を はかり、 しきりに 媚を 入れて？： i をな す。 人君 好む 處に 溺れて 一 

度權を あた ふるの 後 は、 叉 是れを 奪 ひがたき もの 也。 人心 は危 くして 惡に 入る 事 速 也， 

中に も 名 根 利害 は 人の 溺れ やすき 處 なる を 以て、 人臣つ ねに 拔 群の 生 質 ある も、 君 を 

詐 りて 權 をと り 欲 を ？_ゅー しく せんこと を 思 ふ は、 人情の 所レ 惑な り。 ？仇ゃ 彼の 利害 を ひ 

た すらに して これ を不, 得を愁 ふるの 輩 は、 其の 好 惡の機 を 察して 君の 惡を迎 ふるに 


お- S'f  s 上ゥ 

^  %H  篇 

參に第 
張! ほ 前 出 荀ニ& 

m  iii づ -了-  m 孫 


一た) の 太 る 也。 故に 愼レ所 二 好惡ー こと を專ら とする 也。 太宗 曰、 群臣 旣知ニ 主意； 惟 決取受 

レ成、 雖レ有 ニ愆違 1 莫ニ能 諫爭； 此隋 所ニ以 二世 而亡 一也と 云へ り。 尤も 可レ戒 こと 也。 

10 四 王 覇を辨 ず 

はしゃ  (三) ハク テ ヌル ヲハ タリハ ズ 

- 師曰 はく、 天下の 治 道、 王道， 伯 者の たが ひ あり。 孟子 曰、 以レ カ假レ 仁者 霸、 覇必 

,1  ッ  ヌ  テヲフ 7 ハク リハ  タ ヌハ テシ  ヌ  ハ テス  ヌ  グ 

ェ 有 二 大國； 以， 德行， 仁者 王、 王不， 待， 大、 以ニ 七十 里 一 文王以 二百 里 一と 云々。 先 儒 曰、 

一  リ わう は  (wn  ス 中ーリ クリ 

自レ古 王 伯の 論 多くして、 孟子の 深切 著明なる にしく ことなし。 されば 苟子 は粹而 王、 

T1 ： i  ^<  ハク ニメ クリ  わ 5 は 

&翅 t^i. 駭而霸 と 云 ふ。 粹は純 全の 義也、 馼は雜 也。 粹 の 二字 を 以て 王 伯の 分と する 也。 漢 

「：、に。修|^と  (五)  ォモ ヘラ ク ノー ーズ  ヲ  ニス ルハヲ スト  ト  .  ハ- -ズフ  7 

世 1 の 董仲舒 は 以爲、 其 先二詐 力, 而後 n 仁義 1 爲， 一 伯 者？ 司 馬 光 は 王者 純 用 M 公道 一とい へり。 

Jffll 「； I 張 南 軒 は 王者の 政 皆無， 所， 爲 而爲， 之、 伯 者 则無， 非： 一 有， 爲而然 一也と 注す。 眞西山 は 

一 gnw 參 照  ハリ トレ- - ： ：  (-0  /  テノ ルプ  二 ヒ 

(八 ) I- 王 伯 之 辨在二 德與, 力：！ 也と 云 ふ。 陳潜窒 は 王伯兩 字、 以ミ 其爲ニ 天下 之 王 1 故、 謂， 一 

m;^? ほ レ 7  チノ  ノル プ ノー  7  、， レ  ： 

0,  之 王； 以 H 其爲 二方 伯 1 故、 謂 二 之 伯； 三 王 之 至 公、 五 伯 之 智力と 云へ り。 先 儒 王 伯 之 

野に 在りて 子  ク ノ 

弟 も敎 ふ 論ずる 處 如レ此 にして、 其の 本源 は 孟子に 本 づけり。 天下 國 家の 政道より 一人 一身の 

言行に 至る まで、 其の 誠 を 推す とき は 王 伯の 差別に 不， 可レ出 也。 然れば 王道 を 以て 政 
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務を なすと き は、 其の 基廣く 根ざし 深く して 化 四海に あまね し。 伯 者の 術 を 以て 十る 

とき は、 其の 所 レ蒙淺 くして 風俗 ここに 衰 ふる 也。 如何なる を か 王 近と- ム はば、 上 犬 

の 時に 法と り、 下地の 儀 を かたどり、 中 人事に 隨 つて、 國土萬 民の ためな らん 所 を以 

てす る、 是れを 王道と 云 ひ、 自らの 身 を 立てん こと を 先と して、 阈を 利し-: ¥を璺 にす 

る こと を 本と する、 これ 伯 道 也。 王者 は 四海に 儀形して 大 下の 規範と なり、 ：5 は 方：^ 

にして 一方 を 司 どる、 其の 職 かろく 其の 器狹 し。 ここ を 以て- ム ふとき は、 王者 も. 力 を 

可， 用 所に は 力 を 用 ひ、 欉謀を 可， 假 所に は權謀 を假 る。 王者 必ず カを不 t 用、 權謀を 

不レ假 と 云 ふ は、 是 れ偏說 也。 唯 だ カ與， 德を 以て 論じ、 正道と 權 謀と を 以て 論ぜん と 

ならば、 力と 權 謀と は 伯 術 也、 德と 正道と は 王道 也。 凡そ "大地の 間の 事物 皆 大 下の 用 

たり、 德と 力と 正道と 權 謀と、 ともに 人 問 世の 一事に して、 本末 先 後の 差^まで 也。 

大聖 大賢 は 本末と もに 擧 ぐるが ゆ ゑに、 世の ため 人の ためなる とき は、 微細の 事も不 

レ 勤と 云 ふ、 ことなし。 王道の 心 を 以てすれば、 四海 悉く 大地の 準則 を 川，：：： て、 五倫に 五 

敎 ある こと を 知りて、 天德を 成就す るに 至るべし。 伯 者の 政 は、 民を敎 ふる はこれ を 

用 ひて 自らの 利 をな さんがた め、 阈を 富ましむ る は 君を璺 にせん が ためにして、 究ま 


る 處皆身 を 立つ る を 本と す。 故に 仁義 正道 を 盛に すと 云へ ども、 權謀術 數不， 用と も， 

其の 本と する 處 大地 各.^ 別 也。 王者の 政に よらば 風俗 自然に 淳朴に して、 人々 皆 賢 

レ賢老 レ老、 親， 親 幼 . 幼に 可， 至 也。 怕 者の 政 をな さば 人々 利レ i として 不レ 奪ば 不レ厭 

にいたり なん。 王； S は 治 道の 本源 也、 不レ 可， 忽也。 後世に 及んで 王道 はす たれ、 们者 

は 一等 を 降りて 直に 利害 を ほしいまま にす。 されば 臣 として 君を弑 し、 子と して 父 を 

なみす るに 至りても、 是れを 恥づる 心なく、 專ら利 を 退し くす るに なれり。 况 ゃ戰國 

に 及んで、 禮樂 征伐 を ほしいままに いたし、 阈異， 政 家 殊，， 俗にして、 政令 賞 誦 とり ど 

り 思 ひ/ \ なる を 以て、 更に 一定す る 事な し。 ここにお いて 天子の 威輕 く、 四海 大ー 

統の法 あらず、 尤も 可 二 歎息 一也。 すべて 人 は 人た る 道 を 知る が ゆ ゑに、 禽獸 夷狄に こ 

と 也。 師を 立て 敎を詳 にし 國 郡に 守 令 をお く 事- 皆 かれ をして 禽獣 夷狄に 至らし め ま 

じきの 本意 也。 王道す たれ 禮義 おとろ へ、 國々 家々 ほしいままに 利を爭 つて 五倫 五敎 

をし かざれば、 伯 者の 政道に も不レ 及して 夷狄の 風 をな し、 其のき はまれる は禽獸 に 

ひとし。 心 あるの 人君、 何ぞ王 伯の 別 を 不，！ 糾明 1 乎。 
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10 五 政に 體用 あり 

師嘗論 さ 政 有 ニ體用 1 曰 はく、 天下の 政道に 體用 ある こと を しら ざれば、 たと へ 承 平 

日 久しと 云 へ ども、 本末 をた がへ 先 後 十る の ゆ ゑん を 不レ知 もの 也。 政の 體とー K ふ は， 

敎 化する に以， 本して 政令 を詳 ならしむ- 是れ體 也。 用と 云 ふ は、 敎化 十る の わざ を 

へ 一一』 霞 糾明し 政令の 品 を 究理して、 其の 條目を 具にす る、 是れ用 也。 夫子の 爲レ政 以レ德 と 云 

へる は、 是れ紀 綱 を 立て 政の 體を 明に する 也。 されば 人君 身に 德を つみ 政に 體用 を考. 

ひろき  お ほき 

へて、 教化 政令 ここにと との ほり 條數 節目 詳 なるとき は、 天下の 廣、 億兆の 衆と 云へ 

ども、 すべて 一統して 不， 亂、 天 下 を ちぢめて 國 となし、 1： を つづめて 家と なり、 家 

を 約に して 身に 歸す。 北" &の 天の 中柩 にあって、 衆 星の 行 道 ことん \ く 北辰 を 守りて、 

遠近 長短 次第 節目の いささか 亂れ ざるに 同じ。 體を棄 てて 用 を專ら とする は 逐レ末 本 

を 忘る- 用を棄 てて 體を 專ら とすれば 本を贵 びて 末を棄 て、 人の 心性 を 云うて 氣血を 

S 李侗、 のこす に ひとし。 豈 聖人の 治 道 を 論ずるな らん や。 程 子 曰、 論， 治者 責レ識 レ體。 李 

世稱 して 延平  ハク  ズ  ス レバ シ ゲテ フ  ハク ノ  "テ 

^^M^., 延平 曰、 治道必 本末 備具、 可 二擧而 行？ 朱 子 曰、 天下 萬 事 有 11 大根 本.； 而毎事 之 中 叉 各 

子の. g なり C  リ  ノ  ナルハ  ヨリ ク, ヅル  ^^  ノト ハ  チズ  -ー 

文 靖と諡 す 有 二 要 切 所； 所謂 大根 本 者、 同 無， 出 二 於 人 主 之 心 術； 而 所謂 要切處 者、 則必 大本 旣. 


立、 然後可 二 推而見 一也 云々。 各.^ 體用を 論ずる 也。 すべて 是れ 綱領 之大條 目の 詳 なら 

ん こと を 云へ り。 凡そ 政道 は 其の 時 を考へ 其の 土地 を はかり、 早く 人 機 を 察して 事に 

先んじて 政令 を 設け、 天下の 人 をして 不義 無道に 陷 らしめ ざるに あり。 是れ 政の 體用 

シ リ  ハク (1 一一) ミチ  ラス ヲヲ  キノ 

§  i 一致せ ざれば 難レ 成。 孟子 曰、 惠 而不， 知 レ爲レ 政と 云へ る は、 如レ 此の 心 にゃあらん。 

寞丁  f  Adl 章  セ 

紀綱 法令の 節目 をば 不二 糾明 一して、 時に あたって 民に 小 惠を行 ひて 民 をして 喜ばしむ. 

るの 類、 これ を 惠と云 ふ 也。 萬 民の ために 可レ成 こと を 致す を 政令と 云 ふ 也。 政 は 正 

也と 云 へ る 時 は、 其の 法 をお ほやけ にして 正しく 天 下の 利 を なすこと 也。 惠は民 をす 

ばか 

く ふ 事の すこし 斗り に 及んで、 すく はるる もの は 喜ぶ といへ ども、 本と 天下の ためな 

ら ざる を 以て、 其の 法 大に廣 からざる 也。 犬に 及び 廣く 衆に いたれる 仁政 は、 わけて 

喜ぶ もの は あら ざれ ども、 日月の 國土を 照らし 雨露の 萬 物に 布く が 如くに して、 聊か 

もる る處 なし。 是れ惠 と 政との 別 也。 天下 は 萬 機の 政 なれば、 一 事 一 物 ごとに 政體を 

正し、 其の 事物に ついての 切要たら ん處を 謀り、 政の 體用備 はり 本 未詳なる 如く 守る 

とき は、 治 道に 綱紀 正しき を 以て、 一綱 を あげて 萬 目 これに 隨. ふべ し。 故に 一の 變の 

出づ る、 一 の 事の 起る まで、 皆 根本 を 推し 其の 病根 を 索む るに 便 あり。 是れ 政の 體用， 
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を 論ずる ゆ ゑん 也。 

一 0 六 家 を 出で ずして 敎を國 に爲す 

yi^ 出 師曰 はく、 不 レ出レ 家而爲 M 敎於國 一と 云へ る 語、 大學に 出で たり。 是れ治 道の 要 法 也。 

luM? ノ 家 は 天下 郡 國の本 也、 H< 下と 云 ひ郡國 と：： ムふ、 皆是れ 家より 出で て 又 家に 歸す。 其の 

ゆ ゑ は、 家に 五倫 五敎 あり、 吉凶 軍賓 嘉の禮 あり、 其の 外大 下の 大禮皆 (豕禮 を 推して 

及ぼす 也。 土 あり 家 あり 人 あり 時 あり、 何事 か闕 如すべき や。 ここ を 以て 云 はば、 一 

家の 治平 を 調和な り 難き 時 は、 郡國の 衆、 天下の 大、 何 を 以て か 能く これ を 治平 せん 

や。 然れば 天下 郡國を つづ まやかに 致せる は 家に して、 家 を つづむ ると き は 此の 身 也。 

身 を 修めて 聊か 天地に 不レ違 人 を 聖人と 云 ひ 君子と 云 ふ。 身を修 むる の 人 天下 國 家に 

おける、 何の 有 レ不， 成ん や。 ^し 事に 大小の 差別 ある を 以て、 我れ に明智 あら ざれば 

小 を 推して 犬に うつす 事 雖レ成 もの 也と い へ ども、 家 をと との ふる 處の 分數 こまやか 

なる に 於て は、 不レ 移と 云 ふ 事不レ 町レ有 也。 其の上 犬 下の 廣 きを 一 々兒 聞し 盡す こと 

の あるべき やう あら ざれば、 窓 を不レ 窺しても 天 地の 不盡 なる 道理 毛頭 をた が へず 相 


つもる は、 人の 明智 より 成る 處也、 ？仇ゃ 天下の 間にお いて を や。 人君 遠く 外 を不レ 求、 

近く 家 を不レ 出して、 其の 敎を國 土に 推し 廣む るの 料簡な くんば、 事に 當 りて 初めて 

驚き、 物 出で て 後に 其の 制 をな すに 可レ至 也。 是れ唯 だ 天下の 事物に 制せられ、 ひろ 

く 四海 を 求めて、 つづ まやかに 家に 備 はる こと を不， 知 也。 

10 七 徒 善 徒 法 を 論ず  . 

師曰 はく、 徒 善 徒 法の 說 孟子に 出で たり。 民 を 愛し 世 をす く ふべき の 心有る を 徒 善 

と 云 ひ、 是れ 仁心と 云 ふべ し。 徒 法と 一 K ふ は 政 ありと い へ ども 其の 實 あらざる こと 也、 

是れ 仁の きこえい み じければ 仁 聞と 云 へ り。 此の 二 は 本末 を 兼備せ ざるの 政道に 必ず 

ある こと 也。 民 をめ ぐみ 國土 を寬 仁なら しめんと 思 ふの 心 ある は、 王者の はじめ 仁政 

の 出 づる處 なりと い へ ども、 仁心 を 推し 廣め て 事物へ 可レ 移の 度量 あらざる ゆ ゑに、 

仁心の みに してやめ り。 たま/ \ 聖人の 政寬 仁の 行に 相 かな へ る處 有る 人君の 政道 も， 

何 心なく 致し 成す を 以て、 其の 印も不 ，廣、 是れ各 * 徒 善 徒 法 也。 然る ゆ ゑん は 何故 

ぞと 其の 本源 を 索む るに， 必竟 其の 間にお いて 究理 十る 事の 輕 薄なる を 以て 也。 究理 
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の 道い かんして 可な らんと 云 へ ば、 我 知 を不レ 立して 賢者 を 招き 智者 を. 請 じて、 - 其の 

道々 を 尋ね 問 ひ、 世々 の 鏡と なるな り。 聖代 賢 世に 行 はるる 政の 品 々を糾 し、 今日 萬 

機の 間に 校 量して、 其の 相應 する 處を猶 ほ 能く 可， 考也。 學レ 文事 廣 きもの は、 (事 を) 

知る といへ ども 本 を不， 知 もの 也。 理 を專ら とする 學者 は、 理は高 盛 なれ ども 事を不 

, 知 もの 也。 博 文の 人 は 徒 法に 同じ、 走 レ理の 人 は 徒 善に ひとし、 いづれ も 其の 弊 多し。 

一向に 信用 難， 成 もの なれば、 事物の 理を詳 に 究めた らん 賢 知の 學 者に 尋ねて、 其の 

理を 其の 法に うつさば、 徒 善 徒 法に 至るべからざる 也。 すべて 人 皆 犬 地の 德を そな へ、 

其の 明知內 にかが やくが ゆ ゑに、 國家 を困究 せし むべき と 云 ふの 心 あらん こと は、 夷 

狄禽獸 は不レ 知、 その外の 人君た らん 人に あるべ から ざれ ども、 其のな し 用 ふるの 法. 

を不レ 知が ゆ ゑに、 心 斗り にて やみぬ。 人君に 不レ 限、 人のお や は 子 をよ からん もの 

にせん こと を 欲し、 人の 兄 は 弟の 人ら しからん こと を 欲すれ ども、 其の 道 を不レ 知ば 

やしな ひたく  ， 

思 ひたる のみに て やめり。 たと へば 植木 を そだて 養 はんに、 養 度 そだてて 見事に 致 

したき と 斗り 思 ひて 其の 仕樣 を不， 知ば、 そだつべき 樣 なく、 見事に 可， 成 所な し。 こ 

こに おいて 枝 をき り ちぢめ、 葉 をと り、 木 をう ゑ かへ て、 俄に 其の 形 を 見事に する こ- 


と 有れ ども、 本 を 養 ひ 手 入 を 致さず して， 急に その 形 をいた め 正さば、 一時 は 見事なる 

ベ けれども， 無レ程 本の かれ 根の くちて、 長久の 計になる ベから ず。 是れを 以て 徒 善 

徒 法の わがち を 可 二心 得 一也。 惣 じて 政道に 不レ 限、 見聞す る處 言行の 上に 心 をつ けて 

究理せ ざれば、 皆 徒 見 徒 閜徒言 徒行 也。 董仲舒 111、 曾 子 曰、 尊 二 其 所 1. 聞 則 高 明矣、 

行 二 其 所 "A 知 則 光大 矣、 高 明 光大 不レ在 二 乎 他； 在， 二 乎 加 一一 之 意 一而 已と。 まことに 心の 

付け所 不二 深切 1 を 以て、 究理す る こと 輕 薄なる が ゆ スん、 とりん，、 の 善、 品々 の 政 あり 

て も、 皆 これ 仁心 仁 聞に なりなん こと、 人君の 志 立つ 所に あるべき 也。 

一 0 八 政道 は預め 謀る を 貴ぶ 

或 人の 曰 はく、 天下 之 政道 は 萬 機の 品 多し、 事物に 因り て 其の 制 を 可， 出、 あら かじ 

め 是れを 定め 難 かるべき 歟。 師曰 はく、 天下 之 政道 唯 貴 ニ預謀 一也。 其の 故 は、 事の 來 

り 物の あって 後に 其の 政 を 制する は、 雨 ふって 笠 を 求め、 寒來 つて 始めて 衣服 を 制 十 

るに 同じ。 皆 事に おくれて 政 を 制する が ゆ ゑに、 敗れて 後に 其の 政なる にこと ならず „ 

天晴 るるとき は 必ず 雨 あらん こと を 知り、 夏 有る とき は 冬の 有る べき を 知る とき は、 
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皆 事物に 先んじて 政令 を 施す を 以て、 其の 所 二 政令 一本 末 相 合す。 然れば 大地の 物 則 を 

考 へて 天下の 事物に 施行 十る とき、 聊かた がふ 事 あるべからざる 也。 鏡 を內に Si て 犬 

下の 形 をみ、 鞍 を 家に 作りて- 大 下の 人 是れ に,^ る、 如レ此 事、 皆 其の 曲尺と する 處を 

木と して 其の 制を定 むる が ゆ ゑん 也。 されば 大：^ の 家 を 立つ る 事、 其の 身に 才智 あら 

ざれ ども、 定まれる 處 の準繩 規矩 を 以て 堂塔 伽藍 を も 建立して、 少しも 違 ふ 事 あらず 

彼の 良： i^、 堂塔 伽藍 を 作り 覺ぇ たると 云 ふに も あらず、 叉 才智 を 以て 其の 制 法 を究む 

るに も 非ず、 往古の 聖人 其の 曲尺 を 立て 傳來し 得 るの 後に、 終に この 大功 を遂 ぐるな 

り。 天下 國家は 堂塔 殿閣 也、 大_ はは 人君 也。 其の 間に 切礎緣 磨す る 事 ある は 萬 機の こ 

とわ ざ 也、 曲尺 を 以て これ を定 むる は 教化 政令の 本末 也。 ここ を 以てみ る 時 は、 天下 

草創の 功 成る の 後、 紀綱を 正して 敎戒. を まう け、 節目 を詳 にして 其の 法令 を 具にせば 

こと， 义く 後代の 規範と 成りて、 末々 に 味の 人君 有レ 之と も、 IK 下の 傾覆 あるべ か 

ら ざる 也。 草 業 は 一 且の 才智に 因りて 天下 を 開基す ると 云へ ども、 豫 謀の 心 あら ずん 

ば、 天下の 政道 皆 時の 人君の 心に まかす るに 至りて、 規矩 準繩 の可レ あなき が ゆ ゑ、 

不 レ待レ 年して 敗亡す るに 至るべし。 何 を 以てし か 云 ふとなら ば、 周 公の 大聖なる、 猶 


ほ 周禮を 立てて； f 儀 威儀の 物 則 を まう く。 是れ 豫め定 むる の ゆ ゑんに あらず や。 

一 0 九 治 道 は 簡易 を 以てし： g 碎を 以てせず 

師曰 はく、 天下 之 治 道以ニ 簡易 一而 不レ 煩碎 一也。 簡易と 云へ る は、 其の 大本 結 要 

の處 を專ら として、 末が 末の はてしまで を 索り 求めざる こと 也。 但し 末は棄 てて 成 次 

第に 可， 仕と 云 ふに は あらず、 本末 融通す る は 聖人の 道 なれば、 一夫 一民 も不， 得レ心 

と 云 ふこと なから しめざる は、 是れ 聖代の 政 也。 然れ ども 萬 物 萬 事に 前後 親 睐 遠近 あ 

る もの なれば、 先んずべき 事、 親しむべく 厚く すべき 所、 近き 方より 化する、 是れ簡 

易 也。 煩 碎と云 へる は、 先づ さし 置きて.？ なる 事 を 專ら詳 にす るが ゆ ゑに、 人勞 役し 

君 又 くるしみて 政に 無レ益 こと 也。 惣 じて 薄く すべき 所 を あつく すれば、 所，. HV 厚必 

ずう すくなる もの 也。 九族 をば 不， 翁して 他人 を 愛し- 身 をば 不. 修 して 事 をた だし、 

風俗 をば 不レ改 して 法 を きびしく す、 是れ 等の 事 は 煩勞琅 細に して、 其の 事つ ひに 不 

レ成 もの 也。 但し 末々 の 事と いへ ども、 風俗の 所 ヒ繁敎 化の 所レ及 あれば、 其の 品 を 具 

に 了簡すべき 也。 紀綱を 立て 政令 を まう けて は、 自然に 其の 化 末が 末まで 可， 及、 急 
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のしる し を 待ちて 俄に 天下の 萬 民 を德に おもむかせん とならば、 是 れ煩碎 にして 中道 

ル カー フフ  ル  リテ (二 タン  二  シ ルガ 7 

< 一) 老子， にす たれなん こと 不， 可， 疑 也。 或 人 因 二 老聃之 語； 如 ニ小鮮 一と 云 ふ を 心得ち がへ、 

この 語の こと 

こつ、 VJi、  し  一 ぶね  ル-ノ  ぜ  十つ 

れ 何事 も 成り 次第に 仕て、 大 曲尺の 不 J 連が 如くに すべきと 云へ り。 是 に似て 不 t 是。 其 

の ゆ ゑ は、 彼の 老子の 云へ る は、 國を 治む るに は、 その 紀綱を 正して 急の しるし を不 

カラル  キル 

レ可レ 見、 小 鮮を烹 るに、 其の 可 ヒ烹制 法 を詳に 糾明して 後 は、 に ゆる 迄 を 待ちて. 其 

の 間に 勞役 する ことな かれ、 頌 はしく 切々 こころ むれば、 小鮮 くだけて 用に 不：' 0^ と 

の 心得に や。 小 鮮を烹 るの 制 法 をも不 レ詳、 只 だ ありのまま にせん 事 は、 まことの 虚 

キブ  (二)  テ 一一  ヒヲ  尸- 1  ヒヲ 

無 自然の 沙汰に 可， 及 也。 されば 仲 弓が 語に、 居, 敬而 行， 簡と云 ひ、 居， 簡而行 レ簡と 

兩般の 心得 を 云へ り。 居 レ敬而 行レ簡 といへ る は、 事物の 間にある 處の物 則 を 糾明して、 

一事と 云へ ども おろそか にせず、 先 後 本末 をた だして、 而後に 其の なれる を 待つ、 是 

れ 敬より 出 づる簡 也。 內に 大本 紀綱を も 不：， 立、 中に 主な くして、 外に 又 法度の 守る 

べき 政令 も あらざる は、 是れ 居， 簡而 行， 簡、 無二 乃 大簡ー 乎と いへ る ゆ ん也。 ここ 

を 以て みれば、 或は 天命と 號し 或は 自然と 云 ひて、 .F, 勤 可， 爲 こと を 怠りて 唯 だ淸談 

靜寂を 事と し、 禮樂 をす て 威儀 をな みして、 取りて 可， 守處 のな く、 見聞して 法則と 


、ニニ) 柳宗 元、 

宇 は 子 ほ、 文 

0,  木八大 

家の 一人。 こ 


0 


八 il^ 文參 


すべき 事な きに 至る、 而 して いづれ を 以て 大 曲尺と 思 ひ、 何 を 以て 大筋 目と いへ る や. 

キリ  (三)  へクゾ  ノ ハン/ビン トノ  7 ハン カナ ラント ノ へ シ 

其の 本意 難， 計 也。 唐の 柳 子 厚 曰、 凡 植木 之 性、 其 本 欲 レ舒、 其 培 欲レ 平、 其 土 欲 

フル キヲ ノク 「ハ ス ナ ランヌ 一一 ルノ ミ.' レ カス レル  テ  ク ミ  ノウ ウル ャ クシ ノ  ノクャ クセバ ッ ルガ 

レ故、 其 築 欲， 密、 旣然已 勿， 動 勿， 慮、 去 不二 復顧； 其 蒔 也 若， 子、 其 置 也 若 レ棄、 

則 其 天 者 全、 而其性 得矣、 他植 者則不 A 然、 根 拳 而土 易、 苟有ニ 能 反， 是者； 則 叉 愛 

I 之 太 恩、 憂， 之 太 勤、 旦視而 暮撫、 已 去而復 顧、 而甚 者 爪， 1 其膚 1 以驗， 1 其 生枯； 

ゥゴ カシノ  fK テル ノ  ヲ  ンナ  二 テ ル  くわく たく だ 

搖 一一 其 本 一 以觀ニ 其 疎密； 而木之 性 日 以離矣 と 種樹郭 橐駝傳 にかけ る、 簡易 煩碎の 品う 

つし えて ことわり 也。 世人 皆- -ム ふ、 小事 はちが ふと も 大事の 曲尺に は づれぬ ごとくに 

可レ 仕事な りと。 此の 說又 心得 あり、 大事 をね る內に 小事 は 多 力 を 以て 自ら 直にな り 

なんと 云へ る 心なれば 可也。 小事 を ゆるして 大事 斗り を 改めん と 云 はば、 天下 國 家の 

事物 何事 をと つて 大事と 云 ふべき や。 已に 大事と 一 K ふ ほどに なりたる こと は、 改め 

ん として 無, 由 ものな り。 物 皆 其のき ざし は 至って 少微 なり、 これ をた ださ ざれば 大 

事になる こと まのあたり なり。 如レ 此の 處 心得ち がふと き は、 末にお いて 千里の 誤に 

なるべき 也。 一人の 上に しても 然り、 況 ゃ郡國 天下の 人君 其の 心得た がふ 處 あれば、 

百官 萬 民の 所， 苦 幾ば くぞ や。 學 者の 人 を あやまる こと 今に 不, 始 ことなれば、 尤も 可 
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レ愼 也。 

一一 0 治 道 は敎化 風俗 を 以て 本と 爲す 

師曰 はく、 人君 之 治 道、 以ニ敎 化 風俗 ー爲， 本 也。 風俗と：： ムふ は、 枇 のな、 り はしに よ 

つて 人々， u 然に 知る 處 ある こと 也。 風俗 は敎 化より 出づる もの なれば、 敎化 風俗 體用 

にして 一也。：. e モ 人間 世、 一生の なす わざ、 いとなむ 事、 皆敎 化に よれり。 人生れ な 

〔物 I:-) 

力ら もの しること なし、 父敎へ 母い ましめ、 世人 言 行す る をみ なら ひ 聞きなら つて、 

鳥 のしば/ \ 飛 ぶが 如くに して、 こ こに 成長して 其の 所 レ習を 以て 風と し 俗と する 也。 

同じく 是れ 人に して、 士農工商の 家々 に 生れ、 或は 士 下って 農 H 商に 交 はり、 或は 三 

民 あげられて 士 となれば、 皆 其のなら はしになる もの 也。 天性 は 相 近くして たが ふ處 

は あら ざれ ども、 相なる る處 より さまん， \ になり もて ゆく は， 人の 心 也。 朋友の 交り 家 

內の 作法に すら うつりゆく 人心 なれば、 人君の 敎化詳 ならば、 天下つ ひに は 風に なび 

く 草の 如くなる べし。 然れば 敎化は 風俗の なる 處也、 聊か おろそかに 不，. H\ 致 也。 司 

馬溫公 曰、 教化 者 國家之 急務 也と い へり。 教化す るに 德を 以てすれば、 風俗 樸 にし 


て 皆 天德を 全くす。 故に 五倫 ここに 正しく、 上下 尊卑 責賤 親疎の 差別 明に して、 下と 

ナ 

して 上 を不ぃ 犯、 子と して 父 をな みする 事な し。 敎 化する に 知 を 以てする とき は、 風 

俗輕 薄に して 皆 利害 を 事と し、 當座を 快くして 終 を 全うする 所な きを 以て、 利口 辯 佞 

の 輩 事 をと り、 末座の 後見 多く、 卑しう して 責を しのぎ、 疎 を 近くして 親 を 遠 ざく、 

この ゆ ゑに 風俗 不， 疋 也。 たと へば 天下 長久に して 干戈 を不， 動、 下 安んじて 業 をつ と 

むる とも、 風俗 あしきと き は、 可 レ責事 を輕ん じ、 賤しむべき こと を責 び、 可 レ羞事 を 

不 レ羞、 ひたすら 夷狄に 同じく、 其の 下れる は禽 に ひとしく して、 皆 先, 利 而不レ 知 

レ義、 直！？ 而徑 行に なれり 。先， 利 而不， 知， 義と云 ふ は、 婚姻に 財 を 約し、 事 を 取り あ 

つか ふに 利 を 先 だて、 家を嗣 がしむ るに 金銀 を 以てし、 宫人 祿の豐 にして 民と 利を爭 

ひ、 參會の 席に は 利欲 損得の 物語 をいた し、 君 は 聚斂の 臣を 大臣より 重んじ、 臣は利 

勘を詳 にし、 先輩より 我れ 又 勘 を 設けて 主人に 得つ けんこと を專ら とす。 如, 此の 類、 

唐 .宋. 元. 明の 風俗 皆然 り。 是れ叉 はじめは 高く 云 ひ、 あら はに 致す こと を 恥ぢぬ 

るに、 後に は 其の 風俗と なりて、 口に 云 ひ 行に あら はれ 聊か 羞惡 する の 心なし。 羞惡 

十る の 心なき に は あら ざれ ども、 これ を 風俗と 思 ふ を 以て はぢ ざる 也。 直情 而徑 行と 

君 道 十一 治談  三 三 七 


山 鹿 語類 卷第 十一  三 三 八 

云 ふ は、 我が 思 ふこと を ありのままに 行 ふこと 也。 されば 淫亂 色欲の 物語 を 父子 兄弟 

し 今」 たい 

の 間にて かたり、 貴人 高位の まへ にて ねむたき とて 則ち 臥し、 くひた きとて 色 代 もな 

く 喰 ひ、 思 ふこと なりと 云 ひて 會釋 もな く 云 ひ 出す、 皆是れ 心に 思 ふま まに 事 を 行 ふ 

也。 徑 行と 云 ふ は、 本道より 行く とき は 遠く まがれる を、 わき 道より すぐに 行きて、 

田 畠 小 溝 樹木 野菜の ある を ふみこな して、 我が 行き 度き ままに 行く こと 也。 これら は 

夷狄の 作法 叉 は 禽獸の 行跡に ひとしき 也。 彼の 意見 を 立て 理を味 ふるの 學者、 世 を さ 

みし 隱遁放 SIT にして 高慢 を專ら とする の W は、 直情 而徑行 を 潔白に してすな ほな りと 

二  〈ク 檀 T 下 M ズ 

云へ る、 甚だ 風俗の 害 也。 禮記 曰、 有 一一 直情 而徑 行者； 戎狄之 道 也と たしかに 相し る 

せり。 此れ等の 類 ややもすれば 天下 國 家の 風俗と なるとき は、 國土 治平な りと 云へ ど 

もた のむべからず、 長久な りと 云へ ども 急に 事 起るべし。 いかんと なれば、 人々 敢を 

ほしいまま にして 君臣 上下の 禮を しらず、 上 を を かし 君 を；！^ しても 己れ が 欲 を 心に ま 

かする を 利と すれば 也。 程 明 道 曰、 唐 有 一一 天下； 雖， 號ニ 治平； 然亦ぁ 二 夷狄 之 風； 三 綱 

不レ 正、 無 n 君臣 父子 夫婦； せ^ 原始， I 於太宗 1 也、 故 其 後世 子弟 皆不， 可， 止、 使， 一 君 不レ君 

臣不 V. 臣、 故藩鎭 不.， 賓、 權臣 跋扈 陵 夷 有， 一 五代 之亂； 叉 曰、 治， I 天下？  正 二 風俗 1 得 巾 


賢才 上爲レ 本と い へ る、 誠に 治 道の 要 法 也。 凡そ 天下 大 一 統と云 ふこと、 皆 天子の 教化 

下に 相 及んで、 國 郡の 間 其の 教化 を 蒙りて 風俗 をな し、 各.' 一 天 四海 王化 を 一 にす る， 

こと 也。 春秋の 春 王 正月と しるせし 心なり とに や。 然ると き は 風俗 不, 正して 敎化 备.' 

心に まかせば、 治 國と云 へど も大 一 統とは 云 ふべ からざる 也。 漢の 董仲舒 曰、 春秋 

大 一 統者、 天地 之 常經、 古今 之大諫 也、 八 師異， ぁ人異 4i、 百 家 殊.， 方、 指 意不， 同、 ラ 

是 以上 亡 一一 一 統； 法制 數 變、 下 不レ知 レ所レ 守と い へり。 是れ 周禮司 徒の 職 一 一一 道 德ー以 

同, 俗す るの 心 をい へ る 也。 然れば 風俗の 所， 因 甚大に して、 其のなる 所 は 人君の 教化 

に 出で ぬる ことなれば、 敎 化の 道た えてな く、 有りと いへ ども 不レ 明して、 風俗 を宜 

しからし めんと 云 ふこと は、 尤も 難, 叶 儀 也。  - 

一 一 一 教化の 效は 速なる を 欲すべからず 

師曰 はく、 敎化 之效、 不， 可レ 欲, 速 也。 人の 敎 によって 化する 事 は 速に なりが たき 

もの 也。 人々 舊染の 汚あって、 多年 あしき 風俗の なら はしに 染 むこと 深し、 今 俄に 是 

れを 新に せんこと を 欲する は、 善心な りと 云 へ ども 急に 不， 可， 行 也。 たと へば 一 の 癖 

君 道 十一 治談  三 三 九 


山 鹿 語 頻卷第 十一  三 四 〇 

一 のす ける こと を、 我が 心に て 改めん と 思 ふ、 心付けて だに 年月 積累 せし 事 はやむ 事 

かたく、 深く 思 ひたし かに 改めず して は禁絕 する こと 難き もの 也。 况ゃ 民の 惡習、 心 

より やむべき と 思 ふに は あらず して、 人君 これが ために 政令 を 出し、 禁法を まう けて 

刑罰 を きびしく し、 慶賞時 を不レ 踰の戒 あるに おそれて、 其の 惡習を やめん と 思 ひか 

くさん と 思 ふまでの ことなれば、 急に 敎 化に したが はん 事、 聊か あるべからざる なり- 

凡そ 天下の 人君 下情 を 計る の 道、 我れ を 以て 人を考 へ、 萬 民 は 皆惡習 深く して 賢智 

の もの は あらざる と 思 ふべ し。 我れ を 以て 人を考 ふと 云 ふ は、 我が身 巳に 天子 人君の 

位に 居て 四海に 儀刑 ある を すら、 好惡を 正し 天地の 準則に かな ふ 事な りが たし。 况ゃ 

かの 凡 卑下 列に して、 一事の 善行 一句の 金言 を も不， 見不， 聞して、 博奕 佚 遊 を ことと 

せる の 民、 いかんして 俄に 敎に 可, 化 やと、 我れ を 以て 彼れ を考 ふる 也。 賢 知の もの 

は あらざる と 云 ふ は、 人 をみ るに 賢 知 を 以てする が ゆ ゑに 其の 责 つよし。 人何ぞ 賢者 

あからさま 

智者な らん、 學び 練る もの も 賢智の 本意 至り 難し， 况ゃ 白地の 凡人、 日々 に 不義 無道 

の 事の みならん。 然る を 賢 知 を 以て 思 ふが ゆ ゑに、 人君 敎の 早くな らん 事 を 欲する 也 J 

四海 國 郡の 主 は 云 ふに 不, 及、 一 僕 一家 を 治む ると も、 皆 此の 心 を 以て 人 を 撫育す ベ 


i 一の) きなり。 畢命篇 に、 旣歷 二三 紀； 世 一 曰 變風 移、 四方 無レ 虞、 予 一 人 寧と 有り。 是 

れは畢 公代 二 周 公一 爲ニ 大師 官ー のとき、 成 王の 仰せ ごと 有りし 言 也。 一紀 は 十二 年の こ 

と 也、 三紀は 三十 六 年 也。 君に 文 *武* 成 王 あり、 臣に周 公 • 召 公あって、 世 叉 淳朴 

に 近き を さ へ、 三紀の 久しき を經て 風俗 變じ 四方 皆 王道に 化せり。 明 丘 文お 注 曰、 

にに、 以 II 周 公之 元聖ー 輔 n 佐 文武 之 聖成王 之賢ハ 而 一 殷民在 n 京邑之 近； 而 又繼， 之 以 11 君陳 1 

め- 子 斗 么 

和 二 其 中； 歷 二三 十六 年 之久； 世已 變矣、 而風始 移焉、 由， 是民之 難， 化 可， 知と いへ る 

也。 ここ を 以て 案ずる に、 人を敎 へて 道に 化せし めんこと は、 寬 仁の 心より 不レ 出し 

て は不, 可レ 叶。 舜 典に、 契に 命じて 民を敎 ふるに 敬 敷 ニ五敎 1 在レ 寛と 云へ り。 敬 寛の 

二字 は 千 萬 世 掌， 敎 者の 戒と 可レ云 也。 敬寬 にあらず して は 事 必ず 急速 を 用 ふ、 急に し 

て 心 速なる は 人君の あやまり 也。 教化 自然に 流行して 寓民 各.' 天 倫の ついで を 守らん 

こと は、 まことに 難， あ 人君の 大慈大悲と 可レ云 也。 董仲舒 曰、 夫 萬 民 之從， 利 也， 如 一一 

水 之 走；， 下、 不 T 以ニ敎 化 1^* 防 之 h 不， 能， 止 也、 是故敎 化 立 而姦邪 皆 止 者、 其^ 防完. 

也、 敎化廢 而姦邪 並 出、 刑罰 不 勝者、 あ 隄防壊 也 e 
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一 一二 民 をして 日に 善に 遷り 罪に 遠ざかり. c ら 知ら ざら しむ 

師曰 はく、 使 一一 一民 曰遷， 善 遠レ罪 不二 自知 1 也と 云へ る は、 前 漢の賈 誼が 文 帝に 奏せし 

お ほき  カラ フ 

辭也。 天下の 廣く萬 民の 衆、 家々 戶々 に 至りて 道 を說き 理を談 ずる 事不 レ可レ 叶。 たと 

へば 學校 のまう け大 學の敎 へ、 不レ 殘示レ 之す ことのな ると 云へ ども、 人心の 不， 二 又 

シノ  ルカ ラフ 

如 二人 面 一と 云 へれば、 こと-^ く 一致せ しむる 事 不レ可 レ叶を 以て、 古の 聖人 天理の 節 

文 をう つして 人事の 儀 則と し、 衣食 居より はじめ 常住の 用具 吉凶 軍资嘉 の禮に 至る ま 

で不 レ得レ 止の 制 法 を 立て、 民 この 禮 により 此の 法 を 守る とき は、 自然に 善に うつり 惡 

を 去りて、 いっとな く 天 倫の つ. いで 明かに、 惡習 日に 遠ざかる、 是れ 聖人の 教化 也。 

されば 天下の 治 道 その 理 あるとき は、 其の 形 あら はるる を 以て 本末 一 致す るの 法と 云 

へる 也。 人 皆 形に よって 心た が ひ、 居に よって 氣 うつり、 手に とり 目に みるに よって 

(二)  レ シ 

其の 意念發 す。 玩 好の 器 あれば 玩 好の 心 あり、 人心 惟危は 古の 戒 なり。 幼稚の 時 は 幼 

稚の心 ある を、 元服して 成人の 禮を 行へば 其の 日より 成人の 心と なる。 凡 下卑 列の も • 

の も、 取 立てて 士官に 附 すれば 士官になる。 心 は 一 つに して、 一 日の 內 にも 物々 品々 

(Jg  3 

に隨 つて 變 化する こと まのあたり なれば、 百ェに 命じて 器 を 制し、 ぬひ どのに 命じて 


衣裳 をな し、 良 匠に 與 へて 家宅 を 作り、 商： 費 を 置きて 交易 を 利す ると も、 各.^ 其の 節 

文 儀 則 を 守らし めて、 惡 習の 輩の 猶ほ 求む ると 云へ ども 世に 其の 玩 好奇 物な く、 禮を 

そむき 制 を はなれた る は 一 事 一 物な りと も いとなませ ざらん に は、 人々 嗜 欲の 情 自然 

にやみ、 不， 知して 自ら 道に 入るべき 也。 是 れ不， 得レ已 天理の 準則 也、 天地の 萬 物に 

おける 皆是れ 也。 春の^、 夏の せみ、 何事と はな けれども、 不レ覺 してお のがさ ま-^ 

(使)  9^ 

の 音 を 出し 羽 をつ かひ、 草木の めぐみ 葉 落 も、 其の 事と なく 自然に 感ずる 處 にして、 

力 を 設けて 成る の處 にあらざる 也。 孔子 觀ニ 上世 之.^; 喟然而 歎 曰、 甚哉知 之 難 也、 

雖ニ 堯舜之 民； 比屋可 A 封、 能 使 二 之 由 一而 已、 亦不 M ヒ』, 使 二 之 知 1 也と。 由ら しむる 

と 云 ふ は、 禮を 制し 法 を 立て、 民 を 惡に陷 らしめ ざると 也。 

I 一  三 人君 は 幾微を 謹む に 在り 

師曰 はく、 人君 在 レ謹ニ 幾微？ 幾 微と云 ふ は、 事物の きざす 所 至って 微眇 にして、 凡 

(成)  はきょう 

情の しりが たき 事 也。 天地の 間、 事物の 起滅 俄に なれる 事な し。 把 拱の 大木 は兩 葉よ 

りお こり、 大山 は ー簣の 土に 初 まり、 千里の 行 は ー步に 出で、 大 堤の 崩る る は 蟻 穴に 
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なる。 草木の 花 さき 實 なり、 一日のう ち 一年に なれる まで、 此の 幾 微の間 を 離る る， こ 

となし。 愚人 は 事の あら はれた る あとに 付きて 初めて 驚く、 君子 は 早く 知レ 機て 其の 

政令 を詳 にす。 唯 だ 思 入の 深く、 志す 處の 卓爾 たるに 因りて、 事物の 機微 をし るに あ 

り。 されば 我れ と實植 にせし 木の 年 をへ て 棟梁の 用と なれば、 朝夕に 見 なれても いつ 

か 如 レ此に 輿 盛し ぬると 云 ふこと を不， 知が ごとし。 善惡の わざ 治亂の 基， ことん \ く 

其のき ざし ある もの なれば、 人君 早く 是れを 知りて、 或は 揚げ 或は 抑へ て 其の 法令 を 

y ) 整？ 下 詳 にすべき 也。 易 曰、 幾 者 動 之微、 吉凶 之 先見者 也。 通 書 曰、 幾 善惡。 

g リ s?r り.？，. <  フ  ィテダ ハン  二  二 ハク ク ハ ルル ハス 3 リシ ハ ルル ハナ ル ヨリー 一 

^^0^ 义曰、 動而 未， 形， 一有 無 之 間 一 者 幾 也と いへ り。 中庸 曰、 莫 X 見 M 乎隱； 莫， 顯ニ 乎微； 故 

引用文に 素行  ハ ム / リヌ  ムルヲ 

(夕へ) るな J 溪 君子 愼ニ 其獨 一也と 云 ふ。 いづれ も 幾 微の說 也。 人君 修レ 身の 問、 尤も 一念 初 起の 初に 

のま i あたって あらかじめ 其の 善 惡の幾 を 知る は、 天理 人欲の 分つ 處 にして、 大舜精 4 察 

1^ 日 は聖第四 レ之， 顏子有 一一 不善 一未 ニ嘗 不；， 知と いへ る、 ここにお いて 力 を 著 くれば 也。 而 して 天 

* に 出づ  § 

下の 事物 幾微の 萌し 動いて 謹み、 これ を戒 むる こと 速に、 善 を みちびき 惡を ふせぎ、 

政令 を 其の 始に まう くると き は、 不， 勞 して 事な り不レ 困して 民 道に 入る。 然る を 何と 

なく 有る に まかせ、 一時の 安き によって、 內 に積累 する こと を不レ 知、 事大に なって 


賢者 智者 を まねき、 日を累 ねて 是れを 談合 評定す るに 至りても、 更に 益な き 也。 凡そ 

事內に 萌して 言に あら はれ、 而後に 形に みえ 行に あら はれ、 家に しられ 國々 天下に 滿 

,  ふ か  (異) 

つ、 草木の 花 さき 實な るに 同じ、 兩葉 くじか ざれば 斧 柯を用 ふるに ことならざる 也。 

ここに 案ずる に、 幾微 をつ つし みて 是れを 早く しりあら かじめ 察する は 宜と云 へ ども- 

これ を 知る の 法 を不， 詳ば叉 空言 也。 如何して か可レ 知と ならば、 唯だ審 思明辨 する に 

あるの み 也。 赛 思明辨 する こと 不レ ば、 志の 立つ 所 深切なら ざるに よって、 事物の 

間 只 だ 偶然と して 過去の 故に、 心 もっかず 氣も不 い 起、 今日く となり もて 行きて、 

(一一 一) 通 書の 其の 發顯 著明なる に 至る 也。 周 子 曰、 不レノ 田れ 則不 レム 匕 I レ通 レ微、 不レ睿 則不レ 能, 無 レ不レ 通、 

思 第 九に 出づ レチキ ハル ゼジ ズヶー -ー ズルハ 一一 ズ フー 一-一八  -ー， 

是則 無， 不， 通 生 二 於 通，， 微、 通 レ微生 二 於 思 一 故 恩者聖 功之 本、 而 吉凶 之 機 也。 

I 一四 治 道 は 德知先 後して 處に 因りて 主と 爲す 

師曰 はく、 天 下 之 治 道、 德知先 後 因， 處爲， 主 こと あり。 以， 德 するとき は 政道 誠よ 

り 出 づるを 以て、 萬 民心 を 和して 風俗 篤實 也、 知 を 以てする とき は輕 薄に して 基 罔 か 

、りず。 然れ ば德を 以て 本と して 知 を 以て 究理す る 時 は、 先 後 本末 具に 備 はって 治 道始 
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めて 全し。 德を 置いて 知 を 先んずれば、 材の 勝る 所 多き を 以て、 必ず 風俗 詐 偽に 至り、 

てだて 謀 を 以てする 事 をよ しと 思 ふに なれり。 凡そ 世俗の 弊、 才 明なる， もの は 心昧く 

理に 不レ通 もの 也。 たと へば 無學 にして 古今の 事理 聖賢の 本意 を不， 索して、 材 あくま 

で有レ 之の 類 ある もの 也。 云 ふ ほどの 言、 なす ほどの 行、 只 だ 人 はみ え ざれ ども、 其 

-ノ  ノ  .{巧-51-ョ、  たが  クビ クグシ  ヲ 

ハ問ー 藝 の專ら する 處結耍 とする 事に なりて、 犬に 差 ふこと ある 也。 齊の管 仲 は 九 P 一 諸侯 一 

に、 微， 一管 仲 T  はじゃ  (二 ナカ" セバ  レハ レ 二 セン ジン ヲ 

吾 其被レ i すでに 1^ 公 を 伯 者と なす、 ^に 其の 功 莫大に して、 孔子 も微ー I 管 仲 一 我 其左レ 衽と 

マ f け 人と u リ-、  (一一 ズ  一-ハク (1 一一) 

^^M^ の 玉 へれ ども、 其の 本と する 處を 論じて は 其 器 小 也との 玉へ り。 されば 孟子 曰、 曾 西 

ら れ.？ となり  7  ハル 「ヲ  クレ ガレ ラ  フ「  フク レガ レ ンャ  ク レガ レイヤ シキ 

つじ 論； き 八 曰、 管 仲得レ 君、 如レ彼 其專 也、 行 ニ乎國 政； 如 レ_ 彼 其久 也、 功烈 如， 彼 其卑 也と い へ 

，篇 第に 。十二  § ハク ハ ーフッ カフ ノ プ、 ルル ギ  一一 ノ  ：、 レ 

ss^i^ り。 宋の眞 西 山 曰、 桓公專 任レ之 S 十餘 年、 其 所， 一成 就； 不， 過，！ 國 富兵强 一而 已、 此孔 

りて 分 こ 越え  モノ ヅ ルス ルヲ  . 

g 奢" 一」 禮を 子 之 門 所レ羞 レ稱者 也と いへ る は.、 村 を 以て 事 をな せる ゆ ゑに、 其の 品々 は 成 周の 政に 

亂りれ る ゆ ゑ、  , トセ 

も 近き に似て、 實は國 をつ よくし 自ら を 固める の ゆ スんん のみなる は、 德 を不レ 本が ゆ 

お! 1,) 上 ゑ 也。 さる を 以て、 財 を 散 じ祿を 厚く する は 人君の 德 にして、 知 を 以て これ を 行ひ究 

に 出づ。 曾 西  トセ ヌ 

g!s、 の； 5:1 理明 にして 其の 弊な く、 不, 本レ德 して 知 を 以てすれば、 天下に 利害 を みちびいて 風俗 

？ 丙と いふ  キ ノ 

(5 眞德秀 過 奢に 及ぶ。 諸. • の 政道 皆 如レ此 也。 德は 何ぞ、 人君 民に 父母た るの 實を 深く する 也。 


文に 2 
卷出 5 

― づ 

參 '進 

照八擧 
家 解 


知 は 何ぞ、 人君 民に 父母た るの 事 をし る 也。 實を 深く し 事 をつ くさば、 萬 機の 事 先 後. 

のた が ひ不， 可， 有 也。 因， 所爲， 主と 云 ふ は、 毎 事 一定して 論ずべ からざる 也、 其の 事 

に ついて 主と する 所 ある もの 也。 夏の 納凉は 風 を 以て 主と すと い へ ども、 花の ために 

は 風 を 以て あだと す。 然れ ば德を 先んずる こと も あり、 知 を 先んずる こと も あり、 其 

ふた  (缺) 

の 事物の 作 略に したがうて 先 後の 差別 ありと い へ ども、 兩 つながら かくる 處 あらざる 

也。 德を 根と し 知 を 用と すれば、 根本 枝葉 いささか 不, 差 也。 但し 政事に 基 あらん 事 

は德を 先と す、 さし 當る 所の 用に は 知 を 先んずる こと、 古の 法 也。 たと へば 以レ藥 治 

レ 病に、 源あって 根 ふか からん 病 は、 其の 起る 所 少なる とも、 專ら元 氣を養 ひ 立つ る 

にあり、 頻りにい たみ 苦しむ の 類 は、 先づ 其のい たみを 治し 苦み を 去る の 作 略 を さき 

つぶさ  (五) 

立て、 其の後に 內の虚 を 治す。 然れば 本末 具に 擧げ ての こる 處 なし。 唐の 韓退 之が 玉 

札-丹砂 • 赤 箭 • 靑芝、 I 貴 牛 ti . 馬 勃 • 敗 鼓 之 皮 • 俱牧 並蓄、 待， 用 無 isr 醫師 

之 良 也と 云 へ る も 此の 心に や。 湖上に 舟 を 失うて は 一 瓢も 千金の ためし、 可 二 併 案 一也 Q 

一一 五 安危 は 人に 在り、 治亂は 事に 在り 
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師曰 はく、 安危 在レ 人、 治亂 在， 事せ。 凡そ 世々 聖代 賢 君の 相つ いで 出づる こと はま 

れ にして、 其の 間 皆 中材の 人君 多し といへ ども、 世 承 平にして 國家 長久なる 事、 其の 

ゆ ゑん を尋 ぬるに、 草 業 守 文の 君の 間， 明聖睿 知の 人あって、 其の 法令 詳に 其の 制禮 

こまやか にして、 規範 自然に そな はり 禮節 ここに たれる を 以て、 村不， 足 知不， 及の 君 

臣 ありと いへ ども、 前々 の 規範 を 守る が ゆ ゑに、 新に 可レ 立の 法令な し。 たと へば 明 

君賢將 あら ざれ ども、 時勢 を 以て 長久 なれば、 二 代 三代 相績の 問に、 行き 當 りて 思 ひ 

あたり、 仕損じて 後の 例と なる の 類、 いくばく も 出來る もの 也。 これ を 記し 付け 書付 

け 置きて、 此の 引付け を 守りて 政務 をな 寸時 は、 中才の 君臣と 云へ ども 大 にたが ふこ 

と不レ 可レ有 也。 有 制 之 兵 は 無能の 將も 御.. 之と 云 へ る はこの 心 也。 孟子 沒 して 後、 聖人 

I 一は) 茂 I- き f の 道 世に 不レ ■ ことす で に 千有餘 年、 宋 に 及び て 濂溪周 子 千載 不傳 の統 をつ げりと 先 

儒い へり。 然して 其の 間 天下 皆 塗炭に 可, 落 ことなれ ども、 上代の 政令 禮樂 のせて 方 

の荖 あり、 宋  レ ヽ 

ま、 先 策に ある を 以て、 其の 形 を 守り 其の 法 を 規範と して、 世々 相 因りて 不レ違 を 以て、 殆ど 

治平に 屬 せる 也。 ここ を 以て 案ずる に、 天下の 政 法 禮樂を 用 ふるの 人君 詳に 究め 糾し 

ら る 

て、 是れを 書付け しるし、 君臣 相績 して 守り 勤めし めんこと を 誓 はば、 其の 間 愚唔 


象宋じ 胡の 全 亡 
の 舉て廣 永 七 ご 
說者編 等樂十 

も 百 ま Ff 勅 年卷性 
集 二す を 問 ' 理 
む 十 。泰に 明大 


味の 君 ありと 云へ ども 亂に不 レ可レ 及 也。 周の 世 三十 七 代まで 相繽 し、 星霜 八 百 餘年を 

經し は、 周 公 旦周禮 を 定め、 禮儀 威儀の 品 を 究め、 其の 書 を 見る とき は、 其の 事 明白 

なる を 以て 也。 すべて 世事、 大本 大規模 を 正し 置く とき は、 或は 例 を 以て 推し、 或は 

一隅 を あげて 三 隅 を はかる とき は、 不レ通 こと 少なき もの 也。 十二 年 を 一紀と して、 

其の 間 前代に 例な き はさまで なきもの なれば、 すでに 草 業より 守 文まで 三紀 五紀 を經 

て 後 は、 皆 古例に よって 行 はるる もの 也。 是れ禮 制の 立つ によれり。 周の 後、 代々 の 

人君 その 損 1;^ はありと 云へ ども、 周公旦 の 制に 不レ因 はなし、 其の 大功 擧げて 可レ云 や。 

されば 治亂は 事に ありと 云 へ り。 而 して 人心の 安危 は 君の 德の淺 深に よる 事に して、 

人の 情 を 詳に考 へて、 それに 隨 つて 政 を 施す にある なれば、 安危 は 在, 人と 云へ り、 

程 子 曰、 安危 之 本. ^, 一 於 人情； 治 亂之機 繋 二 於事始 一と 云 ふ は、 この 心に も 可， 通歟。 

I 一六 政道 は 時宜 を詳 にす るに 在り 

師 嘗て 曰 はく、 政道 者 在, 詳ニ 時宜, 也。 草 業 守 文 承 平の 長短に 因りて 人心の 替り ある 

(一一〕 出  >ー 性 現 大全 一 

もの 也。 人心 替る とき は 政道 又 これに 順って 用捨 ある こと 也。 さるが ゅスん に、 識， 變知 
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レ化 は是れ 聖人の 政 也と 云へ り。 古 は 月 令と 號 して、 人君 § 政、 月々 の 時運に よって、 

衣服 器物より 政事に 至る まで 各 > 其の 制 法 あり、 是れ 月に 順って 令 を 出す の 心なり。 

時宜 を不レ 知ば ひたすら 古に 泥んで、 以ー i 上世 之聖言 一而 末世の 政道に あは せんとす る 

とき は、 事不， 成して 却って 敗る るに 至るべし。 堯の治 二 天下； 茅 茨不， 剪、 采椽 不レ斲 

土 階 三尺な りと 云うて、 今の 世に 是れを 用 ひんと する 時 は、 其の 政 更に 不， 可， 立 也。 

、二  lat  二) 雑. S 下 曰、 成 レ廟則 、凡 宗廟 之 器、 其 名お 成 則 e«、  レ  ルニ 

ys5_p の魏 古 は 羊 を 殺し 牛 を さいて 廟 門に 血ぬ り、 名器 皆 これ をち ぬる、 是血者 幽陰之 物、 赏 

フヲ シ  イト ヒ ノグ ェゥ キン ヲ  (雄) 

用レ 血、 蓋 所 下以厭 ニ變性 1 禦 4 妖意上 也と いへ ると いへ ども、 今の 俗に 用 ひば 人 皆 汚 下の 

ニー ) 

だ 一」 り？. 思 をな さん。 堯舜の ひじり の 政 は、 菌堯雉 兎の 賤 しき 者に も 事 問 ひか はして 政事の 助 

^0^^ けと なせり と 云うて、 今是れ を學び 難し。 是れ 時の 勢 今 然れば 也。 一 曰の 間に 朝晝暮 

しき？ 

に 因りて 事 巷り 人の 氣も變 ずる もの 也、 なす わざ も相應 せざる こと ある もの なれば、 

時宜 を詳 に勘辨 して、 その 相 應を用 ふべき 也。 記誦 詞章の 學者、 文に な づみ學 にくる 

しんで 古今の 通宜 を不, 考は、 是れ 究理す る處の 輕薄 なれば 也。 

一一 七 治 道 は 一時の 快 意 を 求むべからず 


師曰 はく、 治 道不レ 可レ求 一二 時 之 快 意 一也。 一時の 快 意と 云 ふ は 眼前 を 快くす る 事 也。 

善悪に ついて 天下の 規模 萬 民の 政道に 可レ成 こと を 料簡す る 事、 是れ 人君の 治 道 也。 

唯だ當 座の 快き 如く せんこと は、 始終の 謀と 不， 成 もの 也。 善 を 擧げ惡 を こらす、 是れ 

政の 要と する 處 なりと いへ ども、 詳に 究理せ ざる こと は 必ず 後に 弊 ある もの 也。 然れ 

ば 事に あたって 深く 慮り 遠く 思 ひて、 百官 萬 民の たすけと 可, 成 こと をば、 これ をつ 

、とめこれ を 行 ひこれ を 云 ふべき 也。 その 身 一人に 對 せる 事に して、 四方へ 相 通ず まじ 

き 事、 聊か 言行に 出すべからざる 也。 されば 放鷹. 鹿 狩. 川 狩、 野 山の 遊山、 水邊の 

1. 朝夕の つとめ、 行住坐臥の 次第、 ともに 以て 世の ためしと ならん こと を 思 ひ、 

非常の 變 に相應 すべき あらかじめの ならしと 心得る とき は、 常住 皆 天下の 政務に して、 

事物に うつる 處速 也。 放 廳は鳥 をうる を 快くし、 鹿 狩 は 鹿 をうる を專ら とし、 野 山水 

、， う 1* 邊の遊 樂は只 だ與を 催して 佚 燕 を 快くし、 好む にっきに くむに つき 心の ゆく 處に 任す 

^  こうしょ  (沙 汰) 

^^^0 れば、 一時 は 快 意に して、 其の 事 苟且なる を 以てつ ひに は 風俗た がひ詭 過の さたに 及 

札と な 國 (II  一)  ノ  ハク  ハ ヲシム ピン  ヲ  モ "テニス ル  モリ ニフ 

ぶ 也。 韓昭侯 曰、 明主 愛一 1 1 顿 一 笑； 噸 有ニ爲 嘆； 而笑有 ニ爲笑 一とい へ る は、 まことに 

こ こ の は韓 

^K^^± 其の 意 深切 也。 情內に 動いて 物 外に 感じ、 戯言 なれ ども 思 ひより 出づる ことわり なれ 
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ば、 子細な くして 一 攀 一 笑せば 是れ {仝言 也。 天子 人君 はかりに も { 全 百 を 出す ベ から 

ず、 天子 無二 戲言 一と 云へ り。 一旦の 喜 怒 を 心に まかせん 事、 かへ す-.. \- 誤と 可 J 目 也。 

yj^ に _ ^一  1， 魯臧僖 伯 曰、 凡 物 不ぃ足 3 以講ニ 大事 一 其 材不， 足 以備 11 器用； 則 君不， 擧焉、 君將， 納ニ 

iylpsj 民於軌 者 也、 講， 事以度 >|軌 量； 謂， I 之 軌； 材以章 二 物采； 謂 二 之 物； 不軌 不 

す、 魯の大 夫  フレヲ K  キフ 

なり  物、 謂 二 之亂政 一と 隱公を 諫めし は、 ことわりと 可， 謂 也。  - 

一 I  A 治 道 は 舊政を 守る に 在り 

師曰 はく、 治 道 唯 在レ守 ニ舊政 一也。 凡そ 草 業 守 文の 君、 父祖 相繽 して 政道 ここに 立 

てる を、 今 新法 を 立て 新規の 事 を 企つ る 事、 大方の 賢 材良將 にして は 難， 成 事 也。 天 

下の 政 は あからさまなる ことに は あらず、 詳に 糾明して 行 ふに も猶ほ 其の 弊 多し、 況 

や 短 才愚喑 にして 一 旦の快 からん こと を 欲せば、 政道 日に 新に してお こ こ に 苦しみ 

勞 役すべき 也。 但し 父祖 以来の 政道たり とい へ ども、 其の 時に 相應し P 今日に 難レ用 

§ 書輕、 事 あり、 然 らん をば 猶ほ 委しく 議論して、 知者 賢者に 尋ね 深く 思 ひ 明に 辨 じて、 而後 

この 事出づ に 是れを 新たむ る こと あり。 四 凶在レ 朝、 堯未 レ及レ 去、 而 舜去レ 之と いへ ども、 堯の政 


二 n) 

淫 り！ -2;^ をた がふる にあらず。 孔子 魚 H に 用 ひられて 攝こ行 相 事 一 誅ニ少 正 卯 一とい へど も- 舊政 

0^^^^ を變 ずるの 說 なし。 是れ 各. > 其 の德 天地に ひとしく して、 政事の 糾明 所レ得 正しき が 

次いで 相の 事  な 

も 摘 行し、 七 ゆ ゑ 也。 しからず して 新に 事 を 作せば、 奸 曲の もの これ を 窺って、 己れ が 欲 を 擅に せ 

日に して 彼れ 

M.t^^^ ん こと を 欲す。 天下の 事た やすから ざる を 以て、 一事 一物 も 皆 人の 心の 起滅 する 處な 

t  る を 以て、 上に 利 を 欲すれば、 下に 利 を 多くす るの 術 を 工夫して、 これ を 望み これ を 

云 付けられん 事 を 欲す。 其の 事 一 色お これば、 それにつ いて 品々 の 弊 13 來る もの 也。 

中庸 曰、 雖， 有 二 其 位； 苟 無二 其德； 不 r ー敢： ^：ー禮 樂ー焉 と 云へ り。 宋の 神宗、 王 安 石 を 用 

ひて 薪 法 を 行 ふ。 王 安 石が 材又 比倫 ありに くき ほどな りと いへ ども、 學術唯 だ 道德を 

本と せず、 其の 器識大 なる に似て 狹く、 審 思明辨 する 事う すき を 以て、 神 宗の政 其の 

(E) (五) 哲 弊 甚だ 多し。 ここにお いて 司 馬 光 又 仁宗を 輔佐して、 安 石が 新法 を こと-^ く あらた 

宗の 1?:^ なり .  (六) 

めんと す。 安 石が 新法、 仁宗の 朝に は舊 政た る を 以て、 照豐の 小人 皆 以て 司 馬 光 を そ 

しれり。 然ると き は、 今日 所レ 立の 政は異 日の 舊政 となる に 至る 也。 審 思明辨 する こ 

と 疎に して は不， 可， 然也。 叉 時に 至って 新に 改めて、 天下の 勢 却ってよ ろしき 時 {n: あ 

るべ し。 人の 氣 久しき とき は 必ず 倦む もの 也、 明君 賢將 これ を 察して、 百官 萬 民の 氣 
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を あらため しむる の 政 をな 十 事 あり、 是れ中 村 以下の 人の 所レ 可， 及に 非ざる 也。 漢董 

仲 仏 策 曰、 ，譬，1 之 琴瑟； 不， 調甚 者、 必改 而更張 A 之、 乃 可， 鼓 也、 爲レ政 而不レ 行 甚 

者、 必變而 更化レ 之、 乃 可， 理也。  • 

I 一九 治平の 世の 差^ 

師曰 はく、 治平 之 世 品 多 也。 あからさま にて は、 民の 安否 世の きざし 難レ知 こと 也" 

周の 厲王 は惡 王な りと 云へ ども、 國に うらむ る ものな くそ しるもの なし。 是れ 巡行の 

官人を 出して、 世 を さみす る もの を si- する を 以て、 道路 往来の 民、 只 だ： H を 以て 兑合 

せて 情 を 通ず る 斗り にして、 言に 出す ものの なければ 也。 是を 以て 厲王 世大に 治平に 

屬し ぬと 喜べり。 治まれる に は あらず、 民の 口 を 防ぎて 治まれる と 云 はしめ たる 斗 

り 也。 厲 王つ ひに 都 を 去りて 世亂れ たり。 世 治平 長久な りと 云 ふと も、 道德 風俗よ ろ 

しから ざれば 君子 これ を 不二 稱美？ 况ゃ 民の 言 を ふせぎ 口 を閉ぢ しめて、 政務の 沙汰 

公用の 是非、 思 ふと も 口に 出されざる 如き 時代に は、 民の 安否 如何して 知るべき や。 

唐 堯の聖 の 世に も， 世の 治平 民の 安否、 大方に て は 難， 考 かりけ るに や， # 微服して 


ビ ( 一 ) カウ ク 二 

二』 往來 * 遊 二 於康衢 1 て、 童 謠幷に 老人の 擊壤の 歌 をき いて、 初めて 民の 安き を しろしめし 玉へ 

%r  たらび 

りと 舊 記に 出で たり。 末代の ためしに 並な き 唐堯、 臣下 百官 皆 賢 知 聖德の 人 ありし を 

さへ、 猶ほ 天下 治まる や 不レ治 やと 云 ふこと を遙に 心に かけ 玉へ り。 まことに 難, 有 仁 

政と 可 レー K 也。 然れば 世上 千 戈 を不レ 用、 四 夷 邊疆も おだやか なりと 云へ ども、 何の 故 

を 以てし かると 云 ふこと を詳に 可, 考也。 君の 仁政に よれる や、 臣の 法制 詳 なる ゆ ゑ 

にや、 時の 勢不レ 得レ已 して 然れ るに や、 先代の 明君の 政の これる にや、 怒り 恨む るの 

もの ありと いへ ども、 土地 邊方 にして 事 大義なら ざる ゆ ゑに や、 位 卑しく 黨少き ゆ ゑ 

にやと、 其の ゆ ゑん を 糾明して 考 へば、 安否 治亂 の機豈 はかられ ざらん や。 人君の 政 

道 臣下の 法制に よらず して、 何となく 世の 長久な らんこと は、 唯 だ 時の 勢に して、 民 

ル カラ ンズ  カラ 

の 情 は いささか 不, 可, 安 也。 不， 安して やすきが 如くなる は、 民の 口 を 塞ぎて 奸 臣下 

2) 唐の 安 情 を不レ 通、 君 叉 深く 思 はざる が ゆ. < ^也。 豈可, 忽ん や。 秦の亂 天下に 滿 ちて 二世 これ 

#山  ラ (二)  かこ  ルラ  テヲ 

周 公 は を不レ 知、 祿山兵 を 擁むを 玄宗っ ひに 不レ 知に 至る も、 皆 奸臣隔 二 下情 一て 君の 耳目 を ふ 

魯の 始祖と な  (三) フ ニヲ， 厂 ムト 

r 始は公 ^， さげば 也。 奸臣の ふさぐ にあらず、 君 君たら ざる ゆ ゑん 也。 昔 周 公 問 こ 太 公； 何以治 

共に 周；^ り 功  ヲ  ハク ビテ ヲ タツ トブ ヲ  へクズ ラント サン シ  フ  一一  ヲ テム ノ 

S  レ齊、 曰、 尊レ 賢而尙 , 功、 周 公 曰、 後世 必有 一一 惹轼 之臣； 太 公 問 二 周 公； 何以治 レ魯， 
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曰、 尊 A 賢而 親， 親、 太 公 曰、 後 寖 弱矣 とい へ り。 周 公 • 太 公 は いづれ も聖 知の 人に 

して、 魯 • 齊 の 治 道 互に 心 入ち がへ る を 以て、 同じく 治平に 屬 すと 云へ ども • その後 

世に 弊 ある こと 其の 言の 如く、 齊は田 氏に うば はれ、 は 三：^ に |5 せらる。 治平と 云 

ふの 品、 審に 不二 糾明 一ば あるべからざる 也。 

二 IO 輿 亡 を 論ず 

師嘗 論， 一 舆亡, 曰 はく、 天下の 興亡 は 在， 1 德之 厚薄、 時勢 之， ni 然、 地 氣之風 度 1 也。 德 

の 厚薄と 云 ふ は、 其の 身に 德を 積む 所より、 天下の 萬 民 これに 歸 服して、 つ ひに 天 下 

の 主と なる、 是れ德 に 依って 興る 也。 舜の民 問に 出で、 ^の 記， 歌. て、 1  にお • 周 武の 

不レ 得レ已 して 四海 を 開基す るの 類、 是れ德 によって 興る 也。 これより^ つかた 、漢. 

唐 二 木の間、 民間より 起り てつ ひに 天下 を 草 業す るの 人君 は、 德とカ を 兼ね 用 ひて- 大 

下に 輿れ り。 德に 高下 はありと 云へ ども、 德 なくして 力 を 以て 草 業す るの 事 は 世に 希 

也。 されば 古 之 輿 者 在 二 厚 1^; 不， 以ニ 大小 ノ とい へ り。 太 公 Dp 11 あ， 君、 不， あ 一一 

天 時, と 云 へ る も 此の 心 也。 而 して 又 時勢の 自然によ つ て、 天下 自ら 一 方に 落 著す る 


事 亦有レ 之、 秦始皇 の 取 二 天下 1 これ 也。 始皇德 あるに あらず、 六 國のカ 寡に あらず、 

久しく 戰國に 苦しんで 萬 民皆戰 をう む、 時に 六 國の君 悉く 生れ か はりに して 兵法 戰法 

を不 レ辨、 つ ひに 始皇. に 掠めら る。 是れ 自然の 時勢に して、 德を 以てする にあらず、 雖 

レ有 ニ知惠 1 不レ 如レ乘 レ 勢と 云へ るが 如し。 時の 勢に 因りて 草木 もな びく 如くなる は 世 

上の なら ひなれば、 時勢 を ゆるがせに すべから ざる 也。 地 氣の風 度と 云 ふ は、 其の 所 

レ 因の 地形 風俗に 由り て、 興る 事 かたきと 易き と あり、 是 れ地氣 による 處也。 ここ を 

以て 案ずる に、 其の 亡國 とならん 事 も 亦 如， 此 なれば、 本 を 以て 云へば 德 知に 究 まり、 

用 を 以て 見れば 時勢 地氣 あり、 人 必ず 位に 順って 其の 智發 する もの 也。 然れば 時勢 地 

(六) 揚子江 氣 にもよ ほされて、 下の 中に 至り、 中の 上に 成る ためし、 世 以て 多し。 江 南の 橘 江 北 

^  M に 移されてから たちと なれる ためしな きに 不レ 有、 輿 亡の 所レ由 を不， 知して は、 盛衰 

レ to- と 出で、 そ  ル ハ 

の 語、 を 考へ政 を 深く する こと 不， 叶 ことなり。 其の上 智力の み を 以て 世に 興亡 ありと 思 ふ 

湘 南.， 1^  .  0^ 

は 皆 伯 者の 術に して、 名利の 人 必ず これ を 慕 ふに 至る 也。 是れを 慕 ふ 心 深き とき は、 

或は 紀綱 をみ だり 或は 名分 を そむき、 上 をな みし 君を弑 する の 基 也。 德の歸 せん 所 は、 

水の ひきき に付き、 火の か はける に 付く が 如くして、 更に 智力 を專ら とする 事な し。 
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然れば 興亡の 實 は以， 德 する にあり。 古人 一 K、 智可 11:^ 得， 1 天下 1 乎、 曰 不可 也、 力 可 r 

テ  ヌ  ハク  一！' バ チレ カキテ  ブ  ハケ  ノミ  ヲ カフト  ハク 

以得， I 天下, 乎、 曰 不可 也、 然 則 孰 可 以得ニ 天下, 乎、 曰德焉 而已、 何 謂 レ德、 曰不 

ハノ  ヲ  ルサ ノコ  <ヅ  レ  ハウ テレ- 一  ノ  ク  モ>|' フル  ウテ レー 一 

レ行 一一 一 不義； 不レ殺 一一 一 不辜； 是也、 智者 遇レ 之、 而其智 無レ所 レ庸、 力 者遇レ 之、 而其カ 

無 レ所レ 指と いへ り。 さりながら 德を 以てする は-お 久也。 力 を 以てする は不， 久、 智を 

以てする は 風俗 そむき、 時 を 以てする は 眼前の 利潤に して 始終の 全きに あらず。 尤も 

可 n 審思 1 之 義也。 

ニニ 政令 を 論ず  - 

師曰 はく、 治 道を廣 くす る 事 は 政令の 二つに あり。 政 は 其の 法令の 形して 人の 規摹. 

と 可レ成 作法 を あらかじめ 定む るの 事 也。 令 は 此れ を辭 にあら はして 萬 民の 心得る 如 

く 致す 一 百 令 也。 然ると き は、 政 は 目に 兒る處 を 以て 其の 作法 を 明に し、 令 は 耳に きく 

處を 感ぜし む。 政令 は 耳目の 所， 觸を 感ぜし めて、 これ を 以て 其の 形 を 正し 氣を 養つ 

て， つ ひに 心 を 正しから しめんの まつりごと なれば、 政 あれば 令 あり、 令 あれば 政 あ 

つ て、 共に 離る る ことなし。 言 を 巧に して 令 を 示す とい へ ども、 其の 政 あら ざれば 民. 


不レ 信、 政 明な りと 云へ ども、 令を詳 にして 萬 民に 示さ ざれば 民 これ を不 X 知 也。 され 

ば 政 は 人君の 作法に して、 令 は 萬國へ 示す の 命 也。 ここ を 以て 政令の 二つ 相 並んで、 

かたつ かた 不， 11^ と 云へ り。 易に 天下 有， 風妮、 后以 施， 命誥ニ 四方 一とい へり。 古人 云、 

風 者 天之號 令と いへ る、 皆よ く 萬 物に 及んで 不， 滞、 よく 大小 疎密に 通ず る こと を 云 

へる 也。 政を體 として 令 を 用と する の 心得と 可， 知 也。 而 して 人君より 萬國へ 下知せ 

しむる の 命令、 いささか 忽 にすべからず、 文章より 其の 道理に 至る まで、 其の 位を糾 

明し 其の こと を詳 にして、 下 これ を 用 ふるに 利あって 感ずる 處 深から しむべし。 四 域 

の 遠き 邊 鄙の 末々 まで 君の 情 を 知る は 此の 命令に あり、 萬 代の 久しき 子孫の つぎ/ \ 

まで 相殘 りて 規辜 たる も 亦 命令 なれば、 文章の 巧に して 其の 言の 玉 を つらねん 如くな 

らんこと を 好むべし と 云へ るに は あらず。 唯 だ 人君の 實 より 出で て、 言の 高下 は 其の 

所に 順 ひ 時の 文に まかす るに 有る のみ 也。 後世 式目 命令の 類 多し とい へ ども、 皆紀文 

之 腐儒 これ を 撰述して * 文章 實に 過ぎ、 或は 故事 を 引き 或は 文 を 巧に して、 萬 民の 聞 

き 知るべき にあらず、 不， 然ば 又直レ 情而徑 書す る を 以て、 辭 つたなく して 風俗の 弊と 

なること あり。 政令の 所， 因、 ：H ノハ大 如， 此也。 fJI ま II 一 # 
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一二 二 正統 を辨ず 

師曰 はく、 治 道 者. £ レ辨ニ 正統 一也。 正統と 云 ふ は、 正 二 綱紀 之 <„£1 定ニ 名分 之 等 i 也。 

抑.^ 綱紀と 云 ふ は 網 を 以て 事 をた とへ たる 言 也。 綱 は あみの 大づ なにして、 これ を 張 

ると き は 萬 目 自然に あがる、 是れを 綱と 云 ひ、 紀は 網の 內の萬 目 その をち/ \ の 正し 

くして 不， 亂 こと 也。 故に 張 ニ其大 者ー是 之謂レ 綱、 理ニ其 小 者； 是之 謂， 紀と 註せ る也リ 

而 して 天下の 間 萬 機の 政 各-' 其の 綱紀あって、 人倫の 上に 綱紀 を 立つ る を 以て 本と す。 

(一) 樂記篇 人倫の 上の 綱紀と 云 ふ は、 禮記 曰、 聖人 作 n 爲 父子 君臣； 以 爲ニ紀 綱； 紀綱旣 正、 天下 

大 定。」 白 虎 通 曰、 三 綱 君臣 • 父子 • 夫婦 也、 六 紀諸父 • 兄弟. 族 人 • 諸お • 師長 • 

朋友 也， 綱 張 也、 紀理 也、 大綱 小紀、 所 卞以張 n 理 上下 一整 * 齊 人道. M 也と 云 ふ、 各.' 是 

れ 綱紀の 說也。 しかれば 君臣 • 父子 • 夫婦 は 人間の 大倫 也。 一家より 天下に 至る まで、 

夫婦 あら ざれば 陰陽 不, 通、 父子 あら ざれば 生々 の 道な し、 君臣 あ "ら ざれば 養 n 育 上下 1 

の 道た え、 各 >  不， 得， 已の物 則、 天地 自然の ことわり にして、 君臣 は義を 以て 立ち、 

父子 は 愛 を 以て 立ち、 夫婦 は 別 を (以て) 立つ。 此れ 人倫の 大綱と 云 ふゆ ゑん 也。 此の 


象 2 
辭 c 

履 
卦 

の 


三 綱 正しき とき は、 その 下の 條目 自然に 不レ亂 して 條理 明な り。 天下の 綱紀 を 正さん 

とならば、 先づ 一家の 綱紀 を糾 して 不レ亂 にある 也。 綱紀 ここに 正しう してみ だれ ざ 

らんに は、 下と して 上 をし のぎ、 子と して 父 をな みする の 無道 あるべからざる を 以て、 

天下の 大倫 ら 立つ 也。 ^^韓退之曰、 善 計 二 天下一 者， 不， 視ニ 天下 之 安危 一 察 二 其紀綱 

之理亂 一而 已矣 とい へ る はこの 心 也。 次に 名分と 云 ふ は、 人お のづ から 高下 尊卑の 差 あ 

る を 以て、 一定の 分あって 不， 可レ 踰處， 是れ 名分 也、 人力 私意の なす 所に あらず" 易  参 

曰、 上天 下澤、 履、 君子 以辨， 一 上下 1 定ニ民 志？」 禮 記大傳 曰、 名著 而 男女 有.， 別、 叉 曰、  . 

名 者 人 治 之大者 也， 可， 無：， 愼乎 といへ り。 實 あって 此の 名 正し、 名 は 實之賓 也。 然る 

とき は 內に實 あって 外に 其の 名號 あり、 名號を 以て 其の 分 を 定めて、 位 を 究め 品 をた 

だす。 孔子の 正, 名 乎との 玉へ る も、 名分 は 政道の 大 なる もの なれば 也。 天下の 亂は、 

綱紀の たが ふ處、 名分の 差 不レ明 を 以て、 臣 として 君 を 弑し位 を 奪 ふに 及べり。 天下 

の 治平 長久な りと 云 へ ども、 綱紀み だれ 名分 不レ ば、 人 々 上 を を かし 分 を こえて 欲 

を 立て、 臣 として 君 を 蔑 如す るの あやまり 不レ 可, 無 也。 凡そ 上下の 差別 は 天地の 常經 

にして、 天 をいた だき 地 を ふむ のこと わり 不レ 得レ已 して 明白 也" 人欲の 私お こり 天 倫 
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の五敎 にう ときを 以て、 臣 として 君の 非 をう つたへ、 子と して 父の 非 を 思 ふ。 これに 

_ 由り て 天地 所 をが へ、 下剋上の 作法と なって、 綱紀 大に亂 るる 也。 されば 古より、 君 

臣事 を訴 ふるとき は不， 決 二 理非 一して 君 を 以て 理 にあ づ け、 父子 事を訴 ふるとき は 曲 

直 を 不レ論 子 を 以て 非と す。 是れ 事に は 曲直 是非 ありと 云 ふと も、 天 倫 自然の 理非 天 

ルサ  (二  かくこう  せん ぼ 

(一) 左傳桓 道 明白なる を 以て、 聊か 事の 善惡を 不レ糾 也。 昔 周の 桓 王の 時、 虢 公 其の 大夫詹 父と 

公 十 年に 出づ  1  チ . 

訴 ふる 事 あり、 詹父自 直の 事 ありければ、 桓王 遂に 以レ師 號公を 追 出す。 其の後 數代 

を經 て、 周の 襄 王の 時に 及んで、 臣元頃 執 ニ衞侯 一而 li 殺， 之、 襄王 曰、 君臣 無 レ獄、 

モナ" トカラ ク  ルサ 

今 元 一 I 雖， 直. 不レ 可レ聽 也と。 是れ 君臣の 天倫亂 るる を 不レ糾 と、 これを糾して明^：：な 

(二 ) 

,v* うらい  ハク  ル  ； ーシト ハウ ックへ  ョ リン テス 

一水 一の)， Ks?l、 らしむ るとの たと へ 也。 東 萊呂氏 これ を 評して 曰、 所謂 君臣 無 レ獄 者、 固 可 H 以爲 一！ 

p-i-.^r  /  ,、  ，、  テハ キー-  ノ モナ リ，、 -  ノ  ホダ レ  プ  モ クンバ  ノ  レ 

萬 世訓； 至 A 若 二 元 1  ー雖， 直 之 一 語； 猶未， 免-! 世俗 之 見 1 也、 苟如ニ 襄王 之說ー 是元痕 

す。 官直ー 吣閣、  ダ テ ンパ ナ， フ ノル カラク ノ、 ルル ルゾ  ヲ  リ  リ 

？ £^>史 之理、 未ニ嘗 不&、 所 n 以不 I, 可. 聽者、 恐：， 亂ニ 君臣 之 分 1 耳、 有 二 所謂 理 一又 有 二 所謂 分 一 

に 編 愤プり  ァラズ  ..，  、  -、、 ヽチ 

0^.^^ 是 理與， 分， 判然 二 物 也、 君子 言 ス刀必 及， 理、 言 k 必及ス R、 理與レ 分， 得 則俱 得、 

生と- is;? こ  へバチ ニフ  フル ヌハ  ヅリ 7 ルヲ  ル ズシモ ハノ  フル ヌ  リテハ 

00 失 則 供 失、 臣之 訴レ君 者、 先 有 一一 訴レ君 之 曲 一 不一-一 必 問 一一 其 所， 訴之辭 一也、 當ー ，父 • 元 

父；： 七 ガダ へ ヌ 二  ノ ヨリ ナルモ -ーケ パフ ルヌ ヌ チ 一- ル クウ テン -ー  ,  / 

i つ」。 ^ 條 晅未， 訴， 君 之 時； 其理固 直、 旣啓 M 訴， 君 之 ロー  則 已陷ニ 干-沿 天之惡 -矣、 君臣 之 際、 


ぉ4|^,4^1^曲直,之1" 後 之爲， 治者、 非 1^ 合 二分 與- 理爲. -ー 、 亦 安能 洗 二 犯， 上 之 習.； 而 

き ー于古 一哉 云々。 此の 心 は、 世上 底お しなべ て、 上下の 分と 事の 理非 を 別にいた せる 

ゆ ゑに、 綱紀に たが ふ處 あって 名分み だるる 也。 その ゆ ゑ は、 君臣 上下の 差別 を 以て 

云へば、 臣 として 上を訴 ふる は あしきに 究 まれ ども、 此の 事 は 君の 無理 也、 ひがごと 

也， 四分六 分の たが ひなら ば、 臣の あやまりと 云 ふべ けれども、 是れは 理非 各 別の こ 

となる ほどに、 臣を 立て 君 をな みせん と 云 ふ、 是れ 皆理と 分と を 別にす る ゆ ゑんな り。 

分 定まる 處 あれば 則ち 理 定まる。 天 倫の 分 迅は大 にして 常經 也、 事の 是非 は輕 くして 

微也。 然ると き は、 君臣 上下の 問、 理非曲直 を くらぶる の 分に あらざる と 云 ふ 本理、 明 

白に して |4 レ可, 疑 なれば、 分と 理を 一 つに 見得せば、 下剋上の あやまり 不 レ可レ 有との 

こと 也。 孔子の 春秋 を 華 削 ありし こと、 周 道 衰微 乾坤 易 レ處、 亂臣 賊子 接 n 迹當世 一 人 

欲 IkK 理 滅びた る を 以て、 一 字の 褒贬を 糾明して、 亂臣贼 子 をして 禁 一一 其 欲 1 而不レ 得 

レ雖 はめ 玉 はんとの 趣向 也。 故 尊 一一 君 父 一 討 一- 亂贼 ー闢 一一 邪說 一正 一一 人心 一華 レ 夏蠻レ 夷に す 

S 司 馬 光 るの nil 佳 だ 辆紀を 正し 名分 を 明に して、 天下の 亂臣 賊子 を 戒め 玉 はんの 心 也。 後 

の ^ic 資 治通鑑  / 

J^tJI^O 世に 1 公の 通鑑、 一公の 綱目、 各. >  この 心 を うつせり。 是れ 正統 を辨 じて 綱紀の 立た 
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(一) 魯の大 

夫 


(二) 前 出 

七 八 頁參照 


(マ：) 元 末 明 

初の 擧者、 明 

の 世に 至り、 

召せ ども 仕へ 

す。 著 JW 多し 

(E) 晉の世 

祖武 帝の 年號 

なり 

(五) 此の 時 


(六) 唐の 高 

祖の帝 を稱し 

たる 時の 年號 

(七) 春 王 正 

e: と ある. 指 
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ん こと を 欲すれば 也」 魚  = の昭 公季 氏が 爲に 出されて 乾 侯に 舍 する 事 八 年、 鲁 すでに 君 

をな みす。 春秋に 毎 歳 必ず 書 二 公之 所在 1 して、 季 氏が 政 を專ら する を 抑 ふる は、 罪ニ臣 

(二 ) 

子 一の 意 也。 司 馬 氏 通鑑を 撰述す るに、 唐鑑 をば 范祖禹 是れを あつむ。 唐の 中宗 母后 

のために うつされ 玉 へ る 編 年に 至りて、 武 后の 中 宗を蔑 如せ し 罪 を 編 年の 始めに 紀し 

て、 武 后の 惡を あら はさんと ありし を、 范祖 ie? 以爲, 非 二 春秋 之 法 一日、 天下 者 唐 之 天 

下、 中 宗受ニ 之 於 其 父； 武后安 得 T 絕ニ 先君 之 世； 復繁 * 嗣君之 年 h  iiu 武厂" 之號； 自 I 

„ 、一一ん ト  ヲ  (！ 一一) 牛 

爲ー， ー竊取 一一 春秋 之義 一と。 是れ 各. >  春秋 綱紀 を 正し 正統 を辨 ずるの ゆ ゑん 也。 元の 楊 維 

械， 字廉 夫、 號ニ鐵 摸.； 正統 辨を 作りて 曰、 臣維柏 素 讀ニ 春秋 之 王 正月、 公 羊 謂大ー 

統之 書； 再觀 T 綱目 之 紹二舂 秋； 文 公有 5 正統 之說 h  以 ニ始皇 二十 六 年 1 而繼 n 周統； 髙 

ノ  ニメシ  二  ハ トシ テ  グ ルヲヲ  卜セ (H) ヲ  ハ レシ テ (五) スヲ ヲ  トセ (六) ヌ 

祖 成功 五年而 接ニ秦 亡； 晉始こ 於 平 U 吳而不 A 始ニ 泰始ー 唐 始ニ於 滅-盜 而不. Z 始ニ於 武德； 

正統 之說何 自而起 乎、 起 II 於 夏 后傳, 國湯武 革 V- 世、 皆 出 二 於 天命 人心 之 公 1 也、 統出、 

ヨリ チ  コノ カク  ル  ケン テリ-一 ス  二  二  ハチ 

於 天命 人心 之 公； 則 三代 而下 曆數 之相仍 者、 可， ー以妄 歸， 一 於 人 一 乎、 故 正統 之義、 立， 一 

於 聖人 之經； 以扶， 一 萬 世 之 綱常； 聖人 之經 舂秋是 也、 春秋 萬 代 之史宗 也， 首 書 二王 正 

於 魯史之 元年 1 者大ー 統也、 五 伯之權 IX 不， 强ニ於 王 1 也、 而 春秋 必黜， 之、 不レ 使レ奸 11 


此統 1 也、 吳 楚之號 非い 不 ji 二 於 王 一也、 而 舂秋必 外， 之、 不 &i ニ此 統一と 云々。 是れ 

ル カラ ル  (八) 

(八) 漢 天下の 正統 は 聊か 不， 可 レ亂の 心 を 云へ る 也。 司 馬 遷編年 を かへ て 紀傳を 作りて 春秋 之 

その 撰せ 

一 ill 大法 やぶる と 也。 ここにお いて？ 酞公 • 朱 子 各.^ 春秋の 義を とって 正統 を辨 じ、 つ ひに 

通 鑑 • 綱目 等 出で て 萬 代 不易の 定論 綱紀に 不， 外 こと を 云 へ り。 本朝 は 人皇 開 闘より 

百 王 百世に 至る まで >  正統 更に 差 ふこと なし- 誠に 其の 風俗 紀綱明 也と 云 ふべ し。 唯 

ーフ クガ ハ 

だ 正統 を 守りて 君臣 父子の 彝 倫不， 差しめば、 治 道 ここに 全くして 猶ほ 天地と 長久 を 

. 可， 比 也。 されば 基廣則 難， き、 根深 則 難， 拔と云 ふこと あり。 何 を か 基と し 何 を か-根 

とすべき、 綱紀 これが 基たり 根たり。 是 れを廣 くし 深く する こと は、 敎化 自然に 行 

はれて 政令 ここに 立つ にある 也。 敎化 政令 行 はれば、 人々 君臣 父子の 綱紀 をし り、 尊 

卑 上下の 名分 を 定めて、 君 を 敬し 父 を 贵ぶ事 深くなる にあり。 君 父の 敬 恭を存 する 時 

は、 誰か 下^上の 心 を 生じ、 分 を 越えて 非 義を長 ぜんや。 治 道の 所レ 要、 唯 だ 盡ニ此 問 一 

耳 也。 

I  二三 華 夷の 辨を 謹む  . 
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師 嘗て 曰 はく、 人君 在, 謹， 一 於 華 夷之 辨, 矣。 華 は中國 にして、 本朝 中華の 地 也、 ^ 

は 四方の 戎狄 也。 同じく 是れ 人に して 中華. 夷狄 之 別 ある こと は、 天地の 氣相 偏して 

不レ均 が ゆ ゑに、 その 人 叉 天地の 常經 を不レ 知して 人倫の 綱紀 を 不：^ 糾、 唯 だ飮食 情欲 

のみ を專ら とし、 あくまで くら ひ 暖かに 衣て、 其の 本豺， 狼の 如し。 ここ を 以て 是れを 

. 夷狄と 號し、 禽獣の 一 等 上と する まで 也。 故に 夷狄と 相 交 はると き は、 中華の 風俗 必 

ず變 じて 專ら利 を 本と する に 至る 也。 ここ を 以て 春秋に 戎 狄擧， 號外 ， 之 也、 魚" 隱公 

^)  J さ 一 二 年、 公 食 二 戎于潛 一と しるせる 是れ 也。 胡安國 曰、 天 無， 所， 不， 覆、 地 無：， 所， 不， 載、 

y 1 頁 參 

. 天子 與 n 天地 1 參者 也、 春秋 天子 之 事、 何獨外 ニ或狄 1 乎、 曰 中國之 有， 1 戎狄； 镜， ュ 君子 之 

ルガ-  ニン  ヲ ニス ル ヌ 7 シ ト  一； シ  ヌ ニス ルヅヌ ス ト  ハ  (、七 力)  -ズ 

有 二 小人； 內二 君子 一外 11 小人 1 爲 A 恭、 內ニ 小人 一外 二君 子 1 爲：， 否、 舂秋 聖人 傾 否 之 書、 內 M 

中國 1 而外二 四 夷； 使 H 之 各 安二 其 所 一也、 無い 不二 覆 載 1 者王德 之體、 內， 1 中國 1 而外， |四爽1 

£に。 帝舜 4 者 王道 之 用 云々。 ここ を 以て 云 ふとき は、 夷狄之情尤も難レ化がゅ^<^に、 夷狄を外に 

氏 こ こ に 

ヽ 4  二」 -sfl§M  (二)  テ カウ H ゥヲシ  ト  ミ ダル ヲ 

5i に 「1， する は 中華 を責 ぶの ゆ ゑ 也。 有 虞 之 世に は 以ニ阜 陶ー爲 二 士官； 蠻 夷の 滑レ夏 を戒 とす、 

集陶、 000  シ ル  テ 一一 

s^^^, 其の 重き 事可レ 知。 本朝 は 地域 海 を 隔てて 外 夷の 往来 尤も 遠し、 唯 だ 於 二 西 州 1 旅舶商 

^p^. 船 勘合 を 以て 交易 をな すの み 也。 然れ ども 彼れ をして 本朝の 民人に 不， 令レ 交、 法 をき 


びし くし 刑 を 厚く す。 _ ^客 來聘 する 時 は 鴻臚館 を まう けて _ ^人 を 導かし む。 職員 令 曰、 

.  3 一) 

〔：.e_t 多 1£ 玄蕃寮 掌 T 蕃客辩 見、 灘饗 送迎，、 及 在京 夷狄、 監 n 當館舍 一事 上と 云 へ る は是れ 也。 寛 平 

,t 一. Ij ジ ^  '  ヽ  レ  ノ、 

151^ セ五 遣誡 曰、 外 恭之人 必可ニ 召 見 1 者、 在 ニ雜中 一見, 之、 不， 可 二直 對 一と あり。 是れ 各. '夷狄 

ちかごろ 

を 以て 相 親しまし めざらん との 事 也。 近 比 南蠻の 耶蘇の 宗門 民間に 流布し、 土民 これ 

が 邪說を 信じて 相： 弁び、 死に 至る といへ ども 不レ變 二 宗門； 是れ 彼の 戎蠻 ひそかに 邪法 

を こしら へ- 人 を 謎 ひ 奇獨を 云 ひて 窗民を たぶらかし， 小利 を あたへ てこれ を 誘 ひ、 

つ ひに 民 をして 此の 宗に 入れし め、 其の弊に乘じて四邊^^-可レ侵の謀計とにゃ。 尤も 

不レ 可レ忽 也。 天下 是れを 禁じ 制 法 を きびしく 行 はるる を 以て、 今 殆ど 彼れ が惡 宗斷絕 

に 近し。 本朝の 土民 此の 邪說に 因りて 死に 至る の 輩不， 可， 一勝 言 一 直に 邪法 魔魅の 術 

と 可 Ji 一口 也。 竊に 案ずる に、 本朝 は 佛の意 を 貴び、 八 宗九宗 の 宗門 を 立て 天下 これ を 

歸 依す。 其の 歸依 する こと 風俗と なって、 上より 教戒の 詳 なること あらざる を 以て、 

しばらく 道に 志 あるの 輩、 思々 に釋 門に 入りて 皆 空 無の 談を なして、 今日日 用の 間、 

ル ーフ  § 

君 君たり 臣臣 たるの ゆ ゑん を 不レ知 也。 故に 國郡 を領し 人の を さ を も 致す 人、 皆 下 を 

敎 ふること なく、 其の 身に も釋 門を宗 とする を 以て、 敎 化の 道 殆ど 斷絕 す。 たま/ \ 
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儒 を 信ずる の 輩 も、 腐儒 紀 文の 學 者に まど はされ て 架學の 本意 を不レ 知、 义 iii 門の 一 

祭 を 立つ る を 以て、 儒釋皆 宗門の 沙汰に 及ぶ 也。 道 は 天地 を 本と し、 人情の 感ずる 處 

による、 何ぞ 今日の 上、 ^に 一 宗 一 法 を 立てん や。 然 らば 人君 教化の 道 ひろく 萬 民に 

通じて、 自然に 天 倫の 綱紀 をし つて、 不レ？ ^止の 至 道に みちびかば、 お 何 を 以て 又^ 

に宗を 立て 門 を 求めん、 況ゃ 彼の 邪說 その 虚に可 レ乘處 なし。 內虚 にして 外 邪 氣に俊 

さるる は 人の 常 なれば、 教化の 立つ 所に は邪說 暴行 自然に 可， 止 也。 

一 二 四 治 道 は 遠く 求む ベ からず、 其の 要は 一 身に 在り 

師曰 はく、 天下 之 治 道不， 可， 1 遠 求 1 也、 其 要 在， 二 身； 古人 曰、 天下 之大、 譬 竊， 人 

之 一身 ー焉、 一身 之 中、 外 有 二 四^ kz 體； 內有 一一 五臓 六赚； 其 氣息之 相 通、 血脈 之 周流、 

ク  キ ムシ  t- ル  ハミ  ハ レバ  ジテ サゥ+ ル 

無 II 一  時 之 可 U 息、 無 一 1 一 處之可 U 滯、 一 時 或 息、 一 處 或滯、 則 疾病 生、 而庐" 瘠 成矣、 病 

ハス ヲ  ズシモ デリ  ャゥ ジ  二  二 キ モシ ョべ イノ 

之 所 n 以致 1, 死者、 不二 必 出 1, 自ニ臟 膽之中 肢體之 上； 一 瘍生 n 於 指 爪 之 間； 僅 如， 一 黍 米； 

亦 或 可二以 致,， 命、 知命^!?^子不，可ニ以不\謹也、 お：^ 善 治， 1 天下 1 者 ぽ以ニ 其 身 一視 二 天下； 

ケ レバ  モ ルセ  チシ  モル ハ  ハヒ トリ リテ  セン 力  二  ハニシ 

無二 尺寸 之膚不 1, 愛、 則 無 n 尺寸 之膚不 .A 養、 身 一 處， 1 乎 宮庭. 飩. 陵 之 上 一 而心 常存. I 乎 郡 


縣間里 之 中； 端 居 高 拱 之 時、 暝目注 想 之 際、 海 宇 之大、 百 萬 之 衆、 係 二 乎 吾 之 一身； 

一 人 之 身不， 出 二 戶庭之 外； 何以 周知 而徧 及， 之 哉、 政 賴ニ內 外 之 群臣； 內焉 者爲, 吾擧 

レ 綱而挈 ぃ領、 外 焉者爲 吾 承 1 流 而宜化 焉耳、 朝暮之 間、 百官 之 衆、 可 ニ以目 擊而聲 

呼 一也 云々。 此の 論 つづ まやかに して 能く 徹す。 人君 1K 下の 大を思 ふ 事 一身の 如くな 

らん は、 政令と どこ ほる 不ぃ 可也。 


(一) 

の卦の 爻辭に 

あり、 九 五の 

天 龍 は 卽ち君 

王に して 九 二 

めm龍は^w!臣 


I  二 五 治 道 は 賢 を 求む る を 以て 要と 爲す 

師曰 はく、 治 道以, 求 レ賢 爲レ要 也。 上に 九 五の 天 龍 ありと い へど も、 下に 九 二の 田 

龍あって、 互に 大人 を 見る を 利と する、 是れ 君臣 合 體の道 也。 世々 の 記 錄を考 ふるに、 

君 明なる とき は 必ず 臣に睿 知の もの 出來 て、 而後に 天下の 治 道 全き 也。 君 一人の 德ぃ 

か 斗り 高く 廣 しと 云へ ども、 萬 民に 及ぼし 四海に 施さん こと は、 諸臣 これ をう けて 施 

行せ ざると き は、 事遲 滞に なりぬ ベ し、 一 人の 力 所レ至 其の 限 あれば なり。 君 出で て 

先 を 下知 せんと すれば あと 虛也、 留まりて ここ を 下知 すれば 先く らし。 是 れ君德 必ず 

うへ  した  (載) 

臣を まちて 行 はるる ゆ ゑんな り。 天上に あって 覆 ひ 地下に 居ての せ、 萬 物 その 用を遂 

君 道 十一 治談  三 六 九 


山 鹿 語 頻卷第 十一  三 七 ◦ 

ぐるに ひとしき 也。 堯. 舜.祸4-文. 武の 時より 漢- 唐の 人 主、 其の 賢德を あら 

はし 玉 へ る は、 皆 臣に材 知 ある もの 多ければ 也。 朱 子 曰、 天下 之 事、 , f 一  人之聰 

明 才かぁ 二  一  是ヲ 古 之 君 li^、  £ ぁ德業 智謀 足 = 以 有&、 而 J^j^ 嘗不 * 博 求 二人お， 

i ァ ぁ補ハ I 上と いへ り。 君臣 合體の 政に あらず して は、 四海の 廣、 萬 民の 衆、 其の 教化 

^ カラ 力 ナフ 

不レ 可， 稱也。 

1 二 六 天下に 志 ある 者 は 夭 下の 賢 を 致す 

師日 はく、 古人 一 ^ マ 古 之 君子 あ， 志 = 於 天 l.M、 あ， 不 T 以， 致 M 天下 之 賢- 爲.. 急と 云 

へる 事 あり。 人君 國郡 天下の 上に 居て 佚樂を 事と するとき は、 天下 佚 樂の臣 ここに あ 

つまる、 治 道に 志 あるとき は 知 賢の 臣 ここに 相 あつまる、 物 皆：：^ レ類和 通ず る もの セ。 

况ゃ 人君の 求めき li4 軋^。 然れ ども 夭 下の 間、 佞奸 愚 不肖の もの は 多く、 賢 德材知 

の もの は ノし。 奸侯愚 不肖の 輩 は 世に へ つら ひ 勢に つく を 以て、 常に あら はれて 朝 位 

にあり、 賢德材 知の もの は、 德を かさね 道 をね り、 村 を かくし 知 をく らくす る をお 一し- 

41^ こ 逢 ふ 事な く、 常に かくれて 市 朝に.？ ^ ざ かる。 近づいて 親しむ もの は 進む にやす 


I 


く、 遠ざかりて 疎き も， の は 退く にやす し。 世間の 情 皆 如, 此を 以て、 人君よ く 治 道に 

(任) 

心 深く 思慮 切ならず して は、 遠く 疎き 賢 知の もの を 招請して、 道 を 尋ね 事 を まかす る 

に 至らん や。 草 業の 君 は 天下 を 興す に 志 あるが ゆ ゑに、 賢 知の 者 を 招く 事 切 也。 守 文 

の 主に 至りて は、 長久 太平 を賴ん で治亂 安危 を 不レ詳 を 以て、 德を 招き 賢 を 求む るの 

C 缺) 

心 必ず 遠し。 ことに 家に 相續の 家臣 幷に 子孫 繁多なる を 以て、 人に ことの かくる 事 あ 

ら ずとの 思 入と なる ためし、 異 國.. 本朝と もに 古今の 通弊 也。 人 病 者なる とき は醫を 

知る こと 常に 過ぐ、 病 門に 多, 醫と云 ふ是れ 也。 天下の 病 を 治め 政道 を糾 さん こと を 

深く 思 ふの 君 は、 國を 治す るの 良臣 を不レ 求ば あるべからざる 也。 し臣を 卑賤の 內 

より 招きて 天下の 政 を 任せん こと は、 上の 德 至って 不, 明して は 難, 行からん こと 也。 

最も 其の 臣下の 至德發 見す る こと いちじるし からず して は 叉難レ 用。 舜を擧 げた まふ 

y は) 后， き 龍、 に は堯四 岳の すすめ を 以てし、 黄 帝 は 風 后 • 力 牧を夢 を 以て あげ、 高宗又 夢の 敎にま 

？  UHO  .J^i  ふえつ  ゐ すゐ ほ- vw 

SJS^  かせて 傅 說を岩 築の 間に 得、 文 王 占に よって 太 公を渭 水の 濱に 得。 是れ事 を 夢 占に 依 

りて 賢 を 求め 玉へ るか、 叉 は 思， 賢の 心 深切なる を 以て 天 ここに 告げ 玉へ る や、 賢德 

材知を 得る ことのた やすから ざる 事 可, 知 也。 然れば 上に 賢 聖の德 うすくして は、 凡 
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卑の內 より 選びて 政 を 委任 せん 事 甚だ 大 節の 儀 也。 ここ を 以て 守 文の 君 は、 選 擧の道 

を 第一と して- 野に 遣 賢な からし めんこと を 欲する の 志不， 厚して は、 天下の 政道 必 

ず 太平 をた のんで 下情 を不， 知に 可， 至 也。 

一 二 七 人材 を 成す を 以て 要と 爲す 

師曰 はく、 人君 以：， 成 二 人材 1 爲レ要 也。 人の 主 皆 言 ふ、 よき 人 を不， 持が ゆ ゑに 政道 

象 法不， Z 正 こと を 歎ず、 世 以て 然り。 是れ只 だ 生 知 安行の 聖人 あらん こと を 求めて、 

人材 を 成就す るの 道 を不, 知が ゆ ゑ 也。 生 知 安行の 聖者 は 世 を かさねても 難, 有事 也、 

如何ん して 是れを 得る ことの やす からん や。 凡そ 人の 村、 至って 上 知 も 叉 至って 下 愚 

なる も 世に 希 也。 大略 皆 中材中 知に して、 是れを 修練す る 時は變 化して、 屮材 必ず 上 

知に も 近 かるべし、 叉 是れを 愚 不肖に 交 はらしめ 一:^ 奸に陷 らしむ ると き は、 凡 下の 惡 

人と も 可, 成 也。 ここ を 以て 考 ふるに、 子を敎 へて 善に 入れ、 弟 を 導きて 德を ねらし 

めん 事 は、 父兄の 心得に よる ことなりと 云へ ども、 父子 は 愛に 過ぎて 敎 ふべき 節 を ゆ 

るが せに し、 兄弟 は嚴に 過ぎて みち 引くべき 時 を 失 ふ を 以て、 子弟 惡に 入り、 舊染深 


きの 後に は、 父兄 是れを 如何と もす る ことなし。 君 は 恩 を ふかくし 義を 重く し、 开賞 

の 用と もに そな はり 玉 ふ を 以て、 ここにお いて 唯 だ 人君の 教戒 至って 化し 易しと する 

也。 然ると き は 常に 其の 業 を 定め 其の 交り を糾 し、 是れを 抑揚す るに 以ニ刑 賞 一せば、 

人 村 始めて 成就すべき 也。 人材 成就して、 人 皆 天德の 厚き に 由り て 生々 を 全く せんこ 

と は、 {是 に 天地の 化育 を 助く とも 云 ひつべし。 是れぞ 天地人の 三才に つらなれる ゆ ゑ 

ん也。 世人 皆 云 ふ、 人 各. -氣 質の 所， 受相 たがへ る を 以て、 敎 ふと 云へ ども 難レ變 と。 

是れ大 なる あやまり 也。 近く 譬を 以てせば、 牛馬 は 畜類に して、 人 を 以て 論ずべ から 

ざる を さへ、 是 れを敎 練す るに 道 を 以てする とき は、 力 を かくし 角 を ふせて 人に 相隨 

ふ。 そのよく 相 なれる は 三尺の童子 も 亦 御, 之。 (何 ぞ) 牛馬に 劣らん や。 唯だ敎 ふるに 

K\ 以レ 道の 失 は、 必ず 其の 材を 成就な りが たし。 飮 食の 味 を 好む もの は、 必ず 滋味 嘉 

散 を不， おして、 疏食を こしら へて 滋味 を 深く す。 有情 非情 ことぐ く 仕樣 (用 ひ 様) 

(分)  キ ル 

に從 つて 好悪の 差別 甚だ わかる、 況ゃ 天下の 人 皆 天下の 用に 可， 足 なれば、 人材 を 成 

就せ しむる 如くに 召使 ひ 玉 ふ 事、 是れ 人君の 大德 也。 而 して 成 二 人材 1 の 道 は、 敎導を 

寬 にして 學 ぶに 形 を 以てし、 師友の 道を詳 にして ただす に 刑 賞 を 以てする にある 也。 
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舊 習の 惡 俄に變 じ 難し、 氣 質の 偏 一方に 敎へ 難ければ 也。 人 皆 居に 因りて 氣を遷 し、 

形に よって 心 自ら 變 ずる 事、 天下の 定理 也。 今まで 幼弱の 振舞 ありし 者、 元服して 成 

(き 

人の 座敷に 入れば 則ち 成人の 心なり、 僕從 奴婢 も擧 げられ て 仕官 を ふれば CI ら義を 守 

り、 放逸 遊 樂の士 も 擧げて 好官好 職に 置く とき は 自ら 佚游 を不, 致 は、 其の 心の やめ 

るに は あら ざれ ども、 其の 所 其の 列 其の 位、 我が 好惡を 可, 出の 所緣 あらざる が ゆ ゑ 

也。 かくて 年月 を ふる 內に は、 敎を きき 學を習 ひ、 耳目に ふるる 處皆 道德の 事に して 

ハ ル  (4^ ソ 

(身の) 所レ 交、 行く として 不義の 朋友な きに 至る を 以て- 人 村 ここに 成就す。 材 なれ 

る をば 擧げて 用 ひ、 不， 成 は 下して 勞 役に 至らし む、 是れ又 人君の 權也。 如，：^ば人々 

分に より 皆材 をな すに 足れるべし。 人 君臣の よからん 事 を 欲せば、 以, 成 二 人材 一可 レ爲 

レ要 也。 

I  二八 治 道 は 選任 を 以て 本と 爲す 

師日 はく、 治 道以ニ 選任, 爲， あ 也。 程子ノ 曰フ、 古 之 聖王所 1 ュ t き 致 二 天下 之 あ； in 他 

術, 也、 朝廷 至 二 於 天下一 公卿 大夫百 職 群 吏、 皆稱 二せ，. ハ 一而 已 といへ り。 然れば 人の 


賢 材を考 へて 諸 役 を 申 付けば、 下にと どこ ほる 處 あるべからざる 也。 選 は 人 をよ く 選 

み 試みて、 是れを 相應の 職たら しむる こと 也。 任 は 委任と 號 して、 人 をえ らんで 申 付 

くるの 上 は、 其の 事の 子細に 大小 輕重 を考 へ、 其の 職の 內、 その 官 人の 取り さばき 

がた からん 事 は 上裁 を 家、. 其の 外 は 皆 其の 役人に まかせて 不， 疑の こと 也。 選んで 

不二 委任 一ば 賢材 己れ が 分量 を 出す こと 難レ 成、 進退 內 より 御す るの ためしと 可レ 成。 ま 

かせて 不, 選と き は、 盗賊に 財 を 守らし め 虎狼に 威 をつ くるに. 同じ、 國の 興亡 唯 だ 彼 

れが 心に あり。 ここ を 以て、 治 道の 要と する 處は 選任の 事に あり。 選任 は臣に 官職 を 

さづ くるの 道 也。 凡そ 天下 萬 機の 政、 人 主 是れを 一 々親ら 決せん とならば、 其の 用事 

日々 に 累積して、 或は 帳簿に 結び 或は 覺書 等に のせて、 先の 用い まだ 不, 濟に叉 あとの 

用 かさなり、 去年の 用 不レ濟 に 今年の 用相累 なる。 如, 此 とき は 唯 だ 急 事の み 速に して、 

緩 事 は 日々 にか さなる 事 多ければ、 奉行 官人 失念 多く、 帳 日記 多ければ 紛失 燒失危 し。 

奉行 役人の 門に 往來 しげく、 人馬の 勞役、 飮 食の 費、 禮 謝の 報、 甚だ 以て 大也、 況ゃ 

訴人 私用の 困 究不レ 可ニ擧 云？ 是れ 人君 下 を 疑って 自ら 決する こと を 好む の ゆ ゑ か、 

叉 は 官人上 をお それて、 一 々上裁 をう けて 私 知 を 不レ成 こと を 明に して、 身 をうた ざ." 
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らんと 云 ふの 事に して、 下の 困究 をいた はらざる 也。 是れ 等の 儀、 上下の 問に 疑惑す 

y 人)， 一  る處 あるより 起れ り。 范祖禹 曰、 人君 于ニ其 所-, 不レ當 ， 疑 而疑， 之、 則 チー其 所 一 I, 不レ可 

お八 Hi  7、  7、 レ，  カラ § 

レ任 而任レ 之と い へ る はこの 心 也。 次に 諸 役人 殘る 所な くそろ ひて よき 如くなる を 欲す 

る 事、 是れ叉 あやまり 也。 人に 全く そろ ふ 事 はなき もの 也、 材 あれば 德不， 足、 實ぁ 

れば 材不レ 足。 然る を 材と實 と 兼備の もの をと 欲する ゆ ゑに、 その. 人 終に あらず して、 

官人皆 あしき 如し。 是れ使 レ材使 レ實の 道不， 一 相 應ーを 以て 也。 其の上 其の 職に 厚薄 ある 

ベければ、 薄く して 不レ苦 職 は 其の 選を輕 くして 可也。 上下の 官 無二 殘所ー 相 そろ は 

ん こと を 願 はば、 却って 厚く すべき 所 薄 かるべき 也。 人君の 人 を 試みる、 皆 その 全 か 

らんこと を 以てする が ゆ ゑに、 使, 之の 所 を 失って、 これ を 選んで 物 を まかす ると 心 

得る を 以て、 大に 相違 ふ 也。 實深 きもの をよ きと 思うて、 材の 可, 入 役職 を授 くる ゆ 

ゑ、 其の 役人の 働き 初めの 如くなら ざる 也。 又材辯 ある をよ きと 稱 して、 實の 入る 役 

職を授 くれば、 其の 働き過ぎて 奸 曲に わたる こと 多き は、 水 を 以て 火に つか ひ、 火 を 

以て 水に つか ふが 如く、 其の 能 稍く 替る を不， 知。 一 向に 泥 著す る處 より 事 起る 也。 

■  選任の 間 其の 重き 事不， 可： J 一目、 人君 豈可， 忽乎。 尤も 可， ー愼戒 一也。 


一二 九 選 擧を豫 めす 

師曰 はく、 豫 一一 選擧 一事 あり。 其の 役 其の 職 かけて 俄に 人 を 選まん とする 事、 求， 人 

の 失 也。 人 必ず 奸曲 深き を 以て、 非 を 飾り 內を かくして 形 法 を こしら へ、 人 を 招き 飮 

食 利得 を あた へて 人の 稱美を 求め、 時の 權勢ぁ らん 人の ゆかり 親類 往來 の 朋友 ま で 

ほまれ 

も、 その 事と なく 徘徊 奔走して、 譽を 盛に せんこと を 願 ふの 佞人、 世 以て 多し。 形 を 

かざりて 人の 目 をぬ すみ、 聞え を 高く して 人の 耳 を 覆 ふ。 然る を 人の 毀譽 其の 身の 立 

廻り を 以て 急に 用捨 せんとな らば、 其の 法大 にたがって、 奸 人つ ひに 心 を 得べき 也。 

ここ を 以て 案ずる に、 諸 役人に 可， 仕の 輩 をば、 平 士の內 より 其の 長 頭た る 人 えらみ 

出して、 常に 殿中に 伺候せ しめ、 執事. 奉行の 居處 に往來 せしめて、 數 年の 間 其の 言 

行の 虚實を 正し、 內外 のさた を 具にし、 言 はせ 行 はせ て 見聞 を詳 にし、 而後に 其の さ 

かしく 得た らん 方の 職 を 可レ與 也。 若し 奸 佞の 輩あって、 上 を 偽り 人 を たぶらか すの 

類 あらば、 これ を 選め る 所の 長 頭に わかち を吿げ てこれ を 責め、 猶ほ選 法相 違 度々 に 

及ばば、 其の 本意 賄赂に ふける 處 あり や、 奸 俊に まど はさる る處 あり や、 s?^ にして 不 
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レ知ニ 選 法 1 や、 其の ゆ ゑん を亂 明して、 刑罰 輕重 あるべき 也。 人 を 見る こと は 大方に 

(二  . 

に)、， 、夏の 禹 して は 難， 叶。 堯の 聖人に して 鯀に水 を を さめし む、 然して 年の 久しくして 不， 成 を 

Hi の, ク 

g おの 以て 罪に 入る。 舜を 試む るに 九 男 二 女 をみ ゃづ かへ せし む〕 しかれば 自分の 目 を 以て 

を 殺して 公に 考へ、 他聞 を 以て 謀り、 其の 本末 を こまやか にせず して は、 必ず 佞奸の ために 偽られ， 

とりいり しこ 

^M^^M  -  ^ 己れ が 眼の 是非 を 立て、 用捨 道 を 失 ふに 至るべし。 子 を 殺して 君に 適 ふこと を 求めし 

(三) ©才 あ  にが .  ケ ヲ 

り 博士と なり は 易 牙 也、 東閣を ひらいて 賢人 を 招き、 {s^ を 請 じて 不レ避 二 塞： 者 一 家に たく はへ なく 

又 丞相と なる。 

§ソ，，も卞£  (三)  (巧) 

身に 布 被 を 著て、 內に 佞奸 を專ら とせし は、 公孫 弘 • 張„ おが 漢の武 帝 を 偽れる 也。 さ 

を陷る  キ 

S) 武 帝の れば 人の 賢愚 大方に して は 難レ見 ものなる ゆ ゑに、 中材の 人君、 必ず これが ためにた 

？太、 中" はれ  sse ハク  -ー メル カラチ ヌル  ギヲラ 

ぶら かさる る 也。 魏和洽 曰、 天下 之才德 各殊、 不レ 可下以 一一 一 節 一 取 上 也、 儉素 過， 中、 自 

御史大 夫と な  テ セバヲ  ク テ レヲタ ダス ヲ  フハ カラン  リテ  ヲル  Jl 

、遂に 人の 以處， 身、 則 可 一一 以， 此 格- A 物、 所 i< 或 多、 今 朝廷 之議、 史有下 著 二 新 衣 一 乘ニ好 車 一 者 h 

め こ咨. ら 

パ. f ひ；'  フ レヲト  ラ  スフレ ヲ  トレ テテ ヲルヲ  ブル ヲ  二  ブハ 

(五 )自!^ 時 謂 二 之 不淸ー 形容 不ぃ 筋衣袭 蔽壞、 謂 二 之 廉潔 一 夫 立， 敎觀， 俗、 贵， 處，！ 中應； 今崇二 一 

Jt£ 瑰 の、、 武  キへ  ヲズリ  •  おも ひいり 

帝 (曹 操) に 仕 概難， 堪之 行； 必有， 弊と 云へ り。 是れ 毀譽に 因りて 人の 風俗 もた が ひ、 人々 の 思 入 も 

ふ。 明 帝の 時 

；^, る。 西 か はる もの なれば、 あらかじめ 其の 選擧を 謹みて、 かねて 諸 役人の 闕如 あるときの 考 

^侯に 封ぜ をな さば、 其の 時に 至りて 失 あるべからざる 也。 一 年の 朔望俗 節の 出仕の ついで 禮儀 


の粧 まで を 見て、 その 人の 是非 を はかり 選擧 せんこと は、 堯舜の ひじり の 世に も 叶 ひ 

がた かるべし。 其の 位に 因りて その 心變 ずる ものなる ゆ ゑ、 彼の 惡心奸 佞の 族、 暫く 

己れ が 非 をた めて 其の 職 を つとむる まで 也。 非常の 變に當 るか、 己れ が 好む 處に ふれ 

れば、 其の 惡 必ず 增 長すべき 也。  • 

1=5 選 擧は相 を 論ずる を 以て 先と 爲す 

師曰 はく、 選 擧以， 論 レ 相爲， 先、 相 正 則 無二 多 門 之 弊 一也。 凡そ 百官 各.' 其の 人 を 

得ん 事、 治 道の 大要 也。 如何して 百官 各.^ 得 二 其 人 一となら ば、 人 主 以レ論 二 宰相 1 爲レ職 

とき は、 百官 ここに 明 也。 宰相 は 百官 をす ぶる の 職に して、 人君の 非 を 正し、 政道の 

利に はしり、 一時の 快 意た る處を あらたむ るの 職 也。 人君 宰相 を 選んで 委任 を 專らに 

し、 宰相 身 を不, 立して 君 を 諫め 世の 政 をせば、 百官 自ら 其の 所 を 可レ得 也。 人君 何 を 

以て 宰相の よき を 選み 出さん とならば、 不， 求， 適 レ己而 求 二 其 正 1, 己、 不レ取 レ所レ 愛し 

て 取, 所, 畏。 ゆ ゑに 其 宰相 不,， 以， I 獻 レ可替 I, 否爲 ir 而以， 一 趨レ利 承.， 意爲 M ヒ』、 不 1^ 

以 一一 經， 世宰 物 爲，, 心、 而以ニ容レ身固^, 寵爲， 術、 是 宰相 失 一一 相 職 一也。 君 これ を 以て 
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其の 宰相 を糾 し、 臣 これ を 以て 己れ が 身を戒 むる とき は、 宰相お のづ から 其の 任に 稱 

ふ 也。 而 して 選舉之 要、 人 を ひ きゐて 世の ためと 可， 爲の 官職 を 專ら相 選ぶ にあり。 

職の 薄き に は德の 薄き を 以てす、 ここにお いて 選 擧备. '得 二 其 所 一也。 是れ 其の 先 後す 

る處を 知る を 以て 也。 次に 政 出 二 多 門 1 のこと をき らふ 也。 多 門に 出づ ると いふ は、 宰 

セ とりぐ 

相の 任 輕 く 人君 疑 ある を 以て、 天下の 政事 一人に 不一 一決 斷； 取々 の臣 其の 說を まち ま 

ちに して、 政の 弊 甚だ 多き もの 也。 故に 宰相の 賢德 兼備 あらん 臣下 を 選んで、 是れを 

9 

以て 政 を 任せ、 其の 闕を補 ひ 其の すたれたる を 拾って 政を祐 くる 所の 官人を 相 そ へ 、 

互に 議論 往 覆して 我を立て しめず、 是れ まことの 宰相 選任の 道 也。 後世に 及んで 人の 

德 次第に 衰 ふる を 以て、 一人に 選任な りが たければ、 宰相の 官數 多に 及び、 後に は 政. 

多 門に 出づ るに なれる 也。 古 三 公の 職 を 立て 九 卿 を 置く こと、 是れ又 三 公の 三 德を合 

せて 一 人と して、 九 卿 その わざ を 節目す る こと 詳 ならしむ るの ゆ ゑ 也。 聖人 建, 官職 

を まう くるの 道、 いささか も忽 せなる 處 あらざる 也。 

一 三 一 官人利 を專ら にす る は 薄き に 因る 


師曰 はく、 選任 之官 人必專 ニ賄赂 1 者、 多 因 こ祿薄 一也。 人の 養 寡き とき は 必ず 不廉の 

行 あり、 養 寡く して 不：， 詔 不乂ま は、 君子に あらず して は 難つ V 仃也。 養 足りて 人 を 貪る 

は惡人 也、 小人 也。 故に 其の 官職に 從 つて、 家人 僕從を 多く 不レ 養と き は 用不， 足の 類 

あり。 叉 家宅 を廣 くし 飮食を 多くして、 往来の 賓客 使節 を 利せ しむる の役義 あり。 是 

れ 等の 事 を 糾明す る 事 薄き が ゆ ゑに、 其の 所， 食の 祿 うすく 養 不：， 足して、 つ ひに 賄賂 

を 入れ 財 を 貪りて 上 を 犯す 事 多し。 凡そ 民 くるしむ とき は 上不, 足、 民利 を： a 一し くし 

てま ひな ひ を 奉行に 行 ふ は、 是れ 上の 財 をぬ すまん と 云 ふの 謀 也。 然ら ずして しきり 

に 己れ が 財を盡 して 媚を 入れし むる は、 民 刑 を 恐る る處 あって 困究こ こに き はまれる 

(期待)  キ フ 

か、 先に あてて する 處 あらず して は、 賄赂を 可, 行 ゆ ゑんな き 也。 人君 遠き 慮 あら ざ 

ると き は、 少祿を 惜しんで 大失 を不， 知の ことわり なり。 故に 其の 職 其の 事 を 詳に糾 

明す。 其の 養を豐 にして、 而後に 法令 を 正しくし 刑罰 を嚴 にして、 養 足る の 上に 猜ほ 

态曲 を專ら とせば、 則ち 法 を 案じて 刑 を 可, 行 也。 世の 風俗 專ら利 を 好む が ゆ ゑに、 

諸官皆 賄赂 音物 あ らんず るの 官を たっとび、 上 叉 其の 賄赂を 以て 祿 にあて しむる 事 あ 

り。 如レ 此の 儀 は 小事に 似たり と 云へ ども、 尤も 風俗の 所レ. 繁也、 可 ，不, 謹 乎。 世俗 皆 
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思へ り、 國郡 天下の 事 は 甚だ 廣大 にして、 小事 を詳に 正し 難し、 唯 だ 諸 奉行 諸 役人の 

大筋 目 斗り を糾 して、 その 職に ついて 所得 多 からん をば、 そのままに 致して. F 也と。 

是れ 皆偏說 也。 小事 積みて 大事と なり、 家 を あつめて 郡國 天下と なる もの 也。 然ると 

き は、 一毛 一撮の 事と 云へ ども、 不レ 入所に 費 をな して、 公用に 不, 足 こと を 奉行の 溫 

職と せんこと は、 人の 風俗 を あしく して、 其の 人 を 奢侈に 陷れ しむる 也。 S お 侈 は 人の 

ズ ルル 

所 二、 ゼ流 1 なれば、 これ を 以て うらやみ 願と する が ゆ ゑ、 諸 役人と もに この 風儀と なら 

タグ ヒス ル 

ん こと、 甚だ 可, 歎 也。 ここ を 以て 云 ふとき は、 その 人に その 祿を あたへ て 其の 養 を 

全から しめ、 外の 賄 赂溫職 を 利せ しめざる 事、 是れ 風俗の 所, 繁と可 Jrii 也。 漢宣ぁ 詔 

ハク  レバ  丄ラ  フ ノ  乂テヲ  ク スル モカ ラント スルヌ カー 7 ン レセ 

曰、 吏 不二 廉平 1 則 治 道衰、 今 小吏 皆勤 レ事 而係祿 薄、 欲 レ無， 侵 二 漁 百姓 一難 矣、 其 益 一一 吏 

百 石 以下 棒 十五 一と 云々。 されば 人君 末々 の 費 を 論ぜん こと、 財寶 利害に ついて 云 ふと 

き は、 甚だ ゎづ かのこと にして 無レ 所レ惜 といへ ども、 其の 費に 由り て 風俗の たが ひ、 

人々 皆以， 趨， 利爲 レ責、 以レ蔽 二 主 之 明 1 爲レ 俗と き は、 正道 次第にす たれて、 邪欲：：^ 奸 

ル  ゆるがせ 

過 奢驕佚 を專ら にせん こと、 治 道の 所, 繁也。 豈 これ を忽に すべ けんや。 後世に 至り 

て 聚斂 之臣 世に 多く、 又 この 費 を 論ずる 事定に 微細と 云 ふべ しとい へど も、 是れ利 を 


• 


以て 本と する 處 より 出づ るが ゆ ゑに、 却って 風俗 利害の 論に なりて、 鄙 吝の氣 日.々 に 

•  起り、 財 をつ くして これ を あつめ、 金玉 堂に 滿ち 財寶 庫に あまれる に 至れる 也。 唯 だ 

道德の 本源に うすく 其の 所レ 本に たが ふ 事 あれば、 する 處の わざ は 似たり とい へ ども、 

末に 至りて 大 にたが ふ 處 ある 也。 此れ等の 論、 惜レ 財と 惜レ 俗との 間にある のみ 也。 

一三 二 治 道は勸 善懲惡 を專ら とす 

師曰 はく、 治 道 專ニ勸 善 懲悪 一也。 凡そ 賞罰 は 天地 を 本と して、 己れ が 私 を 快くす る 

の 道に あらざる 也。 賞罰に 不：， 限、 天地の 間の 萬 物 一 つと して 天地に 本づ かざる 事物 

2) 書經の なし、 たま/ ヽ こしら へて 其の 事物 を 起せば、 皆 人 作に して 長久なら ざる 也。 尙書 曰、 

阜陶ず 

天 討 二 有罪； 五 刑 五 用 哉、 天命 二 有德； 五 服 五 章 哉と 云へ る、 是れ 賞罰の 天道に 

じ ん じょう  ムル 

隨 つて 私する 所に あらず といへ る 心 也。 天理 を準繩 として 所, 定の赏 罰 なれば、 其の 

用 ひ 得る 所の あと 自ら 勸善懲 惡に相 かなへ る 也。 然れば 人君 所レ 立の 法、 所 レ敎の 道、 

こ こに 能く 理會 する もの あらば、 是れ 天の 德 にくみし 人の ために 所, 成 ある を 以て 則 

ッ ル  (貶)  7. ル 

ち賞祿 す。 所レ 立の 法 を さみし， 所 レ敎の 道 を輕ん じて、 つとむる 事 あら ざらん もの は、 
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夭德 をす て 上 を あなどり 下を惡 事へ 引 入る るの 輩 なれば 必ず 罰す。 これ 赏 して 人す す 

み、 罰して 人お そる る ゆ ゑん 也。 賞罰 不レ 正して 善惡 ひとしき 時 は、 上に 禮 なき を以 

て 下に 法た たざる 也。 たと へば 天地の 四時 か はるん \ めぐりて 萬 物 生長 收藏 しつべ き 

に、 唯 だ 常に あたたかに 常に 天晴れて、 風 案 一；^ 濕 めぐらず、 ず：： 物 ここに さかえて 枝大 

に 葉し げりて、 本た ふれ 末 折け るに 不レ異 が ゆ ゑ、 庸主 暗君の 政道に は、 諸 奉行 諸 役 

人 次第に 怠慢して 佚樂を 本と し、 つ ひに 家 やぶれ 業た ゆる こと を不 A 知に なれる 也。 

ここ を 以て 案ずる に、 赏罰^ 下 を 御し 士を敎 導す るの 效驗 なり、 聊か 不レ 可レ忽 こと 也。 

而 して 赏罰を 行 ふに、 品々 其の 差刖 ある こと 也。 賞 は 過ぎて 害な く、 罰 は 過ぎて 害 多 

ければ、 疑 はしき は輕 くす と 云へ るた めし 也。 然れ ども 赏罰 ともに 過不及の 間にお つ 

ると き は、 賞罰 天理に 不, i 也。 賞す る 事 過 ぐれば 重ねて 叉 賞し 難き を 以て、 大 なる 

善に 賞不, 足 もの 也。 或は 言 を 以て ほめ 書 を 以て 感じ、 或は 金銀 財 用 を 時に 至りて あ 

たへ、 或は 給分祿 地を增 し、 或は 官位 を與 へて ロ升 進せ しむる、 皆是れ 賞の 次第 也。 罰 

叉如レ 此の 品 也。 其の 人の 言行、 其の 位 職、 其の 所レ 致の 好惡、 其の 所 其の 時 を 了簡し 

ル カーフ ズ 

て、 必ず 一 列 を 以て 不レ 可レ論 也。 -  , 


一三 三 朝に 爵し 市に 刑す 

n) 禮記王 師曰 はく、 禮曰、 體 二人 於 朝 一 刑 二人 於 市, と 云 へ り，、 是れ赏 3g を 行 ふに 其の 所 ある 

I  プ、 ル  ル 

のい ひ 也。 云 ふ 心 は、 朝廷 は 群臣 百官の 所レ會 にして、 悪人の 所， 居に あらざる 也、 た 

と へ ば 邪悪の もの 有レ 之と 云 へ ども、 す で に 朝廷の 仕官 を經 るの 人 を 推して 惡 人の ご. 

とく 云 ふこと は、 是れ人 を惡に みちびく 也。 故に 人の 善事あって 赏祿 すべき をば、 必 

ず 朝廷に.；？ いて 是れを 行 ふ 事、 人 を 善に 入る る 也。 市街 は 萬 民の あつまる 處、 小人の 

邪惡 あら はるる の 地 也、 ここ を 以て 人 を 刑す るに は 市に おいてす る こと、 惡人 小人の 

地 なれば 也。 惡事 あれば 天下の みせしめ 也と； K ひて、 みせ まじき 人に 示す は、 是れ位 

を不レ 知、 行 ふに 其の 處を 不レ得 也。 賞罰に よって 其の 所 レ£ に 相違 ある 心、 實に 政す 

, る 人の 戒 也と 可 レ知 也。 

- 0 賞罰 を 行 ふに 時 を 以てす 

師曰 はく、 行， 1賞§ー| ー以レ 時と 云へ り。 赏を行 ふに 時 を こ ゆる 時 は、 其の 賞 多し とい 
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ベ ども 人す すまざる 也。 罰 も 亦 如, 此、 行 ふに 時 あり、 時 を こ ゆれば 人不, 恐 もの なれ 

、ば、 各.' 唯だ以 , 節に あるの み 也。 

ニニ 五 世間 罰 多く 賞 行 はれざる の辨 

師曰 はく、 世間 罰 多 而賞不 U 仃の弊 は 教導 不：， 詳がゅ ゑ 也。 國に敎 なく 法詳 ならざる 

を 以て、 凡そ 民 皆 悪習に ひかれつ ひに 罪 を 犯す に 至る こと、 尤も 可， 思 也。 世 以て 盜 

人 を 殺す こと を 知って、 人 をして 盜に 至らし めざるの 政な し。 人の 性情 本と 相 近し と 

いへ ども" 朝暮所 二相 狎 1 皆惡習 なれば、 刑 を 恐れて 未だ 罪に おち 入る こと 少なき 也。 

然れば 善人 は猶ほ 以て ある ことなき なれば、 赏を 可, 行の 人な くして &i を 可, 行の 人 ま 

で 也。 人君 教導 を 先にして、 刑 賞 を 以て 是れを 節せん において は、 人 皆 善に 入りて 賞 

をう くるの 徒 亦 可， 多 也、 是れ政 をす るに 德を 以てする といへ るに 至るべし。 敎 導す 

る 事な くして しきりに 刑法 を 先に せん 事 は、 民 を 水火の 內に陷 るるに 近き 也。 し敎 

： 導して 刑法 あら ざれば、 人 寬悠に ほこりて、 必ず 罪 を 犯す の 輩 叉 多き もの なれば、 

. 如 レ此處 の 抑揚 は、 唯 だ 其の 時 所に 隨 つて これ を 制する に 有レ之 也。 


I 三 六 人君 は 財 を りに せず 

師曰 はく、 人君 不 財、 則 賞 祿當， 理也。 云 ふ 心 は、 財 は 天より ふるに あらず、 

地より： 出す るに あらず、 皆 民力 をつ. ひやして 其の 財寶 となる もの 也。 然るに 理 レ財 

の 心 あらず して， 没り に 賞祿を 費す こと は、 取 盡 一一 錙銖； 用 如 ニ泥沙 一と 云へ る 本文 

に 相 同じく、 民の 苦 を不， 顧して 己れ が 一旦の 好 愛に まかす る 也。 下 凡の 僕 從間民 皆 

財祿の 多少に よって 其の つとめ をつ くし、 奉公の 仕官 各.^ 其の 賞綠 のために 身 を 入. ぬ _ 

是れ 世俗の 通例 也。 然れば 多少に よらず、 是れ を當然 の理に まかせて 用 ふる は、 財 を 

理 むる の實 也。 不， 然して、 人の 喜び をつ くさん がた めに 時の 賞祿を あつく し、 人の 

泉 一口れ を 求めて 財祿を みだりに 投打つ こと は、 こと-^ く 本然の 道理と 不レ 可レ云 也。 況 

や 道學に 志な く 世 問 底までの 小人、 財 を 得て は 身 を 持つ こと 難, 成 こと、 古今の ため 

そ A 一  5 ち 

し 多し。 是れ 外人に ほこり 內色 食に 淫 する を 以て、 名 を 全くし 身の 安んじて 天 年 を 終 

る こと 不レ 也。 然れば 無， 故して 財 を 得る は、 其の 身の 福に あらず して 失， 身の 本な 

れば、 人君 財綠を みだりに 與 ふる 事、 下 を 養 ふの 道に あらざる 也。 只 だ 彼れ が 志の 不 
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レ可レ 違の わざ をな して、 不レ覺 其の 善に 流れ 入る がごと く 仕り、 風俗 K: 朴な るが 如く 

政道 を 究理すべき 也。 中に も 賞 賜 分 を こ ゆれば、 其の 法つ ひに 不レ 被レ行 もの 也。 これ 

(一 一旦 を 快くして、 つ ひの 分 刖不レ 足より 起れ り。 宋の 始め 五代の 政 をう けて、 郊 祭の 

M^K^ 度 ごとに 大赦 行 はれ、 自ニ 1:^:^ 一 下 fc 宫、 各>其の賜ぉびただしきに_^-れるゅゑ、 人 主 

周の 五代 を經  シ ヒ  A 

パ栄 に？' 常に 以て 難, 行と して、 三年に 一度の 郊 祭に なれり。 是れ猶 ほ 事な りに くくして、 過 

て 天下 まお 安  —  、 

ら * なり ， 期まで 不, 行と 云 ふこと、 舊記 にみ ゆ。 郊 祭と 云 ふ は、 天地 を 祭りて 本 を 報ずる の 儀 

式なる を 以て、 必ず 年々 可， 被， 行 ことなりし を、 五代の 衰政 にしたがって、 郊 祭の 時 

百官に 賜齊 甚だ 多き が ゆ ゑ、 郊祭なりにくきになれりと：^^ へ る こと 也。 是れ 一 時 を 快 

くす るの ゆ ゑに あらず や。 君子 は不 ぃ盡， 一人 之歡 1 とや T へる ためし、 可 二 併 案 一也。 

一三 七 治 道は寬 猛を詳 にす る. に 在り 

〈リ ニス ルニ  ヌ  7  ナ レバ アナ ドル レバ スニレ プ テス ヌ  ナレバ 

師曰 はく、 治 道 在， 詳ニ 寛猛, 也、 孔子 曰、 政 寛 則 民慢、 慢 則糾， 之 以， 猛、 猛則民 

ゾコチ フへバ スニ レニ チスヌ  ハチ タス ケ 7  ハ テク ヌ  r- ゾチ 

殘、 殘則 施， 之 以 J 見、 寛 以濟， 猛、 猛以濟 J 見、 政是 以 和す といへ り。 寛 は ゆるやか 

にして 是れを そだつる 也、 猛 はたけく して これ をいた むる こと 也。 凡そ 寬：^ は 陰陽の 


すがたに して 賞罰の 源 也。 人間 世の 用、 人君の 敎道、 唯 だ この 兩般 に屬 せり。 而 して 

これに 先 後 あり 輕重 あり、 これ 叉 時代 • 所 • 民俗に したが はずして は、 あらかじめ 定 

めが たしと いへ ども、 いづれ も 一 偏に かたお ち は 其の 弊 あるべし。 一 偏に かたお つる 

と 云 ふ は、 寬に する こと 久しく 猛に する こと 久しき、 是れ 各.，' 弊 あり。 ここ を 以て 明 

君良將 は、 政治 を 布き て 其の 化 下に 及ぶ のころ ほひ、 先づ 民の 勢 を考へ 諸人の 俗を詳 

(後) 

にして、 而 して 後に 其のお くるる 處を糾 すに あり。 ここ を 以て 云 ふとき は、 寬猛 とも 

に 世 を 政す るの わざに して、 其の 用 ふる 處に 品々 ある こと 也。 用 ふる 處を しると 云へ 

ども、 大規模 を 了簡せ ざれば、 本に 違ふ處 ある もの 也。 大規模 を 正す と 云へ ども、 其 

ン カラ 

の 用法 を詳 につく さ ざれば、 施行す るの 術不レ 正して 本末と との ほらざる もの 也。 大 

規模 は 天理 當然の 法則、 聖人の 大道 これ 也。 條目 用法 は 情意に して 格 物せ ざれば 致 知 

せず、 格物致知して 正 心 誠意に 至る が 如し。 是れ 政道 治 要の 本末 體用 也。 世 懦皆治 道 

に 大本 大規模 ある こと を 論ずと い へ ども、 條目 用法に おいて 其の 節目 不レ詳 が ゆ ゑに" 

ル ナ ラ 

其の 間に まち/ ヽ する 處 あって 治 道 不レ明 也" 然るが ゆ ゑに、 世に 名 あるの 學 者儒師 

を あつめて 政事 を談ぜ しむれば、 唯 だ 仁義 道徳のう はさ を 云って、 彼の 無學 文盲の 人 
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の 今まで 世の 政道に なれて ける 人と 並べ て不， 可 41 が 如し。 是れ 何れの 處の 弊なる に 

やと 相 さぐる とき は、 學者皆 本末 を不, 糾 して 空談 をな す を 以て 也。 しかれば とて、 

叉無學 文盲の 人、 事に なれて 世 を まつりごと する は、 皆 功を累 ねて 實 あらず、 遂レ末 

て 本 を 忘る。 まことに 世に 道の 不レ行 こと 過不及の 間にある のみ 也。 

一三 八 政を爲 すに 小惠を 以てせず 

師曰 はく、 爲， 政不， 以 ニ小惠 一とい へり。 夫子 鄭の 子產を 評して 惠人 也と い へ り。 

：§： 尼 燕 居 ハク ノ ハク  ハホ  ノ  ク ヤシ ナヘ 疋 レ メル ハ フル (二) 

禮記 曰、 子 曰、 子產猶 一一 衆人 之 母 一也、 能. 食 レ之、 不， 能， 敎也。 又 孟子、 子 產が鄭 の 

政 をき くこと を 評して 惠 あれ ども 而も 不レ知 レ爲レ 政と 云へ る 也。 子產鄭 の國を 治む る- 

專ら民 を あはれ み 能く 養 ふ を 以て 要と し、 慈悲 ふかく 愛惠 多し、 然れ ども その 政道 を 

しれる と 云 ふに 非ず とのこと 也。 凡そ 道 をし らん 人 は、 惠 むべき 所 をめ ぐみ 殺すべき 

所 を 殺す、 只 だ 其の物 をき はめ 其の 道 を 立つ、 必ず 惠 人と 云 ふべき なし。 されば 末世 

には子 產 ほどの 臣 も不， 可， 有 なれば、 せめて は 民を惠 みあ はれみ を專ら とする 事、 難 

レ 有に 似たり。 され ども 好んで 小 惠を行 ふとき は、 民の 俗 却って あしし。 彼の 學を專 


ら とし 道に 志 あると 云 ふ 腐儒 記誦の 輩、 詳に 格物致知 する ことなくして、 一向に 惠を、 

ふ れん  えう え t,,-  (說) 

以てして、 賦敛 の道鯀 役の 法 をと き、 民 犬に 奢に 過ぎ、 地頭 甚だ 貧しく して 人の 財 を 

かりて 不レ 償の たぐ ひ 多し。 民 犬に 喜んで 是れを ほめの のしる。 是 れ虚譽 にして 實に 

非ず、 故に 學を 不， 知 道 を不， 問 人、 世間に なれ、 民政 をく はしく して、 譽も なく 毀り 

もな く、 民と との ひ 地頭 畳なる に は、 遙に 劣りつべき 也。 民 は 國の本 なれば、 唯 だ そ 

の 政と なる ベ き 道 を 以て 其の 俗 を 正しくす るに ありぬ ベ し。 志 あらん 人 は子產 がた め. 

し 思ひ考 ふべ し。 

一三 九 民を惠 むに 道 を 以てす 

師曰 はく、 惠, 民以, 道す るに あるべし。 民豐 なりと 云へ ども、 風俗 不， 正と き は、 

えう えさ 

道 を 以てする と 云 ふに あらず、 唯 だ 利 を あたへ 欲を逕 しくす る 也。 古來 民の 蘇 役に 勞 

する をいた はり、 所に 傳馬を まう けず、 若し 傳馬 入る とき は、 これ を 用 ひて 必ず 是れ 

に 其の あた ひの 錢を與 へ、 地頭た とへば 狩獵に 出で 民の 馬に のる とも， 必ず 其の 日の 

あた ひ を 計りて 錢を與 ふること をいた せりと 云 ふ 事 有り。 是 れ仁惠 に似て、 甚だ 以て- 
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政 を しらざる 也。 主人 地頭 を 我が 馬に のせて、 それに も あた ひ を 取る ものな りと 民し 

ると き は、 君臣 上下の 禮 たえて、 皆 利 を 以て 事 をな すになる べし。 且つ 蘇 役 をく はへ 

ずして 傳馬を 定め 道路の 往來を 利す る は、 天下の 公用 也。 故に 傳 馬場に は 問屋 馬 さし 

を 定め 其の 制を詳 にす、 是れ 上代よりの 法 也。 民傳 馬に こと ある を 以て 鯀役 課役な し、 

しかるに 傳馬 にも 地頭より 駄賃 を あた ふると 云 ふ は、 蘇 役 を ゆるさる るが ゆ ゑなる ベ 

し。 繇役を ゆるす と. 云 ふ も 駄賃 錢を與 ふると 云 ふ も * こと は 同じ ことにして、 民に 禮 

を 示し 敎を まう くると 利を逕 しくせ しむる と、 その 道 犬に 差別す。 其の上 傳 馬の 往來 

すくなき 地に して は設 くるに やすくして， 往來 多き 所に て は 此の 制 用 ひがたし。 然れ 

ば 捷徑の 術に して 大道に 非ざる 也。 夫子 民 をつ かふに 時 を 以てすと 云へ る戒、 まこと 

に 萬 世の 戒と云 ふべき 也。 


一四 0 民を歡 ばす を必 とせず、 民 を 安ん ずるに 在り 

トセ バス ヲ ヲ  リ ンズル 二 ヌ  (二) ハク ス ヌハ  -ー  * ハンメ バ レ 7  I 

師曰 はく、 不レ 必レ歡 ， 民、 在レ安 ， 民 也。 孟子 曰、 爲レ政 者、 ハ母レ 人而悅 ， 之、 A 

亦不レ 足矣と 出で たり。 堯舜の 民 は 帝徳 を不レ 知と 也。 人の 悅ぶ ごとくに と 志 あれば、 


節 を こえて 政令に 小惠 出で、 道た がふ 事 多し。 天地の 四時 をめ ぐらし、 萬 物の 生長 收 

藏 する 事 も * 只 だ 自然の ことわり 也。 人々 の 欲 甚だ 多く 甚だ 重し。 人々 をして 天下 を 

(足)  キ 

與 へずん ば その 欲た るべ から ざれば、 其の 本 を 正しくして- 其の 宜を 節せし むる に 可 

レ有 也。 

I 四 I 衆譽過 ぐれば 則ち 大失 あり 

師曰 はく、 衆甚譽 則 有， 一大 失？ その ゆ ゑ は、 聖人の 德は 天下 得て 稱 すべき 處 なし。 

天下の 者 多く は 愚者に して 道 を不, 知、 愚者の 人 を ほむる は 一 つも 理 にあたら ぬ もの 

也。 故に 組の 頭 を ほめ、 家来の 主人 を ほめ、 百姓の 地頭 を ほむる こと、 必ず 皆 小惠に 

因りて、 道 を不レ 知、 敎 を不， 正 を 以て 譽 むる のみ 也。 組の 作法 を不， 詳、 家職の つと • 

めを不 レ糾、 禮義 をす て、 何事 もな り 次第に 仕り、 彼れ が困究 すべし と 云 ひて 忠孝の 

つとめ を も かかしめ、 人倫の 禮を も不レ 明の 頭 奉行 を、 組 下の もの 犬に 喜び ほむ。 主 

人敎戒 なく、 家來 我がまま にて、 門戶の 出入、 勤番の 法、 義 利の ただし 無レ 之、 朝夕 

のっとめ 怠りて 更に 不， 正 二 家中 1 を 以て 心安き と 喜ぶ。 是れ主 臣の禮 かけて、 人々 道 
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ラ  --セ  (さ  ナ-フ 

を不レ 知、 法 を不レ 明、 只 だ 禽獸の あくまでく らふに 不 レ異。 民間の 毀 譽猶ほ 以て 然り。 - 

是れ衆 ほむる とも 能く 察せよ と 云 ふ 古の 戒可， 思 也。 只 だ 善人 賢者 知者の ほめ、 惡人 

そし  (在) 

愚者 不肖の も の に は 毀ら るるに 有りぬ ベ し。 

■ 一四 二 下に 示す に禮を 以てす 

師曰 はく、 示レ 下； i レ禮と 云 ふこと あり。 人君の 下 を 仕置 あらんに は、 何事 も 禮を本 

として、 其の 節に あたる 處を 可, 示 也、 假 にも 利 寄 を 出して これに 示すべからず。 上 

に 利害な きと 云 ひて、 何の 子細 もな きに 藏を ひらいて 米 を あたへ、 府庫 を あけて 財 を 

出す、 是れ 民に 利を敎 ふる 也。 如， 此 とき は 臣民 皆 利 をした ひて 風俗 大 にたが ふ、 た 

とへば 同じ 人間 也と いへ ども、 町人 商 買の 利 を爭ふ ものの 風 は、 親子 兄弟の 間 も 皆 和 

僞り利 を ほしいままに 致して、 其の 談笑 ことん \ く 利潤 金銀の こと 斗り になれ る 也。 

是れ 人の 性 相 近くして、 其の 馴 るる 處に 風俗 そな はる 也。 民た とへ 貧しく 士 乏しく と 2 

も、 詳に格 知せ ずん ば米錢 をく ばり 金銀 を 出すべからず。 米錢 金銀 を をし むに 非ず， 

風俗 を をし めば 也。 


一四 三 詳に 民の 困し む 所 を 格す に 在り 

師曰 はく、 詳在, 格 二 民 之 所 n 困 也。 民の 困 究と云 ふに 品 多し。 地頭の 政から く 年貢 

課役 甚だ 重く して 困究 いたす は、 賦斂の 厚き によれり、 速に 地頭 其の あやまり を 

レ改に 時の 水 孕に 因りて 其の 費 多く、 民 今以て 困究 せば、 法を詳 にして 彼れ を 安んじ、 

たく はへ を 出して 其の 難 を可レ 救。 賦斂 あっからず 時に 水 早な しとい へ ども 民 年々 に 

困究に 及ぶ は、 庄屋 ，名主の 手前に 私 あり、 代官 • 下 代に 不 X 正處 あり、 是れ叉 法 を 

詳 にして ただす にあり。 庄屋 • 名主 も奸 曲な く、 代官 . 下 代 賄赂に ふけら ざれ ども、 

民 日 を 追うて 困し むは.、 民に 奢あって 衣食 居の 用已 前に 替り、 冠昏 喪祭の 禮節を こ ゆ 

るに あり。 且つ 繁昌の 地に 近き とき は、 民 百姓 世に つれて 自然と おごり、 風俗 大 にた ■ 

がふ もの 也。 十年已 前まで は雜穀 斗り くひし 百姓、 米の めし を くら ひ、 女房 子どもに 

1^ の もの をき せ、 帶 足袋に 念 を 入れ、 百姓 ややもすれば はかま を 著す。 不レ如 レ此ば 

百姓の 中間に いれず 婚姻 を 不レ結 ゆ ゑに、 自然に そのごと く 風俗 なれる ゆ ゑに、 悉く 

貧に 至る 也。 是れ しか M が." 地頭の 政不， 正、 制 法た が ひ、 敎化 不.， 厚、 格物不 X 詳 によれ 
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キ ノ  (與) 

ば 也。 如, 此處詳 なら ざれば、 民困究 せりと 云 ひて 米 を かし 金銀 を あた ふれば、 彌.^ 

おごり を 長 じ 猞ほ家 を 持ちく づし業 を 失 ふに 至る ベ し。 凡そ 繁：： ：：！ なる 處の 百姓 は 必ず 

業 をす つる こと 多し。 是れ 所の 繁昌に 因りて、 野菜 わらし べを資 りても 其の あた ひ を 

多くうる が ゆ ゑに、 田 畠の 業 を專ら とせず、 田.： ：3 はよ くても 惡 くても 地頭へ 年貢に あ 

げ とらる ると 存ず、 皆 風俗の かかる 處也。 

一四 四 法令 を 出す に 利害 を 根と せず 

師曰 はく、 出 二 法令 1 不レ根 二 利害 一也。 家中の 法度 民の 仕置 を 立つ るに、 禮を 本と レ 

て 德に歸 せし むる 時 は 風俗 正し、 利 を 以てすれば、 よき こと も 年月 を ふる ほど あしく 

なる もの 也。 たと へば 奢 を 制すれ ども、 金銀の 入る ために 是れを 法度せ しめんと 云 ふ. 

は、 利 を 根と する 也。 節 を こえ 分 を を かすと きは禮 にたが うて 上下 貴賤の 品 相た がふ 

.  レ  レ  ( I ) 

£ 一』』 1  パ と 云 ふ を 本と すれば、 可， 入所に は 千金 を をし まず、 不， 入所に は 錙銖を も不， 費と 云 

Is 細 ク の ま 甲 5 

ふごと くになりて、 天下の 風儀 自然に 正しき 也" 


一四 五 天下の 政 を 以てして 一民 を 利せ ず 

師曰 はく、 聽， 訟以ニ 天下 之 政 一而 不， in 一民 一と 云 ふこと あり。 公事 訴訟に ついて 

も、 其の 相訴 ふる 者 どもの 理非 斗り に 心 をつ けて、 天下の 風俗 政事に 心 を 不，： ^とき は、 

小事 は 立ちて 大事 やぶる る こと あり、 小 民 を 利して 天下の 政事 をす てん は、 皆 遠き 慮 

りの あらざる 也。 大權 現の 仰せ ごとな りと て 人の かたりけ る は、 公事 をき くと もノそ 

の 事の 理非に 斗り 心 を 付けて は、 仕置に なりに くきこと あり、 此の 公事 は 十め ども 此 

シ カラ  ル ラ 

の國 守の ために 不レ宜 と 云 ふになる は、 仕置に 不， 成 也と ム：： 命 ありし と 也。 一夫 も 其の 

ル  (恥)  きんめい 

處 を不, 得 は 聖人の は づる處 なりと あれば、 此の 釣 命に は 事 か はるに 似たり とい へど 

も、 草 業の 時 は 其の 法 如， 此も あるべし。 況ゃ 本朝の 俗 甚だ あしく して 伯 業 尤も 多け 

れば、 時勢に も よるべし。 愁 じて 本の 末にな り、 末の 本に なりて、 事に 取ち がへ たる 

こと 久しき あり、 是れ 世間の 俗類廢 して 一 朝 一 夕の ゆ ゑんに あらず。 しきりに 是れを 

改めん とする は あやまりと 云ぶべし。 君臣の 德相 かなうて、 而 して 後に 自然に 敎 化す 

るに あり。 
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一四 六 守 文 久しき とき は 能く 君臣の 禮を 正す 

師曰 はく、 守文久 趾能正 二 君臣 之禮, にあり。 或 人の いへ る は、 君命 を 以て s: 方に 

- 使し、 或は 其の 國の 目 付. 横目に 行く の 輩、 多く 上の 威 を かりて、 先々 にて 無 禮無作 

(造作)  (苦 努ン 

法 多く、 所の 費、 太守の ざう さ、 老臣 歷々 にくら う を かけ、 民 をつ ひやす に 至る こと、 

甚だ 不：， 可 A 然と かたれり。 竊に 案ずる に、 上 命 を 承け て 諸圃に 使す るに は、 その 制 法 

明 なれば 押領 無作法 不， 可， 有 也。 所の ざう さ、 國 のつ ひえ、 國の 老臣れ き/ \ 奔走し 

てく らう 仕る は、 君臣の 禮、 上下の 道、 天地の 常經 也。 阈 郡の 主忠を 存じ まこと を盡 

す 輩、 必ず 禮を 厚く 致し 上 を 恭敬す るの 道 を 重く する が ゆ ゑに 如， 此。 是れを 不レ可 

レ 然と 云 ふ は、 皆禮 を不， 知して、 當座國 の 利害 を考へ 利口す る 也。 守 文 久しき とき は、 

臣の威 次第に 逞しくな り、 よく 君 へりくだりて 臣を禮 する こと 重きが ゆ ゑ、 ^下の 禮 

つ ひに 亂 るるに 及ぶ もの 也。 されば 上 命 を，^ けて 行く の 使節、 その 身 を： 止しく し 君命 

を 重んじて、 君の 威 を、 逞しく する にあり。 後世に 及んで、 使節 身を不 レ修、 命を不 

ンゼ 

レ重 自分 を 人の ほめん こと を 求む る ゆ ゑに、 頻りに 結構 を かまへ、 へりくだりて 上 

命 を輕ん じ、 國に ざう さの かからず、 人の よく 云 ふごと くと 致す。 是れ身 を 利して i?l 


• を 失 ふ 也 u 春秋 • 戰阈の 末 皆 如, 此 なりて、 つ ひに 周の 世 亡びし なり。 使節 斗り に不 

レ限、 頭 奉行の 役儀 も 皆 如, 此 なり もて ゆき、 我が 組 下に へりくだり、 上の 威 を 失 ふに 

. なりて、 頭 奉行の 云 ふこと を も不レ 用が 如くなる こと、 身 を 利す るより 事 起れ り。 愁 

じて 君臣の 間 以レ禮 不レ糾 とき は 下剋上に 至る こと あり。 君寬仁 ふかく 小惠 を專ら とす 

れば、 臣 なれて 上 を あなどり、 事な きの 間 は 君臣 相 和す るに 似て、 怨を 結び あだ を 思 

ふとき は 下剋上の はかりごとになる は、 禮を 忘る るの 故と 可レ知 也。 

一四 七 治 道 は 專ら禮 を 以てする に 在り 

師曰 はく、 治道專 在， 以 ，禮 と 云へ り。 禮は 聖人の 大義に して、 天下の 大小 事禮に 

- あらず と 云 ふこと なし。 禮を定 むる 事、 道徳の 淵源 を不, 究 して は不， 可, 叶 也。 禮を 

本と して 致す とき は 道に そむく 事な し。 禮 を不, 詳 とき は、 只 だ そのすな ほなる 處斗 

り を 云 ひて その 制い やしく、 たと へば 飮食を 手に うけて これ を 用 ふるが 如し。 器な し 

といへ ども 事たり ぬべ けれども、 如, 此 とき は 太 だい やしく して、 上下 貴賤の わかち 

もな く、 作法 みだりにして その 弊 禽獸に 近し。 ここ を考 へて、 聖人の 禮を 立て 制 をき 
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はめて、 更に その 品 を こえざる 如くなら しむ。 禮 の用大 ならず や。 論語に 孔子 一 代の 

作法 を しるせる を鄕黨 の篇と 云へ り。 この 篇 にの する 處只だ 夫子の 禮容 のみ 也。 國を 

治む るに 禮讓を 以てする は 聖人の 戒也。 

一四 八 國 奢る とき は 之れ に 示す に儉を 以てし、 阈儉 なるとき は 之れ 

に 示す に禮を 以てす 

師曰 はく、 曾 子 曰、 國奢則 示， 之 以, 儉、 國 儉則 示， 之 以, 禮と 云へ り。 奢る とき は 

儉約を 以て 是れを 示す にあり。 儉約を 第 一 とすれば 風俗 はなはだ いやしく して 禮をか 

(S  (《0 

くこと あり、 君臣 上下の 間、 國家 天下の 禮皆 しかり。 たと へば 進物 を送签 する に、 だ 

つ ひえ  一，' 

いに のせ 箱 を こしら ふる は 費な りと： K ひて 是れ を手づ から 出し、 魚 鳥 を 買 ふ は 不レ入 

とて 直に 其の あた ひ を 送る 如きに 至り、 臣 佳-お 令 節 を 祝せ ず、 饗應 を不， #、 可 レ祝こ 

と を はぶく。 これ 臣の 不, ん ことに 費 をな さん こと を はばかりての 事 なれ ども、 禮を 

ル チセ  (絡)  キ ム 

不レ以 とき は 上下 貴賤の 道 ここにた ゆ。 衣服 飮食 家宅 用器まで 各.' 然り、 尤も 可レ愼 也。 


山 鹿 語類 卷第 十二 

君 道 十二 

治談下 

I 四 九 往古の 神勅 を 守る 

師曰 はく、 本朝 は神國 にして、 まさしく 天照大神の 御 苗裔 を 世々 の 帝の つがせ 玉へ 

れば、 天が下 をし ろしめ されん 器に あたらせ 玉 はん 御 事 は、 各.' 往古の 神勅 を 守り 玉 

ゝ、、 ゝ r  f ト io  r  :l  )  3  , .  あま てらす すめお ほんかみ みこ あまのお しほみ み Q みこと 

ふ へ き 事 也。 往古の 神勅と 云 へ る は、 辱く も 天照皇大神 皇子 天 忍 穗耳尊 を 先だって 豐 

葦原の 中國へ 天降らせ まします の 時、 武甕槌 神 及び 經津 主神 を先驅 となし まゐら せて、 

此の 國 のま つろ ひ不, 奉、 さば へ なす 邪神 草木 こ と/^  くもの 云へ るを從 へまつ ろへ 

あま C こや ねの  ふと だまの 

二) 曰 本書 しめ、 天兒 屋根 命. 太 玉 命 を 以て 左右の 羽翼と なし 奉り、 天照大神て づ から 寶鏡を も 

紀卷ニ の 1 ftl  シ - 7  、.13.、1L [に -- ；、、 *  -  I  -  ァガ n マサン r  ノノヲ サ ニクス ルガ レヌ 

より 引く  つて 忍穗耳 尊に 授け まゐら せて 化せ ごと ありけ る は、 吾 兒視ニ 此寶 鏡； 當, 猶, 視レ 吾. 
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シ 二 ジ クシ ヌ ヒ トツ ニン ミア ラカ ヲ テ スヒ ノト  ダ リス 一 フク  二 ネガ ハク ハ イマ シノ  ク 

可 ミ與同 , 床 共 ， 殿、 以 爲ニ齋 鏡； 復赖ー 1 天 兒屋命 太 玉 命； 惟 爾ー 一 神、 亦 同 

侍， 一 ぁ內； 善 爲ニ防 護一と。 是れぞ 往古の 神勅 也。 此の 寶 鏡と 申す は、 是れ內 侍 所の 

A1) 日本 書 御 事なる べし。 內侍 所と 云へ る は 三種の神器の 其の 第一 也。 それ は 神 書に 天照大神 乃 

紀畚 二の  一 

フ ァ マツ ヒ コヒコ 4:- ノニ  二 ギ ノミコ トニ ゼ サカ ニノ マガ クマ ビヤ タノ カガミ  ノ ヌ 

賜 二 天津 彥彥火 璦瓊件 尊 八坂玻 曲玉 及 八咫鏡 草薙鈕 三種 寶物 一と 一 K へ る は 此の 事 也。 

ilssift: ま iig^l 霧 ir 古より 天が下の P る 人、 此の 義の 寶物 を 

貴んで 神器と 號し 玉へ る 也。 中に も 神鏡 は 往古の 神勅 なれば、 代々 の 天子 あからさま 

にも 內侍 所の 御 方 をば 御 跡に なし 奉らず、 大神宮の 御神體 はこの 寶 鏡に のこれる なれ 

ば、 萬の 物の 出來 にも 先 づ內侍 所に 奉る。 禁中に は 內侍所 を 以て 殿閣の 基と し、 女官 

は 內侍を 以て 第一 とす。 順 德院の 御 記に も、 凡そ 禁中の 作法、 先 二 神事-後 二 他事； 旦暮 

敬神 之 叙 慮 無二 懈怠 一と ある は、 是れ 往古の 神勅 を戒 しめての ことに や。 されば 何の 故 

を 以て か 天が下の あるじ 三種の神器 を 崇敬 まします と 云 ふに、 神道に 所謂 忌 部 • 卜 部 

に 所 4^ 異說 多し と 云へ ども、 勇 知徳の 三 を 以て 論ずる に不レ 出。 異朝 はしらず、 本朝 

は 諸； のまつ ろ は ざり し 邪神 を先づ 平均せ しめしに、 武鹿槌 神 • 經津 主神 を先驅 たら 

しむる は、 勇 を 以てする にあらず や。 是れを 武臣の 初めと す。 而 して 天 兒 屋根 命. 太 


主命 を 羽翼たら しむる は、 辨 知の 文臣を 以て 補佐たら しむる 也。 以ニ寶 鏡 1 これに さづ 

け 玉 へ る は、 其の 君德を 表して、 明白に 無, 私、 しかも 常に 切磋して 其のく もらん 處を 

拂ひ 去りて、 よく 善悪 邪 正 を わかち 玉へ らん 處 こそ、 天照大神 を 常にみ もし まみえ も 

し 玉 ふに ひとし かるべき との 神勅 は、 是れ勇 知德を 云へ るに あらず や。 すべて 文武 を 

以て 兩輪 とし 左右と して、 聖主 自ら 德を つみ 玉 はば、 賓^のと こしな へな らんこと は、 

IK 地と 更にき はまり あるべからざる 也。 然れば 勇 を 形して これ を鈕 とし、 知德を 表し 

て 曲玉と 寶 鏡と を 以てす。 中に も寶 鏡に は あら はして 不レ隱 の 勇 あり、 善惡 能く 分つ 

の 知 あり、 明白 虛靈 なる の德 あれば、 此の 三徳 を 一種の 間に 包蔵す。 ここ を 以て 神勅 

一一 クス ルガ レ 7  せんべ う 

にも 當レ猶 レ視レ 吾との 玉へ るに や。 天照大神 は 宗廟の 先 苗 なれば、 此の 三德を そな へ 

まし/ \ て而 して 本朝 を 開基 まし/ \、 末世 百 王 百 代に 至る まで 此の 戒を 守らん こと 

(S)  ジ 7 シ ヲヒ トツ ニヲ  キリ 

をお ぼす が ゆ ゑに、 ：§： レ床 共， 殿して まし まさん こと を 遣 勅の ありし にや、 最も 難， 有 

とと ども 也。 天下の 神器 を 握りて 天照大神の 戒を 守り 宗廟 を 崇敬すべき 人君 は、 此の 

三 德に心 を そめて、 常に 養 ひひた しまし まさず して は、 宗廟の 神の 其 慮に も 叶 ひがた 

かるべし。 武を 以て 先んじて 文 を 以て 終りと し、 德を 以て これ をた ださん こと、 本朝 
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開 闘の 次第 尤も 如レ此 なれば、 人君 一人の 身 を 修め 玉 はんも 三徳に 不レ 出、 ベ 下の 人民 

を を さめ 百官の 威儀 をた だし 玉 はん 事 も- 各-' 三德の 外なら ざる こと 也。 

一 五 0 本朝 は武を 以て 先と 爲す 

師談 りて 曰 はく、 古 は 朝廷に 文武の 兩官を 立てて 天下 を 平均せ しめ、 朝家 を 守護せ 

しめ 玉へ るの 事な りしに、 保 元. 平 治の 亂出來 て 、 武家 甚だ 忠戰を 遂げ て 大功 を顯 は せ 

後 鳥？？ 院 

しょり 武威 漸く 盛に して、 平清盛 旣に太 政 大臣の 官 に界れ り。 元 暦年 巾に 源 賴朝卿 平 

象 を 追 罰せし 其の 功に 依って、 後白河 院六 十六 ケ國の 追 捕 使に 補せられ、 始めて 武 

家 諸國に 守護 を 置き 庄園に 地頭 を 補す。 是れ より 歷代 因循して 武家 天下の 政務 を 司 ど 

つて、 四 夷八蠻 ともに 來 服し、 なびかぬ 草木 もな きが 如き こと、 併 武 德の與 盛擧げ 

て 云 ふべ からず。 王 代を考 ふるに、 鎮西 • 東夷の 末々 に は 各.' 干戈 を 私して、 やや も 

すれば 王 命 を そむき 不 庭の 逆臣た ゆる ことな かりし とみえたり。 然るに 武將犬 下の 權 

を 握る の 後、 其の 太平 古 も不， 可レ 聞に 至れる 事、 其の ゆ ゑんな くんば あるべからず。 

- (御子) まさ や あ かっかつ はやび あ th のおし ほみ みのみ こと 

竊に 案ずる に、 本朝の 大祖 天照大神 之み こ 正 哉 吾 勝 勝 速 日 犬 忍穗耳 尊と 申せし 御 神、 


娶 ニ栲幡 千千 姬 一生， 一 天津 彥彥火 虚瓊杵 尊 1 玉 ふ、 これ 則ち 天孫な り。 是れを 以て 葦原 中 

i の 主と なし 玉 はんと 欲すれ ども、 此の 國に 邪神 多くして、 大方に して は 平均 ありつ 

ベから ざる を 以て、 先 づ天穗 日 命 を 降して 試み 玉 ひ、 次に 天 稚彥を 降し 玉 ふ。 いづれ 

ナラ  やそよ ろづ のかみ たち  ノ  ノ 

も 不二 忠誠 一して 平 順せ ざり しかば、 重ねて 八十 萬 神 達 相 はかりて、 經津 主神と 武鹿槌 

神と を武將 として 葦原 中國を 平け しむ。 一 一 神 則ち 天降りて 出雲國 五十田 狹之小 汀に 到 

とっかの つるぎ  ほこさき  お ほた むちの みこと ことしろ 

り、 十 握 劍を. ぬいて 地に さかしまに 立つ、 其の 鋒 端に うづく まりて 大己貴 命 • 事 代 

主神 をした がへ しむ。 ここにお いて 大物 主神 帥 一一 八十 萬 神 1:; 升レ 天て、 天神の 勑を うけ 

ぬと 也。 經津 主神 は 後に 香 取と あら はれ、 健 雷 は 後に 鹿 島の 神と あら はれ 玉へ り。 

旣に 天孫 あまくだり 玉 ふの 時、 大伴連 遠祖 天 忍 日 命、 帥 二 來目部 遠祖 犬 機 津大來 

メヌ そ びら  ヒ アマ/イワ ユキ ヲ ただむ ハキ ィ ッノ タカ トモ プ  トリ ァ マノ ハジ ユミ アマ ノハ バ ヤヲ  トリ ゾへ 

目； 背に は 負 二 天 磐 棘； 臂には 著， ー稜威 高辆； 手に 提ニ天 柅弓天 羽 羽 矢； 及び 副 n 持 

ャッ メノ. P プラ ヤヲ  ハキテ カブ ッ チノ ヲ 

八 目 鳴鏑ー 又帶 一一 頭 槌劍； 而 天孫の みさきに 立つ ると 也。 是れ 神代の 制、 本朝 開關の 

ゆ ゑんな り。 然れば 本朝 は 往古より 勇武 を 以て 征せ ざれば、 人心 不， 穩 とみえたり。 

最初の 天神、 三 德の聖 明 を そな へまし/ \ し を だに、 其の 治 道 如レ此 なれば、 勇武 を 

以て 先んじ ざれば、 不道邪 義の族 早く 隨順 しがた きに こそ。 末世の 今 を H ル るに、 邊鄙 
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遠 境の 民と い へ ども 各.^ 短刀 を わきば さみて、 言行に たが ふ處 あれば 則ち 一 時に 生死 

を 決す。 是れ 本朝の 風俗 也。 天照大神 かしこくも 奪 くも この 土地の 風儀 をみ そな は 

して、 其の 順へ しむる に以ニ 勇武 1 する こと、 是れ 末代の 規範 也。 此の 故に 本朝 王 代に 

はまつ ろ はざる 邊夷も ありと いへ ども、 武將 天下 を 御す るに $：3 りて は、 不順と 云 ふ 所 

なく、 世 甚だ 靜謐 にして、 惡 逆の 狼亂 おこる ことなし。 しかる を 以て、 しばらく も武 

にお こたる 處 あるとき は、 則ち 亂逆 生じ 易し。 是れ唯 だ 本朝の 風儀と みえたり、 必ず 

漢朝の 例 を 以てすべ からざる 也。 ここ を 以て：： ム へば、 武將の i を 政す る は 勇武に あ 

りと いへ ども、 其の 形す でに 勇武に そな はれる なれば、 用 ふるに 專 ら以， 文 和して、 

其の 不， 通處は 決染を 以てすべ き 也。 武將 唯に 賊を征 する をのみ 事と せんとな らば、 

其の つり 合 不：， 正、 されば 天照大神 は 女神に ましまして 勇武 を 以て 其の 不レ平 を 順が へ 

まします こと、 是れ 文武の つり 合と 云 ふべき 也。 武將は 叉 文 を 盛に して はじめて 其の 

武威 永久に 可レ 及、 事物と もに かたつ かたなる ものな きを 以て 也。 本朝の 風儀 を 不レ詳 

して は、 今日の 政務 必ずた がふべき 事 なれば、 尤も 人君 其の 淵源 を 究理す るに あるべ 

き 也。 治國平 Ik 下に 不， 限、 切 礎 球 磨の 修練に 至る まで、 勇 を 以て 不， 入 はまれな り。 


勇 を 以てせ ざらん は、 必竟惴 弱に して、 其の 始終 を 全くす る こと 不, 可レ能 なれば、 修 

練 工夫の 輩 叉 男心 を 以て 要と するとい へり。 尤も 可 二 玩味 一也。 

一 五一 人君 は將軍 家の 式 を 守る 

師 嘗て 曰 はく、 武將 一大 下の 權を 握りて ここに 數 百年、 其の 間 或は 速に 亡失し 或は 永 

久に 及ぶ。 其の ゆ ゑん を考 ふるに、 唯 だ 人君の 德を 布き 道を糾 すに あるべき 也。 然れ 

ども 本朝に は 聖學の 淵源 久しく 沈淪 し、 且つ 武を 以て 天下 を靜謐 せし むる を 以て、 學 

をな し 道 を 問 ふに いとま あらず。 叉 其の 生 質 自然の 天德 なる 人 もまれな りと い へ ども， 

不レ 得, 已の 天理 人々 のがれざる を 以て、 其の 事物の 間にお ける、 彼れ はこれ よりよ き 

所の あるが ゆ ゑに、 其の 治世に 長短 ありと、 且つ 叉 德を修 し 道 を 練る 所 あらざる を以 

て、 其の 所 X 馴 にう ば はれ、 早く 守る 處を失 ふに 至り やすしと みえたり。 されば 平淸 

盛 一 人の 武 知謀 を 以て 武將に そな はると い へ ども、 道徳に 相 かな へ る 政務 聊かな く、 

しきりに 我意 を恣 にして ければ、 武德 ここに 棄れ ぬ。 而 して 子孫 門 葉 頻りに 官位 を 高 

くして、 各. '公家 昇進の ごとくな りし を 以て、 其のなる る 處に泥 著して 己れ が 所レ職 . 
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ほしいまま 

を 忘れ、 武備つ ひに 怠りて つ ひに 滅亡 をな せり。 平氏お ごり を 放 にす る ことわ づか 

に廿餘 年に して 其の 武職を 忘る るに 至れり。 所 二相 馴 1 尤も 可レ愼 こと 也。 源氏 追討の 

パ  あざけり 

間 只 だ 詩歌 管絃を 事と して、 さし つめたる ー戰 をと ぐるに 不， 及、 末世の 嘲を殘 す。 

是れ 後世の 規範 也。 ここ を 以て 案ずる に、 德を修 し 道 をね る ことの 全き を だに も、 居 

シ カラ：  (知)  (二-一  レヌ  -„ 

所不レ 正、 其の 時 を しら ざれば、 必ず 嫌疑の 間に 陷る こと 多し。 瓜田 不， 入, 履、 李 下 

不 レ脫レ 冠と い へ るた めしの ある なれば、 人君の 所レ馴 所レ都 各.^ 可レ愼 也。 平家 不レ修 二 

道德 一と も、 邊 鄙に 居 を 定め 折々 出京して 朝家 を 守護せば、 如, 此 速に 武を 忘れ 戰略を 

失する まで は不， 可， 有 こと 也。 道德を 以て 論ぜば 華 夷 都鄙の へ だて は あるべ からず と 

いへ ども、 其の 體用 を詳 にせ ざらん は 君子の 道に あら ざれば 也。 源 賴朝卿 在 一 I 鎌 倉！ し 

て、 官位の 界進 を固辭 して 將軍 家の 式法 を 立て 玉 ふより、 武家 • 公家と もに 差 ^あつ- 

て、 いささか も 武家 不, 忘 ，業、 八幡宮の 參詣 にも 先^ 後陣 を 定め、 甲胄 弓箭 を帶 せし 

め、 旗 をす すめ、 調度 掛の 役人 を 撰む。 是れ 武備 を不, 怠、 其の 家業 を不, 忘の ゆ ゑ 也" 

宗尊 親王 關 東の 將 軍た るの 後、 建 長 四 年 四月 初めて 鶴 岳へ 參詣の 時、 隨兵參 列 之 處、 

臨レ期 被.， 止. 之、 實時 • 光盛 鏜を 改めて 布 衣 を 著す。 ^s,ー(i^大將家ー至，「tl4-ー/位中將(l^; 


(一) 疑 はれ 

易き こと を SS 

さ ざ る も 云 ふ" 

文選に は 李 下 

不， レ 冠に 作 


賴朝 

藤原賴 


被レ 紅，， I 將軍 威儀 一 御 出 之 毎， 度、 雖， 爲 ニー  兩人 士； 莫， 不， 令- 1 供奉； 而於， I 親王 行啓 r 

者、 14 ^儀 强不， 可 レ然、 向後： ニ此事 1 不， 被レ召 n 具隨兵 一と 東鑑に 出で たり。 是れ將 軍 家 

(En 建久ニ の 式法お とろ ふるゆ ゑん 也。 叉 賴朝卿 壽永ニ 年に、 鎌 倉に 居ながら 征夷 將 軍の 宣旨を 

年の 誤  (五一 

(五) 東鑑に うけ 玉 はるの 時、 左史 生康定 此の 院宣 を 賜 はって 關 東に 下向す、 賴朝卿 則ち 鶴 岡の 八 

±?^吏.鶴宫把 

GMTTISivz;;  よしす み  うけと  あかお どし 

11^ ほ 1 は 幡宮 において 三 浦 介義澄 を 以て これ を 請 取らし む。 此の 時 に 義澄赤 威 の 鎧に 甲 をば 不 

お 右 §^ レ著、 家 子 一 一人 比 企能定 • 和 田 宗眞郞 等 都合 十 二人とも 直冑 にて 召 連れたり とい へ り。 

きす ^と^ に 是れ 等の 體、 今 を 以て 云へば、 いかめしく 事 ありが ほに して、 静謐の 時代 用 ひ 難き に 

似たり といへ ども、 武家 天下の 權を 取りて 武備 を 不レ忘 は、 家業 を 守る の ゆ ゑん なれ 

ば、 尤も 其の ゆ ゑ ある ことと 可レ云 也。 而 して 源 尊 氏 犬 下の 權を 執りて、 將軍 家の 式 

を 守り 公方 家の 制 法を糾 すと いへ ども、 歴代 室町 亭に 居住し、 京師の 繁華に 馴れて 武 

備 ここに 衰ふ。 信 長 暫く 天下の 器 を 握る といへ ども、 四邊 成就せ ず。 秀吉 初めて 四邊 

をした がへ て 武威 を かがやかし、 伏： 大 坂に 城 を かまへ て、 必ず 京師に 居 を 不レ安 

と 云へ ども、 亦 公家の 列に なって 其の 身 關白職 を 持ち、 諸臣は 各.' 大臣 • 納 言 • 相 公 

に 至りぬ。 ここにお いて 將軍 家の 式法 ほとんど 滅絕 す。 歷 代武將 の興廢 殆ど 可レ 見ぎ。. 
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然れば 官位の 界進は 公家の 列に まかす といへ ども、 武將 各- 官太政 大臣 をき はめ、 ：35T 

正從の 一位に いたる とも- 必ず 將 軍の 職 を かけて 始終 を 全くす る こと は、 是れ 文に お 

いて 武を 不レ 忘、 將軍家 の 儀式 を專ら として 公家 の 制 法 を 用 ふべ からざる とのこと と 

にや。 世澆季 になる に從 つて、 重き をす てて 輕 きに 從ひ、 本 を さしおいて 末 を 追 ひ、 

(難)  じ： S うい 

かたき を やめて 易き を 用 ふる は 凡 情の 常 なれば、 威武の つとめに はお こたり、 戎 衣の 

(固) 

かたき をば 嫌 ひ、 家業の 本 を さしおいて 遊 佚の 末を樂 しみ、 つ ひに 廢 亡の 端と なれる 

事， 古の 鑑不レ 遠 也。 武將 天下 を 御して 世 久しく 承 平にして 子孫 永久に 及ぶ に まかせ 

て >  官位の 昇進 だ輕 薄に して、 德 なく 道な くして 頻りに 官位 を 高く す。 これに 因り 

て 自然に 文に 泥んで 武を失 ふ はまの あたりの ことなれば、 後世 甚だ 可レ愼 也。 

く  K うけ 

I 五 二 義滿 公方 家 を 建つ 

師曰 はく、 將軍 家と 號し 奉る こと は、 公家の 列たら ず 武將の 式 を 守らし め 玉 はんた 

めの ことに や。 後世に 至りて 將軍家 を 公方 家と 號 する は、 源 義滿の 比よりの ことにと _ 

也。 ここ を 以て 云へば、 源賴朝 卿より 將軍 家の 儀式 を 定めて 其の 制 法 を 立て、 源義滿 


已後 公方 家の 制 を 定め 給へ ると みえたり。 必 竟武將 として 天が下 をし ろしめ されん に 

は、 將軍 家の 制を詳 にして、 武の そな へ を 怠り 玉 は ざらん 所 を 以て 本と すべき 也。 源 

義滿 より 已後、 武將の 官位 甚だ 高く、 公方 家の 稱號 專ら 公家に 相 類す。 是れ武 の衰へ 

業の すたれる ゆ ゑん 也。 可 二 歎息, 事 ども 也.^ 

I 五三 聖人 を 以て 人の 長と 爲し、 人 を 待つ に 聖人 を 以てすべからず 

(二)  ± ぺ 

一) 著者 不  師曰 はく、 故實撰 要に 曰 ふ、 人の 本と 云 はん は 聖人 を こそ 云 ひ 侍らん、 それ は 今の 

朋 

世に は不， 可， 有、 たと へば 古堯 *舜. 夏 \3?.殷 湯 • 文 王 .武 王 • 周公旦 • 孔子より 外 

は無レ 之， 聖人と て 世に ゆるされ たる 人 も 侍らず。 日本に は聖德 太子 • 大師 達 を こそ 

よろ-つ (缺 ) 

聖人と 云 ふべき。 聖人と 申す ほどの 人 は、 萬に かけた る ことなく、 天地と 志 を 一に レ 

て， 日月の 德 とならべ る ほどの 事なる べし。 よの 常 は 賢人な どをぞ 能き 人と 申し 侍ら 

ん、 それ も 今 は あるべからず。 賢人の 位になる ほどの 人 は、 更に 我が身と 云 ふこと を 

カラ 7  (育) 

不 レ可レ 思、 ひとへ に國 のために 心 をく だき、 己れ を 忘れ 人 を はごくむべき なり。 大方 

三皇の 代に 至極の 惡人は 中古に 能 人 也、 中古に 惡 人と 申す は 末の世に 能 人に て 可, 有 
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と、 唐の 文に も 侍る とか や。 聖人 は 五 年に 丁度 出づ ると：： ムふ 也と あり。 其の 語意 不 

ン 力 ラ 

レ 正と 云へ ども、 誠に 人君の 志す 所 は、 堯舜を 本と して 而 して 時代に 相應の 政の ある 

ベければ、 志 をし きりに 高 上なら しめて 末世 を 評せん とならば、 理は あるに 似たり と 

云へ ども、 今日の 法に 用 ひがたく して、 唯に 口に 論ずる 斗り になり て、 世 を 蔑 如して 

中道に すたる る こと ある ベ ければ、 時代に 相應の 心得 あ る ベ きこと にこ そ。 

I 五 四 人 は 諫人を 立て 讒者を 糾すを 明に する に 在り 

師曰 はく、 同書に 曰 ふ、 才覺 いみ じくて 唐. 大和の 事 を 知りたり とも、 それにより 

たと  ル -フ 

て 心の 能き 事 は 有る まじき なり。 縱へ 何も 不， 知人な りと も、 a ら 道理 を 知りた るぞ 

學 文した る 人と は 可， 申。 いかに 才覺 ありと も、 道理に 背きたら んは學 文せ ぬ 人と ぞ 

一 K ふべき。 又 北條時 政より 九 代た もちた る 事 も、 すべて 才覺の 勝りた る こと はな かり 

ちゃうぐ わんせ いえう (二) 

(1) e の 太 しに や。 t:- 觀政 要. 御式條 など 云 ふ 物 斗り を覺 えて 私な く 行 ひし ほど は、 すべ て 代 

宗の 嘉言善行  しづか  タてな 

M れたる 書 も 閑に、 國も 目出度く ぞ 侍りし。 ゎづ かなる 家の 內を 治め 侍らん 事 だに 不 レ輒、 まし 

R を 指す べビ て 日本の こと を 取沙汰し 侍らん 事、 誠に 人の 器用 を も 可 レ被レ 撰 を や。 私と 云 ふ 事 だに 


(三) 周の 武 

王 

(£) 暨叔 i! 

蔡叔 度、 共に 

文 王の 子に し 

て 周 公と 兄弟 

なり。 流 首 を 

放ち、 射 王の 

-ナ武^^を擁し 

て 遂に 反し、 

周 公に. U ぼ さ 

(五) 書 終 金 

勝の 篇を す。 

：大下 周に 歸す 

る も €1： ほ 人 

の 服せ ざる « 

あ h- て 人心 安 

んぜ す、 偶. - 

武王疾 あり、 

周 公三 王の 廟 

に 祈り 身 を以 

て武 王に 代ら 

ん こと も？！？ ふ。 

そ の 文 を 金 縢 

「匿に 藏 めし 

(六 j 源氏 ％ 

語の 光源氏 を 

指す 

へ 七) 醐天 

藤 原 時 平 

め Sf を 信じて 


もなければ 烦 ある まじき と 古人 は 書 置き 玉へ り。 叉 人の 內に、 諫臣と 云 ひて 常に あし 

き 事 を 諫め 申す 人の 侍る が、 何より 目出度き 事に こそ。 藥は にが けれども 能く 身を扶 

け、 毒 は 甘 けれども 後に 病 をな す、 昔の 賢き 御門 は 諫言 を 聞きて 其の 人 を 拜し玉 ひし 

といへ り。 又 曰 はく、 唐の 文に も 此の 國の 日記に も、 護 首と 云 ふ 事 を淺間 敷き 事と 云 

ひ 侍る 也。 唐國 にも さし も 目 出た かりし 成 王と 申す 御門 だに も、 周 公 日 一とて いみ じき 

聖人 を惡弟 二人 謙 言し 玉 ひし を、 御門 まことと 思 召して しりぞけられき。 其の 時雨 風 

(損) 

あらく 世の中 さはが しくて、 草木 も 枯れし ぼみ 秋の 田の み も そん ぜし うへ、 周 公旦成 

王の 父武 王の 命に 代らん と 云 ふ 願書 を ものの 中より とり 出されて、 是れ ほど 忠 ある 人 

なりと て、 頓て被 二 召 返, て、 龜 したる 弟 二人 誅 せられて より、 世 は 目出度く 侍りし 也。 

源氏の 大將繼 母の そね みに て須 磨へ 流され 玉 ひし 時雨 風 やまず などと かける が、 此の 

周 公旦の 古事 を 云へ り。 叉 目 出た かりした めしに 申す 延 喜の 御門 も、 時 平のお とどの 

fsl ョ にて 北 野の 御 こと 侍る 也。 鎌 倉の 右 大將、 梶原景 時の is 目に よって あまたの 人 損 

じ 侍る 也。 
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00^^^  -五五 本朝に は 女帝 あり ， 

粉に ¥  師曰 はく、 本朝 は 人の 心すな ほに して、 物の 正統 を 糾し上 を 上と し 下 能く 下た るの 

風俗、 異朝に 合せて は遙 にこえ たる 所 多し。 是れ專 ら犬神 地祇 を 重んずる によれる 也。 

されば 代々 の 帝王、 女體に ましくても 世の 政 淳朴なる 事相 か はらず。 武將旣 に 天下 

の權 をに ぎりても 猶ほ 朝家 を 立てて 其の 事 を 重んずる、 是れ 併 風俗の 異朝に まされ 

る處 也。 或 書に 曰 はく、 日本 國は 傻國 とて 女の 治むべき 國也、 天照大神 も女體 にて わ 

たらせ 玉 ふ 上、 神 功 皇后と 申し 侍りし は 八幡 大 菩薩の 御 母に てまし ます ぞ かし、 新 

羅 • 百濟を 攻めな びかして 此の 藶原國 を 治め 玉 ひき。 叉 昔 も 推 古 天皇と 申し 奉りし も 

女體 にて、 朝の 政 を 行 ひ 玉 ひし 時、 聖德 太子 攝 政し 玉 ひし、 十七 ケ條の 憲法な ど 定め 

させ 玉へ り。 皇極. 持 統ニ兀 明 ニ兀正 • 孝 謙の 五代 も女體 にて 御 位に つき、 政 を 行 ひ 

世 を 治め 玉へ り-。 唐に も 如， 此 ためし ありと にや。 近く は 錄倉右 大將賴 朝 卿の 北の方 

二位 殿 政 子と 申せし は、 北 條四郞 時 政の 女に て 二 代の 將 軍の 母 也。 右大將 薨去の 後 は 

一向 鎌 倉 を 管領し 玉 ひ、 いみ じく 成敗 ありし 也。 貝觀政 要と 云 ふ 書十卷 をば、 菅 家の 

爲 長と 云 ひし 人に 和字に かかせて、 天下の 政の たすけと し 玉 ひしと 也。 承 久の亂 の 時 


( ！ 1 

ノ、 ゎラ みやう ぷ じどの 

家 關白九 も、 此の 二位 殿の 仰せと て、 義時も 諸 大名に 下知し 玉へ りしと 也。 かくて 光明 峯寺殿 

の 末の 子 を 鎌 倉へ 申して 養子に したて まつり、 將 軍の宣 旨 を 申しな し 玉へ り、 七條の 

將軍 賴經と 申す はこの こと 也。 この 御代 貞永 元年に 五十 一 ケ條の 式目 を 定められし、 

今に 至る まで 武家の かがみと なれる にやと 云々。 女體を 以て 天が下 を 治め 玉 へる こと 

も、 萬 人の 風俗 淳朴に して、 上 を 上と して そむか ざるの 信 ある を 以て 也。 人の 才覺誠 

信 は 男女に よるべ からざる と 云 へ ども、 女體を 以て あまつひつぎ を嗣 がしめ 玉 へ るた 

めしの 多き こと は、 異朝に 其の 例 あるべ からざる 也。 

一 五六 本朝の 風儀 を 論ず 

師曰 はく、 本朝の 風俗 勇武に して 淳朴なる 事、 其の 實正 しとい へど も、 氣質 急速に 

して 詳に 究理す る處 あらず、 一 旦に功 を 求め 其の 事 をな すに 至る の 弊 あり。 故に 風俗 

根 を不, 推して 本 を 深く する 處 なきが ゆ ゑに、 究理 するとき は 其の 本に たが ふ處 あり 

ル (多) 

.  といへ ども、 末の 小事 を 取 立てて 大本 を不, 糾 ことお ほし。 ここ を 以て、 義理 を 取り 

ちが へ 本末 を亂 りて 義 なりと し 本な りと する 類、 歷代 因循して 風俗と なれる こと 多し。 
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是れを 急に 改 むる こと は不， 可レ成 は， 本朝 土地 風儀 陰陽の つりあ ひに、 此の 過不及す 

る處 あると みえたり。 然れば 人君 此の ごとくなる 風儀の 本末 輕重を 失へ る處を 能く/ 

簡 して、 それに 從 つて 自然に 德に 化し 風 行 はれ 俗 正しき が 如く 政令の 趣 を：？， 用 こと 

也。 凡そ 天地の 間 陰陽 五行の 運行 過不及な くんば あるべからず。 是れ 天の 廻り 地の 所 

レ受 によって、 四時 寒：^ の 往来 相た がふ を 以て、 人の 生 質 自ら 厚薄 不肖 ありと みえ 

たれば、 其の 長短 を はかって これ を 前後せ しむる は、 人君の 政に よるべき なり。 

I 五 七 人君 身に 奉ずる の 薄き を辨ず 

師曰 はく、 古來 人君 身に 奉ずる ことの 薄く して、 國 家 天下の ために は 財寶を なげう 

ち、 自らの 身 體をも 輕んじ 玉 ふ 事、 是れ聖 王 賢主の 德 とする 處也。 然るに 身 を 薄く す 

るに 王道 を 以てせ ざれば、 必ず 利害に 陷 りて その 弊つ ひに 吝に 至り、 其の 行跡 をみ る 

とき は 鄙し くった なきに 及べ る 事 多し。 凡そ 衣食住 を輕ん じて 其の つ ひえ を 省く は、 

上下に よらず 人の 所ン責 なりと いへ ども、 人君 其の 分限 あり、 人臣 叉定制 ある、 其の 

分 限定 制の 內を輕 く 薄く して 國用を ゆるやか にし、 叉 萬 民の 規範と なりなん 事 を 以て 


本と す。 人君 此の 本 を不, 了して、 衣服 はつよ くして 不, 破 を このみ >  食 は疎鉱 にして 

しらげ ざる を 好み、 居 宅は狹 薄に して 人を容 るるに たらず、 風濕を さくる に不 X 足の 

類な らんこと は、 是れ 利害に 陷 りて、 分を踰 えて 不レ 及に 過ぐ ると 可， 謂 也。 衣服の つ 

よき を 好む は、 衣服 を 用意 せんことの 不二 自由 一 ものの 所， 致 也、 疎 糠の 食 は 匹夫の 人 

カを不 レ能レ 費が 所レ用 也， 狹 薄の 居 宅 は 凡 下の 者の いとなむ 所 也。 是れ身 をう すくす 

ると 云 ふに あらず、 唯 だ 分 を こえて 文：： に 至る 也。 是れ 其の 本と する 所 王道に あら ざれ 

ば 也。 王道 は 今日 當然 の義を 以てする ばかりにして、 更にた くみ はかる 處 あらざる 也。 

義を 以て 行 ふとき は 自然に 萬 民の 規範たり。 故に 身 を 養 ふ 事、 亦 王道 を 以てする にあ 

る ベ き 也。 

一 五八 人君 理を慢 りに するとき は宽容 なし 

師曰 はく、 人君 理に つよく 泥 著 するとき は、 必ず 理を 立つ る こと 高く して、 下臣 こ 

とん \く これに くるしむ 事 多し。 もの をよ く 書く 主人の 下に はもの かきの 下人な く、 

明白なる 主人の 下に は 人す みにくし と 云 ふことの あり。 是れは 主人 能書 なれば、 人の 
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手跡 大方に ては氣 に不レ 入、 その上 人に いたさせて 自然に 引導 せんことの もどかしく 

て、 自ら 取りて 是れ をな す ゆ ゑに、 下臣に 能書に なり 立つ もの 少なし。 主人 至って 潔 

白に、 理づ よに 物 を せんさく いたす 君の 下に は、 何事に も理を 立て 究 むる ゆ ゑに、 人 

人 これに 痛みて、 居住す る 事 安から ざると いへ り。 人 各.' 道に くらく 理に 遠くして、 

行跡 末々 まで 曇りな きもの は 世々 に 無レ之 君子 也。 ？机ゃ 下臣 如レ 此の 君子なる べき こと 

わり あらざる ゆ ゑに、 度々 に理 につよ く つめられて は、 必ず 苦しんで 厭 ふ ものなる ゆ 

ゑに、 如， 此云 へるな り。 故に 高， 理之 下、 無二 委任 之臣； 無， 一 寛容 之 量 一也。 

一 五 九 武職は 北山 殿. 東 山 殿に 衰ふ 

(足 利) 

師曰 はく、 鹿苑院 義滿、 北山に 新造の 御所 を こしら へて 是れに 移り、 室町 亭を義 持 

に讓 り、 北山 殿と 號す。 受戒 落飾して 法服 を 著し 數珠を 持ちて 猶ほ 世務を 決す。 而し 

て 愛子 義嗣を 立てん こと を 欲し、 すでに 北山に 行幸 をな しま ゐら す。 此の 時 北山 殿の 

亭 名僧 沙門の 飾 を 用 ひ、 儀式 こと. く 武將の 法に あらず といへ ども、 天下の 權威ひ 

とへ に 北山 殿に 究 まりければ、 萬 人の 學ぶ所 皆 北山の 式 を 以てして、 室町 殿に も ほと 


i 一、) 名 んど 此の 制 を 用 ふるに 及べり。 而 して 慈 照院義 政に 至りて 政務 をい とひ、 其の 弟義視 

匿" ft を 今 出 川 殿と 號 して 天下の 政 をぁづ く。 かかる 處に、 愛子 義尙 出誕 の後應 仁の 亂 あつ 

K^fi. て、 つ ひに 將軍 を義尙 にゅづ り、 東 山に 殿閣 を かまへ て. 古器 名畫を あつめ 茶 曰细數 寄. 

義 の會 をな し、 座敷の 粧嚴 ことん 、く 佛 前僧舍 のか まへ をな せり。 ここにお いて 掛繪. 

-;.」J,? 立 花 -卓* 香 爐- 茶 具 等" 各. - 沙門の 樣を 以てす。 能 阿 彌 • 相阿彌 がごと き 同朋 あつ 

家 珍 聚の畫 や  (ほ  oes 

て、 數寄具 をぁづ かりて、 世の 所， 弄の 眞僞を あらため、 南京の 珠光、 の 紹鷗が 輩、 

撫 あり、 相 阿  らんしゃ 5 

彌は 孫に して 相つ いで 此の 術 を 愛す。 その 濫觴 は 北山 殿に おこりて、 其の 盛 は 東 山 殿に き はまれり。 

三代れ 績 いで 

^家の 同朋 是れ より 連綿して 世々 數 寄の 道 を： 弁んで、 賓客 堂上の 飾， 公方 御成の 儀、 各 》 ^此の 式 

，に 一』/」 II を 守る。 ここに 案ずる に、 歷代將 軍 家の 儀式と いたす 處、 武道 を不レ 忘して 晝夜 其の 

.1^ 南 K ！、  i  (練) 

ほ 休心 法 f 事 をね る を 以て 本と すれば、 座敷 堂上の 粧嚴も 其の 戒を 專ら として、 或は 事物に 銘を 

もい ふ。 幼時 

は 3ド藉 しるし、 或は 用器 を 置きて 常に 是れ を戒 しめ、 工夫して 其の 見聞す る 所 を 正しくす。 

の f 休 I 龍ォ ^ 世 久しく 長久なる に從 つて、 職 をつ とめ 事 を 正す こと を いかめしく 事々 しきな ど 云う 

は 茶, J と て、 自然に 佚 樂游興 を このみ、 其の 職 を棄て 他の 術 を專ら とする に 至りて、 ここにお 

なる 義政. 0 

筆の r 珠光 庵主」 なる 額 を 草庵に かく。 茶道の { ；小匠 と^する は 彼れ に 始まる.' 文龜： 一年 歿、 年 八十 一 (三) 武野 氏、 もと 仲 村 氏な り、 ^の 人。 宗 

險 及び 宗 悟に 攀 びし， ズ沐 人。 弘治 元年 (一 說永祿 元年) 歿、 年 五十 ：1 

君 道 十二 治談  四 一九 


山 鹿 語類 卷第 十二  四 二 〇 • 

いて 風俗 ことん， \ く衰 へ、 衰 へたる 風俗 を眞の 風俗と 思 ふに なれり。 一犬 傳. 虚萬犬 

傳， 實 るの ためし 尤も 可レ 思。 然れば 古 來云ふ 所の 將軍 家の 風俗 は 武將の 式法に して、 

中古より このかた 云 ふ 所の 公方 家の 風俗と 云 へ. る は、 北山 殿 • 東 山 殿の I をい とひ 政 

に 倦みて 山 居して 遣 二世 慮, の 風俗な り。 これ を 以て 眞 とせん こと は、 其の 心得 あるべ 

きこと にや。  . 

一六 0 人君 は 學問讀 書を辨 ずべ し 

師 嘗て 曰 はく、 人君 は 讀書を 以て 學 問と 十る 事 有り、 是れに 其の 思 入の たが ふ處ぁ 

る こと 也。 讀 書と 云 へ る こと は已 前に は 無レ之 ことなり。 孔子 門人に しめし 玉 ふに も 

( 一 ) 語述 ( 1 ) 

而篇 s.^-.-.H 一一  我れ 汝 にかくす 事な しと 云 ふ 事 を 以てす、 讀書 を專ら とせよ と 云へ る戒 なし。 今日 m 

章に 「子 日 

用の 上に おいて、 時々 の 工夫 間斷 なく、 それ/ \ に相應 する 處を 究理せ しむる、 是れ 

レ隱 乎爾， 吾 無 T 

行而不 一  を學 問と 云 ふべき なり。 學 問して 究理いた しがた き處 を、 古人 言行に 比 興し 聖賢の 致 

一一 一子 I 者ね 是丘  「一 、 

まと せし ことにた よって 其の 理を究 むる、 是 れを讀 書と 云 ふなり。 されば 行 有ニ餘 カー 以學 

而篇第 六 章に ，ヌ ， 

出づ  レ文 といへ り。 學と云 ふ は、 事々 物々 の 上 をよ く 究理せ しめ、 其の 至善に 叶 はんず る 


道 を 糾明して、 人に 尋ね 心に 工夫す るの ことなり、 、ゼ ずし も 書 をよ む をのみ 云へ るに 

あらず。 當時國 郡を領 する の 人君、 學問 をば 不, 勤して 讀書 を專ら とす、 故に 是レ古 非 

レ今、 時代に 相應 せざる 治 法 を 空談して、 人々 を 評する に 聖賢 を 以てする が ゆ ゑに、 

1 向 高慢に おち 入る。 たと へば 天竺 • 南蠻の 物語 を覺 えて 本朝の 日用 を しらざる がご 

(異) 

とく、 異朝の 大博學 人 を つれて 來て 君と し 主と し 置き けんに ことならず、 云 ふ 所は理 

あるに 似て、 時に 取りて 今日の 用たら ざる 也。 凡そ 天下 國 家の 政事、 人君の 心 所レ不 

ビ  (支 ン 

レ通 あるとき は、 則ち 蔽 塞して 其の 事に つかへ あり。 然れば 見聞して 究理 糾明すべき 

處の 法令 政事 をば さし 置きて、 唯だ讀 書して 日夜 を { 仝し くせん は、 是れ學 問と 云 ふべ 

けんや。 されば 日月の 萬 物 を てらす 處、 太虚に 一 點の雲 ありても、 その 光の あたら ざ 

る 草木 土地あって 其の 生々 を 全くせ ず、 可， 降雨 また ふら ざれば 早に 逢うて 損す。 國 

郡の 民人 君 をみ る こと は 日月 を 望む がごと し、 其の 政務 を 思 ふ 事 は雲宽 を 待つ に 同じ 

きを、 不， 入 事に 暇 をつ ひやして 政務 を おろそか にし， いはれ なき 書に 目 を さらして > 

可； 一見 聞, こと を わきに いたさん は、 豈 君子の 學問 ならん や。 學 問と 讀 書と を ひとしく 

思 ふに よって * 其の 惑を辨 ずる こと はう すくして、 唯 だ 空談 をのみ 專ら とする に 至れ 
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る 也。 人君 ここにお いて 尤も 可， 味 也。 世人 皆 不レ入 ことに 暇 をつ ひやして、 今日は 書 

をよ まざる つとめ ざると 云 ふこと を 以てす。 其の 不レ入 ことと 云 ふ は、 日用 人倫の 交 

り 政事 也。 人倫の 交り 其のつ とめ を 不レ爲 して、 書 を讀む を是と 究めなん こと は、 ま 

ことの 道に あらざる なり。 今日日 用の 外に 道 あるべからず、 須 贝も不 レ可レ 離と 云へ り" 

讀書 講談の 間 を 以て 道と せば、 常住の 處 において は 道 あら ざらん や。 莊 周が 云へ らく、 

臧と穀 と 二人、 ともに 羊を牧 へりし に、 共に 羊 を 失へ り、 其の 故を尋 ぬれば、 臧は書 

を よみてけ る內に 失せぬ と 云 ひ、 穀は 博奕して あそべる 內に失 ひぬ と 云へ り。 二人の 

ルモジ 七. ラノ テフ 二 ヲンキ 

者 事業 不：， 同、 其 於， 亡， 羊 均 也と いへ り。 莊 周が 云へ る處 は、 羊 を 以て 其の 性に たと 

へて 此の 論 を 比喩す といへ ども、 これ を 取りて 今日 を 論ぜば、 讀 書して 政務 を不レ 1 

も， 佚 樂游與 して 政務 を 不：， 知 も、 人君の つとめ を 失 ふに おいて は 一 也。 世 以て 一文 

不通に して 國を政 ごち 世 を 平 かにせ しためし は、 歷代皆 以て 然り、 讀書博 文に して 人 

品 世事に たらず、 唯 だ 空談の みに 陷る こと、 世 以て 皆然 り。 この ゆ ゑに しばらく 志 あ 

るの 輩 は、 必ず 讀 書の 人 を あざむき きらって、 子孫に つとめし めざるに 至る 類、 是れ 

僻說 なりと いへ ども、 當 ilir の學者 其の 弊 多くして、 不學の ものの 世に なれ 事業に たづ 


さはり て、 功 ありつと め あるの まされる を 以て 也。 すべて 書 は 古の 事物 を しるせる ま 

でに して、 其の 事物 を必 とすべからざる なり。 然るに 其の 大本 を不， 知不, 辨を 以て、 

事物 を とらへ て 道と する を 以て、 其の 思 入 こと， <\  く 相違 多くな りて、 つ ひに 聖學の 

實理を 不レ得 也。 學者 一 己 一 人の あやまりなん は 其の 弊 尤も 少なし、 人君 一 たび あや 

まると き は、 其の あやまりに 所， 弊、 國家 天下に 至るべし、 甚だ 不, 愼ゃ。 學 問の 餘カ 

に讀 書して 糾明 究理すべし、 學問は 是れ讀 書な りと 思 ふべ からざる なり。 學問を 以て 

讀書 なりと する が ゆ ゑに、 手跡の よくな り 詩つ くり 文つ くり 著述 作文の たよりと のみ 

なりて、 人品 政事に わたる 處 いささか あらざる 輩 多き こと、 是れ 可, 一 歎息 一也。 必竟周 

公 • 孔子の 所 レ學所 レ敎を 以て 手本と して、 後 學の末 儒の 云ふ處 を不， 可 レ爲， 師也。 

一六 一 棟梁の 具 を 論ず 

師曰 はく、 不， 扶， 危不， 除， 姦 不.， 去， 變、 而區々 之 斗 城 之 裏、 出 二 萬 死 1 而不， 辭者、 

匹夫 之節而 無二 棟梁 之 具 一と 云へ り。 凡そ 武將の 責ぶ處 勇な りと 云へ ども、 勇に 大勇 あ 

り眞勇 あり、 危を扶 け姦を 除き 變を 去る は、 是れ 其の 勇と する 處專 ら國 家の ためにし 
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て 一 入の 私 勇に あらざる 也。 たと へば 力 山 をぬ き 勢 龍の 如くな らん も、 一己の いたさ 

ん處は 小勇 也。 しかれば とて、 出 二 萬 死 一て 不, 辭は あしきと 云 はんに は あらざる 也。 

萬 死 を 出で て 不レ辭 も、 國 家の ためとな らん 處 あらば、 是れ叉 大勇と 云 ふべき 也。 武 

(二  (二) 

ム  ヱンレ ウボン ハク セッ ジン キハ ギテ * ブト？ テ ル トッケ ッヌ シテ  テ 

(一) 袁， 將の 尤も 所レ愼 ここに ありぬべし。 袁了凡 曰、 薛仁 貴脫ニ s< 黎ー以 見 二 突 厥； 而突 阪相視 

L パけリ U  ヒヲ リヨ リス (三) ハス イデ カブ トヲ ル ク ワイ ッノ ヲ ズ  テヲリ ヨリ シテ フ シテ ガ 

Mlt^t し は 失レ 色、 下レ馬 羅拜、 子 儀 免 レ胄 見ニ囘 乾 大首ー 而囘 乾捨レ 兵下レ 馬、 拜曰、 果 吾 父 

L て 兵 部 主事  ト シハ  ハ  ョ リル ジ カラ モ 〈カリ テ ヲリ テ ツー 一 ス  イマ シメン r- ヌ 

となる、 秀吉 也、 蓋 仁 貴 驍將、 子 儀 重將、 固 不レ同 也、 抑 仁責度 ， 力足 二 以勝； 欲ヨ大 創之儆 一一 

I を 伐い や ノ， . ダセ X  ナリ -ー- ン レー 一 . r 、ノヲ 

ゾて 其 後一 子 儀 散兵 未レ 合、 而 虜衆數 十倍、 故 示 二 之 至誠； 以服ニ 其 心 1 といへ り。 是れ等 を 

/、，  S 史， P 

補 有名な り 以て 云 ふとき は、 時に のぞんで 萬 死の 地に 入り、 衆を扶 くるの 道と なれらん こと あら 

(二) 唐の 太  ル ミ  ラ 

^^^0 んに は、 將 として 死 を不レ 顧の 勇 ありぬべし。 不， 然して 戰 ごとに 先んじて 衆 を 後に し 

し 驗將? む i 萬 死の 地 を不， 長、 これ を 勇な りと 心得なん こと は、 是れ 匹夫の 所， 致に して、 人君の 

し、 本衞 大将  ，.. 、マ 

封? - 守らん 勇に あらざる なり。 されば 棟梁の 器た る は、 能く 萬 物 を いれて 不&、 大事 を 

らる  アヤ ブ マ  ルク ハマ 

(三) 郭子 儀- たすけて 不 レ危、 重き をのせ て不， 橈の 勇 を 大勇と すべき 也。 武將 すでに 將 軍の 任たり、 

iS の肅宗 • 代 

宗. 德 i 一 紅 仕 其の 勇武の ねらん 處- 大方に 心得べ からざる なり。 若し 匹夫の勇 を 以て 大任 を 受けば、 

服せ ほ 其の こたへ なんこと 久し かるべからざる 也。 人君の つとむる 道 は、 只 だ！ K 下國家 億兆 


の 人民に かからん こと を 以て 本と して、 一 夫 一 人の わざに かぎらん こと を專ら とすべ 

からざる 也。 しかると き は 勇 斗り にあらず、 諸事の つとむる 心得に、 人君の つとめと 

なす 處と 匹夫の いたす 處と、 其の 差別 はるかに 相た がふべき 也。 

一六 二 人君 は內臣 に恥づ るに 在り 

師曰 はく- 或 太守の 常にい へりけ る は、 主人 は 下人に 見 かぎられぬ ごとく 常々 嗜む 

べき こと 也。 下人に 見限られて は、 干 要の 時分に 下人 其の 主人の 下知 をき かざる もの 

也と。 此の 言 至って かろくして、 是れを 推す とき は 犬に 人君の 戒 たるべし。 人に 內外 

の 交り あり、 外人に はた まさかに 交 はるを 以て、 言行と もに たしな み 飾りて 非 禮非義 

なく、 禮 節の ほどこし 音物の 送 答、 ともに 實を 以てせ ざれ ども、 毀譽を はばかる こと 

深く、 名 根 を 思 ふこと 切なる が ゆ ゑに、 外 をかざる は よのつね のこと 也。 內は 平生に 

して 心 易く、 たしな み 飾るべき 術な りが たきを 以て、 其の 實 自ら あら はれ やすし。 故 

に 人臣の 見聞せ ん處を 以て 人君の 戒 として、 內には づる處 あら ざらん は、 是れ 君子の 

所レ 守な り。 內 にかへ りみ て やましから ずと ニムへ る も 此の 心なる ベ し。 下人に 見限ら 
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( 一 ) 字 は 次 

公、 陽 夏の 人、 

少 にして 律令 

も擧 び、 武帝 

の 末年 侍郞謁 

者に 補せられ、 

河南 太守 丞と 

なる。 寬和を 

以て 導く。 宣- 


-- マリし が， 

て 下獄し、 

獄中 51： 書を學 

ぶ。 後に 潁川 

太守に 權 でら 

れて治 政大ぃ 

にあがり、 民 

政 を 以て 漢代 

0 一  の 名 を 得。 

丞相に 至り 建 

成 侯に 封ぜら 

る 

(二) 字は醇 

之、 武 城の 人、 

進 士に攀 げら 

れ、 同 平 章 事， 

觀文殿 大瘦士 

に累官 す。 後 

に潁國 公に 封 

ぜられ て 致仕 

す" 莊 敏と諡 
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て は、 外事 皆虚 ならん、 甚だ 可， 愧の 至- 


四 ニ丄ハ 


あらず や" 


一六 三 黄霸 相と 爲 りて、 功名 郡 を 治めし 時より 損つ る を 論ず 

師曰 はく、 昔 漢の宣 帝の 時、 黄 濯と 云へ りけ る 臣下の ありけ るが、 其の 才智 拔 群な 

る を 以て、 或 郡の 司に なりて、 民 を 治め 所 を まつりごとす るに、 民 こと- く 思 ひ 付 

き、 其の 郡の 治まれる こと、 漢の 世に ためし まれなる ことほ どに ありぬ。 是れに 因り 

て 帝 其の 器量 を 感じて、 こ. れを用 ひて，^ 相の 官に いたらし め 天下の 政 を 輔佐せ しむ。 

ここにお いて 黄 環が 功名、 已 前の 郡 を 治めし 時の 十分 一 も無レ 之、 其の 才覺の はたら 

ニー ) 

にう サ. e 

きもい みじからざる となり。 又宋の 仁宗の 時、 龐籍と 云へ る もの 民 をよ く 治めし ゆ ゑ 

に、 つ ひに 宰相の 官に 至れり ける が、 其の 知 功 不レ足 を 以て 其の 官を やめられ ぬと 云 

へり。 是れ 等の 事 を 案ずる に、 人の 才に 長ず る處 あり 短所 ありて、 一様の 看 をな すべ 

からざる なり。 人 をみ る こと は 人君 治 道 治 法の 第 一 とする ことなれば、 人君の 可レ盡 

レ心 こと 也。 民 を 治む る は國の 政の 耍 とする 處 なりと いへ ども、 郡縣を 治む るに 至り 

て は、 天下 を 治む ると 所 二 差^ 一  あれば こそ、 其の 治に 長短 ある なれば、 況ゃ餘 事に 長 


ぜ ると 云 ひて 宰相 執權の 職たら しめん こと、 尤も 可 ニ斜酌 一也。 但し 邊土邊 方に して は、， 

人の 氣質 偏な りと いへ ども、 すなほに して 改め やすく、 帝都 王城 は 名利の 地なる を以 

て、 人の 風俗 繁華に はしりて 改めが たきの ゆ ゑ あるべし。 叉 其の 人才 を 不レ务 心の ま 

ぁひ やく 

まに 盡 すと、 遠慮 多く 相役の 葷 多くして 心の ごとくに 盡し 難き との 差別 も あるべ し。 

叉 改めよ き 時分に 行って あらたむ ると、 改めに くき 時と にたが ひも あるべ き なれば、 

(三)  ハク  リテ ト 

S 方 孝 揺、 必ず 其の 人才の 長短と 斗り も 落 著いた しにくき こと 也。 方正 學曰、 黄霸爲 X 相、 功名 

p.- 擧^ t こ，  J  (12 

0.,  損 二 於 治， 郡 時； 昔日 嘗惑， 之、 ifS 豈有 T 才如 二 黄覇 1 而 不二 能 爲！. 相 者. 1 乎、 後觀 1i ハ 爲ニ敞 

けソ駄 ^ 所 i4r 然 後釋然 知， 1 せ.^ 故； 蓋 宣帝不 A 能， 盡ニ 霸 之才； 非ニ霸 不.， . 能 也、 天下 之 患、 非 二 

?S し i、 才之^ ifc" 而胜 レンお 者 之爲. 難、 宣帝善 任 二 守 令； 不， 1 善 任 r 相、 愛 k 之 s^; 而不 

一, 4-ょ^41¥ ？、 莨  ラヲ サム ルヲ  プ ノ  クシ  ンデ ンヂヌ テフ メス ルヲ ダナ リガ ムルヌ  テヲ 

のパっ ， 知 ，1 爲& 之體； 其 天資 善 察、 好 挾：， 數以 用、 而持， 法 太嚴、 覇治， 郡 時、 得ム J 曰 i 

官ー 帝の 時 k さ  ンヒヲ トトノ フル ヌ  一一 -ー シ テ  ヲ ビ "テ ルー 一 ト スレパ ヘント ヲ 

なり" 1 縱斷 制、 行 M 教化- 飭 * 法令 於境內 h 故 可,， ー以 得， 1 人心； 及， I 入而爲 <A 相、 欲 ,飭 二 法令； 則 

4S!- 自ょ S  二 テ ス ゼゥト ス レバ ハント ヲ  二 テスト  ンゾ クテ ル カラ ス 7  サン ル カラ 

0K 人 將以爲 -擾、 欲 -行ニ 教化 一 則 人 將以爲 A 迂、 安 能 立 ニ不レ 可， 爲之 功； 致 ニ不， 可 A 得 之 

名 1 哉、 張敞遽 毀 n 訐 之； si 二 其敎， 民爲" 1 僞、 而宣 帝亦遽 聽， 之 耳 云々。 
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一 六 四 安 石 • 溫 公道 を 知らざる を 論ず 

師曰 はく、 宋の英 宗韓魏 公に 問 ひ 玉へ る は、 誰に か國を 治めし めつべき、 王 安 石 を 

用 ひん こと は 如何と ありければ、 答へ て 申さく、 安 石 は 翰林 學士 の官 になり なんこと 

カラ ル 

は 其の 才 あまり ある 斗り 也、 天下の 政道 輔佐の 事 は 尤も 不レ 可レ 然と 奏せり。 後に 王 安 

石 政 を 輔佐して、 天下の 民 皆 其の 政の ゎづら はしき に 苦しめり といへ り。 安 石 は 才知 

人に もぬけ 學カ ^犬に して、 君 を 堯舜に 比せん 事 を 欲すと いへ ども、 其の 匕 n 趣と 十る 

處 にたが ふ處 ある を 以て、 却って 政務の 害と なれる 也。 然れ ば才覺 宜しく 智辨 巧な り 

と 云へ ども、 天下 を 輔佐す る こと 全 かるべからず。 尤も 才 乏しく 知不， 足して は、 事. 

事に 惑 ひ 疑 ふ 所 多 かるべき なれば、 才德 全備せ ざらん は 大臣の 質に あらざる 也。 人君 

に 才知た くまし ければ、 必ず 臣の 才覺 巧みなる を 喜んで、 是れを 用 ふるに 至る (こと) 

多し、 才覺 巧みなる は、 用事 能く 達して 通用に 宜しと いへ ども、 大義に 臨んで 節 を 失 

ひ 道を變 ずる 筆 世に 多き こと 也。 人君に 實 あれば、 必ず 臣の 篤實を 好む を 以て、 謹 厚. 

の臣 進む こと を 得て、 其の 風實 なりと いへ ども、 大事 を 助け 大疑を 決し， 智辨 謀略 を 

詳に する こと 不， 能して、 ややもすれば 謹 厚の 輩 を 以て 大任に あつる こと あるが ゆ ゑ、. 


(二)  ^馬 光、 

字 は 君實、 溫 

公と 稲す 

(三) 朱の 哲 


(S)  i  木の 擧 

者、 王 安 石の 

味方な り、 宫 

提點 刑獄 • 待 

御史 等に 進む 

(五) 舜に仕 

へし 名臣、 M 

陶 后稷， 

契の 四 人 


國 家の 用事 不通に なること 多し。 宰相 執權 たらん 輩 を 選ばん 事、 尤も 可 n 深 重 1 こと 也。 

司馬溫 公は宋 朝の 大儒に して、 天下の 政務に も 口 入いた せし 人、 世 以て 其の 篤 實を知 

ると いへ ども、 程 子 i 一 ^ 曰" ISi" 實之 忠孝 誠實、 亦只是 天資、 學 則全不 7 沖と 評せり。 不 

レ 知レ學 といへ ると き は不レ 知レ道 也。 さるに よって 元祐の 間、 楊 長が いへ る 言 曰、 光 若 

き 為 . ^ •  r- き ッ、 惟 vk. 道ヲ、 故 一, 政 I 一一 未 ダレ i おと 云 へ り-。 然れば I 

が 大儒 を 以て も、 政事 を 行 ふに おいて 其の つくさざる 處の ありと み ゆ。 是 れ聖敎 をき 

はめず、 學 道の 世事に わたる こと、 萬 用に 移らん ことのた やすから ざれば 也。 人 君臣 

を 撰んで 政 を 委任 せんこと、 其の 人品 を詳 にして、 是れに 教戒す る こと を 具にす るに 

あるべ き 也。 


一六 五 臣材は 其の 優る 所に 任ず 

師 嘗て 示 論して 曰 はく、 人の 全體 よからん 質 を 求めん と 欲する は、 願 はしき ことな 

といへ ども、 亦 あるべき 事に あらざる 也。 唯 だ 人君の 下 を視る こと は、 其の さかし 

たづ 

• 得 たらん 所 ある を 求めて 是れ をつ かふに あるべき 也。 其の 一方に 得た らん ものに 泥 
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みて、 不レ得 事 を あてが ひ 職 をさづ くべ からざる 也。 たと へば 日 比 致しなら へる こと 

は、 何程お ろかに つたなき もの も、 其の 分限より は 一 き は 能く 仕りうる ものな り。 障 

子の 骨 を 組立て 少しの たが ひもな からん 様に せよ と 云 はば、 知者 賢者 も そのまま は 成 

ル 一 マ わう じゃく 

るべ からざる に、 是れを 日 比 致すな る 商人 町人の 處 にて は、 東^ を不， 知 ^弱の もの 

迄 障子の こと をば 能くす るが 如き、 是れ なれて えたる 所 あれば なり。 人の 生 質に よつ 

て 天然と 長 じたる 處 あり、 叉 其の 事に なれて 心得た る もの あり、 各.' その かしこき 所 

を はかって 仕 ひ 成す とき は、 天下 を jK 下に かくすと 云 へる ことわりに 同じ かるべ き 也。 

生 質才覺 ともに 相 そな はらん もの を 選み 出し 求め 得ん とならば、 天下 を 尋ねても 得 や 

すかるべからざる ことなり。 叉 其の さかし からん 處を あつめ 求めん とならば、 遠く 外 

を不， 求して 事たり ぬべき 也。 

一六 六 佞臣 は 君の 疑 を爲す 

師曰 はく、 臣の 君に つか ふる、 其の 道に あらず 義 にあらざる 事 を 巧みて、 君の 喜び 

を迎へ 其の 氣に遇 はんこと を 求めば、 是れ臣 の 私に して、 大任 を まかせが たき 也。 さ 


ペ 一 ) 呂祖 謙、 

前 出 三 六 二  }M 

參照 

(二〕 戰國時 


^け、 兵法に 

. 通す。 魯に仕 

ふ。 齊人魯 を 

攻む、 魯吳起 

も將 とせんと 

す、 a- 起齊人 

も； 实と爲 す を 

以て 魯人 これ 

ち 疑へ り。 吳 

起 名 も は-さん 

i して 妻 を 殺 

L、 齊に與 せ 

ざ る を 示す。 


ま i る 

5 ご 戰國時 

代、 魏文 侯に 

仕 ふ。 將 とな 

b 中 山 國を伐 

つ、 其の 子 中 

山に 在り、 中 

山の^^其の子 

を^^て樂羊に 

送る、 羊 これ 

も 食 ふ。 遂に 

戰 勝つ 

(四〕 前 出 三 


(一)  ハク (二) へ シテ ヲ， <  ヌ 一一 ル  ノト ソシル (三) ハツ  ヲ シテ 一一 フノヲ 

れば 呂東萊 曰、 吳起 殺, 妻 求, 將、 終 爲ニ魯 人 所； Jg、 樂羊 伐， 一中 山； 對， 1 使者 一食， 一 其 子； 

シ テノヌ  フ ノ  7  (gn スシ テソヲ フ ノ  二  レテ ノ  ノクス ル ニキ  ニニ ス 

文 侯 賞 二 其 功 1 而疑， 1 其 心； 易 牙 殺 n 其 子 1 事 11 齊威 公； 皆是於 二 其 所， 厚 者 1 薄 也、 故 終爲， 1 

君 之 疑 一とい へり。 暗君 は 其の 實 ふかき 處を 感ずと いへ ども、 其の 厚 かりぬべき 處に 

薄き は 人の 情に あらざる なり。 徂し義 において 可 二 決定 一所 あらんに は、 大義 殺， 親た 

めし も ありぬ ベければ、 樂 羊が 中 山に て 子の あつ もの をす すれる は、 不， 得， 止の こと 

とも 云 ふべき にや。 それすら 父子の 情と 云 ひがたし。 況ゃ吳 起が 將た らんこと を 求め 

て 妻 を ころし、 君に 遇せ (られ ) ん ために 子 を ころす は、 皆 身 を 立てん がた めに 親しむ 

べき 道を棄 て、 利の ために 義を そむく 處 あり。 此の 心 を 以て 君に つか へん Ssf は、 まこ 

まこと 

との 忠を 立てん こと はお ぼっかな し。 然るに 是れを 以て、 子 を 殺し 妻 を 殺す 斗り の實 

ありな ど、 取りち がへ て 思 ひなん こと、 人君 大義 を 不レ辨 の處に 出づる あやまり なり。 

人 を 選ぶ こと 人君の 大要に して、 人 を 選ぶ 事 は 聖賢 もま どふ處 所, 重 也。 是れ 其の 似 

たる を 以て 僞を なせば 也。 ことに 功名 を 貪る 葷 は、 人の 成りが たき 事 をつ とめ、 其の 

行跡 まさしく 廉潔 淸 白なる の 類 ありと い へ ども、 實を 索れば 大 にたが へ る處 ある もの 

多し。 
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一六 七 功名 を贪 るの 臣を辨 ず 

師曰 はく、 人 必ず 於 二 功名 1 一 日； 其の 行跡 を 正しくす る こと ありと 云へ ども、 其の 本 

不 J 貝 を 以て 終 を 全くす る こと を不レ 得、 功名 已に 心に 叶 ふの 後 は、 必ず 始の 行跡に 

♦  キ  呂 f 來 7/  り 

相違す る 事 多し。 人君の 臣を 見る 事、 ここにお いて 可 二心 得 1 こと 也。 古人 曰、 吳起爲 

レ 人貪レ 財好レ 色、 及 レ爲レ 將則與 二 士卒 一同 二 甘苦； 臥 不レ設 1 席、 行 不二 騎乘ー 是起前 則 貪 

而後 廉也、 起 非ニ是 後能廉 1 也、 前 之 貪是貪 A 財、 後 之與ニ 士卒 1 同 こ 甘苦； 乃是貪 ，1 功名 1 

之 心 使, 之、 是移， 1 前 之 貪 於 功名 上； 其 貪 則 一 、 今 漁 人以, 餌 致 A 魚、 非ニ是 肯捨. レ 餌 也、 

意 在, 得, 魚 也、 畢竟 是貪心 所, 使 也と 云へ り。 此れ 吳 起が 評な りと いへ ども、 推して 

諸臣の 上に 相 あたれり。 

二八 八 人君 は大 節に 於て 自ら 先んじ 勞す 

師曰 はく、 天下の 主たり と 一 >f へど も、 我れ に不, 替が 如くなる 臣を もち 玉 はん 事、 

不レ叶 ものな り。 たと へ ば 我れ と 一 體な るが 如き 臣 ありと い へ ども、 事の 大 節に 臨ん 


では 人 主 自ら これ を體認 し、 萬 人に 先んじて 勞苦 を專ら とする にあ りぬべし" 漢の高 

帝み づ から 平 城 を 園み、 文 帝の 匈奴 をうて る、 是れ 等の 事、 古来の 帝王 备. -名臣 をた 

く はふる と 云へ ども、 大 節に 臨んで は 自ら 先んじ 勞せ ざれば 下情 不， 通 也。 故に 上下 

の 情 遠く へだたる とき は、 其の 間に 必ず 奸曲 出来る もの 也。 ここ を 以て、 たと へ名臣 

なりと 云へ ども、 人君. ひたすらに 是れに まかす る 時 は、 怠り 生ずる 事 勿論 也。 源賴朝 

枷 天下 已に 静謐の 上 自ら 兵 を ひ きゐて 奥州 を征 せる も、 兵の 大事た だに 人臣に まかせ 

： 難き ゆ ゑん あれば 也。 すべて 上下 君臣の 間遠く へだたる とき は、 事 不ぃ正 ことなる ベ 

れば、 人君 尤も 可 t 愼也。 

一六 九 治世に は 武臣 を 輕んず 

師曰 はく、 或 人 云 ふ、 治世に は文臣 多くして 必ず 輕ニ 武臣 一とい へり。 まことに 世久 

しく 承 平に 屬 して は、 人 皆 文事 を專ら として 治 敎武に 怠る こと、 定まれる 理 なり。 こ 

こ を 以て 云へば、 治久の 世に は武を 専らと 修め、 而 して 文武の つり 合 正し。 然れば 所 

レ用 所， 敎各 > 武義を 先んじて、 非常 を 禁じ 亂臣之 機 を 戒めば、 文武 相 共に かなって 
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治敎 ここに 立ちぬべし。 ことに 本朝の 今、 將軍 家武將 として 天が下の 政 を 掌に 握り、 

武を 以て 宇宙 を 静謐せ しむる に 至れば、 一向に 文を修 して 武を 忘れん 事 は、 今の 時に 

あはず、 本朝の 土 儀に 不レ宜 なれば、 人君の 近習に 伺候の 聚、 文學 修行の やから を專 

ら とせんより は、 武學 武義を 盛に し 武將の 職 を不， 忘 を 本と して、 而 して 治敎を 聖學 

之 淵源に 歸 せしめ、 王道 を 盛に して 風俗 を 正義に 至らし めんこと を 欲する、 是れ 則ち 

人君の 所, 必也。 

一七 0 奸臣は 言路を 塞ぐ 

師曰 はく、 奸臣執 レ政而 塞 二言 路 一と 云へ る こと あり。 明君 賢將 の. 世 を 政す るに は、 

下官 下位の もの 百姓 地下 人 にても、 國の 弊政の 害 あらん こと をば、 直に 奏 達し 訴狀を 

擧 ぐる こと を 得たり、 是れを 上疏と 云へ り。 奸 曲の 臣 執レ權 て 下の 情 を 遠くし、 己れ 

が 私の あら はれん こと を 痛み、 自らの 權 威の 薄 からん こと を 思 ふに 因りて， 下よりの 

言 を 塞ぐ になれ るな り。 その 塞ぐ と 云へ る は、 先づ 直に 言上せ しめず して、 長官 頭 奉 

行まで 書付 を あげし め、 長官 これ を 宰相に 披見せ しめて、 下にて 詳に 評論して、 ，：：： 他 


のために 苦し かる まじき 書付 を 上に 奉る、 是れ 言路を 塞ぐ 也。 云 ふま じき こと を 奏し 

ラ  -扱) 

大事の 儀 を 記せる 書付 あれば、 これ を不レ 奉して、 或は あっか ひ をスれ 無事に. - たし 

或は 其の 人 を 狂人に 比して つ ひに これ を 取り あぐる ことなし。 是れ 言路を 塞ぐ ゆ ゑん 

n) 唐の 代 也。 1^ 肅宗 朝、 元載專 , 權、 恐, ュ奏レ 事者攻 TT 許 其 私 一 乃請卞 百官 凡 論 レ事、 先 白 一- 

^u^s 長す き 宰き ^あ 奏聞 h 仍 以ニ 上旨 1 論 二 百官 一 曰、 比來 諸司奏 レ事、 言 多 一一 讒毀ー 

れ淸 ：^;! 一 官宰 抓； 定，, あ 可否 ノ 顏眞 卿上疏 以爲、 郞官 御史、 陛下 之 耳目 也、 今 使. 1 

臣、 玄宗の 時  ズレヲ ヌズ》 サ 一一 レーフ フノ ヲ 

.^^0^ 論〕 事 者 ^白 こ 宰相 一 是自掩 二 其 耳目 一也と い へ り。 人君 上 九重の 遠き に 居て、 天下の 

錄麵 こと を 宰相に まかせ、 自ら 其の 政 を 不レ詳 ば、 下の 情 必ずへ だたり 言 路彌. 'たえぬ ベ 

•l.pg ければ、 人 を 選み てこれ をた だし、 宰相 執權の 是非 邪 正 を 糾明せ しむべき こと 也。 

に反将 李希烈 

も «!i する の 

is- を牵 じ、 節  一 

ilKli  I 七- 廳を養 ふの 術 

巧 さる 0  ノ  ハじ ノフ ヌ  ゾ  ウレ パヒ  ケバヒ カフ レ  ル  ナ 1 フンケ 

i 認す。 S 化 師曰 はく、 宋 太祖 習 二 夫 養 Ji 之 術； 磯 則 用、 飽 則掣、 此 豈爲， 君 之 道 乎と 云へ る 事、 

きっての 忠臣  S 

な"  宋元 通鑑に 出で たり。 是れ は宋の 太祖の 臣下 をつ かふの 術、 鷹 を 取り かひ 養 ふが 如く 

にして、 饑ゑ たる 時 は 用 ひて、 ゑが ひ 過 ぐれば ひか ふるが 如くす る こと は、 人君の 近 
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にあら ざると 云へ る こと 也。 入 恩に あまりて. M 祿 過ぎ ぬれば、 身重くな りて 我れ を 火 

えいえ う 

拿に いたし、 子孫の 榮耀 其の 身の 安樂 を 思 ふ 事 深き が ゆ ゑに、 身 を 捨て 忠功 をつ くす 

事な りが たきもの なれば、 ^#をひか へ 恩を少なくして、 其の 奉公の 忠勸を まって 是れ 

を 施行す る 類 は、 皆 瞻を養 ふの 術 也、 實 にあらず といへ る 心に や。 今 案ずる に、 を 

養 ふ に は廳を やしな ふ 術 を つまびら か にして 其の 麇の 用たり ぬ ベ し。 然れば 人君の 下 

臣を養 ふこと も、 其の 人に したが ひて 其の 養 を 全くす る こと は、 たかを 養 ふに 不 I 異 

也。 實に忠 功の 誠 あら ざらん に、 しきりに 寵祿の 過ぎなん こと は、 是れ 君の 所，^ 過 

也. - 祿を 以て 養 ひ爵を 以て 責く する こと は、 その 人品 その 功業に 從 つて、 先 を はかり 

あと を考 へ、 風俗 敎令を 正しくして、 其の 宜 に まかす るに あるべき 也。 然ると き は 恩 

^§過不及なく、 下臣 その まこと をつ くす こと を詳 にす。 世臣 匹夫の 時 は そのつ とめ 盛 

にして 功名 世 をお ほひて、 阈 郡を領 しその 身大綠 大官に 至りて 後に は、 已 前の 如くに 

功名 あら はれざる 輩、 古今に ためし あり。 ここ を 以て 云へば、 賞罰 は 本と 人君の 禮義 

にして、 又 愚 をつ かひ 貪 をつ かふの 術に もな りぬ ベければ、 鷹 を 養 ふの 術 一 向 あしし 

ル カラ フ 

と は不レ 可レ云 也。 唯 だ 人君の 敎 つまびら かにして、 人々 風俗 を 正しくせば、 綠を 得て 


身 を 思 ふに は不, 可, 至 也。 身 を 思 ひ 己れ を 立てん 華に 爵祿過 超せん こと は、 叉 人君の 

人 をし るの 眼 くらければ なり。 良將 明君の 作 略 は 一片に おつべからざる を 以て、 その 

人品に したがって 宜を はかる こと、 これ 物と 推しう つるの ゆ ゑ. んと 可, 謂 なれば、 必 

ず これ を是 としこれ を 非と せんこと は あるべ からず、 唯 だ 事物に まかせて 其の 用 をな 

すべき 也。  • 

一七 二 臣の 風俗 を糾す 

師曰 はく、 或 所の 太守の 家士、 悉く 田地.： US を 持ちて 農作 をい となみ、 其の 國 にて は 

百姓に ことなる 事な く、 下人 各  > 耕作 を 知り、 下， ことん \ く はたおり をう みする を- 

以て 業と する が 故に、 家中の 侍不レ 乏して、 其の 風俗 も iu;:: 朴 也と 云 へ り。 古 を 以て 案. 

よろし さ 

ずるに、 侍の 法 淳朴に して 手前 贫 しからざる 事は宜 也。 但し 祿を て 民と 利を爭 はん 

事 は、 君子の よしと すべき 道に あらざる 也。 田^1£を得、 布 木綿 をつ くらせて、 分限よ 

り は 人 を 多く 扶助し、 用具 武具 を 調へ、 下 をた すけ 養に 利 あらん 事 は、 上への 忠 下へ 

の 施しと 可, 爲 ことなれば、 其の 理尤 も宜 也。 是れ を賣， ぶして 利潤の 思 をな す こと 
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は、 是れ 民の しわざに して 士の 道に あらず .0 如， 此時は 下 皆 利 を 以て 利と 十。 利 を以 

て 利と するとき は、 必ず 偽 あり 爭 ありて、 風俗 町人； 7:: 姓に 同じ C 凡そ； ZI: 姓 は 偽 十くな 

く 町人 は 皆奸曲 多し。 是れ 何の ゆ ゑ なれば、 百姓 は 商 買 すくなく、 町人 は 商 s:- 利潤し 

て 利 を 逞しく する を 以てな り。 同じく 是れ 人に して、 其の 所い 致に 因りて 遙に 人品 を 

かふる なれば、 士 として 君の 祿を 得ながら 外に 商 買 利潤 を專ら とせん こ と は 君子の 

誠に あらず、 その 心 必ず 金銀 をた く はふる か、 分をこぇてハ^*{:を極むるかの間を不レ出。 

よろし さ 

然れば 侍の 貧しから ざる は宜に 似たり とい へ ども、 其の 風俗 を 害せん こと は 犬なる 誤 

也。 すべて 人の 守る 處義と 利との 內 にあり、 利 を 専らに するとき は義 にかくる 事ます 

ます 多し。 人々 義を 守れば、 下と して 上 を不， 犯、 臣 として 君 を 尊ぶ の 道 ここに 明 也。 

利 を 守る とき は 出 處去留 皆 利に ま， かする を 以て、 上下 君臣の 誡行 はるべ からざる 也。 

唯 だ 侍の 風俗 義を 專ら とする 如く 平生 敎戒 あるべき 處第 I 也。 領國の 居士 田 をい と 

なみ ェ織 をつ ねと せんこと は、 寧ろ 儉 せよ といへ るの 心に はか だ ふと も、 實の 家風と 

は 難レ云 こと 也。 主君 溫和 にして 事 をた ださざる 家中に は如レ 此の 弊 多し。 然れば 家中 

. ^レ此 になり ゆく とも、 常に 士の風 を不, 失、 義を 常と する 處を. H-, 專也。 


一七 三 舊臣を 重んず 

師曰 はく、 漢の 高祖 天下の あるじと なり 玉 ひて、 功臣に 各 > 賞 を 行 ひ 玉へ るに、 十 

八 功臣 あり。 此の 十八 人 ことん \ く 高祖の！ 11 よりつき 從ひ 奉りて、 夭 下の 草 業 をと 

げ玉ふ 迄、 相と もに 功 を 立てし やから なれば、 先づ賞 せらる るに 此の 十八 人 を 以てせ 

り。 張 良が 華、 漢 にっかへ て 功 を 立て、 は簿 を帷 幅の 內に めぐらし、 勝つ こと を 千里 

の 外に 決せし も、 十八 功臣の 內 には不 レ.. ^と 云へ り。 凡そ 仕官の 聚新舊 の 差別 あり、 叉 

功 を積累 して 一 旦 になさざる あり、 時に 取りて 才覺 いみ じく 走り めぐりて 主君の 心に 

叶 ふ もの あり、 各-其の 本末 差刖 する 處もレ あことな るに、 或は 當 座の 奔走に めでて、 

舊功を 忘れて ける 事 あらん こと は、 尤も 不レ宜 の 至 也。 其の 人の 舊新、 其の 人品、 其 

の 功 1) を詳 にして 其の 用捨 をお ピ する こと、 是れ 人君 赏レ 功の 禮と云 ふべき 也。 大方 

象 |i しき 譜弋 の楚 は、 他に 交 はる ことなく 世間 知う すき を 以て、 平生の 作 略 不調法に 

み ゆる ものな りと 云へ ども、 思 入 深く、 其の 所， 馴 むつまじく 親しむ 所 切なる が ゆ ゑ 

に、 外 を不レ あして 其の 實 尤も 深し。 然れば 新に 其の 家に 居る もの は、 馴れした しむ 
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所う すく、 家に 安住す る 事 不レ久 を 以て、 其の 入 あさか. らん 事 • 是れ 定まれる こと 

わり 也。 ここ を 以て 其の 奉公 仕官の 輩、 新 舊に內 りて 其の 志の 淺深 ある 事 は、 其の 身 

の あやまり にあらず、 理の 所， 必 なる を 以て、 人君 其の 風俗 を 正しから しめ、 義の所 

レ當 をし らしめ て、 人に 舊新 なから しむる が 如く 敎戒 法令 あるべき こと 也。 而 して 賞 

功の 淺深輕 重 は、 上下の 禮節勸 善 懲惡の 道た る處 なれば、 其の 糾明す る 事、 おろそか 

に不， 可レ仕 也。 

一七 四 遠き を 追 ひ 本を糾 十の Hi! を 重んず 

y の) IMP 師曰 はく、 大權 現い まだ 太閤 秀吉 に屬し 玉うて 伏 見に 御座の 時、 原) 左五衞 門、 公の 

1 は、 £f、£ 御 腰 物 を 持ちて 御供 仕り、 作 事の 場に 至らせ 玉 ふ。 然るに、 胜井金 三 その 身の 一！： i 履 をぬ 

に いで 原に 帶せ しむ。 是れを 公御覽 あり て、 別して 御感 不二 大方； 古 を 知りて 本を糾 し、 

たよって 家 旗 

に 降參す  主人の 筋目 を 深 重に 存知す るの 段、 まことに 人臣の 規模た るべき 卬せ 事に て、 御ま增 

0^ 五百石 を當 座に 被 二 宛 行 一け り。 是れは 結 城に 多賀 谷- 干葉に 原、 原に 高 城. 雨 酒 井と 

る。 原の 老臣  (五) 

東 金城 主 酒 井 云 ひて、 酒 井 金 三 は 元 下 總當加 根の 城主 酒 井 某が 子 也。 原 は 干葉の 老臣な りけ x-、 よ、 


左衞門 尉の. 尸 

(て) 左衞門 

督 f«? 朝、 小山 

政 光が 子、 代 

代- *i 城に 在 城。 

小 出 原 役に 秀 

+n に降參 す。 

多 K ハ 〈；； 條现大 

夫 その 老 おと 

して 下 《 城に 

あ つ て 威 あり、 

卞ょリ 却って 

有名な り。 後 

に 主に 背き そ 

の 4- とも 相 

ひ、 秀吉 • 家 

康の； I 遣 軍に 

亡 ぼ さ る 

S 上總介 


主な り。 小 田 

原 役に！？： S 落す。 

原 は そ. J 老臣 

にて 下 i^o: 井 

城主、 武名 主 

人に まさり、 

近 を押領 す。 

S の 旗 ドに下 

小金 城主 高 

城と 上 東 金 

の 酒 井 左 衞門尉 


此の 筋目 を 以て 如， 此本 をた だし： レ； へ る ゅスん なりと にや。 されば 大權現 旣に將 軍 家に 

任じ 玉 ひける 後に も、 今 川義元 討死の 場に て は 必ず 下舆 なされて- 一度 義 元に 屬し玉 

うて 元の 字を諱 とせ させ 玉へ る、 其の ゆ ゑん を 糾明 まし/ \ ての 故 也と にや。 天下の 

を はり 

大綱 紀は、 君臣 父子の 五 典 を 明に して、 終 をつつ しみ 遠き を 追うて 民の 德を 淳樸 なら 

しむる にある こと は、 古の 聖人の 敎也。 大權現 革命の 萬づ 世まで もさ かえ 行きなん- 

其の 端末の いちじる き 事、 殆ど 可レ考 也。 


一 七 五 赏を 以て 臣を勵 ます を 論ず. 

師曰 はく、 畳 臣秀吉 卿、 或 夜半 過ぎて 直 {i^ の 者 も 各. 'やすみに ける 比、 不圖 奥. 

出御あって、 淺野霜 臺長政 を 召す。 長 政お どろき 思 ひながら 登械に 及ぶ。 卿 曰 はく、 

某に 加增 何程 を 可, 行、 早々 明朝 可 一一 申 付； 也、 此の 用事 を 云 はんがた めに，^, 此 也と あ 

りぬ。 長 政、 さばかり の 事に も あらざる に、 夜明けても 仰せ ごとの ありぬ べきに、 夜 

屮人 しづ まりて ければ、 何事の 急 事の ありなん やと 聞く もの 可， 存 もの をと- 其の^^} 

同 國土岐 の 酒 井 伯 害 守 あり、 共に 主人より 大名な り。 (U 上武 {15- 事紀に S  (六) 官 is 正 S 異名な り 
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あら はれければ、 卿 重ねて 仰せて： ：4 はく、 人に 祿を K する こと は >  心に 究理して 宜 

支て お 一-な  ^ 

しからん と 思 ふ 時 則ち 宛 行 ふ もの 也。 ほどの 過ぎ ぬれば 其の 節 こ ゆる を 以て、 不， 踰 

レ 時と 云 ふ 戒めに もた が ひ、 うくる もの も不レ 喜、 あた ふること も 期の のぶれば 或は 忘 

れ 或は 祿を 減少す るに 至る もの 也。 人 守り つとむる こと、 久しくた えざる 卯く はなり 

にくき もの なれば、 その 內に非 を： 出し 聞き出して は、 必ず 賞 祿の心 やむ もの 也。 人 

各.' 聖賢に あらず、 重ねて 志の たが はんこと を あらまし いして、 其の 節 をた が へん こ 

と は、 士を勵 ますの 道に あらざる 也。 夜 あけなん を 待てば、 その 內に 我が 志の 變 じな 

んも、 彼れ が 上に 何様の こと ありなん も はかりが たき 故に 如, 此 なりとの 玉 へ りと 或 

人の 語れり。 すべて 豐臣 家の 士 をつ かふ 術 皆 如 レ此。 是れ まことに 勵レ士 の 一 の 術なる 

が ゆ ゑに、 今の 世に も畳臣 家の 作法 をき いて は、 頑 夫 Si 夫 もまみ えつ f かへ てこ そ あら 

まほし き 事と 思 ふに なれる、 其の 機氣 尤も. E-, 見 也。 凡そ 赏功 は大 下の 人の 心 を 引 立 

て はげます の わざに なり ゆく もの なれば、 具に 糾明なる べき 也。 然れ ども 其の 行 ふ 所 

に 節 ありて、 節 をち がふる とき は 悉く 相違す る もの 也。 勵 まさん がた めに 行 ふの 賞罰 

あり、 風俗の ために 用 ふるの 賞罰 あり、 其の 人品に 從 つて 行 ふに 品々 ある 事 なれば、 


必ず 二様に 難, 云 ことなれば、 璺臣 家の 作 略 を 必ず 至善と 不， 玎 也。 如レ 此の 術 も 亦 

一 つの わざな らんと 云へ るの 心得 を 以て 考 ふべき こと 也。 若し 大祿 大官 にして、 人民 

のか かる 處大 ならん こと を、 一 日； 思 ひ 付き たるま まに せんとの 事 は 甚だ あやまり 也。 

唯 だ 大正 大公の 道 を 以て 論ずる にあり。 

一七 六 詔 諛の臣 を辨ず 

師曰 はく、 或 太守の 內に 至りて 部に つか はれけ る 夫 男の ありけ るが、 才覺 にわた 

れる 知の かしこくて、 釜の 下の 火を燒 きながら 灰に て 物 書く わざ を 習 ひて ければ、 人 

人 あやしみて 是れを もてはやし、 つ ひに 臺所 にあがりて、 料理 をい となむ 所の 火を燒 

く 男に なれり。 才 かしこ かりければ、 主人の 好んで 味へ る 食物の 燒き 加減 を覺 えて、 

ことに 鹽梅を ものし ければ、 主人 犬に 喜んで 彼れ が 名 を 知り 其の 才を 感じ、 後に は 君 

邊に 出で て 鹽梅を 調 ふるに 至れり。 而 して 主人 茶 湯 を 好み 其の 器 を kl ベ るに 因んで、 

心 を これに そめければ、 數 寄の 道に たづ さはり て 茶 口 I の 器 を 殆ど 見知りお ぼえぬ。 主 

人 酒 を 愛す、 彼れ 元と 至って 下戶 なりし が、 主人の 好める によって、 酒の むこと を 習 
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, つて 是れを 得たり。 如 レ此に ひたすら 主人の 氣に 人り ぬれば、 主人 これ を 愛して 忠 g 

おも ひ 

の 思 をな せる と 云 へ る 物語 あり。 人君の 好む 所に 從っ て 其の 家の 風俗に 善惡 あって、 

下 皆是れ になら ふこと 如， 此。 且つ 叉 下臣 如レ 此のつ とめ ある を、 忠義の 臣と思 ひち が 

ふること ある もの 也。 忠義の 臣は道 を 以て 君に つかへ て、 邪義を かま ふること なし。 

邪欲の 臣は唯 だ 身の 立たん こと を 思 ひて、 ？ の心不 レ至處 あらざる が ゆ ゑに、 利欲 

のために 誠 深く これ を つとむる こと、 忠義の 勇士に 不レ異 也。 其の 本と する 處 雲泥 萬 

里 を 阻つ るに 至れり。 人君 如 レ此處 の 思 入に 相違 あるとき は、 下の 風と する 事た がふ 

もの なれば、 尤も.？ レ愼 也。 

I 七 七 秀吉卿 人を赏 する の 正しき を 論ず . 

師曰 はく、 織田信長卿明智光秀がために被，^$てける。 ここにお いて 秀吉 義旗 を舉 

やましな 

げて、 山 崎の 一 戰に大 利 を 得。 光秀 術つ きわ ざ は ひの がれず して、 山 科の 鄕 民に 頸 を 

ひろ はれぬ。 鄕民等 頸 を 得て 則ち 秀吉へ 奉りければ、 犬に 感悅 して、 つ ひに 其の 一 鄕 

( 1 ) S?K な  (二  あてお こな 

しの 怠  の 民 を 賞す る こと 大 にして、 且つ 其の 所 をつ くり 取りに、 水 代 宛 行 はる。 翌年 柴田勝 家 


北國に 起り て 天下 を爭 はんとし てけ るに、 佐 久間玄 蕃盛政 中入りして 敗北の 時、 盛 政 

鄕民 のために 生 捕られぬ。 而 して 勝 家 生害の 後、 鄕民等 盛 政 を 生 捕りて 奉れる 赏を 〈5- 

行 はれん こと を 請 ひければ、 秀吉 卿の 曰 はく、 彼等 定めて 去年 光秀が 首 を 得し 輩に (A 

を 行 ひし 事 を 思うて 此の 儀 を 云 ふならん、 今旣に 天下 殆ど 平均に 屬す、 速に 賞罰 を糾 

明して 是れを 萬 民に 示すべし。 凡そ さきの 光秀が 惡逆は 天地に 所， 不：， 容、 人々 得て^ 

十る に 可， 足、 君臣 上下の 禮 ここにお いて 明になる べき 也。 故に 光秀が 頸 を 得し 鄕 

を 賞す る 事 甚だ 重し。 今 彼等が 所：， 獲の 盛 政 は 天下の 敵に あらず、 唯 だ 我れ に 對し勝 

家に 與 して 敵み かたの 思 をな せる のみ 也。 然れば 其の 人品 光秀に 不レ同 也。 而 して 今 

盛 政 を 生 捕る 所の 鄕民 はこ とん \ く柴 田が 所 レ領の 北 民 也、 己れ が 守護 地頭 を 民と し 

そ 搦め捕りて 敵方へ さし 出し、 且つ 恩赏 にあ づ からん こと を 願 ふ は、 其の 罪の 所 I 當 

4:^ だ 多し。 是れ 光秀が 頸 を 得しと 其の わざ 似て 其の 本た がへ り。 是れを ゆるし 置かば. 

S 來 において 君臣 上下の 道 はるかにたがって、 恩饕 のわき まへ なく、 唯 だ 利の あるに 

まかす ベければ、 速に 嚴 科に 慮して： 大 下に 示すべし との 事に て、 彼等 一 鄉の民 を？ 1 科 

に處 せられけ りと 也。 
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一七 八 人 を 《A する に 道 を 以てす 

師曰 はく、 或 太守の 家臣、 主人の 下屋敷 を 金銀 を 以て 調 ふることの ありし に、 十で 

に 其の あた ひ を 定めて 何程に 買賫 すべきに が究 まれり。 此の 臣才覺 ありし もの なれば 

家の 老臣に 約して 一 しづめ しづめ、 是 れを不 J 貝に 究めたり。 此の 屋敷 甚だ 大 にして 

たかね  やすらか 

其の あた ひ 尤も 高直 なれば、 其の 他に 買賫 十る ことの 容 ならざる こと を 計り ての 事 也 

其のつ もれる が 如く、 人の 賫 買に 及ぶ もなくて、 屋敷の 主もう りそん じけ る ゆ ゑに、 

さそ ふ 水 を 待つ 時分に、 ひそかに 他人に 約して、 初めの 買ぬ しにて 無， 之 ものに、 拔 

群 やすく あた ひ をな さしむ。 屋敷 主 はじめの 買手に 不レ賫 ことの ありければ、 义？ ふ 

人の ありなん も はかり 難く や 思 ひけん、 やがて 其の あた ひ を 減じて うりに ける を 以て 

初め 約せ し 直に 比較せば、 遙に 買主に 得つ きて 覺ゅ。 老臣 其の 才覺 のい み じくて 2^. 敷 

の やすく 金銀 を 少なく 出せる こと を 感じ、 つ ひに これ を 賞す るに 祿を 以てせし む。 主 

君 も是れ が才の すぐれたる こと 得つ きぬる こと を悅 ぶかぎ りなし と 云 へ る 物語 あり。 

賞 は勸レ 善の わざとなる ものな り。 然るに 赏す るに 其の 道 を 以てする とき は、 其の 風 


俗 ここに 禮 あり、 利害 を 以て 赏罰 を專ら とすれば、 其の 風俗 ここに 後, 義。 されば 彼 

の 家臣 術 を まう けて あた ひ を 減ぜし めし は、 賫買 のために は 其の 究 まれる ことわりと 

も 云 ふべ ければ、 賞す るに 金銀 衣服 を 以てすべき 也、 祿 に不, 可レ及 也。 凡そ 義を 以て 

あた ひ 

是れ を斷ぜ ば、 直 を 出して 買 ふ 人 は 大名 也、 富有 也、 是れ を賣る もの は 貧 人に して 賤 

卑の ものたり。 然ると き は、 定まりた る寶 買の 直に 相 究めて これ を相應 とすべし。 相 

應を やめて 僞の手 立 をな して 其の 直 を 減ずる は、 買 ふ 人の ために は その 金 少しの 得に 

して、 賣主 のために は大に 損す、 金 をうる の 得 あれ ども、 贾ふ人 義を失 ふの あやまり 

あり。 ことに 是れを 賞せば、 其の 家中 專ら利 を 先にして 義を 後に し、 町人 寶買 人の 心 

得と なりて、 僞を さかんにし、 約 を 變じ義 を 失って、 後に は 君臣と もに 不， 奪ば あか 

ざると 云 ふの 事に 至りぬべし。 入 君の 人を赏 する こと. t„ ^た 可レ愼 こと 也。 

一七 九 賞 祿の談 

師 嘗て 曰 はく、 或 太守、 普請 作 事に ほね を 折りて 能くつ とめた る 家人に 知行 を 宛 だ  15 

へり。 叉 主人 遊山^ 水の 時分よ く 走り めぐりた る H- に 知行 を與 ふと 云 へ る 物語の あり- 
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I 八 o 溫職を 以て 祿に充 つるの 弊 

師曰 はく、 世に 溫職を 以て 祿 にあつ る 事 あり、 其の 弊風 俗 を そこな ふこと 太 也。 溫 

職と 云 ふ は、 其の 職に ついて 得 利 多き こと 也。 其の 職に 居て 得 利 多き を 以て 其の 職の 

綠 にあつ る 時 は、 其の 職に 居る の官人 廉潔 を 行 ふ 事不， 能して、 つ ひに 賄赂 をへ はり 私 
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是れ唯 だ 賞 功の 實を失 ふと 4」Kf 也.」 土地 を領 せしめ 人民 を 政 ごとせ しめん こと は、 

其の 器識の 度量に 見る 所 ありぬべし。 .哲 請に ほね を 折り、 作 事に 手 廻の よかり しな ど 

と 云 ふこと は、 其のえ たる 所 ある 才覺を 以て 金銀の 入用 減少す る を 感ずる か、 遲滯す 

べき こと を 速に 落成せ しむる の處 を感悅 する にある ベ し。 然 らば 其の 身 朝夕の つとめ- 

- 1  豕 人の はたらき、  其の 時 其の 場に おいて 自分の 費 あるべき なれば、 其の 勞苦を 謝せん 

ために、 金銀 を與へ 衣服 を 施して、 其の 所レ當 宜しと 可， 云 也、 知行 祿は 其の 賞に あら 

ず。 赏 其の 道に あたらざる を 以て、 其の 家風 ことん \ く あやまる もの 也。 ？れゃ 主/、 の 

慰 佚す るに よくつ かふる を 賞 せんこと は、 彼の 龜諛の 一;^ 奸を (A する なれば、 其のき" 

だ 重し。 人主豈 ゆるがせに すべ けんや。 


を 行 ふに 至るべし。 然れ ばと て、 其の 官人 その 職 をつ とむべき ほどの 祿 あら ざれば 養 

不レ足 を 以て、 必ず 廉潔 を 行 ふ 事不， 能 也。 故に 其の 職に 付く 所の 利得 は 具に これ を糾 

明して、 宫に をさむべ きをば を さめ、 下に 可レ施 をば 施して 費さざる ごとく 仕り、 而 

して 其の 職 を つとむる の官 人に は 其れに 相 應の祿 を 可 二 宛 行-也。 是れ 定法と 可， 謂 也。 

不レ 然して 祿を 薄く し、 其の 職に おける 處の 利得 を 以て 此の 領 にあてば、 人心 自ら 利 

を 嗜んで 其のつ とめ を 行 ふべ からざる 也。 是れ 風俗の 所 レ繁、 其の 失 甚だ 多し。 すべ 

て 家の 風に て、 其の 人 を 賞す るに 利得の if レ之職 を 以てする こと あり、 尤も 不, 道 也。 

一八 I 孝を赏 する の辨 

門人 問うて 曰 はく、 孝 經に孝 を 以て 天下の 治まる こと を 論ず、 然れば 民 百姓より 家 

中に 至る まで 孝道 を 専らと せしめ、 不孝の 罪科 を嚴 にし 孝 ある もの を 賞せば、 天下の 

治平 ここに 明なる べき や。 師曰 はく、 父子 は 天 倫の 大經 綱紀の 第一 なれば、 父子の 親 

全く 孝道 大に行 はれて 人々 皆 親 を 親と して は、 上 を 犯す の 志 あるべ から ざれば、 孝道 

のよ く 犬に 行 はれん 事 は 天下 治平の 因る 處也。 但だ 案ずる に、 孝經に 天子 之 孝 あり、 
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諸侯の 孝 あり、 卿 大夫士 の 孝 あり、 庶 人の 孝 あり、 其の 本 は 一 なりと い へ ども、 其の 

ブ  -ーこ 

所レ 及に 其の 品の 差別 あり。 爱を 以て 云 はば、 人倫の 大綱 を 論ずる とき は 孝弟に 始ま 

りて、 其の 所レ 用に おいて は、 孝弟の 心 を 推して 其の 差別す る處 甚だた が ひ 多し。 孝 

ズル  フル  キ ジ 

經に 所レ論 聖人の 所レ 敎の享 弟と さす 道 は、 本末 兼備 事理 一 體 にあらず して は 難 X 通 也。 

されば 世の 思 ふ 孝と 云 ふ は、 父母に 親しみて 晝夜 のっとめ 不レ 怠、 夏 冬の かへ り 見 を 

詳 にいた し 其の 誠を盡 す、 其の 孝心 をのみ 孝と 云 ひて、 事物に わたる 處 あらざる とき 

は、 其の 器い かん ぞ治國 平 天下の 用に わたらん や。 世に 所, 傳の廿 四 孝の 內に 人る 所 

の はし/ \ の 人品 を考 ふるに も、 孝心 は 犬 地 を 感ぜし め 鬼神 を 驚かしむ るに 至れる あ 

ズル  ひろ 

りと いへ ども、 唯 だ 其の 誠の 所レ通 斗り にして、 日用 事物の 間へ 擴む べきの 道と 云 ひ 

がた ければ、. 聖人の • 思 入 を不レ 知して、 其の 首に 泥んで 其の 思を詳 にせ ざらん は、 學 

のこ まやかなる にあらざる 也。 凡そ 天地の 大德を 仁と 云 ひ、 仁の 外に 發 して 物に 及ぶ 

<】) 孔子の 處は、 父子 兄弟の 親 を 以て 始 とす。 故に 有 子が 孝弟 を 以て 仁の 本と いへ る ゆ ゑん 也。 

門人 有 若、 こ 

lit^M ほ i こ こに 民間に 孝 を專ら とする の 者 あらんに は、 則ち これ を 厚く して 天 倫 を 敬し を 孝 

づ 

に 入らし む。 不孝 不 弟の 輩 あらんに は、 則ち 具に 糾明して これ そ 罰して、 大綱に そむ 


く處 をい ましめ 民の 孝心 を はげま 十。 是れ 風俗 を 厚く するな り。 若し 孝に 泥 著して、 

孝行の 深き もの は才覺 知惠も ゆゆし からん、 人品 器識も 大任 を まかせつ ベ きな どと 一 

すら  レ ラ 

向に 思 ひて、 賞 其の 節を踰 え、 官職 重く して 不, 當ば、 孝心 誠 ありと も 世事に うつる 

こと あた ふべ からざる を 以て、 用 ふるに 弊 あるべき 也。 中 比學を 好む の國 主、 民間に 

孝心 深 かりし 百姓 を 賞して、 多く田^€を與へ、財寶を盛に賜はりてけり。 これ を 見聞の 

民、 各 > 孝 を專ら として その 賞の 來 らんこと を 願 ふ。 太守 ことん \く 賞祿の あり けれ 

ば、 彼の 奸曲邪 佞 を 以て 外 を かざり 形 を おごそかに しける つくりもの どもたり ければ、 

赏を得 身 畳に なりて 後、 其の 首 行 ことん \ く 相違す るの 輩 多 かりければ、 太守 义 これ 

に 懲りて、 賞 を 行 ふ 事 まれ/ \ になり ぬ。 ここにお いて 巳 前の 孝行が ほせし 民 皆 行跡 

を變 じに けりと 云へ る 物語の あり。 つくり 事に も 孝弟の まなび をな さん こと は、 君子 

の あやまち とも 可レ云 ことなり とはいへ ども、 赏す るに 其の 道 を不レ 得、 究理す る 事の 

不レ詳 を 以て、 後の 弊 甚だ 多く、 必 竟皆僞 を^ぶ になれ るべ し。 近 比 或 太守ので 部な 

る もの、 我れ 常に 所, 食の 鈸を 半ば 殘 して 家に 持ち 歸る こと 數 日に 及べり。 友 だち の 

下部 あやしみて ゆ ゑん を 尊 ぬれ ども 不, 答、 後に 委しく きけば、 老いた る 母 一人 を 養 
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ひかね てければ、 己れ が 飯 を 分けて 是 れを與 へんた め 也と ぞ しれたり ける。 下部の 心 

に は奇獨 なる 志 なれば、 より/ ヽの 沙汰に なりて、 或 時 太守の 聽に 達しければ、 太守 

其の 孝心 を 感じて、 彼の 下部に 母 を 養 ふの 扶助 を與 へしめ ける。 いみ じき 政 也と 語れ 

る 人の ありぬ。 是れ まことにう ちきいた る處は 別の 事の あらざる なれ ども、 人君の 政 

令 は 一事 一物 ごとに 究理す る 事を詳 にす ると：； ムふ は、 かやう の 事なる べし。 その ゆ スん 

は、 賤 しき 下部の 內に母 を 養 ふ もの も 多 かるべき 也。 其の 養 ひ 様、 或は 我が 衣食 を 薄 

くし、 或は 我が 給金 を不， 用 置きて これ を 養 ふの 輩、 いづれ も 孝心 ありと 云 ふべ し。 

その 內に 衣食 をう すくす る ことの ならず、 給金 を も 放 にす るの 者あって、 可 レ致ゎ 

ざの あらず なれば、 己れ がくら へる 食 を わかちて 置く の 類 あるべし〕 然るに かひし や 

うらし く 取 廻して 養 を 全くす る もの は、 其の 孝行の 沙汰に 不， 及、 不調法に いたした る 

もの は 孝行の 沙汰に 可, 成 こと は、 まことの 糾明と は不レ 可レ： K。 其の上 已來 において、 

叉 飯 を わけて 母 を やしな ふ 下部の あらん をば、 各.' 母 を 養 ふの 扶助 ありなん や。 初め 

(然)  ル シカセ 

一人 をば しかして 後々 の もの をば 不， 然は、 至大 至 正と 云 ひがたし。 ここ を 以て 究理 

する 時 は、 右の 扶助 を 與へ行 ふ は、 孝行 を 貴ぶ の赏 に似て、 前後の 問 その 弊 ^だ 多け 


れば、 必ず 是れを 實理と 致しが たし。 されば ここにお いて 究理せば、 先づ 件の 下部の 

うくる 處の 給金 衣食の 考へ、 平生の 有餘 不足 を 料簡せ しめて、 母 を 養 ふに 便 ある 如く 

教戒せ しむべし。 右の 糾明 審 なりと い へど も 養 ふに 術な くんば、 母の 年 臘壯衰 を はか 

つて、 或は 奉公 をな さしめ、 或は 自らの つとめ を勵 まさしめ、 或は 再嫁の 事 をつ まび 

ら かにす ベ し。 或は 其の. 親緣に 有餘の もの あらば、 命じて 養 はしむ ベ きなり。 如， 此究 

理す といへ ども 猶ほ術 あら ずん ば、 則ち 太守の 養 を 蒙らし めて、 而 して 彼れ に 相應の 

役 をつ とめし むべき 也。 役 をつ とむべき の 術な く、 老衰 ここに 究 まると き は、 せんす 

ベの あら ざれば、 扶助 を與 へしめ て 可也。 是れ 古来より 究理す るの ゆ ゑん 也。 如レ此 

の 眼目 を不， 詳を 以て、 其の 所， 行に 弊 多し。 さるに よって、 人君の 一 賞 一 罰 いささか 

も ゆるがせに 不， 可， 仕、 唯 だ究ニ 事物 之 理ーを 以て 本と する 也。 孝 經に所 ji 、夫子の 論、 

其の 本末 兼備す といへ ども、 後の 學者泥 著す る處 茶し きを 以て、 其の 究理す る こと 薄 

くして、 孝 あれば 天下 治まる とのみ 思 ひもし 云 ひも せんこと、 皆 人 を まど はすの こと 

也。 孝 は 百行の 木に して、 先王の 德耍 道たり とい へ ども、 人々 によって 其の 所レ盡 

にさまん \ 差別 ある ことなれば こそ- 天子より 士庶 人に 至る まで、 孝の わざに ちがへ 
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( I 一  ハネ カレー _■  ハ 

つ y の 1， る處を 論じ 玉へ るな り。 唐の 玄宗の 孝經の 注に 云 はく、 五 孝 之 用 則 別、 而 百行 之源不 

^0^^ レ殊、 天子 可， -ー以 1 二 四海； 諸侯 可 r 以保ニ 社稷 一 卿大夫 可，.： 以守 >1 宗廟； 士. H% 一 以守ニ 祭祀； 

しも 以て、 玄  ハ シ テフ  ヲ 

庶人 可" ー以き 父母 一 云々。 

む、 議決せ す 

止 へ 遂に. 0 ら 

^ の 說を 4 & 

酌して 註を附  一八 二 莨 罰闕 くると き は 人-めず お、】 る 

す。 所謂 御 S 

師日 はく、 西 晉の惠 帝の 比、 政お とろへ 帝甚た 知に く、 りくして、 群臣 咸く洒 を S 一 ひ 

佚樂を 事と して 唯 だ 空談 を さかんにす。 是れ 上に 德 知な きを 以て 下情 不し迪 ば、 是を是 

とし 非 を 非と する こと 不， 正、 賞罰あって 不レ用 を 以て、 さし も才 かしこく.，；^ め は 人品 

をつ とめし 輩 も、 終に 佚游 を^んで 酒 を專ら とし 色 を 好む になれ りと 也。 ここに 案ず 

るに、 人君 賞罰の 權を詳 にして、 其の 糾明 を おごそかに 十る とき は、 人心お こたる こ 

となく、 其の 格 勤 常につ よし。 是れ勸 善 懲惡の 政 正しければ 也。 人情 は 各. -5?^ にして- 

好悪の 情 皆 同じく して 不レ 別、 故に 賞罰お とろへ て 其の 道た ゆると き は、 人心う つか 

りと して、 ややもすれば 佚樂の 情に おち 入るべし。 若し 上達の 道より 云へば、 人豈賞 

• 罰に よって 其の 心を變 ぜんやと 云へ ども、 世人 皆 下 凡の a- 情なれば、 其の 好惡 につい 


て 其の 心 をた だす を 以て、 政令の 要と すべき 也。 

一八 三 草木 は 養と 殺と に 在り 

師曰 はく、 世の 草花 を こしら へて 見事に いたし、 立 松の 枝 を 屈伸せ しめて 木の 振 技：： 

なり 葉 色 を 幽玄なら しめ、 一 鉢の 內 において 萬 岳 千 峰の 思 ひ をな さしむ る 類、 其の 制- 

法 を詳に 聞く に、 養 をよ くして 其の 屈伸 を 具にす るの み 也。 されば 出 づる葉 を はさみ. 一 

て 取り、 わきへ 生ずる 枝 を 切りな どして、 而 して 其の 思 ふ 所に 枝葉 を さかえし むるな： 

れば、 制 法 さまん \ ありと いへ ども、 いたむ ると 養 ふと 時々 に 省察して 其の 機 氣を正 

すの 間にある のみ 也。 天下 萬 民の 情、 百官の 政令、 各. - 此の 外に 別の 術 あらず。 草木-一 

ふたつ 

心なし といへ ども、 いため やしな ふの 兩を 時な ふとき は、 其の 枝葉 作者の 心に かなへ 

り。 然れば 賞罰の 兩樣は 愚 を はげまして 勸善 懲惡の 政た る こと、 天道の 自然、 陰陽の ： 

か はるん， \ めぐって 能くつ り 合 ふ を 以て、 萬 物 ここに 發 生し ここに 肅 殺して、 生長 收 

藏の行 はるる ゆ ゑん 也。 非情の 草木の すがた を考 へて、 有情の 含靈 おの づ から 教導せ-一 

られ なんと 云 ふの 本意 可レ見 也。 人君 聊の 事たり と 云へ ども 可 レ不レ 化レ心 乎。  一 
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一八 四 至誠 は掩 ふべ からず 

師曰 はく、 太閤 秀吉公 朝鮮に 事 あらんと、 其の 思 召 入の あって 未だ 世に 廣く 沙汰に 

リ バ  からす 

不レ 及し 間、 誰と して 是れを 知る 人の なかり しに、 日本の^ 多く 高麗へ 渡れり と 云 へ る 

ル 力 ラフ 

物語 あり。 至誠の 不， 可 X 掩 ためし、 尤も 然るべき 事 也。 天下の 人君 政事 法令に おいて 

誠 を 以てする 處 あらば、 其の物に 感ぜん こと 不， 可レ疑 也。 雨 ふらん こと を 穴なる 虫の 

ヽ二  log  (知)  (m) 

ぉ傳は rrt しり、 風 ふかん こと をす く ふ 鳥の 知り、 夏の 季に 至りて 火の 灰に 担めば 消え、 冬の 季 

きなり、 爲す に 至りて 火の 灰に 埋め ざれば 消え、 鶴の 時な ひ、 鷥の 初音 を 出し、 ^のこ ゑを發 し、 

ことなき なり  へ 

はふ 虫巢 より 出づ るた めし、 擧げ て不， 可， 數。 是れ皆 天地の 至誠 寂然 不動に して、 感 

遂に 天下の 故  キフ  ノー 一  ハク ハ キ  カウ 二 ュ 一- 

に 通す。 天下 じて 能く 天下の 事に 通ず るの 處と 可レ云 也。 詩 鶴 鳴 首章 曰、 鶴嗚ニ 于九阜 一 聲 聞ニ于 野； 

If 能せ〕 叉 曰、 鶴 鳴 二 于九象 一 聲聞 ニ于天 一とい へり。 朱 子 曰、 言 一一 誠 之 不！， 可：， 掩也。 丘文莊 曰、 

與らん I と 出  ノ  r 二) ハク レバ  ルプ カーフ フ  ル  二 ンテ  二  "  シテ ハント  -ー 

づ：  本朝 學士朱 善 曰、 知 二 誠 之 不；， 可， 掩、 則 知 n 念 慮 方萌而 鬼神 已知、 形 迹欲， 掩 而 肺肝 已 

にに、 T!^ の  〈ルル ヲ  ル カラ カル ニス ルノ ヲ  チレ ヲルノ  ルヌ デ  二 

I 邙 む^れ 見； 所 n 以不 P 可 i (二 誠 ， 身 之 功一 也、 愚 以レ是 知 二 天下 萬 事 萬 物 之理不 あこ 乎 一 誠； 

閣大 5?- ヒ とな  トハゾ  二 レバ ノ  チ二 リノ  二 レバ ノ  .yf  二 リノ  キノ  ノノ 

7>  - 誠 者 何、 實理 也、 實有 ニ是形 1 則實有 H 是影； 實有 ニ是器 I 則 實有ニ 是聲； 如 ニ此詩 言； 鶴 


之 鳴 也 在 二 乎 九折 之澤、 至 深 至 遠 之處； 而其聲 也 乃 聞 二 於 郊野 虚空、 至高 至大 之 間 一 如， 1 

人 之 有 1.爲 也、 在 二 乎 幽深隱 僻 之 地； 宜； 右二 人之不 知矣、 然 其發 n 揚昭 1 著 於 外 1 者、 

乃 無二 遠而 不.， 至 者、 是何 也、 有 二 是實事 於 中； 則 有 二 是實聲 於 外； 誠 之不， 可， 擒也、 世 

之 人 主、 毎 於 二 深 宮之中 一有， 所， 一 施爲； 亦自 知， 一せ ~理 之 非 一也 云々。 人君の 政令 唯 だ 誠 を 

以て 本と すべし。 誠 あるとき は 其の 形 あり 其の 用 あり、 誠より おして 所レ 致の 形 用、 

これ 則ち まことの そな へな り、 まことの 仕置な り。 誠 を 不レ以 して 一 向に その外 を糾 

明せば、 煩勞 して 益な く、 人 くるしみて 安ん ずべ からざる 也。 


r し 五代 時 

代の 人、 唐 • 

替 *漢* 周の 

姓 十三 君に 

歷 事し 官は皆 

將 相たり、 太 

師兼中 書 令 を 

以て 終る。 自 

ら長樂 老と號 

す 

(s 徒然 草 

に出づ 

(五) 指圖す 

るの 意 


一八 五 易き に 居て 危 きを 戒む 

(三) 

ふ だ 5 

師曰 はく、 馮 道と 云へ る ものの 言に、 我れ 險道を 通る に は、 馬に 念 を 入れて 御せ し 

ゆ ゑに あやまり のなかり しが、 心 易く 思ふ路 次に 至りて、 却って 馬た ふれ 人 あやまち 

す。 民の 豊年に は 必ず 不足の ありて、 凶年に はかね てた く は へ を設 くる を 以て 不レ苦 

に 同じと 云 へ る 事 あり。 天下の 政事 尤も 如， 此也。 始 をつつ しむ 事 はやす くして、 終 

§  §  (お 五 * 一 

を 全くす る こと は 難し。 かの 高名の 木 のぼりが 人を投 てて 高木に のぼせて i£ を 切らせ 
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しに、 危く 見えし ほど は 云 ふことの なくて、 下る 時に 軒た. t ばかりに なりて、 あやま.. 

の ち 十な と 心 を 付け 詞を かけし と 云 へ る 戒も可 二 思 合 1 也。 庚 子の 役に- 大下 悉く 關 東の 御： 

德川 *、 下知に 從 つて、 大權 現す でに 御 上洛 まし/、、 惡 罪の 輩 各. -泰 首せられ ぬ。 ここにお 

いて 東西の 大名 入洛して 御賀を 申されければ、 公の 仰せに 一 (一はく、 天下の 大逆 無道 人 

殘黨 ことん \  く 平均に 及んで、 今 ぞ-大 が 下に 曇る 處の なく 覺ぇ思 召 十との 仰せ ごとな 

りければ、 某 甲と かやい へ る圃 主、 愼 みて 仰せ を，^ りぬ、 但し 一 天に 雲なければ 叉 雨 

を 催し、 みえ わたりた る 大空に 目に 及ぶ 雲の なき も あとより 叉垂犬 の 雲と なる なれば、 

此の上の 御戒も ありつべき にやと 答へ 奉りければ、 公大に 感悅 あって、 其の 始終 を 

全く せんこと を 諫め 申せし ことの ゆゆしき を 赏し玉 へ り と 也。 天下の 安き をた のみ 亂 

の 不.. 來を 以て 政令 を 怠り 私 をな さん 事 は、 至って ：@ かなる わざ 也。 人 病な き 時に 養 

生 あり、 旣 に元氣 おとろ へ邪氣 虚に乘 じて 後 は、 名藥 にっかり 名醫 にものして もせん 

すべな きこと 也。 天下 治平の 間にお いて 政令の 實 なくして、 亂を 見て 治 を 求め、 危き 

を： て 安き を 欲する こと は、 唯 だ {<H 談と. H- レ. 云 也。 人 ことに 外に つりあ ふ處 あれば 內 

. のっとめ 不， 怠 ものなる なれば、 天下の 安き をた のみて 今日の 政に 1、；： 心り なん 事 は、 人 


. 君の 大道に あらざる 也。 變の來 り 人の 心の そむく 處、 一 朝 一 夕の ゆ ゑに あら ざれ ども， 

(一一 二 

C- じ 易の 整 知く らく 私に お ほ はれて、 あら はれて 後に これ を 驚く 事、 甚だ 小知の 至れる 也。 君子 

^0 は 4 レ きと 云へ る 事の あ-。 

二る を俟 たや」 

一八 六 人君の 政令 は 猶ほ盤 上に 棋子を 布く がごと し 

師 見,： 盤 上布 一！ 棋 子-て 示 二 門人, 曰 はく、 犬 下の 政令 を 人君の 施行 ある こと は 亦 如：， 此 

也。 天下 國家は 盤 上に して、 政令 は棋子 也、 是れを 致す もの は 人君^。 政令 其の 道 

にあ たれる とき は、 拱 石の 其の 術 を 得る に ひとし かるべき 也。 若し 拱 石 を 下す こと、 

"  手の あたる に まかせて、 思慮 不レ 正、 究理 不レ審 とき は、 うつ ほどの 棋石 皆む だ 石に な 

りて、 盤 上の 石 各-我が ために 害たり。 是れ 前後 本末の 究理 薄き を 以て、 無心に して 

致す の 棋石は 後の 害と なる のこと わり 也。 然れば 政事の 物に 及ぶ 處、 人君 究理す る こ 

と不 Z 詳 とき は、 唯 だ 心に まかせ 手に 隨 ふまでに して、 本末 厚薄 を 盡す處 不.. 具が ゆ ゑ 

に、 當分異 儀な しとい へど も、 皆む だてなる 政令 多き を 以て、 終に は 彼此に つかへ 各 

く  { 帝と なること ク<- し。 されば 近 比^う つ こと を 得た る もの の 語り し は、 一 手 四方 見 四. 
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方 見 一 手と 云へ る敎の あり。 一手 を 下 十に は 四方 を 能く 考 へよ、 四方 を考 ふること 究 

めて 而 して 一 手 を 致せと 云 ふこと 也。 又 一 石 を 打てば 蕃笥に ふた をせ よと 戒む、 これ 

手に 順って うたせ まじき ため 也と 云 へり" 圍^^^は至小の術也とぃ へ ども、 其の 敎 とす 

る處 尤も 君子の 道に 相 かなへ り。 天下の 政事 聊も 心に まかせて 致す 處 あらんに は、 下 

の勞 役に なり、 後の 弊に なりなん 事 なれば、 如レ此 にあり たきこと 也 e 人君 誠 を 以て 

深く 思 はば、 一 技 一 術の 上に おいても、 其の 究理す る處、 皆大 下の 政道に うつるべき 

事 也。 

一八 七 毛 を 吹いて 疵を 求めざる を辨ず 

師曰 はく、 昔才 賢き 人の 語れる は、 天下の 政道 は 毛 を 吹いて 疵を 求め、 あら はれ ざ 

る こと を 推して 罪せん とする 事 を きらへ り、 只 だ 正直なる 政道 法令 を 出して、 それ を 

背き それにた がうて、 人々 皆 しれる を 罰し 罪な ふ もの 也。 たと へば 大路の 間に はえ 出 

(觸) 

ん草 をと り、 さはる 木の 枝 を 切る に 同じき 也。 天下 は 至って 大 なる ゆ ゑに、 一 々根 を 

たやし 本 を 切らん とせば、 一 ケ條の 政 法に も 久しく 勞 役すべき なれば、 事なら ぬまで 


もな く、 あたりへ さはり 手間 をと りて、 .E^成期限りなしと云 へ り。 此の 言 尤も 有， f 味- 

平生 民間に 敎を 立て、 四民と もに 其の 業 をつ とめし めて、 彼れ が 暴 惡を萌 さしめ ざる 

は、 是れ敎 導の 切なる にあ りぬべし。 而 して 法 を 立て 制 を 置きて 刑 禮を用 ひん 事 は、 

.  大道の 紀綱 にさ さはる 處 ありて、 其の 事の すでに 顯 はれ、 人々 ともに 惡 むべき 者 を 害 

しゃむる にあるべき なり。 人々 皆 凡 情 也、 しきりに 其の あら はれざる 內を さぐらん と 

ならば、 天下 を 擧げて 刑 十と も猶 ほやむべからざる 也。 

< 一 ) 修驗道 

の祖、 大和 國  一八 八 法を嚴 にし 刑を詳 にす 

葛 城 郡の 人、  (二  ， 

きき" S  師曰 はく、 昔 役の 行者 吉 野の 山上に おこな ひすまして ける とき、 釋： i の 像 現じけ る 

術 を， くし、  キ ノ 

i 山中の 岩 に、 如, 此の 御 形に て は 此の 國の 衆生 は 化し 難し、 かくれさせ 玉へ と 申されければ、 

窟に 人り て修  ろ、 

It 朝 S まほ 次に 彌勒の 像 現ず。 猶ほ是 れも叶 はじと 申されければ、 當 時の 藏王權 現と てお そろし 

わ 伊豆に 流さ き 御 形 を 現じ 玉へ り。 これ こそ 我が 國の能 化と 申し： 土 ひければ、 今に あと を 垂れ 玉へ 

わ、 大寶 元年  ごふ じん 

り。 釋尊劫 盡の後 は、 夜叉と なりて 無道の もの をと りくら うて、 人 をす すめ 道心 をお 

00 こさす べしと 云へ りと、 古き 聞 書に みえたり。 まことに 本朝 開闢の 古より、 國 土の 風 
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俗武儀 猛勢甚 しき を 以て、 温和 柔弱の 十が た を 以て 化せん とする 事不レ 町：， 叶 なれば、 

刑法 を詳 にし 其の 政令 を嚴 にして 敎導を 具に せん 事、 尤も 相 應の政 也。 くさび を 以て 

くさび をぬ き、 毒 を 以て 毒 をせ むる と 云へ る 語の あれば、 唯 だ ひたすらに けっこうな 

る 道 を 立て、 是れを 以て 天下 國家を 化せん とせば、 其の 間に 佞奸 邪曲の 輩 多く 出来て、 

皆 上の 政 を 偽り そこな ふに 至りぬべし。 然れば 赏觀の 二 はつり 合 ひに して、 一方に か 

たつり なる 處 あらん 時 は、 人 是れに 化せざる もの 也と 可, 知 也。 ここ を 以て 武威 を そ 

なへ 刑法 を 明に して、 末世の 悪人 を 糾明し 其の 善に 至らん 處を 基と せば、 道つ ひに 行 

はれつべき 也。 

一八 九 人の 爲に利 を廣む 

< 1 ) 角 貪 了  , 

師曰 はく、 天下の ために 利を廣 くす るは大 下の 利と なって 萬 民の 所, 願 也。 利 を 一 

にし!.ハ£^1「 方に かたづけん こと は 犬 下の 至 公に あらざる 也。 或 人の 語れる は、 丹 波の 國 より 京都 

此の間 諸 川 運  ■ 

へ 米穀 を 付出して 是 れを賣 るに、 其の 路 次の 馬力 車力 甚 多なる 拟 にして、 所の 太守 こ 

g ム 口  十年丄  すみ の くら 

五 射 も 贈らる れ につ ひえ 大也 ける を、 角 倉が はから ひ を 以て 運送の 水道 を ほり はりて ければ、 ^波 


より 出づる 米穀 運漕の 利 を 得て、 後まで 角 倉が 功 を 賞す、 故に 角 倉 其の 舟の 運上 を 利 

十。 初め 馬に て 付 出す に 比較して は、 運送の 費 甚だ 少なくな り ぬれ ども、 丹 波 ー國の 

下々 の 利潤 なくなりて、 行路の 在家 大に くるしめり。 其の 故 は、 牛馬 車力 は 在家の 民 

にか かる を 以て 民 これ を 利潤す、 運送の 船 は 角 倉 一人が 利潤に なりて、 民に 施行す る 

處 なし。 所の 太守の ために は 米穀の あた ひ髙 直な りと いへ ども、 民の 利と なる 事 あら 

ずと：： ム へる こと あり。 是れ 等の 物語 は、 其の 所の 次第、 其の 仕樣、 其の 時代の せん さ 

く 思 入 を詳に 究理 不， 仕して は 理非 を 決しが たければ、 丹 波の 運送 を 評する に は あら 

ず。 凡そ 運送の 利 は 古今の 喜ぶ 處、 其の 功を赏 する の 事な りと いへ ども、 是れ 天下へ 

對し萬 民に おいて 其の 利 を ゆるやかに 十 るの ためし ある を 以て 也。 若し 天下の 公事に 

よらず、 其の 國の民 用に 利 あら ざらん において は、 運 の 計 も 皆 太守の 利 を 思 ふに な 

つて、 利を廣 くす るの ゆ ゑんに 非ざる 也。 政事 は； 4^: 大至公 を 以て 本と して、 一所に か 

たよらん は 私する の 事 なれば、 其の 用 尤も 少き 也、 人君 詳に 糾明せ ずん ば あるべ から 

ざる 也。 
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一九 0 朝廷 を 以て 評定 席と 爲す 

師曰 はく、 古き 文 を 見し に、 源 賴朝卿 天下の 權を 執りて 世 を まつりごとし 玉へ るに 

ぢ つきん 

は、 北 條時政 • 大江 廣元 ニニ 善 善 信 等 平生 昵 近して、 天下の 政事 公用 を晝 夜と なく 披 

露演說 して、 互に 愚意 愚見 を 奉りて 上裁 を 得し 也。 賴 家. 實朝 より 次第に 政事に お 心り 

多くして、 評定 訴 論の 場を郭 外に 立て、 評定の 衆 ここに 出 座して 事 を 糾明す。 將軍家 

御遊の いとま あらざる を 以て、 公用お ほく 滞りて 上裁 を 得る こと を不レ 得、 民訴 ここ 

にと どこ ほれり。 其れによ つて 京都より 將軍を 申し 下し 奉りて は、 猜ほ 以て 將軍 家の， 

威 重く して、 公用 を 糾明の 日 少なき を 以て、 泰 時つ ひに 式目 を 選して 天下の 訴論 理非 

の 決斷を 明白なら しめん こと を 欲し、 評定に 式日 を 極めて 連座して 事 を 決せし めぬ。 

然して 公用 曰々 に 多くな りて、 評定の 衆 各. -覺書 を 多く あつめ、 是れを 評定の 席に さ 

し はさむ で、 其の 滞 事 久しき より 先づ 決定す る を 以て、 或は 年月 を 累積して 訴 論：^ 

斷 なく、 民の 情 甚だ くるしむ に 至れり と 也。 ここに 案ずる に、 天下の 朝廷 殿中 は 天下 

の 評定 を 可 レ爲の 地に して、 賓客 遊 佚の 地に あらず、 百官 諸 職 は 其の 所，， 司 を 糾明 究理 

すべきの 交會 にして、 飮食 情欲 を ほしいまま にす るの ゆ ゑんに あら ざれば、 朝廷 則ち 


政の 所、 殿中 則ち 評定の 席 也。 出仕して 席に 臨む とき は 則ち 政事 民情に 及んで、 君臣 

相會 する に 唯 だ これ を 以て 討論 決斷の 節と せば、 日々 評定し 日々 決斷 して、 外に 式日 

と 云 ふことの あるべ からざる 也。 世 欲 游與の 日 多くして、 政 を 決する の 日 少なき を以 

て、 初めて 平生と 政事と を 別にいた して、 ことあたらしく 評定の 式日と 云 ふこと は あ 

ると 也。 されば 往古 朝廷の 政に は廢 朝と 號 して、 一 月の 內に 天子 政 を不, 聞， 事 を 

レ 決の 日 は 尤も すくなし。 天子 不豫の 事 まします か、 國 忌に 當り玉 へ る 日まで を廢朝 

と 云 ひて、 政 をき こしめ さざる の 日と する 也。 故に 毎日 君臣の 相 見 こと. <\ く 政事に 

して、 更に 他事な かりけ る 也。 世 久しく 承 平に 屬 して は、 君の 權威 甚だ 重く 下臣 甚だ 

恐懼して、 上下の 間 尤も 遠き が ゆ ゑに、 君臣 相 見す るの 禮 ここに 正しく きびしき を以 

て、 君臣 相 親しむ ことなく、 公用 政事 を 討論す る こと 不, 詳を 以て、 つ ひに 如， 此の 事 

にい たれり とみえた る 也。 但し 賴朝卿 天下 草 業の 時 を 以て 代々 守 文の 後の 例と する 事 

も、 必と 難レ究 ことなれば、 後に は 評定の 地の 出來 し、 式日 を 定め、 評定の 衆 を 究め 

たる ことの、 あしきと 云 ふべき に は あらざる 也。 政事 公用と もに 其の 大源を 知りて、 

誠 を 推して これ を 定め これ を 明に する にある ベ き 也。 
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一 九 一 事の 成る は 捷^ 逆 謀 を 貴ばず 

師曰 はく、 或 人の 語れる は、 "大權 現に 對し 奉りて 長 尾 景勝す でに 事 あらんと せし 比、 

長 尾が 家老 直 江山 械守 兼繼が 家に つか はれし 近臣、 ひそかに 公に 內通 中し ける は、 景 

勝 家 之 作法 武用 ことん \ く 直 江が 下知 を 出づる ことなし、 直 江 なくなりて は 景勝 腹心 

を 失へ るに 似て、 事 を 起す にたらざる 也。 若し 我れ に 莫大の 赏を行 はれば、 ^江に 毒 

を 用 ひて 事 ゆ ゑな く 殺す ベ し、 直 江 死せば 景勝 は 則ち 公へ 馬を繁 ぐべ き 也と 中し 送り 

奉る。 大權現 仰せ ごと ありけ る は、 下と して 上 を はから ふ を 下剋上と：： ムふ、 下 剋に す 

る は 天地人の にくむ 處也。 下剋上す る もの を 用 ひ. て、 それに 賞 を 行 ひ祿を あたへ て は、 

たと へば 天下 を 唯今 掌の 內に 握る と： K へ ども、 君臣 上下の 大統 ここにた えぬ る 上 は、 

我が 下に 又 上 を はから ふ 輩出 來る べし。 天下 を 欲する も、 子孫 を 長久. にして 萬 民 を 安 

堵 せしめん ため 也。 道の 道たら ざる 計 をな して、 しひて 非道 を 行 ふ は、 我が 御 心に 叶 

へる ことに あらず。 景勝 天下に 對 して 旗を擧 ぐると 云へ ども、 其の 道不, 正 ば ゆいて 

これ を 征伐 せんに 何 ほどの 事の あるべき にや。 かくして ひそかに 致す 事 は 皆 道に あら 


ず、 但し 其の 內通は 志の 深き 所な りと 厳命あって、 彼れ に 時の 賞 を 行 はれけ ると たり G 

に 5 關 原の 果して 景勝 庚 子の 役 を 起す といへ ども、 自滅して 祿を 減少し、 身 を 養 ふに たれる 斗り 

©  ナラ  キ 

也。 此の 物語 は實否 不二 分明 一とい へ ども、 大權 現の 仰せ ごと は 萬 代 不易の 格言と. 

レー K 也。 天下の 大器 を 握らせ 玉 ひ、 旣に大 權現宮 と あら はれ 玉うて、 當 家の 弓矢 神と 

仰がれ まします 御 事 なれば、 凡人の 沙汰に 及び 玉 はんこと も かしこく  \K4 きこと なれ 

ば、 云 ふに は不, I べき ことなり といへ ども、 誠に 當 時の 捷徑 を不レ 用して、 末代の 規 

範を 論じ 天下の 大綱 領を 立て 玉 ふ 事の 難， 有 こと 也。 或 人の 云へ る は、 公 未だ 太閤. < 乃 

吉に屬 し 玉 ふの 時、 秀吉の 茶 堂の 者、 次で を 以て 公へ 申し上げ ける は、 黄金 を 過分に 

玉 はらば、 秀吉の 嗜み玉 ふ 茶の 內に毒 を 入れて 可レ 奉と 告げ 奉る。 公 悅び玉 はず、 大 

下 は 神器に して >  力 を 以てな すべから ず、 道な きこと を 以て 欲すべからざる なり、 汝 

が 志 は 尤も 重ければ、 聊か 他に 滑し 玉 ふべ からざる 也と 台 命 ありぬ。 叉 伏 見 城 大地震 

の 時、 秀吉 小屋に 螢居 ありければ、 公に 襲 ひ 討ちた ま はば 速成の 功 ありなん こと を吿 

しろ 

げ 申す 者の ありければ、 公 聊か 御 許 用の ことなく、 天下 を 知し めさん こと は 私の 計略 

に は不レ 町：， 叶と、 仰せ ごと ありし といへ る 物語 あり。 いづれ も 至大 至 公の 思 召より 起 
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りて ければ、 其の 天 下 を 草 業 あるに 及んで、 犬 順 ひ人應 ずるの 誠 相 感じて、 守 文の 今 

に 及んで 猶ほ 神德を かがやか しまし ま 十 ことの 難， 有なる ベ し。 

一九二 常に 武義を 練る 

師曰 はく、 大權現 御 治世の 間 は 切々 御 上洛 やまず、 台德院 殿に 至る まで 大方 Hu.^ に 

一度の 御上 5_ 川 ありぬ。 是れ 君臣の 禮を 正し 朝廷 を 重んじ 玉 ふ を 本と して、 土地の 風儀 

民の 情 を はかり、 年の 豐凶 をつ もり、 而 して 諸士 武備 をと とのへ、 往來を くるしまず- 

用具 を輕 くし 速に 發 する こと を 得、 國々 の 民利 を あまねくし、 人 主 能く 勞苦 をし り、 

人臣 各.' 事に なれ、 人君の 留守 を 守る こと を 知る、 如, 此の 德多 かりし ゆ ゑに や、 度 

度 御 上洛の こと ありぬ。 されば 關ケ 原. 大坂兩 度の 御 出馬 も、 供奉の 行列 用意 更に 遲 

滯 する ことお はし まさず、 人々 皆 行軍の 制 をし り 旅行の いとなみに 馴れて 至って かろ 

く、 小 荷駄 雜 人の 風 體 あら ざり しと 也。 されば 人君 平生の 作法、 こと. <, ^く 非常の 變 

において する 處 のなら しと 可， 成 ことなれば、 常住の 間 非常の 變 ともに、 人々 能く 心 

得る ごとくな らんこと >  是れ 人君の 內 習と 云 ふべき 也。 


一九 三 身 を 奉ずる の 薄き は 利 心 を 以てせず 

師曰 はく、 大權現 或時儉 約の 義を 仰せ ありけ る は、 旣に 天下 をし ろしめ されて、 小 

事 小利 を 吝んで 身 を 奉ずる ことの 薄き と 云 ふに は あらざる 也。 人の 一身に 一 生 所 レ用ノ 

の 費い くば くもなき もの 也。 然れば 祿爵輕 小なる もの も、 樂を 究めん こと を 好む 輩 は- 

心の ままに 衣食 居 を 自由して 身 を 終る もの 世に 多し。 況ゃ 天子 公方の 身、 一日の 費に 

(守) 

百 金 千金 を なげうつ とも 惜しむ ベ きに あら ざれ ども、 儉約を ま ぼ つ て 身 を 奉ずる こと 

の 薄き こと は、 是れ 天 下の 萬 民に 規範と なり、 四海に 儀刑 まし まさん こと を 本と なさ 

せ 玉 へれば、 天下 を 治め 玉 ふ 御身 にても、 身に 奉じ 玉 ふ 事の 最も 薄き こと をし らしめ 

て、 下の 奢侈 を 止め 玉 はんの 御 政 也と 仰せ ごと ありき と 也。 古の ひじり の 帝の 身に 奉 

じ 玉 ふことの うすき ゆ ゑん、 ここにお いて 相き はまれる 也。 人君の 一語 一 默ー動 一 靜- 

ことん \ く 天下の 手本と なる ことなれば、 かく こそ あらま ほしき 事 也。 

一九 四 市街 家宅 を 廣め增 さず 
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L ヌ， „!1nf  師曰 はく、 大權現 洛中 を 御 巡 見の 時、 所 司 代 板 倉 を 召 連れられて 仰せ ごと ありけ る 

S 慶" 4; ソ年 

は、 連々 天下 靜謐 にしたがって、 京 中次 第に 繁：： い し、 方々 の はし/ \ に 町屋を 仕出し 

に 枝 任、 ナ、 i 家 を 立て 下屋敷 を かまへ、 小路 を わるに 至るべき 也。 何 ほど 繁ほ いたす とも、 必ず 只 

の 役に » 策 多  , . 

今の 町に て 指 置きて、 外に 町屋を わりて 所 を ひろく 不レ可 L 仕 也。 その ゆえ は、 はし は 

寬水 元年 §T  r 

年 八十  しに 町屋 あれば、 盜賊 かしこに あつまつ て惡 黨の會 所と なる もの 也。 其の上 末々 の 町 

屋 繁昌 すれば、 本 町筋 さびしく なりて、 事た えん \ にたり 行く もの 也と 仰せ ごと あり 

しょ V. むら ひ や しき 

にけ ると 也。 叉江戶 初めの 間 は、 諸 侍 の屋布 各." 分限よ リは狹 くわた し、 町 屋をも 

一 人に 多く 與 ふべ からざる 也。 尤も 諸 侍に 下 屋布を 不.， 可：， 與 こと を 投て玉 へ りと にや- 

此の ゆ ゑん は、 屋布廣 き 時 は 家居 を ひろく 好み、 庭 を こしら へ 泉水 立 石 を 求め、 而し 

て 人 を あつめて 飮食遊 樂の思 をな し、 不， 入 家-:^ を も かまへ て 費お ほき もの 也。 不レ人 

事に つ ひゆる とき は、 軍用 武備 をた だし、 人 を 冬く 持ち、 その 不 を 補 ふこ ともなり 

がた きもの 也。 屋敷 狭ければ、 致した きこと を も不， 仕 を 以て、 無用の 費 あらざる 也。 

ことに 大名 大身の 人 持、 一 屋敷に 人 を 多く 入れ 置きて は、 逆 意 を 企て 不義 を す こと 

も 成る よし。 町屋を かりて 置く とき は 左様の 企てな りに くく、 風說 則ち しれよ し。 町 


人 は 士の影 を w て 世 を 渡る もの なれば、 借屋 多く かる 人 あまた あれば、 所の 繁昌 も あ 

りと 約 命 ありに きと 也。  • 

I 九 五 令 を 出す こと 隠さず 

師曰 はく、 台德 院殿總 州とう がね に 鏖 狩の 御遊 まし/ \ ける 比、 御廳 場の 先にて、 

(使)  (巧)  ， 

唯今 何もの のっかへ るに や、 华を つかへ る をき な はありて、 其の あとのみ えければ 

御機嫌の そこねければ、 本 多 上野 介 を 召して、 此の 事 具に 訟 叮レ 仕の 旨 釣 命 ありぬ。 

本 多言 上しけ る は、 急に しれ 不」 申と も、 つ ひに はかくれ なく 露 顯可レ 仕に 候、 隠密に 

鳥 見の もの を 付け 置き、 やがて 惡人を 捕へ 出し 罪科に 可 二 申 付 一と 吿し 上げければ、 ム：： 

命 ありて 曰 はく、 何事 も隱密 にいた し、 かくして せんさくと 云 ふこと は、 天下の 大な 

る 政に あらざる 也。 唯 だ 人々 押な めて 知る がごと く、 鳥 見 を 四方へ 出して、 人の 致す 

ことのなら ざらん 如くに する、 是れ政 也。 唯今つ かひた らん もの を 追 捕いた せれば と 

て も、 人々 その 好む 所に は 罪科 を 忘る る もの なれば、 押出して 政道 明白なら ずば、 叉. 

如レ 此の こと は 可レ有 なれば、 諸人の 知り てぬ すむ ことの ならざる 如くに 法度 を 可レ出 
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也。 但し 鷹 をす ゑて 通る こと もなら ざらん は 誤 也。 法令 厳しければ、 叉 不レ苦 こと ま 

でもな りに くき ごとくなる もの なれば、 其の 處を 料簡 仕って 政道 を 糾明す ベ しと 仰せ 

ごと あり にけ りと 也。 

一九 六 訴論 日に 多き の辨 

(一) 一一 一代 將 師曰 はく、 大猷院 殿御 治世の 時、 評定の 場 を 定め 式日 をき はめ、 評定の 衆 連署の 誓 

第 光  • 

紙 を 以て 私 をと どめ、 且つ 目 付 • 横目 出 座して 其の 席 を 糾明し、 昵 近の 士 必ず 其の 席 

に のぞんで、 其の 日の 決 斷訴論 を詳に 言上す。 天下の 愁訴 を 重んじ、 下情の 通ぜ ざら 

ん こと を 思 召す 事 切なり ける 事 如, 此。 ここに 申す 人の ありけ る は、 上に 慈愛 深く 憐 

愁の事 重く まします を 以て、 輕 罪の 輩 は 各.' 其の 咎を ゆるめ 玉へ るが ゆ ゑに、 佞奸の 

惡人は 成す まじき 訴論 公事 を もいた して、 若し 事な りなば 大利を 得、 事なら ずん ば輕 

罪 なれば 別儀 あるべからざる と 思 ふ 心あって ければ、 訴論 公事 日 を かさねて 多く、 評 

定叉 これにい とま あらず して、 實の訴 論決斷 にさ さはる 事 多き を 以て 思へば、 如レ此 

輩 をば 嚴科 に處 せられな ば、 申し かすむ るの 惡人 あるべ からざる にやと 申し上げ けれ 


ば、 仰せ ごと ありけ る は、 申し 上ぐ る處 其の 趣 ことわり あるに 似たり、 但し 佞奸 を以 

て 上 を かすめん と 思 ふの 訴論は 至って すくなく、 我が身 愚 不肖に して 理非 を不， 辨、 

一 向に 己れ が 云 ふなる こと を理 なりと 思 ふ は 凡 情の 常 なれば、 訴論 公事 各.^ 凡 情より 

起れ り。 然れば すくなき こと を 例と して 多き こと を 推しと どめん は、 政の 正と 云 ふに 

は あらず、 公事 訴論 日々 に 多き は、 日 を かさねて 詳 にきき 明に 辨 じて、 決斷を 誠に 可 

レ仕 也。 評定に 連座の ものの 職と する こと は、 訴論 公事お ほき を こまやか にわき まふ 

る ことなれば、 多き を 厭 はんとせば 下情 ここに 塞がるべし。 唯 だ 糾明 數遍の 上に、 佞 

奸 まぎれ あらざる に究 まれらん 惡人 をば、 猶ほ 申し上げて 而後に 罪科に 處 すべし。 評 

定の 頭人訴 論 を決斷 する に 誠 を 以てせば、 奸の惡 人 はとめず して 自然に やみぬ ベ し 

とム ：！ 命 ありけ りと にや。 

一九 七 奉行 欽恤 の戒 

師曰 はく、 訴論 公事 を決斷 せんに は、 慈悲心 深から ずして は 聞きお とし 見お とす 事 

あるべし。 奉行 人 慈悲心 あるとき は、 そのものの 言の 不レ 足： JfT 理 のい ひわけ にくき 
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ざぐ 

所 を も、 推して これ を 索る ゆ ゑに、 理をもちたがら沈倫十る事ぁるべ からざる也とー^^ 

きんじ つ 

へる 人 あり。 尙 書に 欽恤の 二字 を 以て 刑法の 本と 定めた る なれば、 慈悲の 心 深 からん 

こと はさ も ありぬべし。 但し 我れ に 誠 を 深く して-港 問愼 思明辨 せん 事、 これ 欽恤の 心 

得た るべき 也。 慈悲の 心 深し と 云 ふ は、 只 だ 一方に かたつく 處 あり、 誠 を 以てすれば 

賞罰 各 >實 を 以て 宛 行 ふが ゆ ゑに、 かたついて 慈悲と： K ふべき 處 あらざる 也。 訴論公 

事の 決斷 は、 直に 其の 事 を 見聞し、 其の 人の 顔色.) 一 3 行 を 察し、 其の 證文 其の 設 人を糾 

明す といへ ども、 遠國邊 土に して 急に 見閜 する こと 不， 能の 處に は、 ただす 事 不二 分 

明, の 類 多き ものな り。 その ゆ ゑ、 たと へば 所の 堺野山 を 論ずる にも、 遠國邊 土は撿 

つれだ 

使の 往來 もな りに くし、 互に 證 人お ほく だして 連 出し、 數卜年 公事 をた くみて、 設文 

になるべき 狀文 をと り 置く が ゆ ゑに、 ：：^ 奸 のいた せる ことに は、 證人證 文 も 立ちに く 

きこと 也。 所 を縫圖 するとき は、 一方 は少く すれば 一方 は大 にす、 いづれ も^ 人 あつ 

て 分明 也と 云 ふの 類、 世 以て 多ければ、 問して 愼 思し、 ここにお いて 明に 決斷 いた 

さず して は、 唯だ證 文の 多少 證 人の 衆 {d- にの みまかせ て、 其の 誠 をつ くす 事 あた は ざ 

るに 可， 至 なれば、 訴論 を決斷 する の 奉行 人つつ しむ 所 あらず して は、 其の 道 糾明し 


がた かるべき 也。  . 

一九 八 民に 示す に詐を 以てすべ か. らず 

師曰 はく、 或 人の 語れる は、 百姓 三人 つれだちて、 秋の 比に 地頭の 所に ゆくなる が， 

路 にて 問答して 通る を、 かたはらに つれだち 行く ものの 聞きければ、 一人の 百姓の 云 

さくま 5 

へる は、 定めて 當 年の 作 毛 を 尋ねら るべき 間、 三人と もに 口の ちが はぬ 如く 云 ひ 合せ 

て 可 レ然、 されば 今年の 作 は 例年より 不作いた したる と 云 ひて 可レ 然と 云 ふ。 一人の 云 

はく、 それ は 地頭の 機嫌 そこぬべし、 是れ ほど f 並よ く 水 曰 千の 災も なきに 早 ゃ僞を 

1K ふと とがめられ なば、 何事 も皆僞 也と いひ かけられて、 此方の 申し分 立つ まじき ほ 

どに、 先 づ御尋 あらば、 世間と もに 當年は 作 毛よ ろしく 候と 答へ て 可， 然。 そのと き 

其 許の 作 はと 問 はれたら ば、 a 餘は よく 候へ ども、 某 どもの 村 は そこねた ると 云 ふべ 

し。 一旦 地頭の 氣を なだめて あとに、 ，11: 分の 宜しから ぬ こと を 云 ひて 可 X 然と 云へ り。 

(は 一 ひ) あ^ ザ 叉 一 人の 云 はく、 是れ もよ からぬ 返答 也。 いづかた も作モ 宜しき に、 門げ がちの ある 

つ i り 特別 條 

件り ある 事 やうに 申し なすこと は 沙汰の 限りと いはれ たらば、 六ケ 敷なる べき 間、 唯 だ 今年 は 何 
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方 もよ く、 某 どもの 田 畠 もよ く 候と 申し 置きて、 當分 地頭の 機嫌 を よろこばしめ、 後 

どラ 

に は 又 何と ぞ云ひ 立つ る 品 も あるべ きたりと 云 ひければ、 殘るー 一人 も 是れに 同じて け 

ると 物語せ り。 此の 百姓 各.^ 僞を 巧みて 地頭の 志を考 ふる は、 尤もに くき 事な りと い 

へど も、 民の 僞は 地頭の 偽より 起る 也。 たと へ 一度 二度 は 僞を云 ふと も、 地頭 守護に 

誡 ふかくして、 究理す る事詳 ならば、 僞る 事の なる まじき を 知りて、 民の 僞 自然に や 

むべ し。 上に 誠 あれば 民 僞を用 ふるにし のびず、 上に 究理 詳 なれば 民 偽る ことの 不レ叶 

をし るが ゆ ゑに、 偽 ここに やみぬべし。 民の 僞を惡 まんより は、 人君の 僞を あらため 

正しくす るに あるべ き 也。 諸事 皆 如， 此の ことわり たれば、 下の 風俗 は 上の 政令に よ 

る こと、 尤もうた が ひ あらざる 也。 

I 九九 曲直 各. 》 其の 誠より 出づ 

師曰 はく、 人君の 誠と 云 はん 所 は、 天下 國家 人民の ために 至大 至 公の 道 を 行 ひとげ 

ん所、 是れ 則ち 誠 也。 世に 心得る は、 律義に 信 を 立つ る を 以て 誠との み 心得る こと あ 

り。 僞 詐術 智を用 ふること は、 君子の 大 にきら ふ處、 伯 業の おもむき にして 王者の 道 


( 一 ) 

路篇第 十八 章 

に、 「^公 孔子 

に 語げ て 曰 は 

く、 吾が 黨に 

* 躬と いふ 者 

あり、 其の 父 

羊 を 摘みて 而 

して 子 之れ を 

證 せりと。 孔 

子 日 はく、 吾 

が黨の 直き 者 

は 是れに 異な 

.5。 父 は 子の 

に 陰し、 子 

は 父の 爲に 隱 

す。 直き こ と 

其の 中に 在 

b」 と出づ 

(二) 舜の 父、 

後 著の 子 象 を 

愛して 舜を謀 

殺せん として 

井 を 掘， 

史記 に詳， 


にあらざる 也。 但し われに 誠 ふかきと き は、 僞 りて 誠と なる ためし 多し。 されば 父の 

羊 をぬ すめる をば、 互に 是れを かくす を 以て 直 也と す。 堯の 天下 を 治め 玉へ るに、 萬 

民の 安否 を 心 元な く 思 召しけ る ゆ ゑに、 ひそかに 偽りて 微服して、 ちまたに 出で て； li^ 

(二 ) 

そう 

の 情 を 察し、 替 1^ が 命に よって 舜の井 を ほり 玉 ふに は、 井に ぬけ 道 をな して 出で たま 

へる、 是れ等 は 大聖 明君 も 時に とって 用 ひ： 土へ るいつ はりな りと い へど も、 皆 是れ其 

の 誠より 出 づる處 にして、 僞を 以て 道と する に 非ざる 也。 凡そ 曲直の 二つ は 世の こと 

わりにして、 曲直と もに 相對 して 更に 別なら ざれば、 直 をと つて 曲 をす てんと 云 ふ も、 

曲 を 用 ひて 直 をす てんと 云 ふ も、 各.^ 君子の 大道に あらず。 大道 は 曲直 を 置きて 其の 

よ ろし キ J 

宜 にした が ひ、 唯 だ 義に順 ふまでの ことなれば、 誠より 出し 用 ふるの 間にお いて は. 

差刖 すべき 所 あらざる なり。 世人 僞術を とらへ て 道と する こと をな すが ゆ ゑに、 其の 

あやまり をき はむ るな り。 されば 犬 下の 治 法、 人君の 政事、 唯 だ 誠 を 本と して、 義の 

あるに まかせ 玉 はば、 曲直と もに 行 はれて、 ささ はる 所 あるべからざる 也。 


二  0  0 力 を 食み 之れ を 1$ るの 辨 
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ンィ カナ  キヤ  ナ レバ ミ ノ 

師曰 はく、 昔 程 子 客と 政の 事 を かたりて 曰 はく、  ^矣 小人 之 無：， 行 也、 牛壯 其 

ヌュ レバ ホフ ルレ ヌ  ル 

力； 老 則屠レ 之。 客の 曰 はく、 然ら ざる こと を不レ 得の ことわり なり C 牛す でに 老丧し 

て 用 ひがたければ、 是れを 屠りて うると き は、 其の あた ひ を 得て 別の 牛 を 買 ふこと を 

成せり、 不」 然ば 無用の 牛 を 養 ひ 置きて 耕す に 便り あるべからざる 也。 程 子の 曰 はく、 

汝が言 は 利 を はかる こと を 云 ひて 義を 不,. ^"也。 政 をす るの 本と せん 處は、 おに 行 を 

正しから しむる より 犬なる は あらず、 民俗 をよ く するとき は、 衣食 不ぃ 足と 云 ふこと 

あらざる 也と 答へ けりと 也。 案ずる に、 格 物の 道詳 ならざる とき は、 事物の 問に おい 

て、 理 はありながら なりに くきこと ある 也。 牛馬 は 未だ 遠し、 先づ 人倫 を 以て 一： ム ふに- 

微官 薄祿の 輩、 久しく 相つ かふ 處の 下人、 或は 老衰し 或は 疾病 をう くるの 時、 久しく 

力役せ しめてければ、 是れを 養うて 身 を 終らし めんと する に は、 其の 餘分 なき ゆ ゑに 

育む ことなり にくし。 養 は ざらん に は、 義 において 心よ からざる 處 あり、 一人 二人 は 

さも ありぬべし、 其の 主人の 不幸に して 下人 老衰 疾病の 輩お ほく、 祿に餘 分 あら ざら 

んは、 何と 思 ふと も 養育いた しがた かるべし。 叉 所の 風俗 宜しく 人々 義を 知りて、 こ 

れを養 ふ を 道な りと しると い へ ども、 貧しく して 難, 叶 こと 多き は 世の なら ひなり。 


然れば ここにお いて 格 物 せん 事い かんと なれば、 此の 下人の 一類 を 尋ね、 其の 養に 便 

(易) 

り あらん を 計り て 是れを 養 はしむ るか、 又は 老衰して もっとめ 安く 似合の 奉公 を考へ 

て是れ をつ とめし むる か、 乂は 小し の 利を與 へて 商賈 をな さしむ るか、 田 畠に 事 あら 

しめん ことの 便 ある こと を 求めて、 其の 養 を 全から しむべき 也。 疾病の もの は 看病 を 

詳 にして、 而 して 後に 相應 のっとめ あらん こと を 求めし むべき なり。 如, 此の 事を糾 

明す といへ ども、 何方に 便り ある 處も あら ざらん をば、 不, 得, 已の 間、 我が 貪 を わか 

つても 養 ふを義 とすべし。 此の 糾明 不， 詳して は、 養 ふ も不， 養 も 共に 道に 不 X 當也。 

(食) 

牛馬の 力 を はみながら、 老衰して は 是れ又 相應の 求む る 人に 與ふ るか、 叉 は 山野に は 

す ラさラ  ラ 

なって 芻 草の 養 をな すべし。 此の 養の 便り あらん 處 をば 不, 計して、 小民餘 分な き屋 

に 老衰の 牛馬 を 置きて 無用の 養 を なすこと を義 也と 云 はんこと は、 道に あらざる 也。 

况 ゃ先づ 人の 養 を 全くして、 牛馬に 澤を 蒙らし むべき なり。 力 を はみ て あと をす てん 

こと は 甚だ 無道なる ことと いへ ども、 致 レ知詳 なら ざれば、 これ を 養 ふに よって 可レも 

可レ備 ことのなら ざらん は、 是れ 大義 を かく 處ぁ りぬべし。 天下 國 家の 治 法 は 唯 だ 格 

致の 間にあるの みなれば、 事々 において 風俗 を 改め 其の 品 を 究理して、 本源に かへ る 
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ごとく 心得 ありた きこと 也。 

二 0 I 人の 譽喜を 求むべからず 

師曰 はく、 世間に 譽 めら れんこと を 求め、 萬 民の 悅ぶ 如く 致さん と 志す とき は、 事 

たき 處に 事を設 くるが ゆ ゑに、 却って 人の 勞役 する 事 t.^ しきもの 也。 然れ ばと て、 な 

り 次第に 打 まかせて 置く こと も、 誠の 道に あらざる 也。 聖學の 淵源 を 以て 云 はば、 .H- 

レ爲 政なる ゆ ゑに なし、 可レ 立の 法なる ゆ ゑに 立て、 是れ がた めに 其の あてて する 處な 

く、 其のた ぐ ひを不 X 求、 是れ： 大地と ともに 始まりて 天地と ともに 終る ゆ ゑんに して、 

更に 私智妄 作す る 事 無, 之。 うちまかす るに 世 こそ 治まれと 云へ る 句に、 よき 事 をな 

さんと する や あしくな ると 云 ふ 句 を 付けたり と 語れる 人の あり。 何 心の なく 云 へ らん 

詞 なれ ども、 詳に格 致せば、 尤も ことわり あるに 似たり。 但し 打 まかす ると 云 ふ 言、 

人の 所, 惑 也。 本と する ゆ ゑん あらず して 人情に まかせば、 甚だ 大簡 にして 其の 理不 

レ盡處 多くして 放^に 至るべし。 义能 きこと をな さんと 云 ふ 言 も 心得 あるべし。 人に 

よくい はれ 末に 利 あらん こと をな さんと ならば、 是れ伯 術に して 王者の 大義に あら ざ 


る 也り ゆ ゑに 却って 波立ち 風 起り て煩勞 する に 至りぬべし。 天下の 政道 は 天地の 正義 

に まかせて、 あて を まつこと あるべからざる との 心 を 以て 見ば、 此の 連歌の 句 さもと 

覺 えつべき 也。 


< 一) 何れも 

陸 前、 石卷ょ 

り 西方 諸 郡に 

(二) 正しく 

は 三 紫と 港 E く" 

馬具に して、 

おも v~ い • む 

なかい • しり 


二 0 二 兵 民の 說 

師曰 はく、 奥州 葛 西 • 大崎邊 の 民間に は、 所々 に 的 山 をき づき 馬場 を かまへ、 百姓 

(二) 

さんがい 

の 家に さび やり を 置き、 はげた る 鞍に 繩の 三界 をむ すび、 草 かり 刀 を 用意： > たし 置き 

て、 耕作の 暇 ある 時分 は、 馬 をせ め、 やぶさめ を 射、 鹿 を 打ち、 IB- を 追うて、 是れを 

業と する が ゆ ゑに、 弓鐵 砲の 射 樣打樣 も、 其の わき まへ は あら ざれ ども 能く 中つ る こ 

と を 得、 あら 馬く せ 馬に も不レ 落して 乘る こと をな すと 云へ り。 關東は 人の 質 剛强に 

して、 つねに 鬪靜を このみ、 惡逆 殺害 を このみ、 土地 廣く 山野 大 にして 人馬 尤も 多き 

を 以て、 百姓 民間に も武を つとむる が 如く なれば、 古の 兵 民と 云へ るに も 近 かりぬ ベ 

(難) 

し。 ここに 案ずる に、 國々 の 太守. 地頭の 思 入に よって、 兵 民と なるべき ことの かた 

きに は あら ざらん 也。 只だ敎 導す る こと を不 詳を 以て、 兵と 民と 相 別る るに いたれ 
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る 也。 人君 古例 を はかって、 民 を 以て 兵と する の 志 あらば、 古に 不ぃ 及と も、 又 一 國 

の民强 くして、 これ を 用 ふるに 足るべき 也。 但し 民間に 兵 を 習 ふ 事、 其の 制 不レ詳 と 

しかしながら 

き は 却って 剛盜の 利と なり、 一校 を 起し 所の 害 をな 十に 至る 也。 是れ 併 敎導 のよ 

る 所と 可 一一 心得 一也。  - 

二  0 三 放 應狩獵 土木の 功 皆武を 講ずる を 以てす 

師曰 はく、 山 麼了鹿 狩. 川 狩. 普請. 各.^ 是れを 以て、 平生 人 をつ かひ， 手 分 • 手 

配の 作 略 をいた し、 頭 奉行の ふりま はし を考へ 知り、 人々 に 物の すべ を 致しなら はし 

むる の 手段と する 也」 然るに 瞻 狩. 鹿 狩 は鳥獸 のえ もの 多 からん 事 を はかり、 普請 は 

物の 不レ 入金 銀の つ ひえな きを 第一と 校 量 十る 時 は、 何 事 も 唯 だは かやりに 致して 平 

生の ならしと 致す ことなき を 以て、 人々 皆 利に はしり て 事 を 致しなら ふ 事 あらざる 也 

(一) 國守、 大權 現の 仰せ 事 ありと て 或 人の いへ る は、 國守 大名に 普請 を 宛てて、 狎" 土居ぽ をな 

函. 樣 使用  (g) 

す  さしめ、 作 事 方の 手傳 をいた さしむ る は * 公儀の 金銀 をい とって 彼等に 費えし むる と 

云 ふに は あらず、 大名 國主は 能く 勇士 輕卒 常に はし 置き、 頭 奉行に 才覺 いみ じき 者 


を 抱へ 持ちて、 平生 武備 軍用 をね らしお ける なれば、 其の 作 略 を考へ はからん がた め 

也。 又 事に なれざる 太守 若輩の 守護に は、 是れを 致しなら はさし めて、 其の 作法 を も 

見聞せ しめんとの 事 を 以て、 古來 より^ 普請と； h 、つて、 武士の 必ず つとむる わざとす 

、二  J 

r; ぺ) し 3 儲な る 也。 然るに 金銀に 心 を 入れ 自分の つ ひえ を はかって、 人足 は 日用 を 用 ひ 才覺は 町人 

に 頼み、 自分の 國民を やめ 奉行の 計略 を不， 令， 爲の類 は、 是れ武 の 道の 普請と 云へ る 

にあらず、 丁 2 町人の わざ 也。 上に 金銀 をいた はりて 是れを 大名に 宛 行 ふとい はぬ 斗 

りに 事 をな す は、 悉皆 上下の 思 入た が ふ 事 也。 其の上 國主 大名 軍用の 外に 金銀の た 

3 德永壽 く はへ は、 身 を 失 ひ國を 亡ぼす の 基たり。 何 ほど 財寶を 費しても、 家中の 作法 を ねら 

昌、 初め 秀吉  ， . , 

は 1』 印 a^」 し、 下々 迄 事に なれて 其の わざ をし らんこと は、 人君た らん 人の 願って 可， 致 こと 也。 

り 式部 卿と Si  (SD 

す、 H3 ひ 死 然る を 其の 本に くらき を 以て、 大 なる 普請 を 致しても、 家中 を も ねらず 金銀 もつ ひえ 

後. <ネ 行の 使者  ふたつ , シ 力-, 

M^^,^^ て兩 ながら 不レ宜 は、 是れ 大損に あらず や。 すべて 利 を 欲して 道 をつ とめざる 心よ 

威のへ S を 奉じ りい はば、 廳野も 鹿 狩 • 川 狩 も 町人に いひ 付けて、 そのえ ものの 多 からん 如くつ もら 

こ W 國諸將 を  、りょう 

^^MM せ， 入用の 少なき 如く 考 へしめ て、 町人に 鳥 とらせ 鹿うた せて 是れを 得ん は、 遙に金 

はり 六 萬 石.^  (三) 

食む .  銀の 費 あるべからざる なりと 釣 命 ありに きと 也。 後に 德永 入道が 高 須の城 を 力 は 人 せら 

君 道 十二 治談  1： 八 三 


山 鹿 語類 卷第 十二  §: 八 四 

れて ける は、 御 普請の 場 を 町人に うけさせて 致せし 罪科 を 匕：： と 仰せ 立てられ しも、 此 

の ム：： 命の 遣れる ゆ ゑに やと 語れる 人 あり。 

二 0 四 大地の 變を 長る 

師曰 はく、 古来より 天地の 變ぉ ほく、 客 星 出現し、 雲氣 犬に あら はれ、 水 早 時を不 

レ 得、 風 雷 節 を こえ、 火災 民 を 苦しめ、 地震 家 を やぶり 人 を そこな ふ 事、 度々 のこと 

にて、 或は 國主 人君の ためにた たりと なり、 或は 變災 あっても 世 靜謐に 場し、 或は 人 

君聖 明の 德 ありと いへ ども 變災 ここに 不レ 止の ためし あり。 ここ を 以て 案ずる に、 變 

災は 大地の 陰陽 過不及す る 所 あ つ て 其の 變を顯 はす なれば、 人 問 世の 古 凶に かか はる 

：、 へから ざれ ども、 人君 は 天地 を 以て 父母と する の ゅスん なれば、 父母に 變災 ある こと を 

子と して 安佚すべき 道に あら ざれば、 身 を 戒め 情欲 をぷ りつつ しみつと めて、 變災を 

< 一) 一 i& に 除す る を 以て 志と すべき 也。 或 人 tei: 參に 此の 事 を たづね ければ、 土用 八專 はつねに あ 

惺窩の 訛なら 

駐.^ 藤 りと いへ ども、 無病なる ものに はさ さはり なく、 病 者に は 土用 八專 ともに あたりて 病 

苦 をな すと 同じ こと 也と 答へ ぬと 也。 人君 政に おこたり、 til 樂を 以て 事と せんに は、 


二  o 五 地に り 兵 民 を設く 

師曰 はく、 國 中に 山林 多く 土地 ひろくして 鳥獸 あつまらん 土地に て は、 太守 必ず 鷹. 

狩 を 好んで、 鳥の あらくな らんこと を 嫌 ひ、 民間に 鐵砲 を不， 置、 これ を 禁ずる こと 

^しく、 鳥 をと るに も 皆 あみ を 以てし、 わな を 以て 十る 事、 世 多くし かり。 鳥獸 をう 

るの 利は少 にして、 民 弓鐵炮 になれ て 能く 鳥獸 をう ち 射お とす は 其の 用 尤も 大也。 こ 

こ を 以て 案ずれば、 同じく 鳥 をと る こと を ゆるす にも、 其の 始終 を はかって 國 のた 

め 家の ため を 利 十る は 人君の 利 也。 えもの を 貪って 佚樂を 寧と 十る は、 其の 利 ゎづか 

君 道 十二  ^^K. 


天地の 變災 其の 世に あたり なんこと、 土用 八 專の病 者に あたる にこと なる ベ からざる- 

也。 堯の 時の 洪水、 の 世の n: トは、 末世に ためしな き變災 なりと 云へ ども、 其の 治世 

に 害 あらざる 事 は、 無病の ものの 土用 八專 にあ ふに 同じ。 ！K 地 は 至大 至 正 至 公に して、 

人の 吉凶 を 俄にた だす 事 あら ざれ ども、 同氣相 求む るの ゆ スん ん なれば、 善を盡 すの 極 

0- 一 

ならぶ まれる は、 上 大に對 越し 上帝に 配すべき 也。 惡 をいた すの き はまれる は、 つ ひに 變災 

ここに あつまって、 不祥の 氣相 類す ベければ、 人君 尤も 可， 歐の儀 也。 
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のこと にして、 匹夫 も 志 あらん 葦 は恥レ 之。 一事 一物 をく はしく 究理せ しめて、 國民 

のなら はし、 自ら 民兵た らんこと を 以て 十べ し。 されば 山中に 獵師 多き 所に は、 在々 

まで 弓 鐵炮を 用意して 所持し、 形 儀 作法 こそよ からね ども、 生物 を 打つ にあた る こと 

は、 足輕の 役人 もなる ベから ざる 類 多し。 これに 因りて 山中 獵師を あつめ、 鄕足輕 と 

號 して、 軍用の 利と 十る 太守 も 多し。 是れ は獵師 までの こと 也。 すべ て 民 •rn 姓に 同じ 

わざ を 致さし むる とも、 彼れ が 兌 聞覺 知の 自然によ き 事になる る 如く 仕る ベ きと 一 ：4 へ 

る こと 也。 何し 糾明 十る 處 不二 分明 一とき は、 或は 盗賊の 便， りと し、 或は 惡黨 のた 十け 

とする こと ある なれば、 詳に 究理すべき こと 也。 II 一 

二 0 六 其の 罪に 丙り 其の 事物 を糾十 

i 一十) fJSf  師曰 はく、 小山 田 高 家が 靑麥 を莉 りて 禁制 を 犯したり し 時、 新田 義 A 彼れ が 家を點 

撿 せしめければ、 馬 物 具 は さわやか にして 米 一粒 もなかり ける ゆ ゑに、 勇士の 娥は將 

の 恥 也と 自ら 省みて、 高 家が 科を赦 し、 田の 主に 小袖 沙金を 送れり と 云へ る 事、 人君 

の 糾明して 心 を 可レ付 こと 也。 太 開 秀吉卿 治世の 時、 、江 州の 代官 某 甲と 云へ る官 人、 


(二) (負 

「に wi?, ど 過分の 引お ひ を 致して 年々 の 算用 相 滞りて、 旣に 罪科に 處 せられぬ ベ かりけ るに、 秀 

こと 吉卿 つくん \と 思案あって、 彼の ものよ もい たづら に 引 負 をな して 罪に 陷る こと は あ 

るべ からず、 定めて ゆ ゑんの あるべ ければ とて、 撿使 をつ か はして、 彼れ が 江 州の 居 

住の 體、 京都の 旅 宅を詳 に點撿 せしめければ、 居 宅に 美 をつ くせる 所な く、 佚 遊の か 

まへ なく、 一向 武具 用具 を こしら へ、 これに 公儀の 用 物た ると 云 ふしる し紋を 付けて、 

たと へ 不意に 秀吉卿 江 州へ 事 あらせ 玉 ふと も、 武具 用具に 事の かけ 玉 はんこと なきが 

ひつ 

ごとくに 計らへ り。 而 して 地下の 引 こみた る 侍 豪傑の もの をな づけ 置き、 常に 武備の 

思 入 を 深く して、 聊か 外に 玩器游 宴の かまへ なし。 彼の 代官 其の 身の 祿 至って 少 くし 

て、 其の 支配す る 所 茶だ大 なれば、 下 代 下司 を 多く 持ち、 家人 を數多 もた ざれば、 事 

叶 ふべ からざる 體に究 まれり。 ここにお いて 秀吉大 に恥ぢ て、 彼の 代官 を 招き、 此の 

比 不審 を 蒙ら せし ことの あやまり なること を 述べて、 已 前の 引 負 を こ とん \ く 免許せ 

しめ、 其の 祿を 大に增 して、 其の 志 其の 仕様 を 賞美せられ ぬと 云へ る 物語 あり。 すべ 

おきて  ちゃう じ 

て 天下の 法令 を 校て、 禁制 停止の 旨 を 出す 事、 能く 人情 を 計りて 其の 理 をき はめ、 而 

して 後に 是れ が嚴 法を設 くべき 也。 法 を 侵す 輩 あらば 猶ほ 糾明 を詳 にして、 日 を經て 
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決斷 をい となむ ベ し。 さしかかりて 心の ままに 制せら れんこと は、 後の あやまり 可レ有 

也。 叉秀吉 卿、 或 時 奥へ 御臺所 口より 入り 玉 ふ、 俄の ことにて ければ、 下部の 男 驚き 

て遁れ かくる ベ き 道の なかり ける にや、 奥へ かけ 込みて 女中の 居所に かくれん と 十。 

秀吉卿 犬に 怒り 玉うて、 石 田 三 成に 命じて 生害す べきの 旨 あり。 三成詳 にせん さく 致 

十 所、 下部の 男に 科な く、 無二 餘儀 1 に究 まり ぬれば、 ひそかに 其 の^を 赦 して、 生害 

お ままん ど- -ろ 

せし に 究め 置きぬ。 かかる 內に 大政 所 この 由き き 傅へ 玉 ひて、 此の 下部の 咎心 ある こ 

とに あらざる 間、 生害 を ゆるし 玉 はんこと を 太閤へ 命ぜられければ、 公 これによ つて 

彼の 男 を 可, 許の 由 仰せ ごと ありければ、 三 成旣に 生害 を 遂げ を はんぬ と 答へ ける。 

1K 下の 人君 一 たび 厳命あって、 重ねて 女の 口 入 を 以て 赦免 あらん は實理 にあら ざると、. 

獨 りごと いへ りと 也。 太閤の 命ぜら るる 所 糾明 正しから ざる を 以て、 重ねて 料簡し 玉 

うて、 たが ふこと あるが ゆ ゑに、 嚴 命違變 する に 至る。 是れ當 分の 心の ままに 行 ふよ 

り 起る 也。  - 

二 0 七 賄赂行 はれざる とき は 己れ が 行 を 伐る 


師 嘗て ni はく、 官 人 役人に 贿赂の ある をき らふ は、 下情の 塞がらん こと を 思 へれば 

なり。 然れ ば贿赂 多く 行 はるる 時 は、 下情つ まびら かに 上に 不， 通の ゆ ゑ 也と 可， 知 也。. 

ぢさ 

ここ を 以て 案ずる に、 人君 直に 萬 機の 政に のぞみ、 其の 視聽を 明に し 見聞 を詳 にす 

る こと あらんに は、 賄赂行 はるべからざる 也。 人君 政 をよ くす るの 誠 あらず して、 見 

聞 を 明に する 事な く、 而 して 下の 賄赂に ふけらん こと を 禁ぜば、 贿 赂不， 被レ I, 仏と 云へ 

ども、 奉行の 私 は 不，， tH-, 止 也。 其の ゆ ゑん は、 人 各. - 情欲 あるが ゆ ゑに、 一 目 H 儿る人 

にも 好惡 あり、 一 言き く- e にも 其の 言に 溺 るる あり、 これ 自然の 情欲 也。 これ をた だ 

チセ  テセ ヌ  とりおこな 

すに 道 を不， 以、 これ を 明に する に不 ス以) レ義、 その 情欲に 順って 事 を 執行 ふが ゆ ゑ、 

二) 前ャ： 九 ことん、 く 私 也。 而 して 糾明す るに 官反內 貨來の 弊 もな く、 音物 賄胳 によるの 形 もな 

し。 しからば 私 は あるべからざる 事に して、 其の 決斷 する あと を兒れ ば、 皆私智 iif^ 作 

にして ことん \ く 意見 を 立つ。 ここ を 以て 云へば、 賄赂 をと る 者 はこれ にはぢ て、 レ 

ばらく 其の 事 を 究理 もいた しつべし。 賄赂 を不， 受輩 は、 我れ に 音物に ふける 邪欲な 

ければ、 h よりのた だし も不レ 可， 有、 唯 だ 我 見の ままに 事 を 決せん と 云 ふ 意 ：13- あり、 

これ 却つ て贿赂 をう くる 輩より 其の あやまり ある ゆ ゑん 也。 すべて 人君の 視 聽不レ 及、 
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h- て險に 在ら 

す」 といへ る 

も 指す 


.W 鹿 語 教卷第 十二  四 九 〇 

思慮 間斷 する 處 あれば、 邪氣 乘レ虚 じて 入る こと やすし。 -大 下の 政事 は 天下の 心を以 

て 本と すれば、 何事 も 彼れ が 方より 自然に やむ こと は、 末々 まで： 止 法 也。 押して やめ 

しめんと するとき は、 法に おそれ 刑に ぉぢて ー闩： 其の 事 を かく 十と 云へ ども、 つ ひに 

は 出現 せんこと 不， 可, 疑 也。 たと へば 出現せ ざると 云へ ども、 本のた だしきと 云 ふに 

は あらざる なり。 されば 賄赂 をう くるもう けざる も、 唯 だ 五十 歩；， C 歩の たが ひに して、 

是れ によつ て 道お こな はれ 私 やむ と 云 ふべ き 所 あらざる 也。 人君 自ら 勞 して 下情 を 察 

する の誡深 からん に は、 賄賂 を 用 ひよ と 云 ふと も、 用 ひて ハ：^ なき 處を しる ゆ ゑに、 き 

赂 自ら やむ ベ き 也。 

二  o< 時せ： を詳 にせず 

師曰 はく、 宋の范 仲淹、 崇政 殿に おいて 仁 宗に對 へ 奉りけ る、 其の 條數 の內 に、 京 

師の 城郭 を修 せられて 險を 設け 玉 はんこと を 奏しければ、 時の 諫 議の 官余靖 申して 曰 

はく、 昔^の 文侯恃 レ險、 吳起 以爲， 失 ， 詞、 ねが はく は 陛下 此の 策 をす てて、 別に 遠 

圖の術 を 議し玉 へ. と 申して、 この こと をと どめけ ると 也。 今 案ずる に、 大 下の 政道 法 


令、 時代に 相應 して 今日の 日用 あるべき こと 也。 しばらく 學を なし 道に 志 あるの 輩 は、 

しきりに 上代の 格 を 以て 當時 を議 せんとす るが ゆ ゑに、 理高 くして 企て 及ぶ ベ からず- 

後に 其のつ ひえと なる 事 多し。 德を修 して 險を 不， 恃は、 本に よって 云 ふ 所な り。 本 

末と もに 兼ねて 云 へ ば、 德を修 し險を 要して 內外 ともに 全 かるべ き なれば、 一 向に 本 

にか かって 論じて 末を棄 つる は、 君子の 道に あらざる 也。 或 人の 云へ る は、 今 天下 已 

に 承 平に 及ぶ こと 數十 年に 及び、 國 郡の 守護 地頭 先方の 大名 も 或は 二 代 三代に 及び、 

或は 絕 えんと する をつ がしめ、 廢 れんと する を 與し玉 ふなれば、 公儀の 恩 を 深 重に 不 

レ 蒙の 輩 あら ざれば、 新參 重代のへ だても ありて なきに 同じ。 然れば 大名の 妻子 人質 

と號 して 都 城に 衆會 し、 人臣 各.' 子弟 を 質に 奉りて 證人 とす、 此の 費 甚だ 多し。 此れ 

等の 事 を も 免許に 及び 玉 はば、 彌.' 君臣 その 恩顧 を かしこく 存じて、 質に 不， 及 義を守 

るに 至るべき こと 也。 唯 だ 公儀 は 道德に ひたし そむ 所まで を 本と し 玉うて、 如, 此小 

の 事に 人 を 苦しめ 玉 はんこと は 政の 大要に あらず。 其の上 承 平 久しく、 人質 往來も 形 

斗り あれば、 逆心 不 道の 大名 何者 を 以て 人質 也と 號し 置く とても、 事 至大 なれば 一 々 

に 糾明し がた ければ、 有りても なきに 同じ。 とても 仁徳の あまねく 及びなん 政道に は、 

君 道 十二 治談  四 九 一 


山 鹿 lis 頻卷第 十二  四 九 二 

上下と もに ゆるやかに なること こそ 聖 明の 德 政と：： ム ふべ けれ e 且つ^ 臣の 人質、 主す 

でに 惡心 あらんに 臣柯ぞ 不二 同心 一 や。 然れ ば是れ 君臣の 間に 不義 を敎 ふるに 似たり. - 

^し 其の ゆ ゑん あるべき にやと 問 ふ。 師曰 はく、 天下の 政道 は 下と して 難 レ景- ことな 

れば、 分 を 超えて 論ぜん こと は 鳴 呼が ましき こと 也と いへ ども、 學 のために これ を議 

せんとな らば、 是 れ叉以 ニ大德 一議， 事、 以ニ 聖人 1 謀， 世 也。 今時 大 下-お 久に、 治敎 上に 

さかんにして 風俗 下にた だしき を 以て 云へば、 人質の 有無、 險同 のまう け、 沙汰に 及 

. ぶべき ことなし といへ ども、 德世を かさねず、 君 つづいて 聖明 にお はします こと あり 

がた きもの 也。 德不， 及聖 明不， 正と 云へ ども、 形勢 不レ 得， 已が 如く なれば， 阈 に亂臣 

なく、 逆徒 內 を：^ ふ こと 不， 化：^ もの 也" されば 古の 武將、 代々 各. -賢 君に あら ざれ ども. 

亂逆 おこる ことなくして 累代に 及ぶ こと は、 形勢の しからし むれば 也。 然れば 質 を ゆ 

だね て 二心な きこと を 示す は 古の 道 なれば、 末が 末まで も 質 を 奉じて 身 を ゆだね、 君 

に對 して 誠を盡 さん こと、 是れ 忠臣の 禮也。 たと へ 人質の 糾明 不， 正 して、 何者 を 質 

と號 して 奉り 置く ことの しれ ざらん とも、 其の 禮の こる とき は 其の 法 行 ふに や 寸く、 

古に か へ り やすき もの 也。 古來 よりあり 来れる 制 法 を 俄に 改めて ゆるやかに せんこと 


は、 是れ譽 を 求め 人の 悅を つくさし めんとの 計 なれば、 義に 當れる 行に あらず。 而 

して 後に 人質 を を さめ 其の 信 を 約 せん 政の なりが たくな らん は、 先代の 投を すてて 後 

代の ささ はりと なる、 是れ 善政に あらざる 也。 すべて 君子の 道 は、 一時の こころよき 

>  (在)  (曲尺) 

を不， 求して、 古今の 正義 を 貴ぶ に 有りぬべし。 今 大下大 に 治まる を かねに いたし、 

以て 末世に あてて 事 を不， 考は、 是れ 眼前の 謀計 也、 遠慮と 云 ひがたし。 陪臣の 人質 

の 事、 古來國 主家々 の 老臣 附^の 水 は、 各 .-犬 下に 禮お _ して 質 を 奉る、 是れ國 主の 政 

令 を 監察し、 非義 無道に して 民 苦 を不， 顧 を 戒め、 惡逆を 正すべき の爲 也。 故に 國守 

又は 邊 要の 地に 居す る 郡 主に も 此の 戏 あり。 周 の^代 も 猶ほ監 を 置きした めし 也。 ？ i 

や 質 は 彼れ が 誠 を 示す、 古の 取，； の 心 也、 必ずな くんば 不」. F レ有。 是れ 君臣の 禮そ 

の 實を示 十 也。 ^し 用捨 は その 時に よって あるべき 也。 

二 0 九 士を 得る を 以て 大要と 爲す 

師曰 はく、 大權現 仰せ ごと ありし は、 に全體 よき もまれ 也、 人 要よ ければ 世に立 

つべ し。 义全 體惡 しき もまれ 也、 大要 あしければ 身 不レ立 もの 也 U 犬 下の 入 君大下 を 
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シ /  鑽  シ 

政す る も 亦 如, 此、 いたらぬ 隙 もな く 正し からん は、 聖代に もまれ 也、 唯 だ 大要 を. 

レ饥と 台 命 ありし とかたる 人 あり。 竊に 案ずる に、 人の 世に立つ に、 大 曲尺 はづ るれ 

ば 立ちが たし。 ゆ ゑいかん となれば、 人々 皆 1K 地 自然の 誠 やむ こと を 不レ得 所 ありて、 

大 曲尺に ちが ふ もの をば 人 これ を ゆるさず。 況ゃ 人君の 政道 大 曲尺 をはづ して は 萬 民 

の歸 服すべき ゆ ゑん あらざる 也。 大學に 云 はく、 其の 所レ令 好む 所に 反すれば 民 不レ從 

と 云へ る はこの 心に や。 されば 人君の 大 曲尺と 云 ふべき 處は、 人 を 得る を 以て 本と し 

綱紀 を 立つ る を 以て 俗 を 正す にあ りぬべし。 人 を不， 得 賢才 を あげ ざれば、 c ら勞役 

して 下情 通じが たし。. 本朝 近代の 武將 中に も、 武の 器に 當れる 才臣ぉ ほき を 以て、 世 

を 平らげ 逆徒 を 退 ぞく、 是れ人 をうる が ゆ ゑ 也。 信 長 • 秀吉 各. '其の 人 を 得て 贼を平 

順す といへ ども、 治國の 要臣に 乏しく して、 綱紀 不 1 立、 風俗 塗. 炭に 落つ。 尤も 人君 

の 可 二 愼思ー こと 也。 

ニー  0 人 を 得る を 以て 譽と爲 す 

師曰 はく、 碰 生氏鄕 奥州 會津 を領 し、 其の 祿百萬 石に 滿 ちぬと いへ ども、 常に！： S に 


食た えて、 家人 等 順番して 氏 鄕を養 ふこと 多 かりきと いへ り。 國 郡の 守 は 人 を 持ち 賢 

を擧げ て搴を まかす る こと、 ありがたき 事 也。 其の 比 は 氏鄕に 斗り 不レ 限、 諸！： の大 

名 各.'；：^, 得, 士爲, 譽と 也。 氏 鄕佐久 間 兄弟 を 招きて 禮を 請けし 日、 佐久間 兄弟が 內 

一人， たたみに つま づ いて 禮貌 をみ だり ける を、 近習の 扈從 若輩の 者 人 しれず 笑へ る 

ありければ、 氏 鄕是れ を 見咎めて、 事 終りて 後に 笑へ る 者 を 招きて 犬に 戒めけ る は、 

：:^ 久間 兄弟 は 座敷の 立 廻り を 頼む 奉公 入に あらず、 人 を 思 ふに 己れ が 例 を 以てす、 是 

れ氏鄉 が 心 を不， 知 ゆ ゑな りと 戒めけ ると 也。 

二  I 一  主 僕の 居 は 相 遠 ざく 

或 人 * 師の 居所 下人の 居所 を 遠く 作れる こと を 尊ぬ。 師曰 はく、 人 必ず 屈伸 あり、 

屈伸す るに 節 を 失 ふとき は、 くたびれ まじき 時に つかる る もの 也、 且つ 下 をみ る こと 

賢人 聖人 を 以てすべからず。 故に 主として 臣の晝 夜と なくつ とめん こと を 求め、 作法 

の 正しく 守り 愼 まん こと をし きりに 求む る は、 君臣の 情 相 そむく の ゆ ゑん 也。 ことに 

下と して 上になる る こと あれば、 其の 法令 を輕ん じ、 まことの 時 恭敬の 心う 十し。 こ 
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こ を 以て、 予が 茅屋の 間、 膝を容 るるに たれる 所に も、 下 入の 居所 を 遠くして、 モの 

志 を ゆるやか にす、 而 して 敎 ふべき こと 戒 むべき こと をば 不， 4:5^ 糾明す。 ^し 彼の ^ 

居して 不善 をな さんに は、 遠き に 利 あるべ ければ、 不善 をな すべきの 節 を 計りて、 度 

度 あらため 糾明 十るな りと 答へ て、 命 二 門人 ー識 ， 之、 猶求ニ 後 之 格 知- 

ニー 二 政を爲 すに 德を 以てす 

A 首 y 爲 I 師曰 はく、 大權現 IS 河に 御座の 時、 論語の 內、 爲 レ政以 レ德、 譬 如 下 北辰 > 二 其 ノ處； 

而衆星 拱， - 之と 云へ る 心 を 題して、 文 を かくべき の 旨 仰せ ごと ありければ、 時の 五 

山 十 刹の 名 和尙等 各. - 文章 をつ くろって 獻 上す。 一 々講讀 まし/ \ てム ：！ 命 ありけ る 

は、 博學の 出家 和尙 など- :4 ひて、 德を かがやかし 世 を 輕んじ 聖賢の 趣向 を 云 ふなる 

も、 事に 對 して は 其の 心得 分明なら ざるに や、 但し 文章の 正宗 は 如レ此 ある ことか。 

< 言)  ん 一一 

只 だ 北辰の いひ 立て 故事 を かき、 我が 犬 下の 政道 を稱 美比與 いたせる までにして、 爲 

ヲ テス ルヌ  ル サレゾ 

レ政以 ，德と；^^ふの本意はたぇて不ご記レ之也。 譬と云ふ字を以て考 へ ば、 北 M の 沙汰 

、き  § 

衆 星の こと は、 力 力ざる とも 事 かけぬ るに あらざる 也。 政に 德と云 ふ もの を 貴ぶ こと- 


二 第, な ゥ 年寬^ 備ィ: V 開 江の の 心 《 つ 
M 十 野 じ 六 永 光 は し山戶 "/•  、  M じ 

经ニ按 十 十に りて e 金老 、一 、 

m 卷察缀 五 年 仕 .4  m 家 地 に m 色 ネ >m 
五 院 e  ふ ,7; 問 m 院 し 《 秀 は m 
七、、 、 ° （こに のて 寺 勝以、 


其の 威光 を 云 ひて 天 の 北^に 比しぬ る なれば、 此の 段の 要 文 は以, 德の 二字に き はま 

げ うき 

れる 事な り。 當 時世 繞季に 及んで、 學 これ 學に 非ず、 しきりに 故事 來歷を 事と し、 博 

文に して つづ まやか ならず、 一切 今日の 事に 暗し。 乍， 去古來 文章の 法 如， 此 なり やと、 

金 地 院に御 尋ね ありけ る。 諸 和 尙文を かける w、 各.^ 慚愧 して 返 出しぬ と- 前の 高 野 

山の 住僧 光宥 そのころ 末席に つ ら なり て 釣 命 をき き ぬと 語れり。 今 も 其の 時の 文章 

世に のこりて ある あり。 詩文 は 五山 十 刹の 僧徒 是れ を^んで 其の 才に ほこる と 云 へ ど 

も、 聰明 赛智の 君 世に出で て、 文字 を 不レ知 文章 を不, i と 云へ ども、 大 規範の 備 はり 

玉うて、 天下の 政道に 志淺 からざる の 御 心 を 以て 仰せ ごと あるが ゆ ゑに、 彼等が 作文 

著述 こ とん \ く {<H 談 になり て 實義を 失 ふに； ム.^ れり。 尤も 可， ^ こと 也。 

ニニ 一一  人君 顧 命 

y〕 き" の 師曰 はく、 人君 顧 命の 事、 周 書に 是れを 出せり。 凡そ 人の 今日 所, 爲の 言行、 こと 

ヘリ 叩の 篇 ん\  く 先 後の 教戒 たれば、 たと へ 臨 命 終の 時と 云へ ども、 別に 何事 を か 云 ひ 置き、 何 

J. に 

事 をか戒 とすべき や。 犬 地の 大德を 本と して、 至大； や： 正の 政道 世に 正しければ、 これ 
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に相應 する 人 を 明君 賢 將と云 ひ、 是れに 背く 人 を 暗君 愚 將と定 むべき なれば、 平生の 

云ふ處 行ふ處 なす 處戒 むる 處、 是れ 各.， > 遺命な り 遣 言 也。 但し 時に 取りて 不二 相應； 

い つ の 時分い つの 節に 此の 政道の あるべ き 此の 戒の あるべ きと 云 へ らんこと、 义は幼 

主の 輔佐、 叉 は 天下 草 業の 功あって 幾程な く 身 まかり 玉 はんに は、 顧 命の 說 なからん 

と 云 ふべき にも あらざる 也。 唯 だ 能く 人 を 撰んで 政 を まかせ、 ，1 君 を 輔佐せ しめ 玉 は 

んに は、 遣 命に 及ぶべからざる 也。 代々 の武將 各. '顧 命の 說 ありぬ。 中に も 太 閻秀吉 

卿， 嗣秀賴 幼若に して、 天下の 諸侯 是れに そむかん こと を 思うて、 重々 の 遣 命 をの こ 

し、 五老五 奉行の 衆に 數 通の 誓 書 を 命ぜられし 案文 世に のこれり。 こと-^ く 術 を ま 

うけ 利害 を 計る こと を 事と し 玉へ る を 以て、 德を 推し 仁 を 施す 所な く、 幾程な く 各.' 

その 命 を不レ 用に 至れり。 されば 平生 所 A 戒所， 敎 おろそか にして、 死後に 教戒 あらん 

こと を 云 へれば とて、 立つべき 處聊 もな し。 ここ を 以て 案ずる に、 なからん 跡の 敎戒 

は、 生前の なら はしに あるべし。 況ゃ 天下の 犬なる、 人情の變ぁらかじめ不，.^^計、 

義を 以て 正し 道 を 以て 立た ば、 萬 代已前 萬代已 後に おいても 不易の 遣 命 たるべし。 こ 

とに 利害 を 先んじて 致さば、 人 叉 利害 を 以てすべし、 唯 だ 平生 其の 風俗 を あつく し、 


人臣 を 選んで 政 を まかせん に は 不レ如 也。 平生 綱紀 をみ だり て 死後に 綱紀 を 正さん こ 

と は、 可， 有 ことに あらざる 也。 しかれ ども、 一期の 終りに して 人の 死す る 時、 其の 

言の 善なる ためしに て、 子孫 も 遣 誡と號 して 是れを 守る の 事と する なれば、 其の 結 要 

とすべき 所、 子孫の 戒め 守らん こと をば 遣 命 あらん こと も、 一 の敎 導た るべき 也。 武 

田信玄 は勝賴 勇に 過ぐ る を 戒めて 遣 言 をの こし、 毛 利 元 就 は 末期に、 第 を 子どもの 數 

ほど 取 あつめて、 一本 づっ 折りて みせて 其の 折れ やすき を 示し、 一つに あつめて 折る 

ことのな りに くきこと を戏 めて、 兄弟 同類のと もに 和し なん 事 を 遣 言す。 是れ 各，' 其 

の 要 を 示す の ゆ ゑな り。 

ニー 四 嗣子 を 敎戏す 

りそん々」 よく 

師曰 はく、 昔晉王 李克用 卒して、 子李存 2 助 あと を, ぎて 晉 王たり。 ここに 梁の 太祖 

兵 を ひ きゐて の 諮 州を圍 めり。 晉王諸 將と謀 をめ ぐらし ける は、 梁の 太祖 我が 父 先 

王 を はばかって、 我れ 今 新に 立つ をき いて あなどり 思 ふべ し。 我れ いまだ^ 弱に して 

カラ ル 

軍旅の 事を不 レ可レ 知と おも ひ、 必ず 梁 主お こたり 驕 りて 愼み戒 むる こと あるべからず- 
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これ 彼れ が i£ 氣を 打つ の處 なりと 謀りて、 精兵 を えらみ 道 を 倍して、 潞 州の 後责を 

とげければ、 . せ 王の はかりし ごとく、 梁 兵 犬に 怠りて 戒め ざり ければ、 つ ひに 梁の 軍 

敗れぬ。 梁の 太祖 これ をき いて 驚歎して 曰、 生い 子 當レ如 二 李^ 子； 、克 用爲 レ不レ 亡、 

至 ， 如 一一 吾兒 1 豚 犬 耳と いへ りと 也。 人君 子孫の 敎 戒を詳 にして、 我が身 終る と ：• ムへ ビ 

も あとに 心許なき 儀 あらざる 如く なれば、 常に 存す るに： ：！： じ。 子孫の 生 質 不レ. s、 敎 

戒不レ 詳して は、 こしかた 行末の 嫌疑 未だ 多くして 事 まかせ 難し。 しかれば 承 平 長久 

の 時代 は 世と ともに 推移って、 さまで 其の 器識 十分に あらず とも 事な りぬべし、 戰！： 

革 業の 始 において は、 互に 費 を 伺 ひ 其の 虚を 待つ の^ 節 なれば、 1： 家 を 安ん ずるの 器 

を 以て 其の 麵 位に あつる あり、 必ず 嫡子 嫡孫の 正統 をのみ 云 ふべ からず。 されば 草 業 

守 文に 付き、 世の 治亂を はかりて 時 { 且を詳 にせん ことなれば、 必ず 一片に 泥 著 十べ か 

ら ざる 也。 

ニー 五 子孫 は 保養に 丙る 

師曰 はく、 武將 子孫の 敎戒、 祸ほ 其の 時代に 順って 料簡 あるべき こと 也。 幼 主は輔 


佐の 善惡 によって 其の 生 質を變 化する のた めし も あり。 去る 比 野州奈 須の屋 形に や， 

幼 主の 間 常に 閎 門の 內に そだて、 深窓に かくして はぐくみ 立ちけ る ゆ ゑに、 終に 鬪、 れ I 

軍戰 のこと を も不， 知、 甲冑 武具の 體を も不, 見して、 母 公の 傍に のみ そ ひ 居け る。 父 

S  め？ VJ 

は 早く 身 まかりて ければ、 愛子の いと ほしみ ふかきに 任せて、 乳 女の はから ひまで な 

りけ る。 其の 比 四方に 戰 あって、 家の 老臣 は 是れを 作 略す るに 暇な かりければ、 輔佐 

の 道 をた だすべき こと もなくて、 明暮 弓矢 を 事と してけ る。 幼 主す でに 十 歳に あまれ 

ども、 翁 ほ 深窓に ひととなりて 外事に うとく、 敵の 來れ る戰の ありと い へ ば、 母 公 • 

5?- 女 此の 君 を 抱き かくしな どもて あっか ひければ、 いっとな く權れ をのの きて、 軍戰 

の 沙汰 あれば 人心ち もなくなる 斗り 也。 老臣 ども この 事 をき いて、 屋 形の 家 ここに 絕， 

えなん こと をな げき、 如何して よからん と 謀れ ども、 せんすべ のなかり ける。 かくて 

今年 は旣に 十六 歳に なれる といへ ども， 猶ほ怯 臆の 心 やまず、 敵の 来れる 戰の ありと 

一 K へば、 今まで 外に 游び 戯れぬ る も、 則ち 內. 室に かけ 入りて、 ^女に 取 付き 母 公に た 

よって、 遞れ かくる る こと をのみ 事と す。 ここに 奈須の 老臣に 大關の 何某と 云へ る は 

武略に 長 じ 智謀 ゆゆしき 者な りしが、 つく.^ と 思慮して ける は、 當屋形 早く 父 公に 
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^れ、 女の 中に 養育 せられて、 つ ひに 武義を 見聞 せられず、 老臣 等 日夜の 取合に いと 

まなく して、 敎戒 輔佐し 奉る ことの 道 を 失へば 也、 平生の 言行 を 勘 ふるに、 聊 たがへ 

る 所な し。 然れば 近日 敵の 來る 時分、 無二 是非 一推 出して、 様子 を 見お はせ 奉りて、 其 

の 上の ことに 致 十べ しとて、 重ねて 敵の 来る を 待つ。 折し も 大敵 むらがり 聚 まり て 

寄せ 来る 沙汰の ありければ、 兼て 手 立 を まう け、 屋形を 抱き 取りて、 先づ遠 所の 物 か 

げ よりみせ 申すべき に 究めて、 其の 日に 至りて 屋形 をす すめ 奉りければ、 色 を 失 ひ I 鹫 

を發 して、 只今 目に みえぬ 鬼神に つかまれぬべき 勢に ぉぢ おそれぬ る を、 しひて 連 出 

し 奉りて、 高 fa の 上に のぼせ、 矢 窓の 板 少し ひらいて みせ 奉る。 初めは 物 を かづき 目 

S 

をふさぎ て、 みま じきょし ののしり 玉 ふ を、 色々 にす かして 少しみ せければ、 能々 兒 

て、 ざまの 板 を 悉く ひらかせ- 敵の 猛勢を 詳に兑 て、 敵と は あの ことに や、 軍と は 彼. 

れと鬪 ふこと なるや、 是れ はかね てききし に替 りて、 事 やすき 儀 也、 今までの 思うた 

おろ 

る、 人の 語れる に は不レ 似、 これ 下せ、 出で て はから はん、 馬 引出せ * 乘 りて 下知せ 

んと、 忽ちに 怯 臆の 心さめ て、 其の 日より 戰 場に 臨んで 大敵 をな びかせ ける。 是れ全 

く 怯 臆に あらず して、 唯 だ 何となく おどしお それし めて、 女の 傍に 生じ 立ちけ る ゆ ゑ 


輔 にな 史仕 ゥ tt  二 昭っ禪 第へ 
く 遷 り 、へ じの 代 烈し 、二：: 

り、 郎、 人に M 字 IK- 

後 後 至 m 蜀な仕 帝 5§ は 、！ 3 
主格 令書漢 り へ ょ漢公 名ミ莠 
を 陽と 令に 直りの 嗣 はの 


也と 語れる 人 あり。 其の 實否 は不， 知 ども、 幼 主 を 輔佐せ しためし に は、 尤も この こ 

とわり ありぬべし。 本朝 は武國 にして、 武を 以て 戈 を やめ 亂を 平げ て、 世 を 長久に す 

る を專ら とす。 然るに 文に 長 じ學に 僻せ し 輩、 古 をした ひ 異朝の 例 を ひきて、 干戈^ 

戟 甲冑 弓馬 は是れ 治國の 器に あらず、 亂を まねく の 端 也、 かりにも 手に 取り 目に ふれ 

ベから ざると 云へ る 類 多し。 唯 だ 一 を 知りて 二 を 忘れ、 理を 高く して 職 を不， 知 也。 

.  二)  (二) 

昔 漢の後 帝 太子 を 立てた まへ る 時、 大 司農孟 光と 云へ る 臣下、 太子の 學 問の あり やう、 

(三) 

其の つとめ、 其の 志の 好みた ま へ る こと を 尋ねければ、 卻 正答へ ける は、 能く 書を讀 

み學 をつ とめ、 孝行の 志 ふかく、 物 ごと をつつ しみう やくしくて、 仁慈の 心 ふかく、 

古の 世子の 風の まし/ ヽ ぬと 告げければ、 孟 光が 曰 はく、 是れは 今時 家々 の 小童 もい 

たす ことにして、 ものよ みは 學者 のこと 也、 天下の 政 を 作 略 あらん その 器 はいかが と 

重ねて 問 ひければ、 郤正巾 さく、 太子の 道 は 政道 智謀 を 心に かけ 玉 ふべ からず、 唯 だ 

篤實謹 厚なる にあ りぬべし、 その 胸中の 權略は あらかじめ 知るべからず と 答 ふ。 孟光 

( 

が 曰 はく、 今 天下 未， 定ば、 器量 智謀の つとめ こそ さし 當れる 急務と 云 ふべ けれ。 書 

をよ み 博學多 聞に して 文才に 畳な らんこと は、 彼の 學士儒 業の 輩が 記誦 文章 を 以て 爵 
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祿 を 求む る ゆ ゑんな り。 太子の 敎戒は 左右の 近 liil にある ベければ、 深く 心 をつ けべ し 

と 戒めたり といへ り。 必ず 文才 をき らふべき に は あら ざれ ども、 武將 のな り 立に つと 

め 得ず して、 儒 業の 學士を まなび 似せん こと を 戒めたり とみえたり。 幼 主の 輔佐たら 

ん 輩に、 如レ 此の 心得 をし らしめ つべき 儀 也。 

ニー 六 敎戒に 節 あり 

師曰 はく、 諸侯 大名の 子、 十 歳の 內 外まで は 生 質す ぐれ 金言 を 云 ふと 沙汰 ある も、 

生長の 後に 至りて は、 已 前の 言行の 半に も 至らざる のみ 也。 すべて 人 幼若の 間 は 生 質 

{1 しく、 後に 至りて 氣質變 ずる もの、 大體相 定まれる こと 也。 案ずる に、 幼 t 右の は 

情欲う すくして、 天質 未だ 物に 汚染す る ことなし、 其の上 輔佐 左右 仕りつべき 近臣 を 

えらみ、 你保 たるべき 嚴臣を 置きて、 其の 機 を 戒めた ださし め、 幼主乂 これ を？ S 人れ 

て、 傅 保の 臣を 恐る るが ゆ ゑ 也。 旣に物 ごこち 覺 えて 世情 心 深くなる に 及んで は、 情 

欲 甚だ 盛に して、 幼 主に 威つ き 勢 ある を 以て、 傅 保の 臣 却ってお それて、 其の 非 をた 

だす ことなりが たく、 奸：； ^の臣 折 をえ て 人君の 非 を 向へ惡 をす すむ。 人君 又 世 淸の知 


十す みて 奸 ii^ の 術 を まう く。 ここにお いて 已 前の 生 質 悉く 變 じて、 人の 諫を うけず 心 

の 欲する に從 ふ。 是れ 時に よって 變 化する の ゆ ゑん 也。 たと へば 惡を なさざる 質 あり 

と 云へ ども、 其の 質 懦弱に して 人に まかせ、 又 世情 を不， 知が ゆ ゑに、 才知 を 失って 

人臣に まかす るに 至る 類、 古に 其のた めし 多し。 ここ を 以て 案ずる に、 幼 主 を 輔佐せ 

しむべき 臣下と、 壯 年に 及びなん 時に：^ 候 近 I "せし むべき 臣下と、 其の 差刖 あるべき 

こと 也。 幼若 壯 盛の 時 を はからず して、 一 偏に 人 を 近 In せしめて は、 人臣の 用捨 時 を 

失 ふべ し。 教戒 は 同じ ことなりと 云へ ども、 其の 節を考 へて 其の 德を 明に せし むる こ 

と あらず して は、 まことの 道に あらず。 春の 溫暖は いつまでも ありぬ ベ けれども、 九 

十日 を かぎりて j 皮に 至り、 秋の ひややかに すずしき は 常住に このまし けれども、 節 を 

定めて 冬に K ヒる。 何事に も 節 を はなる る こと はなき ことなれば、 唯 だ 一 筋に 思 ひこめ 

て は、 よき こと もた がふ もの 也。 されば 秋の 霜の 舂の 若葉に ふりなん に は、 霜の 物 を 

みのらし むべき わざ もなくなる に 同じ。 人君と して 嗣子の 教戒に 怠り ありなん こと は、 

國 家の 根本 を むしばま しむる に不, 異。 我が身 は 幾 ほどなく 世 を 早くす とも、 子孫の 

なり 立 宜しくして 械 梁の 器たり なん は、 常住 天眼 そな はって、 我が 生前に ことなる ベ 
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からざる 也。 

ニー 七 武義は 威 を 以て 重し と爲す  . 

(一)  (二〕  (1ーー)  せ， r だんち f 

師曰 はく、 文明の 比、 公方 常 德院の 所望に よって、 後 成 恩 寺の 攝政， 键談治 要 一冊 

をえ らばれ ける。 その 內に、 人の 威勢 は善惡 にわ たるべし、 道理 を しれる 人 は 恥ぢて 

S 

誡に歸 伏す る こと あり、 叉 無理 非道の 人に は とがめられ じと て 心ならず 憚る こと あり、 

は-一  (K) 

三尺の 劍は莒 の 中 を 出で ざれ ども 人是れ をお それ， 雷-^；！！の こ ゑ は百虽 の 外にき こ え 

て 魂 を 消す がごと し。 叉 猛虎 は 深山に 有る 時 は 百の をのの きふる ふ、 麒麟 は 角の 上 

に 肉 有りて たけから ずと {ー且 へり。 此の ゆ ゑに、 武の道 は 威勢 ある を 以て 其の 德 とす。 

其の 威勢と 云 ふ は、 近き より 遠き に 及ぼし、 小事より 大事 も 成就す。 近 きをゆる がせ 

に すれば、 遠き 人聞き 傅へ おそる る 心なし、 少事を さしおか るれば、 大儀 彌.' 成る 事 

かたし。 法令 定 むる 所、 理 にあたり て 行 はるる こと を 施行せ ざる は、 違 勅の 人と デ、 ひ 

て、 一 投可レ 有 二 罪科-事。 


ニー 八 人 皆 人の 爲に寸 る 也 

師曰 はく、 故實撰 要に 云 はく、 人 は 大方 高き も賤 しき も、 人の ために 辛勞 をす るな 

らん 也。 國を 持ち 所領 を 持ち 候 人 は、 民の ため 犬 下の ために 心 をつ くし、 可, 存 一一 其 益, 

者 也。 想-じて 身に 相當 ほど、 分際に したが ひて 德を 諸人に ほどこす べきと 申せり。 恣 

に 人 をな やまし、 身の ため 斗り 思 ふこと は、 佛 神のに くみ を 蒙るべき もの 也。 

一二 九 周 公 公 を戒む  . 

師曰 はく、 昔 周 公 日 一成 王 をた すけ 玉 ふの 時， 周 公の 子伯禽 をして 再に 封せられ ける 

時、 周公戒 A 之 曰、 我 文 王 之 子、 武王之 弟、 成 王 之叔ハ  1、 我 於 二 天下； 亦 不：， 賤 矣、 

然 我 一 沐三 握 レ髮、 一 f 一  吐，^, 起以待 i、 祸恐， 失 二 天下 之 賢人； 子 之 レ鲁、 i 

レ テ マオ ゴル 一一 

無 ：ー4, 國 ，人。 
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